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２００７年度臨床医学系業績集の発刊にあたって

今年の日本は低温で雨量の少ない梅雨と局地的な豪雨に続いて猛暑が予測されてお
り、異常気象であるといわれています。医療においても医師不足、歯止めのきかない
勤務医の立ち去り、地方にとどまらない医療崩壊などの状況が急速に進行しつつあ
り、有効な手立てが見つからない危機的状況が続いています。
政府の財政難のあおりを受け筑波大学の運営交付金も年々減額され、その影響で研

究スペースの拡充は困難となり、研究費も減額されています。一方で、Ｍ１からの
チュートリアル授業、Ｍ４からのクリニカル・クラークシップの開始、茨城県地域枠
の学生５人の増員、病院の再開発を見据えた病院経営収支の改善要請など、臨床医学
系の教官には以前にも増して、教育と診療に関する大きな負担がかかるようになりま
した。このように厳しい状況の中、臨床医学系の教官は人間総合科学研究科の中核と
なる研究活動を行っており、２００７年度も他大学に勝るとも劣らない立派な業績集を発
刊できたことを誇りに思います。
今回の業績集は学系経理企画担当の田中誠教授、高野晋吾准教授をはじめとする諸

先生方のご努力により完成の運びとなりました。本業績集は臨床医学系の教員の１年
間の研究の成果が集約されたもので、臨床医学系の研究活動の指標であり、今後の臨
床医学系の発展のために大いに寄与するものと考えます。昨年から経費削減のため冊
子体を作製せず、臨床医学系のwebsiteで多くの方にごらんいただけるようにいたし
ました。これも無駄を省くという点から他学系にはない試みです。
今年４月から先端応用医学専攻、病態制御医学専攻、ならびに機能制御医学専攻の

臨床医学３専攻は、より機能的に研究と大学院教育を行うため一本化され、疾患制御
医学専攻となりました。１専攻になることで研究協力体制が一層強化され、多様化す
る医学に対応することが可能となり、これまで以上に研究が充実し発展するものと期
待されます。

臨床医学系長
大河内 信 弘
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凡 例

１．収録の対象
筑波大学臨床医学系所属の教員が著者ないし発表者（共著者を含む）の業績を対象とした。

２．記載方法
業績は平成１９年１月１日～１２月３１日に発表されたものを対象とし，当該教員ら所属する
研究グループ毎にまとめた。夫々の業績目録に収録するか否かの判断は各研究者に委
ね，予め配布された用紙に記載された業績はすべて収録した。

３．業績の分類
各種の業績を次の６種に分類し，以下の要領でchronologicalに記載した。

ⅰ．原著
ⅱ．総説

欧文雑誌名はIndexMedicusに準じ，和文は公式の略称を用いる。
ⅲ．著書

単行本の場合は，著者名：書名，発行所，発行地，発行年
分担執筆の場合は，著者名：表題，書名，（編集者），版数（初版は不要），
発行所，発行地，初頁－終頁

ⅳ．学会発表（シンポジウム，特別講演を含む）
発表者名：題名，学会名（場所） 月，年（西暦）

ⅴ．班研究報告
著者名：題名，報告書名，年次，初頁－終頁

ⅵ．その他（放送，座談会，講演会などで学術的なもの）
発表者名：題名，放送局名，月，日，年，または誌名，巻，頁，年

なお，著者名は原則として全員を記載し，臨床医学系教員はゴシック文字とした。
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岡 田 智 志
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△小野寺 雅 史
小 畠 真 奈

○△小 原 直
加 治 優 一
金 森 章 浩

△金 岡 恒 治
金 子 新
河 合 弘 二
河 合 伸 念
川 名 啓 介
川 西 洋 一
河 野 了
木 内 貴 博
木 澤 義 之

○工 藤 寿 子
工 藤 豊一郎
國 松 聡

○栗 島 浩 一
後 藤 大 輔

○後 藤 行 延
小 室 広 昭
近 藤 匡
斎 藤 知 栄
酒 井 俊
酒 井 光 昭
坂 根 正 孝
坂 本 透
佐々木 惠 美
佐 藤 豊 実
佐 藤 浩 昭
佐 藤 藤 夫
佐 藤 正 樹

△佐 藤 雅 人
柴 田 靖

△柴 原 健
△清 水 崇 史
△清 水 芳 男
菅 原 信 二

鈴 川 和 己
鈴 木 謙 介
鈴 木 英 雄
鈴 木 浩 明
瀬 尾 由 広
関 口 幸 夫
関 戸 哲 利
高 橋 伸 二
高 橋 昭 光
高 橋 毅 法
高屋敷 明由美

○詫 間 浩
武 田 徹

△武 安 法 之
○楯 川 幸 弘
田 中 優美子

△谷 向 知
田 渕 経 司
辻 茂 希

△坪 井 康 次
寺 島 秀 夫
富 樫 真 二
飛 田 忠 道
冨 所 康 志

○中 井 啓
中馬越 清 隆

○中 村 泰 大
中 山 秀 次

○那 須 克 宏
西 浦 康 正

△野 村 明 広
長谷川 雄 一
畑 寿太郎

△幡 多 政 治
原 尚 人

○林 太 智
坂 東 裕 子
樋之津 史 郎
平 岡 孝 浩

△平 山 暁
福 島 敬
福 田 妙 子
福 永 潔
福 光 延 吉
藤 木 豊
古 田 淳 一
星 拓 男
堀 孝 文
松 井 裕 史
松 崎 美 緒
松 下 昌之助
松 本 功

松 本 光 司
三 島 初
宮 園 弥 生
宮 永 直 人

△向 井 陽 美
○村 越 伸 行
森 健 作
森 島 祐 子

○森 戸 直 記
八 代 享

○安 田 京
○安 野 史 彦
○矢 藤 繁
△谷 中 昭 典
柳 澤 和 彦
柳 川 徹
山 縣 憲 司
山 下 創一郎
山 本 哲 哉
山 本 雅 由
山 本 純 偉

○渡 邉 寛
講師（２級）
瓜 田 泰 久
岡 本 嘉 一
工 藤 寿 美

○小 林 和 人
○左津前 剛
清 水 雄

○瀬 尾 恵美子
高 橋 実 穂
田 中 竜 太

○徳 永 千 穂
中 村 明 澄
原 友 紀
福 田 邦 明

○前 野 貴 美
△南 里 恵
○森 脇 俊 和
助 教
○△泉 田 欣 彦
常 樂 晃

○中 田 由 夫
松 坂 賢
村 田 聡一郎
吉 田 文 代

助 手
△伊 藤 周 作
△横 尾 友 隆

臨床医学系教員（２００７年１月１日～２００７年１２月３１日）

※職名は２００７年１２月３１日現在
○は期間内採用者
△は離職者（H２０年離職者含む）
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No.2 山縣邦弘：

急速進行性糸球体腎炎・ANCA関連腎炎：
急速進行性糸球体腎炎はどういう機序で起こるのか？

専門医のための薬物療法Q&A
中外医学社,東京,pp.32-34,2007

No.3 山縣邦弘：
急速進行性糸球体腎炎・ANCA関連腎炎：
ANCA関連腎炎はどういう機序で起こるのか？

専門医のための薬物療法Q&A
中外医学社,東京,pp.35-37,2007

No.4 斎藤知栄：
急速進行性糸球体腎炎・ANCA関連腎炎：RPGNの腎予後・生命今後は？

専門医のための薬物療法Q&A
中外医学社,東京,pp.38-41,2007

No.5 清水芳男,山縣邦弘：
急速進行性糸球体腎炎・ANCA関連腎炎：抗血小板薬について

専門医のための薬物療法Q&A
中外医学社,東京,pp.45-47,2007

No.6 臼井丈一,山縣邦弘：
急速進行性糸球体腎炎・ANCA関連腎炎：抗擬固療法

専門医のための薬物療法Q&A
中外医学社,東京,pp.48-49,2007
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No.7 楊 景堯,平山浩一,山縣邦弘：
急速進行性糸球体腎炎・ANCA関連腎炎：副腎ステロイドの投与法は？

専門医のための薬物療法Q&A
中外医学社,東京,pp.50-53,2007

No.8 楊 景堯,平山浩一,山縣邦弘：
急速進行性糸球体腎炎・ANCA関連腎炎：免疫抑制剤の投与法は？注意すべき副作用は？

専門医のための薬物療法Q&A
中外医学社,東京,pp.54-55,2007

No.9 平山 暁：
急速進行性糸球体腎炎・ANCA関連腎炎：カクテル療法とは

専門医のための薬物療法Q&A
中外医学社,東京,pp.59-61,2007

No.10 萩原正大,山縣邦弘：
急速進行性糸球体腎炎・ANCA関連腎炎：血漿交換の適応となるのは？

専門医のための薬物療法Q&A
中外医学社,東京,pp.62-64,2007

No.11 斉藤知栄：
急速進行性糸球体腎炎・ANCA関連腎炎：血液透析を開始する時期・状態は？

専門医のための薬物療法Q&A
中外医学社,東京,pp.65-66,2007

No.12 山縣邦弘：
急速進行性糸球体腎炎

綜合臨床増刊 dataで読み解く内科疾患
永井書店,大阪,pp.1361-1368,2007

No.13 山縣邦弘：
急速進行性糸球体腎炎

内科学第9版（杉本恒明,矢崎義雄編）
朝倉書店,東京,pp.1201-1204,2007

No.14 山縣邦弘：
慢性糸球体腎炎

内科学第9版（杉本恒明,矢崎義雄編）
朝倉書店,東京,pp.1204-1206,2007

No.15 山縣邦弘：
感染後腎炎

腎不全治療マニュアル
日本透析医会,東京,pp.128-131,2007
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学会発表
No.1 関 正則,清水芳男,桜井秀子,荒川 洋,楊 景堯,山縣邦弘,小山哲夫：

メチシリン抵抗性黄色ブドウ球菌（MRSA）感染後腎炎および一部のIgA腎症の原因抗原
と考えられる黄色ブドウ球菌膜蛋白の培養メサンギウム細胞に対する影響性

第30回IgA腎症研究会（東京）1月,2007
No.2 渡邊文代,金子修三,萩原正大,清水芳男,平山 暁,富田知栄,楊 景堯,山縣邦弘,

山口直人,小山哲夫：
右腎摘出11年後に発症した左腎動狭窄による腎血管性高血圧症に対し経皮経管血管形成
術（PTA）を施行後，妊娠・分娩に成功した一例

第17回腎と妊娠研究会（東京）3月,2007
No.3 小林博通,渡邊泰治,大和田滋,大坪毅人,平山 暁,上林将人：

肝虚血再灌流障害におけるElectronparamagneticresonanceimaging(EPRI)による臓器還元
能評価

第107回日本外科学会定期学術集会（大阪）4月,2007
No.4 永井 恵,萩原正大,渡邊文代,金子修三,臼井丈一,清水芳男,平山 暁,斎藤知栄,

楊 景堯,山縣邦弘：
管内増殖性糸球体腎炎で発症し,糸球体にIgAとC3の沈着を認めた難治性ネフローゼの
1例

第12回茨城腎疾患治療研究会（つくば）4月,2007
No.5 HirayamaA,UedaA,OtekiT,OwadaS,NagaseS:

InvivoEPRanalysisandimagingofantihypertensivedrugsonrenalreducingactivity

EPR2007:AJointConferenceof12thInVivoEPRSpectroscopyandImaging

9thInternationalEPRSpinTrapping/SpinLabeling2007.4Chicago

No.6 清水芳男,関 正則,荒川 洋,海老原至,金子修三,渡邊文代,萩原正大,楊 景堯,

小山哲夫,山縣邦弘：
黄色ブドウ球菌膜蛋白の培養メサンギウム細胞に対する直接的影響

第50回日本腎臓学会総会（浜松）5月,2007
No.7 植田敦志,井上真理子,平山 暁,富田知栄,楊 景堯,山縣邦弘：

短期間の腹膜休息が腹膜機能に与える影響
第50回日本腎臓学会総会（浜松）5月,2007

No.8 樗木隆聡,永瀬宗重,平山 暁,植田敦志,井上真理子,横山秀克,吉村哲彦：
iNOS由来のNOによるアドリアマイシン誘発性尿細管障害の保護効果

第50回日本腎臓学会総会（浜松）5月,2007
No.9 大和田滋,前波輝彦,平山 暁,永瀬宗重,後藤寿美恵,西島冬彦,坂内堅二：

慢性腎不全ラットにおけるAST-120(K)の腎還元能に対する効果-invivoimagingESR(l-
bandESR)による検討

第50回日本腎臓学会総会（浜松）5月,2007
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No.10 平山浩一,山縣邦弘,鈴木理志,小林正貴,萩原正大,海老原 至,錦 健太,清水芳男,

間瀬かおり,平山 暁,富田知栄,楊 景堯,後藤達宏,山木万理郎,大場正二,小山哲夫：
原発性膜性腎症に対するシクロスポリン単独および少量ステロイド薬併用療法の有効性に
関する検討

第50回日本腎臓学会総会（浜松）5月,2007
No.11 渡邊文代,富田知栄,萩原正大,金子修三,清水芳男,平山 暁,楊 景堯,高橋秀人,

西連地利巳,石田久美子,山縣邦弘：
わが国の健診における新規検尿異常出現率

第50回日本腎臓学会総会（浜松）5月,2007
No.12 萩原正大,渡邊文代,金子修三,清水芳男,平山 暁,富田知栄,楊 景堯,山縣邦弘：

チオ硫酸ナトリウムクリアランスを用いた日本人の糸球体濾過量（GFR）の分布
第50回日本腎臓学会総会（浜松）5月,2007

No.13 楊 景堯，平山 暁，橋本優子，下畑 誉，森戸直記，山縣邦弘：
糖尿病発症Nrf2欠損マウスにおける酸化ストレスおよび腎障害の解析

第50回日本腎臓学会総会（浜松）5月,2007
No.14 金子修三，渡邊文代，萩原正大，清水芳男，平山 暁，富田知栄，楊 景堯，山縣邦弘：

クリアランス試験によるFF（GFR/RPF）の評価：病理組織学的評価および腎予後との相関
第50回日本腎臓学会総会（浜松）5月,2007

No.15 下畑 誉,楊 景堯,橋本優子,森戸直記,小林正貴,山縣邦弘：
MafAKO:MafKTgcompoundマウスは糖尿病性腎症を発症する

第50回日本腎臓学会総会（浜松）5月,2007
No.16 堀尾 勝,今井圓裕,新田孝作,山縣邦弘,松尾清一：

改訂MDRD簡易式の日本人係数
第50回日本腎臓学会総会（浜松）5月,2007

No.17 TomidaC,WatanabeF,TakahashiH,SairenchiT,IshidaK,YamagataK:
Screeningofproteinuriainacommunity-basedpopulation:GeneralorSelective?

AsianForumofCKDInitiative2007

May27-28,2007Hamamatsu,Japan

No.18 高山直也，錦井秀和，臼井丈一，江藤浩之，中内啓光：
ヒト胚性幹（ES）細胞からの巨核球/血小板への分化誘導

第5回幹細胞シンポジウム（淡路）5月,2007
No.19 楊 景堯,萩原正大,田中宏明,荒川 洋,臼井丈一,清水芳男,平山 暁,富田知栄,

石井亜紀子,玉岡 晃,山縣邦弘：
重症筋無力症における初回免疫吸着療法効果の検討

第41回茨城人工透析談話会,2007
No.20 田島麗子,渡邊文代,金子修三,萩原正大,清水芳男,平山 暁,富田知栄,楊 景堯,

山縣邦弘,高野恵輔,稲川 智,寺島秀夫,大河内信弘：
診断と治療に難渋したイレウスを呈した透析患者の一例

第41回茨城人工透析談話会,2007
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No.21 田中宏明,荒川 洋,臼井丈一,萩原正大,清水芳男,平山 暁,斎藤知栄,楊 景堯,

山縣邦弘：
高圧薬を中心とした内科的治療を選択した高アルドステロン血症の2例

第34回茨城県高血圧研究会学術講演会（つくば）2007.6.7
No.22 前田るい,下川 治,平山 暁,林 純一,松井裕史：

胃がん細胞のWarburg効果はNOがup-regulateする
第29回日本フリーラジカル学会学術集会・

日本過酸化脂質フリーラジカル学会第31回大会合同学会（名古屋）6月,2007
No.23 宇土潤平,前田るい,平山 暁,松井裕史：

NOによるがん特異的ヘム・鉄代謝の誘導
第29回日本フリーラジカル学会学術集会・

日本過酸化脂質フリーラジカル学会第31回大会合同学会（名古屋）6月,2007
No.24 大和田滋,平山 暁,永瀬宗重,植田敦志,後藤寿美江,西島冬彦,坂内堅二：

慢性腎不全ラットにおけるAST-120（K）の腎還元能に対する効果－invivoimagingESR
（l-bandESR）による検討－

第29回日本フリーラジカル学会学術集会・
日本過酸化脂質フリーラジカル学会第31回大会合同学会（名古屋）6月,2007

No.25 植田敦志,井上真理子,平山 暁,下澤由香里,富田知栄,楊 景堯,山縣邦弘：
腹膜透析患者の週2日の短期腹膜休息が腹膜機能に与える影響

第52回日本透析医学会総会・学術集会（大阪）6月,2007
No.26 楊 景堯，萩原正大，吉田 聡，清水芳男，平山 暁，富田知栄，山縣邦弘：

過去10年間の当院における血液浄化療法の検討
第52回日本透析医学会総会・学術集会（大阪）6月,2007

No.27 ShimizuY,SekiM:
Staphylococcalcellmembraneantigeninteractsdirectlywithmesangialcellsbytransmitting

growth signalsthrough Toll-likereceptorsand inhibitory signalsthrough an unknown

pathway

FreecomminicationattheXLIVERA-EDTACongress

Barcelona,Spain,June21-24,2007

No.28 高野洋平,端山幹大,高橋典子,金子修三,海老原至,臼井丈一,山縣邦弘：
抗基底膜抗体型半月体形成性腎炎の二症例

第42回茨城腎研究会（水戸）7月,2007
No.29 斎藤知栄,渡邊文代,田中宏明,荒川 洋,萩原正大,臼井丈一,森戸直記,清水芳男,

平山 暁,楊 景堯,山縣邦弘,石田久美子､入江ふじ子,西連地利巳：
健診結果から展望する茨城県の慢性腎疾患の取り組み

第42回茨城腎研究会（水戸）7月,2007
No.30 渥美安紀子,清水芳男,金子修三,荒川 洋,萩原正大,臼井丈一,平山 暁,斎藤知栄，

楊 景堯,山縣邦弘：
MPO-ANCA関連血管炎で経過観察中に肥厚性硬膜炎を合併した1例

第546回日本内科学会関東地方会（東京）7月,2007
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No.31 萩原正大,田中宏明,荒川 洋,清水芳男,臼井丈一,平山 暁,斎藤知栄,楊 景堯,

山縣邦弘：
大量γグロブリン療法が有効であったPR3-ANCA陽性,全身性エリテマトーデスの1例

第3回IgA腎症カクテル療法研究会,2007.7.13-14
No.32 森戸直記,下畑 誉,楊 景堯,橋本優子,工藤 崇,高橋 智：

MafAKO::MafKTgcompoundマウスは糖尿病性腎症を発症する
第24回日本疾患モデル学会（つくば）2007.8.31

No.33 下畑 誉,楊 景堯,森戸直記,高橋 智,山縣邦弘：
新規糖尿病性腎症モデルマウスの作製と解析

第13回分子腎臓研究会（東京）2007.9.1
No.34 坂井健太郎,臼井丈一：

Allo-BMT後に発症した非典型的膜性腎症の1例
第13回茨城腎疾患治療研究会（つくば）2007.9.6

No.35 平山 暁,植田敦志,永瀬宗重,樗木隆聡,青柳一正,古武弥成,大和田 滋：
ピューロマイシン腎症におけるミトコンドリア由来O2.-検出

第19回腎とフリーラジカル研究会（浜松）9月,2007
No.36 植田敦志,井上真理子,平山 暁,下澤由香里,斎藤知栄,楊 景堯,山縣邦弘：

腹膜透析患者における腹膜の除水能とNox・酸化ストレス
第19回腎とフリーラジカル研究会（浜松）9月,2007

No.37 萩原正大,渡邊文代,金子修三,清水芳男,平山 暁,斎藤知栄,楊 景堯,山縣邦弘,

相田久美,長田道夫：
M蛋白血症とコントロール困難な心嚢水・胸水貯留を認め,腎組織学的に膜性増殖性糸球
体腎炎の像を呈していた一例

第51回東京腎生検カンファランス（東京）12月,2007
No.38 渡邊文代,清水芳男,金子修三,荻原正大,臼井丈一,平山 暁,楊 景堯,山縣邦弘：

アガリクスによる薬剤性過敏症候群（DIHS）を発症した維持血液透析者の一例
第37回日本腎臓学会東部学術大会（浦和）10月,2007

No.39 坂井健太郎，臼井丈一，荒川 洋，平山浩一，鈴木大成，相田久美，清水芳男，平山 暁,

斎藤知栄，楊 景堯，長田道夫，山縣邦弘：
Allo-BMT後に発症した非典型的膜性腎症の1例

第37回日本腎臓学会東部学術大会（浦和）10月,2007
優秀演題賞受賞

No.40 下畑 誉,高田健治,田中宏明,小原真美,森戸直記,末次慶多,臼井丈一,楊 景堯,

小林正貴,山縣邦弘：
IgA腎症合併古典的ファブリー病の一例

第37回日本腎臓学会東部学術大会（浦和）10月,2007
No.41 田島麗子,平山 暁,渡邊文代,金子修三,田中宏明,荻原正大,臼井丈一,斎藤知栄,

山縣邦弘：
MPO-ANCA関連腎炎の経過中に第Ⅷ因子インヒビターによる後天性血友病Aを合併した
一例

第37回日本腎臓学会東部学術大会（浦和）10月,2007
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No.42 永井 恵,斎藤知栄,金子修三,藤田亜紀子,萩原正大,清水芳男,楊 景堯,山縣邦弘：
鎖骨下動脈盗血症候群に対してステント留置が奏効した慢性腎不全の一例

第37回日本腎臓学会東部学術大会（浦和）10月,2007
No.43 海老原至,金子修三,関 正則,高野洋平,平山浩一,小林正貴,臼井丈一,山縣邦弘：

急速に腎機能が悪化したIdiopathicnodularglomerulosclerosis（INGS）の一例
第37回日本腎臓学会東部学術大会（浦和）10月,2007

No.44 金子修三,海老原至,臼井丈一,山縣邦弘,小林正貴,平山浩一,関 正則：
Collagenofibroticglomerulopathyの一例

第37回日本腎臓学会東部学術大会（浦和）10月,2007
No.45 HirayamaA,UedaA,MaedaR,NagaseS,MatsuiH,KotakeY,OwadaS:

ImbalanceofMitochondrialSuperoxideandIntracellularNitricOxideinthe

HyperproteinuricPhaseofPuromycinNephrosis

第37回日本腎臓学会東部学術大会（浦和）10月,2007
No.46 高山直也,江藤浩之,臼井丈一,錦井秀和,寛山 隆,中内啓光：

ヒトES細胞由来造血支持構造体，嚢状構造物（ES-Sac）からの血液細胞の分化誘導
第69回日本血液学会総会・第49回日本臨床血液学会総会（横浜）10月,2007

No.47 UsuiJ,KobayashiT,NishinakamuraR,YamagataK,NakauchiH:
Organization ofES cell-derived kidneysin kidney-deficientmiceby using blastocyst

complementation

40thannualmeetingoftheAmericanSocietyofNephrology

(RenalWeek2007)2007.11SanFrancisco,USA

No.48 OwadaS,HirayamaA,UedaA,NagaseS,GotoS,NishijimaF,BannaiK.MoritoN:
MafA-Deficient/MafKTransgenicHybridMiceDevelopSevereDiabeticNephropathy

40thannualmeetingoftheAmericanSocietyofNephrology

(RenalWeek2007)2007.11SanFrancisco,USA

No.49 OwadaS,HirayamaA,UedaA,NagaseS,GotoS,NishijimaF,BannaiK:
TriglycerideRichLipoproteinsContributetotheDeclineinRenalFunctioninExperimental

ChronicRenalFailure(CRF)RatsandtheOralAdsorbentAST-120(KremedineR)Alters

ThisProcess

40thannualmeetingoftheAmericanSocietyofNephrology

(RenalWeek2007)2007.11SanFrancisco,USA

No.50 MoritoN,ShimohataH,HashimotoY,YohK,YamagataK,TakahashiS:
MafA-deficient/MafK transgenichybrid micedevelop severediabeticnephropathy,40th

annualmeetingoftheAmericanSocietyofNephrology

40thannualmeetingoftheAmericanSocietyofNephrology

(RenalWeek2007)2007.11SanFrancisco,USA

No.51 SaitoC,WatanabeF,TakahashiH,SairenchiT,IshidaK,YamagataK:
Screeningofproteinuriainacommunity-basedpopulation:

UniversalorSelective?

40thannualmeetingoftheAmericanSocietyofNephrology

(RenalWeek2007)2007.11SanFrancisco,USA
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No.52 植田敦志,井上真理子,小田倉巳年男,箕輪明美,飯村早苗,平山 暁,下澤由香里,
斎藤知栄,楊 景堯,山縣邦弘：

短期腹膜休息がもたらす腹膜の除水能の変化とNOx・酸化ストレスの関与
第3回アジアISPD/第13回日本腹膜透析研究会大会（広島）11月,2007

No.53 関根理恵,安藤真美,小松紀子,塙真寿美,後藤達宏,斎藤知栄,飯村早苗,植田敦志：
腹膜透析カテーテル出口部ケアの見直し －2施設共同研究における中間報告－

第13回日本腹膜透析研究会大会（広島）11月,2007
No.54 臼井丈一,小林俊寛,西中村隆一,山縣邦弘,中内啓光：

腎臓欠損モデルマウスとblastocystcomplementationを組み合わせたマウスES細胞由来腎
臓の作成

第43回日本移植学会総（仙台）11月,2007
No.55 臼井丈一,小林俊寛,西中村隆一,山縣邦弘,中内啓光：

腎臓欠損モデルマウスとblastocystcomplementationを組み合わせたマウスES細胞由来腎
臓の作成．

第8回腎不全病態治療研究会（東京）12月,2007
会長賞受賞

班研究報告
No.1 山縣邦弘,萩原正大,清水芳男,平山 暁,富田知栄,楊 景堯：

血管炎・MPO-ANCAの治療に関する研究－MPO-ANCA型血管炎に対するアフェレーシス
療法の効果－

厚生労働科学研究費補助金 医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合事業
血管炎治療のための人工ポリクローナルグロブリン製剤の開発と安全性確保に関する研究

平成18年度総括・分担研究報告書,2007
No.2 山縣邦弘,清水芳男,萩原正大,臼井丈一,平山 暁,富田知栄,楊 景堯：

マウス半月体形成性腎炎モデルの半月体形成期腎糸球体における内因性retrotransposonの
発現

厚労省科学研究費補助金 難治性疾患克服事業
進行性腎障害に関する調査研究

平成18年度 総括・分担研究報告書 pp.108-111,2007

No.3 小山哲夫,槇野博史,有村義宏,新田孝作,武曽恵理,和田隆史,田熊淑男,山縣邦弘：
我が国のRPGNの現状と今後の展望

厚労省科学研究費補助金 難治性疾患克服事業
進行性腎障害に関する調査研究

平成18年度 総括・分担研究報告書 pp.75-83,2007

No.4 萩原正大,田中宏明,荒川 洋,清水芳男,臼井丈一,平山 暁,斎藤知栄,楊 景堯,

山縣邦弘：
大量グロブリン療法が有効であったPR3-ANCA陽性,全身性エリテマトーデスの1例

厚生労働科学研究費補助金 創薬基盤推進研究事業
血管炎治療のための人工ポリクローナルグロブリン製剤の開発と安全性確保に関する研究班

7月15日,2007
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講演・その他
No.1 山縣邦弘：

シンポジウム：CAPD療法の進歩－腹膜硬化の進展抑制と再生療法－
講演「CAPDによる腹膜組織,透析液排液細胞,腹膜透過性の変化－透析液中性化による
効果の検討－」

日本医工学治療学会第23回学術大会（大阪）2月,2007
No.2 富田知栄：

ワークショップ：PDのエキスパートを目指して；基礎から応用まで講演「教育」
第4回日本在宅透析支援会議・総会（東京）2月,2007

No.3 山縣邦弘：
特別講演「CKD対策への今後の展望」

旭市海上郡医師会学術講演会（旭）2月,2007
No.4 楊 景堯：

講演「本院におけるテルミサルタンの使用経験について」
第1回つくばCKD研究会（つくば）2月,2007

No.5 山縣邦弘：
シンポジウム：アフェレシスの保険適応－現状と課題
講演「急速進行性糸球体腎炎,抗白血球細胞質抗体（ANCA）関連血管炎に対するアフェ
レシス療法の位置づけと保険医療」

第27回日本アフェレシス学会学術大会・第6回国際アフェレシス学術大会・
第11回世界アフェレシス連合世界会議（横浜）3月,2007

No.6 YamagataK:
Workshop:ClinicaleffectsofapheresisinrenaldiseasesApheresisforANCA associated

vasculitis;presentstatusandperspectives

第27回日本アフェレシス学会学術大会・第6回国際アフェレシス学術大会・
第11回世界アフェレシス連合世界会議（横浜）3月,2007

No.7 山縣邦弘：
講演「成人の腎検診とCKD対策」

CKD講演会（東京）3月,2007
No.8 斎藤知栄：

講演「CAPD管理について」
学術講演会（つくば）4月,2007

No.9 山縣邦弘：
テーマ「心腎関連とその臨床的意義」
「心腎連関を臨床に活かすCKD診療ガイドCKD発症リスクと心・腎予後」

長岡市医師会学術講演会（長岡）4月,2007
No.10 菱田 明,井関邦敏,山縣邦弘：

座談会「尿蛋白結果と血清クレアチニン値の診かた」－慢性腎臓病診療における基本検査
の実際－

CurrentTherapy25：75-83,2007
カレントテラピー座談会（東京）5月,2007
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No.11 飯野靖彦,山縣邦弘,内田啓子：
座談会「慢性腎臓病（CKD）－現状と対策－」

腎と透析 62(5),963-974,2007

No.12 富田知栄,石田久美子,萩原正大,清水芳男,平山 暁,楊 景堯,西連地利巳,
入江ふじ子,山縣邦弘：

特別企画：慢性腎臓病対策を進めるために地域での取り組みから学ぶこと「健診結果から
展望する地域医療における慢性腎疾患の取り組み」

第50回日本腎臓学会学術総会（浜松）5月,2007
No.13 山縣邦弘：

ランチョンセミナー：ネフローゼ症候群治療の問題点と対策「膜性腎症を中心に」
第50回日本腎臓学会学術総会（浜松）5月,2007

No.14 山縣邦弘：
特別講演「慢性腎疾患(CKD)診療ガイド」

CKD診療ガイド講演会（つくば）6月,2007
No.15 山縣邦弘：

ワークショップパネリスト テーマ「臨床工学技師の更なる医療への貢献」
第57回日本病院学会（つくば）6月,2007

No.16 山縣邦弘：
講演「透析導入時腎機能の透析導入後生命予後に与える影響」

第52回日本透析医学会学術集会・総会（大阪）6月,2007
No.17 平山 暁，永瀬宗重：

ワークショップ「透析患者の酸化ストレスUptodate」血液透析の抗酸化的側面
第52回日本透析医学会学術集会・総会（大阪）6月,2007

No.18 山縣邦弘：
特別講演「慢性腎疾患（CKD）の診療ガイドと治療管理のポイント」
日本医師会生涯教育講座「慢性腎臓病：日本人における診療ガイド」（佐久）6月,2007

No.19 木村玄次郎,山縣邦弘：
特別講演「慢性腎臓病（CKD）のremissionを目指して」
特別発言－高用量ARBの効用－

日本腎臓学会50周年記念事業 CKDガイド講演会
水戸KidneyDiseaseフォーラム2007（水戸）6月,2007

No.20 山縣邦弘：
インタビュー「危険因子からみたCKDと脳心血管系イベント」
－生活習慣への介入と有用性を探って－

Cardio-RenalProtection14,7,2007

No.21 山縣邦弘：
特別講演「CKD診療ガイドについて」

医療連携のためのCKD診療ガイド講演会（つくば）8月,2007
No.22 山縣邦弘：

特別講演「慢性腎臓病(CKD)患者のフォローアップと透析導入のタイミング」
第6回茨城県水戸地区透析医研究会（水戸）9月,2007
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No.23 斎藤知栄：
講演「茨城県の検診結果から展望する慢性腎臓病の取り組み」

第1回茨城CKD研究会（つくば）9月,2007
No.24 山縣邦弘：

基調講演「新しい日本人のためのGFR推算式とCKDガイド」
－茨城県の実態について－

第3回『地域医療を考える会』TSUKUBA（つくば）9月,2007
No.25 斎藤知栄：

講演「つくばCKD地域連携パスの提案」
第3回『地域医療を考える会』TSUKUBA（つくば）9月,2007

No.26 山縣邦弘：
講演『慢性腎臓病（CKD）発症と進展のリスクファクターについて』

北海道CKD診療ガイド講演会（札幌）9月,2007
No.27 萩原正大,山縣邦弘,中田和人,林 純一：

シンポジウム「糸球体上皮の修復ミトコンドリア異常による
糸球体上皮細胞障害の発生機序」

第37回日本腎臓学会東部学術大会（浦和）10月,20007
No.28 山縣邦弘：

特別講演「CKD診療の実際と今後の展望」
西三河クリニカルカンファレンス（安城）10月,2007

No.29 山縣邦弘：
講演「CKD(慢性腎臓病)について」

第3回市民講座「あなたは慢性腎臓病ではないですか？」（印西）10月,2007
No.30 斎藤知栄：

講演「慢性腎臓病（CKD）ガイドと茨城県での取り組みについて」
茨城県病院栄養士協議会総会（水戸）11月,2007

No.31 山縣邦弘：
特別講演『慢性腎臓病（CKD）の地域連携パス－茨城での取り組みについて－』

第42回東海腎不全研究会（名古屋）11月,2007
No.32 山縣邦弘：

講演『CKDの早期発見と治療ガイドについて』
神奈川県CKD講演会（横浜）11月,2007

No.33 山縣邦弘：
講演：日本腎臓学会から「CKD診療ガイド」

茨城県CKD診療ガイド講演会（水戸）11月,2007
No.34 山縣邦弘：

CKD診療ガイドについて
Cardio-RenalSymposiumin茨城（水戸）11月,2007

No.35 山縣邦弘：
特別講演「脳・心・腎連関から見たCKD」

CKDSymposiumin新潟（新潟）11月,2007
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No.36 山縣邦弘：
特別講演「生活習慣病の視点から見たCKDについて」

日本腎臓学会創立50周年記念事業
CKD(慢性腎臓病)学術講演会（豊中）11月,2007

No.37 山縣邦弘：
講演会「腎不全医療からみたCKD対策と透析導入のタイミング」

神奈川腎研究会,12月,2007
No.38 山縣邦弘：

－慢性腎臓病治療における今後の展開－
講演「今後のCKD対策について」

県西地区学術講演会（筑西）12月,2007
No.39 尾崎承一,山縣邦弘,野島美久,城 謙輔,木村健二郎：

座談会：増加するANCA関連腎炎
－臨床医は何に注意し,どのように対処したらよいか－

NephrologyFrontier7巻1号（2008年3月号）（東京）12月,2007
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膠原病・リウマチ・アレルギーグループ（2007年）

原 著
No.1 SumidaT,WakamatsuE,NakamuraT,MatsumotoI:

Autoantibodies against muscarinic acetylcholine receptor in patients with Sjogren’s

syndrome.(review)

InTextbookofAutoantibodiessecondeditioned.byY.Shoenfeld,

M.E.GershwinandP.L.Meroni.Elsevier,p.681-685,2007

No.2 KobayashiT,ItoS,YasudaK,KurodaT,YamamotoK,SugitaN,TaiH,NaritaI,GejyoF,
YoshieH:

TheCombinedGenotypesofStimulatoryandInhibitoryFcγ ReceptorAssociatedwith

SystemicLupusErythematosusandPeriodontitisinJapanese

J.Periodont.78(3),467-474,2007

No.3 YamadaH,IshiiW,ItoS,IwanamiK,OgishimaH,SuzukiT,MamuraM,GotoD,
MatsumotoI,TsutsumiA,SumidaT:
Sarcoidmyositiswithmuscleweaknessasapresentingsymptom

ModRheumatol17,243-246,2007

No.4 MatsuyamaM,SuzukiT,TsuboiH,ItoS,MamuraM,GotoD,MatsumotoI,TsutsumiA,
SumidaT:
Anti-interleukin-6 receptorantibody (tocilizumab)treatmentofmulticentric Castleman’s

disease

IntenMed46,771-774,2007

No.5 SugiharaM,TsutsumiA,SuzukiE,WakamatsuE,SuzukiT,OgishimaH,HayashiT,ChinoY,
IshiiW,MamuraM,GotoD,MatsumotoI,ItoS,SumidaT:
EffectsofinfliximabtherapyongeneexpressionlevelsofTNF-alpha,TTP,TIA-1andHu

antigenRinpatientswithrheumatoidarthritis

ArthritisRheum56(7),2160-2169,2007

No.6 WakamatsuE,NakamuraY,MatsumotoI,GotoD,ItoS,TsutsumiA,SumidaT:
DNAmicroarrayanalysisoflabialsalivaryglandsofpatientswithSjögren’ssyndrome

Ann.Rheum.Dis.66,844-845,2007

No.7 YamadaH,NakagawaY,WakamatsuE,SumidaT,YamachikaS,NomuraY,MishimaK,
SaitoI:

EfficacypredictionofcevimelineinpatientswithSjogren’ssyndrome

ClinRheumatol.26,1320-1327,2007

No.8 TakanaY,YamamotoK,TakeuchiT,NishimotoN,MiyasakaN,SumidaT,ShimaY,TakadaK,
MatsumotoI,SaitoK,KoikeT.
Amulti-centerphaseI/IItrialofrituximabforrefractorysystemiclupuserythematosus

Mod.Rheumatol17(3),191-7,2007
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No.9 EnamiT,SuzukiT,ItoS,YoshimiA,SugiharaM,MamuraM,HayashiT,GotoD,
MatsumotoI,TsutsumiA,SumidaT:
Successfultreatmentofrefractorythromboticthrombocytopenicpurpurawithcyclosporine

and corticosteroidsin apatientwith systemiclupuserythematosusand antibodiesto

ADAMTS13

InternMed46,1033-1037,2007

No.10 KobayashiT,ItoS,KurodaT,YamamotoK,SugitaN,NaritaI,SumidaT,GejyoF,YoshieH:
The Interleukin-1 and Fcg ReceptorGene Polymorphismsin Japanese Patientswith

RheumatoidArthritisandPeriodontitis

J.Periodont.78(12),2311-2318,2007

No.11 KurodaT,HiroseS,TanabeN,SatoH,NakatsueT,AjiroJ,WadaY,MurakamiS,

HasegawaH,ItoS,SakatsumeM,NakanoM,GejyoF:
Mizoribine therapy for patients with lupus nephritis:the association between peak

mizoribineconcentrationandclinicalefficacy

ModRheumatol17(3),206-212,2007

No.12 NakayamadaS,SaitoK,UmeharaH,OgawaN,SumidaT,ItoS,MinotaS,NaraH,KondoH,
OkadaJ,MimoriT,YoshifujiH,SanoH,HashimotoN,SugaiS,TanakaY:

Efficacy and Safety ofMizoribine forthe TreatmentofSjögren’sSyndrome — A

MulticenterOpen-labelClinicalTrial

ModRheumatol17(6),464-9,2007

No.13 HayashiT,MatsumotoI,YasukochiT,MamuraM,GotoD,ItoS,TsutsumiA,SumidaT:
Biasedusageofsynovialimmunoglobulinheavychainvariableregion4bytheanti-glucose-

6-phosphateisomeraseantibodyinpatientswithrheumatoidarthritis

Int.J.Mol.Med.20(2),247-253,2007

No.14 伊藤 聡,坪井洋人,杉原誠人,鈴木 豪,石井 亘,千野裕介,真村瑞子,後藤大輔,

松本 功,堤 明人,住田孝之：
インフリキシマブ使用患者の手足X線所見の変化に関する検討

日関外誌26(4),413-425,2007

総 説
No.1 岩波慶一,松本 功,住田孝之：

Sjögren症候群に対するステロイド療法の妥当性は？－積極的な立場から
内科99(1),115-119,2007

No.2 近藤裕也,後藤大輔,住田孝之：
タクロリムスの使い方と注意すべき副作用

治療89(2),285-291,2007
No.3 坪井洋人,後藤大輔,住田孝之：

ゴリムマブとセルトリズマブ－新たな抗TNF－α抗体－
リウマチ科37(1),37-40,2007
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No.4 住田孝之：
膠原病と分子標的療法

綜合臨牀56(3),463-468,2007
No.5 若松 英,住田孝之：

シェーグレン症候群病変局所における発現遺伝子解析
リウマチ科37(3),215-221,2007

No.6 河野美佳,堤 明人,住田孝之：
シェーグレン症候群の乾燥症状

Arthritis-運動器疾患と炎症-5(1),51-57,2007
No.7 鈴木 豪,住田孝之：

生物学的製剤によって関節破壊防止は可能か
医学のあゆみ221(5),457-462,2007

No.8 坪井洋人,後藤大輔,住田孝之：
アバタセプトの欧米におけるエビデンス

医学のあゆみ221(5),441-445,2007
No.9 鈴木 豪,石井 亘,住田孝之：

多発性筋炎
綜合臨牀56増刊 (1495-1500),661-666,2007

No.10 鈴木 豪,伊藤 聡,杉原誠人,住田孝之：
関節リウマチ診断用コンパクトMRI

リウマチ科38(1),32-38,2007
No.11 住田孝之：

Sjögren症候群の分子病態と治療戦略
日本内科学会雑誌96(9),167-173,2007

No.12 住田孝之：
Ⅱ 診断と治療の実際 7.Sjögren症候群

日本内科学会雑誌96(10),81-85,2007
No.13 伊藤 聡：

エタネルセプトの今後：海外での大規模臨床試験
Mebio24(12),59-65,2007

No.14 住田孝之：
修飾抗原ペプチド

臨床免疫・アレルギー科48(5),476-482,2007
No.15 河野美佳,住田孝之：

「全身が痛くて家事もできません」線維筋痛症の病像と対応法
medicina44(13),2239-2242,2007

No.16 住田孝之：
リウマチ・膠原病はどのようにおこるか

からだの科学256,10-19,2007
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No.17 伊藤 聡：
Lasermicrodissection法による疾患発症関連分子解析の試み

分子リウマチ4(4),63-37,2007

著 書
No.1 住田孝之：

全身性硬化症（強皮症）
今日の治療指針2007年版 私はこう治療している デスク判

山口徹,北原光夫,福井次矢 総編集,医学書院,586-587,2007
No.2 堤 明人,住田孝之：

CRP

臨床検査ガイド2007-2008 これだけは必要な検査のすすめかた・
データのよみかた MedicalPractice編集委員会編,文光堂,171-173,2007

No.3 住田孝之：
Sjögren症候群

今日の診断基準 大田健,奈良信雄 編集,南江堂,646-648,2007
No.4 住田孝之：

Felty症候群
今日の診断基準 大田健,奈良信雄 編集,南江堂,649,2007

No.5 伊藤 聡：
併用療法など

骨粗鬆症のすべて 遠藤直人 編集,南江堂,150-157,2007

学会発表等
No.1 伊藤 聡：

膠原病・リウマチの最新治療と服薬指導
県央薬剤師学術セミナー（水戸）1月,2007

No.2 住田孝之：
リウマチ治療の進歩

第5回東葛リウマチ医会（千葉）1月,2007
No.3 伊藤 聡：

関節リウマチの最新治療－生物学的製剤から3年を経て－
日本医師会生涯教育講座 学術講演会（旭川）2月,2007

No.4 伊藤 聡：
高齢者における関節リウマチ治療について

ミゾリビンフォーラム（東京）2月,2007
No.5 伊藤 聡：

膠原病領域における真菌感染症の治療-β-Dグルカン測定の意義と上昇時の対処法
第5回茨城難治性感染症研究会（つくば）3月,2007
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No.6 伊藤 聡：
RA治療・世界の動向

第14回新潟リウマチのケア研究会（新潟）3月,2007
No.7 伊藤 聡：

高齢者における関節リウマチ治療について
第一回青森県膠原病フォーラム（青森）3月,2007

No.8 住田孝之：
シェーグレン症候群の分子病態と治療戦略

第104回日本内科学会講演会（大阪）4月,2007
No.9 伊藤 聡,杉原誠人,坪井洋人,石井 亘,真村瑞子,後藤大輔,松本 功,堤 明人,

住田孝之：
インフリキシマブ（INF）使用RA患者における手足X線所見の変化

第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007
No.10 坪井洋人,伊藤 聡,石井 亘,近藤裕也,岩波慶一,杉原誠人,河野美佳,鈴木 豪,

真村瑞子,後藤大輔,松本 功,堤 明人,住田孝之：
乾癬性関節炎に対するインフリキシマブの有用性に関する検討

第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007
No.11 松本 功,伊藤 聡,近藤裕也,坪井洋人,岩波慶一,河野美佳,杉原誠人,鈴木 豪,

石井 亘,真村瑞子,後藤大輔,堤 明人,林 太智,綾邊健彦,鏡味 勝,住田孝之：
MTX効果不十分例に対するミゾリビン追加併用療法の検討

第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007
No.12 杉原誠人,堤 明人,坪井洋人,石井 亘,真村瑞子,後藤大輔,松本 功,伊藤 聡,

住田孝之：
Infliximab長期投与患者末梢血単核球におけるtumornecrosisfactorαおよびtristetraprolin
の遺伝子発現

第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007
No.13 石井 亘,松本 功,井上明日香,安河内孝徳,真村瑞子,後藤大輔,伊藤 聡,堤 明人,

松田正之,池田修一,住田孝之：
humanTNFα inducedfactor-Xの関節リウマチ滑膜での役割

第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007
No.14 中村友美,若松 英,松本 功,真村瑞子,後藤大輔,伊藤 聡,堤 明人,住田孝之：

シェーグレン症候群患者におけるムスカリン作働性M3アセチルコリン受容体（M3R）に
対する自己抗体の機能解析

第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007
No.15 若松 英,中村友美,松本 功,後藤大輔,伊藤 聡,堤 明人,住田孝之：

M3ムスカリン作働性アセチルコリン受容体に対する（抗M3R抗体）のinvivoでの機能解
析

第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007
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No.16 河野美佳,堤 明人,松井弘斗,杉原誠人,鈴木 豪,真村瑞子,後藤大輔,松本 功,

伊藤 聡,住田孝之：
関節リウマチ患者におけるIL-17遺伝子の発現

第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007
No.17 杉原誠人,鈴木 豪,伊藤 聡,後藤大輔,松本 功,堤 明人,半田晋也,岡本嘉一,

吉岡 大,巨瀬勝美,住田孝之：
コンパクトMRIの関節リウマチへの臨床応用

第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007
No.18 鈴木 豪,堤 明人,松井弘斗,河野美佳,杉原誠人,真村瑞子,後藤大輔,松本 功,

伊藤 聡,住田孝之：
関節リウマチ患者におけるトリステトラプロリンプロモーター領域遺伝子多型

第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007
No.19 近藤裕也,伊藤 聡,荻島 博,杉原誠人,真村瑞子,後藤大輔,松本 功,堤 明人,

住田孝之：
ステロイド性糖尿病の早期発見とコントロールについての検討

第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007
No.20 松井弘斗,堤 明人,杉原誠人,河野美佳,鈴木 豪,真村瑞子,後藤大輔,松本 功,

伊藤 聡,住田孝之：
関節リウマチ患者におけるPre-B-cellcolony-enhancingfactor（PBEF）遺伝子の発現

第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007
No.21 瀬川誠司,後藤大輔,吉賀洋平,真村瑞子,松本 功,伊藤 聡,堤 明人,住田孝之：

関節リウマチ患者におけるCD1d分子変異体の検出
第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007

No.22 岩波慶一,松本 功,渡辺陽子,井上明日香,真村瑞子,後藤大輔,伊藤 聡,堤 明人,

住田孝之：
IL-6受容体阻害によるglucose-6-phosphateisomerase誘導性関節炎の発症抑制はTH-17の分
化抑制に基づく

第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007
No.23 吉賀洋平,後藤大輔,瀬川誠司,真村瑞子,松本 功,伊藤 聡,堤 明人,住田孝之：

NKT細胞はIL-17産生を介してコラーゲン誘導性関節炎 (CIA)の発症に関与している
第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007

No.24 松本 功,岩波慶一,渡辺陽子,井上明日香,後藤大輔,伊藤 聡,堤 明人,住田孝之：
CTLA-4Ig,TNFαアンタゴニストはGPI誘導関節炎を抑制する

第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007
No.25 井上明日香,松本 功,岩波慶一,渡辺陽子,後藤大輔,伊藤 聡,堤 明人,住田孝之：

GPI誘導性関節炎マウスにおけるTIF-X（Tumornecrosisfactorα-X）の役割
第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007

No.26 渡辺陽子,松本 功,岩波慶一,井上明日香,真村瑞子,後藤大輔,伊藤 聡,堤 明人,

住田孝之：
Glucose-6-phosphateisomerase誘導性関節炎発症におけるB細胞の役割

第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007
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No.27 半田晋也,拝師智之,巨瀬勝美,住田孝之,伊藤 聡：
関節リウマチ早期診断,治療効果判定用コンパクトMRIの開発

第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007
No.28 後藤大輔,吉賀洋平,瀬川誠司,真村瑞子,松本 功,伊藤 聡,堤 明人,住田孝之：

自己免疫疾患における可溶性CD1d刺激を介したNKT細胞による免疫制御機構に関する検
討

第51回日本リウマチ学会総会・学術集会（横浜）4月,2007
No.29 渡辺美紀,坪井洋人,近藤裕也,後藤大輔,伊藤 聡,松本 功,堤 明人,住田孝之：

膠原病合併難治性皮膚潰瘍に対しボセンタンを使用した3例
第72回日本温泉気候物理医学会総会・学術集会（箱根）5月,2007

No.30 伊藤 聡：
更年期女性の不定愁訴と目・口腔乾燥を考える！

免疫的疾患に悩む市民のための健康講座（つくば）5月,2007
No.31 KohnoM,TsutsumiA,SugiharaM,MatsuiH,SuzukiT,MamuraM,GotoD,MatsumotoI,

ItoS,SumidaT:
ExpressionoftheInterleukin17(IL-17)GeneinPatientswithRheumatoidArthritis(RA)

The2ndEastAsianGroupofRheumatologyMeeting(Korea)5月,2007
No.32 NakamuraY,WakamatsuE,MatsumotoI,MamuraM,GotoD,ItoS,TsutsumiA,SumidaT:

FunctionalAnalysisofAutoantibodiestoMuscarinicM3AcetylcholineReceptorinPatients

withSjögren’sSyndrome

The2ndEastAsianGroupofRheumatologyMeeting(Korea)5月,2007
No.33 若松 英,中村友美,松本 功,住田孝之：

M3Rに対する免疫応答解析
第12回シェーグレン症候群セミナー（東京）5月,2007

No.34 住田孝之：
リウマチの治療革命

（社）日本リウマチ友の会茨城支部41周年大会（守谷）5月,2007
No.35 伊藤 聡：

ステロイド性骨粗鬆症の病態と治療－ビスフォスフォネート製剤週一回療法の時代へ－
富岡市甘楽郡医師会学術講演会（群馬）5月,2007

No.36 YoshigaY,GotoD,SegawaS.,MatsumotoI,ItoS,TsutsumiA,SumidaT:
NKTCellsareNovelAcceleratorandProducerofIL-17inthePathogenesisofCollagen-

inducedArthritis

Focis2007(SanDiego)6月,2007
No.37 IwanamiK,MatsumotoI,WatanabeY,InoueA,MamuraM,GotoD,ItoS,TsutsumiA,

SumidaT:
IL-6/TH-17axisplaysacrucialroleinthegenerationofGPI-inducedarthritis

Focis2007(SanDiego)6月,2007
No.38 伊藤 聡：

高齢者における関節リウマチ治療について
ミゾリビンフォーラム（東京）6月,2007

２１

膠原病・リウマチ・アレルギーグループ（2007年）



No.39 WatanabeY,MatsumotoI,IwanamiK,InoueA,MamuraM,GotoD,ItoS,TsutsumiA,
SumidaT:
EssentialroleofimmunoglobulinGinthedevelopmentofarthritisimmunizedbyglucose-

6-phosphateisomerase

AnnualEuropeanCongressofRHEUMATOLOGYEULAR2007(Barcelona)6月,2007
No.40 SuzukiT,TsutsumiA,MatsuiM,KounoM,SugiharaM,MamuraM,GotoD,MatsumotoI,Ito

S,SumidaT:
Promoterregionpolymorphism ofthetristetraprolin(TTP)geneinpatientswithrheumatoid

arthritis

AnnualEuropeanCongressofRHEUMATOLOGY

EULAR2007(Barcelona)6月,2007
No.41 伊藤 聡：

ステロイド性骨粗鬆症の病態と治療－週1回療法のNewStageへ－
真壁医師会下妻支部学術講演会（下妻）6月,2007

No.42 近藤裕也,大井雄一,佐藤英樹,坪井洋人,石井 亘,真村瑞子,後藤大輔,松本 功,

伊藤 聡,堤 明人,住田孝之：
大動脈炎を合併したatypicalCongan症候群の一例

第48回関東リウマチ研究会（東京）6月,2007
No.43 松本 功：

関節リウマチにおけるミゾリビン－追加併用と分1投与について－
膠原病フォーラム（宇都宮）6月,2007

No.44 伊藤 聡：
リウマチ性疾患の最前線－診断と治療及び骨粗鬆症対策について－

友腎会 特別講演会（新潟）7月,2007
No.45 住田孝之：

リウマチ治療における生物学的製剤の使い方
秋田県リウマチ・膠原病カンファレンス（秋田）7月,2007

No.46 住田孝之：
膠原病・リウマチに対する最新治療戦略

日本内科学会関東支部主催 第36回生涯教育講演会（東京）7月,2007
No.47 伊藤 聡：

高齢者における関節リウマチ治療
第16回宮崎リウマチ医の会学術講演会（宮崎）7月,2007

No.48 伊藤 聡：
ステロイド性骨粗鬆症の病態と治療

骨粗鬆症学術講演会（つくば）7月,2007
No.49 住田孝之：

関節リウマチの画像診断－MRIの有用性について－
第33回リウマチ中央教育研修会（大阪）7月,2007
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No.50 川久保裕,丸山仁美,皆川美由紀,村上愛子,氏家みどり,渡辺美紀,近藤裕也,坪井洋人,
後藤大輔,松本 功,伊藤 聡,堤 明人,住田孝之：

リウマチ性疾患における深部静脈血栓症の治療と看護
第4回茨城リウマチケア研究会（つくば）7月,2007

No.51 伊藤 聡：
高齢者における関節リウマチ治療について

山梨県ミゾリビンフォーラム（甲府）8月,2007
No.52 住田孝之：

リウマチ性疾患の鑑別診断
平成19年度千葉地区リウマチ教育研修会（千葉）9月,2007

No.53 伊藤 聡：
高齢者における関節リウマチ治療について

仙台リウマチForum（仙台）9月,2007
No.54 伊藤 聡：

ステロイド性骨粗鬆症治療の最新の知見
つくば地区学術講演会（つくば）9月,2007

No.55 若松 英,中村友美,坪井洋人,松本 功,後藤大輔,伊藤 聡,堤 明人,住田孝之：
シェーグレン症候群における抗M3R抗体の病因的意義

第16回日本シェーグレン症候群研究会（京都）9月,2007
No.56 中山田真吾,齋藤和義,梅原久範,小川法良,住田孝之,伊藤 聡,簑田清次,奈良浩之,

近藤啓文,岡田 純,三森経世,吉藤 元,佐野 統,橋本尚明,菅井 進,田中良哉：
シェーグレン症候群に対するミゾリビンの有効性と安全性－多施設オープン試験－

第16回日本シェーグレン症候群研究会（京都）9月,2007
No.57 中村友美,若松 英,松本 功,坪井洋人,後藤大輔,伊藤 聡,堤 明人,住田孝之：

シェーグレン症候群患者におけるムスカリン作働性M3アセチルコリン受容体（M3R）に
対する自己抗体の機能解析

第16回日本シェーグレン症候群研究会（京都）9月,2007
No.58 住田孝之：

シェーグレン症候群の診断と治療
日本内科学会東海支部主催 第41回生涯教育講演会（名古屋）10月,2007

No.59 伊藤 聡：
高齢者における関節リウマチ治療について

青森県リウマチ懇話会 学術講演会（青森）10月,2007
No.60 近藤裕也,松田健二,藤原和哉,坪井洋人,鈴木 豪,後藤大輔,松本 功,伊藤 聡,

堤 明人,住田孝之：
SLE合併妊娠の経過中に急激に肺高血圧症を発症した1例

第3回千葉・つくば膠原病肺高血圧症研究会（東京）10月,2007
No.61 瀬川誠司,後藤大輔,吉賀洋平,松本 功,伊藤 聡,堤 明人,住田孝之：

関節リウマチ患者における可溶性CD1d分子の役割
第35回日本臨床免疫学会総会（大阪）10月,2007
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No.62 伊藤 聡：
腎疾患・膠原病におけるARBの使用経験

ExpertMeetingin上越（新潟）10月,2007
No.63 松本 功：

自己免疫性関節炎における自己抗体の関与
特別研究セミナー（神戸）10月,2007

No.64 堀越正信,松田健二,藤原和哉,近藤裕也,梅田直人,坪井洋人,林 太智,後藤大輔,

松本 功,伊藤 聡,堤 明人,住田孝之：
血栓性血小板減少性紫斑病に対しRituximabが奏効した2例

第13回茨城リウマチ（つくば）10月,2007
No.65 伊藤 聡：

骨粗鬆症治療薬の服薬指導－ステロイド性骨粗鬆症を中心に－
県南病院薬剤師研修会（つくば）10月,2007

No.66 KobayashiT,ItoS,KurodaT,YamamotoK,SugitaN,NaritaI,SumidaT,GejyoF,YoshieH:
Functionalgenepolymorphismsinrheumatoidarthritisandperiodontitis

The93rd.AnnualMeetingoftheAmericanAcademyofPeriodontology.

(WashingtonDC)10月,2007
No.67 松本 功：

膠原病の治療と病気とのつきあい方
平成19年度難病講演会及び相談会（ひたちなか）11月,2007

No.68 KohnoM,TsutsumiA,MatsuiH,SugiharaM,MamuraM,SuzukiT,GotoD,MatsumotoI,
ItoS,SumidaT:
ExpressionoftheInterleukin17GeneinPatientswithRheumatoidArthritis

2007ANNUALSCIENTIFICMEETINGontheACR(US)11月,2007
No.69 SuzukiT,TsutsumiA,SugiharaM,KohnoM,GotoD,MatsumotoI,ItoS,SumidaT:

Tristetraprolin(TTP)GenePolymorphismsinPatientswithRheumatoidArthritisandHealthy

Individuals

2007ANNUALSCIENTIFICMEETINGontheACR(US)11月,2007
No.70 WangY,ItoS,ChinoY,GotoD,MatsumotoI,TsutsumiA,SumidaT:

AnalysisofTCellsInfiltratinginKidneysofMRL/lprMousebyLaser-Microdissection

Method

2007ANNUALSCIENTIFICMEETINGontheACR(US)11月,2007
No.71 IwanamiK,MatsumotoI,Watanabe-TanakaY,InoueA,GotoD,ItoS,TsutsumiA,SumidaT:

CrucialRoleofIL-6/IL-17AxisintheGenerationofGPI-inducedArthritis

2007ANNUALSCIENTIFICMEETINGontheACR(US)11月,2007
No.72 GotoD,YoshigaY,SegawaS,MatsumotoI,ItoS,TsutsumiA,SumidaT:

TheFunctionofCD1dVariantsinPatientswithAutoimmuneDisease

2007ANNUALSCIENTIFICMEETINGontheACR(US)11月,2007
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No.73 Tanaka-WatanabeY,MatsumtoI,IwanamiK,InoueA,GotoD,ItoS,TsutsumiA,SumidaT:
BCellHaveCrucialRoleasAutoantibodyProducersinArthritisMediatesbyGlucose-6-

phosphateIsomerase

2007ANNUALSCIENTIFICMEETINGontheACR(US)11月,2007
No.74 MatsumotoI,IwanamiK,TanakaY,InoueA,GotoD,ItoS,TsutsumiA,SumidaT:

TherapeuticEffectsofTnfα Antagonist,IL-6AntagonistandCtla-4IginGlucose-6-

phosphateIsomeraseInducedArthritis

2007ANNUALSCIENTIFICMEETINGontheACR(US)11月,2007
No.75 FuruyaT,MatsumotoI,TsuchiyaN,HakodaM,IchikawaN,YagoT,NankeY,SumidaT,

KamataniN,KotakeS:

Anti-glucose-6-phosphateIsomerase,Anti-cyclicCitrullinatedPeptideAntibodiesandHLA-

DRB1GenotypesinJapanesePatientswithEarlyRheumatoidArthritis

2007ANNUALSCIENTIFICMEETINGontheACR(US)11月,2007
No.76 WakamatsuE,NakamuraY,MatsumotoI,TsuboiH,GotoD,ItoS,TsutsumiA,SumidaT:

New MurineModelforSjogren’sSyndromeEstablishedbyM3MuscarinicAcethylcholine

ReceptorImmunization

2007ANNUALSCIENTIFICMEETINGontheACR(US)11月,2007
No.77 InoueA,MatsumotoI,IwanamiK,Tanaka-WatanabeY,GotoD,ItoS,TsutsumiA,SumidaT:

ExploringtheRoleofTIARP(TNFα InducedAdiposeRelatedProtein)inAutoimmune

ArthritisMediatedDrivenbyGlucose-6-phosphateIsomerase

2007ANNUALSCIENTIFICMEETINGontheACR(US)11月,2007
No.78 YoshigaY,GotoD,SegawaS,MatsumotoI,ItoS,TsutsumiA,SumidaT:

ANovelRoleForNaturalKillerTCellsAsActivatorsAndProducersofInterleukin-17In

ThePathogenesisOfCollagen-inducedArthritis

2007ANNUALSCIENTIFICMEETINGontheACR(US)11月,2007
No.79 住田孝之：

次世代のリウマチ診断ツール：コンパクトMRI
第11回札幌膠原病フォーラム講演会（札幌）11月,2007

No.80 住田孝之：
関節リウマチの画像診断－コンパクトMRIを中心に－

第10回リウマチ薬物治療研究会（千葉）11月,2007
No.81 王 英歌,伊藤 聡,千野裕介,後藤大輔,松本 功,堤 明人,住田孝之：

Laser-microdissection(LMD)法によるヒトループス腎炎腎内浸潤T細胞の解析／Analysis
ofTcellsinfiltratinginkidneysoflupusnephritispatientsbylaser-microdissectionmethod

第37回日本免疫学会総会・学術集会（東京）11月,2007
No.82 KohnoM,TsutsumiT,MatsuiH,SugiharaM,SuzukiT,GotoD,MatsumotoI,ItoS,SumidaT:

Interleukin17geneexpressioninpatientswithrheumatoidarthritis

第37回日本免疫学会総会・学術集会（東京）11月,2007
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No.83 YoshigaY,GotoD,SegawaS,MatsumotoI,ItoS,TsutsumiA,SumidaT:
AnovelrolefornaturalkillerTcellsasactivatorsandproducersofinterleukin-17inthe

pathogenesisofcollagen-inducedarthritis

第37回日本免疫学会総会・学術集会（東京）11月,2007
No.84 IwanamiK,MatsumotoI,WatanabeY,InoueA,GotoD,ItoS,TsutsumiA,SumidaT:

Antigen-specifictherapyofGPI-inducedarthritisbyalteredpeptideligands

第37回日本免疫学会総会・学術集会（東京）11月,2007
No.85 SegawaS,GotoD,YoshigaY,MatsumotoI,ItoS,TsutsumiA,SumidaT:

ThefunctionofsolubleCD1dvariantsinpatientswithrheumatoidarthritis

第37回日本免疫学会総会・学術集会（東京）11月,2007
No.86 AritaY,MizunoK,NishimuraM,MatsumotoI,SumidaT,MuramotoK,ImaiT:

新規活性化受容体TARMに対する抗体の関節炎進行抑制効果／Suppressiveeffectofa
neutralizingmonoclonalantibodyagainstTARM,anovelactivatingreceptorondendritic

cells,onmousearthritismodels

第37回日本免疫学会総会・学術集会（東京）11月,2007
No.87 SuzukiT,TsutsumiA,SugiharaM,KohnoM,GotoD,MatsumotoI,ItoS,SumidaT:

Effect of the single nucleotide polymorphism to the promoter activity of the

tristetraprolin(TTP)gene

第37回日本免疫学会総会・学術集会（東京）11月,2007
No.88 WakamatsuE,NakamuraY,TsuboiH,MatsumotoI,GotoD,ItoS,TsutsumiA,SumidaT:

New murinemodelforSjogren’ssyndromeestablishedbyimmunizationofM3muscarinic

acethylcholinereceptor

第37回日本免疫学会総会・学術集会（東京）11月,2007
No.89 NakamuraY,WakamatsuE,TsuboiH,MatsumotoI,GotoD,ItoS,TsutsumiA,SumidaT.

FunctionalanalysisofautoantibodiestomuscarinicM3acethylcholinereceptorinpatients

withSjogren'ssyndrome

第37回日本免疫学会総会・学術集会（東京）11月,2007
No.90 住田孝之：

関節リウマチの画像診断－コンパクトMRIを中心に－
第13回阪神リウマチセミナー（兵庫）11月,2007

No.91 杉原誠人,堤 明人,鈴木 豪,河野美佳,後藤大輔,松本 功,伊藤 聡,住田孝之：
関節リウマチ患者に対するinfliximab投与のTNFα転写後制御因子発現への影響

第22回日本臨床リウマチ学会（鹿児島）11月,2007
No.92 伊藤 聡：

関節リウマチ最新の治療について
県南地区医師会学術講演会（土浦）12月,2007

No.93 伊藤 聡：
ステロイド服用患者の突然死を防ぐために

ラウンドテーブルディスカッション膠原病2007（新潟）12月,2007
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No.94 鈴木 豪,杉原誠人,林 太智,後藤大輔,松本 功,伊藤 聡,住田孝之：
コンパクトMRI（cMRI）と関節リウマチに対するその臨床応用

第18回日本リウマチ学会関東支部学術集会（横浜）12月,2007
No.95 藤原和哉,近藤裕也,伊藤 聡,坪井洋人,堀越正信,梅田直人,林 太智,後藤大輔,

松本 功,住田孝之：
急激に発症した全腸管虚血により死に至ったCREST症候群の一剖検例

第18回日本リウマチ学会関東支部学術集会（横浜）12月,2007
No.96 住田孝之：

シェーグレン症候群とその治療－お口に潤いのある生活をめざして－
第13回キッセイメディアフォーラム（東京）12月,2007

No.97 松本 功：
ミゾリビンの血中濃度と継続率について

CollagediseaseMizoribineForum（つくば）12月,2007

研究報告
No.1 近藤裕也,伊藤 聡,中岫典子,林 士元,坪井洋人,石井 亘,真村瑞子,後藤大輔,

松本 功,堤 明人,住田孝之：
膠原病合併難治性皮膚潰瘍に対しボセンタンを使用した3例

厚生労働省「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」研究班
2006年度班会議・第10回強皮症研究会議合同会議（東京）1月,2007

No.2 後藤大輔,瀬川誠司,吉賀洋平,真村瑞子,松本 功,伊藤 聡,堤 明人,住田孝之：
強皮症患者における可溶性CD1dとNKT細胞反応性の解析

厚生労働省「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」研究班
2006年度班会議・第10回強皮症研究会議合同会議（東京）1月,2007

No.3 伊藤 聡：
Laser-microdissection（LMD）法によるMRL/lprマウス腎浸潤T細胞の解析に関する研究

平成18年度厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業
自己免疫に関する調査研究班班会議（東京）1月,2007

No.4 佐藤隆司,桑名正隆,石川 治,尹 浩信,遠藤平仁,川口鎮司,佐々木哲雄,後藤大輔,

高橋一夫,高橋裕樹,三崎義堅,三森経世,室 慶直,矢澤徳仁,佐藤伸一,竹原和彦：
抗RNAポリメラーゼIII抗体ELISAの有用性の検討

厚生労働省「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」研究班
2006年度班会議（東京）1月,2007

No.5 住田孝之：
コンパクトMRIを用いた関節リウマチの早期診断法の確立に関する研究

平成18年度厚生労働科学研究費補助金 免疫アレルギー疾患予防・治療研究事業
関節リウマチの早期診断法の確立及び臨床経過の予測に関する研究班

平成18年度研究報告書（第1分冊）25-27,2007
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No.6 伊藤 聡：
インフリキシマブ使用関節リウマチ患者における手足X線所見の変化に関する研究

平成18年度厚生労働科学研究費補助金 免疫アレルギー疾患予防・治療研究事業
リウマチ・アレルギー疾患の治療反応性予測因子の確立及び

テーラーメイド治療法の確立に関する研究班
平成18年度研究報告書（第1分冊）77-80,2007

No.7 住田孝之：
TGF-βアンタゴニストを介した自己免疫疾患の制御に関する研究

平成18年度厚生労働科学研究費補助金 免疫アレルギー疾患予防・治療研究事業
免疫疾患に対する免疫抑制療法等先端的新規治療法に関する研究班

平成18年度研究報告書（第2分冊）239-241,2007
No.8 住田孝之：

infliximabの効果検定と効果予測因子の検索に関する研究
平成18年度厚生労働科学研究費補助金 免疫アレルギー疾患予防・治療研究事業

免疫疾患に対する免疫抑制療法等先端的新規治療法に関する研究班
平成18年度研究報告書第（第1分冊）239-241,2007

No.9 伊藤 聡：
Laser-microdissection（LMD）法によるループス腎炎モデルマウス（MRL/1prマウス）の腎
浸潤T細胞に関する研究

厚生科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業
自己免疫疾患に関する調査研究

平成18年度総括・分担研究報告書 19-23,2007

No.10 後藤大輔,吉賀洋平,瀬川誠司,住田孝之：
TGF-βブロッカーによる間質性肺炎の制御戦略に関する研究

厚生労働省免疫・アレルギー疾患予防・治療研究事業
「免疫疾患に対する免疫抑制療法等先端的新規治療法に関する研究」班

平成19年度班会議（東京）12月,2007
No.11 住田孝之：

アナログペプチドによる抗原特異的免疫分子制御法の開発に関する研究
厚生労働省難治性疾患克服研究事業

「新たな診断・治療法開発のための免疫学的手法の開発に関する研究」班
平成19年度班会議（東京）12月,2007

No.12 松本 功：
自己抗原および関節炎誘導分子修飾による自己抗体産生制御

厚生労働省難治性疾患克服研究事業
「新たな診断・治療法開発のための免疫学的手法の開発に関する研究」班

平成19年度班会議（東京）12月,2007
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No.13 住田孝之：
コラーゲンタイプIIをターゲットとした関節リウマチの抗原特異的制御法の確立

厚生労働省免疫アレルギー疾患予防・治療研究事業
「関節リウマチの早期診断による発症及び重症化予防」班

平成19年度リウマチ関連三班合同研究発表会（東京）12月,2007
No.14 住田孝之：

コンパクトMRI装置を用いた関節リウマチの早期診断および治療評価に関する検討
厚生労働省免疫アレルギー疾患予防・治療研究事業

「関節リウマチの寛解導入療法体系化に関する研究」班
平成19年度リウマチ関連三班合同研究発表会（東京）12月,2007

その他
No.1 住田孝之：

健康相談「どうしました」－膠原病の数値が高い－
朝日新聞 生活面3月5日,2007

No.2 伊藤 聡：
ビスフォスフォネート製剤とラロキシフェンの使い分けを考える

新潟座談会 骨粗鬆症治療における薬物療法 2月,2007
No.3 伊藤 聡：

発熱,関節痛,関節腫脹を呈した高齢者の診断
オンラインリウマチ症例検討会 解説 Explanation第7回

No.4 伊藤 聡：
抗リウマチ薬の“上手な”使い方を再考する－リマチル錠の20年の使用経験を中心に－

リマチル錠発売20周年記念座談会 参天製薬
No.5 坪井洋人,伊藤 聡,堤 明人：

効果がみられない症例
整形外科医のための最新関節リウマチ治療 生物学的製剤の使い方と注意点

編集 勝呂徹,MEDICALVIEW社,101-108,2007
No.6 伊藤 聡,堤 明人,真村瑞子,後藤大輔,松本 功,住田孝之：

筑波大学附属病院における膠原病リウマチ学のクリニカルクラークシップ －生物学的製剤投
与実習に対する学生評価－

医学教育38(5),335-339,2007
No.7 堤 明人,高屋敷明由美,後藤大輔,松本 功,伊藤 聡,森田倫子,大塚藤男,中山凱夫,

住田孝之：
初診患者エスコート実習の学生・患者双方への影響

医学教育39(1),1-11,2007
No.8 坪井洋人,伊藤 聡,堤 明人：

不応例に対する工夫と実際
整形外科医のための最新関節リウマチ治療 生物学的製剤の使い方と注意点

編集 勝呂徹,MEDICALVIEW社,166-177,2007
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血液内科グループ（2007年）

原 著
No.1 BoniniC,BondanzaA,PernaSK,KanekoS,TraversariC,CiceriF,BordignonC:

Thesuicidegenetherapychallenge:howtoimproveasuccessfulgenetherapyapproach

MolTher.15(7),1248-52,2007

No.2 FuL,IsobeK,ZengQ,SuzukawaK,TakekoshiK,KawakamiY:

beta-adrenoceptoragonistsdownregulateadiponectin,butupregulateadiponectinreceptor2

andtumornecrosisfactor-alphaexpressioninadipocytes

EurJPharmacol.569(1-2),155-62,2007

No.3 IsobeK,MinowadaS,TatsunoI,SuzukawaK,NissatoS,NanmokuT,HaraH,YashiroT,

KawakamiY,TakekoshiK:

NovelgermlinemutationsintheSDHBandSDHDgenesinJapanesepheochromocytomas

HormRes.68(2),68-71,2007

No.4 KatsuraY,SuzukawaK,NanmokuT,NemotoN,MachinoT,ObaraN,OkoshiY,MukaiHY,

HasegawaY,KojimaH,KawakamiY,NagasawaT:

Myelodysplasticsyndromeaccompaniedbybasophiliaandeosinophiliawitht(5;12)(q31;p13)

CancerGenetCytogenet.178(1),85-8,2007

No.5 KozumaY,KojimaH,YukiS,SuzukiH,NagasawaT:

Continuousexpression ofBcl-xL protein duringmegakaryopoiesisispost-translationally

regulatedbythrombopoietin-mediatedAktactivation,whichpreventsthecleavageofBcl-xL

JThrombHaemost.5(6),1274-82,2007

No.6 MachinoT,OkoshiY,KanekoS,ObaraN,MukaiHY,SuzukawaK,HasegawaY,YamashitaY,

MoriN,KojimaH,NagasawaT:

HepatosplenicalphabetaT-celllymphomasuccessfullytreatedwithallogeneicbonemarrow

transplantation

BoneMarrowTransplant.39(8),513-4,2007

No.7 NakahashiC,Tahara-HanaokaS,TotsukaN,OkoshiY,TakaiT,OhkohchiN,HondaS,Shibuya

K,ShibuyaA:

Dualassembliesofanactivatingimmunereceptor,MAIR-II,withITAM-bearingadapters

DAP12andFcRgammachainonperitonealmacrophages

JImmunol.178(2),765-70,2007

No.8 NemotoN,SuzukawaK,ShimizuS,ShinagawaA,TakeiN,TakiT,HayashiY,KojimaH,

KawakamiY,NagasawaT:

Identification ofanovelfusion geneMLL-MAML2 in secondary acutemyelogenous

leukemiaandmyelodysplasticsyndromewithinv(11)(q21q23).

GenesChromosomesCancer.46(9),813-9,2007

No.9 SugitaS,IijimaT,FuruyaS,KanoJ,YanakaA,OhtaK,KojimaH,NoguchiM:

GastricT-celllymphomawithcytotoxicphenotype

PatholInt.57(2),108-14,2007
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No.10 SunadaK,HasegawaY,KodamaT,AnamiY,SatohH,OhtsukaM,SekizawaK:

Thymicandpulmonarymucosa-associatedlymphoidtissuelymphomasinapatientwith

Sjogren’ssyndromeandliteraturereview

Respirology.12(1),144-7,2007

No.11 SuzukiN,ObaraN,YamamotoM:

Useofgene-manipulatedmiceinthestudyoferythropoietingeneexpression

MethodsEnzymol.435,157-77,2007

著 書
No.1 大越 靖,長澤俊郎：

②白血病と類縁疾患 真性多血症。編集 松岡 理。よくわかる病態生理5 血液疾患
東京,本医事新報社,69-72,2007

No.2 松本 健,堀江正樹,小原 直,今川重彦：
マウス肺癌由来腫瘍細胞株LLCにおける2-oxoglutarateの効果

医学のあゆみ,222(6/7),507-508,2007
No.3 松本 健,堀江正樹,小原 直,今川重彦：

腫瘍の血管誘導能に対する2-oxoglutarateの効果
医学のあゆみ,223(2),119-200,2007

学会発表
No.1 MukaiHY,MotohashiH,NagasawaT,YamamotoY:

Thecriticalfunctionofc-mybanditsrelatedgenesonmegakaryopoesis.2007Gordon

ResearchConferenceonCellBiologyofMegakaryocyte&Platelets

(Ventura,CA)3月,2007
No.2 日下部学,鈴川和己,武藤秀治,越野繭子,工藤大輔,小原 直,大越 靖,向井陽美,

長谷川雄一,小島 寛,長澤俊郎：
骨髄球の増加が認められたSTAT5b-RARA融合遺伝子を有する急性白血病

日本臨床血液学会第158回例会（大宮）3月,2007
No.3 向井陽美,本橋ほづみ,山本雅之,長澤俊郎：

転写因子c-Mybによる巨核球造血制御機構
第5回幹細胞シンポジウム（淡路島）5月,2007

No.4 大木圭子,南木 融,澤畑辰男,鈴川和己,川上 康：
急性リンパ性白血病細胞株に対するシクロスポリン投与によるDNMT1発現誘導と増殖抑
制

第56回日本医学検査学会（宮崎）5月,2007
No.5 越野繭子,榎並輝和,田岡謙一,武藤秀治,小原 直,大越 靖,向井陽美,鈴川和己,

長谷川雄一,小島 寛：
リツキシマブが奏功した後天性TTP

第159回日本臨床血液学会例会（伊勢原市）6月,2007
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No.6 向井陽美,長野真澄,小島 寛,大根田 修,山本雅之：
GATA-1遺伝子変異細胞株（GAK14）を用いたGATA-1N末端の機能解析

第69回日本血液学会総会・第49回日本臨床血液学会総会（横浜）10月,2007
臨床血液48:913,2007

No.7 桂 孝幸,鈴川和己,南木 融,根本範子,町野孝幸,小原 直,大越 靖,向井陽美,
長谷川雄一,小島 寛,川上 康,二宮治彦,長澤俊郎：

t(5;12)(q31;p13)を有し好酸球増多と好塩基球増多を伴ったMDSの1症例
第69回日本血液学会・第49回日本臨床血液学会合同総会（横浜）10月,2007

No.8 小原 直,大越 靖,鈴川和己,向井陽美,長谷川雄一,小島 寛,川上 康,二宮治彦,
長澤俊郎：

血液中サイトカインを用いた鼻型NK/T細胞リンパ腫の予後・病態解析
第69回日本血液学会・第49回日本臨床血液学会合同総会（横浜）10月,2007

No.9 越野繭子,向井陽美,武藤秀治,小原 直,大越 靖,鈴川和己,長谷川雄一,小島 寛：
組織球壊死性リンパ節炎および血球貪食症候群を合併したマイコプラズマ肺炎の一例

第69回日本血液学会・第49回日本臨床血液学会合同総会（横浜）10月,2007
No.10 町野孝幸,大越 靖,長澤俊郎,小島 寛：

Rituximabと同種NK細胞によるCD20陽性悪性リンパ腫に対する抗腫瘍効果の検討
第69回日本血液学会・第49回日本臨床血液学会合同総会（横浜）10月,2007

No.11 辰巳加奈子,向井陽美,小松雅明,家村俊一郎,夏目 徹,田中啓二,山本雅之：
新しいユビキチン修飾システムUfm1systemの血液学的機能解析

第69回日本血液学会総会・第49回日本臨床血液学会総会（横浜）10月,2007
臨床血液48:909,2007

No.12 鈴木幸恵,大津 真,小島 寛,中内啓光：
先天性免疫不全症に対する新たな造血幹細胞移植療法

第69回日本血液学会・第49回日本臨床血液学会合同総会（横浜）10月,2007
No.13 MukaiHY,KohnoT,MotohashiH,YamamotoM,KojimaH:

c-MybregulatesCD9geneexpressionduringmegakaryopoiesis

AmericanSocietyofHematology,49thannualmeeting(Atlanta)12月,2007
No.14 KozumaY,YukiS,SuzukiH,KojimaH:

Caspase-3ActivationIsInvolvedintheEarlyMegakaryocyteDifferentiation,butNotin

PlateletProduction

AmericanSocietyofHematology,49thannualmeeting(Atlanta)12月,2007
No.15 佐藤智咲,鈴木教郎,小原 直,山嵜 瞬,潘 小青,今川重彦,山本雅之：

腎臓におけるエリスロポエチン遺伝子発現制御機構の解析
第16回腎とエリスロポエチン研究会（東京）2007

No.16 松本 健,今川重彦,小原 直,鈴木教郎,長澤俊郎,山本雅之：
2-オキソグルタル酸投与による腫瘍血管新生抑制効果

第69回日本血液学会・第49回日本臨床血液学会合同総会,
横浜,2007,Inhibitoryeffectof2-oxoglutarateontumorangiogenesis
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No.17 小原 直：
造血幹細胞移植における真菌症感染予防の意義

第5回茨城難治性感染症研究会（つくば）2007
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消化器内科グループ（2007年）

原 著
No.1 YanakaA,ZhangS,SatoD,TauchiM,SuzukiH,ShibaharaT,MatsuiH,NakaharaA,HyodoI:

Geranylgeranylacetoneprotectsthehumangastricmucosafromdiclofenac-inducedinjuryvia

inductionofheatshockprotein70

Digestion.75(2-3),148-55,2007

No.2 BokuN,OhtsuA,YoshidaS,ShiraoK,ShimadaY,HyodoI,SaitoH,MiyataY:
GastrointestinalOncologyStudyGroupofJapanClinicalOncologyGroup(GIOSG/JCOG).

Significanceofbiologicalmarkersforpredictingprognosisandselectingchemotherapy

regimensofadvancedgastriccancerpatientsbetweencontinuousinfusionof5-FU anda

combinationof5-FUandcisplatin

JpnJClinOncol.37(4),275-81,2007

No.3 WakayamaM,AbeiM,KawashimaR,SeoE,FukudaK,UgaiH,MurataT,TanakaN,HyodoI,
HamadaH,YokoyamaKK:

E1A,E1B double-restricted adenoviruswith RGD-fibermodification exhibitsenhanced

oncolysisforCAR-deficientbiliarycancers

ClinCancerRes.13(10),3043-3050,2007

No.4 BokuN,OhtsuA,HyodoI,ShiraoK,MiyataY,NakagawaK,TamuraT,HatakeK,
TanigawaraY:

PhaseIIstudyofoxaliplatininjapanesepatientswithmetastaticcolorectalcancerrefractory

tofluoropyrimidines

JpnJClinOncol.37(6),440-5,2007

No.5 SugitaS,IijimaT,FuruyaS,KanoJ,YanakaA,OhtaK,KojimaH,NoguchiM:
GastricT-celllymphomawithcytotoxicphenotype

PatholInt.57(2),108-114,2007

No.6 HataM,TokuuyeK,SugawaraS,TohnoE,NakayamaH,FukumitsuN,AbeiM,ShodaJ,
MinamiM,AkineY:

Proton beam therapy forpatientsofAdvanced Ages(>80 years)with hepatocellular

carcinoma

IntJRadiatOncolBiolPhys69(3),805-812,2007

No.7 ShodaJ,OkadaJ,InadaY,KusamaH,UtsunomiyaH,OdaK,YokoiT,YoshizatoK,SuzukiH:
Bezafibrate inducesmultidrug-resistance P-glyoprotein 3 expression in cultured human

hepatocytesandhumanizedliversofchimericmice

HepatolologyRes37(7),548-556,2007

No.8 OkadaK,ShodaJ,KanoM,SuzukiS,OhtakeN,YamamotoM,TakahashiH,UtsunomiyaH,
OdaK,SatoK,WatanabeA,IshiiT,ItohK,YamamotoM,YokoiT,YoshizatoK,SugiyamaY,

SuzukiH:

Inchinkoto,an herbalmedicine,and itsingredientsdually exertsMrp2/MRP2-mediated

choleresisandNrf2-mediatedantioxidativeactioninratlivers

AmJPhysiol292(5),G1450-1463,2007
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No.9 KanekoT,MatsuiH,ShimokawaO,NakaharaA,HyodoI:
Cellularmembrane fluidity measurementby fluorescence polarization in indomethacin-

inducedgastriccellularinjuryinvitro

JournalofGastroenterology,42(12),939-946,2007

No.10 森脇俊和,兵頭一之介,仁科智裕,梶原猛史,片岡淳朗,堀伸一郎,那須淳一郎,今峰 聡,
井口東郎：

フッ化ピリミジン系薬剤耐性の転移性結腸直腸癌に対するIrinotecan,5-FU,l-Leucovorin併
用療法（FOLFIRI）の検討

癌と化学療法34(13),Page2249-2253,2007
No.11 金子 剛,松井裕史,下川 治,長野由美子,宇土潤平,谷中昭典,中原 朗,兵頭一之介：

蛍光偏光解消法によるNSAIDs起因性胃粘膜細胞傷害の捕捉
G.I.Research15(4),Page346-347,2007

No.12 谷中昭典,田内雅史,山本雅之,兵頭一之介：
スルフォラファン含有食品,ブロッコリースプラウト摂取によるH.pylori胃炎軽減作用と
胃癌予防の可能性

日本補完代替医療学会誌 4(1),Page9-15,2007

No.13 谷中昭典,兵頭一之介,山本雅之：
感染による酸化ストレス応答に果たす内因性15-deoxyprostaglandinJ2-nrf2pathwayの役
割

潰瘍 34(1),Page45-48,2007

No.14 ShimokawaO,MatsuiH,NaganoY,KanekoT,ShibaharaT,NakaharaA,HyodoI,YanakaA,
MajimaHJ,NakamuraY,MatsuzakiY:

NeoplastictransformationandinductionofH+,K+-adenosinetriphosphatasebyN-methyl-N’-

nitro-N-nitrosoguanidineinthegastricepithelialRGM-1cellline.

InVitroCellDevBiolAnim2008;44(1-2),26-30.Epub2007

No.15 SatoD,YanakaA,ShibaharaT,MatsuiH,NakaharaA,YanagawaT,WarabiE,IshiiT,HyodoI:
PeroxiredoxinIprotectsgastricmucosafromoxidativeinjuryinducedbyH.pyloriinfection

JGastroenterolHepatol.2008;23(4),652-9.Epub2007

No.16 TanA,NakamuraH,KondoN,TanitoM,KwonYW,AhsanMK,MatsuiH,NaritaM,YodoiJ:
Thioredoxin-1attenuatesindomethacin-inducedgastricmucosalinjuryinmice

FreeRadicRes.41(8):861-9,2007

No.17 SekimotoG,MatsuzakiK,YoshidaK,MoriS,MurataM,SekiT,MatsuiH,FujisawaJ,
OkazakiK.:

ReversibleSmad-dependentsignalingbetweentumorsuppressionandoncogenesis

CancerRes.67(11),5090-6,2007

No.18 ChaB,KimKH,MatsuiH,KimH:
Expressionofsuppressorsofcytokinesignaling-3inHelicobacterpylori-infectedratgastric

mucosalRGM-1cells

AnnNYAcadSci.1096,24-8,2007
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総 説
No.1 徳植公一,中山秀次,菅原信二,福光延吉,福田邦明,安部井誠人,正田純一,兵頭一之介：

【肝胆膵の癌に対する放射線療法】肝細胞癌に対する放射線治療
胆と膵28(臨増特大),713-719,2007

No.2 福田邦明,兵頭一之介：
緩和医療学KEYWORD 消化管閉塞

緩和医療学9(4),426-428,2007
No.3 遠藤慎治,兵頭一之介,森脇俊和：

DIFDIFとnonDIF
コンセンサス癌治療6(3),162-163,2007

No.4 安部井誠人,福田邦明,正田純一,兵頭一之介：
胆嚢結石のフォローアップ

診断と治療95(3),447-450.(2007.03)
No.5 福田邦明,安部井誠人,兵頭一之介：

知っておきたい頻用薬の上手な使い方 利胆薬
日本医事新報 (4349),43-45,2007

No.6 兵頭一之介：
【病気と薬の説明ガイド2007】悪性腫瘍・がん疼痛 薬物療法編 医薬品情報編 大腸癌

薬局58(4),1741-1750,2007
No.7 兵頭一之介：

【大腸癌 診断と治療の進歩】治療と予防 標準的大腸癌化学療法
日本内科学会雑誌96(2),283-288,2007

No.8 安部井誠人,福田邦明,正田純一,兵頭一之介：
【身近にある胆・膵疾患】外来フォローアップ 胆嚢結石のフォローアップ

診断と治療95(3),447-450,2007
No.9 正田純一：

肝内結石症－最近の知見 違残・再発肝内結石の治療をどうするか
胆と膵28,517-521,2007

No.10 正田純一：
コランギオサイトの細胞生物学 コランギオサイトの粘液,糖鎖プロファイル

肝胆膵53,1073-1083,2007

著 書
No.1 安部井誠人,兵頭一之介：

消化器疾患最新の治療2007-2008「胆道感染症」
南江堂p366-368,2007

No.2 正田純一：
胆嚢結石症（内科）今日の治療指針

山口 徹．北原光夫,福井次矢 総編集
医学書院（東京）p.416-418,2007
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No.3 正田純一：
ウイルソン病（肝レンズ核変性症）今日の治療指針

山口 徹．北原光夫,福井次矢 総編集
医学書院（東京）p.562-563,2007

No.4 正田純一：
無症候性胆嚢結石（silentstone）は経過観察で良いとするエビデンスはあるのか？胆石溶
解剤を服用する意義はあるか？

臨床に直結する肝・胆・膵疾患治療のエビデンス
文光堂（東京）p.174-176,2007

No.5 兵頭一之介,福田邦明,遠藤慎治：
除不能進行・再発癌に対する抗がん剤治療

ガイドラインサポートハンドブック 大腸癌,67-71.
No.6 福田邦明,安部井誠人,兵頭一之介：

癌性腹水（malignantascites）に対する治療のエビデンス
臨床に直結する肝・胆・膵疾患治療のエビデンス,308-310.

No.7 安部井誠人：
胆嚢炎,胆管炎

今日の治療指針2007年版.医学書院,Page395-396.2007

学会発表
No.1 坂田 優,AjaniJafferA,KimYeul-Hong,藤井雅志,兵頭一之介：

進行胃がんの化学療法の第一選択は?
ASCO-GI2007,U.S.A（オーランド）1月,2007

No.2 金子 剛,松井裕史,長野由美子,下川 治,宇土潤平,間宮 孝,前田るい,兵頭一之介：
RGM-1における蛍光偏光解消法によるNSAIDs起因性細胞傷害の測定

第7回RGM-1研究会（東京）2月,2007
No.3 谷中昭典,中原 朗,兵頭一之介：

スポンサードワークショップ 薬剤起因性消化管障害：発生機序の解明と予防法 NSAID

潰瘍の予防対策ヒトボランティアを用いたGeranylgeranylacetyone（GGA）によるNSAID
起因性胃粘膜傷害予防効果の検討

第3回日本消化管学会（東京）2月,2007
No.4 谷中昭典：

特別講演 胃粘膜防禦機構研究の過去・現在・未来
第7回RGM-1研究会（東京）2月,2007

No.5 谷中昭典：
特別講演 茨城県（筑波大学とその関連施設）におけるHelicobacterpylori診療の現状と問
題点－アンケートによるTsukubaConsensusMeetingReport－

牛久市医師会講演会（牛久）2月,2007
No.6 金子 剛,松井裕史,長野由美子,下川 治,宇土潤平,間宮 孝,前田るい,兵頭一之介：

RGM-1における蛍光偏光解消法によるNSAIDs起因性細胞傷害の測定
第7回RGM-1研究会（東京）2月,2007
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No.7 OkadaK,ShodaJ,TaguchiK,GotoN,TakedaK,UtsunomiyaH,IshiiT,YamamotoM:
UDCA Exerts Nrf2-Mediated Stimulation of Hepatic Transport, Detoxification and

AntioxidativeSystems

17thAPASLConference(Kyoto),3月,2007
No.8 OkadaK,ShodaJ,YamamotoM,UtsunomiyaH,OdaK,IshiiT,YamamotoM,SuzukiH:

Inchinkoto, an Herbal Drug, Exerts Mrp2-Mediated Choleresis and Nrf2-Mediated

AntioxidativeAction

17thAPASLConference(Kyoto),3月,2007
No.9 MiyaharaN,IshidaH,ShodaJ,IrimuraT,KawamotoT,DiGiovanniJ,KiguchiK:

InteractionofMuc4andErbB2inaTransgenicMouseModelofGallbladderCarcinoma

17thAPASLConference(Kyoto),3月,2007
No.10 AbeiM,WakayamaM,SeoE,KawashimaR,FukudaK,MurataT,HamadaH,YokoyamaKK,

HyodoI:
PreclinicalGeneTherapyStudyofCancer-SelectivelyReplicatingAdenoviruses(CRAds)for

BiliaryCancers

17thAPASLConference(Kyoto),3月,2007
No.11 正田純一:

胆汁うっ滞症における肝輸送蛋白の発現異常と分子標的薬物療法 シンポジウムS35「ト
ランスポーターの発現調節機構：転写から局在制御まで」

日本薬学会 第127年会（富山）3月,2007
No.12 金子 剛,松井裕史,下川 治,長野由美子,宇土潤平,谷中昭典,中原 朗,兵頭一之介：

蛍光偏光解消法によるNSAIDs起因性胃粘膜細胞傷害の捕捉
第16回消化器とフリーラジカル研究会,3月,2007

No.13 金子 剛,松井裕史,長野由美子,下川 治,谷中昭典,兵頭一之介：
蛍光偏光解消法によるNSAIDs起因性胃粘膜細胞傷害の捕捉

第25回サイトプロテクション研究会（京都）3月,2007
No.14 森脇俊和,仁科智裕,梶原猛史,堀伸一郎,那須淳一郎,池田宣央,井口東郎：

骨髄癌腫症を有する消化器がんに対する化学療法の検討
第5回日本臨床腫瘍学会学術集会（札幌）3月,2007

No.15 岡田浩介,正田純一,兵頭一之介,石井哲郎,大嶽信弘,鈴木祥子,山本雅浩,田口恵子,
山本雅之：

インチンコウ湯は転写因子Nrf2を活性化し,生体の抗酸化ストレス応答機構を賦活する
第93回消化器病学会総会（青森）4月,2007

No.16 MatsuiH,NaganoYN,ShimokawaO,KanekoT,MamiyaT,YanakaA,NakaharaA,HyodoI:
Nrf2inducedH+K+ATPaseingastricepithelialcells

May,WashingtonD.C.2007

No.17 岡田浩介,正田純一,山津桂子,宇和山純也,蕨 栄治,柳川 徹,石井哲郎,兵頭一之介：
アカルボースの長期投与は,A170遺伝子欠失マウスにおける脂肪肝の発症を抑制する

第43回日本肝臓学会総会（東京）5月,2007
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No.18 浅野 徹,忠願寺義通,藤木和彦,兵頭一之介,松崎靖司：
IFNβ1日2回導入療法はPegIFN/Ribavirin療法の抗ウイルス効果向上に寄与するか? 難治
性C型慢性肝炎に対するRCT

第43回日本肝臓学会総会（東京）5月,2007
No.19 安部井誠人,福田邦明,兵頭一之介：

症例から学ぶ急性肝不全 重症肝炎における劇症化予知と早期抗ウイルス・抗免疫療法の
有効性

第43回日本肝臓学会総会（東京）5月,2007
No.20 柴原 健,佐藤大介,中原 朗,福田邦明,松井裕史,安部井誠人,正田純一,谷中昭典,

兵頭一之介：
食道静脈瘤結紮療法後の再発予防の検討 APC地固め法 vs.βブロッカー（ランダム化比
較試験,最終報告）

第73回日本消化器内視鏡学会総会（東京）5月,2007
No.21 佐藤巳喜夫,海老原次男,大関瑞治,廣瀬充明,廣島良規,兵頭一之介：

内視鏡を用いない経皮的的空腸瘻造設術の工夫
第73回日本消化器内視鏡学会総会（東京）5月,2007

No.22 大関瑞治,佐藤巳喜夫,廣瀬充明,廣島良規,海老原次男,兵頭一之介：
頸部食道癌による気管狭窄,食道狭窄,食道気管瘻に対して内視鏡補助下に気管ならびに
食道ステントを留置した一例

第73回日本消化器内視鏡学会総会（東京）5月,2007
No.23 杉本浩一,杉山弘明,麻生芳子,長谷川直之,鈴木英雄,柴原 健,谷中昭典,中原 朗,

兵頭一之介：
ESD後潰瘍の経時的観察とPPIの種別効果

第73回日本消化器内視鏡学会総会（東京）5月,2007
No.24 池田宜央,那須淳一郎,武智俊治,片岡淳朗,梶原猛史,大道真志,森脇俊和,仁科智裕,

堀伸一郎,松原 寛,灘野成人,谷水正人,井口東郎：
早期胃癌に対する胃部分切除術後の残胃における内視鏡検査に関する検討

第73回日本消化器内視鏡学会総会（東京）5月,2007
No.25 岡田浩介,正田純一,兵頭一之介,山津桂子,宇和山純也,蕨 栄治,石井哲郎,柳川 徹：

アカルボースの長期投与は,A170遺伝子欠失マウスにおける脂肪肝の発症を抑制する
第43回肝臓学会総会（東京）6月,2007

No.26 ItoM,KusuharaH,ShodaJ,SugiyamaY:
InvestigationofthetranslocationmechanismofMRP2intheliverbygenipin

4thWorldConferenceonDrugAbsorption,

TransportandDelivery(4thWCDATD)(Kanazawa)6月,2007
No.27 兵頭一之介：

シンポジウム： 緩和医療と化学療法（座長）
第12回日本緩和医療学会総会（岡山）6月,2007
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No.28 片岡淳朗,武智俊治,梶原猛史,大道真志,森脇俊和,仁科智裕,松原 寛,那須淳一郎,
堀伸一郎,池田宜央,灘野成人,谷水正人,井口東郎,寺本典弘：

穿孔性虫垂炎に対する回盲部切除術を契機に発見された膵癌の1例
第38回日本膵臓学会大会（福岡）6月,2007

No.29 那須淳一郎,武智俊治,片岡淳朗,梶原猛史,大道真志,森脇俊和,仁科智裕,堀伸一郎,
松原 寛,池田宜央,灘野成人,谷水正人,井口東郎：

切除不能膵がんにおける初回塩酸ゲムシタビン療法後の二次治療が可能な集団の検討
第38回日本膵臓学会大会（福岡）6月,2007

No.30 兵頭一之介：
モーニングセミナー： 消化器癌セッション（座長）

BestofASCO2007inJapan（東京）7月,2007
No.31 兵頭一之介：

抗癌剤の有害事象とその対策
第8回臨床腫瘍夏期セミナー（東京）7月,2007

No.32 浅香正博,小松嘉人,坂田 優,兵頭一之介：
胃癌,大腸癌の化学療法の進歩

座談会（札幌）8月,2007
No.33 正田純一,川本 徹,兵頭一之介：

胆道癌の発生機序 胆嚢発癌とその癌進展に果たすアラキドン酸代謝活性化の役割
Cyclooxygenase-2(COX-2),プロスタグランジンE合成酵素(PGES),プロスタグランジンE
受容体の発現に着目して

第43回日本胆道学会学術集会（東京）9月,2007
No.34 川本 徹,鈴木英雄,正田純一：

胆道癌に対するerbBfamilymemberとそのシグナル伝達分子を標的とした分子標的治療の
戦略：

第43回胆道学会学術集会（東京）9月,2007
No.35 松井裕史：

教育講演：胃癌は光る－NOによるがん固有蛍光の誘導－
第28回日本レーザー医学会総会（旭川）9月,2007

No.36 兵頭一之介,山田好則,窪地 淳,福島亮治,小西敏郎,澤田鉄二,佐藤武郎,鎌野俊紀,
大津 敦,久保田哲朗,北島政樹：

ピリミジン代謝異常診断を目的としたウラシル呼気テスト多施設共同試験
第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007

No.37 朴 成和,小泉和三郎,山口研成,宮田佳典,加藤健志,藤也寸志,澤木 明,兵頭一之介,

仁科智裕,古畑智久：
再発消化管癌に対する治療 下部消化管 進行結腸・直腸癌患者を対象としたS-
1/Leucovorin(LV)臨床第I/II相試験

第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
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No.38 兵頭一之介,前原喜彦：
シンポジウム： 消化器癌に対する化学療法
－有効性を検証する－（座長）

第49回日本消化器病学会大会（神戸）10月,2007
No.39 兵頭一之介：

シンポジウム： 胃癌・大腸癌の化学療法
日台交流腫瘍内科国際シンポジウム（石川）10月,2007

No.40 兵頭一之介：
イブンニングセミナー：IntegratingAnti-AngiogenicAgentsintomCRCTherapy（座長）

第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
No.41 兵頭一之介：

シンポジウム： 消化器がんの治療戦略～新たなエビデンスの解釈と展望～（座長）
第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007

No.42 兵頭一之介：
一般演題： 大腸・肛門 化学療法（4）（座長）

第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
No.43 岡田浩介,正田純一,田口恵子：

ワークショップ5『消化器疾患と酸化ストレス』ウルソデオキシコール酸は転写因子Nrf2
を活性化し,肝細胞の輸送,解毒代謝,抗酸化ストレス応答を賦活する

第11回肝臓学会大会（神戸）10月,2007
No.44 岡田浩介,正田純一,兵頭一之介,山津桂子,宇和山純也,蕨 栄治,石井哲郎,柳川 徹：

アカルボースの長期投与は,A170遺伝子欠失マウスにおける脂肪肝の発症を抑制する
第11回肝臓学会大会（神戸）10月,2007

No.45 石毛和紀,正田純一,川本 徹,松田幸子,兵頭一之介,RajK.Puri,川上浩司：
胆道系悪性腫瘍に対する新しい分子標的治療－IL-4受容体標的サイトトキシンの有用性
について－

第49回消化器病学会大会（神戸）10月,2007
No.46 西 雅明,天貝賢二,五頭三秀,荒木眞裕,冨永達郎,福田邦明,井村穣二：

FDG-PET検診で発見された肝偽リンパ腫の1例
第11回肝臓学会大会（神戸）10月,2007

No.47 荒木眞裕,福田邦明,冨永達郎,五頭三秀,天貝賢二,西 雅明,大倉久直：
当院の胆道チューブステント留置の治療成績

第74回日本消化器内視鏡学会総会（神戸）10月,2007
No.48 柴原 健,佐藤大介,中原 朗,福田邦明,松井裕史,安部井誠人,正田純一,谷中昭典,

兵頭一之介：
食道静脈瘤結紮療法後の再発予防の検討 APC地固め法 vs.βブロッカー（ランダム化比
較試験,最終報告）

第74回日本消化器内視鏡学会総会（神戸）10月,2007
No.49 仁科智裕,梶原猛史,森脇俊和,堀伸一郎,那須淳一郎,谷水正人,井口東郎：

消化器原発の神経内分泌癌に対するCPT-11+CDDP療法の検討
第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
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No.50 梶原猛史,仁科智裕,森脇俊和,那須淳一郎,堀伸一郎,谷水正人,井口東郎,野崎功雄,
栗田 啓,濱本 泰,片岡正明：

当院におけるStageII,III食道癌に対する化学放射線療法の治療成績
第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007

班研究報告
No.1 正田純一：

UDCAは転写因子Nrf2を活性化し,肝細胞の輸送,解毒代謝,抗酸化ストレス応答を腑活
化する

厚生労働省科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業
肝内結石症調査研究班

平成18年度総括・分担研究報告書,pp.67-75,2007
No.2 正田純一：

UDCAは転写因子Nrf2を活性化し,肝細胞の輸送,解毒代謝,抗酸化ストレス応答を腑活
化する

成育医療研究委託費 新生児乳児閉塞性黄疸の病因に
関する分子的要因と治療法の検討 1月27日,2007

No.3 正田純一：
糖鎖関連分子・糖鎖構造を用いた胆道系悪性腫瘍の早期診断マーカーの探索とそれらを応
用した新規治療法の開発 経済産業省－（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構
（NEDO）

研究プロジェクト「糖鎖機能活用技術開発」のプロジェクト研究
開発委員会,2月24日,2007

No.4 正田純一：
閉塞性胆汁うっ滞症における転写因子Nrf2の役割－肝細胞輸送の賦活化について

成育医療研究委託費 新生児乳児閉塞性黄疸の病因に
関する分子的要因と治療法の検討 7月21日,2007

No.5 正田純一：
糖鎖関連分子・糖鎖構造を用いた胆道系悪性腫瘍の早期診断マーカーの探索とそれらを応
用した新規治療法の開発

経済産業省－（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
研究プロジェクト「糖鎖機能活用技術開発」のプロジェクト研究

開発委員会,9月,2007
No.6 正田純一：

肝内結石症に対する分子標的治療-閉塞性胆汁うっ滞症における転写因子Nrf2の役割
厚生労働省科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業

肝内結石症調査研究班
平成19年度第1回研究打ち合わせ会,9月,2007
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その他
No.1 井村穣二,内田好明,常松一恵,斉藤仁昭,福田邦明,荒木眞裕,冨永達郎,五頭三秀,

天貝賢二,西 雅明,藤盛孝博,板橋正幸,大倉久直：
分子診断を目的とした胆道系腫瘍に対する胆汁中剥離細胞のメチル化検出の試み

日本分子腫瘍マーカー研究会誌22巻：Page36-37.（2007.04）
No.2 安部井誠人,福田邦明,正田純一,兵頭一之介,松崎靖司,田中直見：

重症肝炎の内科的マネージメントの進歩と問題点：劇症化の予知と早期治療の意義－当科
における過去10年間の経験例より－

茨城県消化器病懇話会,つくば,2月
No.3 正田純一：

学術講演会「胆道系悪性腫瘍におけるトランスレーショナルリサーチ」
東京女子医大（東京）11月,2007

No.4 松尾敬子,安部井誠人,杉本浩一,正田純一,兵頭一之介,仁平 武：
重症アルコール性肝炎（SAH）の一救命例

茨城県消化器病懇話会,つくば,2月
No.5 安部井誠人：

慢性腎不全透析患者に合併したC型肝炎の治療
水戸透析肝炎研究会,水戸,7月

No.6 安部井誠人：
胆嚢結石症に対する長期ウルソ療法の新しいエビデンス－胆石溶解効果と胆道痛発作・急
性胆嚢炎の予防効果－

ウルソ講演会,つくば,2月

４３

消化器内科グループ（2007年）



呼吸器内科グループ（2007年）

原 著
No.1 SatohH,IshikawaH,OharaG,KagohashiK,KurishimaK,OhtsukaM,HizawaN:

Long-termsurvivorsafterchemotherapyinadvancednon-smallcelllungcancer

AnticancerRes27(6C),4457-4460,2007

No.2 OharaG,SatohH,OhtsukaM:
LatePulmonaryMetastasisofSubmandibularAdenoidCysticCarcinoma.Arch.Oncol

Arch.Oncol.15,38,2007

No.3 HegabAE,SakamotoT,NomuraA,IshiiY,MorishimaY,IizukaT,KiwamotoT,MatsunoY,
HommaS,SekizawaK:

NiflumicacidandAG-1478reducecigarettesmoke-inducedmucinsynthesis.Theroleof

hCLCA1

Chest13,1149-1156,2007

No.4 HizawaN,MakitaH,NasuharaY,BetsuyakuT,ItohY,NagaiK,HasegawaM,NishimuraM:
β2-Adrenergicreceptorgeneticpolymorphismsandshort-term bronchodilatorresponsesin
patientswithCOPD

Chest.;132(5),1485-92,2007

No.5 HaraguchiN,SatohH,KikuchiN,KagohachiK,IshikawaH,OhtsukaM:
PrognosticvalueoftumordisappearancerateonCTinadvancedlungadenocarcinoma

Clin.LungCancer8,327-330,2007

No.6 OharaG,SatohH,OhtsukaS,YanaiH,HommaT,OhtsukaM:
Kartagener’ssyndromeinawomanwhowouldreachadvancedage

Chr.Respir.Dis4,75-76,2007

No.7 OharaG,SatohH,MiyazakiK,OhtsukaM,HizawaN:
Subcarinalbronchogeniccyst

Clin.Respir.J.2(1),60-61,2007

No.8 SuzukiH,IshikawaS,SatohH,IshikawaH,YamamotoT,OnizukaM,SakakibaraY:
PreoperativeCYFRA 21-1LevelsAsaPrognosticFactorinClinicalStageINon-Small

CellLungCancer

Eur.J.Cardio-Thorac.Surg32,648-652,2007

No.9 AnoS,SatohH,IshikawaS,NakazawaK,HizawaN:
BilateralAdrenalMetastasisfromLungAdenocarcinoma

Endocr.J.54(5),829,2007

No.10 MorishimaY,IshiiY,NomuraA,SatohH,SakamotoT,HommaT,OhtsukaM:
Sleepstagedeterminestheexpressionpatternofsleepapneas

Intern.Med.46,45-48,2007

No.11 KikuchiN,ShiozawaT,IshiiY,SatohH,NoguchiM,OhtsukaM:
Acasereportofapatientwithpulmonarylymphangiticcarcinomatosissuccessfullytreated

withTS-1andcisplatin

Intern.Med.46,491-494,2007
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No.12 KonnoS,HizawaN,BetsuyakuT,YasuoM,YamamotoH,KoizumiT,NishimuraM:
AdultLangerhanscellhistiocytosiswithindependentlyrelapsinglungandliverlesionsthat

wassuccessfullytreatedwithetoposide

InternMed;46(15),1231-5,2007

No.13 AnoS,SatohH,NakazawaK,OhtsukaM,AnamiY,NoguchiM,HizawaN:
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No.14 KikuchiN,IshiiY,OhtsukaM:
SerumKL-6levelsandacutelunginjury
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No.15 MasukoH,SatohH,MiyazakiK,KikuchiN,KondoY,OhtsukaM,HizawaN:
Pulmonarysequestrationwithelevatedserumlevelofprogastrin-releasingpeptide

Intern.Med.47(3),157-160,2007

No.16 OharaG,SatohH,HizawaN:
Pulmonarytoxicitybyanoralanti-neoplaticagent,S-1

Intern.Med.47(3),187,2007

No.17 KodamaT,SatohH,IshikawaH,OhtsukaM:
Serum levels of CA19-9 in patients with nonmalignant respiratory diseases. J.

Clin.Lab.Anal.21,103-106,2007

No.18 SatohH,OharaG,HizawaN:
Primarysynovialsarcomaofthechestwall

J.Thorac.Oncol.2,601,2007

No.19 KanemotoK,SatohH,KagohashiK,KurishimaK,IshikawaH,OhtsukaM:
Psychotropicdrugsforterminallyillpatientswithrespiratorydisease

J.Tubercl.Thorax55,5-10.2007

No.20 KanemotoK,SatohH,IshikawaH,SumiH,OhtsukaM:
Co-morbidillnessinpatientswithrespiratorydisease

J.Tubercul.Thorax55,127-134,2007

No.21 MiyazakiK,AnoT,NakazawaK,SatohH,OhtsukaM:
Latefetalrecurrenceingefitinib-treatedNSCLCpatients

J.Tubercl.Thorax55(4),400-403,2007

No.22 KagohashiK,HommaS,SatohH,IshikawaH,OhtsukaM,SekizawaK:
Are-evaluationofsquamouscellcarcinomaantigen(SCC)asaserummarkerfornon-small

celllungcancer
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No.23 SatohH,OhtsukaM:
PET/CTimaginginresponseevaluationofSCLCpatients
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No.24 KagohashiK,KadonoK,SatohH,OhtsukaM:
Intussusceptionduetointestinalmetastasisfromlungcancer

LungCancer57,247-248,2007
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No.25 SatohH,TanakaK,OharaG,IshikawaH,OhtsukaM,HizawaN:
Cognitiveimpairmentassessmentinelderlylungcancerpatients

LungCancer58(3),429-430,2007

No.26 OharaG,SatohH,HizawaN:
PrognosticMarkersforStageINon-SmallCellLungCancer

LungCancer59(1),137,2007

No.27 OharaG,KurishimaK,IshikawaH,SatohH,HizawaN:
KL-6andpoorprognosisinNSCLCpatientstreatedwithgefitinib
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No.28 MatsunoT,IshiiY,YohK,MorishimaY,HaraguchiN,KikuchiN,IizukaT,KiwamotoT,
HommaS,NomuraA,SakamotoT,OhtsukaM,HizawaN,TakahashiS:

OverexpressionofGATA-3ProtectsagainsttheDevelopmentofHypersensitivity
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176,1015-1025,2007

No.29 KaiS,NomuraA,MorishimaY,IshiiY,SakamotoT,KiwamotoT,IizukaT,SekizawaK:
Effectofinhaledsteroidsonincreasedcollagensynthesisinasthma
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No.30 SunadaK,HasegawaY,KodamaT,AnamiY,SatohH,OhtsukaM,SekizawaK:
Thymicandpulmonarymocosa-associatedlymphoidtissuelymphomasinapatientwith

Sjögren’ssyndromeandliteraturereview

Respirology12,144-147,2007

No.31 OharaG,SatohH,KikuchiN,IijimaT,OhtsukaM:
Along-termsurvivorwithpulmonarylarge-cellneuroendocrinecarcinoma

Respir.Med101,2425-2427,2007

No.32 SatohH,KagohachiK,OhtsukaM;
Measuringthesuccessoftransbronchialneedleaspiration
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No.37 本間敏明,小川良子,菊池教大,水上勝義：
Lewy小体型認知症における呼吸化学調節機能の検討

日本呼吸器学会雑誌 vol.45No4:297-300,2007

総 説
No.1 檜澤伸之：

特集 臨床各領域の動向 2006-2007 呼吸器
治療 89(1),13-16,2007

No.2 中田 光,井上義一,高田俊範,寺田正樹,新井 徹,坂谷光則,田澤立之,貫和敏博,
檜澤伸之,山口悦郎,江田良輔,土橋佳子,田中直彦,笠原靖紀：

わが国の特発性肺胞蛋白症の病勢,予後,GM-CSF吸入療法のUp-todate
分子呼吸器病 11(1),72-74,2007

No.3 檜澤伸之：
今日の治療指針 私はこう治療している

気管支喘息 総編集 山口 徹,北原光夫,福井次矢 pp208-9 2007

No.4 檜澤伸之,西村政治：
COPDと気管支喘息－性差と年齢差－

TheLungperspective15(3),318-320,2007

No.5 檜澤伸之：
老人喘息の病態

臨床免疫・アレルギー科 48(4),393-398,2007

No.6 檜澤伸之：
研究の周辺から遺伝子研究がもたらした喘息の新しい考え方

呼吸 26(11),979-980,2007

No.7 大塚盛男：
この症例から何を学ぶか．間質性肺炎で発症し,6年後に筋炎症状が出現した多発筋炎の
1例

MedicalPractice24,1100-1103,2007

No.8 川口未央,國分二三男,檜澤伸之,足立 満：
IL-17遺伝子異常と喘息

分子呼吸器病,11巻,pp276-278,2007
No.9 石井幸雄：

特発性肺線維症の発症機序－転写因子の役割について－
MedicalPractice,Vol.24,1036-1037,2007

著 書
No.1 本間敏明：

呼吸困難の病態生理
岡庭 豊 監修 yearnote2008 メデイックメデイア pp277-284,2007
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No.2 佐藤浩昭：
A14第101回医師国家試験問題解説書

医学評論社 pp.22-23,2007

No.3 佐藤浩昭：
A15第101回医師国家試験問題解説書

医学評論社 pp.23-24,2007

No.4 佐藤浩昭：
A16第101回医師国家試験問題解説書

医学評論社 pp.25-26,2007

No.5 佐藤浩昭：
A17第101回医師国家試験問題解説書

医学評論社 pp.26-27,2007

No.6 佐藤浩昭：
B30第101回医師国家試験問題解説書

医学評論社 pp.113,2007

No.7 佐藤浩昭：
B31第101回医師国家試験問題解説書

医学評論社 pp.114,2007

No.8 佐藤浩昭：
CBTこあかり4プール五肢択一形式篇

医学評論社 pp.77,2007

No.9 佐藤浩昭：
CBTこあかり5-2008五肢択一形式篇

医学評論社 pp.260-260,268-270,504,2007

No.10 佐藤浩昭：
CBTこあかり6-2008五肢択一形式篇

医学評論社 pp.11,49,133-136,210-217,2007

No.11 森島祐子：
NKT細胞と呼吸器疾患
呼吸器疾患－stateofarts－ver.5

北村 諭,工藤翔二,石井芳樹 編集
医歯薬出版株式会社,pp45-47,2007

No.12 森島祐子,関沢清久：
南山堂医学大辞典 CD-ROM プロメディカ ver.3.

南山堂,2007

学会発表
No.1 宮崎邦彦,小川良子,増子裕典,森島祐子,石井幸雄,野村明広,佐藤浩昭,坂本 透,

本間敏明,大塚盛男,中村亮太,石川成美,人見重美,菅野雅人,野口雅之：
切除後のパラフィン包埋標本の遺伝子検査が診断に有用であった肺放線菌症の1例

第173回日本呼吸器学会関東地方会（東京）2月,2007
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No.2 宮崎邦彦,増子裕典,立花牧子,小川良子,森島祐子,石井幸雄,野村明広,佐藤浩昭,

坂本 透,本間敏明,大塚盛男：
転移病巣が自然退縮した肺腺癌の1例

第180回茨城県内科学会（水戸市）3月,2007
No.3 宮崎邦彦,増子裕典,小川良子,森島祐子,石井幸雄,野村明広,佐藤浩昭,坂本 透,

本間敏明,大塚盛男,石川成美：
血中pro-GRPが高値を呈した肺分画症の1例

第174回日本呼吸器学会関東地方会（東京）4月,2007
No.4 MorishimaY,IshiiY,NomuraA,SakamotoT,MatsunoY,HommaS,OhtsukaM:

Suppressionofallergen-inducedneutrophilicairwayinflammationbytreatmentwithalpha-

galactosylceramide

2007InternationalConferenceofAmericanThoracicSociety

(SanFrancisco)5月,2007
ProceedingsoftheAmericanThoracicSociety176:A464,2007

No.5 MatsunoY,IshiiY,KikuchiN,HaraguchiN,MorishimaY;
SuppressionofHypersensitivityPneumonitisinGATA-3-OverexpressingMice.

2007InternationalConferenceofAmericanThoracicSociety

(SanFrancisco)5月,2007
ProceedingsoftheAmericanThoracicSociety176,A547,2007

No.6 阿野哲士,中澤健介,宮崎邦彦,森島祐子,石井幸雄,野村明広,佐藤浩昭,坂本 透,

本間敏明,大塚盛男,檜澤伸之：
髄膜炎で再発したGefitinib投与肺癌の1例

第6回県南イレッサ症例検討会（つくば市）5月 2007

No.7 菊池教大,石井幸雄,飯塚尚志,際本拓未,松野洋輔,本間晋介,原口典博,森島祐子,

野村明広,坂本 透,大塚盛男：
転写因子Nrf2によるブレオマイシン誘発急性肺傷害および肺線維症の制御

第47回日本呼吸器学会総会（東京）5月,2007
日本呼吸器学会雑誌 45（増刊号）160,2007

No.8 松野洋輔,石井幸雄,森島祐子,飯塚尚志,際本拓未,本間晋介,菊池教大,原口典博,
野村明広,坂本 透,大塚盛男：

転写因子GATA-3によるマウス過敏性肺炎の制御
第47回日本呼吸器学会総会（東京）5月,2007

日本呼吸器学会雑誌 45（増刊号）171,2007
No.9 小川良子，本間敏明，水上勝義：

Lewy小体型認知症における自律神経障害,高炭酸ガス換気応答の検討
第47回日本呼吸器学会総会（東京）5月,2007

日本呼吸器学会雑誌 45（増刊号）181,2007
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No.10 石川博一,石丸直人,木村透,金本幸司,栗島浩一,内藤隆志,籠橋克紀,佐藤浩昭,

大塚盛男：
診断に外科的生検を要した肺抗酸菌症の検討

第47回日本呼吸器学会総会（東京）5月,2007
日本呼吸器学会雑誌 45（増刊号）201,2007

No.11 際本拓未,石井幸雄,森島祐子,飯塚尚志,松野洋輔,本間晋介,菊池教大,原口典博,
野村明広,坂本 透,大塚盛男：
Th2偏移型動物モデルに対するモンテルカストによる気道リモデリング進展抑制効果の検
討

第47回日本呼吸器学会総会（東京）5月,2007
日本呼吸器学会雑誌 45（増刊号）203,2007

No.12 森島祐子,石井幸雄,野村明広,飯塚尚志,際本拓未,松野洋輔,本間晋介,菊池教大,
原口典博,坂本 透：
DEP曝露による抗原特異的好中球性気道炎症増悪に対するα-GalCerの抑制効果

第47回日本呼吸器学会総会（東京）5月,2007
日本呼吸器学会雑誌 45（増刊号）204,2007

No.13 金本幸司,佐藤浩昭,石川博一,栗島浩一,木村 透,石丸直人,内藤隆志,大塚盛男：
検診発見の肺野型小型結節影に対する診断方法の検討

第47回日本呼吸器学会総会（東京）5月,2007
日本呼吸器学会雑誌 45（増刊号）248，2007

No.14 籠橋克紀,上遠野賢之助,山口晶子,栗島浩一,石川博一,佐藤浩昭,大塚盛男：
当科における超高齢者の内服薬投与の現状

第47回日本呼吸器学会総会（東京）5月,2007
日本呼吸器学会雑誌 45（増刊号）288，2007

No.15 石丸直人,木村 透,金本幸司,栗島浩一,石川博一,内藤隆志,籠橋克紀,佐藤浩昭,

大塚盛男：
胸水を有する限局型および進展型小細胞肺癌に対する胸部放射線併用化学療法の検討

第47回日本呼吸器学会総会（東京）5月,2007
日本呼吸器学会雑誌 45（増刊号）308，2007

No.16 栗島浩一,木村 透,金本幸司,内藤隆志,石川博一,籠橋克紀,佐藤浩昭,大塚盛男：
小細胞肺癌治療例の予後とpro-GRPについての検討

第47回日本呼吸器学会総会（東京）5月,2007
日本呼吸器学会雑誌 45（増刊号）309，2007

No.17 前田由紀子,檜澤伸之,高橋 歩,伊佐田朗,服部健史,太田薫子,清水健一,高橋大輔,
今野 哲,西村正治：

誘発喀痰細胞分画から検討した喘息病態の多様性
第19回日本アレルギー学会春季臨床大会（横浜）6月,2007

No.18 今野 哲,檜澤伸之,高橋大輔,前田由紀子,高橋 歩,伊佐田朗,服部健史,清水健一,
太田薫子,西村正治：

誘発喀痰細胞分画から検討した喘息病態の多様性
第19回日本アレルギー学会春季臨床大会（横浜）6月,2007
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No.19 宮崎邦彦,阿野哲士,中澤健介,野村明広,佐藤浩昭,坂本 透,本間敏明,大塚盛男,
檜澤伸之,人見重美：
HIV感染治療経過中に発症した肺癌の1例

第1回茨城進行肺癌研究会（つくば市）6月,2007
No.20 中澤健介,阿野哲士,宮崎邦彦,森島祐子,石井幸雄,野村明広,佐藤浩昭,坂本 透,

本間敏明,大塚盛男,檜澤伸之,穴見洋一,野口雅之,石川成美,中山秀次,徳植公一：
縦隔リンパ節再発に対し放射線治療後4年を経過した肺癌の1例

第1回茨城進行肺癌研究会（つくば市）6月,2007
No.21 佐藤浩昭：

茨城県内gefitinib多施設調査一次集計結果報告
第1回茨城進行肺癌研究会（つくば市）6月,2007

No.22 阿野哲士,中澤健介,宮崎邦彦,森島祐子,石井幸雄,野村明広,佐藤浩昭,坂本 透,

本間敏明,大塚盛男,檜澤伸之,穴見洋一,野口雅之,石川成美,中山秀次,徳植公一：
縦隔リンパ節再発に対し放射線治療後4年を経過した肺癌の1例

第176回日本呼吸器学会関東地方会（さいたま市）9月,2007
No.23 中澤健介,佐藤浩昭,大塚盛男,檜沢伸之：

小嚢胞壁が原発部位と考えられた肺腺癌の1例
第143回県南呼吸器研究会（土浦市）10月,2007

No.24 籠橋克紀,上遠野賢之助,金本幸司,栗島浩一,石川博一,佐藤浩昭,大塚盛男：
肺癌症例への睡眠薬処方の現況と呼吸抑制回避の評価法に関する研究

第48回日本肺癌学会総会（名古屋市）2007
肺癌 47(5),508,2007

No.25 佐藤浩昭,石川博一,籠橋克紀,栗島浩一,大塚盛男：
非小細胞肺癌における予後評価の指標としてのCYFRA21-1の検討

第48回日本肺癌学会総会（名古屋市）11月,2007
肺癌 47(5),515,2007

No.26 栗島浩一,金本幸司,石川博一,籠橋克紀,佐藤浩昭,大塚盛男：
小細胞肺癌におけるCEA陽性例の検討

第48回日本肺癌学会総会（名古屋市）11月,2007
肺癌 47(5),530,2007

No.27 石川博一,金本幸司,栗島浩一,籠橋克紀,佐藤浩昭,大塚盛男：
診断あるいは治療経過で転移性脳腫瘍の手術を要した肺癌症例の検討

第48回日本肺癌学会総会（名古屋市）11月,2007
肺癌 47(5),600,2007

No.28 金本幸司,石川博一,栗島浩一,市村秀夫,菊池慎二,佐藤浩昭,大塚盛男：
他部位にアスペルギルス症を合併した肺癌の2例

第48回日本肺癌学会総会（名古屋市）11月,2007
肺癌 47(5),643,2007
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No.29 森島祐子,石井幸雄,野村明広,松野洋輔,本間晋介,菊池教大,原口典博,坂本 透,

檜澤伸之：
DEP曝露による抗原特異的好中球性気道炎症に対するα-GalCerの抑制効果

第57回日本アレルギー学会秋季学術集会（横浜）11月,2007
アレルギー 56,1045,2007

No.30 高橋 歩,今野 哲,檜澤伸之,前田由起子,服部健史,伊佐田朗,清水薫子,清水健一,
西村正治：

アレルギー疾患と血清総IgE値および抗原特異的IgE応答との関係－北海道上士幌町にお
ける検討－

第57回日本アレルギー学会秋季学術集会（横浜）11月,2007
No.31 松野洋輔,石井幸雄,原口典博,森島祐子,野村明広,檜澤伸之：

マウス過敏性肺炎における転写因子T-betの役割
第57回日本アレルギー学会秋季学術集会（横浜）11月,2007

No.32 大塚茂男,栗島浩一,金本幸司,石川博一,森島祐子,石井幸雄,檜澤伸之：
当院における好酸球性肺炎の臨床的検討

第57回日本アレルギー学会秋季学術集会（横浜）11月,2007
No.33 田村智宏,佐藤浩昭,中澤健介,田中享子,森島祐子,石井幸雄,野村明広,坂本 透,

大塚盛男,檜澤伸之,人見重美,杉田真太朗,森下由紀雄：
HIVに対する治療中に発症したGiantcellcarcinomaの1例

第177回日本呼吸器学会関東地方会（東京）11月,2007
No.34 小川良子，本間敏明，水上勝義，朝田 隆，檜澤伸之：

精神科疾患における呼吸調節異常の検討
第44回 日本臨床生理学会総会（大阪）11月,2007

No.35 中澤健介，本間敏明，檜澤伸之：
学病院呼吸機能検査室におけるCOPDの検討

第44回 日本臨床生理学会総会（大阪）11月,2007
No.36 森島祐子,石井幸雄,野村明広,坂本 透,檜澤伸之：

気道リモデリングモデルに対するモンテルカストの抑制効果：培養線維芽細胞を用いた解
析

第11回 アレルギー・気道上皮細胞研究会（東京）12月,2007

その他
No.1 大塚盛男：

間質性肺炎の症例について
筑波呼吸器勉強会（つくば市）1月,2007

No.2 大塚盛男：
過重労働と脳血管疾患・虚血性心疾患について

筑波大学安全衛生講演会（つくば市）2月,2007
No.3 石井幸雄：

急性肺傷害の進展防御に関わる分子メカニズム
第10回TokyoLungConferenceU40（東京）2月,2007
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No.4 檜澤伸之：
気管支喘息はどこまでアレルギー疾患か！？

第12回IRC（IbarakiRespirationConference）（つくば市）7月,2007
No.5 大塚盛男：

胸部X線写真で発見の難しかった肺癌の症例
筑波呼吸器勉強会（つくば市）7月,2007

No.6 檜澤伸之：
喘息治療の最新の話題 ～LTRAとLABAを中心に～

第9回水戸喘息談話会（水戸）7月,2007
No.7 本間晋介,森島祐子,石井幸雄,野村明広,坂本 透,檜澤伸之：

ホスホジエステラーゼ4D遺伝子多型と慢性閉塞性肺疾患との関係
第12回IRC（つくば市）7月,2007

No.8 石井幸雄,森島祐子,野村明広,坂本 透,大塚盛男,檜澤伸之：
急性肺損傷に対するマクロファージを中心とした防御機構の解明

第4回北関東信越呼吸器フォーラム（東京）7月,2007
No.9 佐藤浩昭：

茨城県内Gefitinib多施設調査一次集計結果
第1回茨城進行肺癌研究会（つくば市）7月,2007

No.10 檜澤伸之：
遺伝子解析がもたらす喘息の新しい考え方

第1回TORESUCUE研究会（東京）8月,2007
No.11 檜澤伸之：

慢性咳嗽の病態
第二回北海道耳鼻咽喉科・頭頸部外科治療検討会（札幌）8月,2007

No.12 檜澤伸之：
喘息：遺伝子と臨床

第47回臨床呼吸機能講習会（新宿）8月,2007
No.13 檜澤伸之：

講義：呼吸機能検査の測定と評価（2）負荷試験 1．気道過敏性試験
実習：気道過敏性試験

第47回臨床呼吸機能講習会（新宿）8月,2007
No.14 檜澤伸之：

高齢者喘息とCOPDの鑑別
学術講演会（水戸）9月,2007

No.15 檜澤伸之：
遺伝子解析がもたらした喘息の新しい考え方

物質材料研（つくば市）9月,2007
No.16 檜澤伸之：

喘息治療 最近の話題
宗谷医師会学術講演会（稚内）10月,2007
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No.17 檜澤伸之：
高齢者喘息とCOPDの鑑別

学術講演会（東葛飾）10月,2007
No.18 菊池教大,石井幸雄,小川良子,檜澤伸之,河端美則：

CRP持続高値を認め,特異な病理像を呈した間質性肺炎の1例
第8回北関東呼吸器カンファレンス（東京）10月,2007

No.19 檜澤伸之：
遺伝子解析がもたらす喘息の新しい考え方

第8回福島呼吸器フィーラム（福島市）11月,2007
No.20 檜澤伸之：

高齢者の喘息とCOPDの鑑別
学術講演会（つくば市）11月,2007

No.21 檜澤伸之：
｢喘息治療の薬物治療 ～LTRAとLABAを中心に～｣

第9回 彩・喘息アレルギーセミナー（浦和）11月,2007
No.22 坂本 透：

喘息の最新治療
茨城県難病相談・支援センター地域交流活動事業

喘息をよくする講演と交流会（下妻）2007
No.23 檜澤伸之：

気管支喘息による最近の話題
第82回取手呼吸器勉強会（取手）12月,2007

No.24 檜澤伸之：
RoadstoPersonalizedandPreventiveMedicine

FunctionalSNPsatCCL5andIL17F

-PossiblecommonpathogenesisofasthmaandCOPD-

The4thInternationalSymposiumofKoreaBiomedicalGenomicResearch

AssociationandCenterforGenomeScience(Seoul,Korea)2007

No.25 檜澤伸之：
遺伝因子から見た難治性喘息の多様性

The15thsymposiumofAsthmainTokyo（東京）12月,2007
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循環器内科グループ（2007年）

原 著
No.1 MaruyamaH,WatanabeS,KimuraT,LiangJ,NagasawaT,OnoderaM,AonumaK,

YamaguchiI:
Granulocyte colony-stimulating factor prevents progression of monocrotaline-induced

pulmonaryarterialhypertensioninrats

CircJ71(1),138-143,2007

No.2 WangK,TakaharaA,NakamuraY,AonumaK,MatsumotoM,SugiyamaA:
Invivoelectropharmacologicaleffectsofamiodaroneandcandesartanonatriaofchronic

atrioventricularblockdogs

JPharmacolSci103(2),207-213,2007

No.3 UnoK,HommaS,SatohT,NakanishiK,AbeD,MatsumotoK,OkiA,TsunodaH,
YamaguchiI,NagasawaT,YoshikawaH,AonumaK:
TissuefactorexpressionasapossibledeterminantofthromboembolisminovarianCancer

BrJCancer96(2),290-295,2007

No.4 OtsukiT,MaedaS,IemitsuM,SaitoY,TanimuraY,SugawaraJ,AjisakaR,MiyauchiT:
Postexerciseheartraterecoveryacceleratesinstrength-trainedathletes

MedSciSportsExerc39(2),365-370,2007

No.5 AizawaK,IemitsuM,MaedaS,JesminS,OtsukiT,MowaCN,MiyauchiT,MesakiN:
Expressionofsteroidgenicenzymesandsynthesisofsexsteroidhormonesfrom DHEAin

skeletalmustleofrats

AmJPhysiolEndocrinolMetab292(2),577-584,2007

No.6 OtsukiT,MaedaS,IemitsuM,SaitoY,TanimuraY,AjisakaR,MiyauchiT:
Vascularendothelium-derivedfactorsandarterialstiffnessinstrength-andendurance-trained

men

AmJPhysiolHeartCircPhysiol292(2),786-791,2007

No.7 山口 巖,相澤義房,井上 博,石川利之,大江 透,小川 聡,奥村 謙,笠貫 宏,
加藤貴雄,鎌倉史郎,小坂井嘉夫,小林洋一,杉 薫,高柳 寛,中里祐二,渡辺一郎,
家坂義人,岩佐 篤,大西 哲,久賀圭祐,熊谷浩一郎,小林義典,他：

循環器病の診断と治療に関するガイドライン（2004-2005年度合同研究班報告）
「臨床心臓電気生理検査に関するガイドライン」

CirculationJournal70,1391-1462,2007

No.8 山口 巖,相澤義房,井上 博,石川利之,大江 透,小川 聡,奥村 謙,笠貫 宏,
加藤貴雄,鎌倉史郎,小坂井嘉夫,小林洋一,杉 薫,高柳 寛,中里祐二,渡辺一郎,
家坂義人,岩佐 篤,大西 哲,久賀圭祐,熊谷浩一郎,小林義典,他：

循環器病の診断と治療に関するガイドライン（2004-2005年度合同研究班報告）
「臨床心臓電気生理検査に関するガイドライン」ダイジェスト版

CirculationJournal70,1463-1475,2007
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No.9 吉原正治,久賀圭祐,齋藤 巌,近藤孝晴,青野 充,湊 義博,齋藤郁夫,松田正文,
久保田稔,伊東 宏,苗村育郎,飯田紀彦,長尾啓一,浅沼義英,川村 孝,杉田義郎,
坂口 明,佐藤和人,五味愼太郎,金野 滋,葛 輝子,影山任佐,湊 博昭：

保健管理業務の情報処理に 関する委員会：
健康白書に関する情報処理の実態調査報告

CAMPUSHEALTH44,121-126,2007

No.10 AtarashiH,OgawaS,InoueH,HamadaC,HamadaC,KugaK,andTheFlecainideAtrial
FibrillationInvestigators:

FortheFlecainideAtrialFibrillationInvestigators．Dose-responseeffectofflecainidein
patientswithsymptomaticparoxysmalatrialfibrillationand/orfluttermonitoredwithtrans-

telephonicelectrocardiography.-amulticenter,placebo,-controlled,double-blindtrial-

CirculationJournal71,294-300,2007

No.11 ShimojoN,JesminS,ZaediS,OtsukiT,MaedaS,YamaguchiN,AonumaK,HattoriY,
MiyauchiT:
Contributory role of VEGF overexpression in endothelin-1-induced cardiomyocyte

Hypertrophy

AmJPhysiolHeartCircPhysiol293,H474-481,2007

No.12 鰺坂隆一,村上晴香,前田清司,久野譜也,田中喜代次,渡辺重行,青沼和隆,山口 巖,

大槻 毅,家光素行,曽根博仁：
中高齢者における高感度CRPと運動耐容能の関連および運動トレーニング効果

心臓 39(2),12-14,2007

No.13 JesminS,ZaediS,ShimojoN,IemitsuM,MasuzawaK,YamaguchiN,MowaCN,MaedaS,
HattoriY,MiyauchiT:
EndothelinAntagonism NormalizesVEGFSignalingandCardiacFunctioninSTZ-Induced

DiabeticRatHearts

AmJPhysiolEndocrinolMetab292,E1030-1040,2007

No.14 DokiK,HommaM,KugaK,AonumaK,SakaiS,YamaguchiI,KohdaY:
Gender-associateddifferencesinpharmacokineticsandanti-arrhythmiceffectsofflecainidein

Japanesepatientswithsupraventriculartachyarrhythmia

EuropeanJournalofClinicalPharmacology63,951-957,2007

No.15 DokiK,HommaM,KugaK,KawanoS,AonumaK,YamaguchiI,KohdaY:
Impactofserum flecainideleveloncontrolofatrialfibrillationinacasetreatedwith

cardiactesynchronizationtherapy

JClinPharmTher32(4),409-411,2007

No.16 SugawaraJ,KomineH,HayashiK,YoshizawaM,YokoiT,OtsukiT,ShimojoN,MiyauchiT,
MaedaS,TanakaH:

Effectofsystemicnitricoxidesynthaseinhibitiononarterialstiffnessinhumans

HypertensRes30,411-415,2007
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No.17 町野 毅,久賀圭祐,河野 了,渡辺重行,山口 巖,青沼和隆,土岐浩介,香取久美,
本間真人,幸田幸直:

フレカイニドのクリアランスに及ぼす性差の影響
成人病と生活習慣病37,572-573,2007

No.18 吉田健太郎,田上和幸,吉田郁雄,中西啓太,山崎 浩,黒木健志,金本 都,鈴木章弘,
遠藤優枝,関口幸夫,久賀圭祐,山口 巖,野上昭彦,鈴木文男：

逆伝導のみを有する副房室結節リエントリーによる心房頻拍の1例
臨床心臓電気生理 30,145-156,2007

No.19 Hayashik,MaedaS,IemitsuM,OtsukiT,SugawaraJ,TanabeT,MiyauchiT,KunoS,
AjisakaR,MatsudaM:
Sexdifferencesintherelationshipbetweenestrogenreceptoralphagenepolymorphismsand

arterialstiffnessinolderhumans

AmJHypertens20(6),650-656,2007

No.20 SatohT,OkiA,UnoK,SakuraiM,OchiH,OkadaS,MinamiR,MatsumotoK,TanakaYO,
TsunodaH,HommaS,YoshikawaH:

Highincidenceofsilentvenousthromboembolismbeforetreatmentofovariancancer

BritJCancer97,1053-1057

No.21 SugawaraJ,KomineH,HayashiK,YoshizawaM,OtsukiT,ShimojoN,MiyauchiT,YokoiT,
MaedaS,TanakaH:

Systemicalpha-adrenergicandnitricoxideinhibitiononbasallimbbloodflow:effectsof

endurancetraininginmiddle-agedandolderadults

AmJPhysiolHeartCircPhysiol293,H1466-1472,2007

No.22 OtsukiT,MaedaS,IemitsuM,SaitoY,TanimuraY,AjisakaR,MiyauchiT:
Relationshipbetweenarterialstiffnessandathletictrainingprogramsinyoungadultmen

AmJHypertents20(9),967-973,2007

No.23 山口 巖,相澤義房,井上 博,石川利之,大江 透,小川 聡,奥村 謙,笠貫 宏,
加藤貴雄,鎌倉史郎,小坂井嘉夫,小林洋一,杉 薫,高柳 寛,中里祐二,渡辺一郎,
家坂義人,岩佐 篤,大西 哲,久賀圭祐,熊谷浩一郎,小林義典 他：

循環器病の診断と治療に関するガイドライン（2004-2005年度合同研究班報告）
「臨床心臓電気生理検査に関するガイドライン」 ダイジェスト版

JournalofCardiology50,519-531,2007

No.24 黒木健志,関口幸夫,佐藤陽子,山崎 浩,田上和幸,吉田健太郎,村越伸行,二藤部丈司,
久賀圭祐,青沼和隆,山口 巖：

右室流出路起源心室性期外収縮に対するカテーテルアブレーション後,著しく血行動態が
改善した1症例

CirculationJournal71,943-943,2007

No.25 佐藤陽子,青沼和隆,関口幸夫,久賀圭祐,吉田健太郎,田上和幸,村越伸行,山崎 浩,
山口 巖,齊藤 巧,遠藤優枝,相原英明,黒木健志：

心筋梗塞回復期における2種の心室期外収縮と心室頻拍基 質の双方を標的としたカテー
テルアブレーション治療

CirculationJournal71,955-955,2007
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No.26 YoshidaK,SeoY,YamasakiH,TanoueK,MurakoshiN,YamaguchiI,AonumaK:
Effectoftriangleventricularpacingonjae,pdumamicsanddyssynchronyinpatientswith

advancedheartfailure:acomparisonstudywithconventionalbi-ventricularpacingtherapy

EuropeanHeartJournal28,2610-2619,2007

No.27 JesminS,MaedaS,MowaCN,ZaediS,TogashiH,ProdhanSH,YamaguchiT,YoshiokaM,

SakumaI,MiyauchiT,KatoN:
AntagonismofendothelinactionnormalizesalteredlevelsofVEGFanditssignalinginthe

brainofstroke-pronespontaneouslyhypertensiverat

EurJPharmacol574(2-3),158-171,2007

No.28 青沼和隆：
基礎心疾患を有する難治性致死性心室性不整脈に対するカテーテルアブレーション治療

心臓39SUPPL.5,35-44,2007
No.29 MiyazakiS,TakahashiA,KuwaharaT,KoboriA,YokoyamaY,NozatoT,SatoA,AonumaK,

HiraoK,IsobeM:

RandomizedComparisonoftheContinuousvsPoin-by-PointRadiofrequencyAblationofthe

CavotricuspidIsthmusforAtrialFlutter

CirculationJournal71(12),1922-1926,2007

No.30 石川欽司,上島弘嗣,小川久雄,金政 健,齋藤宗靖,佐々木淳,筒井裕之,中村保幸,
長尾 建,林 孝浩,山口 巖,伊藤 昭,浦澤一史,木村彰男,坂本知浩,武安法之,

谷 樹昌,笠貫 宏,西山信一郎,藤原久義,永井良三,日本循環器学会：
心筋梗塞二次予防に関するガイドライン（2006年改訂版）

日本冠疾患学会雑誌 13(1),S1-S9,2007

No.31 OnK,WatanabeS,YamadaS,TakeyasuN,NakagawaY,NishinaH,MorimotoT,AiharaH,
KimuraT,SatoY,TsukadaK,KandoriA,MiyashitaT,OgataK,SuzukiD,YamaguchiI,
AonumaK:
IntegralvalueofJTintervalinmagnetocardiographyissensitivetocoronarystenosisand

improvessoonaftercoronaryrevascularization

CirculationJournal71,1586-1592,2007

No.32 中川義嗣,渡辺重行,武安法之,木村泰三,新井恵美：
虚血性心疾患患者の運動耐容能 α-グルコシダーゼ阻害着を用いた検討

理学療法いばらき11,74-77,2007

総説・解説・その他
No.1 星 智也,河野 了,飯田啓治：

無症状例の管理と治療
肥大型心筋症ハンドブック,295-303,2007

No.2 河野 了：
第101回医師国家試験問題解説集

医学評論社,2007
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No.3 瀬尾由広：
米国心臓協会・学術集会速報

Medtronic社,2007
No.4 瀬尾由広：

重症心不全の非薬物療法
TheCirculationFrontier11(1),5-17,2007

No.5 本間 覚：
血管疾患の内科的治療ー主として血流障害の薬物療法について
特集こう書く！疾患別・症候別検査レポート

VascularLab4増刊,86-91,2007
No.6 関口幸夫,青沼和隆：

集中治療における不整脈の管理 監視（モニター）と予測・予防・治療
危険な不整脈が予測される病態の管理,心不全

ICUとCCU31(1),13-19,2007
No.7 関口幸夫,青沼和隆：

非薬物治療の最近の話題 アブレーション－最近の進歩
循環器科 61(5),436-441,2007

No.8 河野 了,山口 巖：
心不全 大改訂ガイドラインから第一線実地診療へ 心電図により心不全を評価する

MedicalPractice,821-825,2007

No.9 河野 了：
β遮断薬主要薬剤各論

日本臨床増刊号心不全（下）,91-97,2007
No.10 瀬尾由広,青沼和隆：

心不全における非同期性心室収縮
HeartView11(6),568-576,2007

No.11 関口幸夫,青沼和隆：
不整脈の電気的治療

臨床検査 51(7),683-689,2007

No.12 青沼和隆：
ICD-最近の話題

心臓 39(7),595,2007

No.13 横山泰廣,佐藤康弘,青沼和隆：
Brugada症候群におけるICD治療

心臓 39(7),601-605,2007

No.14 青沼和隆,中川 博,野上昭彦：
カテーテルアブレーションの治療の現状

TheCirculationFrontier11(3),5-15,2007

No.15 瀬尾由広：
CRT-Dの適応と治療効果の判定（解説）

心臓 39(7),613-619,2007
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No.16 瀬尾由広,水谷太郎：
輸液管理とケアQ&A.こんなとき,どうしたらよいの?
輸液の基本知識とケア．フォレスターの分類からみた輸液管理とは何？

ナーシングケア17,52-53,2007
No.17 瀬尾由広：

スペックルトラッキング法により知りうる局所心筋の歪を臨床に応用する
映像情報メディカル 39(9),864-867,2007

No.18 久賀圭祐：
保健管理センター利用状況 －学生内科受診数－

平成18年度保健管理センター業務報告書(1),29-32,2007
No.19 久賀圭祐：

大学を襲った「麻疹」騒動
つくばスチューデンツ5,7,2007

No.20 武安法之,渡辺重行：
内科外来で見るウイメンズ・ヘルス 閉経後に増加する心血管疾患リスク

Medicina44(13),2256-2259,2007

No.21 川村 龍,渡辺重行,黒木健志,町野 毅,瀬尾由広,武安法之,山口 巖,青沼和隆：
重症虚血肢に対し複数回の経皮的血行再建術を施行した1例

TherapeuticResearch28(9),1831-1833,2007

No.22 中川義嗣,渡辺重行：
心不全診療の最前線 心不全と運動

成人病と生活習慣病 37(7),801-807,2007

No.23 木村泰三,渡辺重行：
循環器症候群II非動脈硬化性冠疾患

日本臨床 新領域別症候群シリーズ 5,228-233,2007

No.24 佐藤陽子,渡辺重行：
循環器症候群II冠動脈起始異常

日本臨床 新領域別症候群シリーズ 5,267-270,2007

著 書
No.1 青沼和隆：

不整脈
透析療法における心・血管系合併症と対策5.

日本メディカルセンター（東京）p144-160,2007
No.2 青沼和隆：

心臓再同期療法
インフォームドコンセントのための図説シリーズ

心臓ペースメーカー・植込み型除細動器 改訂版 Ⅳ
医薬ジャーナル社（大阪）p92-96,2007
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No.3 河野 了,山口 巖：
肥大型心筋症／治療 ペースメーカー

新目でみる循環器病シリーズ15心筋症
メジカルビュー社（東京）p154-157,2007

No.4 久賀圭祐,山口 巖：
アミオダロンによる不整脈治療の実際

日本心電学会学術諮問委員会 編
不整脈にアミオダロンをどう使うか（改訂版）

ライフメディコム（東京）P85-107,2007
No.5 本間 覚：

検査時のコミュニケーションと注意点（医師の立場から）
血管無侵襲診断テキスト

南江堂（東京）p57-61,2007
No.6 青沼和隆：

肥大型心筋症の失神・突然死
新・心臓病診療プラクティス 心筋症を識る・診る・治す10

文光堂（東京）p135-138,2007

学会発表
No.1 町野 毅,久賀圭祐,渡辺重行,青沼和隆,山口 巖,土岐浩介,本間真人,香取久美,

塚本晶子,幸田幸直：
フレカイニドのクリアランスに及ぼす性差の影響

第41回日本成人病（生活習慣病）学会学術集会（東京）1月,2007
No.2 腰野結希,武安法之,渡辺重行,片寄泰子,谷川 武,佐藤 誠,青沼和隆,山口 巖：

循環器疾患患者における睡眠時無呼吸症候群の頻度
第41回日本成人病（生活習慣病）学会学術集会（東京）1月,2007

No.3 町野 毅,関口幸夫,吉田健太郎,黒木健志,山崎 浩,田上和幸,瀬尾由広,河野 了,

久賀圭祐,渡辺重行,山口 巖,青沼和隆：
カテーテルアブレーションによる肺静脈隔離術と経皮的僧帽弁形成術を施行した心房細動
合併僧帽弁狭窄症の1例

茨城県内科研究会（水戸）1月,2007
No.4 黒木健志,関口幸夫,佐藤陽子,町野 毅,山崎 浩,田上和幸,吉田健太郎,村越伸行,

二藤部丈司,久賀圭祐,山口 巖,青沼和隆：
右室流出路起源心 室性期外収縮に対するカテーテルアブレーション後,著しく血行動態が
改善した一症例

第203回日本 循環器学会関東甲信越地方会（東京）2月,2007
No.5 青沼和隆：

心房細動の治療 UPTODATE

第143回日本循環器学会東北地方会ランチョンセミナー（仙台）2月,2007
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No.6 川村 龍,渡辺重行,黒木健志,町野 毅,瀬尾由広,武安法之,山口 巖,青沼和隆：
足趾壊疽を伴うびまん性の下肢閉塞性動脈硬化症に対し複数回の経皮的血行再建術を施行
した症例

The3rdMeettheExpertinIbaraki（つくば）2月,2007
No.7 青沼和隆：

トピックス：CRT-Dの適応をどう考えるか？
第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007

CircJ71suppl,68,2007

No.8 青沼和隆：
ミート・ザ・エキスパート：器質的心疾患に伴う心室頻拍アブレーション

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,84,2007

No.9 SeoY,YoshidaK,YamazakiH,TanoueK,IshizuT,MurakoshiN,SekiguchiY,KawanoS,
OtsukaS,WatanabeS,YamaguchiI,AonumaK:
Round Table Discussion:Effecton Hemodynamics and Dyssynchrony by Triangle

VentricularPacinginPatientswithAdvancedHeartFailure

第71回日本循環器学会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,91,2007

No.10 SeoY,IshizuT,YoshidaK,TanoueK,MurakoshiN,SekiguchiY,KawanoS,OtsukaS,
WatanabeS,YamaguchiI,AonumaK:

FeaturedResearch:PropagationDelayofActiveMyocardialMovementDeterminedBy

SpeckleTrackingIdentifiesRespondersofCardiacResynchronization

第71回日本循環器学会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,147,2007

No.11 UnoK,HommaS,TanoueK,YoshidaK,SuzukiA,SeoY,KawanoS,KugaK,YamaguchiI,
AonumaK:
Coagulofibrinolyticandinflammatoryactivationassociatedwithspontaneousechocontrast

andmitralvalvestenosis

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,207,2007

No.12 EndoM,YoshidaK,TanoueK,SuzukiA,KugaK,AonumaK,YamaguchiI:
Usefulnessofhigh-densityelectroanatomicalmappingforcatheterablationofnonischemic

ventriculartachycardia

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,212,2007

No.13 ShimojoN,JesminS,MaedaS,IemitsuM,ZaediS,OotsukiT,YamaguchiN,AonumaK,
YamaguchiI,MiyauchiT:

Contributory Role of VEGF Overexpression in Endothelin-1-induced Cardiomyocyte

Hypertrophy

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,216,2007

６２

循環器内科グループ（2007年）



No.14 IshizuT,SeoY,IidaN,SakamakiF,KawanoS,AonumaK,YamaguchiI:
DyssynchronyDeteriorateLeftVentricularTwistinPatientswithDilatedCardiomyopathy

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,237,2007

No.15 HoshiT,SeoY,IshizuT,TanoueK,YoshidaK,KawanoS,WatanabeS,AonumaK:
Limitationofcardiacresynchronizationtherapyinimprovementofseverefunctionalmitral

regurgitationduetotetheringeffect

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,237,2007

No.16 IemitsuM,MaedaS,OtsukiT,SugawaraJ,TanabeT,JesminS,KunoS,AjisakaR,MiyauchiT,
MatsudaM:

Polymorphism inendothelin-relatedgenesaffectsexercise-inducedimprovementsofarterial

stiffnessintheJapaneseoldersubjects

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,263,2007

No.17 IemitsuM,MaedaS,JesminS,OtsukiT,KasuyaY,AonumaK,YamaguchiI,MiyauchiT:
MAPKactivationchangetoasingleboutofexerciseinuntrainedandtrainedheartsofrat

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,263,2007

No.18 SakamakiF,SeoY,IshizuT,UnoK,KawanoS,WatanabeS,AonumaK,YamaguchiI:
FeasibilityandUtilityofM-modeSeptaltoPosteriorWallMotionDelayAsaScreening

MethodofLeftVentricularDyssynchrony

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,281,2007

No.19 NakajimaH,SeoY,IshizuT,YoshidaK,TanoueK,YamazakiH,KawanoS,WatanabeS,
AonumaK,YamaguchiI:

Utility ofrealtime 3-dimensionalechocardiography in evaluation ofsevere tricuspid

regurgitationduetopacemakerorimplantablecardioverter-defibrillatorleads

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,282,2007

No.20 OhtsukaT,ObaraK,ToyamaM,AonumaK,WatanabeS,TakeyasuN,KawanoS,MaedaH,
YamazakiA,NoguchiY,EndoM,TomizawaT,TanakaK,TanakaK,YamanouchiT,

EnomotoT,UshiyamaK:

DoeshospitalperformanceaffectoutcomesofAMIpatients?

AnassessmentinIbarakifromICAS.

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,302,2007
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No.21 IshikawaK,UshiyamaK,EnomotoT,EndohM,TanakaK,TanakaK,TomizawaT,ToyamaM,

NoguchiY,MaedaH,YamazakiA,YamanouchiT,KawanoS,WatanabeS,AonumaK:
LatePhaseStentThrombosisinJapan.RelationshipBetweenAntiplateletAgentandStent

Type

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,326,2007

No.22 KurokiK,MachinoT,YamasakiH,TanoueK,YoshidaK,KanemotoM,MurakoshiN,
SekiguchiY,SuzukiA,EndohM,KugaK,NitobeJ,KubotaI,YamaguchiI,AonumaK:

Preliminaryfeasibilityandearlyclinicaloutcomeoftheablationofculpritveinsthatdrives

paroxysmalatrialfibrillation

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,354,2007

No.23 SatoY,WatanabeS,KimuraT,NishinaH,AiharaH,TakeyasuN,OnK,YamadaS,SuzukiA,
OgataK,KandoriA,MiyashitaT,TsukadaK,YamaguchiI,AonumaK:
Detectionofthe‘InjuryCurrent’ofIschemicMyocardiumbyHigh-Tc-SQUID

Magnetocardiography

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,362,2007

No.24 TanoueK,MachinoT,KurokiK,YamasakiH,YoshidaK,KanemotoM,MurakoshiN,
SekiguchiY,SuzukiA,EndohM,KugaK,YamaguchiI,AonumaK:

ShorteningandprolongedfilteredPwavedurationafterpulmonaryveinisolationinpatients

withatrialfibrilltion

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,372,2007

No.25 YoshidaK,TanoueK,KurokiK,YamasakiH,Machino T,Kanemoto M,MurakoshiN,
SekiguchiY,SuzukiA,EndohM,KugaK,YamaguchiI,AonumaK:

Eliminationofdelayedpotentialbycatheterablationbasedonhighresolutionsubstrate

mappingofreentrantventriculartachyarrhythmia

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,396,2007

No.26 KawamuraR,SeoY,IshizuT,TakeyasuN,WatanabeS,AonumaK:
EffectsofStatinTreatmentsonCarotidPlaqueStabilizationAssociatewithReductionsof

OxidizedLow-DensityLipoprotein

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,399,2007

No.27 UnoK,SeoY,IshizuT,OtsukaS,WatanabeS,AonumaK:
LeftAtrialVolumesAssessed by Echocardiography Compared to MagneticResonance

Imaging

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,407,2007
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No.28 AiharaH,TakeyasuN,WatanabeS,NishinaH,KimuraT,MorimotoT,SeoY,KugaK,
TakedaT,AonumaK,YamaguchiI:

Radionuclideventriculographicevaluationoftheeffectofcardiacresynchronizationtherapy

onacuteandchronicphase

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,413,2007

No.29 JesminJ,MaedaS,ZaediS,ShimojoN,IemitsuM,OotsukiT,YamaguchiN,MiyauchiT:
EstrogenReceptorAlphaandBetaAreEquallyInvolvedinCerebralVascularEndothelial

GrowthFactor/KDR/NitricOxidePathwayinFemaleMice

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,423,2007

No.30 SekiguchiY,YamauchiY,TanoueK,YoshidaK,KugaK,YamaguchiI,AonumaK:
Distinctionontheelectrocardiogram ofoutlowtractventriculararrhythmiabetweenleftand

rightventricularorigin

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,523,2007

No.31 KurokiK,MachinoT,YamasakiH,TanoueK,YoshidaK,KanemotoM,MurakoshiN,
SekiguchiY,SuzukiA,EndohM,KugaK,YamaguchiI,AonumaK,YamauchiY:
Chronichemodynamiceffectsafterradiofrequencycatheterablationoffrequentmonomorphic

ventricularprematurebeats

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,524,2007

No.32 UnoK,HommaS,TonomuraA,YamakawaM,ShiinaT,YamaguchiI,AonumaK:
Clinicalapplicationoftissueelasticityimagingfordeepveinthrombosis-preliminary

findings

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,534,2007

No.33 KimuraT,WatanabeS,TakeyasuN,OnK,NishinaH,AiharaH,YamadaS,SuzukiD,
OgataK,KandoriA,MiyashitaT,TsukadaK,YamaguchiI,AonumaK:
‘Injurycurrent’inpatientswithcoronarystenosiscanbevisualizedbymagnetocardiogra-

phy,andcontinuestoexistearlyaftercoronaryrevascularization.

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,534,2007

No.34 IemitsuM,MaedaS,JesminJ,ShimojoN,ZaediS,OotsukiT,TogashiH,YamaguchiN,
AonumaK,YamaguchiI,MiyauchiT:

Endothelin antagonism greatly reverses upregulated renin-angiotensin system in the

hypertrophiedheartofSHR-SP

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,551-2,2007
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No.35 SeoY,OhtsukaS,OyakeY,YoshidaI,UnoK,MinamiM,KudouH,AonumaK,YamaguchiI:
UtilityofTaggedMagneticResonanceImagingCombinedwithDeformableGridObtained

byBlock-MatchingAlgorithm

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,569,2007

No.36 SekiguchiY,YamauchiY,TanoueK,YoshidaK,KugaK,YamaguchiI,AonumaK:
Patternofrecurrenceperiodsofatrialfibrillationafterextensivepulmonaryveinisolation

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,574,2007

No.37 SeoY,IshizuT,KawamuraR,TakeyasuN,WatanabeS,AonumaK:
AtherogenicEffectsofMetabolicSyndromeinPatientswithCoronaryHeartDiseaseat

AdequeteLow-DensityLipoproteinCholesterolLevels

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,577,2007

No.38 OyakeY,OhtsukaS,YoshidaI,SeoY,UnoK,TanakaY,ShindoM,HiranoY,MinamiM,
YamaguchiI,AonumaK:
TheAugmentationofLeftAtrialFunctionMaintainsLeftVentricularDiastolicFillingin

PatientswithConcentricLeftVentricularHypertrophy

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,603,2007

No.39 IemitsuM,ZaediS,MaedaS,JesminJ,ShimojoN,OotsukiT,YamaguchiN,HattoriY,
AonumaK,YamaguchiI,MiyauchiT:

VEGFsignalingisdisruptedintheheartofmicelackingestrogenreceptor

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,606,2007

No.40 ShimojoN,JesminS,MaedaS,IemitsuM,ZaediS,OotsukiT,YamaguchiN,AonumaK,
YamaguchiI,MiyauchiT:

Estrogen Pre-treatmentPreventstheET-1-induced CardiomyocyteHypertrophy in vitro:

PotentialLinkagewithVEGF

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,610-611,2007

No.41 OotsukiT,MaedaS,ZaediS,ShimojoN,IemitsuM,TogashiH,JesminJ,YamaguchiN,
AonumaK,YamaguchiI,MiyauchiT:

Chronic treatmentwith Endothelin receptorantagonistnormalizesthe altered cerebral

capillarydensityinthefrontalcortexofSHR-SPrats

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,615,2007
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No.42 MurakoshiN, YoshidaK,TanoueK,KugaK,KamimuraR,SetoyamaK,SekiguchiY,
YamaguchiI,AonumaK:
AAV-mediated GeneTransferofHCN4 into CardiacConduction System Significantly

IncreasesHeartRateintheCanineModelofAVBlock

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,627,2007

No.43 JesminJ,MaedaS,IemitsuM,ShimojoN,ZaediS,YamaguchiN,OotsukiT,AonumaK,
YamaguchiI,MiyauchiT:
EndothelinSelectiveAReceptorAntagonistRecoversDownregulatedVEGF,NOand

BCL-2ExpressioninPenileTissuesinType1DiabeticRat

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,644,2007

No.44 TakeyasuN,MaedaH,YamazakiA,NoguchiY,EndohM,TomizawaT,TanakaK,TanakaK,
YamanouchiT,ToyamaM,EnomotoT,UshiyamaK,MisakiM,AiharaH,HatoriM,OyakeY,

SuzukiA,MurakoshiN,KawanoS,WatanabeS,AonumaK:
Sirolimus-ElutingStentforAMIinIbaraki-ICAS(IbatrakiCoronaryArteryStudy)-

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,652,2007

No.45 ShimojoN,MaedaS,ZaediS,JesminJ,IemitsuM,OotsukiT,HattoriY,IchiroSakuma,
YamaguchiN,AonumaK,YamaguchiI,MiyauchiT:
Normalizationofcardiacupregulationendothelin-1system intype2diabeticratbyalong-

actingcalciumblockeratsub-depressordose.

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,666,2007

No.46 ShimojoN,MaedaS,IemitsuM,ZaediS,JesminJ,OotsukiT,YamaguchiN,AonumaK,
YamaguchiI,MiyauchiT:

RoleofEndothelin in theimpairmentcardiacfunction,cardiacVEGF signaling and

coronarycollateraldevelopmentinearlydiabeticrats

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,666,2007

No.47 MaruyamaH,WatanabeS,KimuraT,LiangJ,OnoderaM,AonumaK,YamaguchiI:
Granulocytecolony-stimulating factorpreventstheprogression ofmonocrotaline-induced

pulmonaryarterialhypertensioninrats.

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
CircJ71suppl,681,2007

No.48 久賀圭祐：
「臨床心臓電気生理検査に関するガイドライン」ガイドライン作成の問題点,徐脈性不整脈

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
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No.49 山本政江,久賀圭祐,石津智子,吉田弘子,五島洋子,平田三代子,森 慶子,松井裕史,

大塚盛男：
高脂血症を伴う教職員における頸部超音波検査の生活習慣改善の動機づけに対する有用性
についての報告

第71回日本循環器学会総会学術集会（神戸）3月,2007
No.50 WatanabeS,Takeyasu N,NakagawaY,KimuraT,SatoY,NishinaH,AiharaH,OnK,

YamadaS,SuzukiD,OgataK,KandoriA,MiyashitaT,TsukadaK,YamaguchiI,AonumaK:
Diagnosisofischemicheartdiseaseusing64-channelMCGsystem.

AsianSymposiumonMagnetocardiography YonseiUniversityCollegeofMedicine

(Seoul)3月,2007
No.51 武安法之,渡辺重行,瀬尾由広,村越伸行,佐藤陽子,山崎 浩,黒木健志,河野 了,

青沼和隆,山口 巖：
当院におけるエキシマレーザー冠動脈形成術の初期成績

第104回日本内科学会総会（大阪）4月,2007
No.52 関口幸夫,吉田健太郎,瀬尾由広,田上和幸,村越伸行,山崎 浩,久賀圭祐,河野 了,

青沼和隆,山口 巖：
肺動脈起源特発性心室性不整脈における発生起源部位の電気生理学的特徴

第104回日本内科学会総会（大阪）4月,2007
No.53 瀬尾由広,渡辺重行,石津智子,武安法之,青沼和隆：

冠動脈疾患症例における動脈硬化惹起因子と非侵襲的検査法との関連
第104回日本内科学会総会（大阪）4月,2007

No.54 瀬尾由広：
ランチョンセミナー（東芝メディカルシステム）スペクルトラッキング法により知りうる
局所心筋の歪を臨床に応用する

第18回日本心エコー図学会（軽井沢）4月,2007
No.55 石津智子,瀬尾由広,宇野希世子,亀谷里美,酒巻文子,飯田典子,中島英樹,稲葉 武,

河野 了,渡辺重行,青沼和隆：
左室同期不全は左室捻れ運動の独立規定因子である

第18回日本心エコー図学会（軽井沢）4月,2007
No.56 宇野希世子，瀬尾由広，石津智子，小宅康之，酒井 俊，大塚定徳，田中優美子，南 学，

渡辺重行，青沼和隆：
心エコーによる左房容量の測定－MagneticResonanceImagingとの比較

第18回日本心エコー図学会（軽井沢）4月,2007
No.57 瀬尾由広,石津智子,宇野希世子,亀谷里美,酒巻文子,飯田典子,中島英樹,稲葉 武,

河野 了,渡辺重行,青沼和隆：
スペクルトラッキング法による能動的左室収縮遅延の同定は心室再同期療法レスポンダー
予測に有用である

第18回日本心エコー図学会（軽井沢）4月,2007
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No.58 酒巻文子,瀬尾由広,宇野希世子,石津智子,亀谷里美,飯田典子,中島英樹,稲葉 武,
河野 了,渡辺重行,青沼和隆：

拡張型心筋症におけるMモード法を用いた左室内dyssynchrony検出とQRS時間との関連
についての検討

第18回日本心エコー図学会（軽井沢）4月,2007
No.59 酒巻文子,瀬尾由広,宇野希世子,石津智子,亀谷里美,飯田典子,中島英樹,稲葉 武,

河野 了,渡辺重行,青沼和隆：
任意方向Mモード法による左室dyssynchrony検出に関する検討

第18回日本心エコー図学会（軽井沢）4月,2007
No.60 中島英樹,瀬尾由広,飯田典子,酒巻文子,稲葉 武,川村 龍,宇野希世子,石津智子,

青沼和隆：
3D心エコー図法によるペースメーカリード起因性三尖弁閉鎖障害の診断

第18回日本心エコー図学会（軽井沢）4月,2007
No.61 関口幸夫,田上和幸,吉田健太郎,久賀圭祐,山口 巖,青沼和隆：

右房中隔に対する線状焼灼が有効であったMaze手術後持続性心房細動の一症例
第37回臨床心臓電気生理研究会（宇部）5月,2007

No.62 飯田典子,石津智子,瀬尾由広,宇野希世子,亀谷里美,酒巻文子,中島英樹,稲葉 武 ,

河野 了,渡辺重行,青沼和隆：
左室同期不全と左室捻れ運動の関連

第80回日本超音波医学会（鹿児島）5月,2007
No.63 瀬尾由広,石津智子,宇野希世子,亀谷里美,酒巻文子,飯田典子,中島英樹,稲葉 武,

河野 了,渡辺重行,青沼和隆：
パネルディスカッション：手術場･ICUでの心エコー：外科･内科・麻酔科の連携CRTお
よびPTMC治療効果判定におけるカテ室内心エコーの有用性

第80回日本超音波医学会（鹿児島）5月,2007
No.64 金本 都,仁科秀崇,塩塚潤二,星 智也,石川公人,文蔵優子,平沼ゆり,野口祐一,

渡辺重行,山口 巖,青沼和隆：
慢性心不全に合併した睡眠時呼吸障害に対する心臓再同期療法の効果

第22回日本不整脈学会学術大会（広島）6月,2007
No.65 横山泰廣,平尾見三,蜂谷 仁,川端美穂子,樋口 晃,佐々木毅,磯部光章,青沼和隆：

アミオダロン内服中のincessantVTの検討
第22回日本不整脈学会学術大会（広島）6月,2007

No.66 吉田健太郎,関口幸夫,田上和幸,山崎 浩,黒木健志,町野 毅,金本 都,鈴木章弘,
遠藤優枝,久賀圭祐,山口 巖,青沼和隆：

左室起源突発性心室頻拍における至適通電部位の解剖学的特徴
第22回日本不整脈学会学術大会（広島）6月,2007

No.67 町野 毅,関口幸夫,吉田健太郎,黒木健志,山崎 浩,田上和幸,久賀圭祐,山口 巖,

青沼和隆：
DCM・HCMに合併した発作性心房細動に対するPVIの効果

第22回日本不整脈学会学術大会（広島）6月,2007
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No.68 田上和幸,黒木健志,町野 毅,山崎 浩,吉田健太郎,金本 都,遠藤優枝,関口幸夫,

久賀圭祐,山口 巖,青沼和隆：
ヒス束近傍起源心室性不整脈における心電図の特徴とアブレーションカテーテルのアプ
ローチ法

第22回日本不整脈学会学術大会（広島）6月,2007
No.69 山崎 浩,町野 毅,黒木健志,田上和幸,吉田健太郎,関口幸夫,久賀圭祐,青沼和隆：

突発性心室性期外収縮により著名なBNPの上昇を認めた2例－カテーテル・アブレーショ
ン後の急性期変化－

第22回日本不整脈学会学術大会（広島）6月,2007
No.70 青沼和隆：

本邦におけるICD登録制度の現状と今後の活用・問題点－JCRTプロトコールについて－
第22回日本不整脈学会学術大会（広島）6月,2007

No.71 瀬尾由広,吉田健太郎,村越伸行,関口幸夫,石津智子,渡辺重行,山口 巖,青沼和隆：
シンポジウムⅣ：シンポジウムCRT-PとCRT-D植込みの現状と今後の課題
3点ペーシングCRTの利点と適応症例について

第22回日本不整脈学会学術大会（広島）6月,2007
No.72 山内康照,鈴木 篤,久佐茂樹,嘉納寛人,大山明子,橋本敬史,杉山知代,高村千智,宮本

貴庸,尾林 徹,丹羽明博,関口幸夫,青沼和隆,蜂谷 仁,平尾見三,磯部光章：
一部の発作性心房細動では,thoracicvein自体が心房細動のtriggerとなるのみならず
substrateにもなりうる

第22回日本不整脈学会学術大会（広島）6月,2007
No.73 久佐茂樹,山内康照,鈴木 篤,嘉納寛人,高村千智,大山明子,杉山知代,橋本敬史,

宮本貴庸,尾林 徹,丹羽明博,関口幸夫,青沼和隆,樋口晃司,蜂谷 仁,平尾見三,
磯部光章：

心房細動が除細動困難であった原因が,除細動抵抗性の肺静脈頻拍であったことを証明で
きた発作性心房細動の1例

第22回日本不整脈学会学術大会（広島）6月,2007
No.74 黒木健志,吉田健太郎,町野 毅,山崎 浩,田上和幸,関口幸夫,久賀圭祐,山口 巖,

青沼和隆,加藤愛章,堀米仁志,松井 陽：
小児期初発,肺静脈を起源とする上室不整脈に対するカテーテル・アブレーション治療
－個々の症例に合わせたTailoredApproach－

第22回日本不整脈学会学術大会（広島）6月,2007
No.75 関口幸夫,田上和幸,吉田健太郎,村越伸行,久賀圭祐,山口 巖,青沼和隆,山内康照：

流出路期限心室性不整脈の起源推測時における対表面心電図V3誘導R波高の重要性
第22回日本不整脈学会学術大会（広島）6月,2007

No.76 腰野結希,佐藤 誠,武安法之,渡辺重行,片寄素子,谷川 武,山崎 浩,田上和幸,
吉田健太郎,関口幸夫,久賀圭祐,青沼和隆,山口 巖：

心室性不整脈における睡眠呼吸障害の頻度と特徴
第22回日本不整脈学会学術大会（広島）6月,2007
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No.77 遠藤優枝,青沼和隆,関口幸夫,久賀圭祐：
経過観察中に心尖部肥大型から中部閉塞型へ移行し,非持続性心室頻拍を合併した肥大型
心筋症の心電図所見

第22回日本不整脈学会学術大会（広島）6月,2007
No.78 KawamuraR,SeoY,IshizuT,MoriyamaN,UnoK,IshimitsuT,WatanabeS,AonumaK:

VelocitydifferencebetweenearlydiastolicDopplertransmitralflow andcolorM-mode

propagationasareliablesurrogatemeasuretoestimatethepulmonarywedgepressure

18thAnnualscientificSessionsoftheAmericanSocietyofEchocardiography

(Seattle,USA)6月,2007
No.79 IshizuT,SeoY,KawamuraR,UnoK,AonumaK:

Dyssynchronydecreasesleftventriculartwistinpatientswithdilatedcardiomyopathy

18thAnnualscientificSessionsoftheAmericanSocietyofEchocardiography

(Seattle,USA)6月,2007
No.80 佐藤陽子,青沼和隆,関口幸夫,久賀圭祐,吉田健太郎,田上和幸,村越伸行,山崎 浩,

山口 巖,齋藤 巧,遠藤優枝,相原英明,黒木健志：
心筋梗塞 回復期における2種の心室期外収縮と心室頻拍基質の双方を標的としたカテー
テルアブレーション治療

第204回日本循環器学会関東甲信越地方会（東京）6月,2007
No.81 佐藤陽子,吉田健太郎,関口幸夫,山崎 浩,町野 毅,黒木健志,小山 崇,久賀圭祐,

青沼和隆：
心筋梗塞回復期における2種類の心室期外収縮をトリガーにしたVTストームに対し,トリ
ガーおよび不整脈基質双方に対するカテーテルアブレーションを施行した1例

第15回関東アブレーション・セミナー（つくば）6月,2007
No.82 石津智子,瀬尾由弘,森山直子,川村 龍,宇野希世子,武安法之,渡辺重行,青沼和隆：

慢性腎臓病は動脈硬化の独立規定因子か
－冠動脈疾患症例における頸動脈エコーを用いた検討－

茨城血管疾患研究会第10回研究発表会（つくば）6月,2007
No.83 宇野希世子,本間 覚,佐藤豊美,櫻井 学,南 理恵,沖 明典,角田 肇,吉川裕之,

青沼和隆：
卵巣癌における静脈血栓塞栓症規定因子としての組織因子の発現

茨城血管疾患研究会第10回研究発表会（つくば）6月,2007
No.84 樋口甚彦,武安法之,町野 毅,田尻和子,秋山大樹,小山 崇,木村泰三,村越伸行,

瀬尾由広,渡辺重行,青沼和隆：
左橈骨よりの TRI中に脳幹部梗塞を合併した一例

第21回茨城県PCI研究会（土浦）6月,2007
No.85 星 智也,町野智子,仁科秀崇,金本 都,塩塚潤二,橘 賢廣,掛札雄喜,平沼ゆり,

文蔵優子,野口祐一,渡辺重行,青沼和隆：
右冠動脈近位部のステント留置にて円錐枝閉塞をきたし,心室細動を合併した症例

第21回茨城県PCI研究会（土浦）6月,2007
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No.86 相原英明,渡辺重行,仁科秀崇,木村泰三,田上和幸,吉田健太郎,武安法之,青沼和隆,

山口 巖,武田 徹：
心プールシンチグラフィによる心臓再同期療法の同期性評価の検討

第17回日本心臓核医学会総会・学術大会（東京）6月,2007
No.87 仁科秀崇,野口祐一,金本 都,星 智也,塩塚潤二,文蔵優子,石川公人,平沼ゆり,

武安法之,渡辺重行,青沼和隆：
冠動脈MDCT導入で負荷心筋SPECTの適応に変化はあったか？－導入前後3か月間の検
討

第17回日本心臓核医学会総会・学術大会（東京）6月,2007
No.88 石川公人,榎本強志,遠藤優枝,田中喜美夫,外山昌弘,野口祐一,前田裕史,牛山和憲,

田中千博,富沢巧治,山崎 明,山内孝義,武安法之,河野 了,渡辺重行,青沼和隆：
LatephasestentthrombosisinJapan.Relationshipbetweenantiplateletagentandstenttype.

第16回日本心血管インターベンション学会学術集会（郡山）6月,2007
No.89 腰野結希,佐藤 誠,片寄泰子,安田 京,武安法之,関口幸夫,久賀圭祐,渡辺重行,

青沼和隆：
心室性不整脈と睡眠呼吸障害の関連と特徴

第27回日本ホルター・ノンインベイシブ心電学研究会（別府）7月,2007
No.90 佐藤陽子,渡辺重行,木村泰三,中川義嗣,仁科秀崇,相原英明,武安法之,温 景,

山田さつき,鈴木大介,緒方邦臣,神鳥明彦,宮下 豪,塚田啓二,山口 巖,青沼和隆：
心磁図による冠狭窄例の「傷害電流」検出

第27回日本ホルター・ノンインベイシブ心電学研究会（別府）7月,2007
No.91 腰野結希,佐藤 誠,片寄泰子,安田 京,武安法之,関口幸夫,久賀圭祐,渡辺重行,

青沼和隆：
心室性不整脈と睡眠呼吸障害の関連と特徴

第27回日本ホルター・ノンインベーシブ心電図研究会（別府）7月,2007
No.92 町野 毅,久賀圭祐,関口幸夫,腰野結希,吉田健太郎,木村泰三,金本 都,黒木健志,

佐藤陽子,山崎 浩,村越伸行,田尻和子,小山 崇,樋ロ甚彦,秋山大樹,山口 巖,

青沼和隆：
高周波力テーテル・アブレーション後に心電図上ε波の減少および加算平均心電図におい
てlatepotentia1の減少が認められた不整脈源性右室異形成症の1例

第27回日本ホルター・ノンインベーシブ心電図研究会（別府）7月,2007
No.93 AonumaK:

HybridcombinationtherapyofcatheterablationandClassⅢAADforCAF
The5thChinaAtrialFibrillationSymposium2007（北京）7月,2007

No.94 ShimojoN,SakaiS,AonumaK:
YoungInvestigatorAward(2)

Medium-Chain Triglyceride (MCT)Amelioratesthe Decreased Capacity ofMyocardial

EnergyMetabolismandCardiacDysfunctioninSHR

第30回心筋代謝研究会（京都）7月,2007
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No.95 武安法之,渡辺重行,町野 毅,樋口甚彦,田尻和子,小山 崇,秋山大樹,村越伸行,

瀬尾由広,青沼和隆：
胃癌手術に際してGEAバイパスを切断するため右冠動脈慢性完全閉塞にPCIを行った一
例

第27回つくばインターベンションシネカンファレンス（つくば）7月,2007
No.96 渡辺重行,武安法之,町野 毅,樋口甚彦,田尻和子,小山 崇,秋山大樹,村越伸行,

瀬尾由広,青沼和隆：
Bluetoesyndromeの診断およびその発症回避策について示唆を与えた症例

第27回つくばインターベンションシネカンファレンス（つくば）7月,2007
No.97 中川義嗣,渡辺重行,武安法之,新井恵美,鰺坂隆一,森本隆史,仁科秀崇,相原英明,

石山美樹,梁 景岩,青沼和隆：
α-グルコシダーゼ阻害薬ミグリトールの心疾患患者の運動耐容能諸量に対する効果

第57回循環器負荷研究会（東京）8月,2007
No.98 石津智子,野口祐一,塩塚潤二,中島英樹,町野智子,瀬尾由広,武安法之,渡辺重行,

青沼和隆：
2Dスペックルトラッキング法を用いた高度冠動脈狭窄病変における安静時心内膜側壁運
動異常の検討

先進心血管エコー研究会（大阪）8月 2007

No.99 町野 毅，関口幸夫，秋山大樹，田尻和子，樋口甚彦，小山 崇，黒木健志，山崎 浩,
吉田健太郎，金本 都，遠藤優枝，村越伸行，久賀圭祐，山口 巖，青沼和隆：

左室縮小形成術後のVTによる心不全の増悪に対してablationが有効であった症例
第12回神奈川臨床不整脈フォーラム（横浜）8月,2007

No.100 石津智子,瀬尾由広,飯田典子,宇野希世子,金本 都,野口祐一,河野 了,渡辺重行,

青沼和隆：
左室同期不全を伴う拡張型心筋症における左室捻じれ運動の解析

第55回日本心臓病学会学術集会（千葉）9月,2007
No.101 瀬尾由広,石津智子,川村 龍,宇野希世子,吉田健太郎,関口幸夫,河野 了,渡辺重行,

青沼和隆：
心室順次ペーシングを用いた心室再同期療法至適設定における心エコー図法の有用性

第55回日本心臓病学会学術集会（千葉）9月,2007
No.102 秋山大樹,本間 覚,村越伸行,小山 崇,樋口甚彦,町野 毅,田尻和子,坪井洋人,

宇野希世子,瀬尾由広,河野 了,青沼和隆：
肺動脈性肺高血圧症におけるボセンタンによる短期効果の検証

第55回日本心臓病学会学術集会（千葉）9月,2007
No.103 宇野希世子,外村明子,大阪卓司,三竹 毅,須田昌弘,山川 誠,椎名 毅,瀬尾由広,

本間 覚,渡辺重行,青沼和隆：
エラストグラフィを用いた静脈血栓の最適な評価方法

第55回日本心臓病学会学術集会（千葉）9月,2007
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No.104 川村 龍,瀬尾由広,石津智子,宇野希世子,渡辺重行,青沼和隆：
拡張早期像帽弁流入血流速度とカラーMモード左室流入血流伝播速度による肺動脈楔乳
圧の推定

第55回日本心臓病学会学術集会（千葉）9月,2007
No.105 宇野希世子,瀬尾由広,石津智子,飯田典子,中島英樹,酒巻文子,稲葉 武,小宅康之,

酒井 俊,大塚定徳,田中優美子,南 学,渡辺重行,青沼和隆：
心エコーによる左房容量測定方法の検討－MRIとの比較

第55回日本心臓病学会学術集会（千葉）9月,2007
No.106 石津智子,瀬尾由広,森山直子,宇野希世子,武安法之,渡辺重行,青沼和隆：

慢性腎臓病は動脈硬化の独立規定因子か,冠動脈疾患症例における頸動脈エコーを用いた
検討

第55回日本心臓病学会学術集会（千葉）9月,2007
No.107 田尻和子,関口幸夫,村越伸行,小山 崇,樋口甚彦,町野 毅,秋山大樹,瀬尾由広,

河野 了,大塚定徳,青沼和隆：
薬剤抵抗性の心不全にたいし肺静脈隔離術とmodefiedBatista手術が奏効した一例

第55回日本心臓病学会学術集会（千葉）9月,2007
No.108 宇野希世子,外村明子,大阪卓司,三竹 毅,須田昌弘,山川 誠,椎名 毅,瀬尾由広,

本間 覚,渡辺重行,青沼和隆：
エラストグラフィを用いた静脈血栓の最適な評価方法

第55回日本心臓病学会学術集会（千葉）9月,2007
No.109 渡辺重行,武安法之,野口祐一,前田裕史,富沢巧治,鈴木章弘,田中喜美夫,山内孝義,

外山昌弘,榎本強志,山崎 明,遠藤優枝,青沼和隆：
コントロバーシ『低心機能症例におけるICDの適応：
MADITIICriteriaを日本人にも運用すべきか』運用すべきである

第55回日本心臓病学会学術集会（千葉）9月,2007
No.110 SakaiS:

Symposium:DevelopmentofTissue-andTime-SpecificGeneKnockoutinMice

第11回日本心不全学会学術集会（千葉）9月,2007
J.HeartFailure13,S10,2007

No.111 SeoY:
Symposium:PatientswithAdvancedHeartFailureNeedCRT-PorCRT-D?

第11回日本心不全学会学術集会（千葉）9月,2007
No.112 MachinoT,SekiguchiY,YoshidaK,AkiyamaD,HiguchiH,KoyamaT,YamasakiH,KurokiK,

KanemotoM,SuzukiA,SeoY,EndoM,WatanabeS,YamaguchiI,AonumaK:
ReverseRemodelingoftheLeftVentriclebyPV IsolationinaPatienttreatedasDilated

CardiomyaopathywithAtrialFibrillation

第11回日本心不全学会学術集会（千葉）9月,2007
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No.113 AkiyamaD,HommaS,MurakoshiN,KoyamaT, HiguchiH, MachinoT,TajiriK,SeoY,
KawanoS,OhtsukaS,AonumaK:

Granulocytepenia observed during bosentan adminstration therapy in a patientwith

pulmonaryarterialhypertension

第11回日本心不全学会学術集会（千葉）9月,2007
No.114 前田清司,菅原 順,吉澤睦子,大槻 毅,小峰秀彦,林貢一郎,家光素行,横井孝志,

鰺坂隆一,宮内 卓：
運動トレーニングによる中心動脈伸展性の増大にエンドセリンが関与する

第62回日本体力医学会大会（秋田）9月,2007
No.115 秋山大樹,関口幸夫,村越伸行,小山 崇,樋口甚彦,町野 毅,田尻和子,瀬尾由広,

久賀圭祐,山口 巖,青沼和隆：
両室ペースメーカーとICD併用 症例におけるICD不適切作動に対し,CRT-Dの植え込み
を行った1例

第205回日本循環器学会 関東甲信越地方会（東京）9月,2007
No.116 樋口甚彦,関口幸夫,町野 毅,小山 崇,村越伸行,木村泰三,田尻和子,秋山大樹,

渡辺重行,青沼和隆：
乳癌術後の放射線治療により生じた胸部動脈瘤の一例

第205回日本循環器学会 関東甲信越地方会（東京）9月,2007
No.117 DoiK,HommaM,KugaK,AonumaK,YamaguchiI,KohdaY:

Sexdifferenceinpharmacologicsandanti-arrhythmiceffectsof flecainideinJapanese

patientswithsupraventriculartachycardia

InternationalCongressofTherapeuticDrugMonitoringandClinicalToxicology

(Nice,France)9月,2007
No.118 SatohT,UnoK,SakuraiM,OkadaS,MinamiR,MatsumotoK,Oishi-TanakaU,OkiA,

HommaS,YoshikawaH:
Highincidenceofsilentvenousthrombo-embolism beforetreatmentinovariancancerand

preventionofclinicalmanifestationaftersurgery

TheXXthAsianandOceaniacCongressofObstetricsandGynecology（東京）9月,2007
No.119 青沼和隆：

特別企画：抗不整脈薬の国際共同臨床試験Calibratorarmとして塩酸アミダロンを使用す
るに際しての安全性に対する国内での特別な配慮

第24回日本心電学会学術集会（名古屋）10月,2007
No.120 山崎 浩,黒木健志,町野 毅,吉田健太郎,関口幸夫,瀬尾由広,久賀圭祐,青沼和隆：

3点ペーシング（triple-sitepacing）における右室流出路のリード留置部位の重要性－12誘
導心電図からの検討－

第24回日本心電学会学術集会（名古屋）10月,2007
No.121 秋山大樹,関口幸夫,村越伸行,小山 崇,樋口甚彦,町野 毅,田尻和子,瀬尾由広,

久賀圭祐,山口 巖,青沼和隆：
両室ペースメーカーとICD併用症例におけるICD不適切作動に対し,
CRT-Dの植え込みを行った1例

第24回日本心電学会学術集会（名古屋）10月,2007
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No.122 横山泰廣,大東寛和,佐藤 明,高橋 淳,佐藤康弘,平尾見三,青沼和隆：
虚血性心不全に対して心室3点ペーシングが有効であった1例

第24回日本心電学会学術集会（名古屋）10月,2007
No.123 町野 毅,関口幸夫,秋山大樹,田尻和子,樋口甚彦,小山 崇,黒木健志,山崎 浩,

金本 都,吉田健太郎,久賀圭祐,山口 巖,青沼和隆：
左室縮小形成術後のVTによる心不全の増悪に対してablationが有効であった症例

第24回日本心電学会学術集会（名古屋）10月,2007
No.124 青沼和隆：

器質的心疾患に合併したVTアブレーションのポイント
日本不整脈学会 カテーテル・アブレーション研修セミナー（青森）10月,2007

No.125 町野 毅,関口幸夫,村越伸行,遠藤優枝,小山 崇,黒木健志,山崎 浩,吉田健太郎,
金本 都,久賀圭祐,青沼和隆,鈴木 篤,山内康照,戸田 直,野上昭彦：

Mahaim線維のカテーテル・アブレーション－CARTOシステムによるMahaim線維走行の
詳細なマッピングの重要性－

第19回カテーテル・アブレーション委員会公開研究会（青森）10月,2007
No.126 AonumaK:

Proarrhythmiasafterablation

The3rdAsia-PacificAtrialFibrillationSympsium2007（台北）10月,2007
No.127 AonumaK:

Whoneedsantiarrhythmicdrugsandhowlong?

The3rdAsia-PacificAtrialFibrillationSympsium2007（台北）10月,2007
No.128 久賀圭祐,杉江 征,松井めぐみ,小玉正博,山崎 浩,秋山大樹,樋口甚彦,町野 毅,

小山 崇,関口幸夫,青沼和隆：
抗不整脈薬および肺静脈隔離術に抵抗性の発作性心房細動に対して自律訓練法が著効した
1例

第64回日本循環器心身医学会（東京）10月,2007
No.129 宇野希世子,本間 覚,佐藤豊美,櫻井 学,南 理恵,松本光司,沖 明典,角田 肇,

吉川裕之,青沼和隆：
卵巣癌組織における組織因子の発現と静脈血栓塞栓症との関連

第48回日本脈管学会総会（松本）10月,2007
No.130 宇野希世子,外山明子,大坂卓司,三竹 毅,須田昌弘,山川 誠,井坂由美,深谷貴子,

福中康子,菊川浩子,瀬尾由広,本間 覚,渡辺重行,青沼和隆：
Elastographyによる静脈血栓の評価－動物モデルを用いた組織標本との比較

第48回日本脈管学会総会（松本）10月,2007
No.131 星 智也,仁科秀崇,金本 都,塩塚潤二,町野智子,橘 賢廣,掛札雄基,野口祐一,

渡辺重行,青沼和隆：
上行大動脈瘤の壁外性圧迫により,右冠動脈入口部に高度狭窄をきたした狭心症の一例

第31回日本心血管インターベンション学会関東甲信越地方会（東京）10月,2007
No.132 武安法之,渡辺重行,瀬尾由広,青沼和隆,榎本佳治,榊原 謙：

Vein-coveredCypherステントを用いた冠動脈瘤に対するPCIの一例
第1回茨城県南冠疾患研究会（つくば）11月,2007
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No.133 土岐浩介,本間真人,久賀圭祐,青沼和隆,幸田幸直：
フレカイニドの代謝におよぼす加齢の影響はCYP2D6遺伝子によって異なる

第28回日本臨床薬理学会年会（宇都宮）11月,2007
No.134 ShimojoN,JesminS,SomaM,MaedaS,MiyauchiT,AonumaK:

Cardioprotective Effect of Eicosapentaenoic Acid, an Important Fish Oil, through

SuppressionofEndothelin-1-inducedCardiomyocyteHypertrophyviaPPAR-α
AmericanHeartAssociationscientificsessions(Orland,Florida)11月,2007

Circulation116S:II-831,2007

No.135 ShimojoN,JesminS,HattoriY,MaedaS,MiyauchiT,AonumaK:
Contributory Role of VEGF Overexpression in Endothelin-1-induced Cardiomyocyte

Hypertrophy:InvolvementofHypoxiaInducibleFactor

AmericanHeartAssociationscientificsessions(Orland,Florida)11月,2007
Circulation116S:II-184,2007

No.136 IshizuT,SeoY,MoriyamaN,TakeyasuN,WatanabeS,YamaguchiI,AonumaK:
EffectofStatinTreatmentonCarotidAtherosclerosisinPatientswithStableCoronary

ArteryDiseaseStratifiedbyRenalFunction.

AmericanHeartAssociationscientificsessions(Orland,Florida)11月,2007
No.137 IshizuT,SeoY,UnoK,KawamuraR,KawanoS,WatanabeS,AonumaK:

EffectofLeftVentricularDyssynchronyandResynchronizationTherapyonTwistinPatients

withDilatedCardiomyopathy

AmericanHeartAssociationscientificsessions(Orland,Florida)11月,2007
No.138 SeoY,IshizuT,NakajimaH,UnoK,KawamuraR,SekiguchiY,WatanabeS,AonumaK:

ClinicalUtility of3-DimensionalEchocardiography in Evaluation ofSevereTricuspid

RegurgitationCausedbyPacemakerorImplantableCardioverter-DefibrillatorLeads

AmericanHeartAssociationscientificsessions(Orland,Florida)11月,2007
No.139 IemitsuM,MaedaS,MiyachiM,MiyauchiT:

Exercise training prevents aging-induced cardiomyocyte loss via apoptotic signaling

activationintheheart

AmericanHeartAssociationscientificsessions(Orland,Florida)11月,2007
No.140 亀谷里美,瀬尾由広,町野智子,石津智子,青沼和隆：

パラシュート僧帽弁に孤立性僧帽弁烈隙の合併が疑われた症例
日本超音波医学会関東甲信越第19回学術集会（東京）11月,2007

No.141 町野智子,瀬尾由広,石津智子,武安法之,渡辺重行,青沼和隆：
頚動脈エコーで経食道エコーと類似の粥状硬化性不安定プラークを認めたコレステロール
塞栓症の2例

日本超音波医学会関東甲信越第19回学術集会（東京）11月,2007
No.142 中島英樹,石津智子,瀬尾由広,武安法之,渡辺重行,青沼和隆：

壁運動正常に見えた冠動脈疾患症例において内膜側ストレインが低下していた症例
第42回東京心エコー図研究会（東京）11月,2007
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No.143 瀬尾由広,関口幸夫,河野 了,渡辺重行,青沼和隆：
Optivolの使用経験

心不全治療戦略・症例検討会（東京）11月,2007
No.144 瀬尾由広,石津智子,町野智子,川村 龍,武安法之,渡辺重行,青沼和隆：

B-flowimagingによる頚動脈プラーク内血管の描出：頚動脈内膜剥離術施行症例での検討
第27回超音波血流研究会（東京）11月,2007

No.145 田尻和子,渡辺重行,関口幸夫,秋山大樹,町野 毅,樋口甚彦,小山 崇,瀬尾由広,

河野 了,久賀圭祐,青沼和隆：
発作性心房細動を合併した僧帽弁狭窄症に対しPTMCとPVIを施行した1症例

第206回日本循環器学会関東甲信越地方会（東京）12月,2007
No.146 掛札雄基,橘 賢廣,町野智子,星 智也,塩塚潤二,金本 都,仁科秀崇,文蔵優子,

平沼ゆり,野口祐一,渡辺重行,青沼和隆：
一過性収縮性心膜炎を合併した細菌性心外膜炎の1例

第206回日本循環器学会関東甲信越地方会（東京）12月,2007
No.147 AonumaK:

NationalGuidelineAndRiskStratificationForThePrimaryICD ImplanationForthe

PatientswithBrugadaSyndromeandlongQTsyndrome

XIIIWorldCongressonCardiacPacingandElectrophysiology（ローマ）12月,2007
No.148 AonumaK:

WhyisVTAblationFailinginThisPatient?-IdiopathicVT-

XIIIWorldCongressonCardiacPacingandElectrophysiology（ローマ）12月,2007

その他
No.1 青沼和隆：

難治性致死性心室性不整脈に対するカテーテルアブレーション治療
第21回赤城循環器フォーラム（前橋）1月,2007

No.2 瀬尾由広：
頚動脈エコーの実践とエビデンス

臨床血管障害フォーラム（柏）1月,2007
No.3 酒井 俊：

臓器障害の抑制を目指した降圧薬の使い方
筑西循環器講習会（筑西）1月,2007

No.4 渡辺重行：
虚血性心疾患診療と積極的脂質低下療法の意義

猿島郡医師会MedicalUpToDate（境町）1月,2007
No.5 武安法之,河野 了,渡辺重行：

3G2005に準拠したBLS(basiclifesupport） ACLS(advancedcardiovascularlifesupport).

真壁医師会産業医講習会（筑西）2月,2007
No.6 渡辺重行：

6メタボリックシンドロームをvascularの面から考える
茨城メタボリックシンドローム研究会（つくば）2月,2007
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No.7 青沼和隆：
心不全に対する最近の治療

第88回筑西循環器講習会（筑西市）2月,2007
No.8 青沼和隆：

心不全の治療戦略
日医生涯教育協力講座セミナー「脳・心血管疾患講座」（つくば）2月,2007

No.9 瀬尾由広：
頚動脈エコーの実践とエビデンス

臨床血管障害フォーラム（筑西）2月,2007
No.10 青沼和隆：

基礎心疾患合併致死性心室性不整脈に対するカテーテルアブレーション治療
第21回不整脈外科研究会（東京）2月,2007

No.11 青沼和隆：
洞調率高密度基質マッピングによる致死性心室性不整脈のアブレーション

北陸臨床不整脈カンファレンス（金沢）2月,2007
No.12 河野 了：

急性心不全治療のこつ－急性期から慢性期まで－
日医生涯教育協力講座セミナー「脳・心血管疾患講座」（つくば）2月,2007

No.13 青沼和隆：
心房細動治療 UptoDate

第7回不整脈薬物療法セミナー（福岡）3月,2007
No.14 青沼和隆：

心房細動の最新の治療
第3回中信循環器勉強会（松本）3月,2007

No.15 青沼和隆：
基礎心疾患を有する致死性心室性不整脈に対するカテーテルアブレーション治療

MeetTheSpecialist（東京）3月,2007
No.16 青沼和隆：

心室頻拍の治療戦略 UptoDate.

近畿心血管ジョイントライブ2007 ランチョンセミナー（京都）3月,2007
No.17 村越伸行,吉田健太郎,田上和幸,関口幸夫,上村亮三,今中恭子,廣江道昭,山口 巖,

青沼和隆：
HCN4遺伝子による徐脈性不整脈に対する遺伝子治療の開発

第11回心血管研究助成発表会（東京）3月,2007
No.18 渡辺重行：

心電図検査について.
茨城県総合健診協会心電図研修会（水戸）3月,2007

No.19 渡辺重行：
メタボリックシンドロームとは.

第1回健康スポーツクリニックの集い（つくば）3月,2007
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No.20 青沼和隆：
心室性不整脈の治療 UPtoDate

不整脈学術講演会（名古屋）4月,2007
No.21 青沼和隆：

心室性不整脈の治療 UPtoDate

医療連携交流会特別学術講演（明芳会新葛飾病院）（東京）4月,2007
No.22 青沼和隆：

器質的心疾患を有する致死性不整脈に対するhighresolutionsubstratemappingによるカ
テーテルアブレーション

山形アブレーションセミナー（山形）4月,2007
No.23 青沼和隆：

心房細動の最近の話題
学術講演会（岡山）5月,2007

No.24 青沼和隆：
心房細動の最新治療 薬物ハイブリッド治療からカテーテルアブレーション治療まで

日本内科学会第36回中国支部生涯教育講演会（岡山）5月,2007
No.25 瀬尾由広：

頚動脈エコーの実践とエビデンス
臨床血管障害フォーラム（水戸）5月,2007

No.26 瀬尾由広：
CRTの概念と有効性,適応基準

ICD/CRT合同研修セミナー（広島）5月,2007
No.27 渡辺重行：

社会的問題2 運転免許
ICD/CRT合同研修セミナー（広島）5月,2007

No.28 渡辺重行：
循環器内科医からみた積極的脂質低下療法の意義

きぬ医師会学術講演会（常総市）5月,2007
No.29 渡辺重行：

不整脈
臨床看護教育センタークリティカルアセスメント講習（つくば）6月,2007

No.30 渡辺重行：
不整脈と失神,および自動車の運転について

全国警察学校運転適性相談専科（小平市）6月,2007
No.31 青沼和隆：

CALIVE コメンテーター
24thLiveDemonstrationinKOKURA（小倉）6月,2007

No.32 青沼和隆：
基礎新疾患を有する例でのVT/VF

第8回九州重症不整脈研究会（福岡）6月,2007
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No.33 青沼和隆：
心房細動治療の現状と将来

不整脈治療後援会（前橋）6月,2007
No.34 青沼和隆：

心房細動UptoDate薬物コンビネーションからカテーテルアブレーションまで
第14回山口県臨床不整脈検討会（山口）6月,2007

No.35 青沼和隆：
心房細動治療 UptoDate

東京医科歯科大学第二内医科同窓会学術講演会（東京）6月,2007
No.36 瀬尾由広：

重症心不全に対する心室再同期療法：適応と現状について
高血圧と臓器保護研究会（つくば）6月,2007

No.37 瀬尾由広：
頚動脈エコーを用いた動脈硬化管理

頚動脈エコーセミナー（つくば）7月,2007
No.38 青沼和隆：

ペーシングによる心室再同期療法?3点ペーシングによる新たな再同期療法について
第35回神奈川県心臓病研究会 特別講演（横浜）7月,2007

No.39 酒井 俊：
医学イメージングへの応用

ERL研究会「コンパクトERLが拓く世界」（つくば）7月,2007
ERL研究会 要旨集：104-110,7月,2007

No.40 酒井 俊：
昇圧薬・降圧薬の使い方

レジデントレクチャー（つくば）7月,2007
No.41 関口幸夫：

頻脈不整脈治療の最前線
第267回真壁医師会筑西支部研修会（茨城）7月,2007

No.42 河野 了：
心不全治療における抗アルドステロン薬の位置付け

ALDOSTERONEMEETTHESPECIALIST（つくば）7月,2007
No.43 久賀圭祐：

教育講演「障害学生に対する就学支援」
第45回全国大学保健管理研究集会関東甲信越地方部会研究集会（つくば）7月,2007

No.44 青沼和隆：
循環器ナースが知っておくべき心電図を学ぶ：プロフェッショナルな知識も含めて

第1回循環器看護セミナー（東京）8月,2007
No.45 青沼和隆：

心房細動の最新治療
第29回山梨県不整脈勉強会（山梨）8月,2007
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No.46 青沼和隆：
新たな不整脈治療ガイドラインについて

第4回明徳循環器カンファランス（秋田）8月,2007
No.47 青沼和隆：

特発性心室細動：発生機序から治療まで
第22回犬山不整脈カンファランス（東京）8月,2007

No.48 本間 覚：
医療における事故防止の取り組み

自動車技術会 2007年夏季大会－GIAダイアログ－
事故未然防止に向けた各分野の経験と知恵（東京）8月,2007

No.49 渡辺重行：
虚血性心疾患診療における脂質管理および運動療法の意義.

北九州 急性冠症候群研究会（北九州）8月,2007
No.50 渡辺重行：

社会的問題 就労状況と運転免許
ICD/CRT合同研修セミナー（浦安）9月,2007

No.51 渡辺重行：
メタボリックシンドロームと心筋梗塞の予防

平成19年度栄養学術講演会（水戸）9月,2007
No.52 渡辺重行：

虚血性心疾患診療と積極的脂質低下療法の意義
新潟市医師会第22班定例班会議 循環器疾患特別勉強会（新潟）9月,2007

No.53 青沼和隆：
心房細動の最新治療

多賀医師会学術講演会／第145回集談会（茨城）9月,2007
No.54 久賀圭祐：

心臓突然死予防に対するアミオダロンとICDの役割
茨城アミオダロン講演会（つくば）9月,2007

No.55 瀬尾由広：
CRT適応決定における心エコー評価

第4回心不全とペーシング研究会（神戸）9月,2007
No.56 瀬尾由広：

1枚の心エコー図から:両心室ペーシング
日本心エコー図学会第5回秋期講習会（東京）10月,2007

No.57 青沼和隆：
陳旧性心筋梗塞に合併する悪性心室性不整脈のカテーテルアブレーション

第32回東海不整脈研究会（名古屋）10月,2007
No.58 関口幸夫：

Highresolusionsubstratemappingによる致死性心室性不整脈のカテーテルアブレーション
第5回八ヶ岳循環器カンファランス（東京）10月,2007
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No.59 渡辺重行：
高コレステロールと病気．ドロドロ血液,怖い病気がかくれている！

河内町健康講座（稲敷郡河内町）10月,2007
No.60 渡辺重行：

虚血性心疾患の発症･進展の予防戦略
臨床研究会（つくば）11月,2007

No.61 渡辺重行：
心血管疾患発症予防のための脂質管理の重要性

動脈硬化性疾患治療Workshop（古河）11月,2007
No.62 渡辺重行：

虚血性心疾患の発症･進展の予防戦略としての脂質管理
MeettheSpecialist（つくば）11月,2007

No.63 渡辺重行：
虚血性心疾患発症メカニズムから見た積極的脂質低下療法の重要性

古河･猿島医療圏生活習慣病フォーラム（古河市）11月,2007
No.64 青沼和隆：

心房細動の最近の話題
小倉不整脈カンファランス2007（小倉）11月,2007

No.65 青沼和隆：
心房細動 －最近の話題－

岩手不整脈治療懇話会（盛岡）11月,2007
No.66 馬場雅子,青沼和隆：

20cm以上の浅大大腿動脈完全閉塞をエコーガイド下でインターベンションを行った一症
例

第15回茨城循環器研究会（茨城）11月,2007
No.67 田尻和子,青沼和隆：

開心術後に遅発性心タンポナーデをきたした一例
第15回茨城循環器研究会（茨城）11月,2007

No.68 本間 覚：
筑波大学附属病院における医療安全の取り組み

定期航空協会（東京）11月,2007
No.69 渡辺重行：

心磁図法による心疾患の診断
第1回運動循環器病学研究会（東京）12月,2007
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代謝内分泌内科グループ（2007年）

原 著
No.1 SekiyaM,YahagiN,MatsuzakaT,TakeuchiY,NakagawaY,TakahashiH,OkazakiH,IizukaY,

OhashiK,GotodaT,IshibashiS,NagaiR,YamazakiT,KadowakiT,YamadaN,OsugaJI,
ShimanoH:
Sterolregulatory element-binding protein (SREBP)-1-independentregulation oflipogenic

geneexpressioninadipocytes

JLipidRes48,1581-1591,2007

No.2 YamamotoT,ShimanoH,InoueN,NakagawaY,MatsuzakaT,TakahashiA,YahagiN,SoneH,
SuzukiH,ToyoshimaH,YamadaN:
ProteinKinaseAsuppressesSREBP-1cexpressionviaphosphorylationofLXRintheliver

JBiolChem.282(16),11687-11695,2007

No.3 SaitoK,SoneH,KawaiK,TanakaS,KodamaS,MiaoS,SuzukiE,KondoK,YamamotoS,

ShimanoH,OhashiY,YamadaN:
RiskimpartedbyvariousparametersofsmokinginJapanesemenwithtype2diabeteson

theirdevelopmentofmicroalbuminuria:AnalysisfromtheTsukubaKawaiDiabetesRegistry

DiabetesCare.30(2),1286-1288,2007

No.4 KodamaS,ShuM,SaitoK,MurakamiH,TanakaK,KunoS,AjisakaR,SoneY,OnitakeF,

TakahashiA,ShimanoH,KondoK,YamadaN,SoneH:
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EffectsofPioglitazoneHydrochlorideonJapanesePatientswithType2DiabetesMellitus

JAtherosclerThromb14(2),86-93,2007

No.7 AraiH,YamamotoA,MatsuzawaY,SaitoY,YamadaN,OikawaS,MabuchiH,TeramotoT,
SasakiJ,NakayaN,ItakuraH,IshikawaY,OuchiY,HoribeH,EgashiraT,HattoriH,KitaT:

PolymorphismsofApolipiproteinEandMethylenetetrahydrofolateReductaseintheJapanese

Population

JAtherosclerThromb.14,167-171,2007

No.8 OhgakiS,IidaK,YokooT,WatanabeK,KiharaR,SuzukiH,ShimanoH,ToyoshimaH,
YamadaN:
IdentificationofISG12basaPutativeInterferon-inducibleAdipocytokinewhichisHighly

ExpressedinWhiteAdiposeTissue

JAtherosclerThromb14(4),179-184,2007
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No.9 MatsuzakaT,ShimanoH,YahagiN,KatoT,AtsumiA,YamamotoT,InoueN,IshikawaM,
OkadaS,IshigakiN,IwasakiH,IwasakiY,KarasawaT,KumadakiS,MatsuiT,SekiyaM,

OhashiK,HastyAH,NakagawaY,TakahashiA,SuzukiH,YatohS,SoneH,ToyoshimaH,
OsugaJ,YamadaN:
Crucialroleofalong-chainfattyacidelongase,Elovl6,inobesity-inducedinsulinresistance

NatMed.13(10),1193-1202,2007

No.10 TakeuchiY,YahagiN,NakagawaY,MatsuzakaT,ShimizuR,SekiyaM,IizukaY,OhashiK,
GotodaT,YamamotoM,NagaiR,KadowakiT,YamadaN,OsugaJI,ShimanoH:
Invivopromoteranalysisonrefeedingresponseofhepaticsterolregulatoryelement-binding

protein-1cexpression

BiochemBiophysResCommun.363,329-335,2007

No.11 KodamaS,TanakaS,SaitoK,ShuM,SoneY,OnitakeF,SuzukiE,ShimanoH,YamamotoS,
KondoK,OhashiY,YamadaN,SoneH:
EffectofAerobic Exercise Training on Serum Levels ofHigh-Density Lipoprotein

Choolesterol

ArchInternMed.167,999-1008,2007

No.12 IshigakiN,YamamotoT,ShimizuY,KobayashiK,YatohS,SoneH,TakahashiA,SuzukiH,
YamagataK,YamadaN,ShimanoH:
InvolvementofglomerularSREBP-1cindiabeticnephropathy

BiochemBiophysResCommun.364,502-508,2007

No.13 YamazakiT,GotoS,ShigematsuH,ShimadaK,UchiyamaS,NagaiR,YamadaN,
MatsumotoM,OrigasaH,BhattDL,StegPG,IkedaY,REACHRegistryInvestigators:

Prevalence,AwarenessandTreatmentofCardiovascularRiskFactorsinPatientsatHigh

Risk ofAtherothrombosisin Japan.—ResultsFrom Domestic Baseline Date ofthe

ReductionofAtherotherombosisforContinuedHealth(REACH)Registry—
CirculationJournal71(7),995-1003,2007

No.14 SoneH,YoshimuraY,TanakaS,IimuroS,OhashiY,ItoH,SeinoH,IshibashiS,AkanumaY,

YamadaN,JapanDiabetesComplicationsStudy(JDCS)Group:
Cross-sectionalassociationbetweenBMI,glycemiccontrolandenergyintakeinJapanese

patientswithtype2diabetes.AnalysisfromtheJapanDiabetesComplicationsStudy

DiabetesResClinPract.77(Suppl1),S23-S29,2007

No.15 dePreux AS,Goosen K,Zhang W,SimaAA,Shimano H,OuwensDM,DiamantM,
HillebrandsJL,RozingJ,LemkeG,BeckmannJS,SmitAB,VerheijenMH,ChrastR:

SREBP-1cexpressioninSchwanncellsisaffectedbydiabetesandnutritionalstatus

MolCellNeurosci.2007Aug;35(4),525-34.Epub2007May1

No.16 NemotoK,KawanishiY,SuzukiH,MizukamiK,AsadaT:
Isolatedadrenocorticotropichormonedeficiencypresentingwithdelirium

AmJPsychiatry,Vol164,1440,2007

No.17 YatohS,DodgeR,AkashiT,OmerA,SharmaA,WeirGC,Bonner-WeirS:
Differentiationofaffinity-purifiedhumanpancreaticductcellstobeta-cells

Diabetes56,1802-9,2007
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No.18 YatohS,AkashiT,ChanPP,KanetoH,SharmaA,Bonner-WeirS,WeirGC:
NeuroDandreaggregationinducebeta-cellspecificgeneexpressioninculturedhepatocytes

DiabetesMetabResRev23,239-49,2007

総 説
No.1 山田信博：

メタボリックシンドローム－IDF基準とAHA/NHLBI基準－
血圧14(2),153-155,2007

No.2 曽根博仁,赤沼安夫,山田信博,JDCSグループ：
JapanDiabetesComplicationsStudy(JDCS)－日本人2型糖尿病患者の特徴と現状

医学のあゆみ220(3),263-271,2007
No.3 山田信博：

脳血管イベント抑制とマルチプルリスクマネージメント
（特別企画 第3回 糖尿病患者のリスク管理）

脳と循環12(1),45-48,2007
No.4 山田信博：

メタボリックシンドロームの位置づけと診断基準をめぐって
DiabetesJournal35(1),9-13,2007

No.5 曽根博仁,山田信博：
糖尿病（各危険因子の違いからみる④）（特集：心・脳・抹消血管イベントにおけるリス
クの違いを極める）

VascularMedicine3(2),125-134,2007

No.6 曽根博仁,山田信博,JDCSグループ：
日本人2型糖尿病患者における虚血性心疾患の頻度とリスクファクター

糖尿病診療マスター5(2),116-117,2007
No.7 曽根博仁,山田信博,JDCSグループ：

JDCS(JapanDiabetesComplicationsStudy)

BioClinica22(4),353-360,2007

No.8 曽根博仁,山田信博,赤沼安夫,JDCSグループ：
JDCS(JapanDiabetesComplicationsStudy)－日本人を対象にしたはじめての大規模臨床介
入研究

医学のあゆみ220(13),1275-1281,2007
No.9 山田信博：

メタボリックシンドロームの概念と展望
東京都医師会雑誌60(4),402-405,2007

No.10 山田信博：
各種疾患ガイドラインと日常診療

日本臨床内科医会会誌22(1),21-26,2007
No.11 山田信博：

メタボリックシンドロームとコレステロール代謝異常
TheLipid18(3),286-291,2007
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No.12 小林和人,山田信博：
家族性高脂血症の発症メカニズム

綜合臨牀56(7),2225-2229,2007
No.13 鈴木浩明,山田信博：

糖尿病－包括的リスク管理の重要性
医学のあゆみ221(13),1093-1100,2007

No.14 山田信博：
メタボリックシンドロームとマルチプルリスクファクター症候群の相違

メタボリックシンドロームuptodate（日本医師会雑誌特別号）136,S32-S35,2007
No.15 山田信博：

メタボリックシンドローム
治療学41(7),679-684,2007

No.16 曽根博仁,山下英俊,山田信博：
日本と世界における糖尿病網膜症の現状

医学のあゆみ222(4),235-239,2007
No.17 曽根博仁,山田信博,赤沼安夫,JDCSグループ：

JapanDiabetesComplicationsStudy(JDCS)－日本人2型糖尿病患者の大規模臨床－
実験治療685,6-10,2007

No.18 山田信博：
メタボリックシンドロームにおける動脈硬化

実験医学25（15増刊）,2418-2423,2007
No.19 山田信博：

特集にあたって（特集：メタボリックシンドロームの診断基準を生活習慣病対策に生か
す）

LifeStyleMedicine1(4),309,2007

No.20 曽根博仁,山田信博,山下英俊：
糖尿病網膜症一次および二次予防のエビデンス
－他の合併症との関連ならびにJDCS中間報告から－

あたらしい眼科24(10),1281-1285,2007
No.21 山田信博：

Ezetimibeの臨床的効果と安全性
GeriatricMedicine45(12),1533-1535,2007

No.22 ShimanoH,Amemiya-KudoM,TakahashiA,KatoT,IshikawaM,YamadaN:
Sterolregulatoryelement-bindingprotein-1candpancreaticbeta-celldysfunction

DiabetesObesMetab.,9Suppl2,133-9.2007

No.23 ShimanoH:
SREBP-1candTFE3,energytranscriptionfactorsthatregulatehepaticinsulinsignaling

JMolMed.,85(5),437-444.May2007

No.24 島野 仁：
転写因子機能異常

日本臨牀65(7),111-114,2007
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No.25 島野 仁：
脂質代謝異常にかかわる転写因子の種類とその機能

日本臨牀65(7),31-34,2007
No.26 島野 仁：

スタチン,フィブラート
DiabetesFrontier メディカルレビュー社 18(4),367-370 2007.8

No.27 島野 仁：
Ezetimib（エゼチミブ）の分子生物学と作用機序

GeriaticMedicine（老年医学）,ライフサイエンス,45(12),1525-1527,2007
No.28 島野 仁：

SREBPと糖尿病,脂肪酸合成
最新医学,最新医学社,62(10),91-952007

No.29 島野 仁：
血管病のモデル 動脈硬化

血管医学,メディカルレビュー社,8(4),81-842007
No.30 島野 仁：

脂質代謝関連遺伝子
脳と循環,メディカルレビュー社,12(2),65-69,2007

No.31 島野 仁：
SREBP-1と脂肪分化

内分泌・糖尿病科,科学評論社,25:66-712007
No.32 島野 仁：

高脂血症,メタボリックシンドローム どう診断しどう対処するか
内科99(1),Jan18-21,2007

No.33 鈴木浩明：
肝疾患における低脂血症

日本臨牀,第65巻 (増刊7),632-639頁,2007
No.34 鈴木浩明：

糖尿病治療に確かな根拠はあるのか？EBMに基づく日常診療の実践に向けて
LifeStyleMedicine,第1巻,254-262頁,2007

No.35 鈴木浩明：
この症例から何を学ぶか．高トリグリセリド血症により急性膵炎を発症した2型糖尿病の
1例

MedicalPractice,第24巻,1278-1283頁,2007
No.36 鈴木浩明：

X．ガイドラインにおけるメタボリックシンドローム．糖尿病学会より
メタボリックシンドロームuptodate.日本医師会雑誌,第136巻,284-286頁,2007

No.37 鈴木浩明,山田信博：
メタボリックシンドロームの診断基準の根拠．1-d.糖代謝異常

HeartView,第11巻,24-28頁,2007
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No.38 高橋昭光：
細胞内の脂質代謝,転写因子update

MedicalPractice24(7),1231-32:2007

No.39 矢藤 繁,山田信博：
メタボリックシンドローム-(1)糖尿病

臨床検査51(12),2007年11月

著 書
No.1 村上 透,山田信博：

内分泌・代謝：糖尿病治療薬／抗高脂血症薬・肥満治療薬
「メディクイックブック 第1部 患者さんによくわかる薬の説明 2007年版」

（水島裕監修）金原出版,東京,
pp.388,389,390,391-392,393,394,395,396,397-398,399,400,401,402,403,407,2007

No.2 山田信博:

メタボリックシンドロームの診断基準をどう読むか：インスリン抵抗性・肥満との関係
「糖尿病最新の治療 2007-2009」（河盛隆三 岩本安彦編集）

南江堂,東京,pp.13-17,2007
No.3 山田信博：

リポ蛋白とその分画
「臨床検査ガイド2007～2008」（MedicalPractice編集委員会,和田攻

大久保昭行 矢崎義雄 大内尉義編著）
文光堂,東京,pp.235-238,2007

No.4 山田信博：
脂質検査の役割と選択基準

「臨床検査データブック 2007-2008」（高久史麿監修,黒川清 春日雅人 北村聖編集）
医学書院,東京,pp.192-194,2007

No.5 岩崎 仁,山田信博：
生活習慣病とPPARs標的薬

「生活習慣病とPPARs」（藤田敏郎監修）ライフサイエンス出版,東京,pp.64-67,2007
No.6 山田信博：

メタボリックシンドロームの現状と問題点
「分子糖尿病学の進歩－基礎から臨床まで－2007」

（矢崎義雄監修,春日雅人 清野進 渥美義仁 門脇孝編集）
金原出版,東京,pp.130-140,2007

No.7 山田信博：
糖尿病と高脂血症

「高脂血症診療エキスパートへの手引き」（中谷矩章監修編集）
臨床医薬研究協会,pp.43-51,2007
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No.8 大垣聡子,山田信博：
口渇

「症状から迫る内科診療－典型例と非典型例によるアプローチ」
（富野康日己編集）中外医学社,東京,pp.161-165,2007

No.9 曽根博仁,山田信博：
日本人糖尿病患者の心血管疾患の実態は？

「現場の疑問に答える 糖尿病診療Q&A」（寺内康夫編著）
中外医学社,東京,pp.246-251,2007

No.10 山田信博：
糖尿病薬（食後過血糖改善薬：α-グルコシダーゼ阻害薬）

「治療薬イラストレイテッド－一目でわかる薬理作用と疾患別処方例」
（山田信博編集）羊土社,東京,pp.199-202,2007

No.11 山田信博：
メタボリック症候群と関係する疾病

「メタボリック症候群と栄養」（横越英彦編）幸書,pp.7-25,2007
No.12 山田信博：

酸化ストレスと高脂血症
「酸化ストレスと心血管疾患－分子機構の解明から治療への応用まで」

（筒井裕之編集）医歯薬出版,東京,pp.71-75,2007
No.13 山田信博：

メタボリックシンドロームと狭心症
「狭心症」（木全心一企画,鶴見由起夫,住吉徹哉編集）

メジカルビュー社,東京,pp.241-246,2007
No.14 島野 仁：

脂質代謝に関わる転写因子の種類とその機能,脂質代謝異常－高脂血症・低脂血症－
日本臨床,日本臨床社,65,31-34,増刊号7 2007

No.15 島野 仁：
転写因子機能異常,脂質代謝異常－高脂血症・低脂血症－

日本臨床,日本臨床社,65111-114,増刊号7 2007
No.16 中川 嘉,島野 仁：

インスリン感受性調節因子としてのTFE3
AnnualReview糖尿病・代謝,内分泌,金澤康徳他編,東京 中外医学社,7-13,2007

No.17 島野 仁：
脂肪酸合成転写因子SREBP-1cの新規標的granuphilinを介したβ細胞インスリン分泌低下

糖尿病学の進歩,日本糖尿病学会編,診断と治療社,51-54,2007
No.18 島野 仁：

脂肪酸合成転写因子SREBP-1cの糖代謝への影響：インスリン抵抗性とインスリン分泌不
全

糖尿病学2007岡芳知,谷澤幸生編,診断と治療社,43-48,12月 2007
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No.19 鈴木浩明：
糖尿病大血管症のエビデンス,カラー版糖尿病学

基礎と臨床（門脇 孝,石橋 俊,佐倉 宏,戸邉一之,野田光彦編）
西村書店,757-766頁,2007

No.20 高橋昭光,山田信博：
太い血管の合併症（動脈硬化）

日本糖尿病学会編.糖尿病療養指導の手びき 改訂第3版.4-2.東京,南江堂 2007

学会発表
No.1 山田信博：

メタボリックシンドロームと動脈硬化症の発症・進展（シンポジウム：メタボリックシン
ドロームII－その分子病態－）

第80回日本医学会総会（大阪国際会議場）4月,2007
No.2 鈴木誠司,平嶺辰英,山田信博：

2型糖尿病患者における糖毒性解除のインスリン分泌に与える影響
第50回日本糖尿病学会年次学術集会（仙台）5月,2007

No.3 深澤 洋,内海信雄,石川まゆみ,石垣直美,岩崎 仁,高橋昭光,山田信博：
緩徐進行性1型糖尿病における事故免疫性甲状腺疾患について

第50回日本糖尿病学会年次学術集会（仙台）5月,2007
No.4 平嶺辰英,鈴木誠司,山田信博：

糖尿病教育入院時および退院後のPAIDと血糖コントロールの相関についての検討
第50回日本糖尿病学会年次学術集会（仙台）5月,2007

No.5 石川まゆみ,島野 仁,岩崎祐子,高橋昭光,鈴木浩明,山田信博：
膵β細胞特異的SREBP-2トランスジェニックマウスは糖尿病を発病する

第50回日本糖尿病学会年次学術集会（仙台）5月,2007
No.6 齋藤和美,田中史郎,児玉 暁,叔 森,鈴木恵美子,近藤和雄,高橋昭光,島野 仁,

大橋靖雄,山田信博,川井紘一,島野 仁：
日本人男性2型糖尿病患者における早期腎症発症のリスクファクターの検討

第50回日本糖尿病学会年次学術集会（仙台）5月,2007
No.7 加藤豊範,島野 仁,高橋昭光,泉 哲郎,山田信博：

granuphilinの発現はSREBP-1cにより活性化されインスリン分泌不全の原因となる
第50回日本糖尿病学会年次学術集会（仙台）5月,2007

No.8 矢作直也,関谷元博,武内謙憲,泉田欣彦,熊谷真義,高梨幹生,太田啓介,五十嵐正樹,
高瀬 暁,飯塚陽子,大橋 健,石橋 俊,山崎 力,永井良三,山田信博,大須賀淳一,
島野 仁,門脇 孝：

脂肪細胞における中性脂肪合成系の転写調節機構の解説
第50回日本糖尿病学会年次学術集会（仙台）5月,2007

No.9 渡邉和寿,豊島秀男,横尾友隆,鈴木浩明,高橋昭光,島野 仁,山田信博：
脂肪細胞におけるMafBの役割

第50回日本糖尿病学会年次学術集会（仙台）5月,2007
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No.10 中川 嘉,島野 仁,岩崎 仁,松坂 賢,高橋昭光,鈴木浩明,山田信博：
TFE3による脂肪細胞の分化への影響

第50回日本糖尿病学会年次学術集会（仙台）5月,2007
No.11 山本隆史,島野 仁,石垣直美,石川まゆみ,井上訓之,高橋昭光,鈴木浩明,山田信博：

摂食時の肝臓におけるSREBP-1cの発現誘導にはPKCbetaが関与している
第50回日本糖尿病学会年次学術集会（仙台）5月,2007

No.12 松坂 賢,島野 仁,矢作直也,中川 嘉,山本隆史,高橋昭光,鈴木浩明,曽根博仁,
豊島秀男,大須賀淳一,山田信博：

脂肪酸伸長酵素Fattyacyl-CoAelongase(FACE)の生体内における機能ならびに病態への関
与

第50回日本糖尿病学会年次学術集会（仙台）5月,2007
No.13 寺本民生,白井厚治,代田浩之,山田信博：

ベザフィブラートの糖尿病合併高脂血症患者における前向き調査(J-BENEFITStudy)
－糖代謝に及ぼす影響－

第50回日本糖尿病学会年次学術集会（仙台）5月,2007
No.14 五十嵐正樹,大須賀淳一,関谷元博,岡崎啓明,武内謙憲,高瀬 暁,高梨幹生,太田啓介,

泉田欣彦,飯塚陽子,矢作直也,大橋 健,島野 仁,山田信博,石橋 俊,門脇 孝：
新規に同定されたマクロファージコレステロールエステル水解酵素MCEHの生化学的特
性

第50回日本糖尿病学会年次学術集会（仙台）5月,2007
No.15 関谷元博,大須賀淳一,五十嵐正樹,岡崎啓明,太田啓介,高梨幹生,泉田欣彦,飯塚陽子,

矢作直也,大橋 健,永井良三,島野 仁,山田信博,石橋 俊,門脇 孝：
新規に同定されたマクロファージコレステロールエステラーゼ(MCEH)は泡沫化現象を規
定するリパーゼである

第50回日本糖尿病学会年次学術集会（仙台）5月,2007
No.16 武内謙憲,矢作直也,中川 嘉,関谷元博,松坂 賢,大橋 健,位高啓史,片岡一則,

山崎 力,永井良三,清水律子,山本雅之,山田信博,大須賀淳一,門脇 孝,島野 仁：
SREBP-1c遺伝子のinvivoプロモーター解析

第50回日本糖尿病学会年次学術集会（仙台）5月,2007
No.17 豊島秀男,横尾友隆,鈴木浩明,渡邊和寿,飯田薫子,島野 仁,山田信博：

インスリン分泌刺激作用を持つ新規消化管特異的分泌タンパクCF266の機能解析
第50回日本糖尿病学会年次学術集会（仙台）5月,2007

No.18 飯塚陽子,大須賀淳一,周 宇留,李 勇学,関谷元博,高瀬 暁,五十嵐正樹,太田啓介,
高梨幹生,泉田欣彦,矢作直也,大橋 健,島野 仁,石橋 俊,山田信博,後藤田貴也,
門脇 孝：

高血圧自然発生ラット（SHR）における内臓脂肪蓄積の原因遺伝子の探索
第50回日本糖尿病学会年次学術集会（仙台）5月,2007

No.19 磯部和正,竹越一博,蓑和田滋,高橋昭光,龍野一郎,八代 享,原 尚人,山田信博,

川上 康：
悪性褐色細胞腫におけるSDHB遺伝子変異解析

第80回日本内分泌学会学術総会（東京）6月,2007
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No.20 豊島秀男,鈴木浩明,飯田薫子,島野 仁,山田信博：
新規消化管特異的分泌タンパク遺伝子CF266の同定と解析

第80回日本内分泌学会学術総会（東京）6月,2007
No.21 平嶺辰英,伊藤 豊,荒木潤子,倉本憲明,山田信博：

膵尾部インスリノーマ術後5年目に脾周囲の大網への播種を認めた一例
第80回日本内分泌学会学術総会（東京）6月,2007

No.22 山田信博：
メタボリックシンドロームとその予防

第45回全国大学保健管理協会 関東甲信越地方部会研究集会（つくば）7月,2007
No.23 林登志雄,井口昭久,井藤英喜,山田信博,曽根博仁,横手幸太郎,服部良之,渡邉裕司,

川嶋成乃亮,吉栖正生：
各種高脂血症薬の糖尿病合併心血管病進展予防効果の検討－厳格な脂質及び糖代謝制御の
必要性について－（シンポジウム8）

第39回日本動脈硬化学会総会・学術集会（大阪）7月,2007
No.24 山田信博：

糖尿病合併高コレステロール血症の治療戦略（ランチョンセミナー）
第39回日本動脈硬化学会総会・学術集会（大阪）7月,2007

No.25 飯塚陽子,大須賀淳一,周 宇瑠,矢作直也,大橋 健,島野 仁,石橋 俊,山田信博,

門脇 孝,後藤田貴也：
高血圧自然発症ラット（SHR）における内臓脂肪蓄積の原因遺伝子の探索

第39回日本動脈硬化学会総会・学術集会（大阪）7月,2007
No.26 五十嵐正樹,大須賀淳一,関谷元博,岡崎啓明,武内謙憲,矢作直也,山田信博,石橋 俊,

門脇 孝：
マクロファージコレステロールエステル水解酵素（MCEH）のマクロファージ泡沫化改善
における寄与

第39回日本動脈硬化学会総会・学術集会（大阪）7月,2007
No.27 関谷元博,大須賀淳一,五十嵐正樹,太田啓介,高梨幹生,永井良三,島野 仁,山田信博,

石橋 俊,門脇 孝：
新規に同定されたマクロファージコレステロールエステラーゼ(MCEH)は泡沫化現象を規
定する

第39回日本動脈硬化学会総会・学術集会（大阪）7月,2007
No.28 山田信博：

座長 高トリグリセライド血症と動脈硬化（シンポジウム2）
第39回日本動脈硬化学会総会・学術集会（大阪）7月,2007

No.29 中尾一和,山田信博：
座長 メタボリックシンドローム（TranslationalResearchForumII）

第44回日本臨床分子医学会学術集会（和歌山）7月,2007
No.30 NobuhiroYamada:

MetabolicsyndromeinJapanesetype2diabeticpatients.(Symposium)

14thJapan-KoreaSymposiumonDiabetesMellitus（京都）10月,2007
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No.31 山田信博：
メタボリックシンドロームの病態基盤と糖尿病（シンポジウム）

第51回日本薬学会関東支部大会（東京）10月,2007
No.32 山田信博：

糖尿病治療の課題と未来
第26回関東甲信越糖尿病セミナー（ひたちなか市）10月,2007

No.33 山田信博：
座長 インスリン療法の光と影

第26回関東甲信越糖尿病セミナー（ひたちなか市）10月,2007
No.34 曽根博仁,山田信博,山下英俊：

糖尿病合併症における網膜症の位置づけ－JDCSの中間結果より－（シンポジウム）
第22回日本糖尿病合併症学会茨城県（つくば市）10月,2007

No.35 山本隆史,島野 仁,山田信博：
摂食時のSREBP-1cの発現にはPKCbetaが関与している

第22回日本糖尿病合併症学会茨城県（つくば市）10月,2007
No.36 加藤豊範,島野 仁,高橋昭光,山田信博：

パルミチン酸は,膵ラ氏島においてSREBP-1cおよびインスリン情報伝達系を介して脂肪
毒性を誘発し,EPAはそれを改善する

第22回日本糖尿病合併症学会茨城県（つくば市）10月,2007
No.37 横尾友隆,豊島秀男,渡邉和寿,鈴木浩明,飯田薫子,島野 仁,山田信博：

インスリン分泌刺激作用を持つ新規消化管特異的分泌タンパク遺伝子の同定
第22回日本糖尿病合併症学会茨城県（つくば市）10月,2007

No.38 矢藤 繁,Bonner-WeirSusan,WeirGordonC,小林和人,高橋昭光,鈴木浩明,島野 仁,

山田信博：
培養ヒト膵導管細胞からのインスリン産生細胞の分化誘導に関する研究

第22回日本糖尿病合併症学会茨城県（つくば市）10月,2007
No.39 渥美綾香,島野 仁,松坂 賢,山田信博：

肝臓におけるElovl6過剰発現は肝障害を引き起こす
第22回日本糖尿病合併症学会茨城県（つくば市）10月,2007

No.40 松坂 賢,島野 仁,中川 嘉,渥美綾香,高橋昭光,鈴木浩明,曽根博仁,豊島秀男,
山田信博：

脂肪酸伸長酵素Elovl6の生体内における機能ならびに病態への関与
第22回日本糖尿病合併症学会茨城県（つくば市）10月,2007

No.41 渡邉和寿,豊島秀男,岡本史樹,大鹿哲郎,横尾友隆,鈴木浩明,飯田薫子,加治優一,
高松俊行,高橋昭光,島野 仁,山田信博：
Oligo-cappingSST（SignalSequenceTrap）法による糖尿病網膜症増殖組織における分泌タ
ンパク質の単離・同定

第22回日本糖尿病合併症学会茨城県（つくば市）10月,2007
No.42 桜井華奈子,水谷正一,小沢忠彦,伊東宏之,金澤麻衣,山田信博：

当院における糖尿病網膜症に対する硝子体手術患者の疫学的検討
第22回日本糖尿病合併症学会茨城県（つくば市）10月,2007
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No.43 石垣直美,島野 仁,山本隆史,山田信博：
脂質合成転写因子SREBP1cの腎臓障害に関する検討

第22回日本糖尿病合併症学会茨城県（つくば市）10月,2007
No.44 島野 仁：

エネルギー代謝転写調節ネットワークと動脈硬化リスク,レクチャー
第42回糖尿病学の進歩（高松）2007

No.45 島野 仁：
エネルギー代謝転写調節ネットワークと動脈硬化リスク,イブニングセミナー

第22回日本糖尿病合併症学会（つくば市）2007
No.46 島野 仁：

エネルギー代謝調節機構からみたメタボリックシンドロームの病態と治療
第28回日本肥満学会ランチョンセミナー（東京）2007

No.47 島野 仁：
インスリン抵抗性とトリグリセライド

第39回日本動脈硬化学会学術総会シンポジウム（大阪）2007
No.48 島野 仁：

エネルギー代謝転写調節因子とメタボリックシンドローム
第44回日本臨床分子医学会学術総会フォーラム（和歌山）2007

No.49 島野 仁：
加齢とメタボリックシンドローム

第49回日本老年医学会学術集会,シンポジウム（札幌）2007
No.50 島野 仁：

エネルギー代謝の転写調節機構,その生理と病態
第61回日本栄養食糧学会 シンポジウム（京都国際会議場）2007

No.51 島野 仁：
転写因子と糖尿病,SREBP-1c

第50回日本糖尿病学会年次集会シンポジウム（仙台）2007
No.52 島野 仁：

脂肪酸組成とインスリン抵抗性
日本80回薬理学会 シンポジウム（名古屋）2007

No.53 HitoshShimano:
SREBP-1candlipotoxicity,Symposia

The6thInternationalGroupofInsulinSecretion(IGIS)France,2007

No.54 鈴木浩明：
糖尿病の動脈硬化症をどう防ぐか．オーバービュー

第50回日本糖尿病学会年次学術集会,2007
No.55 豊島秀男,横尾友隆,鈴木浩明,渡邉和寿,飯田薫子,島野 仁,山田信博：

インスリン分泌刺激作用を持つ新規消化管特異的分泌タンパクCF266の機能解析
第50回日本糖尿病学会年次学術集会,2007
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No.56 豊島秀男,鈴木浩明,飯田薫子,島野 仁,山田信博：
新規消化管特異的分泌蛋白遺伝子CF266の同定と解析

第80回日本内分泌学会学術総会,2007
No.57 岩崎 仁,小俣勝哉,三浦光弘,岩崎祐子,鈴木浩明,高橋昭光,曽根博仁,豊島秀男,

島野 仁,山田信博：
糖尿病性腎症4期にて妊娠し,母児とも無事に出産し得た1型糖尿病の1例

第543回日本内科学会関東地方会,2007
No.58 齋藤和美,川井紘一,児玉 暁,田中司朗,叔 森,高橋昭光,鈴木浩明,島野 仁,

大橋靖雄,山田信博,曽根博仁：
男性2型糖尿病患者の早期腎症発症に対する喫煙歴の影響 TsukubaKawaiDiabetes

Registryにおける検討
第17回内分泌代謝Update,2007

No.59 桜井華奈子,宮原尚子,岩崎祐子,高橋昭光,豊島秀男,鈴木浩明,島野 仁,山田信博：
糖尿病性自律神経障害により労作時呼吸困難（DOE）を呈した一例

第44回日本糖尿病学会関東甲信越地方会（つくば市）2007
No.60 宮原尚子,岩崎祐子,岩崎 仁,鈴木浩明,高橋昭光,豊島秀男,曽根博仁,島野 仁,

山田信博：
インスリン注射手技に起因すると考えられる菌血症から黄色ブドウ球菌性眼内炎を来した
症例

第44回日本糖尿病学会関東甲信越地方会（つくば市）2007
No.61 小俣勝哉,鈴木浩明,高橋昭光,豊島秀男,島野 仁,山田信博：

著明な脱水,高血糖を契機に発見された褐色細胞腫の一例
第44回日本糖尿病学会関東甲信越地方会（つくば市）2007

その他
No.1 鈴木浩明：

講演 「コレステロールの正体」
足立区役所 2007年11月

No.2 小林和人：
公開市民講座「糖尿病とその合併症について～神経障害を中心に～」

第22回 日本糖尿病合併症学会（つくば市）2007年10月
No.3 矢藤 繁：

「糖尿病と言われたら」
第16回県民のための健康管理講座 土浦保健センター 2007年10月

No.4 矢藤 繁：
「メタボリック症候群について」

水郷地区健康フォーラム 2007年11月
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神経内科グループ（2007年）

原 著
No.1 MiyazakiH,OyamaF,WongHK,KanekoK,SakuraiT,TamaokaA,NukinaN:

BACE1modulatesfilopodia-likeprotrusionsinducedbysodiumchannelbeta4subunit

BiochemBiophysResCommun361(1),43-8,2007

No.2 AoyagiH,HasegawaM,TamaokaA:
FibrillogenicnucleicomposedofP301LmutanttauinduceelongationofP301Ltau,butnot

wild-typetau

JBiolChem282(28),20309-18,2007

No.3 白岩伸子,吉澤利弘,大越教夫,玉岡 晃：
急性散在性脳脊髄炎に末梢神経障害を合併し,大量免疫グロブリン療法とステロイドパル
スの併用療法が有効だった1例

臨床神経 47,169-172,2007

No.4 SatakeW,MizutaI,SuzukiS,NakabayashiY,ItoC,WatanabeM,TakedaA,HasegawaK,
SakodaS,YamamotoM,HattoriN,MurataM,TodaT:

Fibroblastgrowthfactor20geneandParkinson’sdiseaseintheJapanesepopulation

Neuroreport18(9),937-40,2007

No.5 WatanabeM,TakedaT,TamaokaA:
SequentialImagingAnalysisUsingMIBG ScintigraphyRevealedProgressiveDegeneration

ofCardiacSympatheticNerveinParkinson’sDisease

NeurodegenerativeDiseases4(suppl1),133,2007

No.6 Mizuno.Y,Guyon.J.R,IshiiA,Hoshino.S,Ohkoshi.N,TamaokaA,Okamoto.K,Kunkel.LM:
Beta-syneminexpressionincardiotoxin-injectedratskeletalmuscle

BMCMusculoskeletalDisorders8,40,2007

No.7 IshiiA,OhkoshiN,HayashiA,TsujiH,OdaA,MochizukiA,IshiiK,WatanabeM,TamaokaA:
Autoantibodiesinstiff-personsyndromeandotherparaneoplasticneurologicaldisorders.In

Theproceedingsof8thInternationalCongressofNeuroimmunologyedbyT.Tabira,T

Yamamura,J.Kira

Bologna,MedimondS.rl,229-233,2007

No.8 KobayashiS,TakumaH,MurayamaS,SakuraiM,KanazawaI:
AJapanesefamilywithearly-onsetataxiawithmotorandsensoryneuropathy

JournaloftheNeurologicalSciences254,44-48,2007

No.9 IshiiA,OdaA,TsujiH,HosakaA,OhkoshiN,TamaokaA:
AFamilywithautosomaldominanthereditarysensoryandautonomicneuropathy

AutonomicNeuroscience:Basic&Clinical135,127,2007

No.10 IshiiA,OhkoshiN,TamaokaA:
ExpressionofFOXOininflammatorymyositis

NeuromuscularDisord17,886,2007
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総 説
No.1 玉岡 晃：

高コレステロール血症とアルツハイマー型認知症
老年精神医学雑誌 18(10),1074-1082,2007

No.2 玉岡 晃,古庄健太郎,萩原直木,渡邊雅彦,吉沢和朗：
今後の脳梗塞慢性期治療－茨城県下での脳梗塞慢性期管理における抗血小板薬のあり方を
考える

新薬と治療 56(5),15-25,2007

No.3 玉岡 晃：
アルツハイマー病の危険因子と予防の可能性

Medicina44(6),1082-1085,2007

No.4 玉岡 晃：
セクレターゼ阻害薬

神経治療学 24(F),177-186,2007

No.5 玉岡 晃：
アポEとアルツハイマー病－アポEの分子病態と疾患発症機構

医学のあゆみ 220(5),431-438,2007

No.6 石井一弘：
ヒ素,神経と環境・中毒

ClinicalNeuroscience25(8),885-887,2007

著 書
No.1 玉岡 晃：

検体検査（血液検査,髄液検査）
新体系看護学全書19成人看護学⑥脳・神経

（黒岩義之・宗村美江子編集）
メヂカルフレンド社,東京,pp81-8,2007

No.2 玉岡 晃：
一般内科疾患に伴う神経・筋障害

新体系看護学全書19成人看護学⑥脳・神経
（黒岩義之・宗村美江子編集）

メヂカルフレンド社,東京,pp220-226,2007
No.3 玉岡 晃：

神経系の先天奇形・形成障害
新体系看護学全書19成人看護学⑥脳・神経

（黒岩義之・宗村美江子編集）
メヂカルフレンド社,東京,pp226-228,2007
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No.4 玉岡 晃：
アポEとAlzheimer病－アポEの分子病態と疾患発症機構

別冊・医学のあゆみAlzheimer病－基礎・臨床研究の最新動向
（岩坪 威編集）

医歯薬出版株式会社,東京,pp93-100,2007
No.5 玉岡 晃：

認知症に対する治療はどうすべきか
EBM神経疾患の治療2007-2008

（水澤英洋・棚橋紀夫・岡本幸市 編）
中外医学社,東京,pp228-235,2007

No.6 中馬越清隆

特集 診断ピットフォールー症例から学ぶ 1.神経 嗄声
臨床雑誌「内科」第99巻 第6号

南江堂,東京,pp977-981,2007

学会発表
No.1 松本梨絵,保坂 愛,石井一弘,石井亜紀子,辻 浩史,玉岡 晃,楠 進：

副 腎 皮 質 ス テ ロ イ ド が 有 効 で あ っ たIgG-λ型MGUS（monoclonalgammopathyof
underminedsignificance）関連ニューロパチーの1例

第542回日本内科学会関東地方会（東京）2月,2007
No.2 木村洋輔,織田彰子,石井亜紀子,玉岡 晃：

緩徐進行性で上肢近位筋優位の筋力低下を認めた家族性筋萎縮性側索硬化症の2症例
第180回茨城県内科学会（水戸）3月,2007

No.3 織田彰子,石井亜紀子,関島良樹,星井嘉信,玉岡 晃：
肥大型心筋症にて発症し,Technetium-99m-pyrophosphateシンチグラフィーで著明な心筋
集積を認めた家族性アミロイドポリニューロパチー（Va130MetTTR型）の62歳男性例

第180回日本神経学会関東地方会（東京）3月,2007
No.4 WatanabeM,TakedaT,TamaokaA:

SequentialimaginganalysisusingMIBG scintigraphyrevealedprogressivedegenerationof

cardiacsympatheticnerveinParkinson’sdisease

8thInternationalConferenceAD/PD2007(Salzburg)3月,2007
No.5 上野友之,黒田博子,古矢直己,河野 豊,馬場 健,永田博司,玉岡 晃：

慢性脳虚血ラットモデルにおけるアミロイドβタンパクの発現
第32回日本脳卒中学会総会（福岡）3月,2007

No.6 永井 惠,保坂 愛,石井一弘,村井伸司,辻 浩史,織田彰子,中馬越清隆,玉岡 晃：
左顔面神経麻痺,小脳症状で発症した孤発性CreutzfeldtJacob病（sCJD）の1例

第543回日本内科学会関東地方会（東京）3月,2007
No.7 渡邊雅彦：

パーキンソン病患者におけるMIBG心筋シンチグラムの経時変化
第14回北関東パーキンソン病研究会（東京）3月,2007
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No.8 上野友之,黒田博子,古矢直己,河野 豊,永田博司,玉岡 晃：
慢性脳虚血ラットにおけるmatrixmetalloproteinaseとアミロイドβ-プロテインの発現

第48回日本神経学会総会（名古屋）5月,2007
No.9 原田祐嗣,石井一弘,玉岡 晃：

スタチン服用群における髄液Aβ分子種の検討
第48回日本神経学会総会（名古屋）5月,2007

No.10 冨所康志,玉岡 晃,FrangioneB,GhisoJ:

家族性デンマーク型認知症：典型的老人斑を欠いたADanおよびAβの共沈着
第48回日本神経学会総会（名古屋）5月,2007

No.11 渡邊雅彦,武田 徹,玉岡 晃：
パーキンソン病におけるMIBGシンチグラフィーの経時変化

第48回日本神経学会総会（名古屋）5月,2007
No.12 詫間 浩,玉岡 晃,SeeburgPeterH：

グルタミン酸受容体RNA編集欠損による筋萎縮性側索硬化症モデルマウス作成の試み
第48回日本神経学会総会（名古屋） 5月,2007

No.13 織田彰子,望月昭英,玉岡 晃：
脊髄サルコイドーシスの臨床的検討

第48回日本神経学会総会（名古屋）5月,2007
No.14 望月昭英,辻 浩史,織田彰子,保坂 愛,玉岡 晃,吉澤利弘：

中枢神経系悪性リンパ腫の臨床的検討
第48回日本神経学会総会（名古屋）5月,2007

No.15 中馬越清隆,石井一弘,玉岡 晃：
有機砒素中毒後遺症：眼球運動障害について

第48回日本神経学会総会（名古屋）5月,2007
No.16 石井一弘,細谷朋子,伊藤安紀,柴田康行,岩崎信明,玉岡 晃：

ジフェニルアルシン酸（DPAA）の生体内分布について
第48回日本神経学会総会（名古屋）5月,2007

No.17 保坂 愛,辻 浩史,織田彰子,石井一弘,中馬越清隆,玉岡 晃：
小脳失調を伴ったElsberg症候群3例の臨床的検討

第48回日本神経学会総会（名古屋）5月,2007
No.18 辻 浩史,石井亜紀子,保坂 愛,織田彰子,石井一弘,望月昭英,渡邊雅彦,楠 進,

玉岡 晃：
慢性炎症性脱髄性多発根ニューロパチーの難治例に関する臨床的検討

第48回日本神経学会総会（名古屋）5月,2007
No.19 石井亜紀子,大越教夫,玉岡 晃：

炎症性筋疾患におけるFOXO発現の検討
第48回日本神経学会総会（名古屋）5月,2007

No.20 保坂 愛,冨所康志,辻 浩史,織田彰子,玉岡 晃：
抗リン脂質抗体陽性で血栓の多発が認められた重症筋無力症の41歳女性例

第181回日本神経学会関東地方会（東京）6月,2007
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No.21 星 崇仁,辻 浩史,玉岡 晃：
Pure monoparesisoflowerlimbを呈した大脳皮質脳梗塞の1例

第181回茨城県内科学会（水戸）6月,2007
No.22 保坂 愛,冨所康志,宮本二郎,辻 浩史,織田彰子,中馬越清隆,石井一弘,玉岡 晃：

オプソクローヌス・ミオクローヌス症候群を呈し,直静脈洞血栓症を伴った髄膜脳炎の1
例

第3回茨城MovementDisorder研究会（つくば）6月,2007
No.23 大崎芳典,辻 浩史,玉岡 晃：

橋本病を合併し大脳深部白質に多発性の病変を呈した63歳女性例
第18回茨城神経疾患カンファレンス（土浦）6月,2007

No.24 石井亜紀子,大越教夫,玉岡 晃：
リウマチ性多発筋痛症と悪性腫瘍合併例に関する検討

第49回日本老年医学会学術集会（札幌）6月,2007
No.25 冨所康志,玉岡 晃：

家族性デンマーク型認知症におけるアミロイド分子種ADan及びAβの翻訳後修飾と共沈
着機構

第49回老年医学会学術集会（札幌）6月,2007
No.26 小澤優輝,保坂 愛,辻 浩史,織田彰子,石井亜紀子,玉岡 晃：

リウマチ性多発筋痛症様の症状にて発症し,MPO-ANCA陽性多発単ニューロパチーを呈
した1例

第545回日本内科学会関東地方会（東京）6月,2007
No.27 WatanabeM,OhtsukaS,TamaokaA:

Effectoffixedcombinationtherapyusingvalsartanandhydrochlorthiazide

17thEuropeanMeetingonHypertension(Milano,Ialia)6月,2007
No.28 大越教夫,石井亜紀子:

パーキンソン病におけるビデオモニターを利用した腕振りによる歩行訓練の検討
第49回日本老年医学会学術集会（札幌）6月,2007

No.29 斉藤 安洋,中馬越清隆,保坂 愛,玉岡 晃：
再発性のめまいで発症し,当初,末梢前庭系障害が疑われた脳梗塞の66歳女性例

第36回茨城県南脳血管障害研究会（つくば）7月,2007
No.30 辻 浩史,星 崇仁,玉岡 晃：

Puremonoparesisoflowerlimbを呈した大脳皮質脳梗塞の1例
第36回茨城県南脳血管障害研究会（つくば）7月,2007

No.31 保坂 愛,冨所康志,宮本二郎,辻 浩史,織田彰子,中馬越清隆,石井一弘,玉岡 晃：
髄膜脳炎に続発し,MRIにて両側視床・基底核にT2高信号域を呈した直静脈洞血栓症の
1例

第546回日本内科学会関東地方会（東京）7月,2007
No.32 玉岡 晃：

アルツハイマー病の分子病態と治療－アミロイド・カスケード仮説を中心に－
第26回日本医用画像工学会大会（つくば）7月,2007
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No.33 伊藤桜子,渥美安紀子,保坂 愛,石井亜紀子,望月昭英,門前達哉,玉岡 晃：
小脳失調と腱反射消失を認め,Fisher症候群に上咽頭癌を合併した一例

第8回茨城県神経免疫フォーラム（つくば）7月,2007
No.34 石井亜紀子,保坂 愛,白岩伸子,渡邊雅彦,玉岡 晃：

重症筋無力症に対するシクロスポリン使用経験
第8回茨城県神経免疫フォーラム（つくば）7月,2007

No.35 渡邊雅彦：
パーキンソン病患者におけるMIBG心筋シンチグラムの経時変化

第1回 茨城県PD研究会（つくば）7月,2007
No.36 KinugasaH,IwasakiN,KandoA,IshiiK,MiyamotoS,TakedaT,TanakaR,OhtoT,MatsuiA,

ShinK,IeshimaA,SatohH：
7/5Brainperfusionpatternsinpediatricdiphenylarsenicacidpoisoningcases

第49回日本小児神経学会（大阪）7月,2007
No.37 宮崎晴子,小山文隆,Hon-KitWong,金子貢巳,櫻井 隆,玉岡 晃,貫名信行:

BACE1によるナトリウムチャネルb4サブユニットの神経突起伸長活性の制御（ポスター
奨励賞受賞）

第12回病態と治療におけるプロテアーゼとインヒビター学会（大阪）8月,2007
No.38 伊藤桜子,石井亜紀子,保坂 愛,望月昭英,玉岡 晃：

小脳失調,腱反射消失,深部感覚障害を認め,抗GQ1b抗体陽性で上咽頭癌を合併した72
歳男性例

第182回日本神経学会関東地方会（東京）9月,2007
No.39 松田真秀,柴田 靖,織田彰子,渡辺雅彦,玉岡 晃,松村 明：

クリプトコッカス小脳炎の1例
第103回日本脳神経外科学会関東支部会（東京）9月,2007

No.40 大崎芳典,中馬越清隆,保坂 愛,石井亜紀子,白岩伸子,玉岡 晃：
安定期の気管支喘息に対するステロイド維持量を内服中に発症したChurg-Strauss症候群の
66歳女性例

第547回日本内科学会関東地方会（東京）9月,2007
No.41 古庄健太郎,菅野洋子,伊坂正明,古田淳一,玉岡 晃：

進行性の小脳脳幹症状で発症したランゲルハンス細胞組織球症の47歳女性例
第182回日本神経学会関東地方会（東京）9月,2007

No.42 伊藤桜子,石井亜紀子,保坂 愛,望月昭英,玉岡 晃：
小脳失調,腱反射消失,深部感覚障害を認め,抗GQ1b抗体陽性で上咽頭癌を合併した72
歳男性例

第182回日本神経学会関東地方会（東京）9月,2007
No.43 宮崎晴子,小山文隆,Hon-KitWong,金子貢巳,櫻井 隆,玉岡 晃,貫名信行：

BACE1cleavagemediatesneuritemorphologyinducedbysodiumchannelb4subunit

日本神経科学大会第30回大会（横浜）9月,2007
No.44 小山文隆,宮崎晴子,黒沢 大,玉岡 晃,金子武嗣,貫名信行:

Dysregulationofb4genetranscriptioninthestriatumofHuntingtonDiseasetransgenicmice

日本神経科学大会第30回大会（横浜）9月,2007
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No.45 IshiiK,ShibataY,HosoyaT,TakedaT,IwasakiN,NakamagoeK,ItohY,KaiseT,HiranoS,
IshiiK,IshizakiM,DoiM,TamaokaA:

9/4 CENTRAL NERVOUS EFFECT OF ORGANOARSINIC COMPOUND CLINICAL

ANDNEUROLOGICALFEATURESOFDIPHENY-LARSINICACID(DPAA)INTOXICA-

TION,INKAMISU,JAPAN

DIOXIN2007internationalSymposium（東京）9月,2007
No.46 高橋孝治,中馬越清隆,辻 浩史,水谷太郎,玉岡 晃：

有機リン中毒にてパーキンソニズムを認めた1例
第182回茨城県内科学会（水戸）10月,2007

No.47 保坂 愛,辻 浩史,冨所康志,石井亜紀子,玉岡 晃：
抗リン脂質抗体陽性を呈した結節性多発動脈炎の1例

第548回日本内科学会関東地方会（東京）10月,2007
No.48 HaradaH,IshiiK,TamaokaA:

Quantitationofamyloidbetaproteinincerebrospinalfluidfrom patientstakingvarious

statinsincomparisonwithcontrolsubjects

第26回日本認知症学会（大阪）10月,2007
No.49 TomidokoroY,TamaokaA,FrangioneB,GhisoJ:

FamilialDanishdementia:Co-existenceofDanishandAlzheimeramyloidsubunits(ADan

andAbeta)intheabsenceofcompactplaques

第26回日本認知症学会（大阪）10月,2007
No.50 IshiiA,N.Ohkoshi,TamaokaA:

ExpressionofFOXOininflammatorymyositis

12thInternationalCongressoftheWorldMuscleSociety.(Italy)10月,2007
No.51 IshiiA,OdaA,TsujiH,HosakaA,OhkoshiN,TamaokaA:

AFamilywithautosomaldominanthereditarysensoryandautonomicneuropathy

5thCongressofinternationalSocietyfor

AutonomicNeuroscience（京都）10月,2007
No.52 中馬越清隆,斉藤安洋,保坂 愛,玉岡 晃：

小脳虫部の吻側部障害の眼球運動所見
第45回日本神経眼科学会総会（大阪）11月,2007

No.53 保坂 愛,中馬越清隆,斉藤安洋,宇内 景,高橋孝治,小池大助,高野なぎさ,中村泰大,
小原 直,向井陽美,玉岡 晃：

脊髄円錐・馬尾症候群で発症した悪性リンパ腫の1例
第9回茨城県脊髄・脊椎研究会（つくば）11月,2007

No.54 高橋孝治,中馬越清隆,辻 浩史,水谷太郎,玉岡 晃：
有機リン中毒にて中間症候群およびパーキンソニズムを認めた1例

第549回日本内科学会関東地方会（東京）11月,2007
No.55 谷口 悠,中馬越清隆,保坂 愛,田中由基子,儘田直美,坂本 透,玉岡 晃:

急性ニューロパチーで発症し,水頭症を合併したサルコイドーシスの1例
第2回筑波神経内科懇話会（つくば）11月,2007
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No.56 保坂 愛,中馬越清隆,斉藤安洋,向井陽美,玉岡 晃：
脊髄円錐・馬尾症候群で発症した血管内悪性リンパ腫症の66歳女性例

第183回日本神経学会関東地方会（東京）12月,2007
No.57 儘田直美,石井亜紀子,保坂 愛,玉岡 晃：

過換気発作で発症した横隔膜粗動の1例
第550回日本内科学会関東地方会（東京）12月,2007

班研究報告
No.1 玉岡 晃,原田祐嗣,石井一弘：

スタチン服用群における髄液Aβ分子種の検討
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業

アミロイドーシスに関する調査研究
平成18年度総括・分担研究報告書,pp58-60,2007

No.2 玉岡 晃,原田祐嗣,石井一弘：
スタチン服用群における髄液Aβ分子種の検討

厚生労働省難治性疾患克服研究事業アミロイドーシスに関する調査研究班･
アミロイドーシスの画期的診断・治療法に関する研究班

平成18年度合同研究報告会,2月,2007
No.3 玉岡 晃,冨所康志,BlasFrangione,JorgeGhiso：

FamilialDanishDementia（家族性デンマーク型認知症）：典型的老人斑を欠いたADan及び
Aβの共沈着

厚生労働省難治性疾患克服研究事業アミロイドーシスに関する調査研究班・
アミロイドーシスの画期的診断・治療法に関する研究班

平成18年度合同研究報告会,2月,2007
No.4 玉岡 晃,冨所康志,BlasFrangione,JorgeGhiso:

FamilialDanishDementia（家族性デンマーク型認知症）：
典型的老人斑を欠いたADan及びAβの共沈着

厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業
アミロイドーシスに関する調査研究

平成18年度総括・分担研究報告書,pp61-63,2007
No.5 上野友之,黒田博子,古矢直己,河野 豊,馬場 健,冨所康志,永田博司,玉岡 晃：

慢性虚血ラットモデルにおけるアミロイドβ蛋白の発現
文部科学省特定疾患「病態脳」平成19年度夏の班会議,8月,2007

No.6 玉岡 晃,織田彰子,荒木 亘,上野友之,永田博司,冨所康志：
酸化ストレスによるBACE1発現変化とアミロイドβ蛋白との相関に関する研究

文部科学省特定領域研究「病態脳」平成19年度班会議,12月,2007
No.7 青柳浩史,玉岡 晃,長谷川成人：

タウ,αシヌクレイン,アミロイドβ蛋白を介した神経変性の解明と治療に関する研究
文部科学省特定領域研究「病態脳」平成19年度班会議,12月,2007
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No.8 石井一弘：
化学兵器由来と考えられるジフェニルアルシン酸中毒の臨床学的研究と治療法の開発

平成16年度～平成18年度科学研究費補助金（基盤研究（C））研究成果報告書,2007
No.9 柴田康行,田中 敦,梅津豊司,今井裕恵,石井一弘,細谷朋子,吉兼光葉,伊藤安紀,

伊藤智雄,神 和夫,千葉真弘：
生物試料中ジフェニルアルシン酸（DPAA）及び関連化合物の分析方法の向上に関する研
究

「平成18年度ジフェニルアルシン酸等の健康影響に関する調査研究」
研究報告,pp5-10,2007

No.10 平野靖史郎,石井一弘,小林弥生,水村綾乃：
薬剤を用いたジフェニルアルシン酸（DPAA）の体外排泄機構の解明
「平成18年度ジフェニルアルシン酸等の健康影響に関する調査研究」

研究報告,pp35-48,2007
No.11 石井一弘,武田 徹,玉岡 晃,朝田 隆,南 学,小関 迪：

若年層における脳血流シンチグラフ（123I-IMP-SPECT）の正常対照群データベース作成
「平成18年度ジフェニルアルシン酸等の健康影響に関する調査研究」

研究報告,pp59-64,2007
No.12 石井賢二,織田圭一,川崎敬一,橋本昌也,石川雅智,石渡喜一,石井一弘：

ジフェニルアルシン酸(DPAA)等有機ヒ素化合物ばく露者における脳ポジトロンCT(PET)
の解析に関する研究

｢平成18年度ジフェニルアルシン酸等の健康影響に関する調査研究｣
研究報告,pp73-78,2007

その他
No.1 石井一弘：

飲料水中有機ヒ素化学物中毒について
生物化学剤の脅威とその対処（つくば）1月,2007

No.2 玉岡 晃：
アルツハイマー型認知症の臨床と早期発見

きぬ医師会学術講演会（つくばみらい）2月,2007
No.3 玉岡 晃,古庄健太郎,萩原直木,渡辺雅彦,吉沢和朗：

今後の脳梗塞慢性期治療－茨城県下での脳梗塞慢性期管理における抗血小板薬のあり方を
考える－

座談会 専門医が語る脳血管疾患の最新の話題（つくば）2月,2007
No.4 石井一弘,武田 徹,石井賢二,岩崎信明,玉岡 晃：

飲用水中有機砒素化学物中毒について
自衛隊中央病院セミナー（東京）2月,2007

No.5 玉岡 晃：
アルツハイマー病の分子病態と治療－アミロイドカスケードを中心に－

第16回新潟臨床痴呆懇話会（新潟）3月,2007
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No.6 玉岡 晃：
パーキンソン病の基礎知識と日常生活

パーキンソン病講演会（つくば）3月,2007
No.7 渡邊雅彦：

パーキンソン病の臨床
第1回つくばPDセミナー（つくば）3月,2007

No.8 渡邊雅彦：
パーキンソン病全般について

常陸･下野パーキンソン病フォーラム（結城）4月,2007
No.9 渡邊雅彦：

脳梗塞の2次予防における積極的脂質低下療法
臨床血管障害フォーラム･頸動脈エコーの実践とエビデンス（牛久）4月,2007

No.10 渡邊雅彦：
脳梗塞慢性期治療

つくば薬剤師会研修会（つくば）4月,2007
No.11 冨所康志

家族性デンマーク型認知症とアルツハイマー病脳におけるアミロイド分子の翻訳後修飾と
切断 －新たな治療戦略を求めて－

第139回つくばブレインサイエンス協会セミナー（つくば）4月,2007
No.12 渡邊雅彦：

脳梗塞の二次予防と抗血小板療法
古河市医師会学術講演会（古河）6月,2007

No.13 玉岡 晃：
アルツハイマー病とレビー小体型認知症の分子病態と治療

第16回徳島神経難病治療薬研究会（徳島）7月,2007
No.14 渡邊雅彦：

パーキンソン病の臨床診断と治療
真壁医師会学術講演会（筑西）10月,2007

No.15 渡邊雅彦：
頚動脈エコーの実践とエビデンス

真壁医師会学術講演会（筑西）10月,2007
No.16 石井一弘：

9/18アルツハイマー型認知症の診断と治療
平成19年度第6回薬剤師集合研修会（茨城）9月,2007
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皮膚科グループ（2007年）

原 著
No.1 KawachiY,ItohM,FujisawaY,BannoT,TakahashiT,OtsukaF:

EpidermalcellnecrosiswithdirectepidermalinfiltrationofEB-ER-positiveTlymphocytes

inapatientwithEpstein-Barr-virus-associatedhemophagocyticsyndrome.

BrJDermatol157(5),1053-1056,2007

No.2 SatoH,NakamuraY,TakahashiT,OtsukaF:
ConcordantlymphomaofcutaneousanaplasticlargecelllymphomaandsystemicB-cell

leukemia.

BrJDermatol157(5),1060-1061,2007

No.3 NakamuraY,XuX,SaitoY,TateishiT,TakahashiT,KawachiY,OtsukaF:
DeepcutaneousinfectionbyFusarium solaniinahealthychild:successfultreatmentwith

localheattherapy.

JAmAcadDermatol56(5),873-877,2007

No.4 NakamuraY,KawachiY,XuX,IshiiY,SakuraiH,TakahashiT,OtsukaF:
ThecombinationofubiquitoustranscriptionfactorAP-1andSp1directskeratinocyte-

specificanddifferentiation-specificgeneexpressioninvitro.

ExpDermatol16(2),143-150,2007

No.5 NakamuraY,OkajimaK,OtsukaF,OharaK:
Solitaryfibroustumorattachedtothecervicalvertebra.

DermatolSurg33(4),500-504,2007

No.6 NakamuraY,XuX,TakahashiT,UsuiT,OtsukaF:
Intermuscularleiomyomaofdeepsofttissuearisinginthelowerchest.

DermatolSurg33(8),986-989,2007

No.7 MaruyamaH,KawachiY,FujisawaY,ItohS,FurutaJ,IshiiY,TakahashiT,HashimotoT,
OtsukaF:

IgA/IgGpemphiguspositiveforanti-desmoglein1autoantibody.

EurJDermatol17(1),94-95,2007

No.8 KawachiY,MaruyamaH,FurutaJ,FujisawaY,NakamuraY,TakahashiT,OtsukaF:
Cutaneousdeepnecrosiswithdermatomysitis:correlationwithinterstitialpneumonia.

EurJDermatol17(4),345-346,2007

No.9 NamikawaK,NakamuraY,TakahashiT,OtsukaF:
IstheMAPKpathwayinvolvedintheaggressivityofMerkelcellcarcinoma?

EurJDermatol17(6),556,2007

No.10 IshizakiK,YamazakiA,YohK,NakanoT,ShimohataH,MaedaA,FujiokaY,MoritoN,

KawachiY,ShibuyaK,OtsukaF,ShibuyaA,TakahashiS:
Th1andtype1cytotoxicTcellsdominateresponsesinT-betoverexpressiontransgenic

micethatdevelopcontactdermatitis.

JImmunol178(1),605-612,2007

１０７

皮膚科グループ（2007年）



No.11 EnomotoH,NoguchiE,IijimaS,TakahashiT,HayakawaK,ItoM,KanoT,AokiT,
SuzukiY,KagaM,TamariM,ShioharaT,OtsukaF,ArinamiT:
Singlenucleotidepolymorphism-based genome-widelinkageanalysisin Japaneseatopic

dermatitisfamilies.

BMCDermatol7,5,2007

No.12 NobeyamaY,Okochi-TakadaE,FurutaJ,MiyagiY,KikuchiK,YamamotoA,NakanishiY,
NakagawaH,UshijimaT:

Silencingoftissuefactorpathwayinhibitor-2geneinmalignantmelanomas.

IntJCancer121(2),301-307,2007

No.13 堀 延未,古田淳一,丸山 浩,伊藤周作,石井良征,高橋毅法,大塚藤男：
皮下膿瘍を伴った壊疽性膿皮症

日本皮膚科学会雑誌117(1),49-52,2007
No.14 中村泰大,大塚藤男：

皮膚の潰瘍 下腿潰瘍
日本皮膚科学会雑誌117(10),1575-1584,2007

No.15 中村貴之,伊藤周作,市川栄子,川内康弘,大塚藤男：
硬化性萎縮性苔癬に生じた有棘細胞癌の1例

皮膚臨床49(5),563-566,2007
No.16 岡崎有貴子,石井良征,田口詩路麻：

多発性皮膚線維腫―両手に多発した症例―
皮膚臨床49(5),621-623,2007

No.17 中村貴之,伊藤周作,古田淳一,川内康弘,大塚藤男：
放射線照射部位に多発した表在型基底細胞癌

皮膚臨床49(9),997-998,1091-1094,2007
No.18 佐藤寛子,中村泰大,高橋毅法,梅林芳弘,川内康弘,大塚藤男：

Spindlecellhemangioendotheliomaの1例
臨皮61(4),370-372,2007

No.19 佐藤寛子,有馬礼人,南野道子,藤澤康弘,中村泰大,高橋毅法,大塚藤男：
背部に生じたグロムス腫瘍の1例

臨皮61(6),441-443,2007
No.20 古田淳一：

壊疽性膿皮症
皮膚病診療29(10),1173-1176,2007

No.21 伊藤周作,中村泰大,川内康弘,大塚藤男：
膝窩リンパ節郭清術の手技・手順について

日本皮膚外科学会誌11(1),44-45,2007
No.22 田口詩路麻,石井良征,伊藤周作,藤澤康弘,高橋毅法,梅林芳弘,川内康弘,大塚藤男：

悪性黒色腫の姉妹例
SkinCancer22(3),320-324,2007
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No.23 古田淳一：
ヒトメラノーマにおけるDNAメチル化異常

医薬の門47(4),424-426,2007
No.24 川内康弘：

紫外線照射による酸化ストレス応答因子Nrf2の活性化とその細胞保護作用
太陽紫外線防御研究委員会学術報告17(1),51-53,2007

No.25 川内康弘,中村泰大,許 雪珠,高橋毅法,大塚藤男：
UbiquitoustranscriptionfactorAP-1,Sp1によるケラチノサイト分化特異的発現制御

角化症研究会記録集21,123-127,2007

総 説
No.1 中村泰大,大塚藤男：

悪性腫瘍について知っておきたいこと 悪性黒色腫に対する化学療法は？
JOHNS23(3),476-478,2007

No.2 大塚藤男：
知っておきたい小児の皮膚病、全身性疾患の皮膚症状,母斑症

小児科臨床60,1477-1483,2007
No.3 大塚藤男：

母斑･母斑症 update（編集･企画）
Derma134,1-82,2007

No.4 大塚藤男：
神経線維腫症Ⅰ型

Derma134,31-36,2007

著 書
No.1 大塚藤男：

母斑症
今日の処方 改訂4版（浦部晶夫ら編）

南江堂,東京,784,2007
No.2 大塚藤男：

皮膚癌
今日の処方 改訂4版（浦部晶夫ら編）

南江堂,東京,784-785,2007
No.3 大塚藤男：

悪性黒色腫
今日の処方 改訂4版（浦部晶夫ら編）

南江堂,東京,786,2007
No.4 大塚藤男：

悪性リンパ腫
今日の処方 改訂4版（浦部晶夫ら編）

南江堂,東京,787,2007

１０９

皮膚科グループ（2007年）



No.5 大塚藤男：
にきび（痤瘡）・酒さ

今日の処方 改訂4版（浦部晶夫ら編）
南江堂,東京,788,2007

No.6 大塚藤男：
汗疱・あせも・わきが

今日の処方 改訂4版（浦部晶夫ら編）
南江堂,東京,788-789,2007

No.7 大塚藤男：
そばかす（雀卵斑）・しみ（肝斑）

今日の処方 改訂4版（浦部晶夫ら編）
南江堂,東京,789,2007

No.8 大塚藤男：
尋常性白斑

今日の処方 改訂4版（浦部晶夫ら編）
南江堂,東京,789-790,2007

No.9 大塚藤男：
口囲皮膚炎・酒さ様皮膚炎

今日の処方 改訂4版（浦部晶夫ら編）
南江堂,東京,790,2007

No.10 大塚藤男：
ふけ症

今日の処方 改訂4版（浦部晶夫ら編）
南江堂,東京,791,2007

No.11 大塚藤男：
脱毛症

今日の処方 改訂4版（浦部晶夫ら編）
南江堂,東京,791,2007

No.12 大塚藤男：
細菌性感染症（癤・癰）

今日の処方 改訂4版（浦部晶夫ら編）
南江堂,東京,792,2007

No.13 大塚藤男：
褥瘡

今日の処方 改訂4版（浦部晶夫ら編）
南江堂,東京,792,2007

No.14 大塚藤男：
下腿潰瘍

今日の処方 改訂4版（浦部晶夫ら編）
南江堂,東京,793,2007
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No.15 川内康弘：
色素性蕁麻疹

皮膚疾患最新の治療2007-2008
南江堂,東京,218,2007

学会発表
No.1 川内康弘,古田淳一,伊藤周作,大塚藤男,小池裕美子,狩野俊幸：

TS-1投与により皮疹の悪化をみた皮膚筋炎の2例
第30回皮膚脈管膠原病研究会（横浜）1月,2007

No.2 古田淳一,大塚藤男：
当科で最近経験した食物依存性運動誘発アナフィラキシーの3例

第12回茨城皮膚アレルギー懇話会（つくば）2月,2007
No.3 古田淳一：

ヒトメラノーマにおけるDNAメチル化異常
第8回東京皮膚フォーラム（東京）2月,2007

No.4 古田淳一,川内康弘,大塚藤男：
大動脈炎症候群に合併した壊疽性膿皮症

第70回日本皮膚科学会東京支部学術大会（東京）2月,2007
No.5 柴田倫子,中村貴之,古田淳一,市川栄子,大塚藤男：

妊婦に生じた溶連菌感染合併スイート病
第63回日本皮膚科学会茨城地方会（つくば）3月,2007

No.6 中村貴之,伊藤周作,市川栄子,川内康弘,大塚藤男：
放射線照射部位に多発した表在拡大型基底細胞癌

第63回日本皮膚科学会茨城地方会（つくば）3月,2007
No.7 中村泰大,福田欣孝,大塚藤男：

基底細胞癌切除後の鼻翼部全層欠損に対する硬口蓋粘膜移植および皮下茎皮弁による再建
第63回日本皮膚科学会茨城地方会（つくば）3月,2007

No.8 丸山 浩,中村貴之,伊藤周作,川内康弘,大塚藤男：
ツツガムシ病の1例

第63回日本皮膚科学会茨城地方会（つくば）3月,2007
No.9 川内康弘：

紫外線照射による酸化ストレス応答因子Nrf2の活性化とその細胞保護作用
第17回太陽紫外線防御研究委員会シンポジウム（東京）3月,2007

No.10 大塚藤男：
紫外線に長年あたっているとこんなふうになる～しみ、しわ、皮膚がんの話～

太陽紫外線防御研究委員会第13回公開セミナー
「いつまでも美しく健康に～太陽と上手に付き合おう～」（東京）3月,2007

No.11 古田淳一：
小児の毛孔性紅色粃糠疹の2例

皮膚フォロム（つくば）3月,2007

１１１

皮膚科グループ（2007年）



No.12 藤澤康弘,鍋倉 宰,小野寺雅史,川内康弘,大塚藤男：
悪性黒色腫に対する有効な免疫療法の確立 高力価レトロウイルスベクターGCDdNsam
による樹状細胞への腫瘍抗原の導入

第106回日本皮膚科学会総会（横浜）4月,2007
No.13 大塚藤男：

皮膚悪性腫瘍の予後統計調査の今後（教育講演）
第23回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会（新潟）5月,2007

No.14 中村泰大,高橋毅法,大塚藤男：
有棘細胞癌リンパ節転移のriskfactorに関する検討－効率よくセンチネルリンパ節生検を
行うために－

第23回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会（新潟）5月,2007
No.15 中村貴之,藤澤康弘,中村泰大,大塚藤男：

亀頭および尿道への浸潤を伴ったPaget病における陰茎の形態温存手術
第23回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会（新潟）5月,2007

No.16 川内康弘,廣田綾子,許 雪珠,中村泰大,高橋毅法,大塚藤男：
紫外線照射による酸化ストレス応答因子Nrf2の活性化とその細胞保護作用

第13回新群筑皮膚合同研究会（新潟）5月,2007
No.17 許 雪珠,川内康弘,中村泰大,高橋毅法,大塚藤男：

サンバーン反応におけるNrf2の皮膚保護作用
第13回新群筑皮膚合同研究会（新潟）5月,2007

No.18 古田淳一：
携帯型小型顕微鏡の臨床使用経験

第23回日本臨床皮膚科医会総会（広島）5月,2007
No.19 中村泰大,大塚藤男,薄井尊信,福田欣孝：

高齢者の局所麻酔下での手術はどこまで可能か？
第22回日本皮膚外科学会

第25回日本臨床皮膚外科学会合同学術大会（東京）6月,2007
No.20 伊藤周作,中村泰大,丸山 浩,並川健二郎,川内康弘,大塚藤男：

Lateralorbitalflap＋硬口蓋粘膜移植にて再建した下眼瞼有棘細胞癌
第22回日本皮膚外科学会

第25回日本臨床皮膚外科学会合同学術大会（東京）6月,2007
No.21 川内康弘,丸山 浩,伊藤周作,大塚藤男：

糖尿病性足潰瘍の1例――鑑別とケア
第6回茨城創傷治癒フォーラム（つくば）6月,2007

No.22 古田淳一：
稀な菌種Nocardiatransvalensisによる皮膚ノカルジア症

茨城医真菌研究会（つくば）6月,2007
No.23 岩重英恵,古田淳一,大塚藤男：

ドセタキセルの血管外漏出により生じた皮膚障害
第64回日本皮膚科学会茨城地方会（日立）7月,2007
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No.24 中村貴之,古田淳一,市川栄子,川内康弘,大塚藤男：
遺伝子組換型インターフェロンβ皮下注により脂肪織炎、皮膚潰瘍を生じた2例

第64回日本皮膚科学会茨城地方会（日立）7月,2007
No.25 堀 延未,柴田倫子,丸山 浩,古田淳一,大塚藤男：

腹痛,血便を伴ったアナフィラクトイド紫斑の1例
第64回日本皮膚科学会茨城地方会（日立）7月,2007

No.26 古田淳一：
ニューキノロン系抗生物質によるアナフィラキシーの一例

皮膚研究会（つくば）7月,2007
No.27 中村泰大,伊藤周作,古田淳一,大塚藤男：

StageⅠ悪性黒色腫転移例に関する検討
平成19年度厚生労働省がん研究助成金第1回班会議（東京）8月,2007

No.28 古田淳一,大塚藤男：
小児の毛孔性紅色粃糠疹の2例

第22回角化症研究会（東京）8月,2007
No.29 川内康弘,中村泰大,高橋毅法,大塚藤男：

Ubiquitousに発現する転写因子AP-1,Sp1によるケラチノサイト分化特異的遺伝子発現制
御

第14回新群筑皮膚合同研究会（つくば）9月,2007
No.30 古田淳一,大塚藤男：

強膜炎を併発した乾癬性関節炎の一例
第22回乾癬学会（三重）9月,2007

No.31 古田淳一,丸山 浩,石井良征,大塚藤男：
全身に特異疹をみとめたangioimmunoblasticT-celllymphomaの1例

第71回日本皮膚科学会東部支部学術大会（札幌）9月,2007
No.32 堀 延未,丸山 浩,伊藤周作,石井良征,大塚藤男：

Ossifyingfibromyxoidtumorの1例
第71回日本皮膚科学会東部支部学術大会（札幌）9月,2007

No.33 古田淳一,大塚藤男：
小麦による食物依存性運動誘発アナフィラキシーの3例

第58回日本皮膚科学会中部支部学術大会（京都）9月,2007
No.34 榎本久子,野口恵美子,大塚藤男,有波忠雄：

日本人アトピー性皮膚炎家系を用いた全ゲノム連鎖解析
第57回日本アレルギー学会秋季学術大会（横浜）9月,2007

No.35 中村貴之,中村泰大,川内康弘,大塚藤男：
多発するvenousaneurysmを契機に診断したKlippel-Trenaunay症候群

第59回日本皮膚科学会西部支部学術大会（宮崎）10月,2007
No.36 中村貴之,中村泰大,大塚藤男：

脈絡膜悪性黒色腫多発肝転移に対するシスプラチン肝動注、塞栓療法後に生じた腫瘍崩壊
症候群

平成19年度厚生労働省がん研究助成金第2回班会議（東京）10月,2007
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No.37 大塚藤男：
膠原病と皮膚病変

水戸市医師会学術講演会（水戸）11月,2007
No.38 堀 延未,中村貴之,中村泰大,川内康弘,大塚藤男：

Poroidhidradenomaの2例
第65回日本皮膚科学会茨城地方会（水戸）11月,2007

No.39 中村貴之,中村泰大,藤澤康弘,川内康弘,大塚藤男：
Bilobedflapによる顔面腫瘍切除後皮膚欠損の再建

第65回日本皮膚科学会茨城地方会（水戸）11月,2007
No.40 田中亮多,古田淳一,大塚藤男：

インターフェロンアルファ-2bとリバビリン投与後に生じた乾癬様皮疹
第65回日本皮膚科学会茨城地方会（水戸）11月,2007

No.41 古田淳一,丸山 浩,川内康弘,大塚藤男：
トシル酸トスフロキサシン製剤による固定薬疹と塩酸モキシフロキサシン製剤によるアナ
フィラキシーの合併例

第37回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会（名古屋）12月,2007
No.42 中村泰大,高橋毅法,佐藤寛子,許 雪珠,川内康弘,大塚藤男：

神経線維腫細胞に対するtumornecrosisfactoralphaの増殖能への影響－第2報－
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業

「神経皮膚症候群に関する調査研究班」
平成19年度総会（福岡）12月,2007

班研究報告
No.1 大塚藤男,中村泰大,許 雪珠,川内康弘：

神経線維腫細胞に対するtumornecrosisfactoralphaの増殖能への影響に関する研究
厚生労働科学研究研究費補助金難治性疾患克服研究事業

「神経皮膚症候群に関する調査研究班」
平成18年度総括・分担研究報告書,85-90,2007

No.2 中山樹一郎,大塚藤男,大野耕策,片山一朗,佐谷秀行,土田哲也,中川秀巳,中村耕三,
樋野興夫,水口 雅,吉田 純,古村南夫,縣 俊彦：

総括研究報告書 神経皮膚症候群に関する研究
厚生労働科学研究研究費補助金難治性疾患克服研究事業

「神経皮膚症候群に関する調査研究班」
平成18年度総括・分担研究報告書,1-7,2007

No.3 縣 俊彦,松平 透,清水英佑,吉田雄一,中山樹一郎,金城芳秀,黒沢美智子,稲葉 裕,
柳 修平,新村眞人,大塚藤男,西川浩昭,柴崎智美,永井正規,中村好一,渡邉 至,
金田真理,斉藤 清,吉田 純：

神経皮膚症候群全国疫学調査による患者数推計
厚生労働科学研究研究費補助金難治性疾患克服研究事業

「神経皮膚症候群に関する調査研究班」
平成18年度総括・分担研究報告書,8-13,2007
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No.4 縣 俊彦,松平 透,清水英佑,吉田雄一,中山樹一郎,金城芳秀,黒沢美智子,柳 修平,
新村眞人,大塚藤男,西川浩昭,柴崎智美,永井正規：

厚生労働省臨床個人調査,全国疫学調査から見たNF2患者の特性
厚生労働科学研究研究費補助金難治性疾患克服研究事業

「神経皮膚症候群に関する調査研究班」
平成18年度総括・分担研究報告書,14-27,2007

No.5 縣 俊彦,松平 透,清水英佑,佐野浩斎,稲葉 裕,吉田雄一,中山樹一郎,金城芳秀,
柳 修平,佐伯圭一郎,新村眞人,大塚藤男,吉田 純,金田真理,中村好一,玉腰暁子,
柴崎智美,永井正規：
NF1定点モニタリングでの臨床像、予後の把握－途中経過－

厚生労働科学研究研究費補助金難治性疾患克服研究事業
「神経皮膚症候群に関する調査研究班」

平成18年度総括・分担研究報告書,28-35,2007

その他
No.1 大塚藤男：

暮しと健康相談室 尋常性白斑の治療法
暮しと健康62(3),79,2007

No.2 大塚藤男：
皮膚病変とメディカルメイク－治療意欲の向上とQOLの改善を目指して－

メディカルメイク
NPO法人メディカルメイクメイクアップアソシエーション

東京,69-71,2007
No.3 大塚藤男：

シンポジウム組織会長
太陽紫外線防御研究委員会第17回シンポジウム

「生物環境としての太陽紫外線」
（東京）3月,2007

No.4 大塚藤男：
公開セミナー組織会長

太陽紫外線防御研究委員会第13回公開セミナー
「いつまでも美しく健康に～太陽と上手に付き合おう～」

（東京）3月,2007
No.5 川内康弘：

筑波大学附属病院で経験した最近の症例供覧（特別講演）
日立皮膚科懇話会（日立）5月,2007

No.6 川内康弘：
膠原病の皮膚症状

真壁医師会筑西支部生涯教育研修会（筑西）6月,2007
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感染症科グループ（2007年）

原 著
No.1 KikkawaH,HitomiS,WatanabeM:

Prevalenceoftoxin-A-non-producing/toxin-B-producingClostridium difficileintheTsukuba-

TsuchiuraDistrict,Japan

JInfectChemother13(1),35-38,2007

No.2 GotoM,HitomiS,IshiiT:
AcaseofbacterialarthiritiscausedbyLeptotrichiaaminiionii

JClinMicrobiol45(6),2082-2083,2007

総 説
No.1 小金丸博：

MRSAに関するヨーロッパのガイドライン－英国のガイドラインを中心に－
感染制御3,56-60,2007

No.2 人見重美：
メチシリン耐性黄色ブドウ球菌に対する広域βラクタムとグリコペプチドの相互作用

診療と新薬 44(9),1075-1080,2007

学会発表
No.1 小金丸博,栗原陽子,人見重美：

VanC型腸球菌による菌血症例の検討
第56回日本感染症学会東日本地方会,2007

No.2 栗原陽子,小金丸博,人見重美：
神経梅毒の8症例

第56回日本感染症学会東日本地方会,2007
No.3 佐藤希美,小金丸博,人見重美：

茨城県内の地域医療施設におけるHIV感染者の受入れ体制
第56回日本感染症学会東日本地方会,2007

No.4 小金丸博：
Entecavir投与中に判明したHIV感染症

第20回茨城HIV感染症研究会,2007
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形成外科グループ（2007年）

原 著
No.1 遠藤隆志：

自家軟骨移植による隆鼻術
形成外科 50(4),443-449,2007

No.2 佐々木薫,富樫真二,畑寿太郎,遠藤隆志,中山凱夫：
まれな顔面裂の3例について

日本形成外科学会会誌 27(5),369-374,2007

No.3 富樫真二,中山凱夫,遠藤隆志,畑寿太郎,芳賀康史：
Basket-weave法による口輪筋再建の有用性

日本形成外科学会会誌 27(9),617-623,2007

学会発表
No.1 富樫真二,中山凱夫,遠藤隆志,畑寿太郎,芳賀康史：

人中稜形成におけるBasket-weave法による口輪筋形成の有用性の検証
第50回日本形成外科学会総会・学術集会（東京）4月2007

No.2 佐々木正浩,富樫真二,遠藤隆志,畑寿太郎,中山凱夫,芳賀康史：
副耳40症例の検討

第50回日本形成外科学会総会・学術集会（東京）4月,2007
No.3 小林友哉,遠藤隆志,畑寿太郎,富樫真二,佐々木薫,佐々木正浩,中山凱夫：

下腹壁動静脈の解剖学的破格が認められた腹直筋皮弁の一例
第50回日本形成外科学会総会・学術集会（東京）4月,2007
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乳腺・甲状腺・内分泌外科グループ（2007年）

原 著
No.1 IsobeK,TakekoshiK,MinowadaS,TatsunoI,SuzukawaK,NissatoS,NanmokuT,

HaraH,YashiroT,KawakamiY:
NovelGermlineMutationsintheSDHBandSDHDGenesinJapanesePheochromocytomas

No.2 YanagisawaK,YamamotoM,UenoE,OhkouchiN:
Synchronousrectalmetastasisfrominvasivelobularcarcinomaofthebreast

JGastroenterclogyandHepatology2,601-605,2007

No.3 YanoY,KammaH,MatsumotoH,FujiwaraM,BandoH,HaraH,YashiroT,UenoE,
ItoK,UchidaK:

Growthsuppressionofthyroidcancercellsbyadenylcyclaseactivator

OncologyReports18,441-445,2007

No.4 BandoH.:
VascularEndothelialGrowthFactorandBevacitumabinBreastCancer

BreastCancer14(2),163-173,2007

総 説
No.1 植野 映：

1．乳癌の診断（2）乳腺の画像診断 乳腺エコーの読み方
コンセンサス癌治療 6(1),14-17,2007

No.2 植野 映：
デジタルマンモグラフィー時代を迎えて デジタル乳房超音波

Medical139(3),270-275,2007

No.3 植野 映：
産婦人科新画像診断 乳房

産科と婦人科 74(Suppl.),233-238,2007

No.4 鯨岡結賀,植野 映：
これだけはおさえておきたい正常画像と異常画像の見方 乳房

ExpertNurse7,131,2007

No.5 植野 映,原 尚人：
レジデントのための内分泌外科の常識 甲状腺外科的疾患の診断と治療指針

外科治療897(2),139-146,2007
No.6 植野 映：

乳房超音波の基礎と組織特性からみた読影
産婦人科治療 95(5),474-479,2007

No.7 坂東裕子：
BreastandEndocrineTumor乳癌（原発性乳癌）Ⅱ診断学に関する進歩

癌と化学療法34(13),224-227,2007
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No.8 坂東裕子：
乳癌のホルモン療法－最新の動向 閉経前乳癌の内分泌療法

医学のあゆみ221(2),153-159,2007
No.9 坂東裕子：

乳癌－アンスラサイクリンを中心に
医学のあゆみ222(13),1023-1029,2007

No.10 坂東裕子：
がん診療の最前線 乳癌における新規薬剤

最新医学62(6),1304-1316,2007

著 書
No.1 植野 映：

12．内分泌疾患 急性乳腺炎,乳輪下膿瘍
今日の治療指針2007年版私はこう治療している（山口 徹,北原光夫,福井次矢編）

医学書院（東京）558-559,2007
No.2 植野 映：

Ⅷ．乳房
外科手術手技図鑑（幕内雅敏監修,杉原健一,高山忠利,高井計弘編）

永井書店（東京）350-397,2007
No.3 八代 享：

Ⅱ甲状腺/3．手術適応決定のKnack&Pitfalls 1）バセドウ病の手術適応
内分泌外科の要点と盲点 第2版（幕内雅敏監修,小原孝男編）

文光堂（東京）62-64,2007
No.4 植野 映：

術後の経過観察と再発の画像診断
新しい診断と治療のABC51乳癌 内分泌5.（遠藤登喜子編）

最新医学社（大阪）136-140,2007
No.5 八代 享：

Ⅱ甲状腺/3．手術適応決定のKnack&Pitfalls 2）甲状腺良性結節の手術適応
内分泌外科の要点と盲点 第2版（幕内雅敏監修,小原孝男編）

文光堂（東京）65-67,2007
No.6 八代 享：

Ⅱ甲状腺/3．手術適応決定のKnack&Pitfalls 3）甲状腺癌の手術適応
内分泌外科の要点と盲点 第2版（幕内雅敏監修,小原孝男編）

文光堂（東京）68-72,2007
No.7 原 尚人：

Ⅱ甲状腺/8．甲状腺内視鏡手術のKnack&Pitfalls 2）内視鏡補助下甲状腺手術③創縁プロ
テクターによる工夫

内分泌外科の要点と盲点 第2版（幕内雅敏監修,小原孝男編）
文光堂（東京）188-199,2007

１１９

乳腺・甲状腺・内分泌外科グループ（2007年）



No.8 原 尚人：
Ⅲ副甲状腺 1）副甲状腺解剖把握のKnack&Pitfalls

内分泌外科の要点と盲点 第2版（幕内雅敏監修,小原孝男編）
文光堂（東京）202-206,2007

No.9 原 尚人：
Ⅲ副甲状腺/2．副甲状腺機能亢進症診断のKnack&Pitfalls 1）原発性副甲状腺機能亢進症

内分泌外科の要点と盲点 第2版（幕内雅敏監修,小原孝男編）
文光堂（東京）207-209,2007

No.10 原 尚人：
Ⅲ副甲状腺/6．内視鏡下副甲状腺摘出手術のKnack&Pitfalls 2）鎖骨下アプローチ

内分泌外科の要点と盲点 第2版（幕内雅敏監修,小原孝男編）
文光堂（東京）252-253,2007

No.11 植野 映：
1章 乳房超音波の基礎 乳房の超音波解剖

実践乳房超音波診断 基本操作,読影,最新テクニック（植野 映編）
中山書店（東京）21-25,2007

No.12 植野 映：
2章 基本操作と所見の見方 ラベリング

実践乳房超音波診断 基本操作,読影,最新テクニック（植野 映編）
中山書店（東京）66-67,2007

No.13 植野 映：
2章 基本操作と所見の見方 組織型別の超音波画像を知る 総論

実践乳房超音波診断 基本操作,読影,最新テクニック（植野 映編）
中山書店（東京）70,2007

No.14 植野 映：
2章 基本操作と所見の見方 組織型別の超音波画像を知る 髄様癌

実践乳房超音波診断 基本操作,読影,最新テクニック（植野 映編）
中山書店（東京）90-91,2007

No.15 植野 映：
2章 基本操作と所見の見方 超音波組織特性－超音波画像から組織型を判別するために

実践乳房超音波診断 基本操作,読影,最新テクニック（植野 映編）
中山書店（東京）140-145,2007

No.16 植野 映：
3章 乳房超音波の高機能検査と応用 fatlesionratio(FLR)

実践乳房超音波診断 基本操作,読影,最新テクニック（植野 映編）
中山書店（東京）202-203,2007

No.17 植野 映：
3章 乳房超音波の高機能検査と応用 超音波誘導下動注化学療法

実践乳房超音波診断 基本操作,読影,最新テクニック（植野 映編）
中山書店（東京）243-246,2007
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No.18 坂東裕子：
2章 基本操作と所見の見方 顆粒細胞腫

実践乳房超音波診断 基本操作,読影,最新テクニック（植野 映編）
中山書店（東京）136-137,2007

No.19 坂東裕子：
3章 乳房超音波の高機能検査と応用 エラストグラフィ 診断基準

実践乳房超音波診断 基本操作,読影,最新テクニック（植野 映編）
中山書店（東京）197-201,2007

No.20 坂東裕子：
3章 乳房超音波の高機能検査と応用 超音波誘導下穿刺術 超音波誘導下針生検

実践乳房超音波診断 基本操作,読影,最新テクニック（植野 映編）
中山書店（東京）221-225,2007

学会発表
No.1 石川智義,五本木武志,軍司直人,飯田浩行,中井玲子,原 尚人,折居和雄：

豊胸術施行30年後に発症した乳癌の一手術例
第214回茨城外科学会（つくば） 2月,2007

No.2 植野 映：
特別講演 乳房超音波の最前線

第21回長崎乳腺研究会（長崎）3月,2007
No.3 東野英利子,阿部井誠人,福永 潔,福田邦明,植野 映,南 学：

音速補正値を用いた脂肪肝診断の試み
日本超音波医学会第80回学術集会（鹿児島）5月,2007

No.4 田野井智則,坂東裕子,東野英利子,田村昌史,原 尚人,八代 享,野口雅之,植野 映：
広汎な非浸潤性成分が画像評価で診断困難であった浸潤性小葉癌の1例

第37回茨城乳腺疾患研究会（水戸）6月,2007
No.5 梅本 剛,坂東裕子,原 尚人,八代 享,山川 誠,椎名 毅,松村 剛,三竹 毅,

植野 映：
Invitroにおける乳房組織の弾性率測定

第37回茨城乳腺疾患研究会（水戸）6月,2007
No.6 田村昌史,坂東裕子,東野英利子,田野井智則,原 尚人,八代 享,野口雅之,植野 映：

乳癌術前化学療法開始前にセンチネルリンパ節生検によるリンパ節転移診断を行った2例
第37回茨城乳腺疾患研究会（水戸）6月,2007

No.7 植野 映,東野英利子,太田代紀子,植木浜一,根本ひろみ,戸張 慶子,村上 穆：
若年者の乳癌検診実績とその評価（ワークショップ）

第15回日本乳癌学会学術総会（横浜）6月,2007
No.8 坂東裕子,植野 映,東野英利子,八代 享,原 尚人,椎名 毅,脇 康治,松村 剛：

乳腺疾患に対する超音波Elastographyの有用性と今後の展望
第15回日本乳癌学会学術総会（横浜）6月,2007
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No.9 内田紗也香,坂東裕子,石井美帆,片山裕子,原 尚人,八代 享,植野 映：
進行・再発乳癌に対するピノレルビン治療症例の検討

第15回日本乳癌学会学術総会（横浜）6月,2007
No.10 石井美帆,坂東裕子,植野 映,片山裕子,原 尚人,八代 享,東野英利子,野口雅之：

乳癌術前化学療法の治療効果判定における超音波Elastographyの有用性
第15回日本乳癌学会学術総会（横浜）6月,2007

No.11 相田久美,坂東裕子,東野英利子,植野 映：
乳癌術前治療の効果判定：画像と病理所見の乖離の要因

第15回日本乳癌学会学術総会（横浜）6月,2007
No.12 植野 映,東野英利子,太田代紀子,植木浜一,根本ひろみ,戸張慶子,村上 穆：

乳房超音波検診の現状と未来（シンポジウム）
第15回日本がん検診・診断学会総会（京都）7月,2007

No.13 植野 映：
特別講演 乳房超音波の基礎と臨床

第1回日本産婦人科乳癌学会近畿支部学術集会（高槻）8月,2007
No.14 UenoE,TohnoE,BandoH:

InvitedSpeachBreastElastography

The6th BiennialMeetingoftheAsianBreastCancerSociety(HongKong)Sept,2007

No.15 植野 映：
教育口演 超音波のいろは

日本超音波医学会第34回関西地方学術集会（大阪）10月,2007
No.16 UenoE,UmemotoT,BandoH,TohnoE,WakiK,MatsumuraT:

NewQuantitativeMethodinBreastElastography:FatLesionRatio(FLA)

RadiologicalSocietyofNorthAmerica2007(Chicago)November,2007

その他
No.1 植野 映：

乳房検査に於ける超音波診断のポイント
第25回産婦人科MEセミナー（東京）1月,2007

No.2 植野 映：
乳房超音波検査の基礎と臨床

第11回神奈川USセミナー（横浜）1月,2007
No.3 植野 映：

乳がんについて
平成18年度がん予防推進員養成講習会（つくば）2月,2007

No.4 植野 映：
乳腺疾患の超音波組織特性,グループ講習テーマ Handson

JABTS主催第17回乳房超音波講習会（東京）2月,2007
No.5 植野 映：

乳房超音波診断の最前線
第17回金沢乳腺疾患フォーラム（金沢）4月,2007
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No.6 植野 映：
超音波の基礎および乳房疾患の超音波組織特性

第20回乳房超音波講習会（仙台）4月,2007
No.7 植野 映：

乳房超音波組織特性
第6回茨城乳腺画像フォーラム（水戸）6月,2007

No.8 植野 映：
乳房超音波の基礎と臨床

第4回あきた乳腺診断フォーラム（秋田）6月,2007
No.9 植野 映：

乳癌の超音波組織特性とその臨床応用
宮城乳癌画像研究会「第8回画像セミナー」（仙台）10月,2007
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循環器外科・呼吸器外科グループ（2007年）

原 著
No.1 野間美緒,厚美直孝,平松祐司,堀米仁志,高橋実穂,榎本佳治,松下昌之助,榊原 謙:

ねじ込み固定型心内膜双極ペーシングリードの心外膜心房リードとしての利用法
胸部外科 60(2),117-120,2月,2007

No.2 酒井光昭,伊藤博道,小貫琢哉,小澤雄一郎,中村亮太,臼井 亮,山本達生,石川成美,

鬼塚正孝,榊原 謙：
肺葉切除術・区域切除術に対する周術期予防的抗菌薬投与法の検討 術前術中投与法と術
後投与法の比較

日本呼吸器外科学会雑誌 21(2),104-110,3月,2007
No.3 AkishimaS,MatsushitaS,SatoF,HyodoK,ImazuruT,EnomotoY,NomaM,HiramatsuY,

ShigetaO,SakakibaraY:
Cigarette-smoke-inducedvasoconstrictionofperipheralarteries.Evaluationbysynchrotron

radiationmicroangiography.

CircJ71,418-422,4月,2007
No.4 IguchiK,OhG,OokawaK,YanagiK,SakaiM,YamamotoT,IshikawaS,OnizukaM:

Invivoobservationofpulmonarymicrometastasisofcoloncancerinnormalrats.

MicrovascRes73(3),206-213,5月,2007
No.5 TokunagaC,BatemanRM,BoydJ,WangY,RussellJA,WalleyKR:

Albuminresuscitationimprovesventricularcontractilityandmyocardialtissueoxygenationin

ratendotoxemia.

CriticalCareMedicine35,1341-1347,5月,2007
No.6 渡邉 寛，今水流智浩:

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌による敗血症性ショックと縦隔炎に外科治療及びlinezolid
（LZD）が奏効した1例

日本外科感染症学会雑誌 4(2),245-248,5月,2007
No.7 IchimuraH,OkazakiH,KikuchiK,SaitohT,HaraguchiN,OnizukaM:

Apseudoaneurysmalcystinthepulmonaryarterysecondarytolungsuppuration.

JThoracCardiovascSurg133(6),1678-1679,6月,2007
No8 YamaneT,MaruyamaO,NishidaM,KosakaR,SugiyamaD,MiyamotoY,KawamuraH,

KatoT,SanoT,OhkuboT,SankaiY,ShigetaO,TsutsuiT:
Hemocompatibilityofahydrodynamiclevitationcentrifugalbloodpump

JournalofArtificialOrgans10(2),71-76,6月,2007
No.9 BatemanRM,TokunagaC,KarecoT,DorscheidDR,WalleyKR:

Myocardialhypoxia-inducibleHIF-1α,VEGF,andGLUT1geneexpressionisassociated
withmicrovascularandICAM-1heterogeneityduringendotoxemia.

AmJPhysiolHeart-C293,448-456,7月,2007

１２４

循環器外科・呼吸器外科グループ（2007年）



No.10 加藤秀之,平松祐司,坂有希子,野間美緒,金本真也,阿部正一,榊原 謙:

肺動脈絞扼術後急速に進行した大動脈弁下狭窄に対して早期にDamus-Kaye-Stansel吻合を
要した大動脈弓低形成を伴う単心室症の1例

日本心臓血管外科学会雑誌 36,284-287,9月,2007
No.11 LiamP.Ryan,BenjaminM.Jackson,EnomotoY,LandiParish,TheodoreJ.Plappert,MartinG,

St.John-Sutton,RobertC.Gorman,JosephH.GormanIII:

Descriptionofregionalmitralannularnonplanarityinhealthyhumansubjects:A novel

methodology.

JThoracCardiovascSurg134(3),644-648,9月,2007
No.12 SuzukiH,IshikawaS,SatohH,IshikawaH,SakaiM,YamamotoT,OnizukaM,SakakibaraY:

PreoperativeCYFRA 21-1levelsasaprognosticfactorinc-stageInon-smallcelllung

cancer.

EurJCardiothoracSurg32(4),648-652,10月,2007
No.13 MatsushitaS,HyodoK,AkishimaS,SatoF,ImazuruT,TokunagaC,EnomotoY,HiramatsuY,

SakakibaraY:
ElucidationofMicrovascularResponseusingSynchrotronRadiationMicro-Angiography

PhotonFactoryActivityReport2006(PartA)HighlightandFacultyReport50-51,11月,2007
No.14 MatsushitaS,ImazuruT,HyodoK,SatoF,TokunagaC,EnomotoY,HiramatsuY,SakakibaraY:

Effectoferythropoietin on vascularregeneration ofmyocardialinfarction assessed by

synchrotronradiationcoronaryangiography.

PhotonFactoryActivityReport2006(PartB)264,11月,2007

著 書
No.1 鬼塚正孝（訳）：

Chapter8 呼吸系,ヒトの生物学（永田恭介監訳:FifthEdition,HumanBiology,Chiras
DD.ed）,

丸善 160-18112月15日,2007
No.2 石川成美：

胸郭の変形（ストレートバック症候群を含む）
別冊・医学のあゆみ，呼吸器疾患 StateofArtsVer.5，

北村 諭・工藤翔二・石井芳樹 編，医歯薬出版東京,500-5024月5日,2007

学会発表
No.1 五味聖吾,阿部正一,金本真也,平松祐司：

左心低形成症候群に対する新しい治療戦略－両側肺動脈絞扼術と乳児期ノーウッド手術
第64回茨城心臓血管研究会（水戸）1月,2007

No.2 西田正浩,木暮尚登,山根隆志,丸山 修,小阪 亮,山本好宏,桑名克之,山海嘉之,
筒井達夫:

MERAモノピボット遠心ポンプの流れ解析
第19回バイオエンジニアリング講演会（仙台）1月7日,2007
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No.3 松下昌之助,兵藤一行,今水流智浩,佐藤藤夫,榎本佳治,平松祐司,榊原 謙:

サイトカインを用いた血管再生の放射光による評価
フォトン・ファクトリー研究会（野田）1月27日,2007

No.4 佐藤藤夫,加藤秀之,坂有希子,池田晃彦,徳永千穂,榎本佳治,松下昌之助,平松祐司,

榊原 謙:

早期血栓閉塞型StanfordA型大動脈解離に対する治療方針の検討
第21回心臓血管外科ウィンターセミナー（立山）1月28日,2007

No.5 坂有希子,加藤秀之,池田晃彦,野間美緒,平松祐司,榊原 謙:

小児肥大型閉塞性心筋症に対するseptalmyectomyの経験
第141回日本胸部外科学会関東甲信越地方会（東京）2月3日,2007

No.6 坂本兼太郎,臼井 亮,石川成美,中村亮太,酒井光昭,後藤行延,鬼塚正孝,榊原 謙,

人見重美：
胸膜肺摘除術後に生じた膿胸に対する閉鎖術（Clagett法）の1例

第214回茨城外科学会（つくば）2月10日,2007
No.7 加藤秀之,平松祐司,野間美緒,坂有希子,池田晃彦,阿部正一,榊原 謙：

Outlet-typeVSDにおける大動脈弁逸脱の発生状況と至適閉鎖時期の検証
第37回日本心臓血管外科学会学術総会（東京）2月21日,2007

No.8 坂有希子,加藤秀之,平松祐司,野間美緒,池田晃彦,阿部正一,榊原 謙：
心臓血管修復補填素材としてのglutarardehyde処理自己心膜の機能評価

第37回日本心臓血管外科学会学術総会（東京）2月21日,2007
No.9 松下昌之助,佐藤雅人,徳永千穂,榎本佳治,佐藤藤夫,平松祐司,榊原 謙:

実験的急性心不全におけるQRS周波数成分の変化と心機能との関連
第17回体表微小電位研究会（東京）2月24日,2007

No.10 徳永千穂,坂有希子,加藤秀之,池田晃彦,榎本佳治,佐藤藤夫,松下昌之助,平松祐司,

榊原 謙:

小児開心術後急性期管理におけるβ-blocker（塩酸ランジオロール）の使用経験
第64回茨城心臓血管研究会（水戸）2月,2007

No.11 MatsushitaS,EnomotoY,SatoM:
RoleofSexHormonesonCoronarySpasminMaleandFemale

第71回日本循環器学会総会（神戸）3月16日,2007
No.12 MatsushitaS,ImazuruT,HyodoK,SatoF,EnomotoY,HiramatsuY,SakakibaraY:

EffectofG-CSFandErythropoietinoncollateralformationofratmyocardialinfarction

assessedbysynchrotronradiationcoronaryangiography

42nd AnnualMeetingofExperimentalBiology(WashingtonD.C,U.S.A.)5月1日,2007
No.13 SatoF,MatsushitaS,HyodoK,EnomotoY,HiramatsuY,SakakibaraY:

Sexdifferenceofarterialresponsetocoldexposure

42nd AnnualMeetingofExperimentalBiology(WashingtonD.C,U.S.A.)5月2日,2007
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No.14 TokunagaC,HaljanG,BoydJH,WangY,WalleyKR:
Fibrinogen, fibrinogen degradation products and fibrinogenγ (117-133) decrease

cardiomyocytecontractilitythroughinteractionwithICAM-1.

CriticalCare Research Laboratories,University ofBritish Columbia,Vancouver,BC,

AmericanThoracicSocietyInternationalConference2007,

(SanFrancsisco,U.S.A.)5月18日,2007
No.15 佐藤藤夫,加藤秀之,坂有希子,池田晃彦,徳永千穂,榎本佳治,松下昌之助,平松祐司,

榊原 謙:

血管ベーチェット病に対する外科手技の工夫
第35回日本血管外科学会学術総会（名古屋）5月24日,2007

No.16 佐藤藤夫,松下昌之助,兵藤一行,加藤秀之,坂有希子,池田晃彦,徳永千穂,榎本佳治,

平松祐司,榊原 謙:

「冷え性」における血管拡張性の性差
第35回日本血管外科学会学術総会（名古屋）5月25日,2007

No.17 榎本佳治,松下昌之助,平松祐司,榊原 謙:

外科的肺静脈隔離術とRadial手術のP波加算平均心電図における比較検討
第22回日本不整脈学会学術大会（広島）5月31日,2007

No.18 坂有希子,加藤秀之,池田晃彦,野間美緒,平松祐司,榊原 謙:

Asplenia,PA,MAPCAsに対して段階的UFののちTCPSをおこなった1例
第142回日本胸部外科学会関東甲信越地方会（東京）6月2日,2007

No.19 臼井 亮,酒井光昭,富所康志,保坂 愛,中村亮太,後藤行延,石川成美,鬼塚正孝,

榊原 謙,玉岡 晃：
術後管理に難渋した抗リン脂質抗体症候群を合併する重症筋無力症の1手術例

第142回日本胸部外科学会関東甲信越地方会（東京）6月2日,2007
No.20 石川成美,小澤雄一郎,臼井 亮,中村亮太,後藤行延,酒井光昭,鬼塚正孝,水谷太郎,

榊原 謙：
気管切開の安全管理－特に経皮気管切開に関して－

第30回日本呼吸器内視鏡学会学術集会（東京）6月7日,2007
No.21 石川成美,中村亮太,臼井 亮,酒井光昭,後藤行延,鬼塚正孝,榊原 謙,穴見洋一,

野口雅之:
左主幹を閉塞する神経原性腫瘍に対する気管支形成術

第30回日本呼吸器内視鏡学会学術集会（東京）6月7日,2007
No.22 稲毛芳永,石川成美,後藤行延,酒井光昭,鬼塚正孝,山本達生,深沢政勝,森下由起雄,

飯嶋達生,野口雅之：
喀痰検診での異常指摘から3年を経て診断された多発肺扁平上皮癌の一例

第48回日本臨床細胞学会総会・春季大会（幕張）6月9日,2007
No.23 金子佳永,佐藤藤夫,今井章人,池田晃彦,徳永千穂,榎本佳治,松下昌之助,平松祐司,

榊原 謙：
多発性仮性動脈瘤を伴った血管ベーチェットの1手術例

第10回茨城血管疾患研究会（つくば）6月23日,2007
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No.24 小林尚寛,酒井光昭,小林敬祐,臼井 亮,後藤行延,石川成美,鬼塚正孝,榊原 謙：
嗄声で発症した気管支原性嚢胞の1手術例

第121回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会（東京）7月7日,2007
No.25 塚本 亨,佐藤藤夫,今井章人,金子佳永,池田晃彦,徳永千穂,榎本佳治,松下昌之助,

平松祐司,榊原 謙:

膝窩動脈外膜嚢腫の1手術例
第215回茨城外科学会（水戸）7月7日,2007

No.26 小林敬祐,酒井光昭,臼井 亮,小林尚寛,後藤行延,石川成美,鬼塚正孝,榊原 謙：
呼吸器外科手術の創部管理におけるハイドロコロイド被覆剤の有用性

第16回北関東外科感染症研究会（東京）7月14日,2007
No.27 MatsushitaS,HyodoK,ImazuruT,TokunagaC,SatoF,EnomotoY,HiramatsuY,

SakakibaraY:
Minimum coronaryvesselstodiagnosecoronaryspasm bysynchrotronradiationcoronary

angiography.

MedicalApplicationofSynchrotronRadiation2007(Saskatoon,Canada)8月29日,2007
No.28 HyodoK,MiyoshiT,IgarashiN,MatsushitaS,SatoF,SakakibaraY,KubotaM,EgamiN,

NanbaM,TaniokaK,KawaiT,andWakatsukiS:

Micro-angiographyusingadirect-sensingX-rayHARPdetector

MedicalApplicationofSynchrotronRadiation2007(Saskatoon,Canada)8月30日,2007
No.29 今井章人,金子佳永,徳永千穂,池田晃彦,平松祐司,榊原 謙:

心源性脳塞栓を発症し,embolicsourceの除去と僧帽弁形成を要した幼児例
第143回日本胸部外科学会関東甲信越地方会（つくば）9月1日,2007

No.30 臼井 亮,石川成美,小林尚寛,小林敬祐,酒井光昭,後藤行延,鬼塚正孝,榊原 謙：
肝硬変による肝性胸水に対して胸腔鏡下に横隔膜の修復を試みた1例

第143回日本胸部外科学会関東甲信越地方会（つくば）9月1日,2007
No.31 金子佳永,今井章人,池田晃彦,徳永千穂,榎本佳治,佐藤藤夫,松下昌之助,平松祐司,

榊原 謙:

ICD植込み後難治性心室頻拍に対して心室瘤切除術を施行した1例
第65回茨城心臓血管研究会（水戸）9月28日,2007

No.32 坂有希子,平松祐司,阿部正一,野間美緒,五味聖吾,金本真也,徳永千穂,榊原 謙:

無脾症候群の段階的修復過程における在院死亡率をAritotlecomprehensivescoreと対比す
る

第60回日本胸部外科学会定期学術集会（仙台）10月17日,2007
No.33 徳永千穂,榎本佳治,佐藤藤夫,松下昌之助,平松祐司,KeithRWalley,榊原 謙:

FibrinogenおよびFDP関連物質とICAM-1の心筋細胞収縮性に対する影響
第60回日本胸部外科学会定期学術総会（仙台）10月17日,2007

No.34 高橋実穂,岩崎陽子,仁井純子,加藤愛章,堀米仁志,坂有希子,野間美緒,平松祐司:

中隔心筋切除術,DDDペーシングが有効であった薬剤抵抗性の閉塞性肥大型心筋症
第16回関東小児心筋疾患研究会（東京）10月27日,2007
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No.35 YamaneT,KogureH,NishidaM,MaruyamaO,KosakaR,KawamuraH,YamamotoY,

KuwanaK,SankaiY,TsutsuiT:
Anti-thrombogenicpropertyofMERAmonopivotcentrifugalpump

The2ndMeetingoftheInternationalFederationforArtificialOrgans（大阪）10月28日,2007
No.36 NishidaM,KogureH,YamaneT,MaruyamaO,KosakaR,KawamuraH,YamamotoY,

KuwanaK,SankaiY,TsutsuiT:
hemocompatibilityevaluationbyexperimentalandcomputationalfluiddynamicanalysesof

amonopivotcirculatoryassistpump.

15thCongressofInternationalSocietyforRotaryBloodPump(Sydney)11月3日,2007
No.37 YamaneT,NishidaM,MaruyamaO,KosakaR,KogureH,KawamuraH,YamamotoY,

KuwanaK,SankaiY,TsutsuiT:
durabilityandanti-thrombogenicityofmeramonopivotcentrifugalpump.

15thCongressofInternationalSocietyforRotaryBloodPump(Sydney)11月3日,2007
No.38 NishidaM,KogureH,YamaneT,MaruyamaO,KosakaR,KawamuraH,YamamotoY,

KuwanaK,SankaiY,TsutsuiT:
hemocompatibilityevaluationofamonopivotcirculatoryassistpump.

ThirdAsianPacificConferenceonBiomechanics（東京）11月5日,2007
No.39 石川成美,小林敬祐,小林尚寛,臼井 亮,中村亮太,酒井光昭,後藤行延,鬼塚正孝,

榊原 謙：
肺尖部から頚部にかけての良性,悪性病変に対する transmanubrialapproach

第48回日本肺癌学会総会（名古屋）11月8日,2007
No.40 小貫琢哉,穴見洋一,後藤行延,酒井光昭,石川成美,鬼塚正孝,榊原 謙,野口雅之：

放射線治療後切除胸腺腫におけるp53蛋白発現の解析
第48回日本肺癌学会総会（名古屋）11月8日,2007

No.41 臼井 亮,中村亮太,石川成美,酒井光昭,山本達生,鬼塚正孝,榊原 謙,野口雅之:
若年者の肺benignclear(sugar)celltumorの1例

第48回日本肺癌学会総会（名古屋）11月8日,2007
No.42 石川成美,臼井 亮,小林尚寛,小林敬祐,後藤行延,酒井光昭,稲毛芳永,鬼塚正孝,

榊原 謙：
気道病変に対するステント治療

第69回日本臨床外科学会総会（横浜）11月29日,2007
No.43 徳永千穂,平松祐司,金本真也,池田晃彦,坂有希子,加藤秀之,榊原 謙:

TGAに対するJatene,Mitraltag切除術後MRが進行し,僧帽弁形成を要した1例
第144回日本胸部外科学会関東甲信越地方会（東京）12月1日,2007

No.44 稲毛芳永,石川成美,後藤行延,酒井光昭,鬼塚正孝,榊原 謙,白石千子,田枝督教,
小泉雅典,植木浜一：

レバミピドによると考えられた肺癌術後薬剤性肺炎の一例
第69回日本臨床外科学会総会（横浜）12月1日,2007
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講 演
No.1 平松祐司:

Bloodanesthesia；心臓外科領域における凝固,線溶および全身性炎症機転の薬理学的制御,
血栓の臨床・治療と求められる抗凝固剤の開発

技術情報協会セミナー（東京）3月,2007
No.2 渡邉 寛:

心臓ペースメーカーの働きと手術前後の注意
ペースメーカー友の会 千葉県支部総会の講演（千葉）5月6日,2007

その他
No.1 NaitoT,OzawaY,TomoyasuM,InagakiM,FukueM,SakaiM,YamamotoT,IshikawaS,

OnizukaM:
Newmethodforevaluationoflunglymphflowratewithintactlymphaticsinanaesthetized

sheep.

Reply.ActaPhysiol189(1),100,1月,2007
No.2 榊原 謙,松下昌之助,佐藤藤夫,兵藤一行:

放射光微小血管造影を用いた女性の「冷え性」の機序解明
赤枝医学研究財団助成研究報告集No14,9-17,4月,2007

No.3 榊原 謙,中村真人:
第44回日本人工臓器学会報告 人工血管・ステント・その他

人工臓器36(1),52-52,2007
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小児外科グループ（2007年）

原 著
No.1 KanekoS,OhiraM,NakamuraY,IsogaiE,NakagawaraA,KanekoM:

RelationshipofDDX1andNAG geneamplification/overexpressiontotheprognosisof

patientswithMYCN-amplifiedneuroblastoma.

JCancerResClinOncol,133,185-92,2007

No.2 TomizawaM,HorieH,YamamotoH,MatsunagaT,SasakiF,HashizumeK,HiyamaE,

KanekoM,SuitaS,AndoH,HayashiY,OhnumaN,NakagawaraA:
ReciprocalexpressionofCCAAT/enhancerbindingproteinsaandbinhepatoblastomasand

itsprognosticsignificance.

OncolRep17,341-344,2007

No.3 SuitaS,TajiriT,KanekoM,HiraiM,MugishimaH,SugimotoT,TsukuchidaY:
ImplicationsofMYCN amplificationinpatientswithstage4neuroblastomawhoundergo

intensivechemotherapy.

JPediatrSurg42,489-493,2007

No.4 UritaY,KomuroH,ChenG,ShinyaM,KanekoS,KanekoM,UshidaT:
Regenerationoftheesophagususinggastricacellularmatrix:Anexperimentalstudyinarat

model.

PediatrSurgInt23(1),21-26,2007

No.5 HosoiH,TeramukaiS,MatsumotoY,TsuchiyaK,IeharaT,HaraJ,MitsuiT,KanekoM,
HataeY,HayashiY,MabuchiA,AdachiN,MorikawaY,NishimuraS,KumagaiM,

TakamatsuH,SawadaT,SugimotoT:

A review of331rhabdomyosarcomacasesinpatientstreatedbetween1991and2002in

Japan.

IntJClinOncol.12,137-145,2007

No.6 KomuroH,SaiharaR,ShinyaM,TakitaJ,KanekoS,KanekoM,HayashiY:
Identificationofsidepopulation(stem-likecellpopulation)inpediatricsolidtumorcelllines.

JPediatrSurg42,2040-2045,2007

No.7 WatanabeM,HoriT,KanekoM,KomuroH,HiraiM,UritaY,InoueS,HoshinoN,
MorishitaY:

IntrahepaticbiliarycystsinchildrenwithbiliaryatresiaafterKasaioperation.

JPediatrSurg42(7),1185-1189,2007

No.8 中尾朋平,福島 敬,清水崇史,松永真紀,斉藤貴志,宮田大揮,菊地 斉,斉藤 誠,
吉松昌司,一戸美佳,杉浦正俊,金子道夫,松井 陽：
Granulocytecolonystimulatingfactor（G-CSF）動員ヒドロキシエチルでんぷん（HES）非
使用採取法による同種顆粒球輸血の安全性と有効性について

小児がん43(4),725-729,2007
No.9 今井章人,平井みさ子,金子道夫,堀 哲夫,小室広昭,瓜田泰久,井上成一朗,渡邊美穂：

内視鏡と透視を併用下摘出に工夫を要した大量の胃内異物（単3電池）の症例
日本小児外科学会雑誌 43(4),635-638,2007
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No.10 小室広昭：
小児固形腫瘍とがん幹細胞

小児外科39,1299-1304，2007
No.11 渡邊美穂,金子道夫,堀 哲夫,小室広昭,楯川幸弘,工藤寿美,瓜田泰久,福島 敬,

清水崇史,大原 潔,近藤 譲,飯島達生：
胸腔内腫瘍破裂をきたした巨大肺芽腫の治療

小児外科39,217-222,2007
No.12 渡邊美穂,小室広昭,金子道夫,堀 哲夫,平井みさ子,瓜田泰久,井上成一朗,吉見 愛：

臍帯結紮リングにより回腸閉塞をきたした超低出生体重児の一例
日本小児外科学会雑誌43,58-61,2007

No.13 渡邊美穂,金子道夫,堀 哲夫,小室広昭,平井みさ子,瓜田泰久,星野論子,平井浩気：
初回CITA施行時腸炎から敗血症に至り救命しえなかった巨大肝芽腫stageⅣの一例

小児がん43,783-787,2007
著 書

No.1 金子道夫：
先天性食道疾患,先天性胃・十二指腸疾患

内科学 ,杉本恒明,矢崎義雄編,第9版,朝倉書店,東京,798-799,818-820,2007
No.2 金子道夫：

神経芽腫
新小児がんの診断と治療,別所文雄,杉本 徹編,診断と治療社,東京,262-269,2007

No.3 AitaY,IsobeK,KanekoM,EisenhoferG,KanekoS,NissatoS,TakekoshiK,KawakamiY:
Differential expession of GDNF/RET/GFR? pathway genes in neuroblastomas and

pheochromcytomas

In“FocusonNeuroblastomaResearch,”Eds.
FernandesJA,NovaSciencePublishersinNewYork,USA,149-162,2007

No.4 小室広昭：
小児における再生医療

電子教科書 小児外科,URL:http://www.mymed.jp/di/kbv.html,2007

学会発表
No.1 小室広昭,金子道夫,工藤寿美,渡邊美穂,堀 哲夫,楯川幸弘,瓜田泰久,毛利 健,

雨海照祥：
3度目の手術にて診断された小児大腿ヘルニアの1例

第214回茨城外科学会（つくば）2月,2007
No.2 工藤寿美,小室広昭,金子道夫,堀 哲夫,楯川幸弘,瓜田泰久,井上成一朗,渡邊美穂:

頚部縦隔神経芽腫術後横隔神経麻痺に対して胸腔鏡下横隔膜縫縮術を施行した1乳児例
第14回北関東機能温存手術研究会（東京）2月,2007

No.3 才原良子,真家未妃,瓜田泰久,金子節子,金子道夫,小室広昭：
ラット筋芽細胞の採取における週齢の及ぼす影響について

第6回日本再生医療学会総会（横浜）3月,2007
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No.4 真家未妃,瓜田泰久,才原良子,金子道夫,小室広昭：
ラット羊膜細胞を用いた神経再生の試み

第6回日本再生医療学会総会（横浜）3月,2007
No.5 金子佳永,堀 哲夫,金子道夫,小室広昭,楯川幸弘,井上成一朗,瓜田泰久,工藤寿美,

渡邊美穂,大河内信弘,福永 潔,松井 陽,工藤豊一郎：
小児生体肝移植術後に著明な脾腫の軽快を認めた2例

第20回 日本小児脾臓研究会（東京）3月,2007
No.6 井上成一朗,堀 哲夫,金子道夫,小室広昭,楯川幸弘,瓜田泰久,工藤寿美,渡邊美穂,

金子佳永,大河内信弘,福永 潔,森 健作,椎貝真成,野口雅之 ,飯島達生,永田千草：
生体部分肝移植後約4ヶ月で発症した遅発性肝静脈閉塞における肝病理組織学的検討

第6回北関東移植研究会（東京）3月,2007
No.7 堀 哲夫,金子道夫,小室広昭,井上成一朗,瓜田泰久,工藤寿美,渡邊美穂：

先天性胆道拡張症術前にPTCD（経皮経肝胆道ドレナージ）を施行した6例
第107回日本外科学会（大阪）4月,2007

No.8 KomuroH,SaiharaR,ShinyaM,TakitaJ,KanekoS,KanekoM,HayashiY:
Identificationofsidepopulationcells(stem-likecellpopulation)inpediatricsolidtumorcell

lines.

40th annualmeetingofthePacificAssociationofPediatricSurgeons

(NewZealand)4月,2007
No.9 KanekoM,WatanabeM,HoriT,KomuroH,HiraiM:

ProlongedAirwayObstructionDuetoCervico-mediastinalNeuroblastomainNeonatesand

Infants.HowtoManage?

40th annualmeetingofthePacificAssociationofPediatricSurgeons

(NewZealand)4月,2007
No.10 中尾朋平,福島 敬,清水崇史,金子節子,長澤俊郎,金子道夫,小野寺雅史,松井 陽：

神経芽腫浸潤と造血障害―第1報:マウス神経芽腫細胞株のHSV-TK遺伝子導入とGCV
感受性

第110回日本小児科学会（京都）4月,2007
No.11 田中丈夫,許 洋子,家原知子,杉本 徹,浜崎 豊,金子道夫：

本邦30年間の進行神経芽腫の予後 化学療法の変化と生物学的因子の検討と治療強度選択
第110回日本小児科学会（京都）4月,2007

No.12 金子節子,村田 逸,金子道夫：
ヒト神経芽腫移植ヌードマウス腫瘍に対する 5-methylselenocysteineの CPT-11作用増強
の検討

第44回日本小児外科学会（東京）5月,2007
No.13 金子道夫：

進行神経芽腫に対する術中照射併用delayedsurgeryの意義
第44回日本小児外科学会（東京）5月,2007

No.14 瓜田泰久,小室広昭,陳 国平,金子道夫：
PLGAmesh-collagenhybridscaffoldを用いたラット横隔膜の再生

第44回日本小児外科学会（東京）5月,2007
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No.15 瓜田泰久,平井みさ子,堀 哲夫,小室広昭,楯川幸弘,井上成一朗,工藤寿美,渡邊美穂,
濱田洋美,金子道夫：

胎児期に尿貯留により下部消化管拡張を認めた鎖肛の2例
第44回日本小児外科学会（東京）5月,2007

No.16 堀 哲夫,金子道夫,小室広昭,井上成一朗,瓜田泰久,工藤寿美,渡邊美穂,大河内信弘,
松井 陽,松枝 清：

小児生体肝移植術後における遅発性門脈閉塞症について
第44回日本小児外科学会（東京）5月,2007

No.17 小室広昭,真家未妃,才原良子,瓜田泰久,金子節子,金子道夫,劉 穎：
羊膜細胞をもちいた神経再生の試み

第44回日本小児外科学会（東京）5月,2007
No.18 工藤寿美,堀 哲夫,大川治夫,金子道夫：

鎖肛の遺伝子解析―筑波鎖肛ブタ家系を用いたGLI2に関するPreliminaryreport
第44回日本小児外科学会（東京）5月,2007

No.19 KudouS,AnderssonL,HoriT,OhkawaH,GiuffraE,GustafsonU,KanekoM:
Geneticanalysisofanalatresiainpigs:apreliminaryreportonGli2.

8th EUPSA(Turin,Italy)5月,2007
No.20 KomuroH,ShinyaM,SaiharaR,UritaY,KanekoS,KanekoM,LiuY:

Neuraldifferentiationpotentialsofratamnioticcells.

InternationalSocietyofStemCellResearch(CairnsAustralia)6月,2007
No.21 石黒利佳,石井 卓,榎本啓典,朝田五郎,清水純一,瓜田泰久：

ガストログラフィン注入療法が有効と考えられた胎便関連性腸閉塞（MRI）の2症例
第86回日本小児科学会茨城地方会（つくば）6月,2007

No.22 井上成一朗,堀 哲夫,金子道夫,小室広昭,楯川幸弘,瓜田泰久,工藤寿美,渡邊美穂,
金子佳永,大河内信弘,福永 潔,森 健作,椎貝真成,野口雅之,飯島達生：

経皮的肝静脈形成不能な小児生体部分肝移植後遅発性肝静脈閉塞に対する開腹補助下の経
内径静脈的ステント挿入術

第25回日本肝移植研究会（東京）7月,2007
No.23 堀 哲夫,金子道夫,小室広昭,楯川幸弘,井上成一朗,瓜田泰久,工藤寿美,渡邊美穂,

金子佳永,大河内信弘,福永 潔,松井 陽,工藤豊一郎,湯沢賢治：
胆道閉鎖症における肝移植術前後の脾腫の変化について

第25回日本肝移植研究会（東京）7月,2007
No.24 神保教宏,堀 哲夫,金子道夫,小室広昭,楯川幸弘,井上成一朗,瓜田泰久,工藤寿美,

松原正樹：
成人期に達した Peutz-Jeghers症候群の1例

第215回 茨城外科学会（水戸）7月,2007
No.25 小室広昭,瓜田泰久,金子道夫：

ラット羊膜細胞を用いた神経再生の試み
第43回周産期・新生児医学会（東京）7月,2007
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No.26 神保教広,小室広昭,金子道夫,堀 哲夫,楯川幸弘,工藤寿美,瓜田泰久,井上成一朗,

松原正樹：
MRCPで胆嚢・左右肝管の開存が描出された胆道閉鎖症の1例

第34回日本胆道閉鎖症研究会（名古屋）9月,2007
No.27 NakamuraY,OhiraM,TakenobuH,FujimotoS,KanekoM,KamijoT,NakagawaraA:

Moleculardiagnosisofneuroblastoma:thenation-wideon-linereportsystem.

第66回日本癌学会（横浜）10月,2007
No.28 金子道夫,金子節子：

ヒト神経芽腫移植ヌードマウス腫瘍に対するセレン化合物 Se-methylselenocysteineの
CPT-11作用増強効果

第66回日本癌学会（横浜）10月,2007
No.29 小室広昭,真家未妃,白土悟士,瓜田泰久,劉 穎,金子道夫：

周産期脳障害に対する羊膜上皮細胞を用いた神経再生療法に関する実験的検討
第5回胎児治療学会（大阪）10月,2007

No.30 細井 創,寺良向聡,家原知子,金子道夫,畑江芳郎,林 富,森川康英,杉本 徹：
最近10年間に本邦で治療された横紋筋肉腫331例の検討

第45回日本がん治療学会総会（京都）10月,2007
No.31 小林敬祐,瓜田泰久,堀 哲夫,小室広昭,楯川幸弘,工藤寿美,松原正樹,金子道夫：

回盲部ポリープが先進部となった腸重積症の2ヶ月女児例
第216回茨城外科学会（水戸）10月,2007

No.32 松原正樹,瓜田泰久,堀 哲夫,小室広昭,楯川幸弘,工藤寿美,上岡克彦,金子道夫：
高位鎖肛を伴った巨大膀胱憩室の1例

第42回日本小児外科学会関東甲信越地方会（東京）10月,2007
No.33 堀 哲夫,金子道夫,小室広昭,楯川幸弘,瓜田泰久,工藤寿美,松原正樹,大河内信,

福永 潔,工藤豊一郎,猪股伸一,湯沢賢治：
過大グラフトを用いた乳児生体部分肝移植手術における閉腹時の工夫

第5回北関東甲信越肝移植談話会（東京）10月,2007
No.34 KanekoM,KanekoS:

Modulation ofthetherapeuticefficacy ofirinotecan by 5-methylselenocysteineagainst

humanneuroblastomaxenografts.

SIOP2007(Mumbai,India)11月,2007
No.35 KanekoM:

Massintheleftkidneyinaneonatewithtuberoussclerosis.

IPSO2007(Mumbai,India)11月,2007
No.36 金子道夫,工藤寿美,松原正樹,瓜田泰久,大原 潔：

ティッシューエクスパンダーにて腹腔内臓器を排除して放射線治療をした骨盤部横紋筋肉
腫再発症例

第21回日本小児人工臓器研究会（宇都宮）11月,2007
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No.37 小室広昭,渡邊美穂,工藤寿美,堀 哲夫,楯川幸弘,瓜田泰久,金子道夫,光嶋 勲：
鏡視下手術,リンパ管静脈吻合など5度の手術を行うも治療に難渋した先天性乳び腹水・
胸水の一例

第27回日本小児内視鏡外科・手術手技研究会（宇都宮）11月,2007
No.38 堀 哲夫,金子道夫,小室広昭,楯川幸弘,瓜田泰久,工藤寿美,松原正樹,大河内信弘,

福永 潔,工藤豊一郎,田村恵美,湯沢賢治,松井 陽：
胆道閉鎖症患児における生体肝移植手術の適応について（当院で生体肝移植手術を施行し
た19例の経験より）

第23回 日本小児外科学会秋季シンポジウム（宇都宮）11月,2007
No.39 瓜田泰久,小室広昭,堀 哲夫,楯川幸弘,工藤寿美,松原正樹,金子道夫：

術中尿管ステント留置困難であった腎盂尿管移行部狭窄症の1例
第87回日本小児科学会茨城地方会（土浦）11月,2007

No.40 UritaY,ChenG,KanekoM,SaiharaR,KomuroH:
Evaluation ofdiaphragmatic hernia repairusing PLGA mesh-collagen sponge hybrid

scaffold:Anexperimentalstudyinrats.

1stAsianBiomaterialsCongress(Tsukuba)12月,2007
No.41 金子節子,鈴木健之,金子道夫：

ヒト神経芽腫移植ヌードマウス腫瘍に対するセレン化合物 Se-(methyl)selenocysteineの
CPT-11作用増強効果

第23回日本小児がん学会（仙台）12月,2007
No.42 村田 逸,金子節子,金子道夫：

小児横紋筋肉腫に対する Irinotecan及び Cyclophosphamideの効果的投与法
第23回日本小児がん学会（仙台）12月,2007

No.43 牧本 敦,石田裕二,井田孔明,熊谷昌明,多賀 崇,永利義久,麦島秀雄,木村利美,
金子道夫：

医師主導治験「難治性小児悪性腫瘍に対する塩酸イリノテカン（CPT-11）の第l-ll相臨床
試験」の進捗報告

第23回日本小児がん学会（仙台）12月,2007
No.44 細井 創,手良向聡,松本良文,土屋邦彦,家原知子,杉本 徹,原 純一,三井哲夫,

金子道夫,畑江芳郎,林 富,馬渕 理,足立尚登,西村真一郎,森川康英：
1991年から2002年までにわが国で治療された横紋筋肉腫331例の検討

第23回日本小児がん学会（仙台）12月,2007
No.45 家原知子,細井 創,浜崎 豊,田中丈夫,金子道夫,黒岩 実,麦島秀雄,中川原章,

田尻達郎,河野嘉文,澤田 淳,杉本 徹：
神経芽腫病期4Sの臨床的検討―乳児神経芽腫登録例から―

第23回日本小児がん学会（仙台）12月,2007
No.46 小室広昭,渡邊美穂,金子道夫,堀 哲夫,楯川幸弘,工藤寿美,瓜田泰久,南 学,

菅野雅人：
極めて稀なPresacralcysticneuroblastomaの1例

第23回日本小児がん学会（仙台）12月,2007
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No.47 平井みさ子,堀 哲夫,小室広昭,瓜田泰久,工藤寿美,渡邊美穂,金子道夫：
新生児における臀部および下肢巨大血管腫に対する圧迫療法の有効性

第23回日本小児がん学会（仙台）,12月,2007
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消化器外科グループ（2007年）

原 著
No.1 NakahashiC,Tahara-HanaokaS,TotsukaN,OkoshiY,TakaiT,OhkohchiN,HondaS,

ShibuyaK,ShibuyaA:

DualAssembliesofanActivatingImmuneReceptor,MAIR-Ⅱ withITAM-Bearing

AdaptersDAP12andFcRγ ChainonPeritonealMacrophages

JournalofImmunology178(2),765-770,2007

No.2 SugiuraS,OdaT,AoyagiY,MatsuoR,EnomotoT,MatsumotoK,NakamuraT,SatakeM,
OchiaiA,OhkohchiN,NakajimaM:
Microfabricatedairflow nozzleformicroencapsulationoflivingcellsinto150micrometer

microcapsules

BiomedicalMicrodevices9(1),91-99,2007

No.3 MurataS,OhkohchiN,MatsuoR,IkedaO,MyronovychA,HoshiR:
Plateletspromoteliverregenerationinearlyperiodafterhepatectomyinmice

WorldJSurg31(4),808-81,2007

No.4 FukuzawaJ,TerashimaH,OhkohchiN:
EarlyEnteralAdministrationofNon-nutritiveSolutionAcceleratestheAnastomoticHealing

intheProximalJejunumintheRat

WorldJournalofSurgery31(6),1236-1241,2007

No.5 SasakiR,TakedaY,FunatoO,NittaH,KawamuraH,UesugiN,SugaiN,WakabayashiG,
OhkohchiN:
Significance ofDuctalMargin Statusin PatientsUndergoing SurgicalResection for

ExtrahepaticCholangiocarcinoma

WorldJournalofSurgery31(9),1788-1796,2007

No.6 OhshimaY,SuzukiA,KawashitaK,IshikawaM,OhkohchiN,TaniguchiH:
IsolationofmousepancreaticductalprogenitorcellsexpressingCD133andc-Metbyflow

cytometriccellsorting

Gastroenterology132(2),720-732,2007

No.7 HoshiR,MurataS,MatsuoR,MyronovychA,HashimotoI,IkedaH,OhkohchiN:
Freeze-driedplateletspromotehepatocyteproliferationinmice

Cryobiology55,255-260,2007

No.8 KobayashiA,HaraH,OhashiM,NishimotoT,YoshidaK,OhkohchiN,YoshidaT,AokiK:
AllogeneicMHCgenetransferenhancesaneffectiveantitumorimmunityintheearlyperiod

ofautologoushematopoieticstemcelltransplantation

CancerTherapy:Preclinical13(24),7469-7479,2007

総 説
No.1 大河内信弘：

医療崩壊の原因は？対策は？
日本外科学会雑誌108(3),105,2007
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No.2 佐々木亮孝,小田竜也,橋本真治,福永 潔,近藤 匡,寺島秀夫,山本雅由,稲川 智,

柳澤和彦,大河内信弘：
癌の外科治療におけるインフォームドコンセント
7．膵臓癌

日本外科学会雑誌 108(3),30-34,2007

No.3 寺島秀夫,福沢淳也,只野惣介,稲川 智,大河内信弘：
消化管吻合術後の絶飲食療法は必要か
－早期経口栄養摂取のエビデンスと有用性－

消化器科45(1),18-24,2007
No.4 寺島秀夫,只野惣介,大河内信弘：

Intensiveinsulintherapy

2.IntensiveinsulintherapyIIT“の臨床成績 －IITを巡る最近の論争－”
静脈経腸栄養 22(3),33-50,2007

No.5 大河内信弘：
癌の外科治療におけるインフォームドコンセント
1.特集によせて

日本外科学会雑誌 108(1),2,2007

学会発表
No.1 長谷川直之,安部井誠人,岡部裕一,兵頭一之介,福永 潔,大河内信弘,松崎靖司：

ドナーが脂肪肝のため生体肝移植が施行しえなかった原発性胆汁性肝硬変（PBC）による
肝不全の一例

第29回茨城県消化器病懇話会（土浦）1月,2007
No.2 福永 潔,橋本真治,近藤 匡,小田竜也,佐々木亮孝,大河内信弘：

当院の生体肝移植提供者および提供候補者の現況
第29回茨城県消化器病懇話会（土浦）1月,2007

No.3 山本雅由,柳澤和彦,大河内信弘：
梅干しの種が原因でイレウスを来した,潰瘍性大腸炎術後分後部狭窄の1例

第3回日本消化管学会総会（東京）2月,2007
No.4 丸山常彦,高垣俊郎,市村由佳子,原 健,日下部涼子,大河内信弘：

切除不能,再発大腸癌に対する1stlineFOLFIRI投与症例の検討
第3回日本消化管学会総会（東京）2月,2007

Mo.5 小池大助,柳澤和彦,稲川 智,橋本真治,福永 潔,近藤 匡,小田竜也,寺島秀夫,

山本雅由,佐々木亮孝,大河内信弘：
術前に穿孔部位を診断し得たcrohn病の一例

第214回茨城外科学会（つくば）2月,2007
No.6 宮本良一,福永 潔,下村 治,高橋一広,朴 秀吉,近藤 匡,小田竜也,佐々木亮孝,

大河内信弘：
NASHを背景肝とした肝細胞癌の一例

第214回茨城外科学会（つくば）2月,2007
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No.7 稲川 智,寺島秀夫,柳澤和彦,山本雅由,植田貴徳,辻 勝久,石黒愼吾,石川詔雄,
足立信也,大河内信弘：

根治度C胃癌術後の長期生存例の臨床病理学的検討
第79回日本胃癌学会総会（名古屋）3月,2007

No.8 寺島秀夫,益子一樹,只野惣介,福沢淳也,大河内信弘：
重症患者に対する至適エネルギー投与に関する諸問題

第43回日本腹部救急医学会総会（東京）3月,2007
No.9 益子一樹,寺島秀夫,大河内信弘：

咽喉食摘後遊離空調壊死に対し,充填大網付加胃管再建が有用であった1例
第43回日本腹部救急医学会総会（東京）3月,2007

No.10 HoshiR,Ikeda H,MurataS,MatsuoR,IkedaO,OhkohchiN:
Effectoffreeze-driedplateletsonhepatocyteproliferation

17thAPASL（京都）3月,2007
No.11 IkedaO,OzakiM,MurataS,MatsuoR,NakanoY,WatanabeM,HisakuraK,

MyronovychA,OhkohchiN:
Thevagalnervemodulatesliverregenerationafterpartialhepatectomyviaacetylcholine

receptor

17thAPASL（京都）3月,2007
No.12 MurataS,MatsuoR,IkedaO,MyronovychA,HoshiR,WatanabeM,OhkohchiN:

Plateletspromoteliverregenerationinearlyperiodafterhepatectomy

17thAPASL（京都）3月,2007
No.13 WatanabeM,MurataS,HashimotoI,NakanoY,HoshiR,MyronovychiA,

HisakuraK,IkedaO,MatsuoR,OhkohchiN:
Thrombocytosis/thrombopoietinsuppressesprogressionofliverfibrosisinMice

17thAPASL（京都）3月,2007
No.14 MatsuoR,MurataS,IkedaO,NakanoY,HisakuraK,WatanabeM,MyronovychA,

KubotaT,NarimatsuH,OzakiM,OhkohchiN:
Plateletsstronglypromotehepatocyteproliferation

17thAPASL（京都）3月,2007
No.15 MyronovychA,MurataS,OhkohchiN:

Roleofplateletsonliverregenerationafter90% hepatectomyinmice

17thAPASL（京都）3月,2007
No.16 KoikeN,NagayaS,AritaS,KashiwabaraH,OhkohchiN:

RoleofDiffusion-weightedMRImaginginDifferentialDiagnosisofFocalHepaticLesions

17thAPASL（京都）3月,2007
No.17 佐々木亮孝,武田雄一郎,船渡 治,若林 剛,近藤 匡,橋本真治,福永 潔,小田竜也,

大河内信弘：
中下部胆管癌の予後規定因子からみたリンパ節転移とlymphnodenavigationsurgeryの可
能性

第107回日本外科学会学術集会（大阪）4月,2007
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No.18 高野恵輔,福永 潔,小田竜也,近藤 匡,橋本真治,佐々木亮孝,大河内信弘：
生体肝移植ドナー手術におけるhangingmaneuver変法の有用性

第107回日本外科学会学術集会（大阪）4月,2007
No.19 小林昭彦,大河内信弘,青木一敦：

自家造血幹細胞移植と同種主要組織適合抗原遺伝子導入の相乗的抗腫瘍効果
第107回日本外科学会学術集会（大阪）4月,2007

No.20 池田 治,村田聡一郎,松尾亮太,中野順隆,渡辺基信,久倉勝治,尾崎倫孝,
大河内信弘：

副交感神経のもつ肝再生制御メカニズムの解明
第107回日本外科学会学術集会（大阪）4月,2007

No.21 村田聡一郎,松尾亮太,池田 治,MyronovychAndriy,星 礼子,池田 博,大河内信弘：
血小板による新しい肝再生促進療法の開発

第107回日本外科学会学術集会（大阪）4月,2007
No.22 榎本剛史,小田竜也,青柳靖之,山田圭一,大河内信弘：

膵癌肝転移再発に対する術後補助化学療法の実験的根拠
第107回日本外科学会学術集会（大阪）4月,2007

No.23 山本雅由,柳澤和彦,池田直哉,高野恵輔,益子一樹,稲川 智,大河内信弘：
下部直腸癌に対するMiles手術における工夫 －骨盤死腔炎および創感染の発生予防対策
について－

第107回日本外科学会学術集会（大阪）4月,2007
No.24 福沢淳也,寺島秀夫,只野惣介,大河内信弘：

上部消化管吻合後の早期経口摂取は吻合部創傷治癒を促進し，術後の回復を加速化する
107回日本外科学会学術集会（大阪）4月,2007

No.25 柳澤和彦,山本雅由,稲川 智,大河内信弘：
小児期発症潰瘍性大腸炎に対する内科的治療から外科治療へのタイミング

第107回日本外科学会学術集会（大阪）4月,2007
No.26 松尾亮太,村田聡一郎,池田 治,中野順隆,渡辺基信,久倉勝治,福沢淳也,只野惣介,

大河内信弘：
クッパー細胞は肝再生を促進する

第107回日本外科学会学術集会（大阪）4月,2007
No.27 小池直人,有田誠司,柏原英彦,大河内信弘：

膵疾患におけるMRI拡散強調画像の意義
第107回日本外科学会学術集会（大阪）4月,2007

No.28 WatanabeM,MurataS,NakanoY,MyronovychK,HisakuraK,IkedaO,MatsuoN,
OhkohchiN:
Thrombopoietin/Thrombocyosisandbonemarrow celltransplantationreduceCCL4induced

liverfibrosisinmice

42ndAnnualMeetingoftheEuropeanAssociationforthestudy

oftheliver(Barcelona,Spain)4月,2007
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No.29 丸山常彦,高垣俊郎,市村由佳子,原 健,日下部涼子,大河内信弘：
市中病院における外来抗癌剤化学療法の現状

第93回日本消化器病学会総会（青森）4月,2007
No.30 NakanoN,KondoT,MatsuoR,MurataS,OhkohchiN:

TheroleofKupffercellsandplateletsaftertheischemia-reperfusionoftheliver-invivo

study-

EuropeanSocietyfor SurgicalResearch(ESSR)(Rotterdam,TheNetherlands)5月,2007
No.31 朴 秀吉,山本雅由,柳澤和彦,大河内信弘：

大腸内視鏡下での一次口へのクリッピングが有効であった骨盤直腸窩膿瘍の1例
第73回日本消化器内視鏡学会総会（東京）5月,2007

No.32 松尾亮太,村田聡一郎,池田 治,大河内信弘：
血小板による肝細胞増殖促進効果の検討とエフェクター蛋白の同定

第43回日本肝臓学会総会（東京）5月,2007
No.33 村田聡一郎,高宮雅哉,星 礼子,大根田修,大河内信弘：

humanEPCによるマウス肝線維化モデルにおける線維化抑制効果の検討
第43回日本肝臓学会総会（東京）5月,2007

No.34 渡辺基信,村田聡一郎,橋本育佳,中野順隆：
マウス肝線維症モデルにおける血小板増加による肝線維化抑制効果の検討

第43回日本肝臓学会総会（東京）5月,2007
No.35 橋本育佳,中野順隆,村田聡一郎,大河内信弘：

血小板増多作用による肝線維化抑制効果の検討 －ラット肝線維化モデルを用いて－
第43回日本肝臓学会総会（東京）5月,2007

No.36 久倉勝治,村田聡一郎,松尾亮太,大河内信弘：
トロンボポエチンの抗Fas抗体投与肝障害モデルに対する抗アポトーシス効果

第43回日本肝臓学会総会（東京）5月,2007
No.37 村田聡一郎,松尾亮太,池田 治,アンドリー・ミロノヴィッチ,大河内信弘：

Kupffer細胞および血小板の肝再生促進作用の検討
第43回日本肝臓学会総会（東京）5月,2007

No.38 アンドリー・ミロノヴィッチ,村田聡一郎,大河内信弘：
マウス90%肝切除における血小板の肝再生促進作用の検討

第43回日本肝臓学会総会（東京）5月,2007
No.39 佐々木亮孝,福永 潔,橋本真治,近藤 匡,小田竜也,大河内信弘：

レジデント制度における安全確実な肝葉切除の教育と実践
第19回日本肝胆膵外科学会・学術集会（横浜）6月,2007

No.40 佐々木亮孝,高橋正浩,新田浩幸,川村英伸,若林 剛,近藤 匡,福永 潔,橋本真治,
小田竜也,大河内信弘：

肝門部胆管癌に対する胆管直接造影下3D-integratedCTとvirtualhepatectomyによる治療
戦略の決定

第19回日本肝胆膵外科学会・学術集会（横浜）6月,2007
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No.41 佐々木亮孝,武田雄一郎,船渡 治,新田浩幸,川村英伸,若林 剛,近藤 匡,福永 潔,

橋本真治,小田竜也,大河内信弘：
胆管癌における肝臓側胆管切離断端の検討－上皮内癌による癌陽性かの判定が臨床的に極
めて需要用である

第19回日本肝胆膵外科学会・学術集会（横浜）6月,2007
No.42 小池直人,有田誠司,井坂直秀,柏原英彦,伴 慎一,大河内信弘：

主膵管を広汎に進展する粘液産生に乏しい膵管内乳頭粘液性腺癌の1切除例
第19回日本肝胆膵外科学会・学術集会（横浜）6月,2007

No.43 近藤 匡,佐々木亮孝,福永 潔,小田竜也,橋本真治,大河内信弘：
高齢者胆道癌の手術適応ならびに手術成績の検討

第19回日本肝胆膵外科学会・学術集会（横浜）6月,2007
No.44 小田竜也,橋本真治,榎本剛史,山田圭一,近藤 匡,福永 潔,佐々木亮孝,大河内信弘：

幽門輪非温存,垂直胃－腸吻合によるPD後の胃内容排出遅延の改善
第19回日本肝胆膵外科学会・学術集会（横浜）6月,2007

No.45 池田直哉,福永 潔,高野恵輔,益子一樹,橋本真治,柳澤和彦,近藤 匡,山本雅由,

寺島秀夫,小田竜也,佐々木亮孝,大河内信弘：
糖源病Type1aに合併した肝細胞腺種内出血に対し,肝動脈塞栓術後,肝外側区域切除術を
施行した1例

第19回日本肝胆膵外科学会・学術集会（横浜）6月,2007
No.46 橋本真治,小田竜也,福永 潔,近藤 匡,佐々木亮孝,大河内信弘：

膵癌に対する塩酸ゲムシタビンによる術後補助化学療法
第19回日本肝胆膵外科学会・学術集会（横浜）6月,2007

No.47 益子一樹,佐々木亮孝,池田直哉,橋本真治,柳澤和彦,福永 潔,近藤 匡,小田竜也,

寺島秀夫,山本雅由,大河内信弘,森 健作,南 学,森下由紀雄：
肝原発血管周囲類上皮細胞腫（perivascularepithelioidcelltumor;PEComa）の1例

第43回日本肝癌研究会（東京）6月,2007
No.48 寺島秀夫,高野恵輔,只野惣介,福沢淳也,永田千草,飯嶋達生,野口雅之,板橋幸行,

大河内信弘：
Partialmesenchymaltransitionをともなう食道類基底細胞癌の1例

第61回日本食道学会学術集会（横浜）6月,2007
No.49 池田 治,尾崎倫孝,村田聡一郎,大河内信弘：

肝再生における迷走神経の作用機序
第14回肝細胞研究会（鹿児島）6月,2007

No.50 村田聡一郎,久倉勝治,松尾亮太,池田 治,アンドリー・ミロノビッチ,渡辺基信,
中野順隆,高野恵輔,川崎卓也,橋本育佳,柴崎佑樹,福永 潔,大河内信弘：

劇症肝炎に対する血小板の治療効果の検
第14回肝細胞研究会（鹿児島）6月,2007

No.51 村田聡一郎,アンドリー・ミロノヴィッチ,渡辺基信,久倉勝治,松尾亮太,池田 治,
中野順隆,高野恵輔,川崎卓也,橋本育佳,柴崎佑樹,福永 潔,大河内信弘：

血小板による新しい肝疾患治療法の開発
第3回広島肝臓プロジェクト研究センターシンポジウム（広島）6月,2007
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No.52 田村孝史,山本雅由,野渡剛之,市川良太,及川明奈,柳澤和彦,稲川 智,寺島秀夫,

佐々木亮孝,大河内信弘：
Bacterialtranslocationによる敗血症が疑われた大腸癌の1手術例

第16回北関東外科感染症研究会（東京）7月,2007
No.53 堀 哲夫,金子道夫,小室広昭,楯川幸弘,井上成一朗,瓜田泰久,工藤寿美,渡邊美穂,

金子佳永,大河内信弘,福永 潔,佐々木亮孝,松井 陽,工藤豊一郎,湯沢賢治：
胆道閉鎖症における肝移植前後の脾腫の変化について

第25回日本肝移植研究会（東京）7月,2007
No.54 井上成一朗,堀 哲夫,金子道夫,小室広昭,楯川幸弘,瓜田泰久,工藤寿美,渡邊美穂,

金子佳永,大河内信弘,福永 潔,森 健作,椎貝真成,野口雅之,飯島達生：
経皮的肝静脈形成不能な小児生体部分肝移植後遅発性肝静脈閉塞に対する開腹補助下の経
内頸静脈的ステント挿入術

第25回日本肝移植研究会（東京）7月,2007
No.55 只野惣介,寺島秀夫,福沢淳也,大河内信弘：

高度侵襲下,ExogenousEnergySupplyが腸管吻合部の創傷治癒に及ぼす影響
日本外科代謝栄養学会第44回学術集会（東京）7月,2007

No.56 丸山常彦,高垣俊郎,市村由佳子,益子一樹,日下部涼子,原 健,大河内信弘：
外来化学療法における患者満足度評価 －クリティカルパスの有用性－

第9回医療マネジメント学会学術総会（東京）7月,2007
No.57 朴 秀吉,稲川 智,池田直哉,高野恵輔,益子一樹,寺島秀夫,柳澤和彦,山本雅由,

佐々木亮孝,大河内信弘：
根治切除しえた早期胃原発小細胞癌の一例

第62回日本消化器外科学会定期学術総会（東京）7月,2007
No.58 稲川 智,植田貴徳,石黒愼吾,辻 勝久,石川詔雄,寺島秀夫,柳澤和彦,山本雅由,

佐々木亮孝,大河内信弘：
高齢者胃癌手術症例の術後合併症に関するリスク因子および予後の検討

第62回日本消化器外科学会定期学術総会（東京）7月,2007
No.59 柳澤和彦,山本雅由,朴 秀吉,池田直哉,高野恵輔,益子一樹,稲川 智,寺島秀夫,

佐々木亮孝,大河内信弘：
Paget病経過中に発生し,緊急手術を必要とした急性特発性偽性腸閉塞症の一例

第62回日本消化器外科学会定期学術総会（東京）7月,2007
No.60 近藤 匡,佐々木亮孝,小田竜也,福永 潔,橋本真治,大河内信弘：

胆管空腸吻合部狭窄に対する胆管形成手術の有用性の検討
第62回日本消化器外科学会定期学術総会（東京）7月,2007

No.61 榎本剛史,小田竜也,青柳靖之,山田圭一,橋本真治,大河内信弘：
膵癌肝転移に対する塩酸イリノテカンの実験的効果

第62回日本消化器外科学会定期学術総会（東京）7月,2007
No.62 山田圭一,小田竜也,青柳靖之,橋本真治,榎本剛史,福永 潔,近藤 匡,佐々木亮孝,

大原 潔,大河内信弘：
局所進行膵癌に対するGemcitabineを用いた放射線化学療法の成績

第62回日本消化器外科学会定期学術総会（東京）7月,2007
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No.63 益子一樹,山本雅由,柳澤和彦,高野恵輔,池田直哉,朴 秀吉,稲川 智,寺島秀夫,

佐々木亮孝,大河内信弘：
高度肛門側進展を示した下部直腸癌の1例

第62回日本消化器外科学会定期学術総会（東京）7月,2007
No.64 山本雅由,柳澤和彦,高野恵輔,池田直哉,朴 秀吉,益子一樹,稲川 智,寺島秀夫,

佐々木亮孝,大河内信弘：
超高齢者大腸癌の手術適応についての検討

第62回日本消化器外科学会定期学術総会（東京）7月,2007
No.65 橋本真治,小田竜也,福永 潔,近藤 匡,大河内信弘：

肝転移,腹膜播種を伴った膵癌に対する切除＋術後補助化学療法（塩酸ゲムシタビン）施
行症例の検討

第62回日本消化器外科学会定期学術総会（東京）7月,2007
No.66 丸山常彦,高垣俊郎,市村由佳子,大河内信弘：

切除不能,再発大腸癌に対するFOLFIRI,mFOLFOX6投与症例の検討
第62回日本消化器外科学会定期学術総会（東京）7月,2007

No.67 高野恵輔,寺島秀夫,朴 秀吉,池田直哉,益子一樹,久倉勝治,稲川 智,柳澤和彦,

山本雅由,大河内信弘：
食道癌に対する陽子線治療後Salvage手術の検討

第62回日本消化器外科学会定期学術総会（東京）7月,2007
No.68 佐々木亮孝,近藤 匡,福永 潔,小田竜也,寺島秀夫,山本雅由,稲川 智,柳澤和彦,

及川明奈,若林 剛,大河内信弘：
肝門部胆管癌に対する外科治療の工夫

第9回茨城県南手術手技研究会（つくば）7月,2007
No.69 水元恵子,星 拓男,高橋 宏,平石恵美子,大河内信弘,宮部雅幸：

同姓同名患者の手術申し込み間違い
第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007

No.70 高橋 宏,星 拓男,佐津前剛,平石恵美子,大河内信弘,宮部雅幸：
カセット式二酸化炭素吸収剤交換時の提案 －パッケージによる換気困難を生じた症例の
経験から－

第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007
No.71 宮部雅幸,高橋 宏,星 拓男,佐津前剛,平石恵美子,大河内信弘：

手術部の効率的運営における麻酔科医の立場と役割
第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007

No.72 MatsuoR,IkedaO,NakanoY,WatanabeM,HisakuraK,MyronovychA,KawasakiT,

KohnoK,MurataS,OhkohchiN:
PlateletspromotehepatocyteproliferationwithHGFandIGF-1

SixthJSHSingleTopicConferenceLiverFailure:

RecentProgressfromPathogenesistoManagement（岩手）9月,2007
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No.73 WatanabeM,MurataS,HashimotoI,MyronovychA,HisakuraK,NakanoY,IkedaO,
MatsuoR,OhkohchiN:

Thrombocytosisinducedbysplenectomyreducesliverfibrosisinmice

SixthJSHSingleTopicConferenceLiverFailure:RecentProgress

fromPathogenesistoManagement（岩手）9月,2007
No.74 HashimotoI,NakanoY,MurataS,OhkohchiN:

Plateletsreduceliverfubrosisinrats

SixthJSHSingleTopicConferenceLiverFailure:RecentProgress

fromPathogenesistoManagement（岩手）9月,2007
No.75 IkedaO,MurataS,MatsuoR,WatanabeM,OhnedaO,OhkohchiN:

Transplantationofhumanendothelialprogenitorcellsreducesliverfibrosisinnudemice

SixthJSHSingleTopicConferenceLiverFailure:Recent

ProgressfromPathogenesistoManagement（岩手）9月,2007
No.76 TadanoS,TerashimaH,FukuzawaJ,OhkohchiN:

Low exogenousenergysupplyfollowingcecalligationandpunctureintherat:interaction

betweenendogenousandexogenousenergysupplysecuresintestinalanastomotichealing

29thESPENCongress(Prague,Czech)9月,2007
No.77 渡辺基信,村田聡一郎,大河内信弘：

肝線維化に対する脾臓摘出の肝線維化抑制効果
第11回日本肝臓学会大会（東京）10月,2007

No.78 村田聡一郎,渡辺基信,大河内信弘：
血小板の肝再生促進効果を利用した肝線維化抑制細胞治療法の研究

第11回日本肝臓学会大会（東京）10月,2007
No.79 丸山常彦,高垣俊郎,益子一樹,日下部涼子,原 健,大河内信弘：

切除不能大腸癌に対する1stlineFOLFIRIおよびFOLFIRI耐性後mFOLFOX6投与症例
の検討

第49回日本消化器病学会大会（神戸）10月,2007
No.80 高野恵輔,稲川 智,朴 秀吉,柳澤和彦,寺島秀夫,山本雅由,大河内信弘：

X線透過性異物により輸出脚症候群を来たした一例
第74回日本消化器内視鏡学会総会（神戸）10月,2007

No.81 山本雅由,柳澤和彦,朴 秀吉,高野恵輔,池田直哉,大河内信弘：
大腸癌患者における術中大腸内視鏡検査施行時の一工夫

第74回日本消化器内視鏡学会総会（神戸）10月,2007
No.82 佐野直樹,近藤 匡,佐々木亮孝,小田竜也,福永 潔,大河内信弘：

腹部外傷術後に発生した総胆管結石症の症例
第29回茨城医学会外科分科会,第216回茨城外科学会（水戸）10月,2007

No.83 稲川 智,寺島秀夫,高野恵輔,朴 秀吉,柳澤和彦,山本雅由,野渡剛之,田村孝史,
及川明奈,佐々木亮孝,大河内信弘：

食道癌術後再建胃管癌に対し光線力学療法（PDT）後に胃管切除を施行した一例
第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
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No.84 高野恵輔,稲川 智,朴 秀吉,柳澤和彦,寺島秀夫,山本雅由,大河内信弘,鈴木浩明：
Insulin-likegrowthfactor-II産生胃癌により低血糖発作を繰り返した進行胃癌の1例

第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
No.85 丸山常彦,高垣俊郎,益子一樹,大河内信弘：

S-1耐性の胃癌傍大動脈リンパ節再発に対してCPT-11/CDDP投与後に切除術を施行した1
例

第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
No.86 本間真人,熊田美由紀,細野浩之,土岐浩介,長谷川雄一,小島 寛,大河内信弘,幸田幸直：

アゾール系抗真菌薬の併用がタクロリムスの血中濃度に及ぼす影響
第34回日本臓器保存生物医学会定期学術集会（札幌）11月,2007

No.87 MurataS,HoshiR,MatsuoR,MyronovychA,KawasakiT,HashimotoI,IkedaH,OhkohchiN:
Freeze-driedplateletsstoregrowthfactorsandpromotehepatocyteproliferationinmice

第34回日本低温医学会総会（札幌）11月,2007
No.88 山本雅由,柳澤和彦,稲川 智,近藤 匡,大河内信弘：

鏡視下大腸手術におけるSSI発生に関する検討
第20回日本内視鏡外科学会総会（仙台）11月,2007

No.89 柳澤和彦,山本雅由,大河内信弘：
潰瘍性大腸炎手術における術後粘液ろう回避のための経肛門ドレーン留置の効果

第62回日本大腸肛門病学会学術集会（東京）11月,2007
No.90 丸山常彦,高垣俊郎,大河内信弘：

FOLFIRI療法により長期間CRを維持している直腸癌多発肺転移の1例
第62回日本大腸肛門病学会学術集会（東京）11月,2007

No.91 福永 潔,湯沢賢治,大越 清,大河内信弘：
生体腎移植後に発症したEBウイルス関連悪性リンパ腫および血球貧食症候群の1例

第43回日本移植学会総会（仙台）11月,2007
No.92 寺島秀夫,福沢淳也,只野惣介,野渡剛之,田村孝史,及川明奈,稲川 智,大河内信弘：

上部消化管切除後のクリニカルパスにおける経口摂取時期と進め方 －基礎と臨床のエビ
デンス－

第69回日本臨床外科学会総会（横浜）11月,2007
No.93 佐々木亮孝,武田雄一郎,高橋正浩,船渡 治,新田浩幸,近藤 匡,福永 潔,小田竜也,

及川明奈,柳澤和彦,稲川 智,山本雅由,寺島秀夫,若林 剛,大河内信弘：
胆管癌における長期生存因子の解析 －とくに胆管切離断端に注目して

第69回日本臨床外科学会総会（横浜）11月,2007
No.94 福永 潔,小田竜也,近藤 匡,佐々木亮孝,大河内信弘：

肝切除術における血液製剤の必要性に関する検討
第69回日本臨床外科学会総会（横浜）11月,2007

No.95 丸山常彦,高垣俊郎,益子一樹,大河内信弘：
切除不能,再発大腸癌に対するスタンダード化学療法を施行した症例の検討

第69回日本臨床外科学会総会（横浜）11月,2007
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No.96 丸山常彦,高垣俊郎,益子一樹,大河内信弘：
外来化学療法におけるクリティカルパスの有用性

第69回日本臨床外科学会総会（横浜）11月,2007
No.97 寺島秀夫,只野惣介,野渡剛之,田村孝史,及川明奈,柳澤和彦,稲川 智,山本雅由,

大河内信弘：
吻合部リーク ZEROに近接する胸部食道癌再建術式 －高位胸腔内食道胃吻合術－

第69回日本臨床外科学会総会（横浜）11月,2007
No.98 野渡剛之,稲川 智,田村孝史,朴 秀吉,及川明奈,柳澤和彦,山本雅由,寺島秀夫,

佐々木亮孝,大河内信弘：
右胃大網動脈を用いた冠状動脈バイパス術後に発症した進行胃癌に対し胃全摘術,D2郭
清を施行した1例

第69回日本臨床外科学会総会（横浜）11月,2007
No.99 朴 秀吉,稲川 智,野渡剛之,田村孝史,柳澤和彦,山本雅由,寺島秀夫,佐々木亮孝,

大河内信弘：
空調パウチRoux-Y再建後の排出遅延に対してパウチ縫縮術が有効であった一例

第69回日本臨床外科学会総会（横浜）11月,2007
No.100 田村孝史,稲川 智,野渡剛之,朴 秀吉,及川明奈,柳澤和彦,山本雅由,寺島秀夫,

佐々木亮孝,大河内信弘：
GISTとの鑑別が困難であった難治性胃潰瘍の1例

第69回日本臨床外科学会総会（横浜）11月,2007
No.101 柳澤和彦,山本雅由,稲川 智,寺島秀夫,佐々木亮孝,大河内信弘：

併存疾患を有する患者に対するALTA硬化療法の検討
第69回日本臨床外科学会総会（横浜）11月,2007

No.102 村田聡一郎,久倉勝治,福永 潔,アンドリー・ミロノヒヴィッチ,高野恵輔,只野惣介,
齋藤敏之,安江 博,今野兼次郎,小林英司,大河内信弘：

血小板因子による肝臓再生 －ブタ過大肝切除モデルでの効果
自治医科大学ピッグセンターシンポジウム（栃木）12月,2007

No.103 村田聡一郎,大河内信弘：
血小板による肝再生とそれを用いた新しい肝疾患治療法の研究

第20回肝再生研究会（東京）12月,2007

症例報告
No.1 SasakiR,FujitaT,TakedaY,HoshikawaK,TakahashiM,FunatoO,NittaH,YaegashiY,

NakajimaT,SaitoK,WakabayasiG,OhkohchiN:
Portalvein reconstruction using a leftrenalvein graftfor a patientwith hilar

cholangiocarcinoma

Hepato-Gastoroenterology54,1919-1921,2007

No.2 大城幸雄,寺島秀夫,大河内信弘,森下由紀雄：
術後8年半の長期生存が得られた食道小細胞癌の1例

手術 61(8),1173-1178,2007
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No.3 久倉勝治,寺島秀夫,永井健太郎,野崎礼史,明石義正,只野惣介,大河内信弘：
根治的化学放射線療法後の放射線性心膜炎に対し胸腔鏡下心膜開窓術を施行した胸部食道
癌の1例

日本消化器外科学会雑誌 40(9),1570-1575,2007

No.4 松尾亮太,近藤 匡,川本 徹,文 由美,山本祐二,竹島 徹,轟 健,大河内信弘：
化学療法で長期生存した肝門部胆管癌術後腹膜播種の一例

癌と化学療法 34(10),1675-1678,2007

No.5 曽根美雪,加藤健一,江原 茂,鎌田雅義,菊池康彦,村上龍也,川村栄伸,新田浩幸,
高橋正浩,若林 剛,佐々木亮孝：

肝・胆道がんに対する肝切除術前に必要な画像診断：マルチスライスCTおよび肝臓解析
ソフトウェアの有用性

月刊 インナービジョン 21(12),96-97,2007

No.6 福永 潔,大河内信弘：
臓器移植

臨床外科 62(6),811-816,2007

共同研究プロジェクト
No.1 大河内信弘:

凍結乾燥血小板を用いた肝再生促進治療の開発
筑波大学産学リエゾン共同研究センター年報 平成18年度,191-195,2007

講 演
No.1 寺島秀夫:

肝疾患に対する栄養療法のエビデンス －特に至適エネルギー投与量について－
第29回茨城県消化器病懇話会（土浦）1月,2007

No.2 山本雅由：
知っておきたいストーマのしくみと腸の働き

第75回オストミー講習会（水戸）2月,2007
No.3 佐々木亮孝:

肝胆道外科治療における最近の進歩
水戸消化器病研究会（水戸）3月,2007

その他
No.1 佐々木亮孝,小田竜也,近藤 匡,福永 潔,寺島秀夫,山本雅由,稲川 智,柳澤和彦,

及川明奈,若林 剛,大河内信弘：
特集：膵頭十二指腸切除術（PD）をめぐる諸問題 Ⅳ．膵空腸吻合
2．正常膵に対する膵空腸吻合法update

外科 69(8),929-934,2007
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No.2 寺島秀夫：
～管理栄養士の病棟での責任を問い直す～
「栄養アセスメント」の目的は果たされているのか

ヘルスケア・レストラン 200711,16-19,2007

No.3 大河内信弘：
医学において研究を臨床に還元することの難しさ

筑波フォーラム 76,51-55,2007

No.4 寺島秀夫,福沢淳也,只野惣介,大河内信弘：
重症患者に対する栄養投与経路の再考

侵襲と免疫 16(2),23-29,2007

No.5 大河内信弘：
肝不全に対する治療法の開発

TARANEWS35,2-6,2007
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脳神経外科グループ（2007年）

原 著
No.1 TsuboiK,MoritakeT,TsuchidaY,TokuuyeK,MatsumuraA,AndoK:

Cellcyclecheckpointandapoptosisinductioninglioblastomacellsandfibroblastsirradiated

withcarbonbeam.

J.Radiat.Res.48,317-325,2007

No.2 OsukaS,TsuboiK,TakanoS,IshikawaE,MatsumuraA,TokuuyeK,AkineY,MatsumuraA:

Long-termoutcomeofpatientswithintracranialgerminoma.

JNeurooncol83,71-79,2007

No.3 OsukaS,TakanoS,EnomotoT,IshikawaE,TsuboiK,MatsumuraA:

Endoscopicobservationofpathophysiologyofventriculardiverticulum.

ChildsNervSyst23,897-900,2007

No.4 IshikawaE,TsuboiK,YamamotoT,MuroiA,TakanoS,EnomotoT,MatsumuraA:

Clinicaltrialofautologousformalin-fixed tumorvaccine forglioblastoma multiforme

patients.

CancerSci98,1226-1233,2007

No.5 IsobeT,MatsumuraA,AnnoI,KawamuraH,ShibataY,MuraishiH,MinamiM:

LactatequanitificationbyprotonmagneticresonancespectroscopyusingaclinicalMRI

machine:Abasicstudy.

AustralianRadiology51,330-333,2007

No.6 ShibataY,KruskalJB,PalmerMR:

ImagingofCerebrospinalFluidSpaceandMovementofHydrocephalusMiceusingNear

InfraredFluorescence.

NeurolSci28,87-92,2007

No.7 ShibataY:

Borondistributioninthenormalratbrainafterintravenousinjectionofboronophenylalanine-

fructose.

JNeuro-OncologyE-pub,2007

No.8 KumadaH,YamamotoK,MatsumuraA,YamamotoT,NakagawaY:

DevelopmentofJCDS,acomputationaldosimetrysystem atJAEA for boronneutron

capturetherapy.

JournalofPhysics,ConferenceSeries74,1-7,2007

No.9 第14期日本医学教育学会教材開発委員会（高橋優三,浜西千秋,栗原幸男,川崎 勝,
犬塚裕樹,石川 澄,木内貴弘,椎橋実智男,松村 明,山本皓二,太田吉夫）：

患者の個人情報を医学教材に使用するにあたってのガイドライン委員会案
医学教育38,173-177,2007

No.10 山本弥生,鈴木謙介,山崎友郷,高野晋吾,松村 明：
Uveo-meningealsyndromeにより水頭症再発を来した症例

NoShinkeiGeka35,995-999,2007
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No.11 伊藤嘉朗,青木一泰,松木孝之,榎本貴夫,高野晋吾,松村 明：
PIカテーテルを用いた脳室ドレナージ術による新生児水頭症管理

小児の脳神経32,371-375,2007
No.12 柴田 靖,川村 拓,阿武 泉,大須賀覚,磯辺智範,松下 明,松村 明：

初発グリオーマの定量的Proton-MagneticResonanceSpectroscopyと免疫組織学的所見の比
較検討

CI研究28(2)65-69,2006(publishedin2007)
No.13 柴田 靖,松村 明：

近赤外線蛍光による水頭症モデルマウスの髄液腔,髄液循環の画像化
CI研究28(3,4)155-159,2006(publishedin2007)

No.14 熊田博明,山本哲哉：
JRR-4における中性子捕捉療法の線量評価

保健物理42,23-37,2007
No.15 中尾朋平,清水崇史,福島 敬,榎本有希,高野晋吾,阿武 泉,菅原信二,大原 潔,

松井 陽：
網膜芽細胞腫に続発し2回の自家骨髄移植併用大量化学療法が有効であった髄腔内播種を
伴う松果体芽腫の1例

小児がん43,736-741,2007
No.16 鮎澤 聡,青木 司,高田 智也,松村 明,江口 清：

頭頸部外傷後に生じた両下肢の振戦様異常運動に対して選択的脛骨神経縮小術を施行した
一例

機能的脳神経外科46(1),50-51,2007
No.17 SuzukiKensuke,MuroiAi,KujiraokaYuji,TakanoShingo,MatsumuraAkira:

Oculomotorpalsytreatedbymicrovasculardecompression

SurgNeurol,70,210-212,2008

総 説
No.1 高野晋吾：

新しい化学療法剤：テモゾロミド
日病薬誌43,835-840,2007

No.2 高野晋吾,松村 明：
脳腫瘍の治療;手術・化学療法・放射線療法.脳腫瘍の子どもと家族のケア

小児看護30(12),1648-1654,2007
No.3 柴田 靖,松村 明：

脳腫瘍
MedicalPractice臨時増刊号 セカンドオピニオン実践ガイド 文光堂27,90-103,2007

No.4 磯辺智範,梁川範幸,藤淵俊王,尾崎正則,飯森隆志,新藤雅司,阿武 泉,松村 明：
誌上講座,画像検査技術に関する最近の話題 第11回：脊髄・脊髄領域

日本放射線技師会雑誌「JART」53(12),1599-1613,2006（2006年分追加）
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No.5 磯辺智範,飯森隆志,三輪健太,平野雄二,藤淵俊王,尾崎正則,阿武 泉,松村 明：
誌上講座,画像検査技術に関する最近の話題 第12回：頭部領域

日本放射線技師会雑誌「JART」54(1),58-82,2007
No.6 坪井康次,石川栄一,松村 明：

悪性脳腫瘍に対する特異的免疫療法,－特に自家腫瘍ワクチン療法を中心に
脳神経外科速報（メディカ出版）17,600-9,2007

著書,監修
No.1 松村 明,上村和也,高野晋吾,山本哲哉：

手術合併症の頻度とその対策 －脊髄腫瘍－ 脳腫瘍の外科 －合併症のない脳腫瘍の外
科を目指して－

黒岩敏彦編,メデイカ出版,124-130,2007
No.2 松村 明,阿武 泉 監修,磯辺智範 編集：

診療放射線技師,若葉マークの画像解剖学（全568ページ）
メジカルビュー社,2007

No.3 高野晋吾：
がん看護 実践シリーズ1 脳腫瘍：脳腫瘍の診断・治療・看護 CT検査

渋井壮一郎（編）メヂカルフレンド社,90-95,2007
No.4 柴田 靖,前田正幸,渡邉嘉之：

単純CTinASIST-Japan実践ガイドライン策定委員会 編 急性期脳梗塞画像診断実践ガ
イドライン

南江堂,1-6,2007

学会発表
No.1 中井 啓,高田智也,山本哲哉,高野晋吾,松村 明：

後頭蓋窩転移性脳腫瘍の検討
第15回東京脳腫瘍治療懇話会（東京）1月18日,2007

No.2 鮎澤 聡,青木 司,松村 明：
頭頸部外傷後に生じた両下肢の振戦様異常運動に対して選択的脛骨神経縮小術を施行した
一例

第46回日本定位・機能脳神経外科学会（福岡）1月26日,2007
No.3 高野晋吾,大須賀覚,山本哲哉,坪井康次,松村明,大根田修,長野真澄,山下年晴：

血管内皮前駆細胞を用いたtranslationalresearch:グリオーマに対する抗血管新生療法
第2回脳腫瘍基礎シンポジウム（東京）1月20日,2007

No.4 高野晋吾,山本哲哉,坪井康次,松田真秀,松下 明,柴田 靖,松村 明：
グリオーマに対する神経内視鏡の役割

第23回新都心内視鏡フォーラム（東京）1月27日,2007
No.5 柴田 靖,川村 拓,阿武 泉,磯辺智範,松下 明,大須賀覚,松村 明：

神経膠腫の初期治療効果判定と再発診断における定量的H-MRSの役割
第30回日本脳神経CI学会総会（大阪）2月,2007
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No.6 柴田 靖,片山 亘,山本哲哉,高野晋吾,坪井康次,松村 明：
ROC解析による初発神経膠腫の 201TlSPECTと 99mTc-MIBISPECTの比較

第30回日本脳神経CI学会総会（大阪）2月,2007
No.7 秋本 学,柴田 靖,山本哲哉,高野晋吾,坪井康次,松村 明：

123I-IMPSPECTによる悪性リンパ腫の診断
第30回日本脳神経CI学会総会（大阪）2月,2007

No.8 松下 明,柴田 靖,阿武 泉,松村 明：
Diffusiontensorimagingによる錐体路近傍脳腫瘍の運動機能評価

第30回日本脳神経CI学会総会（大阪）2月,2007
No.9 月 強,柴田 靖,川村 拓,阿武 泉,磯辺智範,松村 明：

RadiologicalDiagnosisofMeningiomaMalignancy:usefulnessofMRS

第30回日本脳神経CI学会総会（大阪）2月,2007
No.10 柴田 靖,川村 拓,阿武 泉,磯辺智範,松下 明,松村 明：

定量的H-MRSによる神経膠腫の初期治療効果判定
第36回日本神経放射線学会（高松）2月,2007

No.11 柴田 靖,片山 亘,山本哲哉,高野晋吾,坪井康次,松村 明：
グ リ オ ー マ の 201TlSPECTと 99mTc-MIBISPECTの 直 接 比 較：ReceiverOperating
Characteristic解析

第36回日本神経放射線学会（高松）2月,2007
No.12 秋本 学,柴田 靖,高野晋吾,山本哲哉,坪井康次,松村 明：

中枢神経悪性リンパ腫に対する 123I-IMPSPECTの診断能
第36回日本神経放射線学会（高松）2月,2007

No.13 月 強,柴田 靖,川村 拓,阿武 泉,磯辺智範,松村 明：
MRIとMRSによる小脳橋角部の髄膜腫と神経鞘腫の鑑別診断

第36回日本神経放射線学会（高松）2月,2007
No.14 大須賀覚,五月女康作,松下 明,長友 康,石川栄一,柴田 靖,鶴淵隆夫,木村 泰,

小松洋治,阿武 泉,松村 明：
DiffusionTensorimagingを利用した水頭症診断法の検討

第36回日本神経放射線学会（高松）2月,2007
No.15 高野晋吾,室井愛,秋本 学,坪井康次,松村 明：

消退と増大を繰り返した傍鞍部ジャーミノーマの1例
第17回日本間脳下垂体腫瘍学会（シンポジウム）（山形）2月23日,2007

No.16 山本哲哉,松田真秀,遠藤 聖,中井 啓,坪井康次,高野晋吾,柴田 靖,松村 明,
徳植公一,秋根康之,影治照喜,熊田博明,岸 敏明：

BNCTおよび陽子線治療導入前後の膠芽腫治療成績
平成18年度京都大学原子炉実験所専門研究会

中性子線と荷電粒子線の総合的医療利用に関する研究会（熊取）2月,2007
No.17 木村 泰,松田真秀,鶴淵隆夫,小松洋治,山本哲哉,高野晋吾,松村 明：

Glioiblastomaに対する術中蛍光診断下手術－腫瘍的出度と予後の検討－
第3回日本脳神経外科光線力学研究会（山形）2月,2007
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No.18 中村浩之,中井 啓,金田安史,松村 明：
ホウ素デリバリーシステムを用いた中性子捕捉がん治療

第6回遺伝子治療シンポジウム
招待講演（大阪）2月1日,2007

No.19 松田真秀,高野晋吾,山本哲哉,柴田 靖,坂本彰規,高田智也,山崎友郷,坪井康次,
松村 明：

神経内視鏡手術の現状と展望
第62回茨城県脳神経外科集談会（つくば）3月10日,2007

No.20 青木 司,鮎澤 聡,松村 明：
脳圧モニターが有用であった機能的中脳水道狭窄の一例

第68回茨城県脳神経外科集談会（つくば）3月10日,2007
No.21 鈴木謙介,山崎友郷,鶴田和太郎,松村 明,松丸祐司：

脳主幹動脈閉塞症に対するt-PA治療とバルーン血管形成術の治療成績
日本脳卒中学会（福岡）3月22日,2007

No.22 鈴木謙介,山崎友郷,上村和也,山本哲哉,柴田 靖,鮎澤 聡,高野晋吾,松村 明,
鯨岡裕司,谷中清之,榎本貴夫：

もやもや病の長期予後 治療方法での比較
日本脳卒中の外科学会（福岡）3月24日,2007

No.23 山本哲哉,坪井康次,高野晋吾,柴田 靖,松田真秀,松村 明：
膠芽腫に対するX線・粒子線治療の適応と限界

第33回ニューロオンコロジーの会（東京）4月7日,2007
No.24 伊藤圭佑,柴田 靖,松田真秀,鈴木謙介,松村 明：

片側もやもや病を合併した鞍上部Germinomaの1例
第33回ニューロオンコロジーの会（東京）4月,2007

No.25 中井 啓,松村 明,山本哲哉,柴田 靖,松田真秀,遠藤 聖,鶴田和太郎,吉田文代,
宮川牧子：

中性子補足療法の新しい展開のための基礎的・臨床的研究
第二回東京大学原子力シンポジウム4月24日,2007

No.26 李 千萬,北川 透,藤井 仁,中井 啓,塩野裕之,奥村明之進,西田敏朗,鈴木 実,
田畑泰彦,小野公二,松村 明,金田安史,澤 芳樹：

悪性胸膜中皮腫に対するDDS製剤を用いたホウ素中性子補足療法（BNCT）の開発に関す
る基礎的検討

第107回日本外科学会定期学術集会4月13日,2007
No.27 高野晋吾,清水崇史,佐藤允之,室井 愛,鶴田和太郎,山本哲哉,松村 明：

Atypicalteratoid/Rhabdoidtumor(AT/RT)の診断・治療のポイント
第24回日本脳腫瘍病理学会（シンポジウム）（熊本）4月19日,2007

No.28 高田智也,高野晋吾,松田真秀,山本哲哉,坪井康次,松村 明：
急性リンパ性白血病の放射線照射後に発生したprimitiveneuroectodermaltumorの1例

第102回日本脳神経外科関東地方会（東京）4月21日,2007
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No.29 山本哲哉：
悪性脳腫瘍に対する手術,化学療法,放射線治療のインパクト－なぜBNCTなのか－

第987回金曜セミナー,日本原子力研究開発機構,4月20日,2007
No.30 ShibataYasushi,KatayamaWataru,YamamotoTetsuya,TakanoShingo,MatsumuraAkira:

DIRECT COMPARISON OF 201TlAND 99mTc-MIBI SPECT OF GLIOMA BY A

RECEIVEROPERATINGCHARACTERISTICANALYSIS

The23rd InternationalSymposiumonCerebralBloodFlowandMetabolism&

The8th InternationalConferenceonQuantificationofBrainFunctionwithPET

(Osaka)May20-24,2007

No.31 ShibataYasushi,MatsushitaAkira,AkimotoManabu,YamamotoTetsuya,TakanoShingo,

MatsumuraAkira:

INITIAL EXPERIENCE OF NEW COREGISTRATION SOFTWARE BRAIN EASY

ANALYSISTOOLFOR201TlSPECTINBRAINTUMORS

The23rd InternationalSymposiumonCerebralBloodFlowandMetabolism&

The8th InternationalConferenceonQuantificationofBrainFunctionwithPET

(Osaka)May20-24,2007

No.32 ShibataYasushi,AkimotoManabu,MatsushitaAkira,YamamotoTetsuya,TakanoShingo,

MatsumuraAkira:

ANATOMICAL STANDARDIZED STATISTICAL MAPPING OF 123I-IMP SPECT IN

BRAINLESIONS

The23rd InternationalSymposiumonCerebralBloodFlowandMetabolism&

The8th InternationalConferenceonQuantificationofBrainFunctionwithPET

(Osaka)May20-24,2007

No.33 KojiTsuboi,YasutakaHayashi,YoshikoOhshiro,AyaeKanemoto,NobuyoshiFukumitsu,

HidetsuguNakayama,ShinjiSugahara,HiroshiIgaki,KoichiTokuuye:

ProtonbeamtherapyforclivalchordomasinTsukuba.

PTCOG46(Zibo,China)May22,2007

No.34 IsobeT,YamamotoY,AnnoI,ShibataY,YueQ,UmedaT,MatsumuraA:

Non-invasivequantificationofp-boronophenylalanineboron-10carrierBPAusingprotonMR

spectroscopy,InternationalSocietyforMagneticResonanceTechnologists,

ドイツ（ベルリン）5月,2007
No.35 高野晋吾,鶴淵隆夫,山本哲哉,坪井康次,松村 明：

小児脳幹グリオーマに対するQOLを考えた手術・化学療法の取り組み
第35回日本小児神経外科学会（千葉）5月31日,2007

No.36 中村浩之,金田安史,松村 明：
次世代中性子捕捉療法のためのDDSの開発

日本DDS学会,招待講演（熊本）6月14-15日,2007
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No.37 TsuboiKoji,IshikawaEiichi,YamamotoTetsuya,TakanoShingo,MatsumuraAkira,

OhnoTadao:

A clinicaltrialofautologousformalin-fixed tumorvaccine(AFTV)forpatientswith

glioblastomamultiforme.

2007ASCOMeeting(Chicago,USA)June5,2007

No.38 高野晋吾,山本哲哉,中井 啓,鶴淵隆夫,松村 明：
間脳症候群を呈したグリオーマに対するカルボプラチン・ビンクリスチン化学療法

第14回東京脳腫瘍治療懇話会（東京）6月8日,2007
No.39 丸島愛樹,上村和也,佐藤直昭,丸野 透,松村 明：

骨溶解を伴った腰椎椎間板嚢胞の一例
第22回日本脊髄外科学会（大宮）6月14日,2007

No.40 鈴木謙介,秋本 学,上村和也,山崎友郷,松村 明：
大動脈縮窄症による脊髄血流障害をきたした一例

第22回日本脊髄外科学会（大宮）6月14日,2007
No.41 大須賀覚,高野晋吾,宮川牧子,野口昭三,松村 明：

バルプロ酸による血管新生抑制効果の検討
第29回茨城てんかん懇話会6月16日,2007

No.42 青木 司,鮎澤 聡,松村 明：
プロポフォールを使用した和田テストの3例

第29回茨城てんかん懇話会（つくば）6月16日,2007
No.43 鮎澤 聡,青木 司,松村 明：

マルチ・トラック微小電極記録による視床下核同定の経験
第3回茨城MovementDisorder研究会（つくば）6月29日,2007

No.44 遠藤 聖,山本哲哉,柴田 靖,中井 啓,松村 明,佐藤隆博,及川将一,荒川和夫,
石井慶造：

腫瘍細胞における硼素元素分布測定の現状と課題
第2回高崎量子応用研究シンポジウム（高崎）6月,2007

No.45 ShibataYasushi,MatsushitaAkira,AkimotoManabu,YamamotoTetsuya,TakanoShingo,

MatsumuraAkira:

NEW COREGISTRATION SOFTWARE BRAIN EASY ANALYSIS TOOL FOR 201Tl

SPECTINBRAINTUMORS

JapanNeurosurgeryEnglishForum(Chiba)July,2007

No.46 SatoruOsuka,KousakuSaotome,AkiraMatsushita,YasushiNagatomo,EiichiIshikawa,Yasushi

Shibata,TakaoTsurubuchi,HiroshiKimura,YojiKomatsu,IzumiAnno,AkiraMatsumura:

The diagnostic value ofDiffusion tensorimaging in patientswith normalpressure

hydrocephalus

JapanNeurosurgeryEnglishForum(Chiba)July,2007

No.47 高野晋吾,山本哲哉,鈴木謙介,坂本規影,室井 愛,坪井康次,松村 明：
鞍結節部髄膜腫の視神経障害の回復に関与する因子

第19回日本頭蓋底外科学会（東京）7月4日,2007
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No.48 高野晋吾,伊藤嘉朗,高田智也,坂本規影,丸島愛樹,山崎友郷,松村 明,鈴木浩明,
高橋昭光,佐藤 誠：

末端肥大症の診断・治療における睡眠ポリグラフの意義
第69回茨城県脳神経外科集談会（つくば）7月7日,2007

No.49 中村浩之,上野 学,Jong-DaeLee,BanHyunSeung,中井 啓,金田安史,松村 明：
ホウ素ナノカプセルを用いた中性子捕捉治療

第11回がん分子標的治療研究会総会（大阪）7月5日,2007
No.50 鈴木謙介,秋本 学,坪井康次,高野晋吾,松村 明,遠藤隆志：

前頭蓋底巨大血瘤腫の一例
日本頭蓋底外科学会（東京）7月4日,2007

No.51 丸山美菜子,上野 学,野村直裕,HyunSeungBan,中村浩之,中井 啓,鶴田和太郎,
金田安史,松村 明：

低毒性ホウ素リポソームの生物学的評価とBNCT効果
第4回日本中性子捕捉療法学会（大阪）8月25-26日,2007

No.52 中井 啓,山本哲哉,鶴淵 隆,吉田文代,鶴田和太郎,松田真秀,松村 明,上野 学,
丸山美菜子,鍋山 航,潘 鉉承,中村浩之,新保敬史,金田安史,藤井 仁,李 千萬：

新しいホウ素デリバリーシステムにむけた基礎的研究とJRR4における動物実験の実際
第4回日本中性子捕捉療法学会（大阪）8月25-26日2007

No.53 鶴淵隆夫,山本哲哉,佐藤允之,坂本規彰,松田真秀,丸島愛樹,中井 啓,斉藤厚志,
柴田 靖,高野晋吾,坪井康次,松村 明：

悪性神経膠腫に対する高線量療法後の病理組織学的検討
第4回日本中性子捕捉療法学会学術大会（大阪）8月,2007

No.54 遠藤 聖,中井 啓,山本哲哉,柴田 靖,松村 明,佐藤隆博,及川将一,荒川和夫,
神谷富裕,石井慶造:
Single-endedacceleratorを用いた硼素元素分布測定の現状と課題

第2回先進原子力科学技術に関する連携重点研究討論会（東海）8月20-21日,2007
No.55 松田真秀,柴田 靖,織田彰子,渡邊雅彦,玉岡 晃,松村 明：

クリプトコッカス小脳炎の1例
第103回日本脳神経外科学会関東支部会（東京大学）9月8日,2007

No.56 柴田 靖,月 強,川村 拓,阿武 泉,磯辺智範,松村 明：
小脳橋角部髄外腫瘍のMRIとH-MRS

第35回日本磁気共鳴医学会（神戸）9月,2007
No.57 松下 明,大須賀覚,五月女康作,柴田 靖,長友 康,小松洋治,阿武 泉,松村 明：

中脳錐体路におけるROI標準化法の検討
第35回日本磁気共鳴医学会（神戸）9月,2007

No.58 大須賀覚,今井博則,五月女康作,長友 康,松下 明,野末裕紀,大戸達之,石川栄一,
柴田 靖,小松洋治,阿武 泉,松村 明：

Diffusiontensorimagingによる一過性脳梁膨大部病変症例の検討
第35回日本磁気共鳴医学会（神戸）9月,2007
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No.59 大須賀覚,松下 明,五月女康作,長友 康,柴田 靖,小松洋治,阿武 泉,松村 明：
自作ソフトウェアによる脳梁部FA値標準化の試み

第35回日本磁気共鳴医学会（神戸）9月,2007
No.60 山本陽平,磯辺智範,阿武 泉,柴田 靖,平野雄二,新藤雅司,南 学,松村 明：

H-MRSにおける薬剤の影響～phantomstudy～
第35回日本磁気共鳴医学会（神戸）9月,2007

No.61 NakamuraH,UenoM,LeeJ-D,BanHS,NakaiK,KanedaY,MatsumuraA:

BoronNanoCapsulesforneutronCaptureTherapy,Euroboron4,

Bremen（ドイツ）9月2-6日,2007
No.62 TsurubuchiT, YamamotoT,EnomotoT,SatoM,SakamotoN,MatsudaM,MarushimaA,

NakaiK,SaitoA,ShibataY,TsuboiK,MatsumuraA:

Histopathologicalevaluationofglioblastomaafterhigh-doseradiationtherapy.

YoungResearcherBNCTMeeting.September20/21th(UK,Birmingham)2007

No.63 YamamotoT:

Invited lecture.Currentclinicalresults of high-dose radiotherapies for glioblastoma

multiforme.

YoungResearcherBNCTMeeting.September20/21th(UK,Birmingham)2007

No.64. YamamotoY,IsobeT,AnnoI,YamamotoT,ShibataY,MatsumuraA:

ProtonMR spectroscopyforquantificationofl-phenylalanine.YoungResearcherBNCT

Meeting.

September20/21th2007(UK,Birmingham)

No.65 NakaiKei,YamamotoTetsuya,TsurubuchiTakao,MatsudaMasahide,EndoKiyoshi,

MatsumuraAkira,KumadaHiroaki,KagejiTeruyoshi:

Aclinicaltrialofcombinedradiotherapyandboronneutroncapturetherapy(BNCT)boost

forglioblastomamultiforme.

4thYoungresearcherBNCTmeetingBirminghamSept20/21th2007

No.66 MatsumuraA,YamamotoT,TakanoS,NakaiK,MatsudaM,TokuuyeK,TsuboiK,KumadaH:

ClinicalResultsofprotontherapyandboronneutroncapturetherapyforglioblastoma.

CongressofNeurologicalSurgeons,(SanDiego),9月,2007
No.67 高野晋吾,山本哲哉,松田真秀,石川栄一,大須賀覚,井口雅博,坪井康次,松村 明：

Lowgradeastrocytomaの予後良好群からの治療戦略
第66回日本脳神経外科学会総会（東京）10月3日,2007

No.68 坂本規影,高野晋吾,山本哲哉,柴田 靖,中井 啓,渡辺裕美,鶴淵隆夫,松村 明：
再発悪性グリオーマに対するTemozolomide/Etoposide併用化学療法の効果とMGMT発現

第66回日本脳神経外科学会総会（東京）10月3日,2007
No.69 井口雅博,高野晋吾,坪井康次,野口雅之,古谷周一郎,松村 明：

悪性神経膠腫の1pLOH,19qLOH解析とOlig2免疫染色
第66回日本脳神経外科学会総会（東京）10月3日,2007

No.70 松田真秀,高野晋吾,山本哲哉,高田智也,井原 哲,松村 明：
小児急性リンパ性白血病に対する放射線照射後に生じた頭蓋内放射線誘発腫瘍の検討

第66回日本脳神経外科学会総会（東京）10月3日,2007
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No.71 柴田 靖,松下 明,秋本 学,山本哲哉,高野晋吾,松村 明：
BRAINEASYANALYSISTOOLFORTl(BEAT-Tl)による201TlSPECTとMRIのCo-registration
の有用性

第66回日本脳神経外科学会総会（東京）10月,2007
No.72 秋本 学,柴田 靖,山本哲哉,高野晋吾,坪井康次,松村 明：

頭蓋内悪性リンパ腫の各種診断方法の比較
第66回日本脳神経外科学会総会（東京）10月,2007

No.73 松下 明,柴田 靖,大須賀覚,阿武 泉,松村 明：
ROI標準化拡散テンソルを用いた脳腫瘍患者における運動麻痺の評価

第66回日本脳神経外科学会総会（東京）10月,2007
No.74 大須賀覚,五月女康作,松下 明,長友 康,石川栄一,柴田 靖,鶴淵隆夫,木村 泰,

小松洋治,阿武 泉,松村 明：
DiffusionTensorimagingを利用した正常圧水頭症診断法の検討

第66回日本脳神経外科学会総会（東京）10月,2007
No.75 村垣善浩,丸山隆志,伊関 洋,高倉公朋,堀 智勝,山本哲哉,坪井康次,松村 明：

膠芽腫患者に対する自家腫瘍ワクチン治療の第I/a相多施設共同試験（第2報）
第66回日本脳神経外科学会総会（東京）10月,2007

No.76 遠藤 聖,柴田 靖,山本哲哉,中井 啓,松村 明,佐藤隆博,及川将一,荒川和夫,
神谷富祐,石井慶造：
Single-endedacceleratorを用いた硼素元素分布測定の現状と課題

第66回日本脳神経外科学会総会（東京）10月,2007
No.77 鶴淵隆夫,山本哲哉,佐藤允之,坂本規彰,松田真秀,丸島愛樹,中井 啓,斉藤厚志,

柴田 靖,高野晋吾,坪井康次,松村 明：
神経膠芽腫に対する高線量療法後の病理組織学的検討

第66回日本脳神経外科学会総会（東京）10月,2007
No.78 丸島愛樹,鈴木謙介,伊藤嘉朗,鶴田和太郎,松丸祐司,松村 明：

眼症状で発症した頚部頚動脈狭窄症の臨床的検討
第66回日本脳神経外科学会総会（東京）10月,2007

No.79 鈴木謙介,伊藤嘉朗,丸島愛樹,鶴田和太郎,山本哲哉,松村 明,坪井康次：
AVM105例の予後解析による治療プロトコール作成の試み

第66回日本脳神経外科学会総会（東京）10月,2007
No.80 中井 啓,鶴田和太郎,吉田文代,山本哲哉,松村 明：

HVJEnvelopevectorを用いたホウ素中性子捕捉療法の基礎的検討
第66回日本脳神経外科学会総会10月7日,2007

No.81 山本哲哉：
ワークショップ｢脳腫瘍治療の最前線｣ 陽子線治療,中性子捕捉療法を用いた膠芽腫に対
する高線量治療の効果

第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
No.82 高田智也,高野晋吾,山本哲哉,室井 愛,坪井康次,松村 明：

陽子線治療から3年・ワクチン療法から2年経過した膠芽腫の1例
第4回がんワクチン療法研究会（東京）10月13日,2007
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No.83 丹野翔五,丸島愛樹,山崎友郷,室井 愛,高野晋吾,松村 明：
水頭症を呈した巨大中頭蓋窩くも膜嚢胞の治療

第70回茨城県脳神経外科集談会（水戸）10月21日,2007
No.84 井口雅博,上村和也,塚田篤郎,高野晋吾,松村 明：

脳表に進展したgliomaの1例
第70回茨城県脳神経外科集談会（水戸）10月21日,2007

No.85 高野晋吾,山本哲哉：
CabergolineとTSAの併用が有用であったlargeprolactinoma

第2回間脳下垂体疾患症例検討会（東京）10月26日,2007
No.86 高野晋吾,伊藤嘉朗：

Massivesubarachnoidandintraventricularhemorrhageaftertrans-sphenoidalsurgery.

第2回間脳下垂体疾患症例検討会（東京）10月26日,2007
No.87 中村浩之,中井 啓,金田安史,松村 明：

中性子捕捉治療のための次世代DDS型ホウ素ナノカプセルの開発
第69回日本血液学会,第49回日本血液臨床学会,招待講演（横浜）2007年10月11日,2007

No.88 中井 啓,山本哲哉,鶴田和太郎,鶴淵隆夫,益子良太,吉田文代,松村 明,中村浩之,
潘 鉉承,上野 学：

ホウ素化合物デリバリーシステムを用いた中性子捕捉療法の基礎的検討
第45回日本癌治療学会総会（京都）10月24日,2007

No.89 中村浩之,上野 学,潘鉉承,中井 啓,鶴田和太郎,金田安史,松村 明：
中性子捕捉治療のためのホウ素脂質の分子設計とナノカプセル化

第54回有機金属化学討論会（広島）10月27-28日,2007
No.90 NakaiK,T.Yamamoto,T.Tsurubuchi,M.Matsuda,K.Endo,A.Matsumura,H.Kumada,T.

KagejiA:

clinicaltrialofradiotherapyusingBoronNeutronCaptureTherapy(BNCT)boostfor

glioblastomamultiforme,

5th MeetingoftheAsianSocietyforNeuro-Oncology(Istanbul)Nov2-4,2007

No.91 ShingoTakano,TetsuyaYamamoto,EiichiIshikawa,SatoruOsuka,MasahiroIguchi,

KojiTsuboi,AkiraMatsumura:

Treatmentstrategyforlowgradeastrocytoma.

5th meetingoftheAsianSocietyforNeuro-Oncology(Istanbul)Nov2

No.92 YamamotoT,NakaiK,MatsudaM,TakanoS,ShibataY,TsurubuchiT,TokuueK,TsuboiK,

MatsumuraA:

High-doseradiationtherapyforglioblastoma.

5th MeetingofTheAsianSocietyforNeuro-Oncology(Istanbul)November2-4th,2007

No.93 TsurubuchiT,YamamotoT,EnomotoT,SatoM,SakamotoN,MatsudaM,MarushimaA,

NakaiK,SaitoA,ShibataY,TsuboiK,MatsumuraA:

Histopathologicalevaluationofglioblastomaafterhigh-doseradiationtherapy.

5th MeetingofTheAsianSocietyforNeuro-Oncology(Istanbul)November2-4th,2007
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No.94 高野晋吾,横田広夫,山田 純,高城 敬：
うつ・無関心・意欲低下を主症状とする軽度痴呆患者に対する塩酸ドネペジルおよび釣藤
散の併用効果の検討.東洋医学会関東甲信越支部

第15回茨城県部会学術集会（つくば）11月11日,2007
No.95 伊藤嘉朗,高野晋吾,室井 愛,坂本規影,遠藤隆志,松村 明：

Atreticcephaloceleの3例
第9回つくば小児神経内科外科懇話会（ つくば）11月11日,2007

No.96 坂本規影,高野晋吾,斉藤厚志,山本哲哉,松村 明：
脳腫瘍様の経過を辿った慢性炎症性病変の2例

第93回東京脳腫瘍研究会（東京）11月17日,2007
No.97 TakanoShingo,YamamotoTetsuya,SakamotoNoriaki,MuroiAi,TsuboiKoji,MatsumuraAkira:

Visualimpairmentoutcomeofsurgeryfortuberculumsellaemeningiomas.

The12th AsianAustralasianCongressofNeurosurgicalSurgeon/

WorldFederationofNeurosurgicalSocieties,13th InterimMeeting(Nagoya)Nov18,2007

No.98 ShibataYasushi,MatsushitaAkira,AkimotoManabu,YamamotoTetsuya,TakanoShingo,

MatsumuraAkira:

NEW COREGISTRATIONSOFTWAREBRAINEASYANALYSISTOOLFOR
201TlSPECTINBRAINTUMORSWFNS(Nagoya),2007

No.99 鶴田和太郎,山本哲哉,鈴木謙介,松村 明,鶴嶋英夫,松丸祐司：
ActivetargetingDrugdeliverysystemを用いた血管形成術後再狭窄予防

第23回NPO法人 日本脳神経血管内治療学会総会（神戸）11月,2007
No.100 高野晋吾,今川重彦,及川剛宏,河合弘二,赤座英之：

悪性腫瘍に対するHIF-1/VEGFを標的としたNK細胞療法の増強方法の基礎実験
TARAプロジェクト中間評価報告（つくば）11月19日,2007

No.101 山本陽平,磯辺智範,阿武 泉,柴田 靖,平野雄二,新藤雅司,南学,松村 明：
CT造影検査直後のヨード造影剤がH-MRSに与える影響～造影剤濃度に関する検討～

第35回日本放射線技術学会秋季学術大会（名古屋）
No.102 YamamotoYohei,IsobeTomonori,AnnoIzumi,ShibataYasushi,MatsumuraAkira:

TheEffectsofMedicineInProtonMRS:PhantomStudy

RadiologicalSocietyofNorthAmerica(RSNA)(Chicago)USANov,2007

No.103 中井 啓,丸島愛樹,松村 明：
「成人発症の頸髄脂肪腫の一例」

第9回茨城県脊髄・脊椎研究会（つくば）11月16日,2007
No.104 鈴木謙介,鶴田和太郎,伊藤嘉朗,丸島愛樹,松村 明,石津智子,瀬尾由広,国松 聡,

阿武 泉：
内頚動脈内膜剥離術中超音波および術中DSAの有用性

術中画像研究会（名古屋）11月23日,2007
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No.105 山本哲哉：
総合シンポジウム光産業創成WEEKINHAMAMATSU.スーパーレーザー（超高密度ホト
ン）産業創成シンポジウム．中性子が拓く新技術・新産業「中性子によるガン治療の現状
と動向（中性子でガンを治す）」

浜松フォトニクス開発研イベントホール（浜松）11月,2007
No.106 高野晋吾,大須賀覚,山本哲哉,柴田 靖,松田真秀,松下 明,室井 愛,坪井康次,

松村 明：
松果体部腫瘍に対する神経内視鏡の治療成績

第14回日本神経内視鏡学会（東京）12月1日,2007
No.107 松田真秀,高野晋吾,松村 明：

2期的内視鏡手術を行った四丘体槽くも膜嚢胞の1例
第14回日本神経内視鏡学会（東京）12月1日,2007

No.108 高野晋吾,大須賀覚,鶴淵隆夫,山本哲哉,大根田修,長野真澄,松村 明：
グリオーマの浸潤およびグリオーマ由来血管内皮細胞におけるSDF-1/CXCR4の役割

第25回日本脳腫瘍学会（東京）12月9日,2007
No.109 柴田 靖,松下 明,秋本 学,山本哲哉,高野晋吾,松村 明：

201TlSPECTとMRIの融合による脳腫瘍画像診断
第25回日本脳腫瘍学会（東京）12月9日,2007

No.110 大須賀覚,高野晋吾,宮川牧子,野口昭三,松村 明：
ヒストン脱アセチル化酵素阻害剤：バルプロ酸によるグリオ－マの血管新生抑制効果

第25回日本脳腫瘍学会（東京）12月9日,2007
No.111 益子良太,高野晋吾,大須賀覚,宮川牧子,大根田修,松村 明：

低酸素状態でのグリオーマ細胞の増殖能・遊走能・血管新生能
第25回日本脳腫瘍学会（東京）12月9日,2007

No.112 中嶋玲子,福島 敬,高野晋吾：
確定診断が困難を極めた海綿静脈洞胚細胞腫瘍の1例

第23回小児がん学会（仙台）12月14日,2007
No.113 中井 啓,熊田博明,松村 明,山本哲哉,遠藤 聖,松田真秀,高野晋吾,坪井康次：

脊髄腫瘍のホウ素中性子捕捉療法シミュレーション
日本放射線腫瘍学会第20回学術大会（福岡）12月,2007

No.114 山本哲哉,中井 啓,影治照喜,松村 明,遠藤 聖,松田真秀,鶴淵隆夫,高野晋吾,
徳植公一,坪井康次：

膠芽腫に対するX線併用中性子捕捉療法の検討
日本放射線腫瘍学会第20回学術大会（福岡）12月,2007

No.115 伊藤嘉郎,山本哲哉,鈴木謙介,松田真秀,高野晋吾,松村明,斉藤厚志：
後頭蓋窩に発症した成人PNETの1例

第104回日本脳神経外科学会関東支部会（東京）12月,2007
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講 演
No.1 松村 明：

包括的脳卒中診療対策とその課題
水郷医師会学術講演会,水郷医師会館1月18日,2007

No.2 松村 明：
茨城県脳卒中協会の立ち上げについて 第1回茨城脳卒中セミナー

－日本脳卒中協会茨城県支部設立記念－,つくば国際会議場1月19日,2007
No.3 松村 明：

日本脳神経外科学会後期研修について 医学生のための臨床研修指定病院合同セミナー
（レジ・ナビ）

大阪京セラドーム4月7日,2007
No.4 松村 明：

茨城県における脳卒中の特徴とその地域的背景について
きぬ医師会学術講演会,きぬ看護専門学校会議室4月10日,2007

No.5 松村 明：
脳腫瘍に対する診断・治療の取り組みについて－悪性神経膠腫を中心に－

第18回熊本脳神経外科夏期セミナー,天草地域医療センターヒポクラート7月28日,2007
No.6 松村 明：

脳腫瘍に対する粒子線治療（陽子線,中性子捕捉療法）の現状と将来
第50回山形脳神経外科懇話会,ホテルメトロポリタン山縣8月3日,2007

No.7 松村 明：
脳腫瘍に対する治療の取り組み－特に放射線治療の考え方について－

第21回中国・四国脳腫瘍研究会,広島グランビアホテル9月14日,2007
No.8 MatsumuraA,NakaiK,TakanoS:

Stateofart:TreatmentofBrainmetastasis.

InvitedSpeakerofLuncheonSeminaratCongressofNeurologicalSurgeons

(SanDiego)16,Sep,2007

No.9 松村 明：
加速器とDDSによる次世代細胞選択的粒子線治療の展開

バイオジャパン2007,NEDOセミナー「再生医療とDDSの実用化に向けて」,
横浜国際会議場9月20日,2007

No.10 松村 明：
脳腫瘍に対する粒子線治療の経験と展望

仙台脳腫瘍セミナー,東北療護センター9月26日,2007
No.11 松村 明：

シンポジウムアドバイサーコメント：「研修医の救急医療教育について－魅力ある初期研
修システム－

第31回茨城県救急医学会,茨城県医師会館（水戸）9月8日,2007
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No.12 MatsumuraA,YamamotoT,NakaiK,TakanoS,ShibataY,TsuboiK,TokuuyeK:

Interim resultsboron neutron capturetherapy and proton therapy forglioblastomaat

UniversityofTsukuba.

InternationalWorkshop“ClinicalTrialsforBNCT”,JRCPetten(Netherland)10.11,2007
No.13 松村 明：

日常外来で遭遇する頭痛に対するアプローチ
きぬ医師会学術講演会,きぬ看護専門学校会議室10月23日,2007

No.14 松村 明：
MRIを用いた神経病診断について 特にMRSによる代謝診断を中心に

第1回NMS（日本医科大学）NeurosurgeryUpdate,山の上ホテル11月27日,2007
No.15 高野晋吾：

髄膜腫の摘出のポイントと工夫
第20回茨城県脳腫瘍治療研究会 教育講演（つくば）3月2日,2007

No.16 高野晋吾：
脳血管障害セミナー

アテローム血栓症と脳血行再建術 指定発言（つくば）10月19日,2007
No.17 高野晋吾：

成長ホルモン産生下垂体腺腫：脳神経外科の取り組み
ノバルテイスファーマ勉強会（つくば）11月15日,2007

No.18 高野晋吾：
血管新生を抑えて脳腫瘍を治す

第19回医学7専攻研究セミナー（つくば）12月4日,2007
No.19 高野晋吾：

これまでの研究・診療・教育と抱負
福島医科大学選考セミナー（福島）12月27日,2007

No.20 鮎澤 聡：
脳卒中後遺症（痙縮・疼痛・不随意運動）に対する機能神経外科治療

第4回ひたち脳卒中研究会（水戸）6月15日,2007
No.21 鮎澤 聡：

パーキンソン病における外科的治療について
第5回パーキンソン病フォーラム（守谷）7月22日,2007

No.22 AyusawaS:

Topicleaderforstereotacticandfunctionalneurosurgetry:

WFNSYoungNeurosurgeonsForum-TeleConf.-,

WorldFederationofNeurosurgicalSocieties,13th InterimMeeting/

The12thAsian-AustralasianCongressofNeurologicalSurgeons(Nagoya),November18,2007

No.23 柴田 靖：
クリティカルパスによるリスクマネージメント

診療の安全に関する研修 講演（筑波大学臨床講堂A）11月6日,12月5日,2007
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No.24 柴田 靖：
スーパードクターへの道

医学系進学研究会 講演（土浦第一高等学校）12月15日,2007
No.25 鈴木謙介：

マイクロマシンを用いた近未来医療
バイオナノテク研究会（東京大学）3月27日,2007

No.26 鈴木謙介：
脳神経外科医は職人か？

JCS研究会（つくば）3月30日,2007
No.27 山本哲哉：

脳外科医のサブスペシャリティー－留学,研究,専門医の現状
第20回JCS研究会（つくば）6月30日,2007

No.28 鈴木謙介：
近未来の脳神経外科

マイクロマシンシンポジウム（東京ビックサイト）7月26日,2007
No.29 KojiTsuboi:

Combination ofhigh dose proton radiotherapy and immunotherapy forglioblastoma

multiforme.

DepartmentofRadiaitionOncologySeminarSeries,

SouthwesternMedicalCenter,UniversityofTexas(Dallas,USA)March27,2007

No.30 坪井康次：
悪性脳腫瘍に対する免疫細胞療法の有効性と問題点
シンポジウムII「非ES細胞による細胞治療最前線」

第80回 日本組織培養学会大会（千里市,大阪）5月15日,2007
No.31 坪井康次：

教育講演「悪性脳腫瘍に対する免疫療法における組織学的検討」
第33回埼玉脳腫瘍病理懇話会（大宮市,埼玉）6月6日,2007

No.32 坪井康次：
悪性脳腫瘍に対する放射線と免疫療法の併用効果

第2回つくば医科学研究交流会（つくば市,茨城）11月10日,2007
No.33 坪井康次：

筑波大学における陽子線治療 －悪性神経膠腫に対する取り組み－,シンポジウム7,粒
子線の医学利用－基礎から臨床まで－

第50回日本放射線影響学会（幕張,千葉）11月16日,2007

プレス発表
No.1 筑波大学脳神経外科研究グループ：

研究用原子炉使用のがん治療 臨床試験100例突破
讀賣新聞3月5日,2007
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No.2 筑波大学脳神経外科：
病院の実力 主要病院の脳腫瘍の手術成績

讀賣新聞7月1日,2007
No.3 筑波大学脳神経外科研究グループ：

中性子線でがん治療,小型加速器を試運転
日本経済新聞7月9日,2007

No.4 松村 明：
07参院選争点のあしもと4．医師不足

朝日新聞7月10日,2007
No.5 NEDO松村プロジェクト：

未来プロジェクトが動く 放射線でがん根治に挑む（上）,加速器で原子炉不要に
日経産業新聞8月28日,2007

No.6 NEDO松村プロジェクト：
未来プロジェクトが動く 放射線でがん根治に挑む（下）,「運び屋物質開発急ぐ」

日経産業新聞8月29日,2007
No.7 柴田 靖：

患者を生きる465：認知症 治った人たち⑤
朝日新聞全国版9月29日朝刊,2007

No.8 山本哲哉：
ニューススキャン がん療法大きな可能性

産経新聞12月17日,2007
No.9 山本哲哉,松村 明：

医療新世紀 核反応で脳腫瘍治療
秋田さきがけ5月21日,2007

No.10 山本哲哉,松村 明：
壮健 中性子線照射し脳腫瘍治療

中部経済新聞6月1日,2007
No.11 山本哲哉：

めでぃかる 脳腫瘍に中性子照射
高知新聞5月18日,2007

No.12 山本哲哉：
医療新世紀 中性子線照射し脳腫瘍治療

東奥日報5月14日,2007
No.13 山本哲哉,松村 明：

くらし＋健康 脳腫瘍,中性子で治療
岐阜新聞6月4日,2007

No.14 山本哲哉,松村 明：
医療フラッシュ 中性子線で脳腫瘍治療

山陰中央新報5月30日,2007
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No.15 山本哲哉,松村 明：
医療新世紀 中性子線照射し脳腫瘍治療

デーリー東北5月15日,2007
No.16 坪井康次：

日経メディカル オンライン http://medical.nikkeibp.co.jp/2007,6,5

第43回米国臨床腫瘍学会・年次集会6月1-5日,2007
ChicagoUSA「神経膠芽腫で自己ワクチンの有用性を確認」

No.17 坪井康次：
「県の産学官事業支援2件採択」

日本経済新聞9月26日朝刊,2007

研究費
No.1 松村 明：15810千円

科学研究費補助金 基盤（B） 平成19年度 松村（代表）
「熱外中性子を用いた悪性脳腫瘍に対する細胞選択的次世代粒子線治療の研究」
初発膠芽腫に対し,BSH,BPAを併用し熱外中性子を組み合わせた中性子捕捉療法の臨床研
究を行い,生存期間延長効果を示した。また,MRSによる非侵襲的なBPA定量の可能性を
示した。

No.2 松村 明：3200千円
科学研究費補助金 萌芽 平成19年度 松村（代表）
「選択的アルファ線照射による脳血管形成術後の再狭窄予防に関する基礎的研究」
ガイド付きカテーテルを用いた簡便なラット血管狭窄モデルを作成し,障害血管組織への
ホウ素化合物移行を測定し,アルファ線による血管再狭窄予防の可能性を示した。

No.3 松村 明：96751千円
受託研究（NEDO）次世代DDS型悪性腫瘍治療システムの研究開発事業 平成19年
度 松村（代表）「熱外中性子を利用した悪性脳腫瘍の中性子捕捉療法（α線治療）の研
究」
中性子捕捉療法に用いるホウ素担体として新規ポルフィリン,ホウ素含有リポソームの開
発を行うとともにその特性と照射に用いた場合の効果を明らかにした。

No.4 高野晋吾：130万円
平成19年度科学研究費補助金（基盤研究C）：悪性腫瘍に対する血管内皮前駆細胞を用い
た血管新生抑制療法

No.5 高野晋吾：100万円
平成19年度TARAプロジェクト（人間生態システム研究アスペクト）：抗原提示能に応じ
た選択的癌細胞療法の開発（研究分担者）

No.6 高野晋吾：50万円
平成19年度次世代医療研究開発・教育統合センタ－ 橋渡し研究支援事業プロジェクト：
ヒト脳腫瘍由来血管内皮細胞を用いた悪性脳腫瘍の遺伝子細胞治療
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No.7 高野晋吾：70万円
平成19年度次世代医療研究開発・教育統合センタ－ 橋渡し研究支援事業プロジェクト：
脳悪性リンパ腫の新規分子標的免疫療法－自己血清とリツキシマブの脳室内投与（研究分
担者）

No.8 高野晋吾：50万円
内視鏡医学研究振興財団 平成19年度研究助成：神経内視鏡による深部脳腫瘍の生物学的
特性診断（腫瘍血管新生と低酸素状態）とvasculartargeting療法の確立

No.9 坪井康次：422万5500円
平成19年度いばらき研究開発事業採択「陽子線照射と免疫補助療法を併用する新たな肝
癌治療法の開発」

研究班
No.1 松村 明,高野晋吾：

厚生労働省がん研究助成金指定研究17-指-4:「悪性脳腫瘍の標準的治療の確立に関する
研究」班 班員

No.2 松村 明,高野晋吾：
厚生労働科学研究費補助金「第3次対がん総合戦略研究事業－がん臨床研究事業」：「転移
性脳腫瘍に対する標準的治療確立に関する研究」班 班員

No.3 柴田 靖,松下 明：
日本磁気共鳴医学会研究プロジェクト 急性期脳梗塞におけるMRI検査の標準化に関す
る研究

No.4 柴田 靖,松下 明：
日本磁気共鳴医学会研究プロジェクト 拡散異方性を用いた白質線維の可視化と定量化

No.5 松村 明,柴田 靖,磯辺智範：
日本磁気共鳴医学会研究プロジェクト MRSの有用性の検討

No.6 松村 明,鮎澤 聡：
平成19年度文部科学省グローバルCOEプログラム 「サイバニクス：人・機械・情報系の
融合複合」事業推進担当者

受 賞
No.1 高野晋吾：

第17回日本間脳下垂体腫瘍学会
優秀演題：消退と増大を繰り返した傍鞍部ジャーミノーマの1例

No.2 高野晋吾：
第35回日本小児神経外科学会
優秀論文：小児脳幹グリオーマに対するQOLを考えた手術・化学療法の取り組み

No.3 鶴田和太郎：
第23回日本脳神経血管内治療学会ポスター賞 内頚動脈再狭窄モデルを用いた抗がん剤
封入りリポソームによる治療の研究

１６９

脳神経外科グループ（2007年）



No.4 滝川知司：
第23回日本脳神経血管内治療学会ポスター賞 硬膜動脈瘻の治療方針の検討

学内役職
No.1 松村 明：

附属病院教育,診療担当副病院長,筑波大学学長補佐,陽子線医学利用研究センター長
No.2 高野晋吾：

平成19年度総フロア長（B棟8階,3月31日まで） 組織リスクマネージャー（継続）
平成19年度医科学研究科担当教員（継続）臨床医学系経理企画委員会副委員長（4月1
日～）
M2チュートリアル サブコーディネーター Mortality&Morbidity委員会委員（4月1日
～20年3月31日）筑波大学附属病院病院教授（4月1日～21年3月31日）

No.3 鮎澤 聡：
ISO推進室副室長,内部監査員,M2テュートリアル サブコーディネーター
M4.5クリニカルクラークシップ フロアユニットディレクター

No.4 柴田 靖：
クリティカルパスワーキンググループ代表,次期情報システム委員,技術審査委員
ブレインサイエンスセミナー世話人,病棟医長,保険DPC委員

No.5 山本哲哉：
虐待対策委員会委員,ISO委員兼内部監査員

No.6 中井 啓：
がん登録委員,総合がん診療センタ―実行委員,癌患者相談支援委員,医学地区安全管理
委員

研 修
No.1 高野晋吾：

10月6日 第9回JCOG臨床試験セミナー 修了証 第0907082号
12月11日 日本脳腫瘍学会 抗癌剤セミナー（臨床試験セミナー）終了

No.2 鮎澤 聡：
共用試験医学系OSCE評価者認定講習会 2007年10月20日（東京）
茨城県指導医養成講習会 2007年10月27-28日（水戸）

No.3 柴田 靖：
筑波大学医学群第2回医学教育ワークショップ（チューターFDアドバンストコース）修
了 10月24日
抗癌剤セミナー（臨床試験セミナー）修了 12月11日
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学外活動
No.1 高野晋吾：

9月11日 日本脳神経外科学会第III期代議員（21年8月31日まで）
8月1日 日本がん治療認定医機構 暫定教育医 第071136号
NEDO産業技術研究助成事業事前評価委員
知的基盤研究開発事業事前評価委員
4月 ニューロオンコロジーの会 世話人
5月 東京脳腫瘍研究会 世話人

No.2 鮎澤 聡：
人体科学会 副会長

No.3 山本哲哉：
財団法人 医用原子力研究振興財団 情報委員会委員
レーザー中性子源による新産業創成調査研究委員会委員

No.4

茨城県脳腫瘍治療研究会
代表：松村 明
幹事：坪井康次,高野晋吾,柴田 靖,斉藤厚志

脳神経外科学会同時通訳団
松村 明,柴田 靖,安田宗義

Reviewer,審査委員
No.1 松村 明：

NeurolMedChir(Tokyo),reviewer

小児の脳神経,査読委員
日本脊髄外科学会誌（SpinalSurgery）,査読・編集委員
BrainPathology,reviewer

SaudiMedicalJournal,reviewer

JournalofNeurology,Neurosurgery,Psychiatry,adhocreviewer

2005-2007,科学研究費基盤（C）審査委員
NEDO実用化研究事前審査委員

No.2 高野晋吾：
Neuro-Oncology

NeurolMedChir(Tokyo),Reviewboard

CancerTherapy

No.3 柴田 靖：
EuropeanJournalofNuclearMedicineandMolecularImaging

MedicalScienceMonitor

No.4 坪井康次：
CancerTherapy1回
InternationalJournalofRadiationOncology*Biology*Physics 4回
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研究指導,審査
No.1 高野晋吾:

大学院博士課程学位論文指導 井口雅博:
悪性神経膠腫の1番染色体短腕,19番染色体長腕ヘテロ接合性喪失の分子生物学的解析と
Olig2免疫染色解析

No.2 高野晋吾:
医療科学主専攻卒業研究指導 渡邊裕美：
悪性脳腫瘍におけるMGMT蛋白の免疫染色による判定

No.3 高野晋吾：
大学院博士課程学位論文審査（副査）
山里道彦先生12月19日 神経行動障害に対する治療介入の有効性
星野朝文先生1月8日 転写因子GATA2の聴器における役割

No.4 高野晋吾：フロンテイア医科学修士評価
村田逸君8月 1日
中井秀人君9月13日
木村健一君9月25日

No.5 柴田 靖：
フロンテイア医科学修士審査
久保田茂希 末梢神経緩徐間接伸長の機能と形態への影響

その他
No.1 松村 明：

中性子捕捉療法国際会議報告（医学分野）医用原子力だより第5号
（財）医用原子力技術研究振興財団発行,14,2007

No.2 松村 明,鈴木謙介,小寺 実,亀崎高夫,山崎 薫,小松洋治：
脳梗塞治療の現状 －急性期・慢性期・エリア特性－

StrokePreventionProgramエリア座談会記録集,日経メデイカル7月号,1-4（茨城版）,2007
No.3 松村 明：

原子炉を用いた脳腫瘍の治療－中性子捕捉療法－
BRAIN（日本脳神経財団ニュース）No.89,10-11,10,10,2007

No.4 松村 明：
ドイツのヘソ,Göttingenの思い出

ECHO（DAAD友の会誌）No.23,13-16,2007
No.5 TakanoS,ShimizuT,FukushimaT,MuroiA,YamamotoT,TsuboiK,TsurubuchiT,TamuraE,

MatsumuraA:

High-dosechemotherapywithautologousstem cellrescueinchildrenwithnewlydiagnosed

malignantbraintumors.

Neuro-Oncol9,194,2007

No.6 TsurubuchiT,TakanoS,YamamotoT,TsuboiK,MatsumuraA:

Clinicalevaluationofpediatricpontineglioma.

Neuro-Oncol9,207,2007

１７２

脳神経外科グループ（2007年）



No.7 高野晋吾：
脳神経外科と漢方（講演記録集II）：

脳血管障害後遺症により経口摂取困難な高度痴呆患者における釣藤散投与の効果,10月,2007
No.8 高野晋吾,佐藤弘茂,室井 愛,坪井康次,清水崇史,松村 明：

消退と増大を繰り返した傍鞍部腫瘤の1例
日本内分泌学会雑誌 83(suppl),132-133,2007

No.9 Shibata Y,Katayama W,Anno I,Kawamura H,Matsumura A:

ProtonMagneticResonanceSpectroscopyand201Thallium-,Technetium99mmethoxyisobu-

tylisonitrileSinglePhotonEmissionComputedTomographyfindingsofapatientwith

choroidsplexuspapilloma:casereport.

Neuro-Oncology9(2),216,2007

No.10 柴田 靖,川村 拓,阿武 泉,片山 亘,中村和弘,松田真秀,室井 愛,山本哲哉,
高野晋吾,坪井康次,松村 明：
ProtonMagneticResonanceSpectroscopyによる脳室内腫瘍の診断

Neuro-Oncology16(1),39-44,2006(publishedin2007)

No.11 秋本 学,柴田 靖,山本哲哉,高野晋吾,坪井康次,松村 明：
頭蓋内腫瘍性病変の鑑別診断におけるI-123iodoamphetamineSPECTの有用性

Neuro-Oncology16(2),78-80,2006(publishedin2007)

No.12 中村和弘,高野晋吾,小島 寛,長谷川雄一,山本哲哉,柴田 靖,坪井康次,松村 明：
当院における中枢神経原発悪性リンパ腫治療の新たな取り組み

Neuro-Oncology16(2),63-68,2006(publishedin2007)

No.13 山本哲哉,中井 啓,高野晋吾,柴田 靖,松田真秀,松村 明,徳植公一,坪井康次：
膠芽腫に対する粒子線治療

Neuro-Oncology17(1),36-39,2007

No.14 伊藤圭佑,柴田 靖,松田真秀,鈴木謙介,松村 明：
片側もやもや病を合併した鞍上部Germinomaの1例

Neuro-Oncology17(1),53-55,2007

No.15 ShibataY,KawamuraH,AnnoI,IsobeT,MatsushitaA,MatsumuraA:

QuantitativeProton-MagneticresonanceSpectroscopytoevaluatetherapyeffectforGlioma.

Neuroradiology49,593,2007

No.16 ShibataY,KatayamaW,YamamotoT,TakanoS,TsuboiK,MatsumuraA:

ReceiverOperatingCharacteristicanalysisof201TlSPECTand99mTc-MIBISPECTfor

initialglioma.

Neuroradiology49,594,2007

No.17 AkimotoM,ShibataY,TakanoS,YamamotoT,TsuboiK,MatsumuraA:

Diagnosticvalueof123I-IMPSPECTinprimarycentralnervoussystemlymphoma.

Neuroradiology49,594,2007

No.18 OosukaS,SaotomeK,MatsushitaA,NagatomoY,IshikawaE,ShibataY,TsurubuchiT,

KimuraH,KomatsuY,AnnoI,MatsumuraA:

ThepredictivevalueofDiffusiontensorimaginginpatientswithhydrocephalus

Neuroradiology49,602,2007
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No.19 YueQ,ShibataY,KawamuraT,AnnoI,IsobeT,MatsumuraA:

DifferentiationbetweencerebellopontineanglemeningiomaandneurinomabyMRIandMRS

Neuroradiology49,615,2007

No.20 EndoK,ShibataY,YamamotoT,NakaiK,MatsumuraA,SatoT,OikawaM,ArakawaK,

KamiyaT,IshiiK:

ThepresentsituationandproblemsoftheAnalysisofBoronMicro-distributioninTumor

CellsUsingmicro-PIXEandPIGE

TIARA年報,2007
No.21 鶴田和太郎,鈴木謙介,山本哲哉,松村 明,松丸祐司,斉藤一之：

頸動脈血管形成術後再狭窄
第22回日本脳神経血管内治療学会総会講演集,258-262,2007
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整形外科グループ（2007年）

原 著
No.1 ChangF,MishimaH,IshiiT,YanaiT,AkaogiH,SakaiS,YoshiokaT,OchiaiN:

StimulationofEP4receptorenhancedboneconsolidationduringdistractionosteogenesis.

JOrthopRes25(2),221-229,2007

No.2 MutsuzakiH,SakaneM,IkedaK,IshiiT,HattoriS,TanakaJ,OchiaiN:
Histoligicalchangesandapoptosisofcartilagelayerinhumananteriorcruciateligament

tibialinsertionafterrupture.

KneeSurgSportsTraumatolArthrosc15(2),602-609,2007

No.3 辰村正紀,石井朝夫,野澤大輔,和田大志,小宮山千晴,落合直之：
Multi-Axialcorrection(MAC)systemにより変形矯正を行った陳旧制大腿骨偽関節の1例

日本創外固定・骨延長学会誌 18,13-16,2007

No.4 石井朝夫,辰村正紀,和田大志,小宮山千晴,落合直之：
Taylor-SpatialFrameによる短縮・回旋変形矯正

日本創外固定・骨延長学会誌 18,138,2007

No.5 MutsuzakiH,ItoA,SakaneM,SogoY,OyaneA,EbiharaY,IchinoseN,OchiaiN:
Calciumphosophatecoatingformedininfusionfluidmixturetoenhancefixationstrengthof

titaniumscrews.

JMaterSciMaterMed18(9),1799-1808,2007

No.6 TaguchiT,SaitoH,IwasashiM,SakaneM,KakinokiS,OchiaiN,TanakaJ:
Dvelopmentofanovelglueconsistingofnaturally-derivebiomolecules:citricacidand

humanserumalbumin.

JNanosciNanotechnol7(3),742-747,2007

No.7 HattoriS,SakaneM,MutsuzakiH,TanakaJ,OchiaiN,NakajimaH:
Chondrocyteapoptosisand decreaseofglycosaminoglycan in cranialcruciateligament

insertionafterresectioninrabbits.

JVetMedSci69(3),253-258,2007

No.8 KaneokaK,ShimuzuM,HangaiM,OkuwakiT,MamizukaN,SakaneM,OchiaiN:
LumbarIntervertebralDiskDegenerationinEliteCompetitiveSwimmers:A CaseControl

Study.

AmJSportsMed3(4),2007

No.9 MamizukaN,SakaneM,KaneokaK,HiribeN,OchiaiN:
JBiomechanics40,2107-2111,2007

No.10 西浦康正,原 友紀,吉井雄一,新津 守,落合直之：
マイクロスコピーコイルを用いた手根管症候群のMRI－手指運動による手根管内形態変
化について

日本手の外科学会誌23(5),591-595,2007
No.11 HaraY,OchiaiN,AbeI,IchimuraH,Saijilafu,NishiuraY:

Effectofprogesteroneonrecoveryfromnerveinjuryduringleglengtheninginrats

JBJS89B(6),830-835,2007
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No.12 YoshiokaT,MishimaH,OhyabuY,SakaiS,AkaogiH,IshiiT,KojimaH,TanakaJ,OchiaiN:
T Uemura,Repairoflargeosteochondraldefectswithallogeniccartilaginousaggregates

formedfrombonemarrow-derivedcellsusingRWVbioreactor.

JOrthopaedicResearch2007

No.13 野澤大介,小宮山千晴,落合直之,平野 篤,野内隆治,青戸克哉：
橈骨遠位端骨折に対しEBIDynaFixMini-Fixatorを用いた治療成績,および短縮矯正損失
防止の可能性

日本創外固定・骨延長学会雑誌18,101-105,2007
No.14 KawanoK,NaganoA,OchiaiN,KondoT,MikamiY,TajiriY:

Restorationofelbowfunctionbyintercostalsnevetransferforobstetricalparalysiswithco-

contractionofthebicepsandthetriceps.

JHandSurg(EuropeanVolume)32E,4,421-426,2007

No.15 ChangF:

Repairoflargefull-thicknessarticularcartilagedefectsbyTransplantation ofautologus

unculturedbone-marrow-derivedmononuclearcells.

JOrthopRes2007

No.16 HangaiM,KaneokaK,KunoS,HinotsuS,SakaneM,MamizukaN,SakaiS,OchiaiN:
Factorsassociatedwithlumbarintervertebraldiscdegenerationintheelderly.

TheSpineJournal2007

No.17 SakaiS,MishimaH,IshiiT,AkaogiH,YoshiokaT,OhyabuY,ChangF,OchiaiN,UemuraT:
RotatingThreêdimensionalDynamicCultureofAdultHumanBoneMarrow-DerivedCelles

forTissueEngineeringofHyalineCartilage.

JournalOrthopaedicResearch2007

No.18 SakaiS,MishimaH,IshiiT,AkaogiH,YoshiokaT,UemuraT,OchiaiN:
ConcentrationofboneMarrow aspirateusingsimplecentrifugalmethodsforosteogenic

Repair(technicalnote)

ActaOrthopaedica2007

No.19 谷本幸代,鈴木純子,高橋純子,氏家みどり,三島 初,落合直之,佐野悦子,下斗米絵美,
笠倉多栄子,鈴木英人,友部和広：
THAにおけるWebベース可変型クリティカルパス作成の試み－看護の視点からの作成－

HipJoint33,65-8,2007

No.20 SogoY,ItoA,MutsuzakiH,OyaneA,OnoguchiM,IchinoseN,SakaneM,OchiaiN:
FGF-2/calcium phosphatecompositelayertoresistbacterialinfection.

KeyEngineeringMaterials330-332,691-694,2007

No.21 YoshiokaT,MishimaH,OhyabuY,SakaiS,AkaogiH,IshiiT,KojimaH,TanakaJ,OchiaiN,
UemuraT:

Repairoflargeosteochondraldefectswithallogeneiccartilaginousaggregatesformedfrom

bonemarrow-derivedcellsusingRWW bioreactor.

JOrthopRes25,1291-1298,2007
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No.22 田中利和,吉岡 大,植野映子,高橋信幸,落合直之：
MRIマイクロスコピーコイルを使用したTFCC病変に対する読影者間の比較

日本手の外科学会誌24(2),9-14,2007
No.23 辰村正紀,石井朝夫,野澤大輔,和田大志,小宮山千晴,落合直之：

Multi-AxialCorrection(MAC)systemにより変形矯正を行った陳旧性大腿骨偽関節の1例
日本創外固定・骨延長学会雑誌18,13-16,2007

No.24 野澤大輔,小宮山千晴,落合直之,平野 篤,野内隆治,青戸克哉：
橈骨遠位端骨折に対しEBIDynaFixMiniFixatorを用いた治療成績,および短縮矯正損失
防止の可能性

日本創外固定・骨延長学会雑誌18,101-105,2007
No.25 小川 健,石井朝夫,落合直之：

低出力超音波パルス治療における骨癒合不良因子の検討
東日本整形災害外科学会誌 19,123-128,2007

No.26 HangaiM,KaneokaK,KunoS,HinotsuS,SakaneM,MamizukaN,SakaiS,OchiaiN:
Factorsassociatedwithlumbarintervertebraldiscdegenerationintheelderly.

TheSpineJournal,Online,2007

No.28 吉岡友和,三島 初,西野衆文,宮川俊平,落合直之：
MIS-THAにおけるNavigationsystemの使用経験と術後CTによるカップ設置角の検討

日本人工関節学会誌36,312-313,2007
No.29 YoshiokaT,MishimaH,OhyabuY,SakaiS,AkaogiH,IshiiT,KojimaH,TanakaJ,OchiaiN,

UemuraT:

Repairoflargeosteochondraldefectswithallogeneiccartilaginousaggregatesformedfrom

bonemarrow-derivedcellsusingRWVbioreactor.

JOrthopRes25(10),1291-8,2007

No.30 鈴木聖一,江口 清：
気管切開を行なった急性期頸髄損傷患者とのコミュニケーション

臨床リハ16(9),874-878,2007
No.31 AbeT,SakaneM,IkomaT,KobayashiM,NakamuraS,OchiaiN:

IntraosseousDelivery ofPaclitaxel-loaded Hydroxyapatite-alginatebeadsdelaysparalysis

causedmetastaticspinecancerinrats.

JournalofNeurosurgeySpine,2008inPress

No.32 AbeT,SakaneM,IkomaT,TonegawaT,YoshiokaT,TanakaJ,OchiaiN:
NovelLocalTreatmentwithPaclitaxel-loadedHydroxyapatite-alginateGelsforSpinalBone

Metastases.

KeyEngineeringMaterials330-332,1343-1346,2007

No.33 YoshiokaT,TIkoma,MonkawaA,YunokiS,AbeT,SakaneM,TanakaJ:
PreparationofHydroxyapatite-alginateGelsasaCarrierforControlledReleaseofPaclitaxel.

KeyEngineeringMaterials330-332,1053-1056,2007
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No.34 AbeT,SakaneM,IkomaT,KobayashiM,NakamuraS,OchiaiN:
TherapeuticEffectsofPaclitaxel-loadedHydroxyapatite-AlginateBeads:InVitroandInVivo

studies.

KeyEngineeringMaterials,2008inPress

No.35 赤荻 博,三島 初,酒井晋介,西野衆文,吉岡友和,石井朝夫,落合直之,宮川俊平：
大腿骨頭壊死に対する自家骨髄血移植術の短期成績

HipJoint33,40-46,2007

著書,総説その他
No.1 落合直之：

末梢神経麻痺
783大田 健/奈良信雄 編集 今日の診断基準,南江堂,2007

No.2 落合直之：
腕神経叢麻痺

784大田 健/奈良信雄 編集 今日の診断基準,南江堂,2007
No.3 河村春生,宮川俊平,三島 初,落合直之,康本 潤：

Harris-Galante人工股関節の長期成績－術後15～20年－
整形・災害外科50(11),1333-1341,2007

No.4 半谷美夏,金岡恒治,落合直之：
介護予防実践マニュアル～科学的根拠に基づく効果的かつ安全な実践に向けて～

腰痛等の関節痛を予防するプログラム26-30,2007
No.5 半谷美夏,金岡恒治,落合直之：

介護予防実践マニュアル～科学的根拠に基づく効果的かつ安全な実践に向けて～
老化と腰痛96-101,2007

No.6 石井朝夫：
陳旧性足関節外側靱帯損傷に対する小切開による解剖学的修復法－【MinimallyInvasive
Surgeryのすべて】

整形・災害外科50(5),593-602,2007

学会発表
No.1 国府幸洋,西浦康正,原 友紀,吉井雄一,落合直之：

先天性橈骨頭脱臼に伴った弾発肘の1例
第19回日本肘関節学会（神戸）2月,2007

No.2 西浦康正,原 友紀,吉井雄一,国府幸洋,落合直之：
上腕骨遠位端T型骨折変形治癒の2例

第19回日本肘関節学会（神戸）2月,2007
No.3 西浦康正,原 友紀,吉井雄一,國府幸洋,落合直之：

上腕骨遠位端T型骨折変形治癒の2例
第19回日本肘関節学会学術集会（神戸）2月,2007
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No.4 西浦康正,吉井雄一,安部伊知朗,原 友紀,落合直之：
舟状骨骨折偽関節に合併した手根管症候群の2例

第21回東日本手の外科研究会（東京）2月,2007
No.5 AbeT,SakaneM,YoshiokaT,IkomaT,TanakaJ,TateishiT,OchiaiN:

Effectofpaclitaxel-loadedHYDROXYAPATITE-alginatebeadsforlocalchemotherapyinrats

4th AnnualCancerDrugsResearch&Developmentconferenceand

2nd AngiogenesisResearch&Developmentconference(Philadelphia)2月,2007
No.6 AbeT,SakaneM,IkomaT,YoshiokaT,KaneokaK,TonegawaT,TanakaJ,TateishiT,

OchiaiN:
EFFICACY OF LOCAL TREATMENT WITH PACLITAXEL-LOADED

HYDROXYAPATITE-ALGINATEGELPARTICLES:INVITROANDINVIVOSTUDY

The53rd AnnualMeetingoftheOrthopaedic

ResearchSocietySanDiego,(U.S.A.)2月,2007
No.7 YoshiiY,NishiuraY,HaraY,Saijilafu,OchiaiN:

Pathogenesisofneuropathy:effectsofrepetitivecompressionontherabbitsciaticnervein

viewofnerveconductionandbloodflow

The53rd AnnualMeetingoftheOrthopaedic

ResearchSocietySanDiego,(U.S.A.)2月,2007
No.8 NishiuraY,HaraY,YoshiiY,NiitsuM,OchiaiN:

High-resolution MRIofCarpalTunnelSyndromePatientswith aMicroscopy C oil;

MorphologicalChangesintheCarpalTunnelDuringFingerMotion

10th IFSSH(Sydney)3月,2007
No.9 YoshiiY,NishiuraY,HaraY,Saijilafu,OchiaiN:

Effectsofrepetitivecompressionontherabbitsciaticnaerveinview ofnerveconduction

andblood flow.

IFSSH&IFSHT(Sydey)3月,2007
No.10 NishiuraY,HaraY,YoshiiY,NiitsuM,OchiaiN:

HighresolusionMRIofcarpaltunnelsyndromewithamicroscopycoil;Themorphologic

changeinthecarpaltunnelbythefingermotion.

IFSSH&IFSHT(Sydney)3月,2007
No.11 TanakaT,YoshiokaH,UenoT,YoshiiY,NishiuraY,OchiaiN:

CompressionbetweenpatientswithTFCC injuryandvolunteersbyMR imagingwitha

microscopy

IFSSH&IFSHT(Sydney)3月,2007
No.12 酒井晋介,三島 初,吉岡友和,大藪淑美,石井朝夫,落合直之,植村寿公：

RWVbioreactorを用いたヒト骨髄血由来幹細胞からの三次元軟骨組織構築
第6回日本再生医療学会総会（横浜）3月,2007

No.13 岩指 仁,田口哲志,斉藤浩文,坂根正孝,落合直之,立石哲也：
新規生体用接着剤を用いた皮膚接着強度に関する報告

第6回日本再生医療学会総会（横浜）3月,2007
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No.14 牧原武史,植村健太,坂根正孝,福田恵子,落合直之：
陳旧性肩関節前方脱臼かんとん位固定に対し観血的整復術を行った1例

第47回関東整形災害外科学会（東京）3月,2007
No.15 原 友紀,安部伊知朗,落合直之,賽吉拉夫,市村晴充：

末梢神経緩徐伸長時のミエリン鞘の変化に関する研究
第50回日本手の外科学会（山形）4月,2007

No.16 西浦康正,原 友紀,吉井雄一,新津 守,落合直之：
末梢神経損傷や障害に対するMRIの応用

第50回日本手の外科学会（山形）4月,2007
No.17 西浦康正,原 友紀,吉井雄一,新津 守,落合直之：

高分解能MRIを用いた手根管症候群における手根管内形態変化に関する研究－手根管症
候群患者と中年健常女性における相違について

第50回日本手の外科学会（山形）4月,2007
No.18 田中利和,吉岡 大,植野映子,高橋信幸,落合直之：

MRIマイクロスコピーコイルを使用したTFCCの病変に対する読映者間の比較
第50回日本手の外科学会（山形）4月,2007

No.19 国府幸洋,西浦康正,許 表階,横井直幸,落合直之：
超音波検査によるばね指に対する腱鞘内ステロイド注射効果の画像的検討

第50回日本手の外科学会（山形）4月,2007
No.20 國府幸洋,渡邊保彦,横井直幸,許 表楷：

創外固定を用いた粉砕型鎖骨骨幹部骨折の治療経験
第20回日本創外固定・骨延長学会（弘前）4月,2007

No.21 西野衆文,石井朝夫,常 非,野内隆治,野澤大輔,三島 初,落合直之：
荷重調節・関節運動機構付き創外固定器の開発と家兎モデルへの応用

第20回日本創外固定・骨延長学会（弘前）4月,2007
No.22 野澤大輔,石井朝夫,小宮山千晴,西野衆文,野内隆治,落合直之：

TaylorSpatialFrameとFastFxstrutを用いた下腿変形矯正骨切術
第20回日本創外固定・骨延長学会（弘前）4月,2007

No.23 半谷美夏,金岡恒治,宮川俊平,向井直樹,大久保雄,坂根正孝,落合直之：
成長期の腰痛と競技スポーツの経験との関係,大学入試時質問紙調査結果より

第36回脊椎脊髄病学会（金沢）4月,2007
No.24 安部哲哉,坂根正孝,生駒俊之,吉岡朋彦,金岡恒治,田中順三,立石哲也,落合直之：

骨転移治療用抗癌剤の開発とその局所投与効果：パクリタキセル含有ハイドロキシアパタ
イ ト － ア ル ギ ン 酸 複 合 体 Developmentofanovelanticancerdrugformulationfor

metastaticspinecanceranditsefficacyoflocaltreatment:Paclitaxel-loadedHydroxyapatite-

aliginateparticles

第36回日本脊椎脊髄病学会（金沢）4月,2007
No.25 半谷美夏,金岡恒治,久野晋也,馬見塚尚孝,酒井晋介,坂根正孝,落合直之：

中高齢者における腰椎椎間板変性関連因子の検討－生活習慣病関連因子を中心に
第80回日本整形外科学会学術総会（神戸）5月,2007
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No.26 西浦康正,岡田昌史,落合直之,羽生忠正,高山真一郎,高原政利,関 敦仁,福井 充：
肘機能評価法について

第80回日本整形外科学会学術集会（横浜）5月,2007
No.27 西浦康正,岡田昌史,落合直之,羽生忠正,高山真一郎,高原政利,関 敦仁,福井 充：

肘機能評価法について
第80回日本整形外科学会学術総会（神戸）5月,2007

No.28 宮川俊平,三島 初,河村春生,康本 潤,西野衆文,屋嘉育男,落合直之：
セメントレス人工股関節が長期安定性を獲得するための条件について

第80回日本整形外科学会学術総会（神戸）5月,2007
No.29 安部伊知朗,落合直之：

末梢神経の短縮機序に関する組織学的検討
第44回日本リハビリテーション医学会学術集会（神戸）6月,2007

No.30 石井朝夫,野澤大輔,田嶋雅美,須藤光敏,落合直之：
大腿骨緩徐延長時のピン刺入部感染症

第30回日本骨・関節感染症学会（山梨）6月,2007
No.31 石井朝夫,野澤大輔,赤荻 博,上野秀一郎,野内隆治,小宮山千晴,落合直之：

距骨体部腫瘤性病変に対する経関節外掻爬・骨移植
第32回日本足の外科学会学術集会（長崎）6月,2007

No.32 石井朝夫,野澤大輔,赤荻 博,上野秀一郎,野内隆治,小宮山千晴,落合直之：
足部拘縮に対する創外固定器による緩徐矯正

第32回日本足の外科学会学術集会（長崎）6月,2007
No.33 HangaiM,KaneokaK,OkuboY,MiyakawaS,MukaiN,SakaneM,OchiaiN:

Therelationshipbetweenlowbackpainandcompetitivesportsactivitiesduringyouth,

The34th annualmeetingoftheInternationalSocietyfortheStudy

oftheLumberSpine(HongKong)6月,2007
No.34 安部哲哉,坂根正孝,生駒俊之,立石哲也,落合直之：

転移性骨腫瘍に対する局所化学療法のための担体開発とその効果：パクリタキセル含有ハ
イドロキシアパタイト－アルギン酸複合体 Developmentofanovelcarrierofanticancer

drugforbonecanceranditsefficacyoflocaltreatment:Paclitaxel-loadedhydroxyapatite-

aliginatebeads

第23回日本DDS学会（熊本）6月,2007
No.35 安部哲哉,坂根正孝,生駒俊之,小林美穂子,中村 聡,落合直之：

脊椎転移癌ラットに対するハイドロキシアパタイト－アルギン酸複合体を用いた抗癌剤パ
ク リ タ キ セ ル の 骨 内 投 与 効 果 EffectofintraosseousdeliveryofPaclitaxel-loaded

hydroxyapatite-aliginatebeadsinaratmodelofmetastaticspinecancer

第24回日本DDS学会（東京）6月,2007
No.36 小川 健,西浦康正,石井朝夫,三島 初,原 友紀,落合直之：

キーンベック病のMRIと組織所見の比較～進行例に対しGraner法を施行した1例～
第103回茨城集談会（水戸）6月,2007
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No.37 EguchiK,FukayaD,WatanabeY,IshikawaK,ShimizuT,SudaK,NumataO,KatoK,OchiaiN:
Theapplicationofaprosthesisinpatientswithrheumatoidarthritiswhounderwenta

transtibialamputation:Areportof2cases.

4th congressofISPRM (Seoul)6月,2007
No.38 岩指 仁,田口哲志,斉藤浩文,坂根正孝,落合直之,立石哲也：

新規生体用接着剤を用いた皮膚接着実験に関する報告
日本接着学会（東京）6月,2007

No.39 國府幸洋,横井直幸,許 表楷：
ばね指の保存療法における超音波画像所見の変化

第19回日本整形外科超音波研究会（東京）7月,2007
No.40 安部哲哉,坂根正孝,生駒俊之,小林美穂子,中村 聡,立石哲也,落合直之：

ラット乳癌脊椎転移モデルに対する抗癌剤含有アパタイト担体の局所治療効果
第8回ホルモンと癌研究会（東京）7月,2007

No.41 石井朝夫,野澤大介,小宮山千晴,落合直之：
矯正・延長時に多発合併症を来した先天性大腿骨短縮の1例

第13回日本イリザロフ法研究会（東京）9月,2007
No.42 西浦康正,原 友紀,國府幸洋,吉井雄一,落合直之：

上腕切断30年後に発症した断端神経腫の1例
第5回神経因性疼痛研究会（軽井沢）9月,2007

No.43 椎名逸雄：
頚椎側方脱臼骨折の治療経験

第56回東日本整形災害外科学会（軽井沢）9月,2007
No.44 AbeT,SakaneM,IkomaT,YoshiokaT,TanakaJ,OchiaiN:

Paclitaxel-loadedHydroxyapatite-alginateBeadsforLocalChemotherapyofMetastaticSpine

CancerinRats

29th AmericanSocietyofBoneMineralResearch(Hawaii)9月,2007
No.45 OgawaT,IshiiT,MishimaH,SakaiS,WatanabeA,OchiaiN:

AnExperimentalRabbitModelofLunate-likeOsteonecrosis:IsTransplantationofBone

MarrowEffectiveforRemodelingofNecroticBone.

29th AmericanSocietyofBoneMineralResearch(Hawaii)9月,2007
No.46 IwasashiM,SakaneM,ShiraiY,SuetsuguY,TateishiT,OchiaiN:

TheIncreaseoftheMechanicalStrengthofNovelUnidirectionalPorousHydroxyapatite

CeramicsinVivo

29th AmericanSocietyofBoneMineralResearch(Hawaii)9月,2007
No.47 宇賀美奈子,丹羽正利,落合直之,佐々木誠一：

覚醒ネコにおける随意運動時横隔膜の活動様式
第30回日本神経科学大会（横浜）9月,2007

No.48 酒井晋介,三島 初,赤荻 博,吉岡友和,石井朝夫,植村寿公,落合直之：
大腿骨頭壊死症患者の末梢血および骨髄血における骨形成関連成長因子濃度の検討

第34回日本股関節学会（金沢）10月,2007
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No.49 F.Chang,IshiiT,YanaiT,MishimaH,AkaogiH,OgawaK,OchiaiN:
Repairoflargefull-thicknessarticularcartilagedefectsbytransplantationofautologous

unculturedbone-marrow-derivedmononuclearcells.

InternationalCartilageRepairSociety2007(Warsaw)9月,2007
No.50 小川 健：

家兎骨壊死モデルにおける骨新生の評価－骨壊死に対する骨髄血移植の有効性－
第22回日本整形外科学会基礎学術集会（浜松）10月,2007

No.51 酒井晋介,三島 初,吉岡友和,大藪淑美,石井朝夫,植村寿公,落合直之：
ヒト骨髄由来細胞からRWVbioreactorを用いて構築された三次元軟骨組織

第22回日本整形外科学会基礎学術集会（浜松）10月,2007
No.52 小川 健,石井朝夫,三島 初,酒井晋介,渡辺 新,落合直之：

家兎骨壊死モデルにおける骨新生の評価－骨壊死に対する骨髄血移植の有効性－
第22回日本整形外科学会基礎学術集会（浜松）10月,2007

No.53 安部哲哉,坂根正孝,生駒俊之,吉岡朋彦,立石哲也,落合直之：
転移性骨腫瘍に対する局所療法のための抗癌剤担体開発とその効果：パクリタクセル含有
ハイドロオキシアパタイト・ビーズ

第22回日本整形外科学会基礎学術集会（浜松）10月,2007
No.54 常 非,石井朝夫,三島 初,酒井晋介,西野衆文,落合直之：

RWVバイオリアクターを用いた培養骨髄細胞組織移植による広範囲軟骨欠損の治療
第22回日本整形外科学会基礎学術集会（浜松）10月,2007

No.55 酒井晋介,三島 初,石井朝夫,吉岡友和,植村寿公,落合直之：
ヒト骨髄由来細胞からRWVBioreactorを用いて構築された三次元軟骨組織

第22回日本整形外科学会基礎学術集会（浜松）10月,2007
No.56 服部晋也,坂根正孝,六崎裕高,田中順三,落合直之,中島弘美：

前十字靱帯切除後の付着部軟骨層における軟骨細胞のアポトーシスとグリコサミノグリカ
ンの減少

第22回日本整形外科学会基礎学術集会（浜松）10月,2007
No.57 久保田茂希,西浦康正,原 友紀,賽吉拉夫,安部伊知朗,落合直之：

緩徐間接伸長の末梢神経に対する影響に関する研究－伸長速度の違いにおける電気生理学
的変化と絞輪部の形態変化について－

第22回日本整形外科学会基礎学術集会（浜松）10月,2007
No.58 六崎裕高,坂根正孝,服部晋也,小林尚俊,立石哲也,落合直之：

リン酸カルシウム複合化腱を使用したヤギ前十字靱帯再建後1．5年での移植腱・骨孔間の
組織評価

第22回日本整形外科学会基礎学術集会（浜松）10月,2007
No.59 AbeT,SakaneM,IkomaT,KobayashiM,NakamuraS,TateishiT,OchiaiN:

Hydroxyapatite-alginatebeadsasasustainablecarrierofpaclitaxel

InternationalSymposiumonSusrainableEnergy&Materials2007（沖縄）10月,2007
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No.60 IkomaT,YoshiokaT,NakamuraS,HanagataN,AbeT,SakaneM,OchiaiN,JTanaka:
RididHydroxyapatite-AlginateBeadsforSustainedReleaseofPaclitaxel20thInternational

SymposiumonCeramicsinMedicine

(Bioceramics20th)（フランス）10月,2007
No.61 辰村正紀,坂根正孝,半谷美夏,塚田篤朗,和田野安良：

頚椎前後方除圧術後に競技復帰した社会人ラグビー選手の一例
第18回日本臨床スポーツ医学会（大分）10月,2007

No.62 渡辺 新,金森章浩,御園生剛,石井朝夫,落合直之：
第四中足骨基部疲労骨折の1例

第18回日本臨床スポーツ医学会（大分）10月,2007
No.63 安部哲哉,坂根正孝,生駒俊之,小林美穂子,中村 聡,吉岡朋彦,利根川亨,立石哲也,

落合直之：
脊椎転移癌に対する低侵襲治療のためのバイオマテリアル:Biomaterial(Hydroxyapatite
Composite Carrier)forLocalChemotherapy asa Minimally Invasive Treatmentfor

MetastaticSpineCancer

第29回日本バイオマテリアル学会（大阪）11月,2007
No.64 岩指 仁,田口哲志,斉藤浩史,坂根正孝,落合直之,立石哲也：

酒石酸誘導体を架橋剤とする接着剤を用いた接着皮膚の組織学的評価
第29回日本バイオマテリアル学会（大阪）11月,2007

No.65 AbeT,SakaneM,IkomaT,KobayashiM,NakamuraS,TateishiT,OchiaiN:
Hydroxyapatite-alginateCarrierforLocalDeliveryofPaclitaxeltoTreatMetastaticSpine

Cancer

The1stAsianBiomaterialCongress(Tsukuba)12月,2007
No.66 SakaiS,MishimaH,IshiiT,YoshiokaT,OhyabuY,OchiaiN,UemuraT:

Tissueengineeredcartilagefrom humanbonemarrow derivedcellsusingrotatingwall

vessel(RWV)bioreactor.

The1stAsianBiomaterialCongress(Tsukuba)12月,2007
No.67 YoshiokaT,MishimaH,OhyabuY,SakaiS,AkaogiH,IshiiT,KojimaH,TanakaJ,OchiaiN,

UemuraT:

Repairoflargeosteochondraldefectswithallogeneiccartilaginousaggregatesformedfrom

bonemarrow-derivedcellsusingRotatingWallVessel(RWV)bioreactor

1stAsianBiomaterialsCongress(Tsukuba)12月,2007

その他
No.1 落合直之：

上肢の絞扼性神経障害
第2回YokohamaHandClub特別講演会（横浜）2月,2007

No.2 石井朝夫：
足関節外側靱帯損傷の病態と治療

第40回日本臨床整形外科学会関東ブロック研修会（東京）3月,2007
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No.3 石井朝夫：
「スポーツ選手の足関節捻挫」～なめてかかるな！足首の捻挫～

第22回テニス・メディカルセミナー（川崎）3月,2007
No.4 落合直之：

CRPSについて
日本手の外科学会第9回春期教育研修会（山形）4月,2007

No.5 西浦康正：
ComplexRegionalPainSyndrome(CRPS)の診断と治療－整形外科医の立場から

東京都臨床整形外科医会（東京）4月,2007
No.6 落合直之：

上肢の絞扼性神経障害の基礎と臨床
第27回京都運動器疾患フォーラム（京都）5月,2007

No.7 落合直之：
整形外科における低出力超音波骨折治療の最近の試み
第4回岩手難治性骨折治療研究会・第405回岩手整形災害外科懇談会（盛岡）6月,2007

No.8 落合直之：
上肢絞扼性神経障害－基礎と臨床

第74回高知整形外科集談会（高知）6月,2007
No.9 石井朝夫：

スポーツでの足部傷害
第2回筑波スポーツ医学セミナー（つくば）7月,2007

No.10 落合直之：
肘部管症候群の治療

第12回目で見る整形外科東京コロキュアム（東京）10月,2007
No.11 落合直之：

上肢の絞扼神経障害－基礎と臨床
三金会・長崎手の外科研究会（長崎）11月,2007
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腎泌尿器外科グループ（2007年）

原 著
No.1 MiyanagaN,AkazaH,HinotsuS,JorakuA,OikawaT,SekidoN,KawaiK,ShimazuiT:

BackgroundVariablesforthePatientswithInvasiveBladderCancerSuitableforBladder-

preservingTherapy

JpnJClinOncol37,852-857,2007

No.2 AkazaH,TsukamotoT,MuraiM,NakajimaK,NaitoS:
PhaseIIstudytoinvestigatetheefficacy,safety,andpharmacokineticsofSorafenibin

Japanesepatientswithadvancedrenalcellcarcinoma

JpnJClinOncol37,755-762,2007

No.3 HinotsuS,AkazaH,UsamiM,OgawaO,KagawaS,KitamuraT,TsukamotoT,NaitoS,
NamikiM,HiraoY,MuraiM,YamanakaH,TheJapanStudyGroupofProstateCancer(J-CaP):

Currentstatusofendocrinetherapy forprostatecancerin Japan-Analysisofprimary

androgendeprivationtherapyonthebasisofdatacolloectedbyJ-CaP

JpnJClinOncol37,775-781,2007

No.4 TsutsumiM,MiyagawaT,MatsumuraT,KawazoeN,IshikawaS,ShimokamaT,ShiinaT,

MiyanagaN,AkazaH:
Theimpactofreal-timetissueelasticityimaging(elastography)onthedetectionofprostate

cancer:clinicopathologicalanalysis

IntJClinOncol12,250-255,2007

No.5 ShimazuiT,KawaiK,MiyanagaN,KojimaT,SekidoN,HinotsuS,OikawaT,JorakuA,
AkazaH:

Three-weeklyDocetaxelwithPrednisoneisFeasibleforJapanesePatientswithHormone-

refractoryProstateCancer:ARetrospectiveComparativeStudywithWeeklyDocetaxelAlone

JpnJClinOncol37,603-608,2007

No.6 IidaK,ItohK,MaherJM,KumagaiY,OyasuR,MoriY,ShimazuiT,AkazaH,YamamotoM:
Nrf2andp53cooperativelyprotectagainstBBN-inducedurinarybladdercarcinogenesis

Carcinogenesis.28,2398-403,2007

No.7 NagataY,SonodaT,MoriM,MiyanagaN,OkumuraK,GotoK,NaitoS,FujimotoK,HiraoY,
TakahashiA,TsukamotoT,AkazaH:
DietaryisoflavonesmayprotectagainstprostatecancerinJapanesemen

JNutr137,1974-1979,2007

No.8 TamuraK,FurihataM,TsunodaT,AshidaS,TakataR,ObaraW,YoshiokaH,DaigoY,Nasu

Y,KumonH,KonakaH,NamikiM,TozawaK,KohriK,TanjiN,YokoyamaM,ShimazuiT,
AkazaH,MizutaniY,MikiT,FujiokaT,ShuinT,NakamuraY,NakagawaH:

MolecularFeaturesofHormone-RefractoryProstateCancerCellsbyGenome-WideGene

ExpressionProfiles

CancerRes67,5117-5125,2007
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No.9 ShimazuiT,AmiY,YoshikawaK,UchidaK,KojimaT,OikawaT,NakamuraK,HondaN,
HinotsuS,MiyazakiJ,KunitaN,AkazaH:

Predictionofinvitroresponsetointerferon-α inrenalcellcarcinomacelllines

CancerSci98,529-534,2007

No.10 AkazaH,MooreMA,ChangSJ,ChengC,ChoiHY,EsuvaranathanK,HinotsuS,HongSJ,
KimCS,KimWJ,MuraiM,NaitoS,SoebadiD,SongJM,UmbasR,UsamiM,ZiaS,Yang

CR:

<MeetingReport> The5thConferenceonAsianTrendsinProstateCancerHormone

Therapy

AsianPacificJCancer8,3-12,2007

No.11 MiyagawaT,ShimazuiT,HinotsuS,OikawaT,SekidoN,MiyanagaN,KawaiK,AkazaH:
DoesTumorSizeorMicrovascularInvasionAffectPrognosisinPatientswithRenalCell

Carcinoma?

JpnJClinOncol37,197-200,2007

No.12 AkazaH,NaitoS,UsamiM,MikiT,MiyanagaN,TaniaiH,TheJapaneseGemcitabineStudy
Group:

Efficacy and Safety ofGemcitabine Monotherapy in Patients with TransitionalCell

CarcinomaafterCisplatin-ContainingTherapy:AJapaneseExperience

JpnJClinOncol37,201-206,2007

No.13 UsamiM,AkazaH,AraiY,HiranoY,KagawaS,KanetakeH,NaitoS,SumiyoshiY,Takimoto
Y,TeraiA,YoshidaH,OhashiY：

Bicalutamide80mgcombinedwithaluteinizinghormone-releasinghormoneagonist(LHRH-

A)versusLHRH-A monotherapyinadvancedprostatecancer:findingsfrom aphaseIII

randomized,double-blind,multicentertrialinJapanesepatients

ProstateCancerProstaticDis10,1-8,2007

No.14 MizokamiA,UenoS,FukagaiT,ItoK,EharaH,KinbaraH,OrigasaH,UsamiM,NamikiM,

AkazaH:
Globalupdateondefiningandtreatinghigh-risklocalizedprostatecancerwithleuprorelin:

anAsianperspective

BJUInt99(supl1),6-9,2007

No.15 AkazaH:
Globalupdateondefiningandtreatinghigh-risklocalizedprostatecancerwithleuprorelin:a

Japaneseperspective-theeffectofprimaryandrogendeprivationtherapyonstageC

prostatecancer

BJUInt99(Supl1),10-12,2007
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No.16 MikiT,MizutaniY,AkazaH,OzonoS,TsukamotoT,TerachiT,NaitoK,NonomuraN,
HaraI,YoshidaO,TheJapanBloodCellTransplantationStudyGroupforTesticularGermCell

Tumor:

Long-term resultsoffirst-linesequentialhigh-dosecarboplatin,etoposideandifosfamide

chemotherapywithperipheralbloodstem cellsupportforpatientswithadvancedtesticular

germcelltumor

IntJUrol14,54-59,2007

No.17 田中雅博,藤本清秀,平尾佳彦,長多好恵,森 満,赤座英之,KimWunJae：
健常人を対象にした大豆蛋白摂取量と血中・尿中濃度の世代間調査

腎泌予防医誌15,73-75,2007
No.18 西村周三,荒井陽一,宇佐美道之,金武 洋,内藤誠二,赤座英之：

進行前立腺癌に対するMAB療法の費用対効果分析
JpnJCancerChemother34,589-595,2007

総 説
No.1 AkazaH：

<MeetingReport>Reportfrom the1stJapaneseUrologicalAssociation-JapaneseSocietyof

MedicalOncologyjointconference,2006:‘A steptowardsbettercollaborationbetween
urologistsandmedicaloncologists’

IntJUrol14,375-383,2007

No.2 河合弘二,赤座英之：
特集 精巣腫瘍の治療 IGCC分類に応じた転移期精巣腫瘍の最新治療法

泌外 20,115-124,2007

No.3 赤座英之,飯田勝之：
OltiprazによるBBN誘発性膀胱発癌抑制における転写因子Nrf2の役割

腎泌予防医誌15,30-31,2007
No.4 赤座英之,FernandLabrie,並木幹夫：

特別寄稿 限局性・局所進行前立腺癌に対するMAB療法の考え方
JpnJCancerChemother34,657-669,2007

No.5 樋之津史郎,赤座英之：
特集 JUA前立腺癌診療ガイドライン：初版の読みどころと改訂へ向けての課題 薬物療
法

泌外20,761-765,2007
No.6 島居 徹,赤座英之：

特集：前立腺がんの診療（精巣腫瘍を含む） 5．治療に伴う副作用対策 3）薬物療法によ
る副作用へどう対応するか

臨床腫瘍プラクティス3,303-306,2007
No.7 島居 徹,赤座英之：

特集 進行尿路上皮癌の化学療法 転移性尿路上皮癌に対する化学療法の有用性と問題点
－Secondline,Thirdlineを含めて－

泌外20,1157-1162,2007
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No.8 赤座英之：
泌尿器科におけるがん治療のあり方 ―第44回 日本癌治療学会総会会長の立場から―

JpnJCancerChemother34,67-74,2007

No.9 島居 徹,赤座英之：
腎臓の病気 腎臓がん

からだの科学255,76-80,2007
No.10 宮永直人,赤座英之：

NeoadjuvantTherapyの適応と効用・Ⅱ 膀胱癌
JpnJCancerChemother34,1745-1749,2007

No.11 宮永直人,赤座英之：
特集 前立腺癌予防の可能性 イソフラボン

泌外20,1517-1523,2007
No.12 宮永直人,赤座英之：

前立腺癌―基礎・臨床研究のアップデート―Ⅰ 基礎研究 発症と予防
食生活と前立腺癌発症

日本臨床65（増刊10）49-53,2007
No.13 赤座英之：

前立腺癌―基礎・臨床研究のアップデート―Ⅱ 臨床研究 治療 内分泌療法
前立腺癌に対するアンドロゲン遮断療法の現状と展望

日本臨床65（増刊10）431-437,2007
No.14 島居 徹,赤座英之：

前立腺癌―基礎・臨床研究のアップデート―Ⅱ 臨床研究 治療 化学療法
再燃前立腺癌に対するドセタキセル療法（2）：プレドニゾロンとの併用

日本臨床65（増刊10）499-503,2007
No.15 赤座英之：

新春随想 茨城県のがん治療における取り組みについて
茨城県医師会報649,15-16,2007

著 書
No.1 赤座英之：

泌尿器科疾患 膀胱腫瘍
今日の治療指針

山口 徹,北原光男,福井次矢（編）
医学書院 791-793,2007

No.2 島居 徹,赤座英之：
第2章 LOH症候群について（解説） Ⅵ．泌尿器科的診察
LOH症候群 加齢男性性腺機能低下症候群 診療の手引き

日本泌尿器科学会/日本Men’sHealth医学会,
「LOH症候群診療ガイドライン」検討ワーキング委員会（編）

じほう 59-62,2007
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No.3 島居 徹,赤座英之：
第2章 LOH症候群について（解説） XI．前立腺の評価,副作用
LOH症候群 加齢男性性腺機能低下症候群 診療の手引き

日本泌尿器科学会/日本Men’sHealth医学会,
「LOH症候群診療ガイドライン」検討ワーキング委員会（編）

じほう 93-100,2007

No.4 島居 徹,赤座英之：
泌尿器系の癌 腎細胞癌と分子標的治療
最新医学2007増刊号 がん診療の最前線（前篇）

上田龍三,畠 清彦（監）
最新医学社 256-267(794-805),2007

No.5 赤座英之,島居 徹：
C.テストステロン補充と問題点
男性更年期障害 LOH症候群

奥山明彦（編）
南山堂 100-108,2007

No.6 及川剛宏,赤座英之：
Ⅱ．各論―主要疾患の病期・病態別治療法 前立腺癌
M.P.セカンドオピニオン実践ガイド
実地診療にも役立つ病期・病態別治療指針

MedicalPractice編集委員会
和田 攻,大久保昭行,矢崎義雄,大内尉義（編）

文光堂 175-178,2007

No.7 島居 徹,赤座英之：
9．腎癌の新しい治療法 1）分子標的治療（ソラフェニブ）
①開発の経緯と臨床試験での有効性
インフォームドコンセントのための図説シリーズ 腎癌

吉田 修,大園誠一郎（編）
医薬ジャーナル社 102-109,2007

No.8 赤座英之：
前立腺腫瘍―前立腺癌
＜教科書＞NEW泌尿器科学 改訂第2版

西沢 理,松田公志,武田正之（編）
南江堂 244-253,2007

学会発表
No.1 福原喜春,河合弘二,江村正博,石塚竜太郎,川添夏衣,常樂 晃,及川剛宏,関戸哲利,

樋之津史郎,宮永直人,島居 徹,赤座英之：
化学療法が著効した後腹膜原発胚細胞腫の2例

第20回関越UFT研究会（大宮）1月,2007
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No.2 藤崎 明,木村将貴,荒川 孝,服部一紀,赤座英之：
Subclinicalcushing症候群と診断,手術した副腎偶発腫瘍の1例

第71回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）3月,2007
No.3 石塚竜太郎,関戸哲利,福原喜春,樋之津史郎,島居 徹,赤座英之,塚本 定：

尿道を取り囲む女性尿道憩室の1例
第71回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）3月,2007

No.4 江村正博,福原喜春,樋之津史郎,及川剛宏,関戸哲利,宮永直人,河合弘二,島居 徹,

赤座英之：
MVAC療法中に高度の蛋白尿を認めた1例

第71回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）3月,2007
No.5 関戸哲利,樋之津史郎,常樂 晃,及川剛宏,宮永直人,河合弘二,島居 徹,赤座英之：

前立腺肥大症における排尿筋過反射と年齢・閉塞グレードとの関連（ポスター）
第95回日本泌尿器科学会総会（神戸）4月,2007

No.6 河合弘二,及川剛宏,常樂 晃,関戸哲利,樋之津史郎,宮永直人,島居 徹,赤座英之：
精巣及び性腺外胚細胞腫21例に対するTIP療法の長期成績

第95回日本泌尿器科学会総会（神戸）4月,2007
No.7 福原喜春,樋之津史郎,服部一紀,内田克紀,島居 徹,赤座英之：

PSAカットオフ値変更による茨城県前立腺癌検診2次健診受診者数の変化
第95回日本泌尿器科学会総会（神戸）4月,2007

No.8 川添夏衣,関戸哲利,樋之津史郎,常樂 晃,及川剛宏,宮永直人,河合弘二,島居 徹,

赤座英之：
広汎子宮全摘術後早期の尿流動態検査所見は術後1年目の
下部尿路管方法と関連するか？

第95回日本泌尿器科学会総会（神戸）4月,2007
No.9 内藤誠二,村井 勝,塚本泰司,赤座英之：

日本人進行性腎細胞癌患者を対象としたソラフェニブ単剤投与による
第Ⅱ相臨床試験

第95回日本泌尿器科学会総会（神戸）4月,2007
No.10 住吉義光,赤座英之,内藤誠二,塚本泰司,古賀寛史,原林 透：

ホルモン不応性前立腺癌に対するプレドニゾロン併用によるドセタキセルの
第2相臨床試験

第95回日本泌尿器科学会総会（神戸）4月,2007
No.11 島居 徹,吉川和宏,阿弥良浩,小島崇宏,内田和彦,赤座英之：

腎癌細胞株におけるインターフェロンα感受性関連遺伝子の
導入による感受性の獲得（ポスター）

第95回日本泌尿器科学会総会（神戸）4月,2007
No.12 小島崇宏,島居 徹,及川剛宏,河合弘二,堀江 亮,甲藤美幸,片桐拓也,内田和彦,

赤座英之：
高密度SNPアレイによる淡明腎細胞癌の網羅的ゲノム解析（ポスター）

第95回日本泌尿器科学会総会（神戸）4月,2007
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No.13 田中雅博,藤本清秀,近藤秀明,千原良友,鳥本一匡,田中宣道,平山暁秀,吉田克法,
平尾佳彦,赤座英之：

健常人を対象にしたイソフラボン錠投与における体内薬物動態に関する臨床研究（ポス
ター）

第95回日本泌尿器科学会総会（神戸）4月,2007
No.14 常樂 晃,及川剛宏,関戸哲利,樋之津史郎,宮永直人,河合弘二,島居 徹,赤座英之：

前立腺生検前MRI画像診断の有用性についての検討（ポスター）
第95回日本泌尿器科学会総会（神戸）4月,2007

No.15 安東 聡,宮永直人,宮川友明,常樂 晃,及川剛宏,関戸哲利,樋之津史郎,河合弘二,

島居 徹,山川 誠,椎名 毅,赤座英之：
T1c前立腺癌症例における超音波組織弾性イメージングの有用性（ポスター）

第95回日本泌尿器科学会総会（神戸）4月,2007
No.16 樋之津史郎,赤座英之,宇佐美道之,小川 修,香川 征,北村唯一,塚本泰司,内藤誠二,

平尾佳彦,村井 勝,山中英壽,J-CaP研究会：
日本における前立腺癌内分泌療法の実態― J-CaP研究会データにおけるprimaryandrogen
deprivationtherapyの解析―

第95回日本泌尿器科学会総会（神戸）4月,2007
No.17 末富崇弘,常樂 晃,及川剛宏,関戸哲利,樋之津史郎,宮永直人,河合弘二,島居 徹,

赤座英之：
男性機能外来を受診した65歳以上の高齢者のEDの特徴

第20回日本老年泌尿器科学会（長崎）5月,2007
No.18 KojimaT,ShimazuiT,HinotsuS,OikawaT,KawaiK,HorieR,KattoM,KatagiriT,UchidaK,

AkazaH:
Uniparentalpolysomy of3q isapotentialmetastaticmarkerin clearcellrenalcell

carcinoma

AUAAnnualMeeting2007(Anaheim)May,2007

No.19 木村友和,廣瀬優樹,高岡栄一郎,山本貴大,関戸哲利,島居 徹,赤座英之：
経尿道的膀胱腫瘍切除術後に発症した悪性症候群の1例

第72回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）6月,2007
No.20 安東 聡,山本貴大,及川剛宏,常樂 晃,関戸哲利,樋之津史郎,宮永直人,河合弘二,

島居 徹,赤座英之：
精索結核の1例

第72回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）6月,2007
No.21 関戸哲利,服部一紀,樋之津史郎,島居 徹,赤座英之：

茨城県における泌尿器科腹腔鏡手術の現状
第72回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）6月,2007

No.22 関戸哲利,服部一紀,樋之津史郎,島居 徹,赤座英之：
筑波大学における用手補助鏡視下腎摘除術の現状の検討

第72回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）6月,2007
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No.23 山本貴大,河合弘二,安東 聡,高岡栄一郎,常樂 晃,及川剛宏,関戸哲利,樋之津史郎,

宮永直人,島居 徹,赤座英之：
精巣腫瘍導入化学療法における腎機能障害

第42回茨城腎研究会（水戸）7月,2007
No.24 安東 聡,樋之津史郎,服部一紀,内田克紀,島居 徹,赤座英之：

前立腺癌検診受診間隔延長の可能性―茨城県前立腺癌検診データの解析―
第16回日本腎泌尿器疾患予防医学研究会（大阪）7月,2007

No.25 田中雅博,藤本清秀,平山暁秀,田中宣道,米田龍生,吉田克法,平尾佳彦,赤座英之：
環境・宿主要因による前立腺癌発生の疫学的研究：健常人を対象としたイソフラボン錠投
与における体内薬物動態の臨床研究

第16回日本腎泌尿器疾患予防医学研究会（大阪）7月,2007
No.26 樋之津史郎,赤座英之：

泌尿器疾患診療ガイドラインの作成支援システム
第72回日本泌尿器科学会東部総会（札幌）8月,2007

No.27 末富崇弘,松木克之,東間 紘,常樂 晃,及川剛宏,関戸哲利,樋之津史郎,宮永直人,

河合弘二,島居 徹,赤座英之：
メタボリックシンドロームと性機能―インスリン抵抗性を中心に（ポスター）

第72回日本泌尿器科学会東部総会（札幌）8月,2007
No.28 関戸哲利,宮永直人,川添夏衣,石塚竜太郎,島居 徹,赤座英之：

DoubleTpouchによる禁制型尿路変更術を施行した1例（ポスター）
第72回日本泌尿器科学会東部総会（札幌）8月,2007

No.29 石塚竜太郎,及川剛宏,福原喜春,常樂 晃,関戸哲利,樋之津史郎,宮永直人,河合弘二,

島居 徹,赤座英之：
傍前立腺組織原発と考えられたGastrointestinalstromaltumorの1例（ポスター）

第72回日本泌尿器科学会東部総会（札幌）8月,2007
No.30 OikawaT,EndoM,SekidoN,HinotsuS,MiyanagaN,KawaiK,ShimazuiT,AkazaH:

Diagnosticureteroscopyforupperurinarytracttumours(Poster)

29thCongressoftheSocieteInternationaled’Urologie(SIU)
(Paris)September,2007

No.31 ShimazuiT,YoshikawaK,AmiY,KojimaT,UchidaK,HinotsuS,SagaS,AkazaH:
AcquisitionofSusceptibilityininterferon-alpha(IFN)-resistantcelllinebyIFN response

relatedgeneinrenalcellcarcinomacellline(Poster)

29thCongressoftheSocieteInternationaled’Urologie(SIU)
(Paris)September,2007

No.32 JorakuA,YamaguchiM,OikawaT,SekidoN,HinotsuS,MiyanagaN,KawaiK,ShimazuiT,
AkazaH:
Significanceofmagneticresonanceimagepriortoprostatebiopsiesfortheconsiderationof

unnecessarybiopsies(Poster)

29thCongressoftheSocieteInternationaled’Urologie(SIU)
(Paris)September,2007
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No.33 JorakuA,KawaiK,KogureK,YamamotoT,MiyazakiJ,YanoI,HarashimaH,AkazaH:
Immunoprotectionbyoctaarginine-modifiedliposomesincorporatingcellwallof BCG in

murinebladdercarcinoma（Poster）
66thAnnualMeetingoftheJapaneseCancerAssociation

(Yokohama)October,2007

No.34 SonodaT,SuzukiH,MoriM,MiyanagaN,YokomizoA,NaitoS,HiraoY,TsukamotoT,
AkazaH:

Theinteractionofgenesandisoflavonesintakeonprostatecancerrisk(Poster)

66thAnnualMeetingoftheJapaneseCancerAssociation

(Yokohama)October,2007

No.35 EndoM,MiyanagaN,JorakuA,InadomeM,NoguchiM,KanedaY,AkazaH:
TheeffectofintravesicaltherapyofhemagglutinatingvirusofJapanenvelope(HVJ-E)ina

ratbladdercancermodel(Poster)

66thAnnualMeetingoftheJapaneseCancerAssociation

(Yokohama)October,2007

No.36 KojimaT,ShimazuiT,HinotsuS,OikawaT,KawaiK,HorieR,KattoM,KatagiriT,
AkazaH,UchidaK:

Genomicanalysis-Comprehensivegenomicanalysisofclearcellrenalcellcarcinomaby

high-densitySNParrayandgeneexpressionarray

66thAnnualMeetingoftheJapaneseCancerAssociation

(Yokohama)October,2007

No.37 高岡栄一郎,及川剛宏,木村友和,相野谷慶子,常樂 晃,河合弘二,宮永直人,島居 徹,

赤座英之：
後腹膜平滑筋肉腫の1例

第29回茨城医学会泌尿器科分科会,
第73回日本泌尿器科学会茨城地方会（水戸）10月,2007

No.38 安東 聡,杉原有希,山本貴大,関戸哲利,樋之津史郎,島居 徹,赤座英之：
感染性心内膜炎を併発したMRSA起因急性腎盂腎炎の1例

第29回茨城医学会泌尿器科分科会,
第73回日本泌尿器科学会茨城地方会（水戸）10月,2007

No.39 近藤福次,柳林和美,大山直美,宮永直人,赤座英之：
選択的α1A遮断薬（シロドシン,商品名ユリーフ）内服に伴う射精障害について

第29回茨城医学会泌尿器科分科会,
第73回日本泌尿器科学会茨城地方会（水戸）10月,2007

No.40 宮永直人,赤座英之,山本貴大,常樂 晃,及川剛宏,関戸哲利,樋之津史郎,河合弘二,

島居 徹,中山秀次,菅原信二,徳植公一：
限局性前立腺癌に対する陽子線治療

第29回茨城医学会泌尿器科分科会,
第73回日本泌尿器科学会茨城地方会（水戸）10月,2007
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No.41 高岡栄一郎,河合弘二,安東 聡,及川剛宏,関戸哲利,樋之津史郎,宮永直人,島居 徹,

赤座英之：
進行性精巣腫瘍に対する導入化学療法時の出血性合併症についての検討（示説）

第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
No.42 宮永直人,樋之津史郎,塚本 定,堤 雅一,石川 悟,大谷幹伸,菊池孝治,西嶋由貴子,

島居 徹,赤座英之：
前立腺癌の内分泌療法治療例を対象とした緑茶抽出物（GTE）の多施設共同試験

第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
No.43 河合弘二,及川剛宏,常樂 晃,関戸哲利,樋之津史郎,宮永直人,島居 徹,赤座英之：

尿路上皮癌に対するサルベージ療法としてのGemcitabine+Paclitaxel
併用維持療法

第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
No.44 宮永直人,樋之津史郎,菅原信二,中山秀次,常樂 晃,及川剛宏,関戸哲利,河合弘二,

島居 徹,徳植公一,赤座英之：
膀胱温存可能な浸潤性膀胱癌の背景因子

第3回泌尿器腫瘍放射線研究会（京都）10月,2007
No.45 曾澤奈津美,近藤誉子,近藤あかね,菊地博子,上野千映,関戸哲利,河合弘二,島居 徹,

赤座英之：
精巣腫瘍の超大量化学療法の看護～―事例を通して～

第19回茨城老人泌尿器科研究会（水戸）11月,2007
No.46 SuetomiT,MatsukiK,TomaH,JorakuA,OikawaT,SekidoN,HinotsuS,MiyanagaN,

KawaiK,ShimazuiT,AkazaH:
Therelationshipbetweentestosteronelevelsandagingmales’symptomsscore(Bytwo
questionnaires)(OralSession)

The2ndJapanese-ASEANMen’sHealth&AgingConference
and7thAnnualMeetingoftheJapaneseSociety

fortheStudyoftheAgingMale

(YamanakaResort-Spa)November,2007

No.47 関戸哲利,服部一紀,青柳貞一郎,塚本 定,上村修一,堤 雅一,樋之津史郎,松木克之,
島居 徹,赤座英之：
ThepresentstatusofurologiclaparoscopicsurgeryinIbarakiPrefecture

第21回日本Endourology・ESWL学会総会（東京）11月,2007

その他
No.1 赤座英之：

薬剤学 特別講義（M2）「北海道大学大学院薬学研究院：薬剤学Ⅱ：
泌尿器系の疾病及びその治療法の概論」

北海道大学薬剤学特別講義（札幌）1月,2007
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No.2 赤座英之：
泌尿器科におけるがん治療のあり方
―第44回日本癌治療学会総会会長の立場から―（特別講演）

第20回関越UFT研究会（さいたま）1月,2007
No.3 赤座英之：

イソフラボンと前立腺癌：エコールの前立腺癌化学予防戦略における位置づけ
SoyNutritionInstituteJapan(SNIJ)設立総会・

第1回学術講演会（東京）2月,2007
No.4 宮永直人,赤座英之：

「癌化学予防の進歩」 前立腺癌化学予防の理論と実践（シンポジウム）
第5回日本臨床腫瘍学会学術集会（札幌）3月,2007

No.5 樋之津史郎,赤座英之：
診療ガイドラインの作成とその検証
診療ガイドラインの文献探索と構造化抄録（会長特別企画）

第95回日本泌尿器科学会総会（神戸）4月,2007
No.6 宮永直人,樋之津史郎,赤座英之：

浸潤性膀胱癌に対する膀胱温存治療の可能性と限界
膀胱温存が可能な筋層浸潤膀胱癌の背景因子（総会特別企画）

第95回日本泌尿器科学会総会（神戸）4月,2007
No.7 樋之津史郎,赤座英之,宇佐美道之,J-CaP研究会：

前立腺癌の各種ノモグラムの現状と有用性の検証
内分泌療法における予後予測リスクテーブル：J－CaP研究会データより

（シンポジウム）
第95回日本泌尿器科学会総会（神戸）4月,2007

No.8 常樂 晃,ユー ジェイムス,アタラ アンソニー,赤座英之：
泌尿器科領域の再生医療の進歩 再生能力を有する腎由来細胞（ワークショップ）

第95回日本泌尿器科学会総会（神戸）4月,2007
No.9 服部一紀,常樂 晃,宮川友明,河合弘二,島居 徹,赤座英之：

泌尿器科領域の再生医療の進歩
大網内留置コラーゲンスポンジを用いたプレハブモデルによる膀胱拡大術

（ワークショップ）
第95回日本泌尿器科学会総会（神戸）4月,2007

No.10 赤座英之：
限局性前立腺癌の治療選択 ホルモン療法の位置づけ（Debate）

第95回日本泌尿器科学会総会（神戸）4月,2007
No.11 赤座英之：

膀胱温存について
第22回大阪化学療法研究会（OCUU化学療法研究会）（大阪） 5月,2007

No.12 赤座英之：
浸潤性膀胱癌の温存療法の可能性（特別講演）

第21回神戸UrogenitalTumorConference（神戸）5月,2007
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No.13 赤座英之：
浸潤性膀胱癌の治療と将来「膀胱温存療法」

ファイザーTVシンポジウム「膀胱癌」（東京）5月,2007
No.14 宮永直人：

家族性腫瘍の1次予防から3次予防について 前立腺癌の化学予防（シンポジウム）
第13回日本家族性腫瘍学会学術集会（高知）6月,2007

No.15 赤座英之：
大豆イソフラボンの前立腺癌抑制効果

2007年日本テンペ研究会春季総会（東京）6月,2007
No.16 赤座英之：

DHT（dihydrotestosterone）制御と前立腺癌予防（アフタヌーンセミナー）
日本アンドロロジー学会第26回学術大会（千葉）7月,2007

No.17 赤座英之：
ステージC前立腺癌にはCABが有効！？（ランチョンセミナー）

第72回日本泌尿器科学会東部総会（札幌）8月,2007
No.18 MiyanagaN,AkazaH:

CopingwithIncreasingProstateCancer - Chemopreventionofprostatecancer(Symposia

onSpecificTumors)

66thAnnualMeetingoftheJapaneseCancerAssociation

(Yokohama)October,2007

No.19 AkazaH:
UICC-APOCP Session:CancerResearch and Prevention in Asia in Coming Era -

Multinationalclinicaltrialsin Asia;An exampleofprostatecancerprevention study

(InternationalSessions)

66thAnnualMeetingoftheJapaneseCancerAssociation

(Yokohama)October,2007

No.20 AkazaH:
UncontrolledConfirmatoryTrialofSingle-AgentSorafenibinJapanesePatients

withAdvancedRenalCellCarcinoma(SatelliteSymposium)

24thKorea-JapanUrologicalCongress

（Chungbuk,Korea)October,2007
No.21 赤座英之：

進行性腎癌の治療：最近の動向
九州BT/OAB/RCC学術講演会（福岡）10月,2007

No.22 赤座英之：
膀胱癌治療；膀胱を失わない治療法の開発
―誰がprimarydoctorとなるべきか？―（第13回 中山恒明賞受賞記念講演）

第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
No.23 赤座英之：

がん治療update：前立腺癌・腎細胞癌（教育セッション）
第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
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No.24 鈴木啓悦,赤倉功一郎,辻比呂志,赤座英之,市川智彦,高波眞佐治,畠 亮,原田昌興,
丸岡正幸,辻井博彦,島崎 淳：

前立腺癌に対する重粒子線（炭素イオン線）の治療成績と今後の展開
（ワークショップ）

第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
No.25 赤座英之：

泌尿器科悪性腫瘍の診断：どのようにSub-specialistを育てるのか?
―「泌尿器癌治療における泌尿器科の立場」（JUA/JSMOJointConference）

第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
No.26 島居 徹,河合弘二,宮永直人,関戸哲利,樋之津史郎,及川剛宏,常楽 晃,小島崇宏,

赤座英之：
本邦の再燃前立腺癌におけるプレドニゾロン併用3週毎ドセタキセルと毎週投与の比較
（ワークショップ）

第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
No.27 赤座英之：

腎細胞癌の新しい治療（特別講演）
第4回新潟腎泌尿器疾患研究会（新潟）12月,2007
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眼科グループ（2007年）

原 著
No.1 KawanaK,YasunoY,YatagaiT,OshikaT:

High-speed,swept-source opticalcoherence tomography:a three-dimensionalview of

anteriorchamberanglerecession.

ActaOphthalmolScand85,684-685,2007

No.2 OshikaT,HatanoH,KuwayamaY,OguraY,OhashiY,OhkiK,UnoY,UsuiN,YoshitomiF:
IncidenceofendophthalmitisaftercataractsurgeryinJapan.

ActaOphthalmolScand85,848-851,2007

No.3 KajiY,HiraokaT,OkamotoF,AsanoH,OshikaT:
Comparisonoftriamcinoloneacetonide,11-deoxycortisolandotherlipidformulaeforthe

visualizationofvitreousbodyintheanteriorchamberafterposteriorcapsulerupturein

animalmodels.

ActaOphthalmolScand.Oct1,2007,[Epubaheadofprint]

No.4 OshikaT,OhashiY,InamuraM,OhkiK,OkamotoS,KoyamaT,SakabeI,TakahashiK,
FujitaY,MiyoshiT,YasumaT:

Incidenceofintraoperativefloppyirissyndromeinpatientsoneithersystemicortopical

α1-adrenoceptorantagonist.
AmJOphthalmol143,150-151,2007

No.5 KiuchiT,MotoyamaY,OshikaT:
Influenceofocularhypotensiveeyedropstointraocularpressurefluctuationwithpostural

changeineyeswithnormal-tensionglaucoma.

AmJOphthalmol143,693-695,2007

No.6 NakashimaY,YoshitomiF,OshikaT:
Clinicalevaluationofcorneapseudoguttata.

BrJOphthalmol91,22-25,2007

No.7 KajiY,OshikaT,AmanoS,TakazawaY,FukayamaM,NagaiR:
Advancedglycationendproductdepositsinclimaticdropletkeratopathy.

BrJOphthalmol91,85-88,2007

No.8 OshikaT,SugitaG,MiyataK,TokunagaT,SamejimaT,OkamotoC,IshiiY:
Influenceoftiltanddecentrationofscleral-suturedintraocularlensonocularhigher-order

wavefrontaberration.

BrJOphthalmol91,185-188,2007

No.9 HiraokaT,KajiY,WakabayashiT,NanbuPN,OkamotoF,OshikaT:
ComparisonofmicafunginandfluconazoleforexperimentalCandidakeratitisinrabbits.

Cornea26,336-342,2007

No.10 MiuraM,MoriH,WatanabeY,UsuiM,KawanaK,OshikaT,YatagaiT,YasunoY:
Three-dimensionalopticalcoherencetomographyofgranularcornealdystrophy.

Cornea26,373-374,2007
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No.11 OkamotoC,OkamotoF,SamejimaT,MiyataK,OshikaT:
Higher-orderwavefrontaberrationandletter-contrastsensitivityinkeratoconus.

Eye,Jun8,2007[Epubaheadofprint]

No.12 HiraokaT,OkamotoC,IshiiY,KakitaT,OshikaT:
Contrastsensitivity function and ocular higher-order aberrations following overnight

orthokeratology.

InvestOphthalmolVisSc48,550-556,2007

No.13 KajiY,UsuiT,IshidaS,YamashiroK,MooreTC,MooreJ,YamamotoY,YamamotoH,
AdamisAP:

Inhibitionofdiabeticleukostasisandblood-retinalbarrierbreakdownwithasolubleformof

areceptorforadvancedglycationendproducts.

InvestOphthalmolVisSci48,858-865,2007

No.14 KajiY,OshikaT,TakazawaY,FukayamaM,TakataT,FujiiN:
LocalizationofD-β-asparticacidcontainingproteinsinhumaneyes.

InvestOphthalmolVisSci,48,3923-3927,2007

No.15 佐藤正樹,大鹿哲郎,木下 茂：
2006年日本眼内レンズ屈折手術学会会員アンケート

IOL&RS21,397-416,2007

No.16 TodaJ,KatoS,OshikaT,SugitaG:
Posteriorcapsuleopacificationaftercombinedcataractsurgeryandvitrectomy.

JCataractRefractSurg33,104-107,2007

No.17 YoneyaH,KatoS,SugitaG,OshikaT:
SpontaneousregressionofElschnigpearlposteriorcapsuleopacification.

JCataractRefractSurg33,913-914,2007

No.18 OkazakiT,KiuchiT,KawanaK,OshikaT:
Indocyaninegreenstainingfacilitatesdetectionofblebleakageduringtrabeculectomy.

JGlaucoma16,257-259,2007

No.19 SakataC,HiraokaT,OshikaT:
Unusuallylargeplastictoyasapersistingconjunctivalforeignbody.

JpnJOphthalmol51,232-234,2007

No.20 SuzukiM,AmanoS,HondaN,UsuiT,YamagamiS,OshikaT:
Longitudinalchangesin cornealirregularastigmatism and visualacuity in eyeswith

keratoconus.

JpnJOphthalmol51,265-269,2007

No.21 SakataN,KajiY,TokunagaT,MiyataK,OshikaT:
Changesincontrastsensitivityfunctionandocularhigherorderaberrationbymyopic

photorefractivekeratectomy.

JpnJOphthalmol51,347-352,2007
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No.22 OkamotoF,OkamotoC,SakataN,HiratsukaK,YamaneN,HiraokaT,KajiY,OshikaT:
Changesincornealtopographyafter25-gaugetransconjunctivalsuturelessvitrectomyversus

after20-gaugestandardvitrectomy.

Ophthalmology114,2138-2141,2007

No.23 OkamotoF,YamaneN,OkamotoC,HiraokaT,OshikaT:
ChangesinHigher-OrderAberrationsafterScleralBucklingSurgeryforRhegmatogenous

RetinalDetachment.

Ophthalmology.Nov10,2007[Epubaheadofprint]

No.24 加治優一,大鹿哲郎：
各種フルオロキノロン剤による角膜内皮細胞毒性の比較

あたらしい眼科 24,1229-1232,2007

No.25 岡本芳史,岡本史樹,平岡孝浩,加治優一,大鹿哲郎：
後極部に増殖性病変を伴った非典型的急性網膜壊死の1例

あたらしい眼科24,1373-1376,2007
No.26 上山杏那,岡本史樹,平岡孝浩,佐藤正樹,木内貴博,大鹿哲郎：

血管新生緑内障に対するBevacizumab（Avastin）の眼内投与
眼科臨床医報101,1082-1085,2007

総 説
No.1 大鹿哲郎：

排尿障害改善剤によるIntraoperativeFloppyIrisSyndrome．
IOL&RS21,55-58,2007

No.2 大鹿哲郎：
OZil～torsionalphaco．

IOL&RS21,104-106,2007

No.3 大鹿哲郎：
α1遮断薬とfloppy-irissyndrome．

UrologyView5,62-64,2007

No.4 大鹿哲郎：
IntraoperativeFloppyIrisSyndrome(1)―症状と機序―

あたらしい眼科24,69-70,2007
No.5 大鹿哲郎：

IntraoperativeFloppyIrisSyndrome(2)―対処法―
あたらしい眼科24,189-190,2007

No.6 大鹿哲郎：
IntraoperativeFloppyIrisSyndrome(3)―虹彩レトラクターによる対処法―

あたらしい眼科24,321-322,2007
No.7 園尾純一郎：

眼軟膏の前房内迷入（眼内レンズセミナー）
あたらしい眼科24,623-624,2007
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No.8 加治優一,榊原 潤,大鹿哲郎：
レーザー虹彩切開術後に生じた水疱性角膜症の発症機序：角膜内皮創傷治癒説．

あたらしい眼科 24,891-896,2007

No.9 大鹿哲郎,前田 直之：
眼の収差を理解する

あたらしい眼科 24,1411-1412,2007

No.10 大鹿哲郎：
偽調節とコマ収差

あたらしい眼科 24,1443-1447,2007

No.11 平岡孝浩：
点眼薬と高次収差

あたらしい眼科24,1489-1495,2007
No.12 加治優一：

瞼裂斑の病因について教えてください
あたらしい眼科 23（臨時増刊号）角膜疾患Q&A,19-22,2007

No.13 川名啓介,大鹿哲郎：
各種パキメーターの特徴と使い方のコツを教えてください

あたらしい眼科 23（増）119-121,2007
No.14 石井祐子,大鹿哲郎：

角膜トポグラフィーについて教えてください
あたらしい眼科 23（増）122-125,2007

No.15 大鹿哲郎：
Torsionalフェイコシステム―OZil．

眼科手術 20,45-48,2007

No.16 大鹿哲郎：
術中虹彩緊張低下症候群（IFIS）

眼科手術 20,195-199,2007

No.17 大鹿哲郎：
不正乱視の基礎と臨床研究（2-2）コマ収差の臨床

視覚の科学28,98-102,2007
No.18 大鹿哲郎：

緊急ミーティング．日本眼科社会保険会議から老視矯正眼内レンズをどう保険で扱うか
日眼会誌111,482-483,2007

No.19 大鹿哲郎：
白内障診療．加齢と視力障害

日本医師会雑誌136,1729-1732,2007
No.20 大鹿哲郎：

老視矯正眼内レンズをどう保険で扱うか
日本の眼科78,60-61,2007
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No.21 大鹿哲郎：
白内障の手術

PHPほんとうの時代 PHP研究所,東京,74-77,2007

著 書
No.1 大鹿哲郎：

白内障手術．今日の眼疾患治療指針．（田野保雄,樋田哲夫,編）
医学書院,東京,790-792,2007

No.2 加治優一：
麻酔薬．今日の眼疾患治療指針．（田野保雄,樋田哲夫,編）

医学書院,東京,823-825,2007
No.3 加治優一：

消毒薬．今日の眼疾患治療指針．（田野保雄,樋田哲夫,編）
医学書院,東京,826-827,2007

No.4 加治優一：
抗原虫薬・寄生虫薬．今日の眼疾患治療指針．（田野保雄,樋田哲夫,編）

医学書院,東京,842-843,2007
No.5 加治優一：

抗真菌薬．今日の眼疾患治療指針．（田野保雄,樋田哲夫,編）
医学書院,東京,844-847,2007

No.6 加治優一：
抗ウイルス薬．今日の眼疾患治療指針．（田野保雄,樋田哲夫,編）

医学書院,東京,848-849,2007
No.7 加治優一,大鹿哲郎：

糖代謝異常・ムコ多糖症．
臨床眼科増刊号「眼科専門医に必要な全身疾患と眼の全て」（中澤満編集）

医学書院,東京,46-52,2007
No.8 岡本史樹：

甲状腺・副甲状腺疾患
臨床眼科増刊号「眼科専門医に必要な全身疾患と眼の全て」（中澤満編集）

医学書院,東京,248-253,2007
No.9 岡本史樹：

光凝固療法とは?
Q&Aでわかる肥満と糖尿病 「眼－視力障害にならないために－」

丹水社,東京,182-184,2007
No.10 川名啓介：

視覚系の機能「Text眼科学」（坪田一男,大鹿哲郎 編）
南山堂,東京,11-23,2007

No.11 平岡孝浩：
網・脈絡膜腫瘍．「Text眼科学」（坪田一男,大鹿哲郎,編）

南山堂,東京,162-165,2007
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No.12 加畑隆通：
目,救急処置「なぜ・なに」事典 外傷編3．
（大谷尚子,中桐佐智子,岡田加奈子 編著）

東山書房,京都,154-177,2007
No.13 佐藤正樹,大鹿哲郎：

白内障手術時の脱出硝子体処理
眼科プラクティス「みんなの硝子体手術」（田野保雄,編）

文光堂,東京,92-97,2007
No.14 大鹿哲郎：

前眼部の正常構造．眼科プラクティス「前眼部アトラス」（大鹿哲郎,編）
文光堂,東京,2-14,2007

No.15 加治優一：
瞼裂斑．眼科プラクティス 「前眼部アトラス」（大鹿哲郎,編）

文光堂,東京,70,2007
No.16 大鹿哲郎：

青色強膜．眼科プラクティス「前眼部アトラス」（大鹿哲郎,編）
文光堂,東京,111,2007

No.17 大鹿哲郎：
強膜メラノーシス．眼科プラクティス「前眼部アトラス」（大鹿哲郎,編）

文光堂,東京,112,2007
No.18 加治優一：

強膜化角膜．眼科プラクティス「前眼部アトラス」（大鹿哲郎,編）
文光堂,東京,145,2007

No.19 平岡孝浩：
角膜 オルソケラトロジー．眼科プラクティス「前眼部アトラス」（大鹿哲郎,編）

文光堂,東京,273,2007
No.20 岡本史樹：

Munchausen症候群．眼科プラクティス「前眼部アトラス」（大鹿哲郎,編）
文光堂,東京,290,2007

No.21 大鹿哲郎：
瞳孔閉鎖．眼科プラクティス「前眼部アトラス」（大鹿哲郎,編）

文光堂,東京,341,2007
No.22 木内貴博：

レーザー虹彩切開．眼科プラクティス「前眼部アトラス」（大鹿哲郎,編）
文光堂,東京,343,2007

No.23 園尾純一郎：
眼軟膏の前房内迷入．眼科プラクティス「前眼部アトラス」（大鹿哲郎,編）

文光堂,東京,377,2007
No.24 大鹿哲郎：

眼内レンズ傾斜．眼科プラクティス「前眼部アトラス」（大鹿哲郎,編）
文光堂,東京,439,2007
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No.25 大鹿哲郎：
眼内レンズへのピット．眼科プラクティス「前眼部アトラス」（大鹿哲郎,編）

文光堂,東京,445,2007
No.26 高橋幸輝：

翼状片．眼科プラクティス「外眼部手術と処置」（大鹿哲郎,編）
文光堂,東京,238-247,2007

No.27 加治優一：
ひとまず覚えたい抗真菌薬．「眼科ケア」特集号（山田昌和,編）

MCメディカ出版,東京,32-35,2007

学会発表
No.1 大鹿哲郎：

白内障術後眼内炎対策
茨城県眼科医会学術講演会（特別講演）（水戸市）1月,2007

No.2 大鹿哲郎：
OZil-Torsionalフェイコの秘密を解き明かす

第30回日本眼科手術学会総会（ランチョンセミナー）（京都市）1月,2007
No.3 大鹿哲郎：

老視矯正眼内レンズをどう保険で扱うか
第30回日本眼科手術学会（シンポジウム「眼科社会保険会議から」）,

（京都市）1月,2007
No.4 大鹿哲郎：

超音波装置の理解
第29回日本眼科手術学会総会（教育セミナー「白内障手術の基本手技」）,

（京都市）1月,2007
No.5 YasunoY,YamanariM,MoriH,KawanaK,WatanabeY,MiuraM,MiyazawaA,OshikaT,

YatagaiT:

Clinicalexaminationsofanterioreyesegmentsbythree-dimensionalswept-sourceoptical

coherencetomography.

BiomedicalOptics(SanJose)January,2007

No.6 加藤満美子,佐藤正樹,杉山浩司,大鹿哲郎,松本雄二郎：
強膜切除術が奏効したuvealeffusionの1例

第38回筑波大学眼科集談会（つくば市）2月,2007
No.7 真壁健一,佐藤正樹,岡崎光彦,大鹿哲郎,松本雄二郎：

抗凝固療法が著効した若年者の網膜中心静脈閉塞症の1例
第38回筑波大学眼科集談会（つくば市）2月,2007

No.8 中野伸一郎,佐藤正樹,大鹿哲郎：
特発性駆逐性出血の2例

第38回筑波大学眼科集談会（つくば市）2月,2007
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No.9 上山杏那,岡本史樹,平岡孝浩,佐藤正樹,木内貴博,大鹿哲郎：
血管新生緑内障に対するBevacizumab（アバスチン®）眼内投与

第38回筑波大学眼科集談会（つくば市）2月,2007
No.10 加治優一,藤井紀子,高澤 豊,深山正久,大鹿哲郎：

瞼裂斑における右旋性アミノ酸の沈着
第31回角膜カンファランス,第23回日本角膜移植学会（宮崎市）2月,2007

No.11 坂田千穂,加治優一,藤井紀子,高澤 豊,深山正久,大鹿哲郎：
spheroiddegenerationにおける右旋性アミノ酸の沈着

第31回角膜カンファランス,第23回日本角膜移植学会（宮崎市）2月,2007
No.12 加治優一：

WoundHealingから見た角膜移植：角膜実質の創傷治癒
第31回角膜カンファランス,第23回日本角膜移植学会（宮崎市）2月,2007

No.13 加治優一：
行列のできる角膜難治症例相談所

第31回角膜カンファランス,第23回日本角膜移植学会（宮崎市）2月,2007
No.14 川名啓介：

高速3次元光干渉断層計による前眼部解析
第31回角膜カンファランス,第23回日本角膜移植学会（宮崎市）2月,2007

No.15 大鹿哲郎：
前眼部OCTの使用経験

第31回角膜カンファランス,第23回日本角膜移植学会（フェアウェルセミナー）,
（宮崎市）2月,2007

No.16 大鹿哲郎：
白内障手術ステップアップ

第4回中北部大分眼科手術研究会（特別講演）（大分市）2月,2007
No.17 OshikaT:

OphthalmologyProgramDirectorsCourse.

TheInternationalCouncilofOphthalmology,(Pakistan,Lahore)February,2007

No.18 平岡孝浩：
コンタクトレンズの基礎知識

第11回筑波パラメディカル講習会（つくば市）3月,2007
No.19 大鹿哲郎：

白内障術後感染症対策
第4回北九州眼科フォーラム（特別講演）（北九州市）3月,2007

No.20 大鹿哲郎：
難症例白内障へのアプローチ

第7回中四国眼科手術フォーラム（特別講演）（岡山市）3月,2007
No.21 大鹿哲郎：

視力と眼光学
眼科診療アップデートセミナー2007（IN京都）（京都市）3月,2007
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No.22 大鹿哲郎：
眼光学：進歩と応用

第27回日本医学会総会（シンポジウム「視覚・聴覚治療の進歩―
QOLの改善への切り札―」（大阪市）4月,2007

No.23 川名啓介,大鹿哲郎,安野嘉晃,谷田貝豊彦：
高速3次元光干渉断層計による緑内障術後評価

第111回日本眼科学会総会（大阪市）4月,2007
No.24 平岡孝浩,栗原勇大,岡本芳史,岡本史樹,木内貴博,大鹿哲郎：

チモロール熱応答ゲル化製剤点眼後の高次波面収差の経時的変化
第111回日本眼科学会総会（大阪市）4月,2007

No.25 加治優一,藤井紀子,高澤 豊,深山正久,大鹿哲郎：
瞼裂斑における蛋白糖化最終産物と右旋性アミノ酸の沈着

第111回日本眼科学会総会（大阪市）4月,2007
No.26 坂田千穂,加治優一,藤井紀子,高澤 豊,深山正久,大鹿哲郎：

SpheroidDegenerationにおける蛋白糖化最終産物および右旋性アミノ酸の沈着
第111回日本眼科学会総会（大阪市）4月,2007

No.27 大上智弘,加治優一,藤井紀子,高澤 豊,深山正久,大鹿哲郎：
加齢に伴う右旋性アミノ酸の沈着

第111回日本眼科学会総会（大阪市）4月,2007
No.28 水島由紀子,川名啓介,木内貴博,大鹿哲郎：

前眼部光干渉断層計（Visante）によるレーザー虹彩切開術前後の評価
第111回日本眼科学会総会（大阪市）4月,2007

No.29 高橋幸輝,川名啓介,大鹿哲郎：
前眼部光干渉断層計（Visante®）,超音波生体顕微鏡,Scheimpflug型前眼部解析装置によ
る隅角評価

第111回日本眼科学会総会（大阪市）4月,2007
No.30 森 秀樹,渡辺裕士,臼井正彦,大鹿哲郎,谷田貝豊彦,安野嘉晃：

三次元光干渉断層計による角膜切除シミュレーション
第111回日本眼科学会総会（大阪市）4月,2007

No.31 福田慎一,岡本史樹,國方俊雄,平岡孝浩,大鹿哲郎：
黄斑円孔患者の視覚関連QOLとその影響因子についての検討

第111回日本眼科学会総会（大阪市）4月,2007
No.32 岡本史樹,福田慎一,岡本芳史,平岡孝浩,大鹿哲郎：

増殖糖尿病網膜症の視覚関連QOLとその影響因子についての検討
第111回日本眼科学会総会（大阪市）4月,2007

No.33 國方俊雄,岡本史樹,福田慎一,平岡孝浩,大鹿哲郎：
黄斑円孔の形状と視機能との関連

第111回日本眼科学会総会（大阪市）4月,2007
No.34 石井祐子,胡 倍華,黄 蓉,大鹿哲郎：

Optec6500によるコントラスト感度測定
第111回日本眼科学会総会（大阪市）4月,2007
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No.35 佐藤正樹,大鹿哲郎,駒橋美香子,大上智弘：
強膜切開と角膜切開における超音波乳化吸引術後の角膜知覚

第111回日本眼科学会総会（大阪市）4月,2007
No.36 岡本芳史,岡本史樹,平岡孝浩,杉山浩司,大鹿哲郎,山田正三：

下垂体腺腫手術による視覚関連QOLの変化
第111回日本眼科学会総会（大阪市）4月,2007

No.37 胡 倍華,石井祐子,黄 蓉,大鹿哲郎：
新型オートレフトポグラファーによる角膜形状解析

第111回日本眼科学会総会（大阪市）4月,2007
No.38 杉山浩司,高比良友則,川名啓介,木内貴博,大鹿哲郎：

前眼部光干渉断層計（Visante）を用いた隅角癒着解離術前後の評価
第111回日本眼科学会総会（大阪市）4月,2007

No.39 木内貴博,本山祐大,大鹿哲郎：
正常眼圧緑内障眼における体位依存性眼圧変動に対する緑内障治療薬の影響

第111回日本眼科学会総会（大阪市）4月,2007
No.40 OshikaT:

PracticestylesandpreferencesofJSCRSmembers-2006survey.

ASCRSSymposiumonCataract,IOLandRefractiveSurgery.

SanDiego(California)April,2007

No.41 OshikaT:
Cornealendothelialdamageandcataractsurgery.

2007AmericanSocietyofCataractandRefractiveSurgery

(Symposium“Jointsymposium-AmericanSocietyofCataract
andRefractiveSurgery(ASCRS)andJapaneseSociety

ofCataractandRefractiveSurgery(JSCRS)),SanDiego(California)April,2007

No.42 MiyataK,OhtaniS,MiyaiT,HonboM,MinamiK,OshikaT:
ClinicaleffectsofasphericIOL Tecnisacrylicandclinicalconditionsthatproducethe

effects.

ASCRSSymposiumonCataract,IOLandRefractiveSurgery.

SanDiego(California)April,2007

No.43 KawanaK,OshikaT,YasunoT,YatagaiT:
Clinical application of high-speed swept-source three dimensional optical coherence

tomographyforanalyzinganterioreyesegmentsafterglaucomasurgery.

AssociationforResearchinVisionandOphthalmology,

FortLauderdale(Florida)May,2007

No.44 OkamotoY,OkamotoF,HiraokaT,YamadaS,OshikaT:
Changesinhealth-relatedqualityoflifeaftertranssphenoidalsurgeryforpituitaryadenoma.

AssociationforResearchinVisionandOphthalmology,

FortLauderdale(Florida)May,2007
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No.45 OkamotoF,FukudaS,OkamotoY,HiraokaT,OshikaT:
Relationshipbetweenvision-relatedqualityoflifeandvisualfunctionfollowingvitrectomy

forproliferativediabeticretinopathy.

AssociationforResearchinVisionandOphthalmology,

FortLauderdale(Florida)May,2007

No.46 SuzukiM,TanabeT,AmanoS,OshikaT:
Longitudinalstudyofcornealtopographyinkeratoconussuspect.

AssociationforResearchinVisionandOphthalmology,

FortLauderdale(Florida)May,2007

No.47 TakahashiK,KawanaK,OshikaT:
Anteriorchamberangleassessmentusinganteriorsegmentopticalcoherencetomography,

ultrasoundbiomicroscopy,androtatingScheimpflugcamera.

AssociationforResearchinVisionandOphthalmology,

FortLauderdale(Florida)May,2007

No.48 IwasakiT,MiuraM,YamanariM,WatabnabeT,MoriH,ElsnerAE,KawanaK,OshikaT,
YatagaiT,YasunoY:

Imagingpolarimetryinanteriorsegmentdisorderswithpolarization-sensitiveFourierdomain

opticalcoherencetomography.

AssociationforResearchinVisionandOphthalmology,

FortLauderdale(Florida)May,2007

No.49 HiraokaT,OkamotoC,OkamotoF,IshiiY,HiroharaY,MihashiT,OshikaT:
Influenceofdecentered treatmentoforthokeratology on ocularhigher-orderwavefront

aberrations.

AssociationforResearchinVisionandOphthalmology,

FortLauderdale(Florida)May,2007

No.50 ToshidaH,MurakamiA,OshikaT:
Quantitative evaluation ofirregularastigmatism using newly developed autorefractive

keratometer.

AssociationforResearchinVisionandOphthalmology,

FortLauderdale(Florida)May,2007

No.51 MizushimaT,OshikaT,YoshitomiF:
Double-armhook(cobrahook)toprotectcornealendothelialcellsduringphacoemulsification.

AssociationforResearchinVisionandOphthalmology,

FortLauderdale(Florida)May,2007

No.52 KunikataT,OkamotoF,FukudaS,HiraokaT,OshikaT:
Relationshipbetweenmacularholesizeandvisualfunctionfollowingvitrectomy.

AssociationforResearchinVisionandOphthalmology,

FortLauderdale(Florida)May,2007
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No.53 SatoM,YabeM,OgamiT,OshikaT:
Cornealsensitivityafterscleralversuscornealtunnelcataractsurgery.

AssociationforResearchinVisionandOphthalmology,

FortLauderdale(Florida)May,2007

No.54 SaitoK,SatoM,SakataC,YabeM,OshikaT:
Efficacyofvariantsoft-shelltechniqueusingViscoatandHealon5:

aprospective,randomizedcomparisonofthedispersive-viscoadaptiveandthedispersive-

cohesivesoft-shelltechnique.

AssociationforResearchinVisionandOphthalmology,

FortLauderdale(Florida)May,2007

No.55 MakabeK,SatoS,YabeM,OshikaT:
Eyepositionandbinocularvisualfunctionbeforeandaftercataractsurgery.

AssociationforResearchinVisionandOphthalmology,

FortLauderdale(Florida)May,2007

No.56 大鹿哲郎：
視機能とQOVを評価する

四国アイランドセミナー（シンポジウム）（高松市）5月,2007
No.57 大鹿哲郎：

白内障手術ステップアップ
福島県眼科手術勉強会（特別講演）（郡山市）6月,2007

No.58 大鹿哲郎：
角膜移植によって失明を防ぐ

茨城県アイバンク25周年記念講演会（特別講演）（水戸市）6月,2007
No.59 MiuraM,YamanariM,WatabnabeY,MoriH,IwasakiT,ElsnerAE,KawanaK,OshikaT,

YatagaiT,YasunoY:

Polarization-sensitiveFourierdomainopticalcoherencetomographyfortheimagingthe

anteriorsegmentdisorderoftheeyes.

EuropeanConferencesonBiomedicalOptics2007,Munich,(Germany)June,2007

No.60 大谷伸一郎,宮田和典,本坊正人,鮫島智一,加藤 聡,大鹿哲郎：
着色非球面眼内レンズの臨床成績

第46回日本白内障学会,第22回日本眼内レンズ屈折手術学会（松山市）6月,2007
No.61 佐藤正樹,大鹿哲郎,木下 茂：

2006年日本眼内レンズ屈折手術学会会員アンケート
第46回日本白内障学会,第22回日本眼内レンズ屈折手術学会（松山市）6月,2007

No.62 大鹿哲郎：
術中の感染予防対策

第46回日本白内障学会,第22回日本眼内レンズ屈折手術学会（シンポジウム）,
（松山市）6月,2007
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No.63 大鹿哲郎：
本邦におけるIFISの発症率と実態

第46回日本白内障学会,第22回日本眼内レンズ屈折手術学会（シンポジウム）,
（松山市）6月,2007

No.64 園尾純一郎：
α1ブロッカーと瞳孔運動

第46回日本白内障学会,第22回日本眼内レンズ屈折手術学会（シンポジウム）,
（松山市）6月,2007

No.65 大鹿哲郎：
OZilトーショナルフェイコ．白内障難症例への適応．OZilの能力を最大限に生かす
第46回日本白内障学会,第22回日本眼内レンズ屈折手術学会（ランチョンセミナー）,

（松山市）6月,2007
No.66 大鹿哲郎：

CataractSurgery2007-Somethingnew-.小切開創手術2007
第46回日本白内障学会,第22回日本眼内レンズ屈折手術学会（イブニングセミナー）,

（松山市）6月,2007
No.67 大鹿哲郎：

白内障術後眼内炎対策EvidenceとExperience
第46回日本白内障学会,第22回日本眼内レンズ屈折手術学会（ランチョンセミナー）

（松山市）6月,2007
No.68 本田理峰,土至田宏,村上 晶,大鹿哲郎：

新開発のオートレフトポグラファーによる角膜不正乱視の定量化
第44回日本眼感染症学会,第41回日本眼炎症学会,

第50回日本コンタクトレンズ学会総会（東京）7月,2007
No.69 福田慎一,加治優一,大鹿哲郎：

抗TNF療法により関節炎は改善したが,難治性ぶどう膜炎を発症し,副腎皮質ステロイド
薬が有効であった関節リウマチの一例

第4回免疫疾患フォーラム（つくば市）7月,2007
No.70 大井雄一,近藤裕也,伊藤 聡,佐藤英樹,坪井洋人,杉原誠人,後藤大輔,松本 功,

堤 明人,住田孝之,平岡孝浩,水島由紀子：
大動脈炎を合併したatypicalCOGAN症候群の1例

第4回免疫疾患フォーラム（つくば市）7月,2007
No.71 大鹿哲郎：

白内障手術ステップアップ
第3回武庫川眼科アカデミー（特別講演）（西宮市）7月,2007

No.72 大鹿哲郎：
白内障手術ステップアップ

EyeCareStrategySeminar（特別講演）（東京）7月,2007
No.73 大鹿哲郎：

白内障手術アップデート
アップデートセミナー2007（IN東京）（東京）7月,2007
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No.74 加畑隆通：
年とともに瞳では何がおきているか

市民公開講座「目の健康管理」（水戸市）9月,2007
No.75 OshikaT:

IntraoperativefloppyirissyndromeinJapan

AsiaPacificAssociationofCataractandRefractiveSurgeons(APACRS)(Symposium),

Hanoi,(Vietnam)September,2007

No.76 OshikaT:
CombiningOZilwithmicrocoaxial

AsiaPacificAssociationofCataractandRefractiveSurgeons(APACRS)(Symposium),

Hanoi,(Vietnam)September,2007

No.77 上山杏那,木内貴博,岡本芳史,大鹿哲郎：
13トリソミーに合併した早発発達緑内障に対し線維柱帯切開術を施行した1例

第18回日本緑内障学会（岐阜市）9月,2007
No.78 KajiY:

Shearstressinducescornealendothelialcelllossafterlaseriridotomy.

TheFifthAsianAngle-ClosureGlaucomaClub（岐阜）9月,2007
No.79 藤井紀子,加治優一：

蛋白質の異常凝集とD-アミノ酸
第3回D-アミノ酸研究会（徳島）9月,2007

No.80 森 雄平,加治優一,藤井紀子：
ラミニン蛋白質中のアスパラギン酸とアスパラギン残基のラセミ化

第3回D-アミノ酸研究会（徳島）9月,2007
No.81 岡本史樹：

現代の眼科手術 網膜硝子体手術
日本眼科学会専門医制度第47回講習会（京都）10月,2007

No.82 大鹿哲郎：
小切開創白内障手術のインパクトと可能性

第65回香川大学眼科研究会（教育講演）（高松市）10月,2007
No.83 大鹿哲郎：

術後眼内炎予防からみた周術期のマネジメント
EveningSeminarinOsaka— OcularSurfaceandInfection（特別講演）

（大阪市）10月,2007
No.84 渡邉和寿,豊島秀男,岡本史樹,大鹿哲郎,横尾友隆,鈴木浩明,飯田薫子,加治優一,

高松俊行,高橋昭光,島野 仁,山田信博：
Oligo-cappingSST（SignalSequenceTrap）法による糖尿病網膜症増殖組織における分泌タ
ンパク質の単離・同定

第22回日本糖尿病合併症学会（つくば市）10月,2007
No.85 大鹿哲郎：

白内障手術の進歩とQOL・QOV
第61回日本臨床眼科学会（特別講演）（京都市）10月,2007
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No.86 大鹿哲郎：
前眼部・眼表面疾患が視覚に及ぼす影響．オキュラーサーフェイスの眼光学

第61回日本臨床眼科学会（シンポジウム）（京都市）10月,2007
No.87 大鹿哲郎：

極小切開白内障手術．インフィニティとアクリソフの進化
第61回日本臨床眼科学会（ランチョンセミナー）（京都市）10月,2007

No.88 大鹿哲郎：
眼内レンズ度数計算を極める．術後度数ずれ対策

第61回日本臨床眼科学会（インストラクションコース）（京都市）10月,2007
No.89 大鹿哲郎：

難症例の白内障手術
第61回日本臨床眼科学会（インストラクションコース）（京都市）10月,2007

No.90 安野嘉晃,三浦雅博,大鹿哲郎：
高侵達OpticalCoherenceTomography．レーザー眼科学

第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007
No.91 木内貴博,岡本史樹,佐藤正樹,平岡孝浩,大鹿哲郎：

血管新生緑内障に対する線維柱帯切除術の術後成績に及ぼすBevacizumab眼内投与の効果
第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007

No.92 川名啓介,福田慎一,佐藤正樹,木内貴博,安野嘉晃,大鹿哲郎：
前眼部3次元光干渉断層計による線維柱帯切除術後評価

第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007
No.93 上山杏那,川名啓介,木内貴博,大鹿哲郎：

前眼部光干渉断層計による線維柱帯切除術後ろ過胞の評価
第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007

No.94 佐藤正樹,安田 京,腰野結希,佐藤 誠,大鹿哲郎：
睡眠時無呼吸症候群における網膜神経線維層厚

第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007
No.95 大東正和,平岡孝浩,福田慎一,浅野 真,広原陽子,三橋俊文,大鹿哲郎：

チモロールゲル化製剤点眼後の高次波面収差とコントラスト感度の経時的変化
第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007

No.96 森 秀樹,渡辺裕士,後藤 浩,大鹿哲郎,谷田貝豊彦,安野嘉晃：
高速3次元光干渉断層計による円錐角膜の診断

第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007
No.97 本多麻衣子,岡本芳史,岡本史樹,平岡孝浩,山田正三,大鹿哲郎：

ホルモン産生能により分類した下垂体腺腫患者の視覚関連QOL
第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007

No.98 月花 慎,大谷伸一郎,本坊正人,片岡康志,南慶一郎,宮田和典,大鹿哲郎：
シリコーン製非球面眼内レンズの長期臨床成績

第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007
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No.99 平岡孝浩,木内貴博,岡本史樹,中川智哉,前田直之,大鹿哲郎：
抗緑内障薬点眼後のコントラスト感度の経時的変化

第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007
No.100 高橋幸輝,川名啓介,大鹿哲郎：

前眼部OCTによる狭隅角眼の生体計測
第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007

No.101 杉山浩司,平岡孝浩,岡本芳史,川名啓介,加畑隆通,大鹿哲郎：
不可逆性の眼球突出を来した乳児眼窩内海綿状血管腫の1例

第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007
No.102 石口奈世理,平岡孝浩,白石さや香,大鹿哲郎：

光線力学療法が奏功した脈絡膜血管腫の一例
第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007

No.103 柿田哲彦,平岡孝浩,大鹿哲郎：
オーバーナイトオルソケラトロジーが小児期の眼軸長変化に及ぼす影響

第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007
No.104 加治優一,大鹿哲郎：

アカントアメーバ角膜炎に対するPHMB点眼の有用性と問題点
第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007

No.105 福田慎一,川名啓介,安野嘉晃,大鹿哲郎：
前眼部3次元光干渉断層計による前眼部生体計測

第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007
No.106 斎藤久美子,川名啓介,大鹿哲郎：

前眼部光干渉断層計,角膜形状解析装置,超音波生体顕微鏡による中心角膜厚の比較
第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007

No.107 斎藤純一郎,福田慎一,平岡孝浩,大東正和,杉山浩司,岡本芳史,大鹿哲郎：
屋外スポーツ用着色コンタクトレンズ装着眼におけるコントラスト感度

第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007
No.108 高比良友則,佐藤正樹,国広和人,大鹿哲郎：

ガチフロキサシンの1日または3日前点眼における白内障手術時ナイフ細菌検出率の比較
第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007

No.109 中野伸一郎,佐藤正樹,大鹿哲郎：
特発性駆逐性出血の2例

第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007
No.110 石井晃太郎,加畑隆通,大鹿哲郎：

白内障手術による高齢者うつと社会生活機能の改善
第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007

No.111 矢部文顕,宮井尚宏 ,加畑隆通：
子癇発作に漿液性網膜剥離と可逆性後部白質脳症を合併した1例

第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007
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No.112 宮井尚宏,矢部文顕,加畑隆通：
化学療法が奏効した白血病視神経浸潤症の一例

第61回日本臨床眼科学会（京都市）10月,2007
No.113 加治優一：

結膜上皮とドライアイ
ドライアイ研究会（京都市）10月,2007

No.114 加治優一,大鹿哲郎：
しわサインが診断の決め手となった再発性角膜上皮びらんの7症例

第29回茨城医学会眼科分科会・茨城県眼科医会集談会（水戸市）11月,2007
No.115 川名啓介,福田慎一,森谷充雄,木内貴博,安野嘉晃,大鹿哲郎：

3次元光干渉断層計による原発閉塞隅角症評価
第29回茨城医学会眼科分科会・茨城県眼科医会集談会（水戸市）11月,2007

No.116 佐藤正樹,高橋幸輝,岡本芳史,岡本史樹,大鹿哲郎：
血管新生黄斑症に対するBevacizumab併用光線力学的療法の短期成績

第29回茨城医学会眼科分科会・茨城県眼科医会集談会（水戸市）11月,2007
No.117 平岡孝浩,大鹿哲郎：

眼瞼部悪性腫瘍切除後の局所皮弁による再建
第29回茨城医学会眼科分科会・茨城県眼科医会集談会（水戸市）11月,2007

No.118 森谷充雄,上山杏那,岡本芳史,木内貴博,大鹿哲郎：
13トリソミーに合併した早発発達緑内障に対し線維柱帯切開術を行った1例

第29回茨城医学会眼科分科会・茨城県眼科医会集談会（水戸市）11月,2007
No.119 安野嘉晃,川名啓介,三浦雅博,岡本史樹：

侵達光干渉断層計による汎ぶどう膜炎を合併した多源性脈絡膜炎の網脈絡膜病態の可視化
第46回日本網膜硝子体学会総会（青森市）11月,2007

No.120 大鹿哲郎：
術後眼内炎予防からみた周術期マネジメント

第13回愛媛県眼科学術講演会（特別講演）（松山市）11月,2007
No.121 岡本史樹：

糖尿病網膜症まるわかり！
第27回筑波TOC（つくば市）12月,2007

その他
No.1 佐藤正樹：

2006年度日本眼内レンズ屈折手術学会会員アンケート
～白内障手術で日帰り手術の増加と入院日数の短縮が顕著に～

MedicalTribune40(31),33,2007

２１５

眼科グループ（2007年）



耳鼻咽喉科グループ（2007年）

原 著
No.1 HiroseY,TabuchiK,OikawaK,MurashitaH,SakaiS,HaraA:

TheeffectsoftheA2inhibitorquinacrineonacousticinjuryofthemousecochlea

NeuroscienceLetters413,63-67,2007

No.2 OikawaK,TabuchiK,NomuraM,OkuboH,WadaT,IijimaT,HaraA:
Basaloidsquamouscellcarcinomaofthemaxillarysinus:Areportoftwocases

ANL34,119-123,2007

No.3 UemaetomariI,TabuchiK,TobitaT,TsujiS,WadaT,KammaH,HaraA:
The importance of postoperative radiotherapy against polymorphous low-greade

adenocarcinomaoftheparotidgland:casereportandreviewoftheliterature

TohokuJ.Exp.Med211,297-302,2007

No.4 TanakaS,TabuchiK,OikawaK,KohanawaR,OkuboH,IkebeD,NoguchiM,HaraA:
Synchronousunilateralparotidglandneoplasmsofthreedifferenthistologicaltypes

ANL34,263-266,2007

No.5 MurashitaH,TabuhiK,SakaiS,UemaetomariI,TsujiS,HaraA:
TheeffectofaGABAAagonistmuscimolonacousticinjuryofthemousecochlea

NeuroscienceLetters418,18-21,2007

No.6 Tabuchik,MurashitaH,SakaiS,HoshinoT,UemaetomariI,HaraA:
Protectiveeffectofmethylprednisoloneonthechicken’scochlea(basilarpapilla)duringand
afterexposuretowidebandnoise:inreply

OtologyNeurotology28,576,2007

No.7 TabuchiK,PakK,ChavezE,RyanAF:
Roleofinhibitorofapoptosisproteiningentamicin-inducedcochlearhairdamege

Neuroscience149,213-222,2007

No.8 和田哲郎,原 晃：
頭頸部癌に対するTAR（TS-1,ビタミンA,放射線併用）療法の位置づけ

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 79,14-22,2007

No.9 上前泊功,飛田忠道,田渕経司,大久保英樹,和田哲郎,原 晃：
夫婦で発症した扁桃癌症例

耳鼻臨床 100,285-289,2007

No.10 青柳安典,大久保英樹,野村正猛,飛田忠道,田渕経司,髙橋和彦,原 晃：
頸部杙創例

耳鼻臨床 100,765-768,2007

No.11 田渕経司,原 晃：
内耳虚血再灌流障害の病態解析

耳鼻咽喉科展望50,208-213,2007
No.12 原 晃：

加齢による変化とそのアンチエイジング 聴覚の生理的変化
JOHNS23,1537-1538,2007
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総 説
No.1 原 晃：

急性低音障害型感音難聴 －その診断と治療－
ENTONI78,前付1,2007

著 書
No.1 TabuchiK,SakaiS,K,HaraA:

Excitotoxicityofanditoryafferentneurons

Recentadvancesinauditoryneuroscience,research

Signpost,India,1-9,2007

No.2 TabuchiK,MurashitaH,HaraA:
Acousticinjuryofthecochlea:Theroieofreactiveoxygenspeciesandmechanismsofhair

celldeath

Recentadvancesinauditoryneuroscience,research

Signpost,India,11-17,2007

No.3 MurasgitaH,TabuchiK,HaraA:
Ototoxicity:Causeofhaircelldeath

Recentadvancesinauditoryneuroscience,research

Signpost,India,19-25,2007

No.4 OikawaK,TabuchiK,HaraA:
Regulationofcochlearbloodflow

Recentadvancesinauditoryneuroscience,research

Signpost,India,27-35,2007

No.5 TabuchiK,HaraA:
Ischemia-reperfusioninjuryofthecochlea

Recentadvancesinauditoryneuroscience,research

Signpost,India,37-48,2007

No.6 UemaetomariI,TabuchiK,HaraA:
Involvementofcalciumanditsrelatedproteinsincochlearinjury

Recentadvancesinauditoryneuroscience,research

Signpost,India,49-58,2007

No.7 UemaetomariI,TabuchiK,HaraA:
Steroidhormonesandhearing,Asummaryofrecentinvestigations

Recentadvancesinauditoryneuroscience,research

Signpost,India,59-67,2007

No.8 TobitaT,TabuchiK,HaraA:
Drugdeliveryacrosstheblood-labyrynthbarrier

Recentadvancesinauditoryneuroscience,research

Signpost,India,69-77,2007
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学会発表
No.1 TabuchiK,SakaiS,UemaetomariI,HaraA:

Theeffectsofadenosinereceptoragonistsonkainicexcitotoxicityintheguineapigcochlea

ARO(Denver)Feb,2007

No.2 UemaetomariI,TabuchiK,MurashitaH,HaraA:
Protectiveeffectsofcalciumblockersinacousticinjuryoftheochlea

ARO(Denver)Feb,2007

No.3 辻 茂希,大久保英樹,田渕経司,西村文吾,青柳安典,原 晃,山崎友郷,
鈴木謙介：

中耳真珠腫術後経過中に生じた髄膜脳瘤症例
第17回日本頭頸部外科学会（島根）2月,2007

No.4 和田哲郎,青柳安典,原 晃,葭仲 潔：
超音波手術器による振動と蝸牛機能への影響

第46回日本生体医工学学会（仙台）4月,2007
No.5 田渕経司,AllenRyan,原 晃：

ゲンタマイシンによる蝸牛有毛細胞障害における各種カスパーゼ,Inhibitorofapoptosis
proteinsの関与

第108回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会（金沢）5月,2007
No.6 境 修平,田渕経司,原 晃：

カイニン酸の蝸牛障害に対する各種薬剤の保護効果
第108回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会（金沢）5月,2007

No.7 上前泊功,田渕経司,原 晃：
音響性聴器障害における電位依存性カルシウムチャネル阻害薬の保護効果

第108回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会（金沢）5月,2007
No.8 飛田忠道,青柳安典,西村文吾,辻 茂希,田渕経司,大久保英樹,和田 哲郎,原 晃：

当科で経験した頭頸部原発小細胞癌症例
第108回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会（金沢）5月,2007

No.9 加藤 修,米納昌恵,村下秀和,原 晃：
中耳腫瘍が疑われた慢性中耳炎の1例

第59回日耳鼻茨城県地方部会総会・学術講演会（水戸）6月,2007
No.10 野村正猛,上前泊功,飛田忠道,田渕経司,和田哲郎,原 晃,境 修平：

電撃型副鼻腔真菌症の1例
第59回日耳鼻茨城県地方部会総会・学術講演会（水戸）6月,2007

No.11 芦澤 圭,野村正猛,飛田忠道,田渕経司,和田哲郎,原 晃：
Duane症候群（眼球後退症候群）に蝸牛形成不全を合併した1例

第59回日耳鼻茨城県地方部会総会・学術講演会（水戸）6月,2007
No.12 村下秀和,加藤 修,米納昌恵,原 晃：

アレルギー性副鼻腔真菌症（allergicfungalsinusitis:AFS）の1例
第59回日耳鼻茨城県地方部会総会・学術講演会（水戸）6月,2007
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No.13 米納昌恵,加藤 修,村下秀和,和田哲郎,原 晃：
深頸部膿瘍後の嚥下障害の検討（自験例2例の比較）

第59回日耳鼻茨城県地方部会総会・学術講演会（水戸）6月,2007
No.14 小塙理佳,田中秀峰,辻 茂希,大久保英樹,原 晃,境 修平,西村文吾:

上咽頭小細胞癌の症例
第59回日耳鼻茨城県地方部会総会・学術講演会（水戸）6月,2007

No.15 田渕経司,原 晃：
TRPV4ノックアウトマウスにおける聴覚の加齢変化

日本聴覚医学会第1回聴覚アンチエイジング研究会（東京）7月,2007
No.16 村下秀和,米納昌恵,飛田忠道,辻 茂希,田渕経司,原 晃：

アレルギー性副鼻腔真菌症（allergicfungalsinusitis:AFS）の1例
第46回日本鼻科学会総会・学術講演会（宇都宮）9月,2007

No.17 田中秀峰,田渕経司,原 晃：
音響性聴器障害におけるぺルオキシレドキシンの効果の検討

第52回日本聴覚医学会総会・学術講演会（名古屋）10月,2007
No.18 境 修平,田渕経司,原 晃：

カイニン酸の蝸牛障害に対するエストラジオールの保護効果
第52回日本聴覚医学会総会・学術講演会（名古屋）10月,2007

No.19 上前泊功,田渕経司,飛田忠道,中馬越真理子,原 晃：
音響外傷における細胞質型phospholipasaA2阻害薬の保護効果

第17回日本耳科学会総会・学術講演会（福岡）10月,2007
No.20 田渕経司,芦澤 圭,青柳安典,野村正猛,上前泊功,飛田忠道,和田哲郎,原 晃：

中耳カルチノイド腫瘍の2例
第17回日本耳科学会総会・学術講演会（福岡）10月,2007

No.21 芦澤 圭,田渕経司,野村正猛,飛田忠道,和田哲郎,原 晃：
Duane症候群に蝸牛形成不全を合併した1症例

第17回日本耳科学会総会・学術講演会（福岡）10月,2007
No.22 野村正猛,芦澤 圭,田中秀峰,辻 茂希,田渕経司,大久保英樹,原 晃：

上顎原発carcinosarcomaの症例
第60回日本耳鼻咽喉科学会茨城県地方部会学術講演会（水戸）10月,2007

No.23 村下秀和,加藤 修,米納昌恵,原 晃：
視力障害をきたした蝶形骨洞真菌症の1例

第60回日本耳鼻咽喉科学会茨城県地方部会学術講演会（水戸）10月,2007
No.24 加藤 修,村下秀和,米納昌恵,原 晃：

咽後膿瘍が疑われた咽頭食道胃壁内膿瘍の1例
第60回日本耳鼻咽喉科学会茨城県地方部会学術講演会（水戸）10月,2007

No.25 米納昌恵,村下秀和,加藤 修,原 晃,石津 隆：
過去5年間におけるIgA腎症に対する扁摘治療の実情

第60回日本耳鼻咽喉科学会茨城県地方部会学術講演会（水戸）10月,2007
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No.26 田中秀峰,島田秀暎,芦澤 圭,野村正猛,上前泊功,飛田忠道,辻 茂希,田渕経司,

和田哲郎,原 晃,境 修平,青柳安典：
巨大な甲状腺腫瘍の2症例

第60回日本耳鼻咽喉科学会茨城県地方部会学術講演会（水戸）10月,2007
No.27 HaraA:

Theroleoffreeredicalsincochlearlesion

第9回日台耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 ランチョンセミナー（仙台）11月,2007

その他
No.1 原 晃：

聴覚研究の基礎と臨床－内耳基礎と聴神経腫瘍を中心に
畝火研究会（奈良）1月,2007

No.2 飛田忠道：
茨城県における花粉症実態調査

アレルギー性鼻炎セミナーinつくば2007（つくば）1月,2007
No.3 飛田忠道：

茨城県における花粉症実態調査
鹿島医師会学術講演会（鹿島）3月,2007

No.4 原 晃：
内耳基礎研究と聴神経腫瘍

第245回日耳鼻山口県地方部会総会・学術講演会（山口）3月,2007
No.5 飛田忠道：

アレルギー性鼻炎における病態と治療戦略
茨城県薬剤師会古河支部研修会（古河）12月,2007
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歯科・口腔外科グループ（2007年）

原 著
No.1 YanagawaT,YoshidaH,YamagataK,OnizawaK,TabuchiK,KoyamaY,IwasaS,

ShimoyamadaH,HaradaH,OmuraK:

Lossofcytokeratin13expressioninsquamouscellcarcinomaofthetongueisapossible

signforlocalrecurrence

JExpClinCancerRes26,215-220,2007

No.2 KomatsuMasaaki,WaguriSatoshi,KoikeMasato,SouYu-shin,UenoTakashi,HaraTaichi,

MizushimaNoboru,IwataJuichi,EzakiJunji,MurataShigeo,HamazakiJun,NishitoYasumasa,

IemuraShun-ichiro,NatsumeTohru,YanagawaToru,UwayamaJunya,WarabiEiji,
YoshidaHiroshi,IshiiTetsuro,KobayashiAkira,YamamotoMasayuki,YueZhenyu,
UchiyamaYasuko,KominamiEiki,TanakaKeiji:

Homeostaticlevelsofp62controlcytoplasmicinclusionbodyformationinautophagy-

deficientmice.

Cell131,1149-1163,2007

No.3 後藤麻希子,柳川 徹,鬼澤浩司郎,吉田 廣：
大学附属病院歯科口腔外科における院内他科からの依頼患者の分析

日有病歯誌16,61-67,2007

著 書
No.1 吉田 廣：

褥瘡
歯科治療の安全往来 慢性全身疾患50 ガイダンス（佐藤田鶴子 編）

デンタルダイヤモンド社 86-87,2007

No.2 IshiiTetsuro,YanagawaToru:
Stress-inducedperoxiredoxins.Peroxredoxinsystems

SubcellBiochem44Springer375-84,2007

学会発表
No.1 益子正範,柳川 徹,軽部 令,石橋直美,米本芽衣,大塚友紀,山縣憲司,鬼澤浩司郎,

吉田 廣：
当科におけるエナメル上皮腫症例の臨床病理的検討

第15回茨城県歯科医学会（水戸）3月,2007
No.2 新谷佳子,鬼澤浩司郎,柳川 徹,山縣憲司,大塚友紀,米本芽衣,軽部 令,石橋直美,

吉田 廣：
顎関節前方脱臼症例の臨床的検討

第15回茨城県歯科医学会（水戸）3月,2007
No.3 山縣憲司,鬼澤浩司郎,米本芽衣,柳川 徹,吉田 廣：

造血幹細胞移植前の歯科管理プロトコール確立のための研究
第61回日本口腔科学会学術集会（神戸）4月,2007
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No.4 米本芽衣,鬼澤浩司郎,山縣憲司,柳川 徹,吉田 廣：
頸部リンパ節転移を初発症状とした悪性腫瘍の7例

第61回日本口腔科学会学術集会（神戸）4月,2007
No.5 新谷佳子,鬼澤浩司郎,柳川 徹,山縣憲司,吉田 廣：

顎関節脱臼症例の臨床的検討
第61回日本口腔科学会学術集会（神戸）4月,2007

No.6 石橋直美,柳川 徹,山縣憲司,鬼澤浩司郎,軽部 令,伊達昭宣,大塚友紀,稲留征典,
野口雅之,吉田 廣：

舌背部に生じた平滑筋性過誤腫の1例
第183回日本口腔外科学会関東地方会（横浜）6月,2007

No.7 柳川 徹,山縣憲司,鬼澤浩司郎,吉田 廣：
A170遺伝子ノックアウトマウスにおける骨形成異常の解析

第52回日本口腔外科学会総会（名古屋）9月,2007
No.8 軽部 令,鬼澤浩司郎,柳川 徹,山縣憲司,大塚友紀,新谷佳子,瀬戸佳穂里,吉田 廣：

上顎に生じた骨肉腫の1症例
第41回日本口腔科学会関東地方部会（松戸）10月,2007

No.9 山縣憲司,柳川 徹,鬼澤浩司郎,青野淳子,米本芽衣,新谷佳子,吉田 廣：
下顎部に生じた木村病の1例

第184回日本口腔外科学会関東地方会（東京）11月,2007
No.10 原田春美,宇和山純也,蕨 栄治,松木大造,大野耕作,柳川 徹,吉田 廣,櫻井 武,

石井哲郎：
A170欠損マウスにおける過食のメカニズム

第2回臨床ストレス応答学会（福岡）11月,2007
No.11 石井哲郎,杉本里香,蕨 栄治,柳川 徹,吉田 廣,野口範子,リチャード・シアオ,

ジョバンニ・マン：
ストレスタンパク質A170欠損大動脈平滑筋細胞の増殖亢進

第2回臨床ストレス応答学会（福岡）11月,2007

その他
No.1 鬼澤浩司郎：

口腔癌の早期発見には“見て・聞いて・触って”がポイント
第15回茨城県歯科医学会（水戸）3月,2007

No.2 鬼澤浩司郎：
口腔癌の早期発見

茨城県歯科医師会県西支部学術講演会（下妻）5月,2007
No.3 鬼澤浩司郎：

口内炎、潰瘍、それとも…ガン？！
土浦市歯科医師会主催市民公開講座（土浦）11月,2007
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精神医学グループ（2007年）

原 著
No.1 OtaM,ObataT,AkineY,ItoH,MatsumotoR,IkehiraH,AsadaT,SuharaT:

Lateralityandagingofthalamicsubregionsmeasuredbydiffusiontensorimaging.

Neuroreport18,1071-1075,2007

No.2 MeguroK,IshiiH,KasuyaM,AkanumaK,MeguroM,KasaiM,LeeE,HashimotoR,

YamaguchiS,AsadaT:
IncidenceofdementiaandassociatedriskfactorsinJapan.TheOsaki-Tajiriproject.

JNeurolSci260,175-182,2007

No.3 NemotoK,TachikawaH,SodeyamaN,EndoG,HashimotoK,MizukamiK,AsadaT:
QualityofinternetinformationreferringtomentalhealthandmentaldisordersinJapan.

PsychiatryClinNeurosci61,243-248,2007

No.4 TakaoT,TachikawaH,KawanishiY,MizukamiK,AsadaT:
CLOCK gene T3111C polymorphism is associated with Japanese schizophrenics,A

preliminarystudy.

EurNeuropsychopharmacol17(4),273-276,2007

No.5 NemotoK,KawanishiY,SuzukiH,MizukamiK,AsadaT:
Isolatedadrenocorticotropichormonedeficiencypresentingwithdelirium.

AmJPsychiatry164(9),1440,2007

No.6 MiyashitaA,AraiH,AsadaT,ImagawaM,MatsubaraE,ShojiM,HiguvhiS,UrakamiK,
KakitaA,TakahashiH,ToyabeS,AkazawaK,KanazawaI,IharaY,KuwanoR:

GeneticassociationofCTNNA3withlate-onsetAlazheimer’sdiseaseinfemales.
HumMolGenet16,2854-2869,2007

No.7 YamasatoM,SatohS,IkejimaC,kotaniI,SenzakiA,AsadaT:
Reliabilityandvalidityofquestionnaireforneurobehavioraldisabilityfollowingtraumatic

braininjury.

PsychiatryClinNeurosci61,658-664,2007

No.8 WadaK,ShibataT,AsadaT,MushaT:
RobotTherapyforPreventionofDementiaatHome-ResultsofPreliminaryExperiment.

JournalofRoboticsandMechatronics19(6),691-697,2007

No.9 SatoS,MizukamiK,AsadaT:
A preliminaryopen-labelstudyofserotonin1A partialagonisttandospironeforbehavioral

andpsychologicalsymptomsassociatedwithdementia.

TheInternationalJournalofNeuropsychopharmacology10,281-283,2007

No.10 IshikawaM,MizukamiK,IwakiriM,AsadaT:
Immunohistochemicaland immunoblotanalysisofDopamineand cyclicAMP-regulated

phosphoprotein,relativemolecularmass32,000intheprefrontalcortexofsubjectswith

schizophreniaandbipolardisorder

ProgressinNeuro-Psychopharmacology&BiologicalPsychiatry31,1177-81,2007
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No.11 EndoK,HoriT,AbeS,AsadaT:
AlterationsinGABA(A) receptorexpressioninneonatalventralhippocampallesionedrats:

comparisonofprepubertalandpostpubertalperiods.

Synapse61,357-366,2007

No.12 IkomaY,YasunoF,ItoH,SuharaT,OtaM,ToyamaH,FujimuraY,TakanoA,MaedaJ,
ZhangMR,NakaoR,SuzukiK:

Quantitativeanalysisforestimating binding potentialoftheperipheralbenzodiazepine

receptorwith[11C]DAA1106.

JCerebBloodFlowMetab27(1),173-84,2007

No.13 ItoS,SuharaT,ItoH,YasunoF,IchimiyaT,TakanoA,MaeharaT,MatsuuraM,OkuboY:
Changesincentral5-HT1A receptorbindinginmesialtemporalepilepsymeasuredby

positronemissiontomographywith[11C]WAY100635.

EpilepsyRes73(1),111-8,2007

No.14 YasunoF,SanabriaSM,BurnsD,HargreavesRJ,GhoseS,IchiseM,ChinFT,MorseCL,
PikeVW,InnisRB:

PETimagingofneurokinin-1receptorswith[18F]SPA-RQinhumansubjects:assessmentof

referencetissuemodelsandtheirtest-retestreproducibility.

Synapse61(4),242-51,2007

No.15 YasunoF,OtaM,AndoK,AndoT,MaedaJ,IchimiyaT,TakanoA,DoronbekovTK,
FujimuraY,NozakiS,SuharaT:

RoleofventralstriataldopamineD1receptorincigarettecraving.

BiolPsychiatry61(11),1252-9,2007

No.16 ZhangXY,YasunoF,ZoghbiSS,LiowJS,HongJ,McCarronJA,PikeVW,InnisRB:
Quantification ofserotonin 5-HT1A receptors in humans with [11C] (R)-(-)-RWAY:

radiometaboliteslikelyconfoundbrainmeasurements.

Synapse61(7),469-77,2007

No.17 TakanoA,ItoH,SudoY,InoueM,IchimiyaT,YasunoF,SuzukiK,SuharaT:
Effectsofsmokingonthelungaccumulationof[11C]McN5652.

AnnNuclMed21(6),349-54,2007

No.18 McCarronJA,ZoghbiSS,ShettyHU,VermeulenES,WikströmHV,IchiseM,YasunoF,
HalldinC,InnisRB,PikeVW:

Synthesisand initialevaluation of[11C](R)-RWAY in monkey-anew,simply labeled

antagonistradioligandforimagingbrain5-HT1AreceptorswithPET.

EurJNuclMedMolImaging34(10),1670-82,2007

No.19 本間敏明,小川良子,菊池教大,水上勝義：
Lewy小体型認知症における呼吸化学調節機能の検討

日本呼吸器学会雑誌45(4),297-300,2007
No.20 矢作千春,太刀川弘和,谷向 知,根本清貴,遠藤 剛,芦澤裕子,田中耕平,石井竜介,

石井徳恵,橋本幸紀,水上勝義,朝田 隆：
インターネットを用いた精神障害の動向調査

精神医学49(3),301-309,2007
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No.21 田村昌士,根本清貴,川西洋一,小倉宏三,水上勝義,朝田 隆：
性同一性障害を背景として大うつ病性障害および神経性無食欲症を発症した既婚女性例

精神科治療学22(6),699-705,2007
No.22 片野綱大,川西洋一,日高 真,嶋田知博,水上勝義,朝田 隆：

月経前に激しい入浴欲求を呈し,epinastatinehydrochlorideが著効した周期性ACTH-ADH
放出症候群の1例

精神科治療学22(10),1173-1180,2007
No.23 堀 正士,佐々木恵美：

親しい友人の自殺未遂に対する反応の分析
CampusHealth44,127-132,2007

No.24 杉江 征,佐藤 純,松井めぐみ,堀 正士,佐々木恵美,早川けい子,黒澤由比子,
小川俊樹：
UPI125番からみた大学新入生の自殺念慮の経年変化について

CampusHealth44,71-76,2007

No.25 石川和宏,井口俊大,根本清貴,堀 孝文,朝田 隆：
18年間の躁うつ病相ののち緊張病症状を繰り返し,炭酸リチウムが有効であった1例

精神科10,414-419,2007

総 説
No.1 朝田 隆：

新しい神経疾患治療薬の動き 認知症—とくにアルツハイマー病
ClinicalNeuroscience25,1217-1220,2007

No.2 朝田 隆：
アルツハイマー病の脳画像長期縦断臨床研究
地域の集団での検討—MCIを中心にして—

Cognitionanddementia6,319-323,2007

No.3 朝田 隆：
Alzheimer病の地域縦断臨床研究

医学のあゆみ220,387-391,2007
No.4 朝田 隆：

Alzheimer病の疫学・予防研究
精神医学49,452-461,2007

No.5 朝田 隆：
運動による認知症予防とQOLの向上

体育の科学57,609-613,2007
No.6 朝田 隆：

認知症とうつ病；概説
精神科11,1-5,2007

No.7 朝田 隆：
Alzheimer病の予防—利根プロジェクトから—

精神科11,38-42,2007

２２５

精神医学グループ（2007年）



No.8 朝田 隆：
アルツハイマー病とその近縁疾患に合併するうつ病

精神科10,365-368,2007
No.9 朝田 隆：

レビー小体型認知症・前頭側頭型認知症
MEDICO38,16-18,2007

No.10 奥村由美子,朝田 隆：
BPSDを穏やかに見守る精神医療

GeriatricMedicine45,1129-1134,2007

No.11 水上勝義：
MCI（mildcognitiveimpairment,軽度認知機能障害）とは

Medicina44(6),1048-1051,2007

No.12 水上勝義：
高齢者に注意が必要な精神神経用薬

Aging&Health16(2),20-23,2007

No.13 水上勝義：
高齢者の薬物療法—副作用と注意すべきポイント（2）精神疾患の薬物療法

ClinicalRehabiritation16,885-890,2007

No.14 水上勝義：
生活習慣と認知症 睡眠と認知症の関係を教えてください

CLINICIAN558,457-462,2007

No.15 石川正憲,水上勝義：
精神疾患とDARPP-32

BrainandNerve59(11),1257-1263,2007

No.16 堀 孝文：
精神科治療薬ごとの副作用
非定型（新規,第二世代）抗精神病薬：Olanzapine,quetiapine

精神科治療学22（増刊号）,176-179,2007
No.17 河合伸念,朝田 隆：

精神科治療薬の副作用,予防・早期発見・治療ガイドライン
非定型（新規,第二世代）抗精神病薬：RisperidoneとPerospirone

精神科治療学22（増刊号）,180-183,2007
No.18 川西洋一,高橋智之,根本清貴,朝田 隆：

うつ病治療の実際「TMS治療の新工夫」
DepressionFrontier5(2),69-76,2007

No.19 川西洋一：
非定型（新規,第二世代）抗精神病薬：Aripiprazole

精神科治療学22（増刊号）,184-185,2007
No.20 安野史彦,朝田 隆：

認知症と遺伝子
精神科11(3),201-206,2007
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No.21 安野史彦：
先端認知症研究・医療施設の現在：MolecularImagingBranch,NationalInstituteofMental
Health

CognitionandDementia6(1),80-83,2007

著 書
No.1 朝田 隆：

軽度認知障害（MCI）認知症に先手を打つ：編著
中外医学社（東京）2007

No.2 水上勝義：
MCIの総論
軽度認知障害（MCI）認知症に先手を打つ：朝田隆編

中外医学社（東京）1-11,2007
No.3 水上勝義：

軽度認知機能障害とは
シリーズ認知症と向き合う：NHK福祉ネットワーク編

旬報社（東京）2007

学会発表
No.1 堀 孝文,吉田みのり,遠藤憲一,石井 俊,片桐拓也,内田和彦,朝田 隆：

統合失調症の神経発達障害モデルラットにおける脳内プロテオミクス研究
第2回日本統合失調症学会（富山）3月,2007

No.2 井口俊大,川西洋一,根本清貴,武井 仁,堀 孝文,堀越 勝,水上勝義,朝田 隆：
暴露反応妨害法にて強迫症状と脳血流の改善を認めた強迫性障害の1例

第79回東京精神医学会（東京）3月,2007
No.3 赤津裕康,小川倫弘,水上勝義,石井 俊,鈴木秀昭,片桐拓也,山本孝之,小阪憲司,

内田和彦,朝田 隆：
アルツハイマー病患者における脈絡叢のプロテオーム解析

第3回日本臨床ヒトプロテオーム研究会（東京）4月,2007
No.4 根本清貴,川西洋一,井口俊大,水上勝義,朝田 隆：

両側経頭蓋磁気刺激法により臨床症状が改善するとともに梁下野での血流改善を認めた大
うつ病性障害の1例

第103回日本精神神経学会（高知）4月,2007
No.5 小川良子,本間敏明,水上勝義：

Lewy小体型認知症における自律神経障害,高炭酸ガス換気応答の検討
第47回日本呼吸器学会学術講演会（東京）5月,2007

No.6 堀 孝文,根本清貴,川西洋一,佐々木恵美,太刀川弘和,朝田 隆：
SimpleSchizophrenia(ICD-10)7例の臨床的特徴について

第103回日本精神神経学会（高知）5月,2007
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No.7 高橋智之,川西洋一,根本清貴,武井 仁,石川和宏,堤 孝太,井口俊大,堀 孝文,

谷向 知,河合伸念,水上勝義,朝田 隆：
気分障害患者に対する両側rTMSの試み

第103回日本精神神経学会（高知）5月,2007
No.8 遠藤 剛,大福浩二郎,太刀川弘和,土井永史,水上勝義,朝田 隆：

茨城県県立友部病院における慢性期水中毒者の実態（1）—臨床所見に着目して—
第80回東京精神医学会（東京）6月,2007

No.9 堤 孝太,堀 孝文,太刀川弘和,水上勝義,朝田 隆：
Cotard症候群の4例—器質的異常との関連—

第80回東京精神医学会（東京）6月,2007
No.10 武井 仁,田中耕平,根本清貴,河合伸念,堀 孝文,石井一弘,朝田 隆：

辺縁系脳炎（いわゆるacutereversiblelimbicencephalitis;ARLE）が疑われステロイドパル
ス療法が著効した1男性例

第80回東京精神医学会（東京）6月,2007
No.11 赤津裕康,小川倫弘,水上勝義,石井 俊,鈴木秀昭,片桐拓也,山本孝之,小阪憲司,

内田和彦,朝田 隆：
アルツハイマー病患者における脈絡叢のプロテオーム解析

第5回日本ヒトプロテオーム機構大会（東京）7月,2007
No.12 堀 孝文,遠藤憲一,石井 俊,片桐拓也,内田和彦,朝田 隆：

統合失調症の神経発達障害モデルラットにおける脳内プロテオミクス研究
—思春期前・後の比較—

第29回日本生物学的精神医学会（札幌）7月,2007
No.13 井口俊大,川西洋一,根本清貴,武井 仁,堀 孝文,堀越 勝,水上勝義,朝田 隆：

暴露反応妨害法にて強迫症状と脳血流に改善を認めた強迫性障害の1例
第29回日本生物学的精神医学会（札幌）7月,2007

No.14 佐々木恵美,堀 正士：
アスリートにおけるパニック障害の臨床的特徴について

第5回スポーツ精神医学会（つくば）9月,2007
No.15 木村絵里子,川西洋一,藤田俊之,高橋 晶,水上勝義,朝田 隆：

36歳で発症したピック病の1男性例
第81回東京精神医学会（東京）10月,2007

No.16 藤田俊之,川西洋一,小林 純,大戸達之,田中竜太,水上勝義,朝田 隆：
代理ミュンヒハウゼン症候群の1女性例

第81回東京精神医学会（東京）10月,2007
No.17 遠藤 剛,太刀川弘和,堀 孝文,土井永史,水上勝義,朝田 隆：

Perospironeとclarithromycinの併用後に急性顎ジストニアを呈した1例
第17回日本臨床精神神経薬理学会（大阪）10月,2007

No.18 松井めぐみ,佐藤 純,杉江 征,堀 正士,佐々木恵美,早川けいこ,黒沢由比子：
大学院生におけるUPI25番の選択と入学動機の関連

第45回全国大学保健管理研究集会（別府）10月,2007
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No.19 堀 正士,佐々木恵美：
筑波大学保健管理センター精神科における学生の受療行動
—受診学生のアンケート結果から—

第45回全国大学保健管理研究集会（別府）10月,2007
No.20 佐々木恵美,堀 正士：

うつ病,引きこもり,人格障害の陰で見逃された双極性障害—自験11例より—
第45回全国大学保健管理研究集会（別府）10月,2007

No.21 HoriT,EndoK,IshiiT,UchidaA,KatagiriA,AsadaT:
Proteomic analysis of prefrontalcortex in a neurodevelopmentalanimalmodelof

schizophrenia.

Neuroscience2007(SanDiego,USA)Nov,2007

No.22 田村昌士,高橋 晶,河合伸念,水上勝義,朝田 隆：
長期間の身体拘束を要し深部静脈血栓症／肺塞栓症の予防対策を講じた1例

第29回茨城医学会精神科分科会,第56回茨城精神医学集談会（水戸）11月,2007
No.23 畑中公孝,茂呂和生,田中芳郎,日高 真,高橋 晶,水上勝義：

神経梅毒の1剖検例
第29回茨城医学会精神科分科会,第56回茨城精神医学集談会（水戸）11月,2007

No.24 高橋 晶,水上勝義,畑中公孝,田中芳郎,河合伸念,朝田 隆：
神経梅毒の4例

第12回日本神経精神医学会（東京）11月,2007
No.25 小川良子,本間敏明,水上勝義,朝田 隆：

精神科患者における呼吸調節異常の検討
第44回日本臨床生理学会（大阪）11月,2007

No.26 水上勝義：
DLBの高炭酸換気応答について

第1回レビー小体型認知症研究会（新横浜）11月,2007
No.27 日高 真,吉川正孝,朝田 隆,水上勝義：

霞ヶ浦医療センターにおける身体合併症治療の現況
第20回日本総合病院精神医学会（札幌）12月,2007

報告書
No.1 朝田 隆：

厚生科学研究費補助金 長寿科学総合研究事業
若年性認知症の実態と対応の基盤整備に関する研究

平成18年度総括・分担研究報告書,1-25,2007
No.2 堀 正士,大島由紀夫：

課外活動について—第3分科会のまとめ—
メンタルヘルス研究協議会平成18年度報告書,48-52,2007

No.3 堀 正士,佐々木恵美：
学生は親しい友人の自殺未遂をどう捉えるか？

CampusHealth44(1),204,2007
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No.4 杉江 征,佐藤 純,松井めぐみ,堀 正士,佐々木恵美,早川けい子,黒澤由比子,
小川俊樹：
UPI25番からみた大学新入生の自殺念慮の経年変化についての検討

CampusHealth44(1),208,2007

No.5 佐々木恵美,黒澤由比子,佐藤 純,堀 正士：
強い抑うつ状態を呈したアスペルガー障害の学生例

CampusHealth44(1),213,2007

ゲストスピーカー
No.1 水上勝義：

認知症の精神・行動障害に対する漢方治療
第49回日本老年医学会学術集会,第25回日本老年医学会総会（札幌）6月,2007

No.2 水上勝義：
認知症の精神・行動障害に対する漢方治療

認知症在宅ケア学会（東京）9月,2007
No.3 水上勝義：

BPSDとその周辺 抗精神病薬の代替治療としての漢方治療
第22回日本老年精神医学会学術集会（大阪）10月,2007

No.4 MizukamiK:
Neuroimagingofelderlyindividualswithpsychoticsymptoms.

25thInternationalPsychogeriatricAssociation(Osaka)October,2007

No.5 MizukamiK:
Evidence-basedKampotherapyforBPSD.

8thInternationalAssociationofGerontologyand

Geriatrics(IAGG)(AsiaOceaniaRegion)October,2007

No.6 MizukamiK:
Pharmacotherapyforbehavioralandpsychologicalsymptomsofdementia(BPSD)inelderly

outpatients.

25thInternationalPsychogeriatricAssociation(Osaka)October,2007

No.7 水上勝義：
認知症の精神・行動障害に対する漢方治療

日本総合病院精神医学会（札幌）12月,2007

講演会その他
No.1 水上勝義：

千葉県認知症介護アドバイザー養成研修会
（千葉）1月,2007

No.2 水上勝義：
マンション管理会社認知症介護アドバイザー養成研修会

（東京）1月,2007
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No.3 水上勝義：
認知症かかりつけ医養成研修会

（つくば）2月,2007
No.4 堀 正士：

不安の時代
紫峰会報104号5,2月,2007

No.5 佐々木恵美：
高齢期のうつ病とその治療・予防について

つくば市こころの健康づくり講演会（つくば）2月,2007
No.6 堀 孝文：

躁うつ病の薬物療法
協和発酵株式会社社内研修会（つくば）2月,2007

No.7 河合伸念：
統合失調症の病態と治療

南埼玉薬剤師会勉強会 2月,2007
No.8 河合伸念：

多剤併用大量療法から非定型抗精神病薬への切り替えの経験
精神科医療に関する学術講演会 2月,2007

No.9 河合伸念：
社会的引きこもりと心の病・障害との関連について

日立保健所ひきこもり家族教室 2月,2007
No.10 水上勝義：

認知症かかりつけ医養成研修会
（水戸）3月,2007

No.11 水上勝義：
認知症を理解する

平成18年度第8回浦安市地域ケア会議（浦安）3月,2007
No.12 水上勝義：

認知症かかりつけ医養成研修会
（水戸）3月,2007

No.13 水上勝義：
急性期病院における認知症のケア

（筑西）3月,2007
No.14 堀 正士：

職場のメンタルヘルス—管理監督者としての対応—
農林水産技術会議事務局筑波事務所（つくば）3月,2007

No.15 堀 正士：
職場のメンタルヘルス（その2）

筑波大学附属病院看護部（つくば）3月,2007
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No.16 堀 正士：
メンタルヘルス 管理職能・高度専門職能研修

農業・食品産業技術総合研究機構（つくば）3月,2007
No.17 佐々木恵美：

救急外来でよくみる精神症状とその対応
筑波大学附属病院レジデントレクチャー 3月,2007

No.18 堀 孝文：
うつ病の臨床 症候・治療・予防について

エーザイ株式会社つくば研究所研究会（つくば）3月,2007
No.19 川西洋一：

抗精神病薬の使用について
アステラス製薬株式会社（つくば）3月,2007

No.20 河合伸念：
多剤併用大量療法から非定型抗精神病薬への切り替えの経験

第9回新潟臨床精神薬理フォーラム 5月,2007
No.21 堀 正士：

「自分探し」と青年期のうつ病
つくばスチューデンツ585号5,6月,2007

No.22 堀 正士：
あなたはぐっすり眠れてますか？—睡眠の正しい理解—

那珂市市民講座（那珂）6月,2007
No.23 堀 孝文：

統合失調症の臨床と動物モデル—神経発達障害仮説の検証—
武田薬品工業研究所研究会（大阪）6月,2007

No.24 河合伸念：
統合失調症患者にみられる多飲・低ナトリウム血症と水中毒について

茨城県立友部病院研修会 6月,2007
No.25 河合伸念：

抗精神病薬の多剤併用大量療法から非定型薬単剤治療への切り替えの試み
愛媛県病院薬剤師会講演会 6月,2007

No.26 堀 正士：
不登校と睡眠障害

第45回全国大学保健管理協会関東甲信越地方部会研究集会シンポジウム（つくば）7月,2007
No.27 佐々木恵美：

うつ病と不眠
第45回全国大学保健管理協会関東甲信越地方部会研究集会シンポジウム

「睡眠と健康」（つくば）7月,2007
No.28 佐々木恵美：

自殺について
紫峰会報106号,7月,2007
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No.29 河合伸念：
統合失調症の病態と抗精神病薬の薬理作用

筑西支部薬剤師会研修会 7月,2007
No.30 河合伸念：

統合失調症の多飲・低ナトリウム血症に対するリスペリドンとクエチアピンの使用経験
統合失調症講演会 7月,2007

No.31 水上勝義：
認知症の精神・行動障害に対する漢方治療

北海道老年病漢方研究会第16回学術講演会（札幌）8月,2007
No.32 水上勝義：

うつ病の病態と治療
（筑西）8月,2007

No.33 水上勝義：
認知症スキルアップ研修

エーザイ株式会社 8月,2007
No.34 水上勝義：

認知症の早期診断の意義とポイント
（行方）8月,2007

No.35 堀 孝文,遠藤憲一,石井 俊,片桐拓也,内田和彦,朝田 隆：
統合失調症の神経発達モデルラットの前頭前野におけるプロテオーム解析
独立行政法人科学技術振興機構（JST）戦略的創造研究推進事業（CREST）

「テーラーメイド医療を目指したゲノム情報活用基盤技術」
第3回公開シンポジウム（東京）8月,2007

No.36 河合伸念：
抗精神病薬の多剤併用大量療法から非定型薬単剤治療への切り替えの経験

吉富薬品社内研修会 8月,2007
No.37 川西洋一：

病識のない患者をどう治療のラインに乗せるか？
鹿行ネット研修会（鹿島）8月,2007

No.38 水上勝義：
認知症の早期診断の意義とポイント

（桜川）9月,2007
No.39 水上勝義：

茨城県認知症介護アドバイザー養成研修会
（つくば）9月,2007

No.40 水上勝義：
認知症の正しい理解とその予防

県民フォーラム（水戸）9月,2007
No.41 堀 正士：

青年期アスリートの精神障害と薬物療法
第5回日本スポーツ精神医学会会長講演（つくば）9月,2007
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No.42 堀 正士：
うつ病の診断と薬物療法

茨城県薬剤師会竜ヶ崎支部勉強会（取手）9月,2007
No.43 佐々木恵美：

救急外来でよくみる精神症状とその対応
筑波大学附属病院レジデントレクチャー 9月,2007

No.44 河合伸念：
抗精神病薬の多剤併用大量療法から非定型薬単剤治療への切り替えの試み

徳島県精神病院協会学術講演会 9月,2007
No.45 堀 正士：

青年の自殺について—本学データから見えてくる現実—
医学7専攻セミナー（つくば）10月,2007

No.46 河合伸念：
統合失調症について～理解と対処法～

茨城県常総保健所精神障害者家族教室 10月,2007
No.47 河合伸念：

抗精神病薬の多剤併用大量療法から非定型薬単剤治療への切り替えの試み
茨城県精神科病院施設薬剤師研修会 10月,2007

No.48 岡本 卓,水上勝義,清野敏一,秋下雅弘：
高齢者の服薬管理と指導

GeriatricMedicine45(11),1451-1462,11月,2007
No.49 堀 正士：

学生相談現場での発達障害—精神科医のとまどい— 21世紀COEプログラム拠点
「こころを解明する感性科学の推進」公開講座

『発達障害の科学と実践』（つくば）11月,2007
No.50 佐々木恵美：

プチうつ脱出のすすめ
つくばスチューデンツ589号,11月,2007

No.51 河合伸念：
統合失調症の病態と抗精神病薬の薬理作用

石岡薬剤師会研修会 11月,2007
No.52 安野史彦：

うつ病とは？またその対策
県民のための健康管理講座 11月,2007

No.53 水上勝義：
認知症かかりつけ医養成研修会

（水戸）12月,2007
No.54 河合伸念：

今,“社会的入院” の問題を前に我々に何ができるか？
茨城県精神障害者退院促進強化事業研修会 12月,2007
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No.55 安野史彦：
認知症の治療とケア,連携

平成19年度かかりつけ医認知症対応力向上研修 12月,2007
No.56 岡本 卓,水上勝義,清野敏一,秋下雅弘：

高齢者の服薬管理と指導
GeriatricMedicine45(11),1451-1462,2007

No.57 水上勝義：
認知症に効く漢方薬はありますか？

りんくる18,59,2007

受 賞
No.1 佐々木恵美：

第45回全国大学保健管理研究集会 優秀演題賞
10月,2007
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小児科学グループ（2007年）

原 著
No.1 TakahashiA,HasegawaM,SumazakiR,SuzukiM,TokiF,SuehiroT,OnigataK,

TomomasaT,SuzukiT,MatsuiA,MorikawaA,KuwanoH:

Gradualimprovementofliverfunctionafteradministrationofrsodeoxycholicacidinan

infantwithanovelABCB11genemutationwithphenotypiccontinuumbetweenBRIC2and

PFIC2

EurJGastroenterolHepatol19(11),942-946,2007

No.2 KamodaT,NozueH,MatsuiA:
SerumlevelsofadiponectinandIGFBP-1inshortchildrenbornsmallforgestationalage

ClinEndocrinol.66(2),290-294,2007

No.3 NozueH,KamodaT,ImaiH,AokiT,IchikawaK:
Isolatedadrenocorticotropichormonedeficiencypresentingwithpsychomotorretardation

PediatrInt.49(4),522-525,2007

No.4 KanemotoN,KanemotoK,KamodaT,HasegawaM,ArinamiT:
AcaseofMoebiussyndromepresentingwithcongenitalbilateralvocalcordparalysis

EurJPediatr166(8),831-833,2007

No.5 NozueH,KamodaT,MatsuiA:
Serum resistinconcentrationsingrowthhormone-deficientchildrenduringgrowthhormone

replacementtherapy

Metabolism56(11),15147,2007

No.6 MurakamiT,HorigomeH,TanakaK,NakataY,KatayamaY,MatsuiA:
Effectsofdietwithorwithoutexerciseonleptinandanticoagulationproteinslevelsin

obesity.

BloodCoagulFibrinolysis18(5),389-394,2007

No.7 HarunaY,KoboriA,MakiyamaT,YoshidaH,AkaoM,DoiT,TsujiK,OnoS,NishioY,

ShimizuW,InoueT,MurakamiT,TsuboiN,YamanouchiH,UshinohamaH,NakamuraY,

YoshinagaM,HorigomeH,AizawaY,KitaT,HorieM:
Genotype-phenotypecorrelationsofKCNJ2mutationsinJapanesepatientswithAndersen-

Tawilsyndrome

HumMutat28(2),208-220,2007

No.8 MurakamiT,HorigomeH,TanakaK,NakataY,OhkawaraK,KatayamaY,MatsuiA:
Impactofweightreductiononproductionofplatelet-derivedmicroparticlesandfibrinolytic

parametersinobesity

ThrombRes119(1),45-53,2007

No.9 UedaI,KurokawaY,KoikeK,ItoS,SakataA,MatsumoraT,FukushimaT,MorimotoA,
IshiiE,ImashukuS:

Late-onsetcasesoffamilialhemophagocyticlymphohistiocytosiswithmissenseperforingene

mutations

AmJHematol82(6),427-432,2007
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No.10 SaitoT,EgawaH,KudoT,TakakuraS,FujiharaN,IinumaY,IchiyamaS:
Pre-transplantrisk factors predicting post-transplantcytomegalovirus infection in liver

transplantrecipients

TransplInt20(5),419-424,2007

No.11 KudoK,KojimaS,TabuchiK,YabeH,TawaA,ImaizumiM,HanadaR,HamamotoK,
KobayashiR,MorimotoA,NakayamaH,TsuchidaM,HoribeK,KigasawaH,TsukimotoI,

JapaneseChildhoodAMLCooperativeStudyGroup:

Prospectivestudyofapirarubicin,intermediate-dosecytarabine,andetoposideregimenin

childrenwithDownsyndromeandacutemyeloidleukemia:theJapaneseChildhoodAML

CooperativeStudyGroup

JClinOncol25(34),5442-5447,2007

No.12 YagasakiH,TakahashiY,KudoK,OhashiH,HamaA,YamamotoT,TanakaM,YoshidaN,
HidakaH,NishioN,KojimaS:

Feasibilityandresultsofbonemarrow transplantationfrom anHLA-mismatchedunrelated

donorforchildrenandyoungadultswithacquiredsevereaplasticanemia

IntJHematol85(5),437-442,2007

No.13 片野綱大,川西洋一,日高 真,鴨田知博,水上勝義,朝田 隆：
月経前に激しい入浴欲求を呈し,epinastinehydrochlorideが著効した周期性ACTH-ADH放
出症候群の1例

精神科治療学22(10),1173-1180,2007
No.14 石川康宏,堀米仁志：

独立成分分析と赤池情報規範によるBrugada症候群の心電図の解析
TherapeuticResearch28(2),217-220,2007

No.15 石川康宏,堀米仁志：
独立成分分析によるBrugada型心電図の鑑別診断

TherapeuticResearch28(2),100-104,2007

No.16 野間美緒,厚美直孝,平松祐司,堀米仁志,高橋実穂,榎本佳治,松下昌之助,榊原 謙：
ねじ込み固定型心内膜双極ペーシングリードの心外膜心房リードとしての利用法

胸部外科60(2),117-120,2007
No.17 中尾朋平，清水崇史,福島 敬,榎本有希,高野晋吾,阿武 泉,菅原信二,大原 潔,

松井 陽：
網膜芽細胞腫に続発し2回の自家骨髄移植併用大量化学療法が有効であった髄腔内播種を
伴う松果体芽腫の1例

小児がん43(4),736-741,2007
No.18 中尾朋平,福島 敬,清水崇史,松永真紀,斎藤貴志,宮田大揮,菊地 斉,斎藤 誠,

吉松昌司,一戸美佳,杉浦正俊,金子道夫,松井 陽：
Granulocytecolonystimulatingfactor（G-CSF）動員ヒドロキシエチルでんぷん（HES）非
使用採取法による同種顆粒球輸血の安全性と有効性について

小児がん43(4),725-729,2007
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No.19 渡邊美穂,金子道夫,堀 哲夫,小室広昭,楯川幸弘,工藤寿美,瓜田泰久,福島 敬,

清水崇史,大原 潔,近藤 譲,飯島達生：
胸腔内腫瘍破裂をきたした巨大肺芽腫の治療

小児外科39(2),217-222,2007
No.20 岩崎信明,絹笠英世,渡辺章充,片桐朋子,田中竜太,新 健治,佐藤秀郎：

食用酢の点鼻による吃逆の治療
脳と発達39,202-205,2007

総 説
No.1 須磨崎亮,乾あやの,位田 忍,長田郁夫,松井 陽,虫明聡太郎：

小児の急性肝不全の特徴
肝・胆・膵55(2),197-205,2007

No.2 須磨崎亮：
若手小児科に伝えたい母乳の話：母乳とウイルス感染

日本小児科学会雑誌111(7),933-935,2007
No.3 須磨崎亮,長谷川誠：

進行性家族性肝内胆汁うっ帯症の病態
小児科診療70(6),924-929,2007

No.4 須磨崎亮,乾あやの,位田 忍,長田郁夫,松井 陽,虫明聡太郎：
小児の急性肝不全

治療学41(4),358-362,2007
No.5 田尻 仁,白木和夫,藤澤知雄,工藤豊一郎,長田郁夫,木村昭彦,乾あやの,十河 剛,

村上 潤,惠谷ゆり：
小児B型肝炎の診療指針

日本小児科学会雑誌111(7),949-958,2007
No.6 福島 敬,七野浩之,熊谷昌明：

神経芽腫 難治希少疾患への挑戦
癌と化学療法34(2),167-174,2007

No.7 工藤寿子：
難治性ランゲルハンス細胞組織球症の治療―造血幹細胞移植を中心に―

日本小児血液学会雑誌21,281-288,2007
No.8 田中竜太,阿武 泉,河野達夫：

小児中枢神経系疾患の画像診断 静脈洞血栓症
小児内科39,360-362,2007

著 書
No.1 鴨田知博：

小児の糖尿病
今日の治療指針2007（1月1日発行）49巻

医学書院513-514,2007
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No.2 鴨田知博：
第3章 小児期の健康障害の医学・生理学 4.生活習慣病 5.腎疾患
シリーズ「障害科学の展開」第4巻 障害理解のための医学・生理学
筑波大学障害科学系責任編集,宮本信也,竹田一則編著

明石書店153-161,2007
No.3 堀米仁志：

心磁図 周生期循環異常
中澤 誠編

メジカルビュー社122-125,2007

学会発表
No.1 金井 雄,岩崎陽子,仁井純子,堀米仁志,高橋実穂,工藤豊一郎,松井 陽,八巻重雄：

高ガラクトース血症をきっかけに発見された先天性門脈欠損症に伴う肺高血圧症の1例
第13回日本小児肺循環研究会（東京）2月,2007

No.2 堀米仁志,宮田大揮,雪竹義也,高橋実穂,松井 陽,岩下寛子,濱田洋実,野間美緒,
平松祐司：
2：1房室ブロックを伴う先天性QT延長症候群

第12回日本胎児心臓病研究会（久留米）2月,2007
No.3 高橋実穂,堀米仁志,濱田洋実,小畠真奈,中尾 厚,岩崎陽子,加藤愛章,宮園弥生,

松井 陽：
心奇形を伴わない胎児右心系拡大における卵円孔の形態と胎児水腫発生の関連についての
検討

第12回日本胎児心臓病研究会（久留米）2月,2007
No.4 堀米仁志：

心磁図を用いた胎児不整脈診断の世界的動向,シンポジウム
第12回日本胎児心臓病研究会（久留米）2月,2007

No.5 山田英恵,菊地 斎,飛田尚美,中原智子,鴨田知博：
母親のヨード過剰摂取により高TSH血症を呈した1例

第85回日本小児科学会茨城地方会（日立）2月,2007
No.6 中尾朋平,福島 敬,清水崇史,中嶋玲子,岩崎陽子,斉藤貴志,宮田大揮,加藤愛章,

松井 陽,平井みさ子,金子道夫,菅原信二,大原 潔,高野晋吾：
平成13～17年度の筑波大学小児科における小児悪性腫瘍に対する集学的治療

第85回日本小児科学会茨城地方会（日立）2月,2007
No.7 日高大介,西村 一,中嶋玲子,岩崎陽子,福島 敬,清水崇史,松井 陽：

中枢神経徴候が初発症状であった急性白血病の3例
第85回日本小児科学会茨城地方会（日立）2月,2007

No.8 小林千恵,小池和俊,加藤啓輔,工藤寿子,土田昌宏,藤山 聡,片山暢子,毛利陽子,
新井順一,宮本泰行：

日齢0に発症したMLL-ENL陽性,先天性急性リンパ性白血病（ALL）の1例
第85回日本小児科学会茨城地方会（日立）2月,2007
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No.9 加藤啓輔,小林千恵,工藤寿子,森山伸子,柏木玲一,塩野淳子,小池和俊,土田昌宏,
片山暢子,新井順一,宮本泰行,青木一泰：

多発性頭蓋内出血,出血後水頭症をきたした特発性血小板減少性紫斑病の1ヵ月男児
第85回日本小児科学会茨城地方会（日立）2月,2007

No.10 加藤啓輔,小林千恵,工藤寿子,小池和俊,土田昌宏,福島 敬：
非血縁者間同種骨髄移植9年7ヵ月後に骨髄・中枢神経系再発をきたし,2回目の非血縁
者間同種骨髄移植を受けた前駆B細胞性リンパ芽球性白血病の1例

第85回日本小児科学会茨城地方会（日立）2月,2007
No.11 金井 雄,岩崎陽子,工藤豊一郎,堀米仁志,仁井純子,高橋実穂,鴨田知博,須磨崎亮,

松井 陽：
高ガラクトース血症をきっかけに発見された門脈大静脈短絡

第85回日本小児科学会茨城地方会（日立）2月,2007
No.12 仁井純子,加藤愛章,工藤豊一郎,須磨崎亮,鴨田知博,松井 陽,山田 均,渡部誠一,

福田冬季子,杉江秀夫：
肝障害を契機に見いだされた糖原病IIIb型の1例

第85回日本小児科学会茨城地方会（日立）2月,2007
No.13 篠原宏行,加藤愛章,岩崎陽子,高橋実穂,堀米仁志,松井 陽：

高度房室ブロックに対し一時的体外ペーシングを行い救命しえた急性心筋炎の2症例
第85回日本小児科学会茨城地方会（日立）2月,2007

No.14 村上 卓,和田宏来,塩野淳子,磯部剛志,堀米仁志,星野健司：
当院における純型肺動脈閉鎖に対する経皮的肺動脈弁形成術に関する検討

第85回日本小児科学会茨城地方会（日立）2月,2007
No.15 日高大介,中尾 厚,宮園弥生,高橋実穂,堀米仁志,松井 陽,小畠真奈,濱田洋実：

胎児診断と早期娩出により集中治療をまぬがれた胎児動脈管早期収縮の1例
第85回日本小児科学会茨城地方会（日立）2月,2007

No.16 加藤愛章,堀米仁志,金井 雄,岩崎陽子,高橋実穂,松井 陽,吉田健太郎,田上和幸,
青沼和隆：

小児科領域の頻拍性不整脈に対するカテーテルアブレーションの経験
第85回日本小児科学会茨城地方会（日立）2月,2007

No.17 西村 一,田中竜太,高橋孝治,斉藤貴志,大戸達之,松井 陽,江橋正浩,柏木玲一,
森山伸子：

筋力低下を伴わない慢性進行性外眼筋麻痺の1例
第85回日本小児科学会茨城地方会（日立）2月,2007

No.18 今井博則,山田早知子,野末裕紀,齊藤久子,青木 健,市川邦男,大戸達之：
一過性脳梁膨大部病変を認めた脳症の1例

第85回日本小児科学会茨城地方会（日立）2月,2007
No.19 福島富士子,加藤愛章,福島 敬,大戸達之,清水崇史,田中竜太,堀米仁志,松井 陽：

頭痛の診断に苦慮したNoonan症候群の1例
第46回日本小児神経学会関東地方会（横浜）3月,2007
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No.20 工藤寿子：
若年性骨髄単球性白血病（JMML）におけるPTPN11遺伝子変異の解析

第4回北関東小児がんセミナー教育講演1（高崎）4月,2007
No.21 長田郁夫,乾あやの,虫明聡太郎,須磨崎亮,位田 忍,別所一彦,松井 陽：

本邦小児劇症肝不全の全国調査結果
小児劇症肝不全の治療と肝移植治療について

第110回日本小児科学会学術集会（京都）4月,2007
No.22 乾あやの,長田郁夫,虫明聡太郎,須磨崎亮,位田 忍,松井 陽：

小児劇症肝不全における代謝性肝疾患等の頻度と問題点
第110回日本小児科学会学術集会（京都）4月,2007

No.23 須磨崎亮,乾あやの,虫明聡太郎,長田郁夫,別所一彦,位田 忍,松井 陽：
小児劇症肝炎におけるウイルス性疾患と病因不明例の頻度と診療上の問題点

第110回日本小児科学会学術集会（京都）4月,2007
No.24 虫明聡太郎,別所一彦,長田郁夫,乾あやの,須磨崎亮,位田 忍,松井 陽：

症候と検査値の推移からみた小児劇症肝不全における劇症化の診断・予知に関する検討
第110回日本小児科学会学術集会（京都）4月,2007

No.25 位田 忍,乾あやの,須磨崎亮,虫明聡太郎,長田郁夫,別所一彦,松井 陽：
本邦小児劇症肝炎（肝不全）全国調査結果
肝移植導入以後の動向（1995-2005年）

第110回日本小児科学会学術集会（京都）4月,2007
No.26 齋藤貴志,鴨田知博,林 大輔,柴田佐和子,城賀本満登,松井 陽：

高アンモニア血症を伴った遠位尿細管性アシドーシスの1男児例
第110回日本小児科学会学術集会（京都）4月,2007

No.27 田中竜太,大戸達之,岩崎信明,齋藤貴志,中尾 厚,宮園弥生,杉浦正俊,小畠真奈,
濱田洋実,松井 陽：

全前脳胞症の出生前診断における小児科医の役割
第110回日本小児科学会学術集会（京都）4月,2007

No.28 中嶋玲子,福島 敬,清水崇史,金子道夫,庄司一子,日高響子,小池和俊,土田昌宏,
松井 陽：

小児がん,小児白血病,その他の血液疾患による長期入院と不登校との関連
第110回日本小児科学会学術集会（京都）4月,2007

No.29 中尾朋平,福島 敬,清水崇史,金子節子,長澤俊郎,金子道夫,小野寺雅史,松井 陽：
神経芽腫浸潤と造血障害（第1報）
マウス神経芽腫細胞株のHSV-TK遺伝子導入とGCV感受性

第110回日本小児科学会学術集会（京都）4月,2007
No.30 高橋実穂,福島 敬,清水崇史,堀米仁志,西村 一,加藤愛章,中尾朋平,中嶋玲子,

金子道夫,松井 陽：
多剤併用化学療法,自家骨髄移植において急性心筋障害をきたした5症例のまとめ

第110回日本小児科学会学術集会（京都）4月,2007
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No.31 乾あやの,位田 忍,須磨崎亮,長田郁夫,虫明聡太郎,松井 陽：
本邦における小児期の劇症肝不全

第44回日本小児外科学会学術集会（東京）5月,2007
No.32 黒木健志,吉田健太郎,町野 毅,山崎 浩,田上和幸,関口幸夫,久賀圭祐,山口 巖,

青沼和隆,加藤愛章,堀米仁志,松井 陽：
小児期初発,肺静脈を起源とする上室不整脈に対するカテーテル・アブレーション治療
個々の症例に合わせたTailoredApproach

第22回日本不整脈学会学術大会（広島）5月,2007
No.33 小池誠一,桝 和子,大戸達之,杉山文博,高橋 智,桝 正幸：

Autotaxinはマウス臓側内胚葉細胞におけるエンドサイトーシスと小胞体輸送を制御する
第40回日本発生生物学会・第59回日本細胞生物学会合同大会（福岡）5月,2007

No.34 宮園弥生,平木彰佳,梶川大吾,日高大介,中尾 厚,斎藤 誠,鴨田知博,小畠真奈,
濱田洋実：

筑波大学における総合周産期母子医療センターの現状と課題
第86回日本小児科学会茨城地方会（つくば）6月,2007

No.35 梶川大吾,平木彰佳,日高大介,中尾 厚,斎藤 誠,宮園弥生,鴨田知博,小畠真奈,
濱田洋実：

高容量のオクトレオチドが著効した先天性乳糜胸の一例
第86回日本小児科学会茨城地方会（つくば）6月,2007

No.36 鈴木悠介,加藤愛章,高橋実穂,斎藤 誠,宮園弥生,中村佳子,濱田洋実,堀米仁志：
ソタロールの経母体投与が有効であった胎児上室性頻拍症の3例

第86回日本小児科学会茨城地方会（つくば）6月,2007
No.37 吉見 愛,片山暢子,田中竜太,大戸達之,工藤寿子,鴨田知博：

West症候群を合併したShwachman-Diamond症候群の一例
第86回日本小児科学会茨城地方会（つくば）6月,2007

No.38 堀米仁志,石川康宏,緒方邦臣,宮下 豪,神鳥明彦：
胎児心磁図の臨床への応用－シンポジウム「心磁図の不整脈診断への応用」

第22回生体磁気学会大会（岡崎）6月,2007
No.39 田中竜太,大戸達之,斎藤貴志,岩崎信明,松井 陽：

部分てんかんの経過中に脱力発作重積をきたし,エトサクシミドが著効した2例
第1回日本てんかん学会関東甲信越地方会（東京）6月,2007

No.40 小笹雄司,田村恵美,鈴木君江,榎本有希,高橋実穂,松井 陽：
つくば市における小児救急医療システムの構築（PART4）

第21回日本小児救急医学会（鹿児島）6月,2007
No.41 田村恵美,小笹雄司,鈴木君江,榎本有希,高橋実穂,松井 陽：

つくば市における小児救急医療システムの構築（PART3）
第21回日本小児救急医学会（鹿児島）6月,2007

No.42 宮本朋幸,堀米仁志,高橋実穂,村島義範,康井制洋,松井 陽：
ファロー四徴術後の運動耐容能および運動時換気応答に影響を与える因子の検討

第43回日本小児循環器学会総会・学術集会（東京）7月,2007
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No.43 堀米仁志,石川康宏,塩野淳子,吉永正夫：
独立成分分析を用いた先天性QT延長症候群とBrugada症候群の心電図解析

第43回日本小児循環器学会総会・学術集会（東京）7月,2007
No.44 吉永正夫,市来智子,田中裕治,荒田道子,堀米仁志,高橋秀人：

小児期,思春期肥満頻度の増加と社会的経済成長との関係
第43回日本小児循環器学会総会・学術集会（東京）7月,2007

No.45 加藤愛章,堀米仁志,高橋実穂,岩崎陽子,松井 陽,吉田健太郎,関口幸夫,青沼和隆：
Fallot四徴症術後遠隔期に合併した心房性不整脈に対するカテーテルアブレーション

第43回日本小児循環器学会総会・学術集会（東京）7月,2007
No.46 長田郁夫,位田 忍,乾あやの,須磨崎亮,松井 陽：

全国調査による新生児,乳児期の劇症肝不全例の検討（第一報）
疫学,成因,予後

第43回日本周産期・新生児医学会（東京）7月,2007
No.47 長田郁夫,位田 忍,乾あやの,須磨崎亮,松井 陽：

全国調査による新生児,乳児期の劇症肝不全例の検討（第二報）
臨床像,劇症化要因

第43回日本周産期・新生児医学会（東京）7月,2007
No.48 中尾 厚,宮園弥生：

母体硫酸マグネシウム投与による心収縮力低下,QT延長を呈した極低出生体重児双胎例
第43回日本周産期・新生児医学会（東京）7月,2007

No.49 金井 雄,田中竜太,斉藤貴志,大戸達之,松井 陽：
後天性感覚・自律神経ニューロパチーが疑われた1例

第49回日本小児神経学会総会（大阪）7月,2007
No.50 田中竜太,大戸達之,岩崎信明,齋藤貴志,宮園弥生,榎本貴夫,松村 明,金子道夫,

松井 陽：
キアリ2型奇形のてんかん合併要因に関する臨床的検討

第49回日本小児神経学会総会（大阪）7月,2007
No.51 田中竜太：

タクロリムスが有効であったが,眼症状・易疲労性が残存している全身型重症筋無力症の
1例

第49回日本小児神経学会,第2回小児重症筋無力症研究会（大阪）7月,2007
No.52 榎園 崇,大戸達之,工藤豊一郎,福島富士子,加藤愛章,田中竜太,西野一三,鴨田知博：

潰瘍性大腸炎を合併したネマリンミオパチーの1例
第47回日本小児神経学会関東地方会（東京）9月,2007

No.53 吉永正夫,市来智子,田中裕治,和田昭宏,堀米仁志,高橋秀人,鹿島克郎：
小児期,思春期の肥満形成と社会的経済成長との関係

第55回日本心臓病学会学術集会（千葉）9月,2007
No.54 堀米仁志,片山靖富,宮本朋幸,吉永正夫：

幼児におけるメタボリックシンドローム関連指標と血液凝固線溶系
第55回日本心臓病学会学術集会（千葉）9月,2007
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No.55 須磨崎亮,長谷川誠,工藤豊一郎：
遺伝性肝内胆汁うっ帯症

第34回日本小児栄養消化器肝臓学会（仙台）10月,2007
No.56 高橋実穂,岩崎陽子,仁井純子,加藤愛章,堀米仁志,坂有希子,野間美緒,平松祐司：

中隔心筋切除術,DDDペーシングが有効であった薬剤抵抗性の閉塞性肥大型心筋症
第16回関東小児心筋疾患研究会（東京）10月,2007

No.57 EnomotoY,FukushimaT,ShimizuT,NakajimaR,NakaoT,SumazakiR:
Immune response to influenza vaccination in children receiving chemotherapeutic/

immunosuppressiveagents.

3rdCongressofAsianSocietyofPediatricResearch(Tokyo)october,2007

No.58. NakaoT,FukushimaT,ShimizuT,NakajimaR,MurofushiW,NanmokuT,OhkiK,
SuzukawaK,SumazakiR:
Minimalresidualdiseasemonitoringinchildhoodacutelymphoblasticleukemiabyflow

cytometry,WT-1andfusiontranscript(TEL-AML1):dotheycorrelate?

3rdCongressofAsianSocietyofPediatricResearch(Tokyo)october,2007

No.59 NakajimaR,FukushimaT,NakaoT,ShimizuT,ImotoN,SumazakiR:
Fatal and life-threatening Hemophagocytic lymphohistiocytosis in Langerhans cell

histiocytosis,Areportof2cases

3rdCongressofAsianSocietyofPediatricResearch(Tokyo)october,2007

No.60 工藤寿子,加藤啓輔,小林千恵,小池和俊,土田昌宏：
同種骨髄移植後,E2A-PBX1融合遺伝子を指標として重症GVHDとともにGVL効果を確
認し得た小児再発ALLの2例

第69回日本血液学会,第49回臨床血液学会（横浜）10月,2007
No.61 野末裕紀,鴨田知博,齊藤久子,泉 維昌,平野岳毅：

1型糖尿病児における血中adiponectin値およびインスリン分泌関連因子に関する検討
第41回日本小児内分泌学会（横浜）11月,2007

No.62 岩淵 敦,長谷川誠,鴨田知博,片上秀喜：
長期間経過観察されているリンパ球性漏斗下垂体後葉炎の1例

第41回日本小児内分泌学会（横浜）11月,2007
No.63 加藤愛章,堀米仁志,高橋実穂,塩野淳子,村上 卓,関口幸夫,青沼和隆：

小児の心室頻拍に対する高周波カテーテルアブレーション治療
第12回日本小児心電学研究会（吹田）11月,2007

No.64 平木彰佳,梶川大吾,斎藤 誠,宮園弥生,鴨田知博,小畠真奈,濱田洋実：
ヒトパルボウイルスB19感染をきたした妊婦における胎児・新生児の経過

第87回日本小児科学会茨城地方会（土浦）11月,2007
No.65 平井直実,福島 敬,榎園 崇,鴨田知博：

ヘリコバクター・ピロリ菌除菌療法の後に改善を認めた特発性血小板減少性紫斑病の12歳
男児例と鉄欠乏性貧血の11歳女児例

第87回日本小児科学会茨城地方会（土浦）11月,2007
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No.66 石川伸行,加藤愛章,岩崎陽子,榎本有希,高橋実穂,吉永正夫,堀米仁志：
失神を繰り返し,てんかんとして加療されていたカテコラミン誘発性多形心室頻拍症

第87回日本小児科学会茨城地方会（土浦）11月,2007
No.67 田中竜太：

全前脳胞症と外科治療
第9回つくば小児神経内科外科懇話会（つくば）11月,2007

No.68 日高大介,中尾 厚,齋藤 誠,宮園弥生,河野達夫：
Osteocraniostenosisの一例

第52回日本未熟児新生児学会学術集会（香川）11月,2007
No.69 小野寺雅史,福島 敬,清水崇史,須磨崎亮：

移植後再発白血病に対する自殺遺伝子導入大量ドナーリンパ球輸注療法の臨床研究
第23回日本小児がん学会学術集会（仙台）12月,2007

No.70 吉見 愛,工藤寿子,大戸達之,福島 敬,片山暢子,鴨田知博：
抗てんかん薬により著明な貧血を呈したShwachman-Diamond症候群の一例

第23回日本小児がん学会学術集会（仙台）12月,2007
No.71 田村恵美,山元照美,榎本有希,福島 敬,瓜田泰久,金子道夫：

陽子線治療を受ける子どもの家族が体験する思いと看護ケアの検討
第23回日本小児がん学会学術集会（仙台）12月,2007

No.72 中嶋玲子,福島 敬,清水崇史,高野晋吾,近藤 譲,野口雅之,鴨田知博：
確定診断が困難を極めた海綿静脈洞胚細胞腫瘍の1例

第23回日本小児がん学会学術集会（仙台）12月,2007
No.73 榎本有希,福島 敬,中尾朋平,室伏 航,工藤寿子,中嶋玲子,南木 融,大木圭子：

小児白血病の早期再発診断における末梢血realtimePCR法によるWT-1定量の有用性
第23回日本小児がん学会学術集会（仙台）12月,2007

No.74 下村有紀子,小畑文也,福島 敬,竹田一則：
国内のチャイルド・ライフ・スペシャリスト（CLS）の業務内容および勤務意識全数調査
による検討

第23回日本小児がん学会学術集会（仙台）12月,2007
No.75 加藤啓輔,小林千恵,田草川彩子,小池和俊,平井みさ子,毛利 健,連利 博,金子道夫,

福島 敬,伊藤由美,北條 洋,土田昌宏：
骨盤原発anaplasia陽性胎児型横紋筋肉腫より樹立された細胞株ICH-ERMS-1の解析

第23回日本小児がん学会学術集会（仙台）12月,2007
No.76 清河信敬,藤本純一郎,田口智子,塩沢裕介,斉藤洋平,大喜多肇,梶原道子,福島 敬,

河崎裕英,犬飼岳史,牧本 敦,真部 淳,康 勝好,小原 明,林 泰秀,花田良二,
土田昌宏：

東京小児がん研究グループALL治療第16次研究（TCCSGL04-16/06-16）におけるマー
カー中央診断

第23回日本小児がん学会学術集会（仙台）12月,2007
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No.77 高橋浩之,小原 明,齋藤正博,福島 敬,梶原道子,小嶋靖子,菊地 陽,小川千登世,
前田美穂,塩原正明,康 勝好,真部 淳,林 泰秀,花田良二,土田昌宏,東京小児がん研
究グループ（TCCSG）ALL委員会：

急性リンパ性白血病の染色体・遺伝子異常と予後TCCSGALLL95-14・L99-15研究
第23回日本小児がん学会学術集会（仙台）12月,2007

No.78 後藤裕明,井上裕靖,小川千登世,犬飼岳史,福島 敬,矢部普正,菊池 陽,小池和俊,
福島啓太郎,磯山恵一,齋藤友博,小原 明,花田良二,土田昌宏,岩元二郎,堀田紀子,
永利義久,岡村 純：

ダウン症候群に合併した急性リンパ性白血病の臨床的検討
第23回日本小児がん学会学術集会（仙台）12月,2007

No.79 田草川彩子,小池和俊,鈴木涼子,小林千恵,加藤啓輔,工藤寿子,土田昌宏：
難治性急性巨核芽球性白血病小児例に対する非血縁臍帯血移植後Gemtuzumabozogamicin
投与の経験

第23回日本小児がん学会学術集会（仙台）12月,2007

その他
No.1 堀米仁志：

講演「高濃度硝酸塩によるブルーベビー症の診断と管理」
食の安全・安心に関する公開講座（愛知,中部大学）3月,2007

No.2 堀米仁志：
講演「学童の心電図判読のポイント」

筑波メディカルセンター公開カンファレンス（つくば）7月,2007
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産婦人科グループ（2007年）

原 著
No.1 UnoKiyoko,HommaSatoshi,SatohToyomi,NakanishiK,AbeD,MatsumotoKoji,

OkiAkinori,TsunodaHajime,YamaguchiI,NagasawaT,YoshikawaHiroyuki,AonumaK:
Tissuefactorexpressionasapossibledeterminantofthromboembolisminovariancancer

Br.JCancer96(2),290-295,2007

No.2 ArimotoT,NakagawaS,YasugiT,YoshikawaH,KawanaK,YanoT,TaketaniY:
Treatmentwith paclitaxelpluscarboplatin,aloneorwith irradiation,ofadvanced or

recurrentendometrialcarcinoma.

GynecolOncol104(1),32-35,2007

No.3 KondoK,IshiiY,OchiH,MatsumotoT,YoshikawaH,KandaT:
Neutralization ofHPV16,18,31,and 58 pseudovirions with antisera induced by

immunizingrabbitswithsyntheticpeptidesrepresentingsegmentsoftheHPV16minor

capsidproteinL2surfaceregion.

Virology358(2),266-272,2007

No.4 OharaK,TsunodaH,TanakaYO,OnishiK,NemotoK,HashimotoT,FukumitsuN,HataM,
SugaharaS,TokuuyeK,YoshikawaH,AkineY:
Explanation forthe failure ofneoadjuvantchemotherapy to improve outcomesafter

radiotherapyforlocallyadvanceduterinecervicalcancerfrom thestandpointofthetumor

regressionrate

RadiatMed,25(2),53-59,2007

No.5 GotoN,Oishi-TanakaY,TsunodaH,YoshikawaH,MinamiM:
Magneticresonancefindingsofprimaryuterinemalignantlymphoma.

MagnResonMedSci6(1),7-13,2007

No.6 MinaguchiT,NakagawaS,TakazawaY,NeiT,HorieK,FujiwaraT,OsugaY,YasugiT,Kugu

K,YanoT,YoshikawaH,TaketaniY:
Combinedphospho-AktandPTEN expressionsassociatedwithpost-treatmenthysterectomy

afterconservativeprogestintherapyincomplexatypicalhyperplasiaandstageIa,G1

adenocarcinomaoftheendometrium

CancerLett.248(1),112-122,2007

No.7 TanakaYO,SaidaTS,MinamiR,YagiT,TsunodaH,YoshikawaH,MinamiM:
MRfindingsofovariantumorswithhormonalactivity,withemphasisontumorsotherthan

sexcord-stromaltumors

EurJRadiol32(6),647-653,2007

No.8 Nagano Masumi,Yamashita Toshiharu,Hamada Hiromi,Ohneda Kinuko,Kimura Ken-ichi,
NakagawaTomoki,ShibuyaMasabumi,YoshikawaHiroyuki,OhnedaOsamu:
Identificationoffunctionalendothelialprogenitorcellssuitableforthetreatmentofischemic

tissueusinghumanumbilicalcordblood

Blood110(1),151-160
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No.9 UshijimaK,YahataH,YoshikawaH,KonishiI,YasugiT,SaitoT,NakanishiT,SasakiH,
SajiF,IwasakaT,HataeM,KodamaS,SaitoT,TerakawaN,YaegashiN,HiuraM,

SakamotoA,TsudaH,FukunagaM,KamuraT:

Fertility-SparingTreatmentwithMedroxyprogesteroneAcetateforEndometrialCarcinoma

andAtypicalHyperplasiainYoungWomen,AMulticenterPhaseIIStudy

JClinOncol25(19),2798-2803,2007

No.10 OkamotoY,TanakaYO,TsunodaH,YoshikawaH,MinamiM:
Malignantorborderlinemucinouscysticneoplasmshavealargernumberofloculithan

mucinouscystadenoma,AretrospectivestudywithMR.

JMagnResonImaging26(1),94-99,2007

No.11 SatohToyomi,OkiAkinori,UnoKiyoko,SakuraiManabu,OchiHiroyuki,OkadaSatoshi,
MinamiRie,MatsumotoKoji,OishiTanakaYumiko,TsunodaHajime,HommaSatoshi,Yoshikawa
Hiroyuki:
Highincidenceofsilentvenousthromboembolismbeforetreatmentinovariancancer

Br.JCancer97(8),1053-1057,2007

No.12 小貫麻美子,染谷勝巳,佐藤豊実,志村玲奈,中尾砂理,山田幸正,内山直樹,福島美穂,
有川良二,淀縄 聡,小川 功：

子宮頸部上皮内病変を局所治療後,HPV検査を含む経過観察中に再燃を早期発見した2例
茨城県農村医学会誌20,87-89,2007

No.13 松本光司,八杉利治,中川俊介,川名 敬,八重樫伸生,岩坂 剛,金澤浩二,武谷雄二,
吉川裕之：
HPV感染と子宮頸癌 ヒトパピローマウイルスL1抗体とCIN発症の関連

日本婦人科腫瘍学会誌25(2),98-105,2007
No.14 竹島絹子,濱田洋実,八木洋也,志村玲奈,豊田真紀,中村佳子,安部加奈子,漆川 邦,

小倉 剛,小畠真奈,吉川裕之：
当科における臓器移植後妊娠症例に関する検討

日本周産期・新生児医学会誌43(4),1983-1087,2007
No.15 八木洋也,竹島絹子,志村玲奈,中村優子,田坂暢祟,兒玉 理,中尾砂理,豊田真紀,

中村佳子,安部加奈子,小畠真奈,濱田洋実,吉川裕之：
急性間歇性ポルフィリン症合併妊娠の一例

日本産科婦人科学会関東連合地方部会誌44(4),377-381,2007

総 説
No.1 吉川裕之：

humanpapillomavirus(HPV)ワクチンはどのように使われるか
CRITICALEYES22,2007

No.2 吉川裕之：
子宮体がん,卵巣がん－外科の立場から

癌と臨床52(9),1-6,2007
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No.3 吉川裕之：
HPVと婦人科領域の腫瘍発生

子宮腫瘍病理アトラス56-61,2007
No.4 吉川裕之：

子宮頸がんを予防するワクチンの現状と展望
子宮頸がんNEWS1-4,2007

No.5 恩田貴士,吉川裕之：
術前化学療法

よくわかる 卵巣癌のすべて288-293,2007
No.6 濱田洋実：

医薬品添付文書とFDA分類,オーストラリア分類の比較（特集「妊娠とくすり」）
産科と婦人科74(3),293-300,2007

No.7 沖 明典：
産婦人科外来ベストナビゲーション－ここが聞きたい105例の対処と処方 広汎性子宮全
摘術後の排尿障害の患者です

臨床婦人科産科61(4),612-613,2007
No.8 沖 明典：

産婦人科外来ベストナビゲーション－ここが聞きたい105例の対処と処方 膀胱瘤修復術
後の排尿障害

臨床婦人科産科61(4),614-615,2007
No.9 沖 明典,吉川裕之：

Intravenousleiomyomatosis－致死的な子宮筋腫
産科と婦人科74(6),663-669,2007

No.10 濱田洋実：
異常妊娠編「流産」（夏季増刊「ハイリスク妊娠プライマリケア」）

ペリネイタルケア 2007夏期増刊40-46,2007
No.11 吉川裕之：

HPVワクチンの現況
化療ニュース16(1),1-3,2007

No.12 吉川裕之：
腹式広汎子宮全摘出の留意点

産婦人科手術（別冊）18,2007
No.13 吉川裕之：

子宮頸癌広汎性手術の留意点
産婦人科手術18,145-149,2007

No.14 吉川裕之：
HPVワクチンと子宮頸癌の予防

産婦人科治療95(3),299-302,2007
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No.15 田中優美子,小畠真奈,濱田洋実,阿武 泉,吉川裕之,南 学：
異常妊娠と妊娠に伴う母体の異常－胎盤の異常を含めて－（特集「放射線科医に必要な妊
娠,胎児,新生児の画像診断」）

画像診断27(7),802-810,2007
No.16 田中優美子,佐藤奈加子,柴原 健,吉川裕之,南 学：

子宮癌検診（細胞診）で異常を示した症例
画像診断1204-1205,2007

No.17 佐藤豊実,沖 明典,吉川裕之：
婦人科がん再発への対応 10.子宮体がん再発－局所病巣に体する手術療法

産科と婦人科74(10),1202-1206,2007
No.18 田中優美子,佐藤豊実,吉川裕之,南 学：

婦人科case1脂肪を含む女性の骨盤内腫瘤
画像診断27(10),1198-1199,2007

No.19 田中優美子,南 里恵,佐藤豊実,吉川裕之,南 学：
婦人科case3細胞密度の高い骨盤内充実性腫瘤

画像診断27(10),1202-1203,2007
No.20 松本光司：

［こんなときどうする産婦人科外来マニュアル］HPVDNA検査結果の解釈
産科と婦人科74(11),1408-1413,2007

No.21 沖 明典：
産婦人科診療databook 子宮頸部異形成・上皮内癌

産婦人科の実際56(11),1694-1700,2007
No.22 吉川裕之：

ワクチンの展望1ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチン
治療学41(10),55-57,2007

No.23 松本光司,吉川裕之：
性感染症 ヒトパピローマウイルス感染症

日本内科学会雑誌96(11),2456-2464,2007
No.24 松本光司：

ヒトパピローマウイルスと子宮頸癌
日本臨床65(11),2113-2124,2007

No.25 吉川裕之：
（進行子宮癌肉腫におけるイホスファミド単独とイホスファミド+パクリタキセルの第III
相試験）・解説「術後補助療法に応用される可能性のある本試験結果」

CRITICALEYES25,3-4,2007

No.26 吉川裕之：
子宮がん

全国女性にいい病院（2008年版）,40-43,2007
No.27 吉川裕之：

卵巣がん
全国女性にいい病院（2008年版）,44-49,2007
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No.28 吉川裕之：
巻頭特集 共著「20-30代の若い世代も増加中“産む”希望を残す治療を模索」

全国女性にいい病院（2008年版）,9-10,2007
No.29 濱田洋実,香取久美：

先進国における妊娠と薬の情勢（各国の対応）（特集「妊娠と薬情報」）
医薬ジャーナル43(12),2877-2880,2007

著 書
No.1 吉川裕之：

ヒトパピローマウイルス
内科学（杉本恒明,矢崎義雄 編）朝倉書店,267-268,2007

学会発表
No.1 YoshikawaHiroyuki:

RadicalHysterectomy,So-CalledTokyoMethod

The16thInternationalSymposiumonRadicalHysterectomy

DedicatedtoHidekazuOkabayashi(Kyoto)Feb,2007

No.2 YoshikawaHiroyuki:
Symposium,ObstetriceCrisisinJapan

The59thAnnualCongressofJapanSocietyofObstetrics

andGynecology(Kyoto)April,2007

No.3 OishiTanakaYumiko,TsunodaHajime,SatohToyomi,OkiAkinori,YoshikawaHiroyuki,
MinamiManabu:
Muralnodulesontheendometrioticcystsoftheovaries,aretheallmalignancy?

The1stAsianCongressofAbdominalRadiology(Miyazaki)Jun,2007

No.4 SatohToyomi,GemmaN,ＳhizawaKU,SatoO,HashimotoK,OkadaSatoshi,MinamiRie,
MatsumotoKoji,OkiAkinori,YoshikawaHiroyuki:
DevelopmentofnovelHPVgenotypingchipsystemusingelectrochemicalthechnology

2007AACCAnnualMeeting(California)July,2007

ClinicalChemistryvol.53(6)A227,2007

No.5 YoshikawaHiroyuki:
PhaseIIandOngoingPhaseIIITrialsofNeoadjuvantChemotherapyFollowedbyInterval

DebulkingSurgeryforStageIII/IVOvarian,TubalandPeritonealCancers(JCOG0206and

JCOG0602)

The4thAnnualCongressofGynecologicCance(Sapporo)Sep,2007

No.6 SatohToyomi,UnoKiyoko,SakuraiManabu,OkadaSatoshi,MinamiRie,MatsumotoKoji,
OishiTanakaYumiko,OkiAkinori,HommaSatoshi,YoshikawaHiroyuki:
Highincidenceofsilentvenousthromboembolism beforetreatmentinovariancancerand

preventionofclinicalmanifestationaftersurgery

TheXXthAsianandOceanicCongressofObstetricsandGynecology(Tokyo)Sep,2007
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No.7 MatsumotoKoji,MiuraShiho,OkiAkinori,SatohToyomi,TsunodaHajime,YasugiToshiharu,
TaketaniYuji,YoshikawaHiroyuki:
HPVgenotypesandtheriskofcervicalcancerinJapan-Ameta-analysis-

TheXXthAsianandOceanicCongressofObstetricsandGynecology(Tokyo)Sep,2007

No.8 Obata-YasuokaMana,HamadaHiromi,TakeshimaKinuko,ToyodaMaki,NakamuraYoshiko,
YagiHiroya,OguraTsuyoshi,WatanabeHideki,FujikiYutaka,YoshikawaHiroyuki:
Mid-trimesterterminationofpregnancybygemeprostincombinationwithlaminariainthe

womenwithpreviouscesareansection

XXthAsianandOceanicCongressofObstetricsandGynaecologyTokyo(Sep),2007

No.9 SatohToyomi,OkiAkinori,MatsumotoKoji,OkadaSatoshi,GemmaNobuhiro,SatoOsamu,
FujiiTakuma,SaitohHiroshi,AokiDaisuke,HiraiYasuo,YoshikawaHiroyuki:

DevelopmentofnovelHPV genotyping chip system using electrochemicaldetection

technologyandNon-PCRamplificationtechnology

24thinternationalpapillomavirusconferenceandclinicalworkshop(Beijing)Nov,2007

No.10 YoshikawaHiroyuki:
RadicalhysterectomyvsRadiationtherapyforbulkystageI/IIcervicalcancerPro/Con

ClinicalDebate

The43AnnualMeetingofJapanSocietyofGynecologicOncology(Yonago)Nov,2007

No.11 AbeK,ShimizuR,PanX,HamadaH,YoshikawaH,YamamotoM:
AnalysesofLeukemicStemCellsofGATA-1RelatedLeukemia

BiochemistryandMolecularBiology(Yokohama)Dec,2007

No.12 兒玉 理,岡田智志,中村優子,中尾砂理,櫻井 学,八木洋也,南 里恵,松本光司,

佐藤豊実,沖 明典,吉川裕之：
成熟嚢胞性奇形種悪性転化の2例

第153回日本産科婦人科学会茨城地方部会（水戸）1月,2007
No.13 渡邊美穂,小室広昭,金子道夫,堀 哲夫,楯川幸弘,工藤寿美,瓜田泰久,濱田洋実：

臍帯結紮リングによって回腸閉鎖をきたした新生児2症例の経験
第153回日本産科婦人科学会茨城地方部会例会（水戸）1月,2007

No.14 吉川裕之：
産婦人科診療とガイドラインについて

第429回横浜市産婦人科医会例会（横浜）1月,2007
No.15 櫻井 学,佐藤豊実,志村玲奈,安倍 梓,中尾砂理,南 里恵,松本光司,沖 明典,

角田 肇,吉川裕之：
卵巣・卵管がんの脳転移症例の検討

第6回つくば婦人科癌治療研究会（つくば）1月,2007
No.16 中尾砂理,沖 明典,櫻井 学,山田和美,越智寛幸,南 里恵,松本光司,佐藤豊実,

角田 肇,吉川裕之：
当科における子宮体ガンIV期症例の治療成績

第6回つくば婦人科癌治療研究会（つくば）1月,2007

２５２

産婦人科グループ（2007年）



No.17 佐藤豊実,櫻井 学,宇野希世子,南 里恵,岡田智志,松本光司,沖 明典,吉川裕之：
卵巣癌術前D-dimer値と,不顕性血栓塞栓症の発見

第６回つくば婦人科癌治療研究会（つくば）1月,2007
No.18 濱田洋実：

特別講演：産科超音波診断～胎児異常を見逃さないために～
茨城県産婦人科医会学術講演会（水戸）2月,2007

No.19 高橋実穂,堀米仁志,濱田洋実,小畠真奈,中尾 厚,岩崎陽子,加藤愛章,宮園弥生,

松井 陽：
心奇形を伴わない胎児右心拡大における卵円孔の形態と胎児水腫発生の関連についての検
討

第13回日本胎児心臓病研究会（久留米）2月,2007
No.20 吉川裕之：

再発卵巣癌に対する手術適応について
第6回東北婦人科腫瘍研究会（盛岡）2月,2007

No.21 吉川裕之：
頸部異型上皮におけるHPV感染の前方視的研究

岡山県医師会主催「産婦人科専門医会」（岡山）3月,2007
No.22 吉川裕之：

子宮頸がんの予防に関する最近の話題
広島県産婦人科医会総会並びに研修会（広島）3月,2007

No.23 吉川裕之：
日本産科婦人科学会から－学会のあり方検討委員会－「シンポジウム：新しい日本のお産
を目指して」

第2回拡大産婦人科医療提供体制検討委員会（東京）3月,2007
No.24 松本光司：

シンポジウム「癌化学予防の進歩」子宮頸がんの予防－HPVワクチン－
第5回日本臨床腫瘍学会学術集会（札幌）3月,2007

No.25 柴田友和,長尾 聡,河野 慎,三田 肇,長友重紀,濱田洋実,吉川裕之,角田 肇,
山本泰彦：

成人および胎児ヘモグロビン四量体と単離鎖の酸化型における酸塩基遷移の解析
日本化学会第87春季年会（吹田）3月,2007

No.26 田中竜太,大戸達之,岩崎信明,斎藤貴志,中尾 厚,宮園弥生,杉浦正俊,小畠真奈,

濱田洋実,松井 陽：
全前脳胞症の出生前診断における小児科医の役割

第110回日本小児科学会（京都）4月,2007
日本小児科学会雑誌111(2),191,2007

No.27 竹島絹子,濱田洋実,小畠真奈,豊田真紀,中村佳子,八木洋也,安部加奈子,漆川 邦,
小倉 剛,藤木 豊,吉川裕之,渡邉秀樹：

既往帝王切開妊婦に対するGemeprostの安全性
第58回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月,2007

日本産科婦人科学会雑誌59(2),496,2007
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No.28 八木洋也,濱田洋実,中村優子,田坂暢崇,兒玉 理,中尾砂理,小畠真奈,吉川裕之：
急性間歇性ポルフィリン症合併妊娠の一例

第58回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月,2007
日本産科婦人科学会雑誌59(2),722,2007

No.29 沖 明典,中尾砂理,櫻井 学,山田和美,越智寛幸,南 里恵,松本光司,佐藤豊実,

角田 肇,吉川裕之：
IV期卵巣癌がCRになるには

第59回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月,2007
No.30 松本光司：

HPV16E6領域変異/HLAclassIIアリルの組合せと子宮頸部発癌リスク
第59回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月,2007

No.31 中尾砂理,沖 明典,中村優子,兒玉 理,田坂暢祟,櫻井 学,南 里恵,松本光司,

佐藤豊実,角田 肇,吉川裕之：
積極的な集学的治療による子宮体癌IV期症例の治療成績

第59回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月,2007
No.32 若林 晶,岡田智志,三島みさ子,尾崎喜一,水谷勝美：

子宮頚部悪性黒色種の１例
第59回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月,2007

日本産科婦人科学会雑誌59(2),583,2007
No.33 吉川裕之：

HPVワクチンの現況
第59回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月,2007

No.34 吉川裕之：
子宮頸癌ワクチンの導入に向けて

第59回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月,2007
No.35 吉川裕之：

HPVワクチンの展望
日産婦会福島地方部会総会・春期学術集会

並びに福島県産婦人科医会総会（福島）4月,2007
No.36 佐藤豊実,人見義郎,櫻井 学,中尾砂理,竹島絹子,南 里恵,松本光司,沖 明典,

角田 肇,吉川裕之：
卵巣がん術前のD-dimer測定は不顕性血栓塞栓症の発見とその術後顕性化の予防に役立つ

第59回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月,2007
日本産科婦人科学会雑誌59,564,2007

No.37 小貫麻美子,佐藤豊実,安倍 梓,志村玲奈,南 里恵,松本光司,染谷勝巳,沖 明典,

角田 肇,吉川裕之：
集団検診要精検者のHPV感染と短期follow-up成績

第59回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月,2007
日本産科婦人科学会雑誌 59,371,2007
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No.38 櫻井 学,佐藤豊実,志村玲奈,安倍 梓,中尾砂理,南 里恵,松本光司,沖 明典,

角田 肇,吉川裕之：
卵巣癌の脳転移9症例の検討

第59回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月,2007
No.39 瓜田泰久,平井みさ子,堀 哲夫,小室広昭,楯川幸弘,井上成一朗,工藤寿美,渡邊美穂,

濱田洋実,金子道夫：
胎児期に尿貯留により下部消化管拡張を認めた鎖肛の2例

第44回日本小児外科学会学術集会（東京）5月,2007
日本小児外科学会雑誌 43(3),499,2007

No.40 宇野希世子,本間 覚,佐藤豊実,櫻井 学,南 里恵,松本光司,沖 明典,角田 肇,
吉川裕之,青沼和隆：

産婦人科ハイリスク患者の超音波診療 婦人科悪性腫瘍における静脈血栓症 術前スク
リーニングと対策

第80回日本超音波医学会学術総会（鹿児島）5月,2007
No.41 殿山 希,佐藤豊実,宗像恒次,柴崎正修：

按摩療法の心身に及ぼす影響,累積効果の検討
第72回日本温泉気候物理医学会（箱根）5月,2007

No.42 吉川裕之：
子宮頸がんの現状と予防への期待

Dr.IanFrazer来日メディアセミナー（東京）6月,2007
No.43 竹島絹子,兒玉 理,人見義郎,安倍 梓,八木洋也,中村佳子,小倉 剛,小畠真奈,

濱田洋実,吉川裕之：
当科における臓器移植後妊娠症例に関する検討

第113回日本産科婦人科学会関東連合地方部会学術集会（東京）6月,2007
No.44 吉川裕之：

子宮頸がんワクチンの現状と展望
第25回日本産婦人科学感染症研究会学術講演会（東京）6月,2007

No.45 宇野希世子,本間 覚,佐藤豊実,櫻井 学,南 里恵,松本光司,沖 明典,吉川裕之,

渡辺重行,青沼和隆：
婦人科悪性腫瘍における静脈血栓症 本院における術前スクリーニングと予防対策の結果

第27回日本静脈学会総会（京都）6月,2007
No.46 岡田智志,櫻井 学,安倍 梓,南 里恵,松本光司,佐藤豊実,沖 明典,吉川裕之：

子宮体癌における傍大動脈リンパ節転移症例の臨床病理学的特徴
第４２回日本婦人科腫瘍学会（東京）6月,2007

日本婦人科腫瘍学会雑誌 25(3),227,2007

No.47 櫻井 学,佐藤豊実,安倍 梓,南 里恵,岡田智志,松本光司,沖 明典,吉川裕之：
Paclitaxel+Carboplatin併用療法後に急性骨髄性白血病を発症した卵巣がん患者3名の検討

第42回日本婦人科腫瘍学会学術集会（東京）6月,2007
No.48 安倍 梓,沖 明典,櫻井 学,南 里恵,岡田智志,松本光司,佐藤豊実,吉川裕之：

Maturecysticteratomaを発生母地としない卵巣原発性扁平上皮癌（SCC）の一例
第42回日本婦人科腫瘍学会学術集会（東京）6月,2007
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No.49 中村優子,南 里恵,安倍 梓,櫻井 学,岡田智志,松本光司,佐藤豊実,沖 明典,

吉川裕之：
当院における上皮性境界悪性腫瘍症例の臨床的検討

第42回日本婦人科腫瘍学会学術集会（東京）6月,2007
No.50 宮園弥生,平木彰佳,梶川大悟,日高大介,中尾 厚,齋藤 誠,鴨田知博,小畠真奈,

濱田洋実：
筑波大学における総合周産期母子医療センターの現状と課題

第86回日本小児科学会茨城地方会（土浦）6月,2007
No.51 福島美穂,佐藤豊実,内山直樹,高谷澄夫,有川良二,小貫麻美子,染谷勝巳,淀縄 聡,

小川 功,吉川裕之：
子宮頸部円錐切除後の細胞診とHPV検査

第48回日本臨床細胞学会春季大会（千葉）6月,2007
日本臨床細胞学会雑誌46,159,2007

No.52 中村優子,松本光司,南 里恵,安倍 梓,岡田智志,佐藤豊実,沖 明典,吉川裕之：
Serousborderlinetumor,invasiveperitonealimplantsの一例

第155回日本産科婦人科学会茨城地方部会例会（土浦）7月,2007
No.53 道上大雄,小倉 剛,志村玲奈,中村佳子,小畠真奈,濱田洋実,吉川裕之：

筑波大学における妊婦耐糖能異常のスクリーニング
第155回日本産科婦人科学会茨城地方部会例会（土浦）7月,2007

No.54 小畠真奈,竹島絹子,中村佳子,八木洋也,安部加奈子,漆川 邦,小倉 剛,藤木 豊,

濱田洋実,吉川裕之：
妊娠中のスクリーニングで発見されたアンチトロンビン欠乏症の2例

第43回日本周産期・新生児医学会学術集会（東京）7月,2007
日本周産期･新生児医学会雑誌43(2),254,2007

No.55 中村佳子,小畠真奈,竹島絹子,八木洋也,安部加奈子,漆川 邦,小倉 剛,藤木 豊,

濱田洋実,吉川裕之：
潜在性甲状腺機能低下症は周産期予後不良と関連するか

第43回日本周産期・新生児医学会学術集会（東京）7月,2007
日本周産期･新生児医学会雑誌43(2),196,2007

No.56 香取久美,本間真人,神林泰行,濱田洋実,吉川裕之,幸田幸直：
胎児外来における妊娠と薬に関する相談の実態

第17回日本医療薬学会年会（前橋）9月,2007
No.57 内山直樹,佐藤豊実,福島美穂,木下達弥,有川良二,兒玉 理,中尾砂理,小貫麻美子,

染谷勝巳,淀縄 聡,小川 功：
子宮頸部病変術後,細胞診とHPV検査により再燃（再発）を早期発見した2例

第21回日本臨床細胞学会日本臨床細胞学会関東連合会学術集会（新潟）9月,2007
No.58 吉川裕之：

HPV感染による子宮頸癌への対応
第22回関東甲信静支部ウィルス研究部会総会（水戸）9月,2007
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No.59 吉川裕之：
産婦人科診療ガイドラインの導入に際して

平成19年度岩手医師会母体保護指定医師並びに
岩手県産婦人科医階研修会（岩手）9月,2007

No.60 野口里枝,小倉 剛,人見義郎,中村佳子,小畠真奈,濱田洋実,吉川裕之：
海綿状血管腫合併妊娠の3症例

第114回日本産科婦人科学会関東連合地方部会学術集会（前橋）10月,2007
日本産科婦人科学会関東連合地方部会会報.44(3),266,2007

No.61 吉川裕之：
再発卵巣がんの治療戦略

第114回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会（群馬）10月,2007
No.62 佐藤豊実,安倍 梓,櫻井 学,越智寛幸,岡田智志,南 里恵,松本光司,沖 明典,

西田正人,吉川裕之：
再発卵巣癌患者における手術療法選択基準の解明

第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
No.63 南 里恵,安倍 梓,櫻井 学,岡田智志,松本光司,佐藤豊実,沖 明典,吉川裕之：

子宮癌肉腫におけるIAP/CYVADIC交替療法の試み
第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007

No.64 中尾砂理,沖 明典,安倍 梓,櫻井 学,越智寛幸,南 里恵,岡田智志,松本光司,

佐藤豊実,吉川裕之：
子宮体癌,子宮内膜異型増殖症に対する妊孕性温存療法の治療成績と問題点

第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
No.65 安倍 梓,沖 明典,中尾砂理,越智寛幸,岡田智志,南 里恵,松本光司,佐藤豊実,

吉川裕之：
長期CRを持続している子宮体癌再発2症例に対するホルモン療法

第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
No.66 安田 允,上坊敏子,古谷健一,大藏健義,吉川裕之,稲葉憲之,佐々木寛,鈴木光明,

小西郁生：
上皮性卵巣癌に対するDocetaxel(DOC)とCarboplatin(CBDCA)併用化学療法の検討

第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
No.67 小西郁生,落合和徳,吉川裕之,塚本直樹,安田 允：

婦人科腫瘍専門医の将来展望
第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007

No.68 大原 潔,田中優美子,沖 明典,佐藤豊実,松本光司,福光延吉,中山秀次,菅原信二,

徳植公一,吉川裕之：
子宮頸癌に対する治療効果の比較：外部照射vs腔内照射,前向き臨床研究の予備解析結果

第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007
No.69 吉川裕之：

子宮癌の予防に向けて
第48回日本母性衛生学会総会・学術集会（つくば）10月,2007
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No.70 宇野希世子,本間 覚,佐藤豊実,櫻井 学,南 里恵,松本光司,沖 明典,角田 肇,
吉川裕之,青沼和隆：

卵巣癌組織における組織因子の発言と静脈血栓塞栓症との関連
第48回日本脈管学会総会（松本）10月,2007

No.71 安部加奈子,清水律子,濱田洋実,吉川裕之,山本雅之：
GATA-1遺伝子改変マウスにおける白血病幹細胞の解析

第66回日本癌学会学術総会（横浜）10月,2007
No.72 佐々井真純,岡田智志,中村優子,野口里枝,道上大雄,安倍 梓,南 里恵,松本光司,

佐藤豊実,沖 明典,吉川裕之：
男化兆候を示した顆粒膜細胞腫の1例

第156回日本産科婦人科学会茨城地方部会（水戸）11月,2007
No.73 道上大雄,中村佳子,野口里枝,安倍 梓,志村玲奈,佐々井真純,小倉 剛,小畠真奈,

濱田洋実,吉川裕之：
腎不全患者の切迫早産管理

第156回日本産科婦人科学会茨城地方部会例会
（第29回茨城医学会産婦人科分科会）（水戸）11月,2007

No.74 人見義郎,重光貞彦,陳 央仁,奥野鈴鹿,久保武士,濱田洋実,吉川裕之,田中優美子：
卵巣嚢腫と鑑別を要した腹腔内リンパ管腫合併妊娠の1例

第156回日本産科婦人科学会茨城地方部会例会
（第29回茨城医学会産婦人科分科会）（水戸）11月,2007

No.75 吉川裕之：
「子宮頚癌に対する治療-NACかCCRTか？」において術前化学療法適応賛成の立場から

第43回婦人科腫瘍学会学術集会（鳥取）11月,2007
No.76 南 里恵,沖 明典,佐藤豊実,岡田智志,松本光司,吉川裕之：

再発卵巣癌に血管新生阻害薬Bevacizumabを使用した一例
第7回つくば婦人科癌治療研究会（つくば）11月,2007

No.77 佐々井真純,沖 明典,南 里恵,岡田智志,松本光司,佐藤豊実,吉川裕之：
当科における進行子宮頚癌に対するCCRT

第7回つくば婦人科癌治療研究会（つくば）11月,2007
No.78 平木彰佳,梶川大悟,齋藤 誠,宮園弥生,鴨田知博,小畠真奈,濱田洋実：

ヒトパルボウィルスB19感染をきたした妊婦における胎児・新生児の経過
第87回日本小児科学会茨城地方会（土浦）11月,2007

No.79 佐藤豊実,小貫麻美子,福島美穂,内山直樹,有川良二,染谷勝巳,小川 功,松本光司,

沖 明典,吉川裕之：
若年HPV感染者の子宮頸部細胞診像

第46回日本臨床細胞学会秋季大会（仙台）11月,2007
日本臨床細胞学会雑誌46(Suppl.2)374,2007

No.80 安部加奈子,清水律子,濱田洋実,吉川裕之,山本雅之：
GATA-1機能異常による白血病の発症を修飾する因子の遺伝学的解析

第30回日本分子生物学会年会
第80回日本生化学学会大会合同大会（横浜）12月,2007
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No.81 吉川裕之：
女性性器のHPV感染

日本性感染症学会第20回学術大会（東京）12月,2007

その他
No.1 沖 明典：

ヒトパピローマウイルス感染と婦人科疾患
第24回県南・南産婦人科医会（1月）2007

No.2 濱田洋実：
産科診療の集約化について～筑波大学の現状報告～

第42回茨城県南地区臨床検討会（土浦）3月,2007
No.3 吉川裕之：

わが国の産科医療の現状について
女性の為の健康セミナー3 市民公開講座（つくば）3月,2007

No.4 濱田洋実：
近年増えている産科合併症：肺血栓塞栓症
女性のための健康セミナー3市民公開講座

「今,妊婦さんに知っておいて欲しいこと」（つくば）3月,2007
No.5 濱田洋実：

わが国の医薬品添付文書の現状と問題点 FーDA分類およびオーストラリア分類との比較ｰ
第1回妊娠と薬情報センター業務研修会（東京）3月,2007

No.6 濱田洋実：
出生前診断

平成19年度筑波大学公開講座「医療と現代社会」（つくば）5月,2007
No.7 吉川裕之：

DVDナレーション原稿の監修 子宮頸癌疾患啓発用DVD「NaturalHistoryofHPVand
CervicalCancer」

グラクソ・スミスクライン9月,2007
No.8 吉川裕之：

産婦人科診療ガイドライン導入に際して
第4回ConsensusMeeting（群馬）10月,2007

No.9 佐藤豊実：
婦人科癌と血栓塞栓症について

第7回つくば婦人科癌治療研究会カレントレクチャー（つくば）11月,2007
No.10 佐藤豊実：

婦人科領域の化学療法について
第4回がん化学療法薬剤師勉強会（水戸）11月,2007

No.11 小畠真奈（分担翻訳） 永田恭介 監訳：
ヒトの生物学 体のしくみとホメオスタシス

丸善株式会社 翻訳（21章 ヒトの生殖 担当）12月,2007
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放射線診断グループ（2007年）

原 著
No.1 IsobeT,MatsumuraA,AnnoI,KawamuraH,ShibataY,MuraishiH,MinamiM:

LactatequantificationbyprotonmagneticresonancespectroscopyusingaclinicalMRI

machine:abasicstudy

AustralasianRadiology51,330-333,2007

No.2 中尾朋平,清水崇史,福島 敬,榎本有希,高野晋吾,阿武 泉,菅原信二,大原 潔,

松井 陽：
網膜芽細胞腫に続発し2回の自家骨髄移植併用大量化学療法が有効であった髄腔内播種を
伴う松果体芽腫の1例

小児がん43巻,736-741,2007
No.3 KunimatsuA,ItohD,NakataY,KunimatsuN,AokiS,MasutaniY,AbeO,YoshidaM,

MinamiM,OhtomoK:
Utilizationofdiffusiontensortractographyincombinationwithspatialnormalizationto

assessinvolvementofthecorticospinaltractincapsular/pericapsularstroke:Feasibilityand

clinicalimplications

JMagnResonImaging26,1399-1404,2007

No.4 NasuK,KurokiY,FujiiH,MinamiM:
HepaticPseudo-anisotropy:aspecificartifactinhepaticdiffusion-weightedimagesobtained

withrespiratorytriggering

MagnResonMaterPhy20,205-211,2007

No.5 OharaK,TsunodaH,TanakaYO,OnishiK,NemotoK,HashimotoT,FukumitsuN,HataM,
SugaharaS,TokuuyeK,YoshikawaH,AkineY:
Explanation forthe failure ofneoadjuvantchemotherapy to improve outcomesafter

radiotherapyforlocallyadvanceduterinecervicalcancerfrom thestandpointofthetumor

regressionrate

RadiatMed25,53-59,2007

No.6 OharaK,NemotoK,OnishiK,HashimotoT,FukumitsuN,HataM,TsunodaH,SugaharaS,
TokuuyeK,AkineY:

Classicaltandem-sourcedwellingcoveringtheentireuterus:essentialinmodernintracavitary

radiotherapyforcervicalcancer?

RadiatMed25,386-392,2007

No.7 OkamotoY,TanakaYO,TsunodaH,YoshikawaH,MinamiM:
Malignantorborderlinemucinouscysticneoplasmshavealargernumberofloculithan

mucinouscystadenoma:aretrospectivestudywithMR

JMagnResonImaging26,94-99,2007

No.8 OkamotoY,MinamiM,UedaT,InadomeY,TatsumuraM,SakaneM:
Extraskeletalmesenchymalchondrosarcomaofthecervicalmeninx

RadiatMed25,355-358,2007
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No.9 OkamotoY,MinamiM,TohnoE,AnnoI,KunimatsuA,UedaT:
Multifocalperipheralnerveinvolvementassociatedwithmultiplemyeloma

SkeletalRadiol36,1191-1193,2007

No.10 RutzHP,WeberDC,SugaharaS,TimmermannB,LomaxAJ,BolsiA,PedroniE,CorayA,
JermannM,GoiteinG:

Extracranialchordoma:outcomeinpatientstreatedwithfunction-preservingsurgeryfollowed

byspot-scanningprotonbeamirradiation.

IntJRadiatOncolBiolPhys67,512-520,2007

No.11 HataM,TokuuyeK,KageiK,SugaharaS,NakayamaH,FukumitsuN,HashimotoT,
MizumotoM,OharaK,AkineY:

Hypofractionatedhigh-doseprotonbeam therapyforStageInon-small-celllungcancer:

PreliminaryresultsofaPhaseI/IIclinicalstudy

IntJRadiatOncolBiolPhys68,786-793,2007

No.12 HataM,TokuuyeK,SugaharaS,FukumitsuN,HashimotoT,OhnishiK,NemotoK,OharaK,
MatsuzakiY,AkineY:

Protonirradiationinsinglefractionforhepatocellularcarcinomapatientswithuncontrollable

ascites

StrahlentherOnkol183,411-416,2007

No.13 MizumotoM,TokuuyeK,SugaharaS,HataM,FukumitsuN,HashimotoT,OhnishiK,
NemotoK,OharaK,MatsuzakiY,TohnoE,AkineY:

Protonbeam therapyforhepatocellularcarcinomawithinferiorvenacavatumorthrombus:

reportofthreecases

JpnJClinOncol37,459-462,2007

No.14 TakedaT,WuJ,Thet-Thet-Lwin,YoneyamaA,HyodoK,MatsudaY,KoseK:
Interferometer-basedphase-contrastX-raycomputedtomographyofcoloncancerspecimens:

comparativestudywith4.74-Tmagneticresonanceimagingandopticalmicroscopy

JComputAssistTomogr31,214-217,2007

No.15 ThetThetLwin,TakedaT,WuJ,SunaguchiN,MurakamiT,MouriS,NasukawaS,HuoQ,
YuasaT,HyodoK,AkatsukaT:

PreliminaryquantitativeanalysisofmyocardialfattyacidmetabolismfromfluorescentX-ray

computedtomographyimaging

JSynchrotronRad14,158-162,2007

No.16 TakedaT,WuJ,Thet-Thet-Lwin,HuoQ,SunaguchiN,MurakamiT,MouriS,NasukawaS,
YuasaT,HyodoK,HontaniH,MinamiM,AkatuskaT:
In-vivofluorescentX-rayCTimagingofmousebrain

AmericanInstituteofPhysicsCP879,1944-1947,2007

No.17 WuJ,TakedaT,Thet-Thet-Lwin,HuoQ,SunaguchiN,MurakamiT,MouriS,NasukawaS,
FukamiT,YuasaT,HyodoK,HontaniH,MinamiM,AkatuskaT:
Validityoffusionimagingofhamsterheartobtainedbyfluorescentandphase-contrastX-

rayCTwithsynchrotronradiation

AmericanInstituteofPhysicsCP879,1956-1959,2007
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No.18 RaoDV,ZhongZ,YuasaT,AkatsukaT,TakedaT,TrombaG:
Imagesoftheratbone,vertebraandtestphantom usingdiffraction-enhancedimaging

techniquewith20,30and40keVsynchrotronX-rays

AmericanInstituteofPhysicsCP879,1948-1951,2007

No.19 TakeyaS,HondaK,KawamuraT,YamamotoY,YoneyamaA,HiraiY,HyodoK,TakedaT:
Imaginganddensitymappingoftetrahydrofuranclathratehydratesbyphase-contrastx-ray

computedtomography

AppliedPhysicsLetter90,81920-1-081920-3,2007

No.20 YoneyamaA,TakedaT,WuJ,Thet-Thet-Lwin,HyodoK,HiraiY:
FastX-raydigitalimagerforhigh-speedphase-contrastX-rayimaging

JpnJApplPhys46,1205-1207,2007

No.21 YoneyamaA,Noda-SaitaK,ShitakaY,TakedaT,WuJ,HyodoK,HiraiY:
Anovelquantitativeanalysismethodofβ-amyloidplaquesinmodelmiceofAlzheimer’s
diseaseusingaphase-contrastX-rayimagingtechnique

10th InternationalConferenceonAlzheimer’sDiseaseand
RelatedDisordersG716C0785,495-499,2007

No.22 FukamiT,SatoH,WuJ,Thet-Thet-Lwin,YuasaT,KawanoS,IidaK,AkatsukaT,HontaniH,

TakedaT,TamuraM,YokotaH:
Quantitativeevaluationofmyocardialfunctionbyavolume-normalizedmapgeneratedfrom

relativebloodflow

PhysMedBiol52,4311-4330,2007

No.23 新田修平,本谷秀堅,深見忠典,湯浅哲也,赤塚孝雄,呉 勁,武田 徹,織内 昇,
遠藤啓吾：
PET/CT画像に基づいた臓器を単位とする腫瘍候補抽出

信学技報MI2006-83(2007-1),1-4,2007
No.24 澤田好秀,新田修平,本谷秀堅,深見忠典,湯浅哲也,赤塚孝雄,呉 勁,武田 徹,

織内 昇,遠藤啓吾：
リンパ腫抽出における偽陽性削減のための局所構造を保持する判別分析

信学技報MI2006-83(2007-1),5-8,2007
No.25 HiranoK,MiyoshiT,IgarashiN,TakedaT,WuJ,Thet-Thet-Lwin,KubotaM,EgamiN,

TaniokaK,KawaiT,WakatsukiS:

X-rayphaseimagingofbiologicalsofttissueusingadirect-sensingx-rayHARPtubecamera

PhysMedBiol52,2545-2552,2007

No.26 SunaguchiN,HouQ,NasukawaS,MaikusaN,FukamiT,YuasaT,TakedaT,WuJ,
Thet-Thet-Lwin,HyodoK,DilmanianFA,AkatsukaT:

SynchrotronradiationusedfluorescentX-raycomputedtomographyasanovelmolecular

imaging

TheSeventhIASTEDInternationalConferenceVISUALIZATION,

IMAGINGANDIMAGEPROCESSING,94-99,2007
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No.27 WuJ,TakedaT,Thet-Thet-Lwin,YuasaT,MinamiM,AkatsukaT:
BiomedicalapplicationofhighsensitivesynchrotronX-rayimagingtechniquestoassessthe

microstructuresandfunctionofhamsterheart

NFSI&ICFBI2007,55-58,2007

No.28 那須川清太,霍 慶凱,舞草伯秀,呉 勁,Thet-Thet-Lwin,武田 徹,湯浅哲也,兵藤一行,
赤塚孝雄：

蛍光X線CT画像におけるヨウ素濃度の定量的推定
MedImagTech25,251-256,2007

No.29 TanakaYO,OhtsukaS,ShindoM,OyakeY,MinamiM:
Comparisonofdelayedmyocardialenhancementintheearlyandlatephaseaftercontrast

injection:isitpossibletoreducetheexaminationtimeformyocardialviabilitystudy?

MagnResonImaging25,232-237,2007

No.30 GotoN,TanakaYO,TsunodaH,YoshikawaH,MinamiM:
Magneticresonancefindingsofprimaryuterinemalignantlymphoma

MagnResonMedSci6,7-13,2007

No.31 SaidaTS,TanakaYO,MinamiM:
Steroidcelltumoroftheovary,nototherwisespecified:CTandMRIfindings

AJR188,393-394,2007

No.32 TanakaYO,SaidaTS,MinamiR,YagiT,TsunodaH,YoshikawaH,MinamiM:
MRfindingsofovariantumorswithhormonalactivity,withemphasisoftumorsotherthan

sexcord-stromaltumors

EJR62,317-327,2007

No.33 HiromuraT,TanakaYO,NishiokaT,TomitaK:
Serouspsammocarcinomaoftheovary:CTandMRfindings

JComputAssistTomogr31,490-492,2007

No.34 SatohT,OkiA,UnoK,SakuraiM,OchiH,OkadaS,MinamiR,MatsumotoK,TanakaYO,
TsunodaH,HommaS,YoshikawaH:

Highincidenceofsilentvenousthromboembolismbeforetreatmentinovariancancer

BrJCancer97,1053-7,2007

No.35 栗山進一,大貫幸二,鈴木昭彦,市村みゆき,森久保寛,東野英利子,辻 一郎,大内憲明：
超音波による乳がん検診は死亡率を減少させるか（7）シミュレーション分析による40歳
代超音波乳がん検診の救命効果および効率の検討

日乳癌検診学会誌16,93-98,2007
No.36 HataM,TokuueK,SugiharaS,TohnoE,NakayamaH,FukumitsuN,MizumotoM,AbeiM,

ShodaJ,MinamiM,AkineY:
Protonbeamtherapyforagedpatientswithhepatocellularcarcinoma

INTJRADIATONCOL69,805-812,2007

No.37 SundararajanS,TohnoE,KammaH,UenoE,MinamiM:
RoleofultrasonographyandMRIinthedetectionofwideintraductalcomponentof

invasivebreastcancer:aprospectivestudy

ClinRadiol62,252-261,2007
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No.38 伊藤裕太,植田琢也,相田久美,椎貝真成,南 学：
上腸間膜動静脈血栓症による急性腹症で発症したintravascularlymphomaの１例

臨床放射線52,686-690,2007

総 説
No.1 磯辺智範,飯森隆志,三輪建太,平野雄二,藤淵俊王,尾崎正則,阿武 泉,松村 明：

画像検査技術に関する最近の話題 第12回頭部領域
日本放射線技師会雑誌54,58-82,2007

No.2 那須克宏,黒木嘉典：
拡散強調MRIによる肝悪性腫瘍の診断

臨床画像23,880-889,2007
No.3 那須克宏,黒木嘉典,長谷部孝裕,藤井誠志：

画像診断の進歩,どこまで病理診断に迫ってきているか
［総論］MRI拡散強調による腫瘍イメージング

病理と臨床・別冊25,876-882,2007
No.4 那須克宏：

肝における偽異方性とDWIunderSplitBreath-holdAcquisitionwithPost-processing(DWI-
SBAP)

RadFan5,72-75,2007

No.5 那須克宏,黒木嘉典：
腫瘍イメージングとしての拡散強調MRI

最新医療7,1203-1207,2007
No.6 渡邊美穂,金子道夫,堀 哲夫,小室広昭,楯川幸弘,工藤寿美,瓜田泰久,福島 敬,

清水崇史,大原 潔,近藤 譲,飯島達生：
胸腔内腫瘍破裂をきたした巨大肺芽腫の治療

小児外科39,217-222,2007
No.7 大原 潔：

婦人科がん再発の治療戦略総論－放射線療法－
産と婦74,1156-1161,2007

No.8 岡本嘉一,田中優美子,南 学：
産婦人科 新画像診断 外来・病棟で役立つ画像判読のポイント
婦人科［腫瘍］1.子宮頚部－良悪性鑑別と癌の組織型（MRI）

産と婦74,245-250,2007
No.9 岡本嘉一：

マイクロコイルを用いた関節のMRI診断
臨床画像23,84-92,2007

No.10 徳植公一,中山秀次,菅原信二,福光延吉,福田邦明,安部井誠人,正田純一,兵藤一之介：
肝細胞癌に対する放射線治療

胆と膵28,713-719,2007
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No.11 武田 徹,呉 勁,ティティルイン,湯浅哲也,兵藤一行,赤塚孝雄：
蛍光X線CTを用いた生体試料の高速撮像技術開発

INNERVISION22,40,2007

No.12 TakeyaS,HondaK,YoneyamaA,HiraiY,OkuyamaJ,HondohT,HyodoK,TakedaT:
Non-destructiveobservationofairhydratesbyusingphase-contrastX-rayimaging

PFHighlights2007,31,2007

No.13 HiranoK,MiyoshiT,IgarashiN,TakedaT,WuJ,Thet-Thet-Lwin,KubotaM,EgamiN,
TaniokaK,KawaiT,WakatsukiS:

X-rayphasecontrastimagingofbiomedicalsofttissueusingadirect-sensingX-rayharp

tubecamera

PFHighlights2007,50-51,2007

No.14 米山明男,竹谷 敏,武田 徹,兵藤一行,平井康晴：
位相コントラストX線イメージング法による南極氷コア中のエアハイドレートの三次元
観察

放射光20,315-321,2007
No.15 武田 徹,呉 勁,Thet-Thet-Lwin：

走査型蛍光X線CTを用いた生体試料観察
日本金属学会誌「まてりあ」46,832,2007

No.16 武田 徹：
感度1,000倍のX線CT技術

検査技術5月号 12,7-11,2007

No.17 TakedaT,WuJ,Thet-Thet-Lwin,MouriS,NasukawaS,HouQ,YuasaT,HyodoK,
AkatsukaT:

FXCTimagingforbiomedicalresearch

PhotonFactoryActivityReport2006#24PartB,263,2007

No.18 YoneyamaA,TakedaT,WuJ,Thet-Thet-Lwin,HyodoK,HiraiY:
Feasibilitytestofhigh-speedphase-contrastX-raycomputedtomography

PhotonFactoryActivityReport2006#24PartB,273,2007

No.19 田中優美子：
産婦人科 新画像診断 外来・病棟で役立つ画像判読のポイント
婦人科［腫瘍］2.子宮頚部－がんの画像ステージング（CT,MRI）

産と婦74,251-256,2007
No.20 田中優美子：

産婦人科 新画像診断 外来・病棟で役立つ画像判読のポイント
婦人科［腫瘍］11.卵巣・卵管－がんの画像ステージング（CT,MRI）

産と婦74,313-318,2007
No.21 田中優美子,小畠真奈,濱田洋実,阿武 泉,吉川裕之,南 学：

特集 放射線科医に必要な妊娠,胎児,新生児の画像診断
異常妊娠と妊娠に伴う母体の異常－胎盤の異常を含めて－

画像診断27,802-809,2007
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No.22 田中優美子,佐藤豊美,吉川裕之,南 学：
脂肪を含む女性の骨盤内腫瘤

画像診断27,1198-1199,2007
No.23 田中優美子,岡田智志,吉川裕之,南 学：

骨盤内多房性嚢胞性腫瘤
画像診断27,1200-1201,2007

No.24 田中優美子,南 里恵,佐藤豊美,吉川裕之,南 学：
細胞密度の高い骨盤内充実性性腫瘤

画像診断27,1202-1203,2007
No.25 田中優美子,佐藤奈加子,柴原 健,吉川裕之,南 学：

子宮癌検診（細胞診）で異常を示した症例
画像診断27,1204-1205,2007

No.26 田中優美子：
これだけは知っておきたい画像診断のコツ
（企）-5婦人科疾患

臨床研修プラクティス4,73-77,2007
No.27 東野英利子：

乳房超音波講習会について
RadFan5,24-26,2007

No.28 植田琢也,水藤 寛,七澤洋平,南 学：
CTperfusionstudyを用いた血流評価臨
各種モデリングの現状と問題点,将来展望

映像情報39,334-337,2007
No.29 植田琢也,南 学,水藤 寛：

生体内流体数理シミュレーションによる腫瘍血管新生のCT灌流
画像5次元解析と臨床応用

INNERVISION22,39,2007

著 書
No.1 阿武 泉：

（松村 明,阿武 泉 監修,磯辺智範 編集）
若葉マークの画像解剖学 診療放射線技師

メジカルビュー社,東京,568,2007
No.2 南 学：

肺癌P因子のCT診断 見て診て学ぶ肺癌の画像診断（本田憲業編）
永井書店,大阪,113-125,2007

No.3 大友 邦,南 学：
翻訳・翻訳監修
画像診断シークレット 第2版（新版）

メディカル・サイエンス・インターショナル,東京,2007
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No.4 TanakaYO:
Chapter3.34Ovariansmallroundcelltumors:Magneticresonanceimaging

CancerImaging,volume2:

InstrumentationandApplicationsHayatMAeds,Elsevier,ChicagoIL,533-536,2007

学会発表
No.1 岡本嘉一,椎貝真成,新津 守,菅野雅人,南 学：

距骨に生じたchondromyxoidfibromaの一例
第18回骨軟部放射線研究会（東京）1月,2007

No.2 本谷秀堅,湯浅哲也,深見忠典,赤塚孝雄,武田 徹,呉 勁,織内 昇,遠藤啓吾,
渡辺順久：

知的CADのための複数モダリティ画像統合とデータベースの開発
文部科学省科学研究費補助金特定領域研究

「多次元医用画像の知的診断支援」
第4回シンポジウム（東京）1月,2007

No.3 米山明男,竹谷 敏,本田一匡,本堂武夫,奥山純一,武田 徹,兵藤一行,平井康晴：
位相コントラストX線イメージング法による南極氷中の
エアハイドレートの可視化と定量解析の試み

第20回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム（広島）1月,2007
No.4 米山明男,武田 徹,呉 勁,Thet-Thet-Lwin,兵藤一行,平井康晴：

高速位相コントラストX線イメージングの試み
第20回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム（広島）1月,2007

No.5 武田 徹：
干渉計を用いた位相X線技術による生体観察

第2回メディカルバイオロジーワークショップ（招待講演）（兵庫）1月,2007
No.6 武田 徹,呉 勁,ティティルイン,百生 敦,湯浅哲也：

位相X線micro-CTによるアルツハイマー病モデル動物脳観察の試み平成18年度メディカ
ルバイオトライアルユース

成果報告会（兵庫）1月,2007
No.7 佐藤始広,高坂 功,奥村敏之,塩山靖和,武田 徹：

FDGの集積を示した脾炎症性偽腫瘍の一例
第66回日本核医学会関東甲信越地方会（東京）2月,2007

No.8 SunaguchiN,HuoQ,MurakamiT,MouriS,NasukawaS,YuasaT,TakedaT,WuJ,
Thet-Thet-Lwin,HyodoK,DilmanianFA,AkatsukaT:

SynchrotronradiationusedfluorescentX-raycomputedtomographyasanovelmolecular

imaging:improvementofimagingsystem

InternationalSymposiumonSignalProcessingandits

ApplicationsinconjunctionwiththeInternationalConferenceonInformationSciences,Signal

ProcessinganditsApplications(Sharajah,UAE)February,2007
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No.9 KunimatsuA,HiratsukaM,AnnoI,MinamiM:
Non-paraneoplasticlimbicencephalitisassociatedwithsystemiclupuserythematosus

6thAsian&Oceaniancongressofneuroradiology

andhead&neckradiology(Singapore)February,2007

No.10 武田 徹：
位相X線イメージング

独立行政法人日本学術振興会
産業計測第36委員会研究会（招待講演）（東京）3月,2007

No.11 武田 徹,米山明男,呉 勁,Thet-Thet-Lwin,兵藤一行,平野馨一,平井康晴：
分離型X線干渉計を用いた位相コントラスト法による生体invivo観察

第24回PFシンポジウム（つくば）3月,2007
No.12 平野馨一,三好敏喜,五十嵐教之,武田 徹,呉 勁,Thet-Thet-Lwin,谷岡健吉,江上典文,

久保田節,河合輝男,若槻壮市：
X線HARP検出器の位相イメージングへの応用

第24回PFシンポジウム（つくば）3月,2007
No.13 OyakeY,OhtsukaS,YoshidaI,SeoY,UnoK,TanakaYO,ShindoM,HiranoY,MinamiM,

YamaguchiI,AonumaK:

Theaugmentationofleftatrialfunctionmaintainsleftventriculardiastolicfillinginpatients

withconcentricleftventricularhypertrophy

第71回日本循環器学会総会・学術集会（神戸）3月,2007
No.14 UnoK,SeoY,MisakiM,YoshidaI,IshizuT,OhtsukaS,SakaiS,YamaguchiI,TanakaYO,

MinamiM,AonumaK:
Leftatrialvolumesassessedbyechocardiographycomparedtomagneticresonanceimaging

第71回日本循環器学会総会・学術集会（神戸）3月,2007
No.15 水本斉志,徳植公一,大川綾子,林 靖孝,福光延吉,幡多政治,中山秀次,菅原信二,

大原 潔,秋根康之：
肝門部に近接する肝細胞癌に対する陽子線治療の初期成績

第66回日本医学放射線学会学術集会（横浜）4月,2007
No.16 水本斉志,徳植公一,林 靖孝,大川綾子,福光延吉,中山秀次,幡多政治,菅原信二,

大原 潔,秋根康之：
陽子線を用いた非共通面陽子線照射の実行可能性

第66回日本医学放射線学会学術集会（横浜）4月,2007
No.17 森 健作,椎貝真成,斎田 司,阿武 泉,和田光功,南 学：

Amodifiedmetallic-coilembolizationtechniqueforpulmonary arteriovenousmalformations

usingcoilanchorsandocclusionballooncatheters

日本IVR学会（金沢）5月,2007
No.18 KunimatsuA,KunimatsuN,AokiS,AbeO,MasutaniY,YamasueH,KasaiK,AnnoI,

MinamiM:
Normalright-to-leftasymmetryinfractionalanisotropyofsuperioroccipitofrontalfasciculus

disappearsinschizophrenia

JointannualmeetingISMRM-ESMRMB(Berlin,Germany)May,2007
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No.19 KunimatsuN,KunimatsuA,AokiS,AbeO,MasutaniY,YamasueH,KasaiK,OhtomoK:
Tract-specificanalysisofthesuperioroccipitofrontalfasciculusinschizophrenia

JointAnnualMeetingISMRM-ESMRMB(Berlin,Germany)May,2007

No.20 TanakaYO,TsunodaH,SatohT,OkiA,YoshikawaH,MinamiM:
Muralnodulesontheendometrioticcystsoftheovaries:aretheyallmalignancy?

The1stAsianCongressofAbdominal

Radiology(Miyazaki)6月,2007
No.21 大原 潔：

腫瘍縮小速度で評価した子宮頸癌に対する治療効果の比較－外部照射 vs腔内照射－
日本放射線腫瘍学会小線源治療部会第9回研究会（高崎）6月,2007

No.22 相原英明,渡辺重行,仁科秀崇,木村泰三,田上和幸,吉田健太郎,武安法之,青沼和隆,
山口 巖,武田 徹：

心プールシンチグラフィによる心臓再同期療法の同期性評価の検討
第17回日本心臓核医学会総会・学術大会（東京）6月,2007

No.23 武田 徹：
干渉計を用いた位相X線技術による生体イメージング

日本分子イメージング学会第2回総会・学術集会（招待講演）（福井）6月,2007
No.24 KinugasaH,IwasakiN,KandoA,IshiiK,MiyamotoS,TakedaT,TanakaR,OhtoT,

MatsuiA,ShinK,IeshimaA,SatohH:

Brainperfusionpatternsinpediatricdiphenylarsenicacidpoisoningcases

第49回日本小児神経学会（大阪）7月,2007
No.25 霍 慶凱,那須川清太,村上岳史,呉 勁,Thet-Thet-Lwin,武田 徹,湯浅哲也,赤塚孝雄：

多素子Ge半導体検出器を用いた蛍光X線CT実現可能性に関する検討
第26回日本医用画像工学会大会（つくば）7月,2007

No.26 米山明男,武田 徹,呉 勁,Thet-Thet-Lwin,兵藤一行,平井康晴：
高速位相コントラストX線イメージングの試み

第26回日本医用画像工学会大会（つくば）7月,2007
No.27 那須川清太,霍 慶凱,村上岳史,呉 勁,Thet-Thet-Lwin,武田 徹,湯浅哲也,赤塚孝雄：

蛍光X線CT画像におけるヨウ素濃度の定量的推定
第26回日本医用画像工学会大会（つくば）7月,2007

No.28 兵藤一行,安藤正海,大塚定徳,武田 徹,呉 勁,南 学,松下昌之助,佐藤藤夫,
榊原 謙,山口 巖：

放射光単色X線を用いた血管造影システム
第26回日本医用画像工学会大会（つくば）7月,2007

No.29 鈴木貴士,新田修平,本谷秀堅,深見忠典,湯浅哲也,赤塚孝雄,呉 勁,武田 徹,

織内 昇,遠藤啓吾,渡辺順久：
全身のPET/CT画像中の腫瘍骨転移抽出

第26回日本医用画像工学会大会（つくば）7月,2007
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No.30 澤田好秀,新田修平,本谷秀堅,深見忠典,湯浅哲也,赤塚孝雄,呉 勁,武田 徹,

織内 昇,遠藤啓吾,渡辺順久：
判別器の機械学習によるPET/CT画像中の腫瘍抽出高精度化

第26回日本医用画像工学会大会（つくば）7月,2007
No.31 SunaguchiN,HouQ,NasukawaS,MaikusaN,FukamiT,YuasaT,TakedaT,WuJ,

Thet-Thet-Lwin,HyodoK,DilmanianFA,AkatsukaT:

SynchrotronradiationusedfluorescentX-raycomputedtomographyasanovelmolecular

imaging

TheSeventhIASTEDInternationalConferenceVISUALIZATION,IMAGING,

ANDIMAGEPROCESSING(Spain)8月,2007
No.32 IshiiK,HosoyaY,TakedaT,IwasakiT,NakamagoeN,ItohK,KaiseY,HiranoT,IshiiS,

IshizakiK,DoiM,TamaokaA:

Centralnervouseffectoforganoarsiniccompound:Clinicalandneurologicalfeaturesof

Diphenylarsinicacid(DPAA)intoxication,inKamisu,Japan

27th InternationalSymposiumonHalogenatedPersistent

OrganicPollutants(Dioxin2007InternationalSymposium)(Tokyo)9月,2007
No.33 WuJ,TakedaT:

In-vivoandex-vivocerebralperfusionimagingofmicebyfluorescentX-rayCT

The3rd HangzhouInternationalMolecularImagingConference(Hangzhou,China)9月,2007
No.34 SatohT,UnoK,SakuraiM,OkadaS,MinamiR,MatsumotoK,TanakaYO,OkiA,

HommaA,YoshikawaH:

Highincidenceofsilentvenousthromboembolism beforetreatmentinovariancancerand

preventionofclinicalmanifestationaftersurgery

The20thAsianandOceanicCongressofObstetricsandGynecology(Tokyo)9月,2007
No.35 宇野希世子,瀬尾由広,石津智子,飯田典子,中島英樹,酒巻文子,稲葉 武,小宅康之,

酒井 俊,大塚定徳,田中優美子,南 学,渡辺重行,青沼和隆：
心エコ－による左房容量測定方法の検討－MRIとの比較

第55回日本心臓病学会学術集会（浦安）9月,2007
No.36 岡本嘉一,国松 聡,阿武 泉,新津 守,新藤雅司,南 学：

拡散異方性を用いた下腿筋疲労評価の試み
第35回日本磁気共鳴医学会大会（神戸）9月,2007

No.37 OharaK,TanakaYO,OkiA,OkamotoY,HayashiY,FukumitsuN,NakayamaH,SugaharaS,
TokuuyeK,YoshikawaH:

Interim analysis ofa prospective study comparing radioresponse ofuterine cervical

squamouscellcarcinomaduringexternalbeamradiotherapyandintracavitaryradiotherapy

The14thECCO(Barcelona)September,2007

No.38 SugaharaS,TokuuyeK,KanekoM,FukushimaT,NakayamaH,FukumitsuN,OharaK,
TsuboiK:

Protonbeamtherapyforchildrenwithsarcomas:TheUniversityofTsukubaexperience

The14thECCO(Barcelona)September,2007
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No.39 KunimatsuA,HiratsukaM,AnnoI,KunimatsuN,MinamiM:
Non-paraneoplasticlimbicencephalitisassociatedwithsystemiclupuserythematosus

32ndESNRannualmeeting(Genoa,Italy)September,2007

No.40 大原 潔,田中優美子,岡本嘉一,沖 明典,佐藤豊実,松本光司,福光延吉,中山秀次,
菅原信二,徳植公一,吉川裕之：

子宮頸癌に対する治療効果の比較： 外照射vs腔内照射－計画的研究の予備解析結果
第45回日本癌治療学会総会（京都）10月,2007

No.41 WuJ,TakedaT,Thet-Thet-Lwin,YuasaT,AkatsukaT:
BiomedicalapplicationofhighsensitivesynchrotronX-rayimagingtechniquetoassessthe

microstructuresandfunctionofhamsterheart

2007theJointMeetingofthe6th InternationalSymposium

onNoninvasiveFunctionalSourceImagingoftheBrain

andHeart&theInternationalConference

onFunctionBiomedicalImaging(Hangzhou,China)10月,2007
No.42 KudoH,NomuraM,AsadaT,TakedaT:

Imageprocessingmethodforanalyzingcerebralblood-flowusingSPECTandMRI

2007NuclearScienceSymposium

andMedicalImageConference(Hololulu,Hawaii)10-11月,2007
No.43 武田 徹,呉 勁,ティティルイン,南 学：

蛍光X線CTを用いた生きたマウスの脳血流画像
第47回日本核医学会学術総会（仙台）11月,2007

No.44 呉 勁,武田 徹,ティティルイン,南 学：
心筋症ハムスターにおけるI-127BMIPP蛍光X線CTを用いた心筋脂肪酸代謝の経時的
観察

第47回日本核医学会学術総会（仙台）11月,2007
No.45 人見義郎,重光貞彦,陳 央仁,奥野鈴鹿,久保武士,濱田洋実,吉川裕之,田中優美子：

卵巣膿腫と鑑別を要した腹腔内リンパ管腫合併妊娠の1例
第156回日本産科婦人科学会茨城地方部会例会（水戸）11月,2007

No.46 TanakaYO,TsunodaH,OkadaS,YagiT,SatohT,OkiA,YoshikawaH,MinamiM:
Ovarian CancerAssociated with Endometriosis:MR FindingsRevisited 93rd Scientific

AssemblyandAnnualMeetingoftheRadiological

SocietyofNorthAmerica(Chicago)11月,2007
No.47 KunimatsuA,AnnoI,HiratsukaM,KunimatsuN,OkamotoY,MinamiM,MoriK,UedaT:

Fatsuppressiontechniquesinneuro-MRI:Tipsandtricks

RSNA93rdscientificassemblyandannualmeeting(Chicago,USA)November,2007

No.48 大原 潔,大城佳子,林 靖孝,金本彩恵,福光延吉,中山秀次,菅原信二,徳植公一,
坪井康次,吉川裕之：

子宮頸癌に対する外部照射と腔内照射による治療効果の相違,腫瘍縮小速度による比較
日本放射線腫瘍学会第20回学術大会（福岡）12月,2007
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No.49 徳植公一,菅原信二,中山秀次,福光延吉,大城佳子,林 靖孝,金本彩恵,大原 潔,

坪井康次：
肝細胞癌に対する至適陽子線線量に関する検討

日本放射線腫瘍学会第20回学術大会（福岡）12月,2007
No.50 幡多政治,徳植公一,菅原信二,中山秀次,福光延吉,水本斉志,大城佳子,大原 潔,

坪井康次,秋根康之：
高齢の肝細胞癌患者に対する陽子線治療成績

日本放射線腫瘍学会第20回学術大会（福岡）12月,2007
No.51 菅原信二,中山秀次,福光延吉,大城佳子,林 靖孝,金本彩恵,坪井康次,大原 潔,

徳植公一：
肝細胞癌に対する至適陽子線線量に関する検討

日本放射線腫瘍学会第20回学術大会（福岡）12月,2007
No.52 菅原信二,中山秀次,福光延吉,大城佳子,林 靖孝,金本彩恵,坪井康次,大原 潔,

徳植公一：
門脈腫瘍栓を伴う肝細胞癌に対する陽子線治療

日本放射線腫瘍学会第20回学術大会（福岡）12月,2007

班研究報告
No.1 菅原信二,中山秀次,徳植公一：

門脈腫瘍栓を伴う肝細胞癌に対する陽子線治療の研究
平成19年度厚生労働省がん研究助成金

鎌田班「荷電粒子を用いた癌治療の標準化と効率化に関する研究」第２回斑会議

その他
No.1 南 学：

腹部消化管領域におけるMDCTの使い方
BeattoBeatSymposiumOsaka2007（大阪）2月,2007

No.2 南 学：
後腹膜病変の画像診断：上腹部

第66回日本医学放射線学会（横浜）4月,2007
No.3 MinamiM:

InterpretationSession

1stAsianCongressofAbdominalRadiology（宮崎）6月,2007
No.4 南 学：

CT/MRIによる腹部腫瘤の鑑別診断
第15回高知CT研究会（高知）6月,2007

No.5 南 学：
血流・リンパ流から見た肝臓の画像診断

第35回和歌山画像医学研究会（和歌山）6月,2007
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No.6 南 学：
マルチスライスCTの原理と臨床応用

第12回 日本歯科放射線学会臨床画像大会（柏）10月,2007
No.7 南 学：

CT/MRIによる腹部腫瘤の鑑別診断
沖縄県放射線科医会（那覇）11月,2007

No.8 MinamiM:
Howtobecomeabetterradiologist:10secretways

SeminarinChicago2007(Chicago)11月,2007
No.9 大原 潔：

肝癌に対する粒子線治療への期待（特別講演）
第60回広島肝癌症例検討会（広島）4月,2007

No.10 東野英利子：
乳がん検診の現状と課題「超音波による乳がん検診の精度管理」

日本総合検診学会第35回大会（岡山）1月,2007
No.11 田中優美子：

子宮内膜症とその悪性転化の画像診断検査のstrategyをふくめて
第11回つきじ放射線研究会（東京）4月,2007

No.12 田中優美子：
知っていると役に立つ婦人科疾患の画像所見

第1回最新MRセミナー inGifu（岐阜）5月,2007
No.13 田中優美子：

MRIUptoDate,臨床,緊急検査におけるMRIの役割 女性生殖器
第26回東京MRI研究会（東京）7月,2007

No.14 田中優美子：
講演11癒着胎盤のMR診断：現状と課題
JSAWI第8回シンポジウム ワークショップ（企）胎盤の画像診断（淡路）9月,2007

No.15 田中優美子：
特別講演6 上皮性卵巣腫瘍にまつわるエトセトラ

第35回日本磁気共鳴医学会大会（神戸）9月,2007
No.16 田中優美子：

妊娠・産褥期の母体の異常
第36回断層映像研究会（東京）10月,2007

No.17 田中優美子：
子宮内膜症の MRIリフレッシャーコース10婦人科・泌尿器疾患の画像診断

第43回日本医学放射線学会秋期臨床大会（名古屋）10月,2007
No.18 菅原信二：

放射線治療医のお仕事
茨城高等学校講演会（水戸）10月,2007
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No.19 菅原信二：
食道癌の放射線治療

クリニカルランドマーク茨城（水戸）11月,2007
No.20 菅原信二：

切らずに治す！放射線治療の威力
茨城がんフォーラム（水戸）11月,2007
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放射線腫瘍・陽子線グループ（2007年）

原 著
No.1 OsukaS,TsuboiK,TakanoS,IshikawaE,TokuuyeK,Akine,Y,MatsumuraA:

Long-termfunctionaloutcomeofpatientswithintracranialgerminoma

JNeurooncol83,71-79,2007(Epub2007Jan24)

No.2 UzawaA,AndoK,FurusawaY,KagiyaG,FujiH,HataM,SakaeT,TerunumaT,ScholzM,
RitterS,PeschkeP:

Biologicalintercomparisonusinggutcryptsurvivalsforprotonandcarbon-ionbeams

JRadiatRes48,Suppl,75-80,2007

No.3 OsukaS,TakanoS,EnomotoT,IshikawaE,TsuboiK,MatsumuraA:
Endoscopicobservationofpathophysiologyofventriculardiverticulum

ChildsNervSyst23,897-900,2007(Epub2007Mar27)

No.4 IshikawaE,TsuboiK,YamamotoT,MuroiA,EnomotoT,TakanoS,MatsumuraA,OhnoT:
A clinicaltrialofautologousformalin-fixedtumorvaccineforglioblastomamultiforme

patients

CancerSci98,1226-1233,2007(Epub2007May22)

No.5 TsuboiK,MoritakeT,TsuchidaY,TokuuyeK,MatsumuraA,AndoK:
Cellcyclecheckpointandapoptosisinductioninglioblastomacellsandfibroblastsirradiated

withcarbonbeam

JRadiatRes48,317-325,2007(Epub2007Jun5)

No.6 OharaK,NemotoK,TsunodaH,OhnishiK,HashimotoT,FukumitsuN,HataM,SugaharaS,
AkineY:

Classicaltandem-sourcedwellingcoveringtheentireuterus:essentialinmodernintracavitary

radiotherapyforcervicalcancer?

RadiatMed25,386-392,2007

No.7 MizumotoM,SugaharaS,HataM,FukumitsuN,HashimotoT,OhnishiK,NemotoK,
OharaK,MatsuzakiY,TohnoE,AkineY:

Protonbeam therapyforhepatocellularcarcinomawithinferiorvenacavatumorthrombus:

reportofthreecases

JpnJClinOncol,37,459-462,2007

No.8 HataM,TokuuyeK,SugaharaS,TohnoE,FukumitsuN,HashimotoT,OhnishiK,NemotoK,
SakaeT,AkineY:

Protonirradiationinasinglefractionforhepatocellularcarcinomapatientswithuncontrolla-

bleascites:Technicalconsiderationsandresults

StrahlentherOnkol183,411-416,2007
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No.9 OharaK,TsunodaH,TanakaYO,OhnishiK,NemotoK,HashimotoT,FukumitsuN,HataM,
SugaharaS,TokuuyeK,YoshikawaH,AkineY:
Explanation forthe failure ofneoadjuvantchemotherapy to improve outcomesafter

radiotherapyforlocallyadvanceduterinecervicalcancerfrom thestandpointofthetumor

regressionrate

RadiatMed25,53-59,2007

No.10 RutzHP,WeberDC,SugaharaS,TimmermannB,LomaxAJ,BolsiA,PedroniE,CorayA,
JermannM,GoiteinG:

Extracranialchordoma:Outcome in patients treated with function-preserving surgery

followedbyspot-scanningprotonbeamirradiation

IntJRadiatOncolBiolPhys1,67(2),512-520,2007(Epub2006Nov2)

No.11 HataM,TokuuyeK,SugaharaS,TohnoE,NakayamaH,FukumitsuN,MizumotoM,AbeiM,
ShodaJ,MinamiM,AkineY:

Protonbeamtherapyforagedpatientswithhepatocellularcarcinoma

IntJRadiatOncolBiolPhys69,805-812,2007

No.12 HataM,TokuuyeK,KageiK,SugaharaS,NakayamaH,FukumitsuN,HashimotoT,
MizumotoM,OharaK,AkineY:

Hypofractionatedhigh-doseprotonbeam therapyforStageInon-small-celllungcancer:

PreliminaryresultsofaphaseI/IIclinicalstudy

IntJRadiatOncolBiolPhys68,786-793,2007

No.13 又野 豊,辰巳 靖,伊部直之,吉川 淳,徳植公一,秋根康之：
門脈腫瘍栓を含む集学的治療が奏功した1例

肝臓48,167-174,2007
No.14 中尾朋平,清水崇史,福島 敬,榎本有希,高野晋吾,阿武 泉,菅原信二,大原 潔,

松井 陽：
網膜芽細胞腫に続発し2回の自家骨髄移植併用大量化学療法が有効であった髄腔内播種を
伴う松果体芽腫の1例

小児がん43(4),736-741,2007
No.15 IshikawaE,TsuboiK,YamamotoT,MuroiA,TakanoS,EnomotoT,MatsumuraA:

Clinicaltrialofautologousformalin-fixedtumorvaccineforglioblastomamultiformepatients

CancerSci98,1226-1233,2007

No.16 IsobeT,MatsumuraA,AnnoI,KawamuraH,ShibataY,MuraishiH,MinamiM:
LactatequanitificationbyprotonmagneticresonancespectroscopyusingaclinicalMRI

machine:Abasicstudy

AustralianRadiology51,330-333,2007

No.17 KumadaH,YamamotoK,MatsumuraA,YamamotoT,NakagawaY:
DevelopmentofJCDS,acomputationaldosimetrysystem atJAEA forboronneutron

capturetherapy

JournalofPhysics:ConferenceSeries74,1-7,2007
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著 書
No.1 松村 明,阿武 泉 監修,磯辺智範 編集：

診療放射線技師,若葉マークの画像解剖学（全568ページ）
メジカルビュー社,2007

総説その他
No.1 坪井康次,石川栄一,松村 明：

悪性脳腫瘍に対する特異的免疫療法,－特に自家腫瘍ワクチン療法を中心に
脳神経外科速報（メディカ出版）17,600-609,2007

No.2 徳植公一,中山秀次,菅原信二,福光延吉,福田邦明,安部井誠人,正田純一,兵頭一之介：
肝細胞癌に対する放射線治療

胆と膵28,713-719,2007
No.3 SugaharaS,TokuuyeK,KanekoM,FukushimaT,NakayamaH,FukumitsuN,OharaK,

TsuboiK:

Protonbeamtherapyforchildrenwithsarcomas:TheUniversityofTsukubaexperience

EurJCancer5(4),sup,178,2007

No.4 OharaK,TanakaYO,OkiA,OkamotoY,HayashiY,FukumitsuN,NakayamaH,SugaharaS,
TokuuyeK,YoshikawaH:

Interim analysis ofa prospective study comparing radioresponse ofuterine cervical

squamouscellcarcinomaduringexternalbeamradiotherapyandintracavitaryradiotherapy

EurJCancer5(4),sup,317,2007

No.5 高野晋吾,佐藤弘茂,室井 愛,坪井康次,清水崇史,松村 明：
消退と増大を繰り返した傍鞍部腫瘤の1例

日本内分泌学会雑誌83(suppl),132-133,2007
No.6 柴田 靖,川村 拓,阿武 泉,片山 亘,中村和弘,松田真秀,室井 愛,山本哲哉,

高野晋吾,坪井康次,松村 明：
ProtonMagneticResonanceSpectroscopyによる脳室内腫瘍の診断

Neuro-Oncology16(1)39-44,2006,publishedin2007

No.7 秋本 学,柴田 靖,山本哲哉,高野晋吾,坪井康次,松村 明：
頭蓋内腫瘍性病変の鑑別診断におけるI-123iodoamphetamineSPECTの有用性

Neuro-Oncology16(2)78-80,2006,publishedin2007

No.8 中村和弘,高野晋吾,小島 寛,長谷川雄一,山本哲哉,柴田 靖,坪井康次,松村 明：
当院における中枢神経原発悪性リンパ腫治療の新たな取り組み

Neuro-Oncology16(2)63-68,2006,publishedin2007

No.9 山本哲哉,坪井康次,高野晋吾,柴田 靖,松田真秀,松村 明：
膠芽腫に対するX線・粒子線治療の適応と限界

Neuro-Oncology17(1)2007inpress
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No.10 TakanoS,ShimizuT,FukushimaT,MuroiA,YamamotoT,TsuboiK,TsurubuchiT,

TamuraE,MatsumuraA:
High-dosechemotherapywithautologousstem cellrescueinchildrenwithnewlydiagnosed

malignantbraintumors

Neuro-Oncol9,194,2007

No.11 TsurubuchiT,TakanoS,YamamotoT,TsuboiK,MatsumuraA:
Clinicalevaluationofpediatricpontineglioma

Neuro-Oncol9,207,2007

No.12 高野晋吾,佐藤弘茂,室井 愛,坪井康次,清水崇史,松村 明：
消退と増大を繰り返した傍鞍部腫瘤の1例

日本内分泌学会雑誌83(suppl),132-133,2007
No.13 ShibataY,KatayamaW,YamamotoT,TakanoS,TsuboiK,MatsumuraA:

ReceiverOperatingCharacteristicanalysisof201TlSPECTand99mTc-MIBISPECTfor

initialglioma

Neuroradiology49,594,2007

No.14 AkimotoM,ShibataY,TakanoS,YamamotoT,TsuboiK,MatsumuraA:
Diagnosticvalueof123I-IMPSPECTinprimarycentralnervoussystemlymphoma

Neuroradiology49,594,2007

No.15 SugaharaS,TokuuyeK,KanekoM,FukushimaT,NakayamaH,FukumitsuN,OharaK,
TsuboiK:

Protonbeamtherapyforchildrenwithsarcomas:TheUniversityofTsukubaexperience

EurJCancer20075(4),supp,178

No.16 OharaK,TanakaYO,OkiA,OkamotoY,HayashiY,FukumitsuN,NakayamaH,SugaharaS,
TokuuyeK,YoshikawaH:

Interim analysis ofa prospective study comparing radioresponse ofuterine cervical

squamouscellcarcinomaduringexternalbeamradiotherapyandintracavitaryradiotherapy

EurJCancer5(4),supp,317,2007

No.17 松村 明：
中性子捕捉療法国際会議報告（医学分野）

医用原子力だより第5号,（財）医用原子力技術研究振興財団発行,14,2007
No.18 松村 明：

原子炉を用いた脳腫瘍の治療 ―中性子捕捉療法―
BRAIN（日本脳神経財団ニュース）No.89,10-11,2007

学会発表
No.1 高野晋吾,大須賀覚,山本哲哉,坪井康次,松村 明,大根田修,長野真澄,山下年晴：

血管内皮前駆細胞を用いたtranslationalresearch:グリオーマに対する抗血管新生療法
第2回脳腫瘍基礎シンポジウム（東京）1月,2007

No.2 高野晋吾,山本哲哉,坪井康次,松田真秀,松下 明,柴田 靖,松村 明：
グリオーマに対する神経内視鏡の役割

第23回新都心内視鏡フォーラム（東京）1月,2007
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No.3 高野晋吾,室井 愛,秋本 学,坪井康次,松村 明：
消退と増大を繰り返した傍鞍部ジャーミノーマの1例

第17回日本間脳下垂体腫瘍学会シンポジウム（山形）2月,2007
No.4 柴田 靖,片山 亘,山本哲哉,高野晋吾,坪井康次,松村 明：

ROC解析による初発神経膠腫の 201TlSPECTと 99mTc-MIBISPECTの比較
第30回日本脳神経CI学会総会（大阪）2月,2007

No.5 秋本 学,柴田 靖,山本哲哉,高野晋吾,坪井康次,松村 明：
123I-IMPSPECTによる悪性リンパ腫の診断

第30回日本脳神経CI学会総会（大阪）2月,2007
No.6 柴田 靖,片山 亘,山本哲哉,高野晋吾,坪井康次,松村 明：

グリオーマのの 201TlSPECTと 99mTc-MIBISPECTの直接比較：
ReceiverOperatingCharacteristic解析

第36回日本神経放射線学会（高松）2月,2007
No.7 秋本 学,柴田 靖,高野晋吾,山本哲哉,坪井康次,松村 明：

中枢神経悪性リンパ腫に対する 123I-IMPSPECTの診断能
第36回日本神経放射線学会（高松）2月

No.8 山本哲哉,松田真秀,遠藤 聖,中井 啓,坪井康次,高野晋吾,柴田 靖,松村 明,

徳植公一,秋根康之,影治照喜,熊田博明,岸 敏明：
BNCTおよび陽子線治療導入前後の膠芽腫治療成績
平成18年度京都大学原子炉実験所専門研究会

中性子線と荷電粒子線の総合的医療利用に関する研究会（熊取）2月,2007
No.9 松田真秀,高野晋吾,山本哲哉,柴田 靖,坂本彰規,高田智也,山崎友郷,坪井康次,

松村 明：
神経内視鏡手術の現状と展望

第62回茨城県脳神経外科集談会（つくば）3月,2007
No.10 山本哲哉,坪井康次,高野晋吾,柴田 靖,松田真秀,松村 明：

膠芽腫に対するX線・粒子線治療の適応と限界
第33回ニューロオンコロジーの会（東京）4月,2007

No.11 山本哲哉,坪井康次,高野晋吾,柴田 靖,松田真秀,松村 明：
膠芽腫に対するX線・粒子線治療の適応と限界

第33回ニューロオンコロジーの会（東京）4月,2007
No.12 水本斎志,徳植公一,大川綾子,林 靖孝,福光延吉,幡多政治,中山秀次,菅原信二,

大原 潔,秋根康之：
肝門部に近接する肝細胞癌に対する陽子線治療の初期成績

第66回日本医学放射線学会学術集会（横浜）4月,2007
No.13 水本斎志,徳植公一,大川綾子,林 靖孝,福光延吉,幡多政治,中山秀次,菅原信二,

大原 潔,秋根康之：
陽子線を用いた非共通面照射の実行可能性の検討

第66回日本医学放射線学会学術集会（横浜）4月,2007
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No.14 高野晋吾,鶴淵隆夫,山本哲哉,坪井康次,松村 明：
小児脳幹グリオーマに対するQOLを考えた手術・化学療法の取り組み

第35回日本小児神経外科学会（千葉）5月,2007
No.15 TsuboiK,HayashiY,OhshiroY,KanemotoA,FukumitsuN,NakayamaH,SugaharaS,

IgakiH,TokuuyeK:
ProtonbeamtherapyforclivalchordomasinTsukuba

The46thParticleTherapyCo-operativeGroup(PTCOG)meeting,

Zibo(China)May22,2007

No.16 TsuboiK,IshikawaE,YamamotoT,TakanoS,MatsumuraA,OhnoT:
A clinicaltrialofautologousformalin-fixed tumorvaccine(AFTV)forpatientswith

glioblastomamultiforme

TheAmericanSocietyofClinicalOncology(ASCO)Meeting(Chicago)June5,2007

No.17 金本彩恵,中山秀次,徳植公一,市村秀夫,菊池慎二,金本幸司,栗島浩一,石川博一：
Ⅲ期の非小細胞肺がんに対する3-Dconformalradiotherapyの経験

第24回茨城早期肺癌研究会・第1回茨城進行肺癌研究会（つくば）7月,2007
No.18 高野晋吾,山本哲哉,鈴木謙介,坂本規影,室井 愛,坪井康次,松村 明：

鞍結節部髄膜腫の視神経障害の回復に関与する因子
第19回日本頭蓋底外科学会（東京）7月,2007

No.19 鈴木謙介,秋本 学,坪井康次,高野晋吾,松村 明,遠藤隆志：
前頭蓋底巨大血瘤腫の一例

日本頭蓋底外科学会（東京）7月,2007
No.20 鶴淵隆夫,山本哲哉,佐藤允之,坂本規彰,松田真秀,丸島愛樹,中井 啓,斉藤厚志,

柴田 靖,高野晋吾,坪井康次,松村 明：
悪性神経膠腫に対する高線量療法後の病理組織学的検討

第4回日本中性子捕捉療法学会学術大会（大阪）8月,2007
No.21 MatsumuraA,YamamotoT,TakanoS,NakaiK,MatsudaM,TokuuyeK,TsuboiK,

KumadaH:

ClinicalResultsofprotontherapyandboronneutroncapturetherapyforglioblastoma

CongressofNeurologicalSurgeons(SanDiego)9月,2007
No.22 TsurubuchiT,YamamotoT,EnomotoT,SatoM,SakamotoN,MatsudaM,MarushimaA,

NakaiK,SaitoA,ShibataY,TsuboiK,MatsumuraA:
Histopathologicalevaluationofglioblastomaafterhigh-doseradiationtherapy

YoungResearcherBNCTMeeting．UK,Birmingham,Sep20-21,2007
No.23 SugaharaS,TokuuyeK,KanekoM,FukushimaT,NakayamaH,FukumitsuN,OharaK,

TsuboiK:

Protonbeamtherapyforchildrenwithsarcomas:TheUniversityofTsukubaexperience

The14thEuropeanCancerConference(ECCO)(Barcelona)Sep22-29,2007

No.24 高野晋吾,山本哲哉,松田真秀,石川栄一,大須賀覚,井口雅博,坪井康次,松村 明：
Lowgradeastrocytomaの予後良好群からの治療戦略

第66回日本脳神経外科学会総会（東京）10月,2007
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No.25 秋本 学,柴田 靖,山本哲哉,高野晋吾,坪井康次,松村 明：
頭蓋内悪性リンパ腫の各種診断方法の比較

第66回日本脳神経外科学会総会（東京）10月,2007
No.26 鶴淵隆夫,山本哲哉,佐藤允之,坂本規彰,松田真秀,丸島愛樹,中井 啓,斉藤厚志,

柴田 靖,高野晋吾,坪井康次,松村 明：
神経膠芽腫に対する高線量療法後の病理組織学的検討

第66回日本脳神経外科学会総会（東京）10月,2007
No.27 井口雅博,高野晋吾,坪井康次,野口雅之,古谷周一郎,松村 明：

悪性神経膠腫の1pLOH,19qLOH解析とOlig2免疫染色
第66回日本脳神経外科学会総会（東京）10月,2007

No.28 村垣善浩,丸山隆志,伊関 洋,高倉公朋,堀 智勝,山本哲哉,坪井康次,松村 明：
膠芽腫患者に対する自家腫瘍ワクチン治療の第I/a相多施設共同試験（第2報）

第66回日本脳神経外科学会総会（東京）10月,2007
No.29 鈴木謙介,伊藤嘉朗,丸島愛樹,鶴田和太郎,山本哲哉,松村 明,坪井康次：

AVM105例の予後解析による治療プロトコール作成の試み
日本脳神経外科学会総会（東京）10月,2007

No.30 高田智也,高野晋吾,山本哲哉,室井 愛,坪井康次,松村 明：
陽子線治療から3年・ワクチン療法から2年経過した膠芽腫の1例

第4回がんワクチン療法研究会（東京）10月,2007
No.31 NakayamaH,TokuuyeK,IshikawaH,KurisihmaK,KanemotoA,KikuchiS,IchimuraH:

High-doseradiotherapyinpatientswithstageIIInon-smallcelllungcancerinpractical

experience.

The49thAnnualScientificMeetingofAmericanSocietyfor

TherapeuticRadiologyOncology(ASTRO)(LosAngeles)Oct27-Nov1,2007

No.32 TakanoS,YamamotoT,IshikawaE,OsukaS,IguchiM,TsuboiK,MatsumuraA:
Treatmentstrategyforlowgradeastrocytomas

The5thMeetingoftheAsianSocietyfor

Neuro-Oncology(ASNO)(Istanbul)Nov2,2007

No.33 YamamotoT,NakaiK,MatsudaM,TakanoS,ShibataY,TsurubuchiT,TokuuyeK,TsuboiK,
MatsumuraA:
High-doseradiationtherapyforglioblastoma

The5thMeetingofTheAsianSocietyfor

Neuro-Oncology(ASNO)(Istanbul)Nov2-4,2007

No.34 TsurubuchiT,YamamotoT,EnomotoT,SatoM,SakamotoN,MatsudaM,MarushimaA,

NakaiK,SaitoA,ShibataY,TsuboiK,MatsumuraA:
Histopathologicalevaluationofglioblastomaafterhigh-doseradiationtherapy

TheThe5thMeetingofTheAsianSocietyfor

Neuro-Oncology(ASNO)(Istanbul)Nov2-4,2007
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No.35 TakanoS,YamamotoT,SakamotoN,MuroiA,TsuboiK,MatsumuraA:
Visualimpairmentoutcomeofsurgeryfortuberculumsellaemeningiomas

The12thAsianAustralasianCongressofNeurosurgicalSurgeon/

WorldFederationofNeurosurgicalSocieties,

The13thInterimMeeting(Nagoya)Nov18,2007

No.36 中井 啓,熊田博明,松村 明,山本哲哉,遠藤 聖,松田真秀,高野晋吾,坪井康次：
脊髄腫瘍のホウ素中性子捕捉療法シミュレーション

日本放射線腫瘍学会第20回学術大会（福岡）12月,2007
No.37 徳植公一,菅原信二,中山秀次,福光延吉,大城佳子,林 靖孝,金本彩恵,大原 潔,

坪井康次：
肝細胞癌に対する至適陽子線線量に関する検討

日本放射線腫瘍学会第20回学術大会（福岡）12月,2007
No.38 幡多政治,徳植公一,菅原信二,中山秀次,福光延吉,水本斎志,大城佳子,大原 潔,

坪井康次,秋根康之：
高齢の肝細胞癌患者に対する陽子線治療成績

日本放射線腫瘍学会第20回学術大会（福岡）12月,2007
No.39 林 靖孝,坪井康次,松村 明,中山秀次,福光延吉,菅原信二,徳植公一：

頭蓋底脊索腫に対する陽子線治療
日本放射線腫瘍学会第20回学術大会（福岡）12月,2007

No.40 菅原信二,中山秀次,福光延吉,大城佳子,林 靖孝,金本彩恵,坪井康次,大原 潔,

徳植公一：
門脈腫瘍栓を伴う肝細胞癌に対する陽子線治療

日本放射線腫瘍学会第20回学術大会（福岡）12月,2007
No.41 大城佳子,菅原信二,林 靖孝,榮 武二,中山秀次,福光延吉,金本彩恵,坪井康次,

橋本孝之,徳植公一：
ペースメーカー装着患者に対する陽子線治療の安全性の検討

日本放射線腫瘍学会第20回学術大会（福岡）12月,2007
No.42 中山秀次,徳植公一,金本彩恵,金本孝司,粟島浩一,石川博一,菊池慎二,市村秀夫：

III期非小細胞癌における線量増加の効果
日本放射線腫瘍学会第20回学術大会（福岡）12月,2007

No.43 五月女康作,伊東善行,篠田和哉,糸屋沙央梨,大久保淳,村田 馨,加賀和紀,宮本勝美,
中山秀次,徳植公一,松木克之：

放射線治療器の効率化に関する研究
日本放射線腫瘍学会第20回学術大会（福岡）12月,2007

No.44 金本彩恵,中山秀次,徳植公一,松木克之,塚本 定,友部光朗,宮崎 淳,荒木彰弘,
武島 仁,菊池孝治：

前立腺癌における放射線治療開始の遅れと生化学的再発
日本放射線腫瘍学会第20回学術大会（福岡）12月,2007
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No.45 大原 潔,大城佳子,林 靖孝,金本彩恵,福光延吉,中山秀次,菅原信二,徳植公一,

坪井康次,吉川裕之：
子宮頚癌に対する外部照射と腔内照射による治療効果の相違：腫瘍縮小速度による比較

日本放射線腫瘍学会第20回学術大会（福岡）12月,2007
No.46 中山秀次,菅原信二,徳植公一：

筑波大学陽子線医学研究利用研究センターにおける肺がん治療の経験
第4回日本粒子線治療臨床研究会（東京）12月,2007

講演,シンポジウム
No.1 菅原信二：

放射線治療医のお仕事
茨城高等学校講演会（水戸）10月,2007

No.2 MatsumuraA,YamamotoT,NakaiK,TakanoS,ShibataY,TsuboiK,TokuuyeK:
Interim resultsboron neutron capturetherapy and proton therapy forglioblastomaat

UniversityofTsukuba

InternationalWorkshop“ClinicalTrialsforBNCT”,JRCPetten(Netherland)10月,2007
No.3 菅原信二：

食道癌の放射線治療
クリニカルランドマーク茨城（水戸）11月,2007

No.4 菅原信二：
切らずに治す！放射線治療の威力

茨城がんフォーラム（水戸）11月,2007

報 道
No.1 赤座英之,菅原信二 他：

膀胱癌・医師と患者の挑戦
CS放送日テレG+,10月7日 OA,2007

No.2 菅原信二：
切らないがん治療?放射線療法

茨城放送（ラジオ）10月31日 OA,2007

研究費
No.1 福光延吉：

パーキンソンモデルマウスにおける交感神経の研究
基盤研究（C）平成17～19年度科学研究費補助金
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麻酔学グループ（2007年）

原 著
No.1 FukudaT,NishimotoC,MiyabeM,ToyookaH:

Unilateraladrenalectomyattenuateshemorrhagicshock-inducedanalgesiainrats.

JAnesth21,348-353,2007

No.2 SchreckingerM,GeocadinRG,SavonenkoA,YamashitaS,MelnikovaT,ThakorNV,
HanleyDF:

Long-lastingcognitiveinjuryinratswithapparentfullgrossneurologicalrecoveryafter

short-termcardiacarrest.

Resuscitation75(1),105-113,2007

No.3 OkadaK,ShodaJ,KanoM,SuzukiS,OhtakeN,YamamotoM,TakahashiH,UtsunomiyaH,
OdaK,SatoK,WatanabeA,IshiiT,ItohK,YamamotoM,YokoiT,YoshizatoK,

SugiyamaY,SuzukiH:

Inchinkoto,a herbalmedicine,and itsingredientsdually exertMrp2/MRP2-mediated

choleresisandNrf2-mediatedantioxidativeactioninratlivers.

AmJPhysiolGastrointestLiverPhysiol292,G1450-G1463,2007

No.4 YamadaJ,FurukawaT,UenoS,YamamotoS,FukudaA:
MolecularbasisfortheGABAA receptor-mediatedtonicinhibitioninratsomatosensory

cortex.

CerebralCortex17(8),1782-1787,2007

No.5 清水 雄,高橋 宏,松宮直樹,宮部雅幸,田中 誠：
帝王切開後原発性肺高血圧症悪化により死亡した1症例

麻酔56,949-952,2007
No.6 猪股伸一：

特集 新しいオピオイドを迎えて,わが国の麻酔科管理はどう変わるか？ レミフェンタ
ニルの臨床使用の実際

麻酔56,1926-1305,2007
No.7 水谷太郎：

人工呼吸器からのウイニングのガイドライン離脱のプロセス
人工呼吸24(2),198,2007

No.8 高橋 宏,大河内信弘,星 拓男,上村 明,平石恵美子：
当院における鏡視下手術委員会の活動について

日本手術医学会誌28(3),218-220,2007
No.9 清水 雄,高橋伸二,渡邊和宏,水谷太郎：

人工呼吸器を用いる際の安全対策－ナースコール連携システムの有用性－第2報
人工呼吸24(2),248,2007

No.10 田辺海春,飯塚裕子,上圷諒子,津山享子,水谷太郎：
気道加湿に対する加温加湿器の有効性に関する研究

人工呼吸24(2),284,2007
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No.11 萩谷圭一,渡邊和宏,助川岩央,川口寿彦,高橋伸二,水谷太郎：
「ネブライザーマスク」は酸素マスクと別物か？－酸素マスク側孔の形状によるFiO2の比
較－

人工呼吸24(2),289,2007

総説その他
No.1 田中 誠：

鎮痛研究のススメ
ペインクリニック28,303-304,2007

No.2 山下創一郎,田中 誠：
臓器機能の保持について（質疑応答）

臨床麻酔31,621-623,2007
No.3 星 拓男,水谷太郎：

ICUにおける循環管理と長期予後
ICUとCCU31,509-516,2007

学会発表
No.1 UnokiT,MizutaniT,ToyookaH:

Effectsofdifferentventilationstrategiesinresponsetopronepositioninginarabbitmodel

ofacutelunginjury

SocietyofCriticalCareMedicine36thCriticalCareCongress(Orlando)2月,2007
No.2 SatsumaeT,SaitoS,MoriT,InomataS,TanakaM:

Grandmalseizureinducedbyropivacaineafterbrachialplexusblockwithoutaccidental

intravascularinjection;Aninfluenceofpredispositiontoconvulsion

81stInternationalAnesthesiaResearchSocietyAnnualMeeting(Orlando)3月,2007
No.3 YamamotoS,YamadaJ,FurukawaT,FukudaA,TanakaM:

EffectsofpropofolonGABAergictoniccurrentinratneocortex

AmericanSocietyofAnesthesiologists2007AnnualMeeting(SanFrancisco)10月,2007
No.4 ShimizuT,InomataS,TanakaM:

Rapidinjectionofpropofolreducesinjectionpainandfacilitateslaryngealmaskinsertion

AmericanSocietyofAnesthesiologists2007AnnualMeeting(SanFrancisco)10月,2007
No.5 ShimizuT,InomataS,TanakaM:

Progesteronemaydecreasesevofluraneequirementforhypnosisinmalemice:A dose-

responsestudy

AmericanSocietyofAnesthesiologists2007AnnualMeeting(SanFrancisco)10月,2007
No.6 HagiyaK,TakahashiH,TanakaM:

Theinotropiceffectofcolforsindaropateisattenuatedonenvironmentofacidosis

AmericanSocietyofAnesthesiologists2007AnnualMeeting(SanFrancisco)10月,2007
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No.7 OgawaT,TakahashiH,TakahashiS,TanakaM:
Comparison ofpulseCO and APCO,cardiac outputmonitoring by arterialpressure

waveformanalysis

AmericanSocietyofAnesthesiologists2007AnnualMeeting(SanFrancisco)10月,2007
No.8 星 拓男,宮部雅幸,田中 誠：

気管挿管後にリークによって判明した製造工程が原因による気管チューブ不良の一例
第7回麻酔科学ウインターセミナー（ニセコ）2月,2007

No.9 吉牟田佳代,星 拓男：
スーパーローテーションは、無駄か？

第7回麻酔科学ウィンターセミナー（ニセコ）2月,2007
No.10 水谷太郎：

シンポジウム2/座長「呼吸療法サポートチームの意義と方法」
第34回日本集中治療医学会学術集会（神戸）3月,2007

No.11 萩谷圭一,高橋伸二,清水 雄,星 拓男,田中 誠,水谷太郎：
パルスオキシメータの異常波形表示現象

第34回日本集中治療医学会学術集会（神戸）3月,2007
No.12 吉野雅美,津山享子,樅山定美,川口寿彦,水谷太郎：

酸素吸入時の加湿の必要性について－第二報－
第34回日本集中治療医学会学術集会（神戸）3月,2007

No.13 高橋伸二：
心臓血管疾患における最新の周術期管理

第35回日本血管外科学会総会ランチョンセミナー7（名古屋）5月,2007
No.14 星 拓男,佐藤希望,高木俊一,田中 誠：

後期臨床研修医の理想と大学間の違い－女子医大と筑波大学の違い－
第4回麻酔科学サマーセミナー（沖縄）6月,2007

No.15 清水 雄,猪股伸一,田中 誠：
プロポフォール急速注入が血管痛とラリンゲルマスク挿入成功率に及ぼす効果

日本麻酔科学会第54回学術集会（札幌）6月,2007
No.16 高橋伸二,山本純偉,水谷太郎,田中 誠：

筑波大学臨床医学系教員のCPR教育に対する意識調査
日本麻酔科学会第54回学術集会（札幌）6月,2007

No.17 山本純偉,山田順子,古川智則,福田敦夫,田中 誠：
プロポフォールの大脳皮質GABA作動性トニックカレントへの作用

日本麻酔科学会第54回学術集会（札幌）6月,2007
No.18 萩谷圭一,高橋 宏,田中 誠：

colforsin（水溶性forskolin誘導体）の強心作用にアシドーシスが及ぼす影響
日本麻酔科学会第54回学術集会（札幌）6月,2007

No.19 段村雅人,猪股伸一,田中 誠：
圧ガイド法を用いた小児硬膜外穿刺の利点

日本麻酔科学会第54回学術集会（札幌）6月,2007
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No.20 吉牟田佳代,猪股伸一,田中 誠：
全身麻酔深度の高次脳機能 workingmemoryに及ぼす影響

日本麻酔科学会第54回学術集会（札幌）6月,2007
No.21 西本れい,猪股伸一,田中 誠：

小児における表皮から硬膜外腔までの距離：超音波画像と実測値との比較
日本麻酔科学会第54回学術集会（札幌）6月,2007

No.22 小川 剛,高橋 宏,高橋伸二,田中 誠：
観血的動脈圧波形から得られる非侵襲的心拍出量測定装置2機種の比較

日本麻酔科学会第54回学術集会（札幌）6月,2007
No.23 筒井紗也子,星 拓男,宮部雅幸：

硬膜外麻酔による子宮癌根治術後に発症した下肢コンパートメント症候群の一例
日本麻酔科学会第54回学術集会（札幌）6月,2007

No.24 水谷太郎：
離脱のプロセス

第29回日本呼吸療法医学会学術総会（岡山市）7月,2007
No.25 清水 雄,高橋伸二,渡邊和宏,水谷太郎：

人工呼吸器を用いる際の安全対策-ナースコール連携システムの有用性－第2報
第29回日本呼吸療法医学会学術総会（岡山市）7月,2007

No.26 卯野木健,水谷太郎,豊岡秀訓：
ウサギALIモデルにおけるVentilationStrategyの違いが腹臥位換気の効果に及ぼす影響

第29回日本呼吸療法医学会学術総会（岡山市）7月,2007
No.27 田辺海春,飯塚祐子,上圷諒子,津山享子,水谷太郎：

酸素マスクによる酸素投与時の加温加湿器の有効性
第29回日本呼吸療法医学会学術総会（岡山市）7月,2007

No.28 萩谷圭一,渡邊和宏,助川岩央,川口寿彦,高橋伸二,水谷太郎：
「ネブライザーマスク」は酸素マスクと別物か？－酸素マスク側孔の形状によるFi02の比
較－

第29回日本呼吸療法医学会学術総会（岡山市）7月,2007
No.29 渡邊和宏,萩谷圭一,清水 雄,星 拓男,水谷太郎,楯川幸弘：

セボフルレンの長期吸入療法にて治療した重症気管支攣縮の乳児例
第16回日本集中治療医学会関東甲信越地方会（横浜）8月,2007

No.30 山本純偉,山下創一郎,田中 誠：
フェンタニルとレミフェンタニルの麻酔導入時心拍変動への作用

第14回日本静脈麻酔学会（Venice）9月,2007
No.31 星 拓男,田中 誠：

開腹術後の術後痛に対するフェンタニルのminimaleffectiveconcentration
第14回日本静脈麻酔学会（Venice）9月,2007

No.32 高橋伸二：
周術期のβ-ブロッカーの過去、現在、未来 ところで、β-ブロッカーを使ってますか？

日本麻酔科学会東京・関東甲信越支部第47回合同学術集会（宇都宮）9月,2007
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No.33 関谷芳明,高橋 宏,田中 誠：
急激に片側胸水が増悪したことが全身麻酔導入後に判明した子宮体癌の症例

日本麻酔科学会東京・関東甲信越支部第47回合同学術集会（宇都宮）9月,2007
No.34 関谷芳明,高橋 宏,田中 誠：

術直後に心筋梗塞を発症した胃全摘出後の1例
日本麻酔科学会東京・関東甲信越支部47回合同学術集会（宇都宮）9月,2007

No.35 山本純偉,山田順子,古川智範,田中 誠,福田敦夫：
EffectsofpropofolontonicGABAergicinhibitioninracerebralcortex

第30回日本神経科学大会（横浜）9月,2007
No.36 宮部雅幸,高橋 宏,星 拓男,左津前剛,平石恵美子,大河内信弘：

手術部の効率的運営における麻酔科医の立場と役割
第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007

No.37 高橋 宏,星 拓男,左津前剛,平石恵美子,大河内信弘,宮部雅幸：
カセット式二酸化炭素吸収剤交換時の提案：
パッケージによる換気困難を生じた症例の経験から

第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007
No.38 宮部雅幸：

一般演題 手術機器・ME機器5,司会
第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007

No.39 野口茂樹,平石恵美子,左津前剛,高橋 宏,宮部雅幸：
パークベンチ体位による褥瘡発生の予防方法：
三重構造ベッドマットの有用性

第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007
No.40 水元恵子,星 拓男,高橋 宏,平石恵美子,大河内信弘,宮部雅幸：

同姓同名患者の手術申し込み間違い
第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007

No.41 古垣達也,高橋 宏,星 拓男,左津前剛,宮部雅幸：
医療機器における改正医療法による保守点検と従来方法との比較

第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007
No.42 渡邊和宏,星 拓男：

術前に診断されていないVSDによりAPCOとTDCOの乖離を示したと考えられた症例
第12回日本心臓血管麻酔学会（福岡）9月,2007

No.43 石垣麻衣子,星 拓男：
片肺換気中に冠動脈攣縮を起こした症例

第12回日本心臓血管麻酔学会（福岡）9月,2007
No.44 山本純偉,山下創一郎,田中 誠：

筑波大学におけるシミュレーション教育の立ち上げと現状
第3回日本医学シミュレーション学会（東京）10月,2007

No.45 山下創一郎,前田良太,高橋 宏,田中 誠：
開頭脳腫瘍摘出術後に原因不明の視機能障害をきたした症例

日本臨床麻酔学会第27回大会（東京）10月,2007
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No.46 高橋 宏：
麻酔経験・ハイリスク

日本臨床麻酔学会第27回大会（東京）10月,2007
No.47 渡邊和宏,星 拓男,宮部雅幸,田中 誠：

全身麻酔で管理した肺高血圧合併症妊婦に対する帝王切開術の麻酔経験
日本臨床麻酔学会第27回大会（東京）10月,2007

No.48 恩田將史,猪股伸一,田中 誠：
麻酔科初期研修医の喉頭展開における“BURP法”の効果

日本臨床麻酔学会第27回大会（東京）10月,2007
No.49 山田久美子,猪股伸一,田中 誠：

薬剤アレルギー歴のない患者の分離肺換気中に生じたセファメジンによるアナフィラキ
シー様反応

日本臨床麻酔学会第27回大会（東京）10月,2007
No.50 前田良太,山下創一郎,猪股伸一,水谷太郎,田中 誠：

多系統萎縮症患者の麻酔経験
日本臨床麻酔学会第27回大会（東京）10月,2007

No.51 谷貝理紗,宮部雅幸,高橋伸二：
ラリンジアルマスクは先端を頭側に向けて挿入すると入りやすい

日本臨床麻酔学会第27回大会（東京）10月,2007

その他
No.1 田中 誠：

麻酔と圧受容体反射
愛知医科大学大学院特別講義（名古屋）6月,2007
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臨床病理学グループ（2007年）

原 著
No.1 MaruyamaH,WatanabeS,KimuraT,LiangJY,NagasawaT,OnoderaM,AonumaK:

Granulocyte colony-stimulating factor prevents progression of monocrotaline-induced

pulmonaryarterialhypertentioninrats.

CirculationJournal71(1),138-143,2007

No.2 ZengQ,IsobeK,FuL,OhkoshiN,OhmoriH,TakekoshiK,KawakamiY:
Effectsofexerciseonadiponectinandadiponectinreceptorlevelsinrats.

LifeSci80,454-459,2007

No.3 FuL,IsobeK,ZengQ,SuzukawaK,TakekoshiK,KawakamiY:
β-adrenoreceptoragonistsdownregulateadiponectin,butupregulateadiponectinreceptor2
andtumornecrosisfactor-α expressioninadipocyte.

EurJPharmacol.569,155-162,2007

No.4 IsobeK,MinowadaS,TatsunoI,SuzukawaK,NissatoS,NanmokuT,HaraH,YashiroT,
KawakamiY,TakekoshiK:

NovelgermlinemutationsintheSDHBandSDHDgenesinJapanesepheochromocytomas.

HormRes.68,68-71,2007

No.5 HamanakaS,NabekuraT,OtsM,YoshidaH,NagataM,UsuiJ,TakahashiS,NagasawaT,
NakauchiH,OnoderaM:
Stabletransgeneexpressioninmicegeneratedfrom retrovirallytransducedembryonicstem

cells.

MolecularTherapy15(3),560-565,2007

No.6 FukudaT,IsobeK,KawakamiY,TakekoshiK:
AICARstimulatesTyrosineHydroxylaseactivityandCatecholamineSecretionbyActivation

ofAMPKinPC12Cells.

JournalofNeuroendocrinology19(8),621-631,2007

No.7 ZengQ,FuL,TakekoshiK,KawakamiY,IsobeK:
Effectsofshort-termexerciseonadiponectinandadiponectinreceptorlevelsinrats.

JAtherosclerThromb14,261-265,2007

No.8 KatsuraY,SuzukawaK,NanmokuT,NemotoN,MachinoT,ObaraN,OkoshiY,MukaiHY,
HasegawaY,KojimaH,KawakamiY,NagasawaT:
Myelodysplasticsyndromeaccompaniedbybasophiliaandeosinophiliawitht(5;12)(q31;p13).

CancerGeneticsandCytogenetics.178(1),85-88,2007

No.9 NemotoN,SuzukawaK,ShimizuS,ShinagawaA,TakeiN,TakiT,HayashiY,KojimaH,
KawakamiY,NagasawaT:
Identification ofanovelfusion geneMLL-MAML2 in secondary acutemyelogenous

leukemiaandmyelodysplasticsyndromewithinv(11)(q21q23).

GenesChromosomesCancer.46(9),813-9,2007

２９０

臨床病理学グループ（2007年）



No.10 MachinoT,OkoshiY,KanekoS,ObaraN,MukaiHY,SuzukawaK,HasegawaY,YamashitaY,
MoriN,KojimaH,NagasawaT:
HepatosplenicalphabetaT-celllymphomasuccessfullytreatedwithallogeneicbonemarrow

transplantation.

BoneMarrowTransplant.39(8),513-4,2007

No.11 KatsuraY,SasakiS,SatoM,YamaokaK,SuzukawaK,NagasawaT,YokotaJ,KohnoT:
InvolvementofKu80inmicrohomology-mediatedendjoiningforDNAdouble-strandbreaks

invivo.

DNARepair6(5),639-48,2007

著書・総説
No.1 AitaY,IsobeK,KanekoM,EisenhoferG,KanekoS,NissatoS,TakekoshiK,KawakamiY:

Differential expression of GDNF/RET/GFRa pathway genes in neuroblastomas and

pheochromocytomas.

FocusonNeuroblastomaResearch,EditorJulioFernandes,pp149-162,2007

No.2 竹越一博,磯部和正,川上 康：
遺伝性褐色細胞腫

内分泌・糖尿病科25(4),389-398,2007
No.3 竹越一博,磯部和正,川上 康：

悪性褐色細胞腫の遺伝子診断
ホルモンと臨床55(11),71-81,2007

No.4 竹越一博,磯部和正,川上 康：
内分泌疾患の遺伝子診断

臨床検査（特集：遺伝子診断とリスクファクター）51,1421-1426,2007

学会発表
No.1 竹越一博：

「遺伝子マーカーは悪性診断に有用か」
シンポジウム悪性褐色細胞腫の診断と治療 1月,2007

No.2 磯部和正：
カテコールアミン研究よもやま話

第13回医学6専攻研究セミナー 1月,2007
No.3 日下部学,鈴川和己,武藤秀治,越野繭子,工藤大輔,小原 直,大越 靖,向井陽美,

長谷川雄一,小島 寛,長澤俊郎：
骨髄球の増加が認められたSTAT5b-RARA融合遺伝子を有する急性白血病

日本臨床血液学会第158回例会 3月,2007
No.4 越野繭子,向井陽美,武藤秀治,小原 直,大越 靖,鈴川和己,長谷川雄一,小島 寛：

組織球性壊死性リンパ節炎および血球貪食症候群を合併したマイコプラズマ肺炎の一例
第69回日本血液学会総会・第49回日本臨床血液学会総会 1月,2007
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No.5 竹越一博：
「褐色細胞腫の遺伝子診断」

第17回臨床・内分泌代謝 Update.クリカルアワー6（副腎）3月,2007
No.6 竹越一博：

「褐色細胞腫,最近の話題－遺伝子異常を中心に－」
第3回東北信内分泌懇話会 3月,2007

No.7 大木圭子,南木 融,澤畑辰男,鈴川和己,川上 康：
急性リンパ性白血病細胞株に対するシクロスポリン投与によるDNMT1発現誘導と増殖抑
制

第56回日本医学検査学会 5月,2007
No.8 越野繭子,榎並輝和,田岡謙一,武藤秀治,小原 直,大越 靖,向井陽美,鈴川和己,

長谷川雄一,小島 寛：
リツキシマブが奏功した後天性TTP

日本臨床血液学会第159回例会 6月,2007
No.9 磯部和正,原 尚人,八代 享,竹越一博,川上 康：

悪性褐色細胞腫におけるSDHB遺伝子変異解析（要望演題）
第19回日本内分泌外科学会総会 6月,2007

No.10 磯部和正,竹越一博,蓑和田滋,高橋昭光,龍野一郎,八代 享,原 尚人,山田信博,

川上 康：
悪性褐色細胞腫におけるSDHB遺伝子変異解析（高得点演題）

第80回日本内分泌外科学会総会 6月,2007
No.11 竹越一博,磯部和正,川上 康：

Norepinephrine(NE)は内皮細胞においてNO活性・細胞増殖・VEGF発現を刺激する。
第80回内分泌学会学術総会 6月,2007

No.12 竹越一博：
「遺伝子解析の実際」

悪性褐色細胞腫WG第3回研究会 6月,2007
No.13 竹越一博：

「遺伝子解析領域について」
日本内分泌学会臨床重要課題、悪性褐色細胞腫の実態と有効な診断

治療戦略の開発検討委員会 9月,2007
No.14 磯部和正,竹越一博,川上 康：

悪性褐色細胞腫におけるSDHB遺伝子変異解析
第39回日本臨床検査自動化学会 9月,2007

No.15 TakekoshiK:
「GermlineMutationintheSDHBinJapaneseMalignantPheochromocytomas.」
PheochromocytomaConference2007NIH(featuredspeaker),Bethesda,Maryland 9月,2007

No.16 桂 行孝,鈴川和己,南木 融,根本範子,町野孝幸,小原 直,大越 靖,向井陽美,
長谷川雄一,小島 寛,川上 康,二宮治彦,長澤俊郎：

t(5;12)(q31;p13)を有し抗酸球増多と抗塩基球増多を伴ったMDSの1症例
第69回日本血液学会総会・第49回日本臨床血液学会総会 10月,2007
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No.17 小原 直,大越 靖,鈴川和己,向井陽美,長谷川雄一,小島 寛,長澤俊郎：
血液中サイトカインを用いた鼻型NK/T細胞リンパ腫の予後・病態解析

第69回日本血液学会総会・第49回日本臨床血液学会総会 10月,2007
No.18 竹越一博,磯部和正,川上 康：

SDHBおよびSDHD変異による褐色細胞腫の自験例について。
第11回日本心血管内分泌代謝学会 11月,2007

No.19 竹越一博：
「悪性褐色細胞腫の遺伝子診断」

第11回日本心血管内分泌代謝学会総会,
クリカルアワーⅡ（褐色細胞腫の診断と治療）11月,2007

No.20 磯部和正,竹越一博,川上 康：
悪性褐色細胞腫におけるSDHB遺伝子変異例と非変異例の比較

第54回日本臨床検査医学会学術集会 11月,2007
No.21 竹越一博：

「遺伝子解析領域について」
日本内分泌学会臨床重要課題,

「悪性褐色細胞腫の実態と有効な診断,治療戦略の開発」検討委員会 12月,2007
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臨床薬剤学グループ（2007年）

原 著
No.1 DokiK,HommaM,KugaK,KawanoS,AonumaK,YamaguchiI,KohdaY:

Impactofserum flecainideleveloncontrolofatrialfibrillationinacasetreatedwith

cardiacresynchronizationtherapy

JClinPharmTher32(4),409-411,2007

No.2 DokiK,HommaM,KugaK,AonumaK,SakaiS,YamaguchiI,KohdaY:
Gender-associateddifferencesinpharmacokineticsandanti-arrhythmiceffectsofflecainidein

Japanesepatientswithsupraventriculartachyarrhythmia

EurJClinPharmacol63(10),951-957,2007

No.3 蛯名清華,木澤義之,本間真人,和田哲郎,百 賢二,細野浩之,幸田幸直：
放射線療法で誘発された口腔粘膜炎にインドメタシンスプレーが奏効した5症例

PalliativeCareResearch2(1),301-306,2007

No.4 塚本晶子,本間真人,神林泰行,木津純子,幸田幸直：
芍薬甘草湯誘因性低カリウム血症発現に及ぼす種々の併用薬の影響

医療薬学33(8),687-692,2007
No.5 板垣文雄,加藤裕芳,元永伸也,市田泰彦,松井礼子,遠藤一司,神林泰行,本間真人,

幸田幸直：
がん化学療法を施行した外来患者における血清アルブミン濃度

医療薬学33(12),1032-1036,2007

総 説
No.1 熊田美由紀,幸田幸直：

甲状腺疾患治療薬
薬局58（増刊）,1293-1302,2007

No.2 鈴木嘉治,幸田幸直：
病院感染対策からみた抗真菌薬の選択

感染制御3(4),337-341,2007
No.3 本間真人,幸田幸直：

女性にみられる薬物動態の特徴 ベンゾジアゼピン系薬剤における体内動態の性差と臨床
効果

月刊薬事49(8),1121-1127,2007

著 書
No.1 幸田幸直,板垣文雄：

治療薬物モニタリング（TDM）標準薬剤学 改訂第2版
渡辺善照,芳賀 信 編

南江堂（東京）563-585,2007
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学会発表
No.1 飯村茂徳,土岐浩介,本間真人,神林泰行,幸田幸直,橋本フミ恵,林 秀徳：

整形外科関連疾患における患者持参薬の解析
日本薬学会 第127年会（富山）3月,2007

No.2 百 賢二,本間真人,鈴木嘉治,田嶋祥子,安部井誠人,幸田幸直：
チザニジン投与により低血圧を呈した肝機能障害の一症例

日本薬学会 第127年会（富山）3月,2007
No.3 山城智美,本間真人,神林泰行,幸田幸直：

ゾルピデムとブロチゾラムの睡眠効果に及ぼす性差の影響
日本薬学会 第127年会（富山）3月,2007

No.4 細野浩之,本間真人,熊田美由紀,土岐浩介,神林泰行,幸田幸直：
造血幹細胞移植におけるタクロリムスとボリコナゾールの薬物相互作用

日本薬剤学会第22年会（埼玉）5月,2007
No.5 板垣文雄,加藤裕芳,元永伸也,市田泰彦,松井礼子,本間真人,幸田幸直,堀越建一,

遠藤一司：
がん化学療法を施行した外来患者における血清アルブミン濃度

第57回日本病院学会（つくば）6月,2007
No.6 嶋田沙織,本間真人,幸田幸直：

胃癌切除患者の貧血に及ぼす十全大補湯投与の効果
医療薬学フォーラム2007 第15回クリニカルファーマシーシンポジウム

（山形）7月,2007
No.7 中島 綾,土岐浩介,塚田裕美,本間真人,伊藤 聡,住田孝之,幸田幸直：

膠原病患者におけるグルココルチコイド製剤の副作用発現に関する調査
第4回 茨城リウマチケア研究会（茨城）7月,2007

No.8 本間真人,椎名信允,土岐浩介,安部井誠人,松崎靖司,兵頭一之介,幸田幸直：
赤血球中リバビリン濃度に基づく体内からのリバビリン消失の評価

第24回日本TDM学会学術大会（金沢）7月,2007
No.9 大畑 瞳,本間真人,神林泰行,木津純子,幸田幸直：

CYPを介したワルファリンの薬物相互作用に関する実態調査
日本病院薬剤師会関東ブロック 第37回学術大会（栃木）8月,2007

No.10 栗原靖貴,渡邊千芙美,奥山ゆず香,根岸文子,本間真人,土岐浩介,幸田幸直,

渡邊真知子：
末梢血におけるCYP分子種（2D6、3A4、2C9）発現量の加齢による影響

日本病院薬剤師会関東ブロック 第37回学術大会（栃木）8月,2007
No.11 塚田裕美,本間真人,神林泰行,百 賢二,石川智景,蛯名清華,久能英子,熊田美由紀,

鈴木邦広,幸田幸直：
ワルファリンとカルバマゼピンの併用症例におけるPT-INRの変動

日本病院薬剤師会関東ブロック 第37回学術大会（栃木）8月,2007
No.12 香取久美,本間真人,神林泰行,濱田洋実,吉川裕之,幸田幸直：

胎児外来における妊娠と薬に関する相談の実態
第17回日本医療薬学会年会（群馬）9月,2007
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No.13 新藤郁子,本間真人,蛯名清華,細野浩之,百 賢二,鈴木嘉治,神林泰行,木澤義之,

幸田幸直：
口腔粘膜炎に対するインドメタシンスプレーの使用実態調査および有効性評価

第17回日本医療薬学会年会（群馬）9月,2007
No.14 鈴木邦広,土岐浩介,本間真人,幸田幸直：

メトトレキサートの血中濃度におよぼすプロトンポンプ阻害薬併用の影響
第17回日本医療薬学会年会（群馬）9月,2007

No.15 根岸文子,奥山ゆず香,柳真志帆,本間真人,土岐浩介,幸田幸直,原 宏和,成松鎭雄,
渡邊真知子：

日本人末梢血中のCYP2D6mRNA発現量に及ぼす*10の影響
第17回日本医療薬学会年会（群馬）9月,2007

No.16 元永伸也,市田泰彦,加藤裕芳,古瀬純司,板垣文雄,幸田幸直,遠藤一司：
ゲムシタビンの血液毒性に影響を与える因子の検討

第17回日本医療薬学会年会（群馬）9月,2007
No.17 DokiK,HommaM,KugaK,AonumaK,YamaguchiI,KohdaY:

Sexdifferencesinpharmacokineticsandanti-arrhythmiceffectsofflecainideinJapanese

patientswithsupraventriculartachyarrhythmia

10thInternationalCongressofTherapeuticDrugMonitoring&ClinicalToxicology

(Nice)9月,2007
TherDrugMonit29(4),479,2007

No.18 中島 綾,宮田恵子,武石由香里,鈴木 充,飯村純子,細野浩之,本間真人,幸田幸直,

赤座英之：
臨床試験プロトコールからの逸脱の防止

第7回 CRCと臨床試験のあり方を考える会議（神奈川）9月,2007
No.19 椎名信允,本間真人,土岐浩介,安部井誠人,兵頭一之介,池上 正,松崎靖司,幸田幸直：

血中リバビリン濃度測定に基づくリバビリン療法中止後の避妊期間の検証
第51回 日本薬学会関東支部大会（東京）10月,2007

No.20 幸田幸直：
日本病院薬剤師会の生涯学習への取り組み

第40回日本薬剤師会学術大会（シンポジウム）（神戸）10月,2007
No.21 Kihara-NegishiF,YanagiM,OkuyamaY,NarimatsuS,HaraH,HommaM,KohdaY,

WatanabeM:

Up-regulationofCYP2D6*10mRNAexpressioninperipheralbloodlymphocytes

8thInternationalISSXmeeting(Sendai)10月,2007
DrugMetabolismReviews39(supp.1),103-104,2007

No.22 HommaM,WakaeM,ShiinaN,DokiK,AbeiM,HyodoI,YamaguchiI,KohdaY:
Impactoferythrocyteribavirinpharmacokineticsininterferonandribavirincombination

therapyforhepatitisCviruseradication

8thInternationalISSXmeeting(Sendai)10月,2007
DrugMetabolismReviews39(supp.1),375-376,2007
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No.23 大槻純子,堀内 学,本間真人,百 賢二,関 利一,西野理恵子,島根裕子,住谷賢治,
樫村晃世,加藤 誠,幸田幸直：

茨城県民を対象とした健康食品（サプリメント）に関するアンケート調査
茨城県薬剤師学術大会 第18回（茨城）11月,2007

No.24 嶋田沙織,本間真人,中原 朗,兵頭一之介,幸田幸直：
十全大補湯投与により低カリウム血症をきたした症例

日本東洋医学会関東甲信越支部 第15回茨城県部会学術集会（茨城）11月,2007
No.25 土岐浩介,本間真人,久賀圭祐,青沼和隆,幸田幸直：

フレカイニドの代謝におよぼす加齢の影響はCYP2D6遺伝子多型によって異なる
第28回 日本臨床薬理学会年会（宇都宮）11月,2007

臨床薬理 38(suppl),S236,2007

No.26 本間真人,熊田美由紀,細野浩之,土岐浩介,長谷川雄一,小島 寛,大河内信弘,

幸田幸直：
アゾール系抗真菌薬の併用がタクロリムスの血中濃度に及ぼす影響

第12回 日本臓器保存生物医学会（札幌）11月,2007
OrganBiology14(3),250,2007

No.27 本間真人：
プロトンポンプ阻害剤（PPI）の薬物相互作用

第5回ながの遺伝子発現調節研究会（松本）11月,2007
No.28 鈴木嘉治,本間真人,土岐浩介,板垣文雄,幸田幸直：

健常被験者におけるタクロリムス血中濃度の母集団薬物動態解析
第1回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム（東京）12月,2007

No.29 中澤佑介,百 賢二,神林泰行,本間真人,幸田幸直：
調剤過誤防止に向けた処方せん作成システムの開発とその有用性

第8回医療マネジメント学会茨城県地方学術集会（茨城）12月,2007

その他
No.1 幸田幸直：

4年制卒薬剤師のスキルアップとしての大規模生涯研修事業について
ファーマシー &セラピーNo.54,8,2007

No.2 幸田幸直：
新カリキュラム対応研修について

日本病院薬剤師会雑誌43(S7),5-6,2007
No.3 本間真人：

YAKU学最前線−研究現場からあなたへ−現代医療における漢方薬の適正使用
薬事日報 8月,2007

No.4 幸田幸直：
生涯研修への専門薬剤師の関わり

ラジオNIKKEI（東京）2月,2007
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No.5 幸田幸直：
薬剤師から見た分子標的薬剤の使い方について

茨城泌尿器疾患QOL研究会2007（つくば）2月,2007
No.6 本間真人：

ワルファリンの使用実態に基づく薬物相互作用の解析
抗凝固剤を使いこなすワーファリンセミナー（つくば）3月,2007

No.7 本間真人：
症例から考える薬物相互作用

野田市薬剤師会勉強会（野田）3月,2007
No.8 幸田幸直：

病院薬剤師の使命と生涯研修
第30回茨城県病院薬剤師会新任薬剤師研修会（水戸）5月,2007

No.9 本間真人：
個別化医療と医薬品適正使用

平成19年度国公私立大学病院薬剤部職員研修会（東京）5月,2007
No.10 本間真人：

症例から考える薬物相互作用
第18回水戸臨床薬剤セミナー（水戸）6月,2007

No.11 幸田幸直：
腎機能低下例への薬剤投与

第3回地域医療を考える会TSUKUBA（つくば）9月,2007
No.12 幸田幸直：

病院薬剤師は今、医療現場の視点から
奥羽大学薬学部公開講座（郡山）10月,2007

No.13 本間真人：
薬学6年制に相応しい病院実習とは

第27回医療薬学公開シンポジウム（東京）10月,2007
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医療科学グループ（2007年）

原 著
No.1 NakamuraJ:

ProteinkinaseC-dependentantilipolysisbyinsulininratadipocytes.

BiochimBiophysActa771(9),1195-1201,2007

No.2 HataM,TokuueK,SugaharaS,TohnoE,FukumitsuN,HashimtoT,OhnishiK,NemotoK,
OharaK,SakaeT,AkineY:

Proton irradiation in a single fraction for hepatocellular carcinoma patients with

uncontrollableascites.Technicalconsiderationsandresults.

StrahlentherOnkol.83(8),411-6,2007

No.3 OkamotoY,MinamiM,TohnoE,AnnoI,KunimatsuA,UedaT:
Multifocalperipheralnerveinvolvementassociatedwithmultiplemyeloma.

SkeletalRadiol.36(12),1191-3,2007

No.4 MizumotoM,TokuuyeK,SugaharaS,HataM,FukumitsuN,HashimotoT,OhnishiK,

NemotoK,OharaK,MatsuzakiY,TohnoE,AkineY:
Protonbeam therapyforhepatocellularcarcinomawithinferiorvenacavatumorthrombus:

reportofthreecases.

JpnJClinOncol.37(6),459-62,2007

No.5 HataM,TokuuyeK,SugaharaS,TohnoE,NakayamaH,FukumitsuN,MizumotoM,AbeiM,
ShodaJ,MinamiM,AkineY:

Protonbeamtherapyforagedpatientswithhepatocellularcarcinoma.

IntJRadiatOncolBiolPhys.69(3),805-12,2007

No.6 SundararaianS,TohnoE,KammaH,UenoE,MinamiM:
RoleofultrasonographyandMRIinthedetectionofwideintraductalcomponentof

invasivebreastcancer-aprospectivestudy.

ClinRadiol.62(3),252-61,2007

No.7 TsurutaW,YamamotoT,SuzukiK,YoshidaF,MatsumuraA:
Simplenewmethodformakingaratcarotidarterypost-angioplastystenosismodel.

NeurolMedChir(Tokyo).47(11),525-9,2007

No.8 佐藤晶子,櫻井秀子,長澤俊郎,二宮治彦:

Heinz小体生成試験における変性ヘモグロビンのフローサイトメトリーによる定量的検出
日本検査血液学会雑誌8(2),146-155,2007

No.9 YamaneTakashi,MaruyamaOsamu,NishidaMasahiro,KosakaRyo,SugiyamaDaisuke,

MiyamotoYusuke,KawamuraHiroshi,KatoTakahisa,SanoTakeshi,OhkuboTakeshi,

SankaiYoshiyuki,ShigetaOsamu,TsutsuiTatsuo:
Hemocompatibilityofahydrodynamiclevitationcentrifugalbloodpump

JournalofArtificialOrgans10(2),71-76,2007
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総 説
No.1 佐藤晶子,長澤俊郎,二宮治彦：

赤血球膜異常の検出法としてのフローサイトメトリー：発作性夜間ヘモグロビン尿症
（PNH）の病態解析の基礎と応用

膜32(3),147-154,2007
No.2 二宮治彦：

プライマリ・ケア医のための貧血の診かた
「胃切除後の貧血の診かた」

治療 89(8),2483-2488,2007

著 書
No.1 二宮治彦：

発作性夜間ヘモグロビン尿症
今日の治療指針2007

医学書院（東京）463-464,2007

学会発表
No.1 佐藤晶子,長谷川雄一,小島 寛,長澤俊郎,二宮治彦：

網赤血球ゲーティングフローサイトメトリーによるPNH赤血球平均寿命の推定
日本検査血液学会 第8回総会（福井）7月,2007

日本検査血液学会雑誌8S58,2007
No.2 上妻行則,結城智嗣,鈴木英紀,二宮治彦,長澤俊郎,小島 寛：

巨核球造血における BH3-onlyproapoptoticprotein,Bimの役割
第69回 日本血液学会（横浜）10月,2007

No.3 NinomiyaHaruhiko,SatoShoko,HasegawaYuichi,KojimaHiroshi,NagasawaToshiro:
PNH-affectedRBC’smeanlifespanestimatedbyreticulocyte-gatedflowcytometryreflects
invivohemolysisinPNH.

49thAnnualMeeting,AmericanSocietyofHematology(Atlanta,GA)12月,2007
Blood(ASHAnnualMeetingAbstracts),110,3679.11月,2007

No.4 西田正浩,木暮尚登,山根隆志,丸山 修,小阪 亮,山本好宏,桑名克之,山海嘉之,
筒井達夫：
MERAモノピボット遠心ポンプの流れ解析

日本機械学会第19回バイオエンジニアリング講演会（仙台）1月,2007
No.5 YamaneT,KogureH,NishidaM,MaruyamaO,KosakaR,KawamuraH,YamamotoY,

KuwanaK,SankaiY,TsutsuiT:
Anti-thrombogenicpropertyofMERAmonopivotcentrifugalpump

The2ndMeetingoftheInternationalFederationforArtificialOrgans（大阪）10月,2007
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No.6 NishidaM,KogureH,YamaneT,MaruyamaO,KosakaR,KawamuraH,YamamotoY,

KuwanaK,SankaiY,TsutsuiT:
HEMOCOMPATIBILITY EVALUATION OF A MONOPIVOT CIRCULATORY ASSIST

PUMP

ThirdAsianPacificConferenceonBiomechanics（東京）11月,2007
No.7 NishidaMasahiro,KogureHisato,YamaneTakashi,MaruyamaOsamu,KosakaRyo,

KawamuraHiroshi,YamamotoYoshihiro,KuwanaKatsuyuki,SankaiYoshiyuki,TsutsuiTatsuo:
HEMOCOMPATIBILITY EVALUATION BY EXPERIMENTAL AND COMPUTATIONAL

FLUIDDYNAMICANALYSESOFAMONOPIVOTCIRCULATORYASSISTPUMP

15thCongressofInternationalSocietyforRotaryBloodPump(Sydney)11月,2007
No.8 YamaneT,NishidaM,MaruyamaO,KosakaR,KogureH,KawamuraH,YamamotoY,

KuwanaK,SankaiY,TsutsuiT:
DURABILITY AND ANTI-THROMBOGENICITY OFMERA MONOPIVOTCENTRIFU-

GALPUMP

15thCongressofInternationalSocietyforRotaryBloodPump(Sydney)11月,2007
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救急・集中治療医学グループ（2007年）

原 著
No.1 SchreckingerM,GeocadinRG,SavonenkoA,YamashitaS,MelnikovaT,ThakorNV,HanleyDF:

Long-lastingcognitiveinjuryinratswithapparentfullgrossneurologicalrecoveryafter

short-termcardiacarrest.

Resuscitation75(1),105-113,2007

No.2 清水 雄,高橋 宏,松宮直樹,宮部雅幸,田中 誠：
帝王切開後原発性肺高血圧症悪化により死亡した1症例

麻酔56,949-952,2007
No.3 水谷太郎：

人工呼吸器からのウイニングのガイドライン離脱のプロセス
人工呼吸24(2),198,2007

No.4 清水 雄,高橋伸二,渡邊和宏,水谷太郎：
人工呼吸器を用いる際の安全対策－ナースコール連携システムの有用性－第2報

人工呼吸24(2),248,2007
No.5 田辺海春,飯塚裕子,上圷諒子,津山亨子,水谷太郎：

気道加湿に対する加温加湿器の有効性に関する研究
人工呼吸 24(2),284,2007

No.6 萩谷圭一,渡邊和宏,助川岩央,川口寿彦,高橋伸二,水谷太郎：
「ネブライザーマスク」は酸素マスクと別物か？－酸素マスク側孔の形状によるFIO2の比
較－

人工呼吸 24(2),289,2007

No.7 YoshidaK,SeoY,YamasakiH,TanoueK,MurakoshiN,IshizuT,SekiguchiY,KawanoS,
OtsukaS,WatanabeS,YamaguchiI,AonumaK:

Effectoftriangleventricularpacingonhaemodynamicsanddyssynchronyinpatientswith

advancedheartfailure:acomparisonstudywithconventionalbi-ventricularpacingtherapy.

EurHeartJ,28,2610-9,2007

No.8 町野 毅,久賀圭祐,河野 了,渡辺重行,山口 巖,青沼和隆,土岐浩介,香取久美,
本間真人,幸田幸直：

フレカイニドのクリアランスに及ぼす性差の影響
成人病と生活習慣病37,572-573,2007

総 説
No.1 星 拓男,水谷太郎：

ICUにおける循環管理と長期予後
ICUとCCU31,509-516,2007

No.2 萩谷圭一,水谷太郎：
輸液管理とケアQ&A－こんなとき,どうしたらよいの？－

ナーシングケアQ&A17,（岡元和文編）54-55,2007
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No.3 瀬尾由広：
重症心不全の非薬物療法

TheCirculationFrontier11(1),5-17,2007

No.4 瀬尾由広：
心不全における非同期性心室収縮

Heartview,11(6),20-28,2007

No.5 瀬尾由広：
CRT-Dの適応と治療効果の判定

心臓,39(7),613-619,2007
No.6 瀬尾由広,水谷太郎：

輸液管理とケア フォレスターの分類からみた輸液管理とは何か
ナーシングケアQ&A17,52-53（岡元和文編）,2007

No.7 瀬尾由広：
スペックルトラッキング法により知りうる局所心筋の歪を臨床に応用する

映像情報メディカル 39(9),864-867,2007

No.8 河野 了,山口 巖：
心不全 大改訂ガイドラインから第一線実地診療へ 心電図により心不全を評価する

MedicalPractice24,821-825,2007

No.9 河野 了：
【心不全 最新の基礎・臨床研究の進歩】 心不全治療薬概論 β遮断薬 主要薬剤各
論 特徴,作用機序,薬物動態,適応・禁忌,臨床成績,副作用（解説/特集）

日本臨床65,91-97,2007

著 書
No.1 星 智也,河野 了,飯田啓治：

肥大型心筋症ハンドブック－無症状例の管理と治療
日本医事新報社,295-303,2007

No.2 河野 了,山口 巖：
肥大型心筋症/治療 ペースメーカー

新目でみる循環器病シリーズ15 心筋症 メジカルビュー社,東京,154-157,2007

学会発表
No.1 星 拓男,宮部雅幸,田中 誠：

気管挿管後にリークによって判明した製造工程が原因による気管チューブ不良の一例
第7回麻酔科学ウインターセミナー（ニセコ）2月,2007

No.2 吉牟田佳代,星 拓男：
スーパーローテーションは,無駄か？

第7回麻酔科学ウィンターセミナ－（ニセコ）2月,2007
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No.3 UnokiT,MizutaniT,ToyookaH:
Effectsofdifferentventilationstrategiesinresponsetopronepositioninginarabbitmodel

ofacutelunginjury.

SocietyofCriticalCareMedicine36thCriticalCareCongress(Orlando)2月,2007
No.4 SatsumaeT,SaitoS,MoriT,InomataS:

Grandmalseizureinducedbyropivacaineafterbrachialplexusblockwithoutaccidental

intravascularinjection;Aninfluenceofpredispositiontoconvulsion.

81rdInternationalAnesthesiaResearchsocietyMeeting(Orlando)3月,2007
No.5 Ryou Kawamura,Yoshihiro Seo,Tomoko Ishizu,Noriyuki,Takeyasu,ShigeyukiWatanabe,

KazutakaAonuma:

EffectsofStatinTreatmentsonCarotidPlaqueStabilizationAssociatewithReductionsof

OxidizedLow-DensityLipoprotein.

日本循環器学会（神戸）3月,2007
No.6 Tomoko Ishizu,Yoshihiro Seo,Ryou Kawamura,Noriyuki,Takeyasu,ShigeyukiWatanabe,

KazutakaAonuma:

EffectsofStatinTreatmentsonCarotidPlaqueStabilizationAssociatewithReductionsof

OxidizedLow-DensityLipoprotein.

日本循環器学会（神戸）3月,2007
No.7 KiyokoUno,YoshihiroSeo,TomokoIshizu,SadanoriOtsuka,ShigeyukiWatanabe,Kazutaka

Aonuma:

LeftAtrialVolumesAssessed by Echocardiography Compared to MagneticResonance

Imaging

日本循環器学会（神戸）3月,2007
No.8 YoshihiroSeo,SadanoriOtsuka,KiyokoUno,ShigeyukiWatanabe,KazutakaAonuma:

UtilityofTaggedMagneticResonanceImagingCombinedwithDeformableGridObtained

byBlock-MatchingAlgorithm

日本循環器学会（神戸）3月,2007
No.9 YoshihiroSeo,TomokoIshizu,KentaroYoshida,HiroYamazaki,KazuyukiTanoue,

Tomoko Ishizu,NobuyukiMurakoshi,Yukio Sekiguchi,Satoru Kawano,SadanoriOtsuka,
ShigeyukiWatanabe,IwaoYamaguchi,KazutakaAonuma:

Propagation Delay ofActive MyocardialMovementDetermined By Speckle Tracking

IdentifiesRespondersofCardiacResynchronization(FeaturedResearch)

日本循環器学会（神戸）3月,2007
No.10 YoshihiroSeo,KentaroYoshida,HiroYamazaki,KazuyukiTanoue,TomokoIshizu,

NobuyukiMurakoshi,YukioSekiguchi,SatoruKawano,SadanoriOtsuka,ShigeyukiWatanabe,
IwaoYamaguchi,KazutakaAonuma:

(Round Table Discussion) Effecton Hemodynamics and Dyssynchrony by Triangle

VentricularPacinginPatientswithAdvancedHeartFailure.

日本循環器学会（神戸）3月,2007
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No.11 TomoyaHoshi,YoshihiroSeo,KentarouYoshida,SatoruKawano,ShigeyukiWatanabe,
IwaoYamaguchi,KazutakaAonuma:

Limitationofcardiacresynchronizationtherapyinimprovementofseverefunctionalmitral

regurgitationduetotetheringeffect.

日本循環器学会（神戸）3月,2007
No.12 TomokoIshizu,YoshihiroSeo,RyouKawamura,KiyokoUno,ShigeyukiWatanabe,

KazutakaAonuma:

DyssynchronyDeteriorateLeftVentricularTwistinPatientswithDilatedCardiomyopathy.

日本循環器学会（神戸）3月,2007
No.13 FumikoSakamaki,YoshihiroSeo,TomokoIshizu,SatomiIchikawa,NorikoIida,

HidekiNakajima,TakeshiInaba,Satorukawano,Shigeyukiwatanabe,KazutakaAonuma,
Iwaoyamaguchi:

FeasibilityandUtilityofM-modeSeptaltoPosteriorWallMotionDelayAsaScreening

MethodofLeftVentricularDyssynchrony.

日本循環器学会（神戸）3月,2007
No.14 HidekiNakajima,YoshihiroSeo,TomokoIshizu,SatomiIchikawa,NorikoIida,

FumikoSakamaki,TakeshiInaba,Satorukawano,Shigeyukiwatanabe,KazutakaAonuma,
Iwaoyamaguchi:

Utility ofrealtime 3-dimensionalechocardiography in evaluation ofsevere tricuspid

regurgitationduetopacemakerorimplantablecardioverter-defibrillatorleads.

日本循環器学会（神戸）3月,2007
No.15 水谷太郎：

シンポジウム2/座長「呼吸療法サポートチームの意義と方法」
第34回日本集中治療医学会学術集会（神戸）3月,2007

No.16 萩谷圭一,高橋伸二,清水 雄,星 拓男,田中 誠,水谷太郎：
パルスオキシメータの異常波形表示現象

第34回日本集中治療医学会学術集会（神戸）3月,2007
No.17 吉野雅美,津山亨子,樅山定美,川口寿彦,水谷太郎：

酸素吸入時の加湿の必要性について－第二報－
第34回日本集中治療医学会学術集会（神戸）3月,2007

No.18 瀬尾由広,渡辺重行,石津智子,武安法之,青沼和隆：
冠動脈疾患症例における動脈硬化惹起因子と非侵襲的検査法との関連

第104回日本内科学会総会（大阪）4月,2007
No.19 関口幸夫,吉田健太郎,瀬尾由広,田上和幸,村越伸行,山崎 浩,久賀圭祐,河野 了,

青沼和隆,山口 巖：
肺動脈起源特発性心室性不整脈における発生起源部位の電気生理学的特徴

第104回日本内科学会総会（大阪）4月,2007
No.20 瀬尾由広：

東芝メディカルシステム ランチョンセミナー スッペクルトラッキング法により知りう
る局所心筋の歪を臨床に応用する

日本心エコー図学会（軽井沢）4月,2007
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No.21 中島英樹,瀬尾由広,飯田典子,酒巻文子,稲葉 武,川村 龍,宇野希世子,石津智子,
青沼和隆：
3D心エコー図法によるペースメーカリード起因性三尖弁閉鎖障害の診断

日本心エコー図学会（軽井沢）4月,2007
No.22 酒巻文子,瀬尾由広,宇野希世子,石津智子,亀谷里美,飯田典子,中島英雄,稲葉 武,

河野 了,渡辺重行,青沼和隆：
任意方向Mモード法による左室dyssynchrony検出に関する検討

日本心エコー図学会（軽井沢）4月,2007
No.23 酒巻文子,瀬尾由広,宇野希世子,石津智子,亀谷里美,飯田典子,中島英雄,稲葉 武,

河野 了,渡辺重行,青沼和隆：
拡張型心筋症におけるMモード法を用いた左室内dyssynchrony検出とQRS時間との関連
についての検討

日本心エコー図学会（軽井沢）4月,2007
No.24 瀬尾由広,石津智子,宇野希世子,亀谷里美,酒巻文子,飯田典子,中島英雄,稲葉 武,

河野 了,渡辺重行,青沼和隆：
スペクルトラッキング法による能動的左室収縮遅延の同定は心室再同期療法レスポンダー
の予測に有用である

日本心エコー図学会（軽井沢）4月,2007
No.25 宇野希世子,瀬尾由広,石津智子,小宅康之,酒井俊,大塚定德,田中優美子,南 学,

渡辺重行,青沼和隆：
心エコーによる左房容量の測定－MagneticResonanceImagingとの比較

日本心エコー図学会（軽井沢）4月,2007
No.26 石津智子,瀬尾由広,宇野希世子,亀谷里美,酒巻文子,飯田典子,中島英雄,稲葉 武,

河野 了,渡辺重行,青沼和隆：
左室同期不全は左室捻れ運動の独立規定因子である

日本心エコー図学会（軽井沢）4月,2007
No.27 高橋伸二：

心臓血管疾患における最新の周術期管理
第35回日本血管外科学会総会ランチョンセミナー7（名古屋）5月,2007

No.28 瀬尾由広,石津智子,宇野希世子,亀谷里美,酒巻文子,飯田典子,中島英雄,稲葉 武,
河野 了,渡辺重行,青沼和隆：

パネルディスカッション 手術場･ICUでの心エコー
外科･内科･麻酔科の連携CRTおよびPTMC治療効果判定におけるカテ室内心エコーの有用性

第80回日本超音波医学会（鹿児島）5月,2007
No.29 飯田典子,石津智子,瀬尾由広,宇野希世子,亀谷里美,酒巻文子,中島英雄,稲葉 武,

河野 了,渡辺重行,青沼和隆：
左室同期不全と左室捻れ運動の関連

第80回日本超音波医学会（鹿児島）5月,2007
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No.30 瀬尾由広,吉田健太郎,村越伸行,関口幸男,石津智子,渡辺重行,山口 巖,青沼和隆：
シンポジウムCRT-PとCRT-D植込みの現状と今後の課題

3点ペーシングCRTの利点と適応症例について
日本不整脈学会（広島）5月,2007

No.31 星 拓男,佐藤希望,高木俊一,田中 誠：
後期臨床研修医の理想と大学間の違い－女子医大と筑波大学の違い－

第4回麻酔科学サマーセミナー（沖縄）6月,2007
No.32 清水 雄,猪股伸一,田中 誠：

プロポフォール急速注入が血管痛とラリンゲルマスク挿入成功率に及ぼす効果
日本麻酔科学会第54回学術集会（札幌）6月,2007

No.33 高橋伸二,山本純偉,水谷太郎,田中 誠：
筑波大学臨床医学系教員のCPR教育に対する意識調査

日本麻酔科学会第54回学術集会（札幌）6月,2007
No.34 小川 剛 ,高橋 宏,高橋伸二,田中 誠：

観血的動脈圧波形から得られる非侵襲的心拍出量測定装置2機種の比較
日本麻酔科学会第54回学術集会（札幌）6月,2007

No.35 筒井紗也子,星 拓男,宮部雅幸：
硬膜外麻酔による子宮癌根治術後に発症した下肢コンパートメント症候群の一例

日本麻酔科学会第54回学術集会（札幌）6月,2007
No.36 TomokoIshizu,YoshihiroSeo,RyoKawamura,KiyokoUno,KazutakaAonuama:

Dyssynchronydecreasesleftventriculartwistinpatientswithdilatedcardiomyopathy

アメリカ心エコー図学会（シアトル,USA） 6月,2007
No.37 RyoKawamura,YoshihiroSeo,TomokoIshizu,NaokoMoriyama,KiyokoUno,

ToshiyukiIshimitsu,ShigeyukiWatanabe,KazutakaAonuma:

VelocitydifferencebetweenearlydiastolicDopplertransmitralflow andcolorM-mode

propagationasareliablesurrogatemeasuretoestimatethepulmonarywedgepressure.

アメリカ心エコー図学会（シアトル,USA）6月,2007
No.38 水谷太郎：

離脱のプロセス
第29回日本呼吸療法医学会学術総会（岡山市）7月,2007

No.39 清水 雄,高橋伸二,渡邊和宏,水谷太郎：
人工呼吸器を用いる際の安全対策－ナースコール連携システムの有用性－第2報

第29回日本呼吸療法医学会学術総会（岡山市）7月,2007
No.40 卯野木健,水谷太郎,豊岡秀訓：

ウサギALIモデルにおけるVentilationStrategyの違いが腹臥位換気の効果に及ぼす影響
第29回日本呼吸療法医学会学術総会（岡山市）7月,2007

No.41 田辺海春,飯塚祐子,上圷諒子,津山亨子,水谷太郎：
酸素マスクによる酸素投与時の加湿加湿器の有効性

第29回日本呼吸療法医学会学術総会（岡山市）7月,2007
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No.42 萩谷圭一,渡邊和宏,助川岩央,川口寿彦,高橋伸二,水谷太郎：
「ネブライザーマスク」は酸素マスクと別物か？－酸素マスク側孔の形状によるFi02の比
較－

第29回日本呼吸療法医学会学術総会（岡山市）7月,2007
No.43 石津智子,野口祐一,塩塚潤二,中島英樹,町野智子,瀬尾由広,武安法之,渡辺重行,

青沼和隆：
2Dスペックルトラッキング法を用いた高度冠動脈狭窄病変における安静時心内膜側壁運
動異常の検討

先進心血管エコー研究会（大阪）8月,2007
No.44 渡邊和宏,萩谷圭一,清水 雄,星 拓男,水谷太郎,楯川幸弘：

セボフルレンの長期吸入療法にて治療した重症気管支攣縮の乳児例
第16回日本集中治療医学会関東甲信越地方会（横浜）8月,2007

No.45 山本純偉,山下創一郎,田中 誠：
フェンタニルとレミフェンタニルの麻酔導入時心拍変動への作用

第14回日本静脈麻酔学会（Venice）9月,2007
No.46 宮部雅幸,高橋 宏,星 拓男,左津前剛,平石恵美子,大河内信弘：

手術部の効率的運営における麻酔科医の立場と役割
第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007

No.47 高橋 宏,星 拓男,左津前剛,平石恵美子,大河内信弘,宮部雅幸：
カセット式二酸化炭素吸収剤交換時の提案：パッケージによる換気困難を生じた症例の経
験から

第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007
No.48 野口茂樹,平石恵美子,左津前剛,高橋 宏,宮部雅幸：

パークベンチ体位による褥瘡発生の予防方法：三重構造ベッドマットの有用性
第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007

No.49 古垣達也,高橋 宏,星 拓男,左津前剛,宮部雅幸：
医療機器における改正医療法による保守点検と従来方法との比較

第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007
No.50 石垣麻衣子,星 拓男：

片肺換気中に冠動脈攣縮を起こした症例
第12回日本心臓血管麻酔学会（福岡）9月,2007

No.51 瀬尾由広：
シンポジウム心不全に対する非薬物治療
PatientswithAdvancedHeartFailureNeedCRT-PorCRT-D?

日本心不全学会（千葉）9月,2007
No.52 AkiyamaD,HommaS,MurakoshiN, KoyamaT, HiguchiH, MachinoT,TajiriK,SeoY,

KawanoS,OhtsukaS,AonumaK:
Granulocytepenia observed during bosentan adminstration therapy in a patientwith

pulmonaryarterialhypertension

第11回 日本心不全学会学術集会（千葉）9月,2007
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No.53 川村 龍,瀬尾由広,石津智子,宇野希世子,渡辺重行,青沼和隆：
拡張早期僧帽弁流入血流速度とカラーMモード左室流入血流伝播速度による肺動脈楔入
圧の推定

日本心臓病学会（千葉）9月,2007
No.54 宇野希世子,瀬尾由広,石津智子,小宅康之,酒井 俊,大塚定徳,田中優美子,南 学,

渡辺重行,青沼和隆：
心エコーによる左房容量測定方法の検討―MRIとの比較

日本心臓病学会（千葉）9月,2007
No.55 石津智子,瀬尾由広,森山直子,川村 龍,宇野希世子,武安法之,渡辺重行,青沼和隆：

第55回日本心臓病学会（千葉）9月,2007
No.56 石津智子,瀬尾由広,宇野希世子,金本 都,野口祐一,河野 了,渡辺重行,青沼和隆：

左室同期不全を伴う拡張型心筋症における左室捻れ運動のい解析
第55回日本心臓病学会（千葉）9月,2007

No.57 田尻和子,関口幸夫,村越伸行,小山 崇,樋口甚彦,町野 毅,秋山大樹,瀬尾由広,

河野 了,大塚定徳,青沼和隆：
薬剤抵抗性の心不全にたいし肺静脈隔離術とmodefiedBatista手術が奏効した一例

第55回日本心臓病学会学術集会（千葉）9月,2007
No.58 瀬尾由広,石津智子,川村 龍,宇野希世子,吉田健太郎,関口幸夫,河野 了,渡辺重行,

青沼和隆：
心室順次ペーシングを用いた心室再同期療法至適設定における心エコー図法の有用性

第55回日本心臓病学会（千葉）9月,2007
No.59 ShimizuT,InomataS,TanakaM:

Rapidinjectionofpropofolreducesinjectionpainandfacilitateslaryngealmaskinsertion

AmericanSocietyofAnesthesiologists2007AnnualMeeting(SanFrancisco)10月,2007
No.60 ShimizuT,InomataS,TanakaM:

Progesteronemaydecreasesevofluranerequirementforhypnosisinmalemice:A dose-

responsestudy

AmericanSocietyofAnesthesiologists2007AnnualMeeting(SanFrancisco)10月,2007
No.61 OgawaT,TakahashiH,TakahashiS,TanakaM:

Comparison ofpulseCO and APCO,cardiac outputmonitoring by arterialpressure

waveformanalysis.

AmericanSocietyofAnesthesiologists2007AnnualMeeting(SanFrancisco)10月,2007
No.62 山本純偉,山下創一郎,田中 誠：

筑波大学におけるシミュレーション教育の立ち上げと現状
第3回日本医学シミュレーション学会（東京）10月,2007

No.63 山下創一郎,前田良太,高橋 宏,田中 誠：
開頭脳腫瘍摘出術後に原因不明の視機能障害をきたした症例

日本臨床麻酔学会第27回大会（東京）10月,2007
No.64 渡邊和宏,星 拓男,宮部雅幸,田中 誠：

全身麻酔で管理した肺高血圧合併症妊婦に対する帝王切開術の麻酔経験
日本臨床麻酔学会第27回大会（東京）10月,2007
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No.65 前田良太,山下創一郎,猪股伸一,水谷太郎,田中 誠：
多系統萎縮症患者の麻酔経験

日本臨床麻酔学会第27回大会（東京）10月,2007
No.66 YoshihiroSeo:

ClinicalUtility of3-DimensionalEchocardiography in Evaluation ofSevereTricuspid

RegurgitationCausedbyPacemakerorImplantableCardioverter-DefibrillatorLeads.

AmericanHeartAssociationscientificsessions(Orlando,FL)11月,2007
No.67 YoshihiroSeo:

EffectofStatinTreatmentonCarotidAtherosclerosisinPatientswithStableCoronary

ArteryDiseaseStratifiedbyRenalFunction.

AmericanHeartAssociationscientificsessions(Orlando,FL)11月,2007
No.68 IshizuT,SeoY,UnoK,KawamuraR,KawanoS,WatanabeS,AonumaK:

EffectofLeftVentricularDyssynchronyandResynchronizationTherapyonTwistinPatients

withDilatedCardiomyopathyAmericanHeartAssociationscientificsessions

(Orlando,FL)11月,2007
No.69 亀谷里美,瀬尾由広,町野智子,石津智子,青沼和隆：

パラシュート僧帽弁に孤立性僧帽弁烈隙の合併が疑われた症例
日本超音波医学会関東甲信越第19回学術集会（東京）11月,2007

No.70 町野智子,瀬尾由広,石津智子,武安法之,渡辺重行,青沼和隆：
頚動脈エコーで経食道エコーと類似の粥状硬化性不安定プラークを認めたコレステロール
塞栓症の2例

日本超音波医学会関東甲信越第19回学術集会（東京）11月,2007
No.71 中島英樹,石津智子,瀬尾由広,武安法之,渡辺重行,青沼和隆：

壁運動正常に見えた冠動脈疾患症例において内膜側ストレインが低下していた症例
第42回東京心エコー図研究会（東京）11月,2007

No.72 瀬尾由広,関口幸夫,河野 了,渡辺重行,青沼和隆：
Optivolの使用経験

心不全治療戦略・症例検討会（東京）11月,2007
No.73 瀬尾由広,石津智子,町野智子,川村 龍,武安法之,渡辺重行,青沼和隆：

B-flowimagingによる頚動脈プラーク内血管の描出：頚動脈内膜剥離術施行症例での検討
第27回超音波血流研究会（東京）12月,2007
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医療情報グループ（2007年）

原 著
No.1 美代賢吾,大江和彦,五十嵐徹也,齋藤英昭：

病棟への物品供給を患者単位で行う処置オーダシステムの開発と評価
病院管理44(3),17-26,2007

No.2 五十嵐徹也：
筑波大学附属病院の再開発

文教施設7(4),43,2007

総 説
No.1 石川 澄,梅里良正,大原 信,岸 真司,楠岡英雄,高橋静子,土屋文人,長谷川剛,

村上典子：
患者安全に係わる病院情報システムのトラブル集

患者安全推進ジャーナル17,58-77,2007

講演・発表
No.1 大江和彦,大原 信,近藤克幸,篠田英範,下邨雅一,吉村 仁,坂無英徳,山本隆一：

「標準マスタ・基本データセット・IHE」について
相互運用性実証事業「ベンダー向けワークショップ」12月,2007

No.2 川原崎雅俊,五十嵐徹也,大原 信：
「携帯電話を利用した医療情報管理サポートシステム」

第8回医療マネジメント学会茨城県地方会学術集会12月,2007
No.3 大江和彦,田中 博,木村通男,山本隆一,赤澤宏平,近藤克幸,大原 信,阿曽沼元博：

平成18年度 経済産業省医療情報システムにおける相互運用性の実証事業報告書2007
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手術部グループ（2007年）

原 著
No.1 FukudaT,NishimotoC,MiyabeM,ToyookaH:

Unilateraladrenalectomyattenuateshemorrhagicshock-inducedanalgesiainrats.

JAnesth21,348-353,2007

No.2 OkadaK,ShodaJ,KanoM,SuzukiS,OhtakeN,YamamotoM,TakahashiH,UtsunomiyaH,
OdaK,SatoK,WatanabeA,IshiiT,ItohK,YamamotoM,YokoiT,YoshizatoK,SugiyamaY,

SuzukiH:

Inchinkoto,a herbalmedicine,and itsingredientsdually exertMrp2/MRP2-mediated

choleresisandNrf2-mediatedantioxidativeactioninratlivers.

AmJPhysiolGastrointestLiverPhysiol292,G1450-G1463,2007

No.3 清水 雄,高橋 宏,松宮直樹,宮部雅幸,田中 誠：
帝王切開後原発性肺高血圧症悪化により死亡した1症例

麻酔56,949-952,2007
No.4 高橋 宏,大河内信弘,星 拓男,上村 明,平石恵美子：

当院における鏡視下手術委員会の活動について
日本手術医学会誌28(3),218-220,2007

総 説
No.1 星 拓男,水谷太郎：

ICUにおける循環管理と長期予後
ICUとCCU31,509-516,2007

学会発表
No.1 SatsumaeT,SaitoS,MoriT,InomataS,TanakaM:

Grandmalseizureinducedbyropivacaineafterbrachialplexusblockwithoutaccidental

intravascularinjection:Aninfluenceofpredispositiontoconvulsion.

81stInternationalAnesthesiaResearchSocietyAnnualMeeting(Orlando)3月,2007
No.2 HagiyaK,TakahashiH,TanakaM:

Theinotropiceffectofcolforsindaropateisattenuatedonenvironmentofacidosis.

AmericanSocietyofAnesthesiologists2007AnnualMeeting(SanFrancisco)10月,2007
No.3 OgawaT,TakahashiH,TakahashiS,TanakaM:

Comparison ofpulseCO and APCO,cardiac outputmonitoring by arterialpressure

waveformanalysis.

AmericanSocietyofAnesthesiologists2007AnnualMeeting(SanFrancisco)10月,2007
No.4 星 拓男,宮部雅幸,田中 誠：

気管挿管後にリークによって判明した製造工程が原因による気管チューブ不良の一例
第7回麻酔科学ウインターセミナー（ニセコ）2月,2007
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No.5 吉牟田佳代,星 拓男：
スーパーローテーションは,無駄か？

第7回麻酔科学ウィンターセミナ－（ニセコ）2月,2007
No.6 萩谷圭一,高橋伸二,清水 雄,星 拓男,田中 誠,水谷太郎：

パルスオシメータの異常波形表示現象
第34回日本集中治療医学会学術集会（神戸）3月,2007

No.7 星 拓男,佐藤希望,高木俊一,田中 誠：
後期臨床研修医の理想と大学間の違い－女子医大と筑波大学の違い－

第4回麻酔科学サマーセミナー（沖縄）6月,2007
No.8 萩谷圭一,高橋 宏,田中 誠：

colforsin（水溶性forskolin誘導体）の強心作用にアシドーシスが及ぼす影響
日本麻酔科学会第54回学術集会（札幌）6月,2007

No.9 小川 剛,高橋 宏,高橋伸二,田中 誠：
観血的動脈圧波形から得られる非侵襲的心拍出量測定装置2機種の比較

日本麻酔科学会第54回学術集会（札幌）6月,2007
No.10 筒井紗也子,星 拓男,宮部雅幸：

硬膜外麻酔による子宮癌根治術後に発症した下肢コンパートメント症候群の一例
日本麻酔科学会第54回学術集会（札幌）6月,2007

No.11 渡邊和宏,萩谷圭一,清水 雄,星 拓男,水谷太郎,楯川幸弘：
セボフルレンの長期吸入療法にて治療した重症気管支攣縮の乳児例

第16回日本集中治療医学会関東甲信越地方会（横浜）8月,2007
No.12 星 拓男,田中 誠：

開腹術後の術後痛に対するフェンタニルのminimaleffectiveconcentration
第14回日本静脈麻酔学会（Venice）9月,2007

No.13 関谷芳明,高橋 宏,田中 誠：
急激に片側胸水が増悪したことが全身麻酔導入後に判明した子宮体癌の症例

日本麻酔科学会東京・関東甲信越支部第47回合同学術集会（宇都宮）9月,2007
No.14 関谷芳明,高橋 宏,田中 誠：

術直後に心筋梗塞を発症した胃全摘出後の1例
日本麻酔科学会東京・関東甲信越支部47回合同学術集会（宇都宮）9月,2007

No.15 宮部雅幸,高橋 宏,星 拓男,左津前剛,平石恵美子,大河内信弘：
手術部の効率的運営における麻酔科医の立場と役割

第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007
No.16 高橋 宏,星 拓男,左津前剛,平石恵美子,大河内信弘,宮部雅幸：

カセット式二酸化炭素吸収剤交換時の提案：パッケージによる換気困難を生じた症例の経
験から

第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007
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No.17 宮部雅幸：
一般演題 手術機器・ME機器5：司会

第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007
No.18 野口茂樹,平石恵美子,左津前剛,高橋 宏,宮部雅幸：

パークベンチ体位による褥瘡発生の予防方法：三重構造ベッドマットの有用性
第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007

No.19 水元恵子,星 拓男,高橋 宏,平石恵美子,大河内信弘,宮部雅幸：
同姓同名患者の手術申し込み間違い

第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007
No.20 古垣達也,高橋 宏,星 拓男,左津前剛,宮部雅幸：

医療機器における改正医療法による保守点検と従来方法との比較
第29回日本手術医学会総会（札幌）9月,2007

No.21 渡邊和宏,星 拓男：
術前に診断されていないVSDによりAPCOとTDCOの乖離を示したと考えられた症例

第12回日本心臓血管麻酔学会（福岡）9月,2007
No.22 石垣麻衣子,星 拓男：

片肺換気中に冠動脈攣縮を起こした症例
第12回日本心臓血管麻酔学会（福岡）9月,2007

No.23 山下創一郎,前田良太,高橋 宏,田中 誠：
開頭脳腫瘍摘出術後に原因不明の視機能障害をきたした症例

日本臨床麻酔学会第27回大会（東京）10月,2007
No.24 高橋 宏：

麻酔経験・ハイリスク
日本臨床麻酔学会第27回大会（東京）10月,2007

No.25 渡邊和宏,星 拓男,宮部雅幸,田中 誠：
全身麻酔で管理した肺高血圧合併症妊婦に対する帝王切開術の麻酔経験

日本臨床麻酔学会第27回大会（東京）10月,2007
No.26 谷貝理紗,宮部雅幸,高橋伸二：

ラリンジアルマスクは先端を頭側に向けて挿入すると入りやすい
日本臨床麻酔学会第27回大会（東京）10月,2007
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リハビリテーション部グループ（2007年）

原 書
No.1 鈴木聖一,江口 清：

気管切開を行なった急性期頸髄損傷患者とのコミュニケーション
臨床リハ 16(9),874-878,2007

No.2 須田恵子,沼田織絵,渡部洋子,石川公久,清水朋枝,深谷大輔,江口 清,加藤敬子：
バセドウ病・腰部脊柱管狭窄を伴う高齢発症の重症筋無力症患者に対するリハビリテー
ションの経験

第28回国立大学法人リハビリテーションコ・メディカル学術大会誌,31-32,2007
No.3 深谷大輔,石川公久,清水朋枝,江口 清,鮎澤 聡：

梢神経縮小術実施症例の短期的経過と評価・プログラムの検討
理学療法いばらき10(3),123-126,2007

No.4 鮎澤 聡,青木 司,高田智也,松村 明,江口 清：
頭頸部外傷後に生じた両下肢の振戦様異常運動に対して選択的脛骨神経縮小術を施行した
1例

機能的脳神経外科46(1),50-51,2007

学会発表
No.1 石川公久,清水朋枝,鶴巻俊江,深谷大輔,江口 清：

養護学校との連携（第3報）
第42回日本理学療法学術大会（新潟）5月,2007

No.2 沼田織絵,太田和加子,須田恵子,平顕 誠,吉田太郎,江口 清,落合直之：
当院で作製しているソックスエイドの紹介

第4回茨城リウマチケア研究会（つくば）7月,2007
No.3 丸山 剛,鶴巻俊江,前島のりこ,江口 清,吉田太郎：

大腿骨頸部骨折術後における荷重痛が問題となった症例の理解
第11回茨城県総合リハビリテーションケア学会学術総会（水戸）12月,2007

No.4 前島のりこ,石川公久,清水朋枝,深谷大輔,鶴巻俊江,丸山 剛,江口 清,吉田太郎：
進行性核上性麻痺患者における医療的リハビリテーションと地域ケアの関わり方について

第11回茨城県総合リハビリテーションケア学会学術総会（水戸）12月,2007
No.5 平顕 誠,石川公久,大田和加子,須田恵子,沼田織絵,吉田太郎,江口 清：

THA・TKA後の関節リウマチの症例に対するsocksaid
第11回茨城県総合リハビリテーションケア学会学術総会（水戸）12月,2007

No.6 寺元洋平,江口 清,吉田太郎,石川公久,藤本柳子,平顕 誠：
脳腫瘍術後に出現した発後失行に対する構音訓練による運動学習効果

第11回茨城県総合リハビリテーションケア学会学術総会（水戸）12月,2007
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その他
No.1 EguchiK,FukayaD,WatanabeY,IshikawaK,ShimizuT,SudaK,NumataO,KatoK,

OchiaiN:
Theapplicationofaprosthesisinrheumatoidarthritispatientswithatranstibilalamputation:

Areportof2cases.

Proceedingsof4thworldcongressofISPRM,9-13,2007
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臨床医学教育・医療福祉支援センター・
総合臨床教育センターグループ（2007年）

原 著
No.1 YoshinoS,SasaharaS,MaenoT,KitaokaK,TomotsuneY,TaniguchiK,TomitaE,UsamiK,

HaokaT,NakamuraH,MatsuzakiI:

RelationshipbetweenmentalhealthofJapaneseresidentsandthequalityofmedicalservice.

Journalofphysicalfitness,nutritionandImmunology17(1),7-11,2007

No.2 MaenoT,InoueK,YamadaK,MaenoT,SatoT:
Indicatorsofamajordepressiveepisodeinprimarycarepatientswithachiefcomplaintof

headache.

Headache47(9)1303-10,2007

No.3 TakayashikiA,InouenK,OkayamaM,NakamuraY,MatsumotoM,OtakiJ,KajiiE:
PrimarycareeducationforundergraduatesinJapan:Isitenoughtoincreasestudentinterest

inandcareerpreferenceforprimarycare?

EducationforPrimaryCare18156-164,2007

No.4 MiyashitaM,SanjoM,MoritaT,HiraiK,KizawaY:
Barrierstoprovidingpalliativecareandprioritiesforfutureactionstoadvancepalliative

careinJapananationwideexpertopinionsurvey.

JPalliatMed10,390-399,2007

No.5 木村琢磨,前野哲博,小崎真規子,大滝純司,松村真司,尾藤誠司,青木 誠：
わが国における研修医のストレス要因の探索的研究

医学教育 38(6),383-389,2007

総 説
No.1 前野哲博：

日常診療のピットフォール 52歳,女性 手のしびれ
日経メディカル 36(12),127-129,2007

No.2 木澤義之：
【がん疼痛治療をめぐる薬物療法の最近の話題】 オピオイド導入時のノウハウ

MEDICO38(4),101-104,2007

No.3 前野哲博：
【リスクマネジメント 患者さんを守る・自分を守る】 SelfManagement自分を守る こ
んなときはすぐに相談しよう

臨床研修プラクティス 4(7),74-76,2007

No.4 前野哲博：
必修化後の研修医教育を支える 指導医の抱える悩み

JAMICJOURNAL27(6),16-19,2007
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No.5 前野哲博：
日常診療のピットフォール 72歳,女性 心窩部違和感,息苦しさ

日経メディカル 36(8),135-137,2007

No.6 前野哲博：
日常診療のピットフォール 37歳,女性 発熱,咽頭痛

日経メディカル 36(4),115-117,2007

No.7 栗原陽子,前野哲博：
【内科エマージェンシー2007 鬼門を克服する】 内科エマージェンシーの診断 確実な診
断が患者を救う 失神

Medicina44(4),664-668,2007

著 書
No.1 木澤義之：

緩和ケアにおける専門性 －緩和ケアチームと緩和ケア病棟－,Ⅳ 緩和ケアにおける各
職種の専門性 医師の専門性と緩和ケアホスピス緩和ケア白書編集委員会編,ホスピス緩
和ケア白書2007

（財）日本ホスピス・緩和ケア研究振興財団,東京,43-46,2007
No.2 髙屋敷明由美：

実習中に起こりうるトラブルの診療所での対応とは
前沢政次,髙屋敷明由美,藤原靖士（編）
診療所で教えるプライマリ・ケア～地域で医師を育てるために

プリメド社,大阪,76-77,2007
No.3 髙屋敷明由美：

大学教員と診療所医師はどう連携すべきか
前沢政次,髙屋敷明由美,藤原靖士（編）診療所で教えるプライマリ・ケア～地域で医師
を育てるために

プリメド社,大阪,42-43,2007
No.4 藤沼康樹,髙屋敷明由美：

診療所医師による学生指導のコツとは前沢政次,髙屋敷明由美,藤原靖士（編）
診療所で教えるプライマリ・ケア～地域で医師を育てるために

プリメド社,大阪,40-41,2007
No.5 佐伯俊成,前野哲博：

研修医のための精神疾患講座（DVD）
アステラス製薬,東京,2007

学会発表
No.1 前野哲博：

筑波大学附属病院総合医コース（施設紹介）
第22回日本家庭医療学会（東京）6月,2007
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No.2 福士元春,髙屋敷明由美,大野毎子,松村真司,大滝純司：
一般住民の医学教育に対する認識に関する研究2 医師国家試験の実技試験

第39回日本医学教育学会（盛岡）7月,2007
No.3 髙屋敷明由美,福士元春,大野毎子,松村真司,大滝純司：

一般住民の医学教育に対する認識に関する研究1 研修医による診療への受容度
第39回日本医学教育学会（盛岡）7月,2007

No.4 日高響子,杉山直人,木澤義之,落合直之：
茨城県難病相談・支援センターにおける臨床心理士の活動と今後の課題

日本小児科学会茨城県地方会（日立）2月,2007
No.5 前野哲博：

家庭医の進路相談（インタレストグループ）
第22回日本家庭医療学会（東京）6月,2007

No.6 木澤義之：
「日本におけるホスピス緩和ケア」

第3回ホスピス緩和ケアワールドサミット（ケニア）9月,2007
No.7 木澤義之：

緩和医療の卒後教育
第12回日本緩和医療学会総会（岡山）6月,2007

No.8 TakayashikiA,MatsumuraS,OnoM,FukushiM,OtakiJ:
Patients’ViewsOnMedicalEducationInJapan:“WouldYouFeelComfortableWithBeing
ExaminedByAnInternWhoHasJustGdaduatedFromMedicalSchool?”.

4thAsiaPacificMedicalEcucationConference(Singapore),2月,2007
No.9 木村琢磨,前野哲博,小崎真規子,大滝純司,松村真司,尾藤誠司,青木 誠：

わが国における研修医のストレス要因の探索的研究
第39回日本医学教育学会大会（盛岡）7月,2007

No.10 本村和久,鈴木將玄,春田淳志,平山陽子,菅野哲也,前野哲博：
総合診療施設における卒後医学教育の連携 指導医交換の試み

第39回日本医学教育学会大会（盛岡）2007
No.11 鈴木將玄,本村和久,菅野哲也,前野哲博：

総合診療施設の施設間連携 カンファレンスにおける指導医交換の試み
第15回日本総合診療医学会学術集会（金沢）2007

No.12 河村由吏可,吉津みさき,栗原 宏,前野哲博：
初期研修への総合診療医の関わり－総合診療医養成後期研修の工夫 いばらき地域医療研
修ステーションの実績報告

第15回日本総合診療医学会学術集会（金沢）3月,2007
No.13 吉津みさき,前野哲博,河村由吏可,栗原 宏,三輪谷博史：

「いばらき地域医療研修ステーション」事業による地域医療教育の試み
第19回いばらき医療福祉研究集会（土浦）11月,2007

No.14 吉津みさき,河村由吏可,栗原 宏,髙屋敷明由美,前野哲博：
診療所実習が学生に与えた影響

第39回日本医学教育学会大会（盛岡）7月,2007
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No.15 髙屋敷明由美,広瀬美鈴,中村明澄,前野哲博,原 晃,大塚藤男：
筑波大学医学群医学類における新カリキュラムの評価（第2報）PBLテュートリアル導入
の成果と問題点

第39回日本医学教育学会大会（盛岡）2007
No.16 髙屋敷明由美,前野哲博,田宮菜奈子,安梅勅江,長田道夫：

医学類看護医療科学類合同プログラム「ケアコロキウム」の教育効果
第39回日本医学教育学会大会（盛岡）7月,2007

No.17 中村明澄,前野哲博,髙屋敷明由美,原 晃,大塚藤男：
筑波大学地域ヘルスプロモーションプログラムの試み

第39回日本医学教育学会大会（盛岡）7月,2007
No.18 谷口和樹,笹原信一朗,前野哲博,吉野 聡,友常祐介,富田絵梨子,宇佐見和哉,羽岡健史,

道喜将太郎,松崎一葉：
日本の研修医と指導医における労働環境,職業性ストレスおよび精神的健康

第17回体力・栄養・免疫学会（東京）8月,2007

その他
No.1 前野哲博：

プライマリ・ケアにおける臨床決断のプロセス
伊勢崎市民病院講演会（伊勢崎）2月,2007

No.2 前野哲博：
研修のメンタルヘルスケア

九州大学指導医養成講習会（福岡）3月,2007
No.3 前野哲博：

研修のメンタルヘルスケア・トラブルシューティング
市立函館病院 月例医学会（函館）3月,2007

No.4 前野哲博：
医療現場におけるEBMの実践

新潟県立中央病院 講演会（新潟）10月,2007
No.5 前野哲博：

新臨床研修制度における指導医の役割
第14回 千駄木外科セミナー（東京）6月,2007

No.6 前野哲博：
新しい臨床研修制度の現状と課題

東京女子医科大学 講演会（東京）3月,2007
No.7 前野哲博：

研修の雰囲気が良くなる指導医の関わり方
武田薬品テレビ講演会（東京）2月,2007

No.8 前野哲博：
新臨床研修制度における指導医の役割

太田西ノ内病院講演会（郡山）9月,2007
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No.9 髙屋敷明由美：
講習会タスクフォース 茨城県（筑波大学）

指導医養成講習会（つくば）6月,2007
No.10 髙屋敷明由美：

教育効果を高めるシナリオとは？
日本医学教育学会生命科学小委員会

第1回PBLセミナー（東京）4月,2007
No.11 髙屋敷明由美：

教育効果を高めるシナリオとは？
日本医学教育学会生命科学小委員会

第2回PBLセミナー（大阪）12月,2007
No.12 髙屋敷明由美：

筑波大学の医学教育関係組織とその活動
第6回東京医科大学医学教育

アドバンストコースワークショップ（東京）10月,2007
No.13 髙屋敷明由美：

パネルディスカッション「医師の働き方 今,病院に問われるもの」
いばらき医師子育て支援フォーラム（つくば）3月,2007

No.14 髙屋敷明由美：
筑波大学のPBL教育～新カリキュラム導入後2年のふりかえりと今後の課題

「医学教育ツールとしてのPBLをふりかえる－PBLの評価の変遷と実際を知る」
高知大学医学部 医学部助教授講師会主催講演会（高知）1月,2007

No.15 前野哲博：
必修化後の後期専門研修の動向

JDDW 2007 第7回医療研修会（神戸）10月,2007
No.16 木澤義之：

医学生と研修医のための緩和夏期セミナー2007
笹川医学医療財団医学生と研修医のための

緩和夏期セミナー（つくば）6月,2007
No.17 木澤義之：

ワークショップ ファシリテーター
日本緩和医療学会 EPEC-Oトレーナーズワークショップ （大阪）12月,2007

No.18 前野哲博：
大学病院の立場から見たジェネラリスト養成プログラム

三重大学地域医療再生プロジェクト特別シンポジウム（三重）11月,2007
No.19 木澤義之：

緩和医療の導入とがん性疼痛コントロールの実際
名古屋市立大学大学院 第11回桜山がんセミナー（名古屋）2月,2007

No.20 木澤義之：
緩和医療概論と症状アセスメント

国立病院機構（柏）2月,2007
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No.21 木澤義之：
緩和医療 －コミュニケーションスキル

がん医療研修機構「第3回オンコロジーセミナー」（東京）3月,2007
No.22 木澤義之：

がん性疼痛の緩和と地域緩和ケア
水戸医療センターがん疼痛管理に関する講演会（水戸）3月,2007

No.23 木澤義之：
緩和ケアの理解・薬物による苦痛のコントロールと管理

日本訪問看護振興財団在宅終末看護セミナー（東京）1月,2007
No.24 木澤義之：

サンドスタチン注射液 国内Ⅰ／Ⅱ 相臨床試験結果
がん患者における消化管閉塞の症状マネージメント講演会（東京）5月,2007

No.25 木澤義之：
病院と地域における緩和ケア

友愛記念病院緩和ケアセミナー（古河）7月,2007
No.26 木澤義之：

ワークショップ ファシリテーター
EPEC-OSummerSeminarinAsahikawa（旭川）8月,2007

No.27 木澤義之：
医の倫理 Ⅲ

平成19年度滋賀医科大学講義（滋賀）10月,2007
No.28 木澤義之：

在宅緩和医療に求められる臨床能力
第15回家庭医の生涯教育のためのワークショップ（大阪）11月,2007

No.29 木澤義之：
EPEC-Oトレーナーズワークショップと人材育成

三多摩緩和ケア研究会特別講演（東京）11月,2007
No.30 木澤義之：

わが国のがん医療の現状
平成19年度筑波大学附属病院看護部 臨床看護教育センター
院内認定「がん看護」第2回セミナー（つくば）7月,2007

No.31 木澤義之：
がん対策と訪問看護

茨城県訪問看護ステーション連絡協議会総会特別講演会（水戸）11月,2007
No.32 木澤義之：

病院と地域における緩和ケアの実践とその普及
足利赤十字病院（栃木）4月,2007

No.33 木澤義之：
緩和ケアチーム立ち上げの実際：緩和ケア医の視点から

第20回日本サイコオンコロジー学会総会（札幌）11月,2007
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No.34 木澤義之：
緩和ケアの基本概念と緩和ケアチーム

和歌山県緩和ケア従事者研修会（和歌山）10月,2007
No.35 木澤義之：

在宅医療概論
平成19年度 日本訪問看護振興財団認定看護師教育課程

訪問看護学科（東京）11月,2007
No.36 木澤義之：

ワークショップ 講師
平成19年度がん診療連携拠点病院

緩和ケアチーム・ワークショップ（東京）11月,2007
No.37 木澤義之：

研修会（職種と機能）講師
平成19年度がん診療連携拠点病院

緩和ケアチーム研修会（東京）11月,2007
No.38 木澤義之：

緩和ケアチームの立ち上げ（緩和ケア医として）
厚生労働省緩和ケアの基本教育のための

都道府県指導者研修会（東京）10月,2007
No.39 木澤義之：

BADNEWSの伝え方とオピオイドローテーション
沖縄県北部地区医師会・薬剤師会

北部地区緩和ケア学術講演会（沖縄）12月,2007
No.40 木澤義之：

地域全体で取り組むホスピス・緩和ケア
千葉大学いのちを考える～医療の原点を見つめて～（千葉）12月,2007

No.41 木澤義之：
がん性疼痛に関する臨床薬理

国立看護大学校がん性疼痛看護コース研修会（東京）11月,2007
No.42 木澤義之：

症例から学ぶがん性疼痛緩和ケアの技術と実際
全国看護セミナー（富山）10月,2007

No.43 木澤義之：
がん患者・家族とのコミュニケーションについて

特定特別医療法人慈泉会相澤病院緩和ケア学習会（長野）8月,2007
No.44 木澤義之：

がん性疼痛の緩和をめざして
長野県看護協会平成19年度教育計画研修会（長野）8月,2007

No.45 木澤義之：
ギアチェンジの考え方と緩和ケアにおける症状コントロール

諏訪赤十字病院緩和ケア講演会（長野）8月,2007
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No.46 木澤義之：
症状緩和と援助技術

平成19年度認定看護師教育専門課程ホスピスケア科（東京）7月,2007
No.47 中村明澄,前野哲博：

外来でよく見るこころの問題へのアプローチ
第19回医学生・研修医のための家庭医療学会夏期セミナー（千葉）8月,2007

No.48 前野哲博：
スキルスラボの開設,管理,運営の諸問題について（シンポジウム）

第1回臨床医学看護教育スキルスラボ研究会（大阪）6月,2007
No.49 前野哲博：

講習会タスクフォース
聖マリアンナ医科大学病院 指導医講習会

アドバンス・ワークショップ（静岡）6月,2007
全国社会保険協会連合会 指導医養成講習会（東京）7月,2007

No.50 前野哲博：
講習会ディレクター・タスクフォース

鳥取大学医学部指導医講習会（鳥取）5月,2007
茨城県指導医養成講習会（つくば）6月,2007

群馬県臨床研修指導医養成講習会（前橋）9月,2007
茨城県指導医養成講習会（水戸）10月,2007

No.51 前野哲博：
臨床研修におけるメンタルヘルスケア

信州大学医学部附属病院 医療安全のための講演会（松本）7月,2007
No.52 前野哲博：

臨床研修とストレス
みさと健和病院講演会（埼玉）8月,2007

No.53 前野哲博：
臨床判断学

みさと健和病院講演会（埼玉）9月,2007
No.54 前野哲博：

新臨床研修制度における指導医の役割－研修の「やる気」を引き出すために－
第4回日本医科大学臨床研修指導医教育ワークショップ（千葉）12月,2007

No.55 前野哲博：
医療者のメンタルヘルス

国立保健医療科学院 平成19年度安全管理研究科研修（埼玉）11月,2007
No.56 前野哲博：

新臨床研修制度における研修病院のあり方
済生会 臨床研修指定病院協議会（東京）11月,2007

No.57 前野哲博：
ライフサイクルからみた看護 医療面接

茨城県立医療大学（阿見）11月,2007
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No.58 前野哲博：
理念？道具？EBM（基礎編）

みさと健和病院講演会（埼玉）11月,2007
No.59 前野哲博：

指導医シンポジウムにおけるパネルディスカッション
茨城県指導医シンポジウム（つくば）11月,2007

No.60 前野哲博：
研修制度改革とこの1年 －研修病院の立場から－

全国大学生協医書系書籍店舗職員研修会（東京）1月,2007
No.61 前野哲博：

書評 患者さんとのコミュニケーションをはかる ベットサイドでの一言
日本医事新報（4365）,34,2007

No.62 前野哲博：
総合診療医の原点となった患者家族の一言

日経メディカル Cadetto1(1),53,2007

No.63 前野哲博：
書評 医療面接 根拠に基づいたアプローチ ．

日本医事新報（4329）,35,2007

３２５

臨床医学教育・医療福祉支援センター・総合臨床教育センターグループ（2007年）



光学医療診療部グループ（2007年）

原 著
No.1 YanakaA.,ZhangS.,SatoD.,TauchiM.,SuzukiH,ShibaharaT.,MatsuiH.,NakaharaA.,

HyodoI.:
Geranylgeranylacetoneprotectsthehumangastricmucosafromdiclofenac-inducedinjuryvia

inductionofheatshockprotein70.

Digestion75(2-3),148-55,2007

No.2 SugitaS.,IijimaT.,FuruyaS.,KanoJ.,YanakaA.,OhtaK.,KojimaH.,NoguchiM.:
GastricT-celllymphomawithcytotoxicphenotype.

PatholInt.Vol57,108-114,2007

No.3 KanekoT.,MatsuiH.,ShimokawaO.,NakaharaA.,HyodoI.:
Cellularmembrane fluidity measurementby fluorescence polarization in indomethacin-

inducedgastriccellularinjuryinvitro.

JournalofGastroenterology42(12),939-946,2007

No.4 金子 剛,松井裕史,下川 治,長野由美子,宇土潤平,谷中昭典,中原 朗,兵頭一之介：
蛍光偏光解消法によるNSAIDs起因性胃粘膜細胞傷害の捕捉

G.I.Research15巻4号,346-347,2007
No.5 谷中昭典,田内雅史,山本雅之,兵頭一之介：

スルフォラファン含有食品,ブロッコリースプラウト摂取によるH.pylori胃炎軽減作用と
胃癌予防の可能性

日本補完代替医療学会誌 4巻1号,9-15,2007
No.6 谷中昭典,兵頭一之介,山本雅之：

感染による酸化ストレス応答に果たす内因性15-deoxyprostaglandinJ2-nrf2pathwayの役
割

潰瘍34巻1号,45-48,2007
No.7 ShimokawaO.,MatsuiH.,NaganoY.,KanekoT.,ShibaharaT.,NakaharaA.,HyodoI.,

YanakaA.,MajimaHJ.,NakamuraY.,MatsuzakiY.:
NeoplastictransformationandinductionofH+,K+-adenosinetriphosphatasebyN-methyl-

N’-nitro-N-nitrosoguanidineinthegastricepithelialRGM-1cellline.InVitroCellDev
BiolAnim.

2008Jan-Feb,44(1-2),26-30,Epub2007Nov22.

No.8 SatoD.,YanakaA.,ShibaharaT.,MatsuiH.,NakaharaA.,YanagawaT.,WarabiE.,IshiiT.,
HyodoI.:

Peroxiredoxin Iprotectsgastric mucosa from oxidative injury induced by H.pylori

infection.

JGastroenterolHepatol.2008Apr;23(4),652-9,EpubNov14.2007
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No.9 TanA.,NakamuraH.,KondoN.,TanitoM.,KwonYW.,AhsanMK.,MatsuiH.,NaritaM.,
YodoiJ.:

Thioredoxin-1attenuatesindomethacin-inducedgastricmucosalinjuryinmice.

FreeRadicRes,Aug,41(8),861-92007

No.10 SekimotoG.,MatsuzakiK.,YoshidaK.,MoriS.,MurataM.,SekiT.,MatsuiH.,FujisawaJ.,
OkazakiK.:

ReversibleSmad-dependentsignalingbetweentumorsuppressionandoncogenesis.

CancerRes,Jun1,67(11),5090-62007

No.11 ChaB.,KimKH.,MatsuiH.,KimH.:
Expressionofsuppressorsofcytokinesignaling-3inHelicobacterpylori-infectedratgastric

mucosalRGM-1cells.

AnnNYAcadSci,Jan,1096,24-8,2007

学会発表
No.1 金子 剛,松井裕史,長野由美子,下川 治,宇土潤平,間宮 孝,前田るい,兵頭一之介：

RGM-1における蛍光偏光解消法によるNSAIDs起因性細胞傷害の測定
第7回RGM-1研究会,（東京）2月,2007

No.2 谷中昭典,中原 朗,兵頭一之介：
スポンサードワークショップ 薬剤起因性消化管障害：発生機序の解明と予防法 NSAID

潰瘍の予防対策 ヒトボランティアを用いたGeranylgeranylacetyone（GGA）によるNSAID
起因性胃粘膜傷害予防効果の検討

第3回日本消化管学会,（東京）2月,2007
No.3 谷中昭典：

特別講演 胃粘膜防禦機構研究の過去・現在・未来
第7回RGM-1研究会,（東京）2月,2007

No.4 谷中昭典：
特別講演 茨城県（筑波大学とその関連施設）におけるHelicobacterpylori診療の現状と問
題点－アンケートによるTsukubaConsensusMeetingReport－

牛久市医師会講演会,（牛久）2月,2007
No.5 金子 剛,松井裕史,長野由美子,下川 治,宇土潤平,間宮 孝,前田るい,兵頭一之介：

RGM-1における蛍光偏光解消法によるNSAIDs起因性細胞傷害の測定
第7回RGM-1研究会,（東京）2月,2007

No.6 金子 剛,松井裕史,下川 治,長野由美子,宇土潤平,谷中昭典,中原 朗,兵頭一之介：
蛍光偏光解消法によるNSAIDs起因性胃粘膜細胞傷害の捕捉

第16回消化器とフリーラジカル研究会,3月,2007
No.7 金子 剛,松井裕史,長野由美子,下川 治,谷中昭典,兵頭一之介：

蛍光偏光解消法によるNSAIDs起因性胃粘膜細胞傷害の捕捉
第25回サイトプロテクション研究会,（京都）3月,2007
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No.8 MatsuiH.,NaganoYN.,ShimokawaO.,KanekoT.,MamiyaT.,YanakaA.,NakaharaA.,
HyodoI:
Nrf2inducedH+K+ATPaseingastricepithelialcells.

May,WashingtonD.C.2007

No.9 柴原 健,佐藤大介,中原 朗,福田邦明,松井裕史,安部井誠人,正田純一,谷中昭典,

兵頭一之介：
食道静脈瘤結紮療法後の再発予防の検討 APC地固め法 vs.βブロッカー（ランダム化比
較試験,最終報告）

第73回日本消化器内視鏡学会総会（東京）5月,2007
No.10 杉本浩一,杉山弘明,麻生芳子,長谷川直之,鈴木英雄,柴原 健,谷中昭典,中原 朗,

兵頭一之介：
ESD後潰瘍の経時的観察とPPIの種別効果

第73回日本消化器内視鏡学会総会（東京）5月,2007
No.11 松井裕史：

教育講演：胃癌は光る－NOによるがん固有蛍光の誘導－
第28回日本レーザー医学会総会（旭川）9月,2007

No.12 柴原 健,佐藤大介,中原 朗,福田邦明,松井裕史,安部井誠人,正田純一,谷中昭典,

兵頭一之介：
食道静脈瘤結紮療法後の再発予防の検討APC地固め法 vs.βブロッカー（ランダム化比較
試験,最終報告）

第74回日本消化器内視鏡学会総会（神戸）10月,2007
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病理部グループ（2007年）

原 著
No.1 IshiyamaT,KanoJ,AnamiY,OnukiT,IijimaT,MorishitaY,YokotaJ,NoguchiM:

OCIA domaincontaining2ishighlyexpressedinadenocarcinomamixedsubtypewith

bronchioloalveolarcarcinomacomponentandisassociatedwithbetterprognosis.

CancerSci,98,50-57,2007

No.2 大城幸雄,寺島秀夫,大河内信弘,森下由紀雄：
術後8年半の長期生存が得られた食道小細胞癌の1例

手術 61,1173-1178,2007

No.3 UchiharaT,OkuboC,TanakaR,MinamiY,InadomeY,IijimaT,MorishitaY,FujitaJ,
NoguchiM:

Neuronatinexpressionanditsclinicopathologicalsignificanceinpulmonarynon-smallcell

carcinoma.

JThoracOncol,2,796-801,2007

No.4 橋詰寿律,石本祐子,山本 純,島内正起,田村元彦,西村嘉裕,深井志摩夫,森下由紀雄：
胸壁より発生した腹壁外デスモイド腫瘍

胸部外科 60,198-201,2007

学会発表
No.1 大見究麿,稲留征典,森下由紀雄,野口雅之：

肝腫瘍の1例
第23回茨城病院病理医の会,2007

No.2 大窪千草,森下由紀雄,近藤 譲,菅野雅人,永田千草,野口雅之：
A/Jマウス発がんモデルを用いた肺腺がん発生の性差に関わる遺伝子の同定

第96回日本病理学会総会,2007
No.3 菅野雅人,稲留征典,飯嶋達生,森下由紀雄,野口雅之,近藤 譲,永田千草,池部 大：

HUMARA解析による腹膜播種性子宮筋腫症におけるクローナリティーの検討
第96回日本病理学会総会,2007

No.4 稲留征典,大窪千草,石山直史,野口雅之：
前立腺におけるCYP1B1発現の部位特異性に関する解析

第96回日本病理学会総会,2007
No.5 稲毛芳永,石川成美,酒井光昭,後藤行延,鬼塚正孝,深沢政勝,森下由紀雄,飯嶋達生,

野口雅之,山本達生：
喀痰検診での異常指摘から3年を経て診断された多発肺扁平上皮癌の一例

第48回日本臨床細胞学会総会,2007
No.6 SunW,IijimaT,KanoJ,AnamiY,InadomeY,MorishitaY,OkuboC,NoguchiM:

Identification ofdifferentially methylated CpG Islandsin the early stage ofhuman

pulmonaryadenocarcinoma.

12thWorldConferenceonLungCancer,2007
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No.7 AnamiY,IshiyamaT,OkuboC,KanoJ,IijimaT,MorishitaY,NoguchiM:
Identification ofdifferentially expressed genesin the course oflung adenocarcinoma

development.

12thWorldConferenceonLungCancer,2007

No.8 OkuboC,MorishitaY,SunW,NoguchiM:
Lactoferrin is associated with the sexual difference in the incidence of lung

adenocarcinogenesis.

12thWorldConferenceonLungCancer,2007

No.9 大窪千草,森下由紀雄,野口雅之：
Lactoferrinisassociatedwiththesexualdifferenceinlungadenocarcinogenesis.

第66回日本癌学会学術総会,2007
No.10 石橋直美,柳川 徹,山縣憲司,鬼澤浩司郎,軽部 令,伊達昭宜,大塚友紀,稲留征典,

野口雅之,吉田 廣：
舌背部に生じた平滑筋腫性過誤腫の1例

第183回日本口腔外科学会関東地方会,2007
No.11 内山直樹,淀縄 聡,福島美穂,木下達弥,有川良二,小貫麻美子,佐藤豊実,小川 功,

稲留征典：
膵Solid-pseudopapillarytumorの1例

第46回日本臨床細胞学会秋期大会,2007

その他
No.1 森下由紀雄：

小型肺腺がんと細胞診
西川秋佳先生国立医薬品食品衛生研究所病理部長就任記念セミナー,2007

No.2 森下由紀雄：
肺癌の細胞診 小型肺腺癌の細胞像と診断を誤りやすい細胞像を中心に

第3回琉球病理細胞診フォーラム,2007
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睡眠呼吸障害グループ（2007年）

著 書
No.1 岩本安彦,山田信博監修,門脇 孝,島本和明,寺本民生,松澤佑次編.安田 京,腰野結希,

佐藤 誠：
メタボリックシンドローム・uptodate.Ⅴ関連疾患

睡眠時無呼吸症候群,日本医師会雑誌,生涯教育シリーズ72,P149-152,2007
No.2 下条文武編,佐藤 誠:

メディカルノート症候がわかる
7.睡眠時呼吸障害,P18-20,2007

原 著
No.1 OhdairaF,K.Nakamura,H.Nakayama,M.Satoh,T.Ohdaira,M.Nakamata,M.Kohno,

A.Iwashima,A.Onda,YKobayashi,K.Hujimori,S.Kiguchi,S.Izumi,T.Kobayashi,

H.Shinoda,S.Takahashi,F.Gejyo,andM.Yamamoto:

Demographiccharacteristicsof3659Japanesepatientswithobstructivesleepapnea-hypopnea

syndromediagnosedbyfullpolysomnography:associationswithapnea-hypopneaindex.

SleepandBreathing11,93-101,2007

No.2 KoshinoY,SatohM,KatayoseY,YasudaK,TanigawaT,TakeyasuN,WatanabeS,Yamaguchi
I,andAonumaK,:

AssociationofSleep-DisorderedBreathingandVentricularArrhythmiasinPatientsWithout

HeartFailure.

AmJCardiol101,882-6,2008

研究班報告書
No.1 若年肥満者の生活習慣病としての睡眠時無呼吸症候群の位置付けとその治療法の確立に関する

研究
厚生労働科学研究費補助金 医療安全・医療技術評価総合研究事業

平成18年度 総括・分担研究報告書,61-67,3月,2007

その他
No.1 安田 京,片寄泰子,佐藤 誠：

睡眠時無呼吸症候群の治療と予後
1:CPAP,Mebio,24,104-113,2007

No.2 片寄泰子,佐藤 誠,安田 京,佐藤苗恵：
睡眠時無呼吸症候群,1.閉塞型睡眠時無呼吸症候群,5）治療-a生活習慣の改善

睡眠医療 1,55-62,2007
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原 著
No.1 UnoK,HommaS,SatohT,NakanishiK,AbeD,MatsumotoK,OkiA,TsunodaH,

YamaguchiI,NagasawaT,YoshikawaH,AonumaK:
TissueFactorExpressionasaPossibleDeterminantofThromboembolisminOvarianCancer.

BritJCancer,96,290-295,2007

No.2 SatohT,OkiA,UnoK,SakuraiM,OchiH,OkadaS,MinamiR,MatsumotoK,TanakaYO,
TsunodaH,HommaS,YoshikawaH:
Highincidenceofsilentvenousthromboembolismbeforetreatmentofovariancancer.

BritJCancer,97,1053-1057,2007

総 説
No.1 本間 覚：

血管疾患の内科的治療－主として血流障害の薬物療法について－特集こう書く！疾患別・
症候別検査レポート

VascularLab,4増刊,86-91,2007

著 書
No.1 本間 覚：

検査時のコミュニケーションと注意点（医師の立場から）
血管無侵襲診断テキスト,南江堂,東京,57-61,2007

学会発表
No.1 UnoK,HommaS,TonomuraA,YamakawaM,ShiinaT,YamaguchiI,AonumaK:

Clinicalapplicationoftissueelasticityimagingfordeepveinthrombosis-preliminary

findings.

71stannualmeetingofJapanesecirculationsociety.(Kobe),3月,2007
No.2 UnoK,HommaS,TanoueK,YoshidaK,SuzukiK,SeoY,KawanoS,KugaK,YamaguchiI,

AonumaK:
Coagulofibrinolyticandinflammatoryactivationassociatedwithspontaneousechocontrast

andmitralvalvestenosis.

71stannualmeetingofJapanesecirculationsociety.(Kobe)3月,2007
No.3 宇野希世子,本間 覚,佐藤豊美,櫻井 学,南 理恵,沖 明典,角田 肇,吉川裕之,

青沼和隆：
卵巣癌における静脈血栓塞栓症規定因子としての組織因子の発現

茨城血管疾患研究会第10回発表会（つくば）6月,2007

３３２

臨床医療管理部グループ（2007年）



No.4 AkiyamaD,HommaS,MurakoshiN,KoyamaT,HiguchiH,MachinoT,TajiriK,SeoY,
KawanoS,OhtsukaS,AonumaK:
Granulocytepenia observed during bosentan adminstration therapy in a patientwith

pulmonaryarterialhypertension.

第11回日本心不全学会学術集会（東京）9月,2007
No.5 秋山大樹,本間 覚,村越伸行,小山 崇,樋口甚彦,町野 毅,田尻和子,坪井洋人,

宇野希世子,瀬尾由広,河野 了,青沼和隆：
肺動脈性肺高血圧症におけるボセンタンによる短期効果の検証

第55回日本心臓病学会学術集会（東京）9月,2007
No.6 SatohT,UnoK,SakuraiM,OkadaS,MinamiR,MatsumotoK,Oishi-TanakaU,OkiA,

HommaS,YoshikawaH:
Highincidenceofsilentvenousthrombo-embolism beforetreatmentinovariancancerand

preventionofclinicalmanifestationaftersurgery.

TheXXthAsianandOceaniacCongressofObstetricsandGynecology.(Japan)9月,2007
No.7 宇野希世子,本間 覚,佐藤豊美,櫻井 学,南 理恵,松本光司,沖 明典,角田 肇,

吉川裕之,青沼和隆：
卵巣癌組織における組織因子の発現と静脈血 栓塞栓症との関連

第48回日本脈管学会総会（松本）10月,2007
No.8 宇野希世子,外山明子,大坂卓司,三竹 毅,須田昌弘,山川 誠,井坂由美,深谷貴子,

福中康子,菊川浩子,瀬尾由広,本間 覚,渡辺重行,青沼和隆：
Elastographyによる静脈血栓の評価－動物モデルを用いた組織標本との比較

第48回日本脈管学会総会（松本）10月,2007
No.9 高梨典子,本間 覚,朝田 隆,金子道夫：

医療事故に対する医療従事者の心的状況 －精神科病棟における検討－
医療の質・安全学会第2回学術集会（東京）11月,2007

No.10 高梨典子,本間 覚,朝田 隆,金子道夫：
有害事象に対する医療従事者の意識調査

第2回茨城県医療事故防止研究会（つくば）12月,2007

その他
No.1 本間 覚：

講演「医療における事故防止の取り組み」
自動車技術会 2007年夏季大会－GIAダイアログ－ 事故未然防止に向けた各分野の経

験と知恵（東京）8月,2007
No.2 本間 覚：

講演「筑波大学附属病院における医療安全の取り組み」
定期航空協会（東京）11月,2007
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平成２０年９月発行

編 者 筑波大学臨床医学系

発 行 者 筑波大学臨床医学系
茨城県つくば市天王台１-１-１
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